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熱帯林の成長データ集録 

* * ** *** 

西川匡英、高橋文敏、白石則彦、増田義昭 

＊ 森林総合研究所林業経営部 

*＊ 森林総合研究所北海道支所経営部 

**＊ 秋田営林局鷹巣営林署 

1．はじめに 

熱帯地域の森林の成長と収穫に関する情報は、先進国のものに比べるとまだ充分整備されていな 

くてその収集には困難をともなう。早生樹種については、D. Pandrey が Growth and yield of 

叫antation species in the tropics (FA0 1983）において、熱帯林の成長と収穫をまとめている 

程度である。しかし、地球温暖化にともなう対応策として長期間炭素を固定する方法のひとつとし 

て熱帯林を保全するとともに、積極的に植林していくことが近年注目されている。このため熱帯の 

早生樹種だけでなく、天然林についてもその成長特性を充分把握していく必要がある。 

当初コンピュータによる文献検索を主体とした収集を考え、C畑，AGRICORA、 AGRISな どで樹種別 

地域別に検索を試みたが、論文を主体としたものが多く、必ずしも有効な方法でないことがわかっ 

た。そこで前記のPandreyの ものを中心にして、多面的な方法で収集することにし、次のように個 

別に文献に当たることにした。 

文献検索（CAB, AGRICORA, AGRIS) 

FAQ （国連食糧農業機関）文献 

森林総合研究所図書室、森林総合研究所海外研究情報室（ODCによる熱帯林情報収集） 

海外専門家への依頼（マレーシア、タイ、インドネシア、パプア・ニューギニア、FAQなど） 

単行本 

その他 

成長と収穫（Growth and Yield）に関しては、収穫表、成長モデルの形が一般的であるが、地位 

指数曲線、直径分布で表されたものもあり、天然林では定期平均成長量のみで表している場合が多 

い。これらの関係については項を設けて解説した。 

集められた文献については、一定の様式（樹種、国、地域、データ採取地の立地環境、成長・ 

収穫に関する表、図、式など、出典）で個表を作り整理することにした。本書はこの個表を印刷 

したものであるが、とくにデータ採取地の立地環境、成長・収穫に関する表、図式などは必要最 

小限にとどめているため、利用の際は出典に示した原文を参照することをお勧めする。また前記 

D. Pandrey の報告書では文中に多数の引用文献があり、これらの引用文献を含めて出典として示す 

ことにした。 なお今回は計測的な成長量を中心としたデータの収集であったが、バイオマス的な資 

料については、別途収集の機会を設けて行いたいと考えている。 

なお樹種の学名については元森林総合研究所東北支所長の緒方健博士に校閲をお願いした。また 

筑波大学の松下 香、桧山千春嬢には個表の整理をお手伝いいただいた。ここに記して謝意を表す 

る次第である。また、2 -1 、 2 一2を白石、2 -3 を西川、目次、索引を高橋、天然林人工林の 

個表作成を西川、高橋、白石、増田が担当した。 
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熱帯林の成長データ集録

西川匡英、高橋文敏、白石則彦、増田義昭

* 森林総合研究所林業経営部
** 森林総合研究所北海道支所経営部
*** 秋田営林局鷹巣営林署

1. はじめに

熱帯地域の森林の成長と収穫に関する情報は、先進国のものに比べるとまだ充分整備されていな

くてその収集には困難をともなう。早生樹種については、D.Pandrey が Growtha nd yield of

plantation species ln the tropics (FAO I983) において、熱帯林の成長と収穫をまとめている

程度である。しかし、地球温暖化にともなう対応策として長期間炭素を固定する方法のひとつとし

て熱帯林を保全するとともに、積極的に植林していくことが近年注目されている。このため熱帯の

早生樹種だけでなく、天然林についてもその成長特性を充分把握していく必要がある。

当初コンピュータによる文献検索を主体とした収集を考え、CAB,AGRICORA 、AGRISなどで樹種別

地域別に検索を試みたが、論文を主体としたものが多く、必ずしも有効な方法でないことがわかっ

た。そこで前記の Pandreyのものを中心にして、多面的な方法で収集することにし、次のように個

別に文献に当たることにした。

文献検索 (CAB,AGRICORA,AGRIS)

FA0( 国連食糧農業機関)文献
森林総合研究所図書室、森林総合研究所海外研究情報室 (ODC による熱帯林情報収集)
海外専門家への依頼 (マレーシア、タイ、インドネシア、パプア ・ニューギニア、 FAO など )

単行本
その他

成長と収穫 (Growth and Yield) に関しては、収穫表、成長モデルの形が一般的であるが、地位

指数曲線、直径分布で表されたものもあり、天然林では定期平均成長量のみで表している場合が多

い。これらの関係については項を設けて解説した。

集められた文献については、一定の様式 (樹種、国、地域、データ採取地の立地環境、成長 ・

収穫に関する表、図、式など、出典) で個表を作り整理することにした。本書はこの個表を印刷

したものであるが、とくにデータ採取地の立地環境、成長・収穫に関する表、図式などは必要最

小限にとどめているため、利用の際は出典に示した原文を参照することをお勧めする。また前記

D.Pandreyの報告書では文中に多数の引用文献があり、これらの引用文献を含めて出典として示す

ことにした。なお今回は計測的な成長量を中心としたデータの収集であったが、バイオマス的な資

料については、別途収集の機会を設けて行いたいと考えている。

なお樹種の学名については元森林総合研究所東北支所長の緒方健博士に校閲をお願いした。また
筑波大学の松下 香、桧山千春嬢には個表の整理をお手伝いいただいた。ここに記して謝意を表す

る次第である。また、 2-1 、 2-2 を白石、 2-3 を西川、目次、索引を高橋、天然林人工林の

個表作成を西川、高橋、白石、増田が担当した。
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2． 本資料を利用する人のために 

2 一1 収穫表の概要 

収穫表とは、ある樹種の森林に対して同一の取り扱いを施した場合の森林の統計量の標準的な値 

を、林齢の一定間隔ごとに表示した表である。森林の統計量としては、平均胸高直径、平均樹高、 

単位面積当りの立木本数および胸高断面積合計、材積（総成長量）、成長量などがある。人工造林 

樹種では、年齢ごとに間伐される林木（副林木または間伐木）と残存する林木（主林木または残存 

木）とに分けて、それぞれの標準的な統計量を記していることも多い。 

森林では近接した林地に同一樹種か生育している場合を比較しても、土壌や地形、水分状態など 

の違いによって成長か大きく異なることかある。収穫表では、地位（site）という立地の生産力の違 

いによって、同一樹種に対しても成長の異なる複数の表か作られるのが普通である。 

森林の地位は、I 、 IL ～等のように等級区分することもあるが、地位指数によって数値で表現 

されることも多い。最も普通の地位指数は、基準となる林齢（基準林齢）を定めて、その林齢にお 

ける優勢木または主林木の平均樹高の値そのものを指数とするものである。例えば日本においては 

スギやヒノキの基準林齢は伐期を勘案して40年が慣用とされており、その林齢で到達する平均樹高 

が地位指数である。熱帯地方では早生樹種が造林されることも多いため、基準林齢は10年とか20年 

など非常に若齢のことが多い。 

平均樹高が地位指数の表現に利用されるのは、樹高成長が林地固有の生産力をよく表わし、かつ 

森林の人為的取り扱いにほとんど依存しないと考えられているからである。これに対し、林齢の明 

確でない森林タイプの地位の判別には、1年当りの材積成長量がしばしば用いられる。 

地位の判別目的ばかりでなく、林齢に伴う材積の成長量の変化は森林の成長を扱う場合にきわめ 

て重要である。材積成長量は、平均化する期間の取り方によって、次のように大別される。 

平均成長量 Mean Annual Increment (MAT) 

連年成長量 Current Annual Increment (CAl) 

定期平均成長量 Periodic Annual Increment (PAl) 

平均成長量は材積を林齢で割った1年当り平均の成長量で、全生育期間を均した成長量の平均値と 

考えられる。連年成長量はある林齢の前後1年間の成長量であり、2年以上の期間について成長量 

の年平均を取ったものは定期平均成長量と呼ばれている。林齢の変化に伴う平均成長量と連年成長 

量、総成長量の関係は下図に示されている。天然林のように林齢（t）が明確でない森林の成長量 

は、連年（または定期平均）成長量が比較される場合が多く、それはまた地位の判別にも利用され 

ている。 
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2. 本資料を利用する人のために

2-1 収穫表の概要

収穫表とは、ある樹種の森林に対して同一の取り扱いを施した場合の森林の統計量の標準的な値

を、林齢の一定間隔ごとに表示した表である。森林の統計量としては、平均胸高直径、平均樹高、

単位面積当りの立木本数および胸高断面積合計、材積 (総成長量)、成長量などがある。人工造林
樹種では、年齢ごとに間伐される林木 (副林木または間伐木)と残存する林木 (主林木または残存
木) とに分けて、それぞれの標準的な統計量を記していることも多い。

森林では近接した林地に同一樹種か生育している場合を比較しても、土壌や地形、水分状態など

の違いによって成長か大きく異なることかある。収穫表では、地位(site)という立地の生産力の違

いによって、同一樹種に対しても成長の異なる複数の表か作られるのが普通である。

森林の地位は、 1、虹、皿等のように等級区分することもあるが、地位指数によって数値で表現

されることも多い。最も普通の地位指数は、基準となる林齢 (基準林齢) を定めて、その林齢にお

ける優勢木または主林木の平均樹高の値そのものを指数とするものである。例えば日本においては

スギやヒノキの基準林齢は伐期を勘案して40年が慣用とされており、その林齢で到達する平均樹高

か地位指数である。熱帯地方では早生樹種が造林されることも多いため、基準林齢は10年とか20年

など非常に若齢のことが多い。

平均樹高が地位指数の表現に利用されるのは、樹高成長が林地固有の生産力をよく表わし、かつ

森林の人為的取り扱いにほとんど依存しないと考えられているからである。これに対し、林齢の明

確でない森林タイプの地位の判別には、 1年当りの材積成長量がしばしば用いられる。

地位の判別目的ばかりでなく、林齢に伴う材積の成長量の変化は森林の成長を扱う場合にきわめ

て重要である。材積成長量は、平均化する期間の取り方によって、次のように大別される。

平均成長量 Mean Annual lncrement(MAI)

連年成長量 Current Annual lncrement(CAI)

定期平均成長量 PerlodlcAnnual lncrement AI)

平均成長量は材積を林齢で割った 1年当り平均の成長量で、全生育期間を均した成長量の平均値と
考えられる。連年成長量はある林齢の前後 1年間の成長量であり、 2年以上の期間について成長量

の年平均を取ったものは定期平均成長量と呼ばれている。林齢の変化に伴う平均成長量と連年成長
量、総成長量の関係は下図に示されている。天然林のように林齢 (t) が明確でない森林の成長量

は、連年 (または定期平均)成長量が比較される場合が多く、それはまた地位の判別にも利用され
ている。
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図2一1 平均成長量と連年成長量、総成長量の関係 

平均成長量が最大となる林齢（w）において、その値は連年成長量と一致する。総成長量、平均成 

長量、連年成長量のいずれかがわかれば他の2者は計算可能である。 

2 -2 収穫表のタイプ分類 

ここでは熱帯地方を中心に、さまざまな国や地域からさまざまな樹種についての成長量の資料を 

広く収集した。その中には収穫表と呼ぶにふさわしい体裁を備えた森林成長の資料もあるが、収穫 

表の要素（材積、直径、樹高、本数等）の一部分しか整っていなかったり、あるいは天然林で林齢 

が明確でないため林齢ごとの統計量という形式で表示されていない資料もある。 

収集された成長資料にどのような種類の情報が載っているかを示すことは有益であり、そのため 

には資料をタイプによって分類しておく必要がある。そこでここでは基本的な要素の整った正常な 

収穫表の体裁を基本とし、それ以外の資料のタイプを以下のように分類した。 
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図 2 -1 平均成長量と連年成長量、総成長量の関係

長量が最大となる林齢 (w) において、その値は連年成長量と一致する。総成長量、平均成

連年成長量のいずれかがわかれば他の 2者は計算可能である。

-2 収穫表のタイプ分類

ここでは熱帯地方を中心に、さまざまな国や地域からさまざまな樹種についての成長量の資料を

く収集した。その中には収穫表と呼ぶにふさわしい体裁を備えた森林成長の資料もあるが、収穫

の要素 (材積、直径、樹高、本数等) の一部分しか整っていなかったり、あるいは天然林で林齢

明確でないため林齢ごとの統計量という形式で表示されていない資料もある。

収集された成長資料にどのような種類の情報が載っているかを示すことは有益であり、そのため

は資料をタイプによって分類しておく必要がある。そこでここでは基本的な要素の整った正常な

とし、それ以外の資料のタイプを以下のように分類した。
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① 収穫表タイプ（林齢に対して材積はじめ各種統計量が示されている） 

1． 完全な形の収穫表 

2． 不完全な形の収穫表（成長量の資料は完備しているが、それ以外の立木本数、平均 

胸高直径、平均樹高等の情報が不完全なもの） 

② 地位指数曲線タイプ（直接に成長量に結びつかないが、その基礎となりうる統計量が林齢に 

対する変化として示されている） 

1． 樹高～林齢 

2． その他（胸高直径、胸高断面積等）～林齢 

③ 連年（または定期）成長量のみのタイプ（生育期間の一部についての成長量の資料） 

1． 天然林等のCAl, PAL 

2 その他 

④ その他のタイプ 

1. 直径階に対する直径成長量 

2. 直径分布の変化 

3， その他 

2 -3 収穫表に用いられる主な用語一覧（英・和） 

今回収集された収穫表には専門的な用語がかなり用いられている。ここではこれらの用語をまと 

め、日本語と解説を付し利用に供することにした。 

英 語 日 本 語 解 説 

average diameter 平均直径 普通胸高直径の平均を指す。表ではAv.山am. 

やdと略記することがある。 

age 林齢、樹齢 森林や樹木の年齢 

accum. vol(yield) 累積収穫量 現材積にそれまでの間伐収穫量を累積した合 

計の収穫量 

annual percent mortality 枯損率 皿ortality rateに同じ 

annual mortaNty percent 枯損率 mortality rateに同じ 

annual ingrowth percent 進階率 進階木の本数または材積の全林に対する割合 

bark yield 樹皮量 樹皮量は、重量、面積、束などの単位で表す。 

base age 基準林齢 地位指数を定める基準となる林齢 

basれarea 胸高断面積 地上1.2 または1.3mの高さの木の幹の断面 

の面積 

basal area growth 胸高断面積成長量 胸高断面積合計の年間成長量 

d. b. h. (diameter at 

breast height) 

胸高直径 地上1.2 または1.3mの高さの木の幹の直径 
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① 収穫表タイプ (林齢に対して材積はじめ各種統計量が示されている)
1. 完全な形の収穫表

2. 不完全な形の収穫表 (成長量の資料は完備しているが、それ以外の立木本数、平均

胸高直径、平均樹高等の情報が不完全なもの)

② 地位指数曲線タイプ (直接に成長量に結びつかないか、その基礎となりうる統計量が林齢に
対する変化として示されている)

1. 樹高 ~ 林齢

2. その他 (胸高直径、胸高断面積等)~ 林齢

③ 連年 (または定期)成長量のみのタイプ (生育期間の一部についての成長量の資料)

1. 天然林等の CA1,PA1

2 その他

④ その他のタイプ

1. 直径階に対する直径成長量

2. 直径分布の変化

3. その他

2 -3 収穫表に用いられる主な用語一覧 (英・和)

今回収集された収穫表には専門的な用語がかなり用いられている。ここではこれらの用語をまと

め、日本語と解説を付し利用に供することにした。

英 語 日 本 語 解 説
aVerage dlameter 平均直径 普通胸高直径の平均を指す。表ではAV.dlam.

や と略記することがある。

age 林齢、樹齢 森林や樹木の年齢
accum. vol(y1eld) 累積収穫量 現材積にそれまでの間伐収穫量を累積した合

計の収穫量
annualpercent mortallty 枯損率 mortality rateに同じ

annual mortalltypercent 枯損率 mortal ity rateに同じ

annual lngrowth percent 進階率 進階木の本数または材積の全林に対する割合
bark yleld 樹皮量 樹皮量は、重量、面積、束などの単位で表す。

base age 基準林齢 地位指数を定める基準となる林齢
basal area 胸高断面積 地上 1.2 または 1.3m の高さの木の幹の断面

の面積
basal areagrowth 胸高断面積成長量 胸高断面積合計の年間成長量
d.b.h.(d1am e te r a t

breast helght)

胸高直径 地上 1.2 または 1.3m の高さの木の幹の直径
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英 語 日 本 語 解 説 

diameter class 直径階 一定の直径の範りIをまとめた（括約した）階 

級。わが国では2cm括約、スイスでは、 4 

c m 括約、フランス、ドイッでは5cm括約 

が行われる。 

diameter distribution 直径分布 森林内の木の直径（通常胸高直径）の頻度分 

布 

diameter growth 直径成長（量） 胸高直径の定期成長（量） 

d.o.b. 皮付き直径 樹皮付きの直径 

bole 幹材、樹幹 stemに同じ。樹木の幹部 

circumference(girth) 円周 樹木の円周を用いて直径の大きさを表す。 

cohort コーホート ある特定の期間に出生した人口を表すが、動 

物一般では生命表作成を特定時期に出生した 

グループにっいて行ったときなどに用いられ 

る。 

coupe クーペ 伐採の区画単位 

codominant trees 準優勢木 樹冠の一般的なレべルには達しており、上方 

から充分の光を受けているが、側面からはほ 

とんど受けていない樹木をさす。 

CFI (continuous forest 

inventory) 

森林継続調査法 観側点またはプロットをシステマテイックに 

配置し、定期的に森林資源内容を観測する森 

林資源調査法。近年生態的な情報や環境情報 

をも測定する多目的な資源調査法が採用され 

る傾向にある。 

conversion factor 変換率 薪など層積から実積へ換算する場合の割合。 

針葉樹、広葉樹によってまた、径級の大きさ 

によって異なる。 

crop standing volume 立木蓄積 standing tree，またはstumpage volume とも 

いう。森林内の立木の材積 

crop diameter 樹木直径 tree diameter に同じ 

crop height 樹高 tree height 

cu Im 茎 節のある茎 

cumulative thinnings 累積間伐木量 間伐木の本数または材積を加算したもの 

de liocourt's quotients リオクールの公比 異齢林の直径分布は逆J字型をなすが、隣接 

する直径階の本数比（qで表す）を等比級数 

の公比として用いれば、一番大きな直径階の 

本数をnとすると、n, nq, nq2，   の 

ように表される。 
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英 語 日 本 語 解 説
diameter class 直径階 一定の直径の範囲をまとめた (括約した)階

級。わが国では 2 cm 括約、スイスでは、 4

cm 括約、フランス、 ドイツでは 5 cm 括約

が行われる。

diameter distributlon 直径分布 森林内の木の直径 (通常胸高直径)の頻度分
布

dlameter growth 直径成長 (量) 胸高直径の定期成長 (量)
d.o.b. 皮付き直径 樹皮付きの直径
boie 幹材、樹幹 stemに同じ。樹木の幹部

clrcumference(g1rth) 円周 樹木の円周を用いて直径の大きさを表す。
cohort ゴーホー ト ある特定の期間に出生した人口を表すが、動

物一般では生命表作成を特定時期に出生した
グループについて行ったときなどに用いられ

る。

couPe クーペ 伐採の区画単位
codomlnanttrees 準優勢木 樹冠の一般的なレベルには達しており、上方

から充分の光を受けているが、側面からはほ

とんど受けていない樹木をさす。

CF1(continuous forest

lnventory)

森林継続調査法 観側点またはプロットをシステマティックに
配置し、定期的に森林資源内容を観側する森
林資源調査法。近年生態的な情報や環境情報
をも測定する多目的な資源調査法が採用され
る傾向にある。

Converslonfactor 変換率 薪など層積から実積へ換算する場合の割合。

針葉樹、広葉樹によってまた、径級の大きさ

によって異なる。

cropstanding volume 立木蓄積 standlng tree, または stumpage volume と も

いう。森林内の立木の材積

crop dlameter 樹木直径 tree diameter に同じ

crop height 樹高 tree helght に同じ

culm 茎 節のある基

cumulatlve thinnings 累積間伐木量 間伐木の本数または材積を加算したもの
de liocourt'squotients リオクールの公比 異齢林の直径分布は逆J字型をなすが、隣接

する直径階の本数比 (qで表す)を等比級数
の公比として用いれば、一番大きな直径階の

本 数 を n とす る と、 n,nq,nq2, … … … の

ように表される。
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英 語 日 本 語 解 説 

DBH 胸高直径 diameter at breast height の略で、胸高の 

部位（普通1. 2 または1.3m）の樹木の直径 

を指す。 

diameter growth 

projection table 

直径成長予測表 直径階毎の成長の推移を示したもので、 

stand table に同じ 

dominant height 優勢木樹高 

主林木樹高 

優勢木または主林木の樹高 

dry bark 乾燥樹皮量 樹皮を乾燥処理をしたもの 

dry weight 乾（燥）重（量） 生物体重の計側で含水量の影響を除外したい 

時に用いる。普通105℃で乾燥し、重量が安 

定した時を持って乾重とみなす。 

dummy variables ダミー変数 重回帰式の説明変量に用いられるもので、分 

類尺度の数量的な表現である。例えば、機械 

がA .. B 2 台ある場合、説明変数x = 1, 

（機械Aがある時）、x = 0 , （機械Bがあ 

る時）というように、A, Bを分類するため 

に任意の二っの実数を用いる。1.. 0 が簡単 

であるためよく用いられる。 

form factor 形数、幹形形数 樹幹のある位置における直径に等しい直径を 

底面とし、その樹高に等しい高さをもっ仮想 

的な円柱の体積とその幹材積との比を形数と 

いう。 

fresh weight 生重（量） 乾燥処理を行わない生木の状態の重量 

girth (class) 胴回り、樹幹周囲 樹木の直径で大きさを表す代わりに、周囲で 

表したもので、熱帯地域では、よくこの単位 

が用いられる。 （例えば、半島マレーシアの 

利用材積表）。 

green bark 樹皮生重 生木の状態の樹皮 

gross volume 粗成長量 森林の全林木より生産された全材積 

growth 成長（速度） 広義の成長全般を表わす。 

growth rate 成長率 ある一定の時期からの樹木の成長を示し、普 

通lc m 当たりの年輪数等で表すが、樹木ま 

たは林分の材積、価値、あるいはその他の成 

長量で表すこともある。 

growth prediction table 収穫予測表 収穫表に同じ 

heavily thinned stands 強度の間伐を 

行った林分 

被圧木、介在木、一部の準優勢木を除く間伐 
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英 語 日 本 語 解 説
DBH 胸高直径 dlameter atbreast height の略で、胸高の

部位 (普通 1.2 または 1.3m) の樹木の直径

を指す。

dlameter growth

projectiontable

直径成長予測表 直径階毎の成長の推移を示したもので、
stand table に同 じ

dominant helght 優勢木樹高
主林木樹高

優勢木または主林木の樹高

dry bark 乾燥樹皮量 樹皮を乾燥処理をしたもの
dry welght 乾 (燥)重 (量) 生物体重の計測で含水量の影響を除外したい

時に用いる。普通 1050Cで乾燥し、重量が安

定した時を持って乾重とみなす。

dumnyvariables ダミー変数 重回帰式の説明変量に用いられるもので、分

類尺度の数量的な表現である。例えば、機械

が A 、 B 2台ある場合、説明変数 x=1,

(機械 Aがある時) 、×=0,( 機械 Bがあ

る時) というように、A,B を分類するため

に任意の二つの実数を用いる。 1、 0が簡単

であるためよく用いられる。

form factor 形数、幹形形数 樹幹のある位置における直径に等しい直径を
底面とし、その樹高に等しい高さをもつ仮想

的な円柱の体積とその幹材積との比を形数と
い う。

fresh weight 生重 (量) 乾燥処理を行わない生木の状態の重量
girth (class) 胴回り、樹幹周囲 樹木の直径で大きさを表す代わりに、周囲で

表したもので、熱帯地域では、よくこの単位

が用いられる。 (例えば、半島マレーシアの

利用材積表)。

green bark 樹皮生重 生木の状態の樹皮
gross volume 粗成長量 森林の全林木より生産された全材積
growth 成長 (速度) 広義の成長全般を表わす。

growth rate 成長率 ある一定の時期からの樹木の成長を示し、普

通 l cm 当たりの年輪数等で表すが、樹木ま

たは林分の材積、価値、あるいはその他の成

長量で表すこともある。

growthpredictlon table 収穫予測表 収穫表に同じ
heavily thinnedstands 強度の間伐を

行った林分

被圧木、介在木、一部の準優勢木を除く間伐
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英 語 日 本 語 解 説 

height class 樹高級（階） 樹高をいくっかの階級に分けたもの。高さ階 

級 

high forest 高林、喬林、 

高木林 

熱帯では、サバンナ林、低林に対比して高木 

よりなるうっペい林をいう。 

i ricrement 成長（量） 「増分」に相当する概念 

1 ng row t h 進階成長量 測定されるように定められた最小直径階以下 

の木が成長して最小直径以上に達した木を進 

階木といい、その本数、または材積の量を進 

階成長量という。 

inner bark 皮内 樹皮を除いた場合を表わす（樹皮なしの直径 

など）。 

improvement felling 

(dutt ing) 

整理伐、除伐 

保育伐 

価値のある樹木を育成するため、価値のない 

樹木を除去することであるが、とくに混交異 

齢林において行う。 

inside bark 皮内 inner barkに同じ 

LA I 葉面積指数 leaf area index 単位土地面積上にある全葉 

面積。普通記号Fで表す。 

LAR 比面積 葉面積比（SLA:specific leaf area）に同 

じ。葉面積（cn12）を葉乾重（g）で割ったも 

の。葉の厚さに関係しており、同一樹種では 

上層の葉ほどSLAは小さい。 

liberation thinning 上木伐採 幼齢木の成長を促すため上木または老齢木を 

伐採する。 

linear regression 

weighted by the inverse 

of variance 

重みっき線形回帰 分散の逆数を重みとした線形回帰 

logistic function ロジステック関数 Verhulst (1838）が提案し、Pearl らに再発見 

された動物・人間の増殖の数学的なモデル。 

個体の成長曲線も群落の現存量の増加曲線も 

ロジステイック曲線で近似される場合が多い。 

LWR 葉重比 leaf wei帥t ratio 。葉重を全植物体重で割 

った値 

low thinning 弱度の間伐 被圧木のみの間伐 

main crop 主林木、主伐木 間伐されず残される木。主として英国で用い 

られる。 

main stand 主林木、主伐木 間伐されず残される木。主として英国で用い 

られる。 
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英 語 日 本 語 解 説
height class 樹高級 (階) 樹高をいくつかの階級に分けたもの。高さ階

級
high forest 高林、喬林、

高木林
熱帯では、サバンナ林、低林に対比して高木

よりなるうっべい林をいう。

lncrement 成長 (量) 「増分」に相当する概念
lngrowth 進階成長量 測定されるように定められた最小直径階以下

の木が成長して最小直径以上に達した木を進
階木といい、その本数、または材積の量を進

階成長量という。
inner bark 皮内 樹皮を除いた場合を表わす (樹皮なしの直径

など) 。

improvement felllng

(cutting)

整理伐、除伐

保育伐
価値のある樹木を育成するため、価値のない

樹木を除去することであるが、とくに混交異

齢林において行う。

inside bark 皮内 lnner barkに同じ

LAI 葉面積指数 leaf area lndex単位土地面積上にある全葉

面積。普通記号 Fで表す。

LAR 比面積 葉面積比 (SLA:speciflc leaf area) に同

じ。葉面積 (cボ)を葉乾重 (g) で割ったも

の。葉の厚さに関係しており、同一樹種では

上層の葉ほどSLAは小さい。

liberatlon thlnnlng 上木伐採 幼齢木の成長を促すため上木または老齢木を
伐採する。

linear regresslon

welghted by theinverse

ofvariance

重みつき線形回帰 分散の逆数を重みとした線形回帰

logistic function ロジステック関数 Verhulst(1838)が提案し、Pearlらに再発見

された動物・人間の増殖の数学的なモデル。

個体の成長曲線も群落の現存量の増加曲線も
ロジスティック曲線で近似される場合が多い。

LWR 葉重比 leaf weight ratio。葉重を全植物体重で割

った値

low thinning 弱度の間伐 被圧木のみの間伐

maln CrOP 主林木、主伐木 間伐されず残される木。主として英国で用い

られる。

maln stand 主林木、主伐木 間伐されず残される木。主として英国で用い

られる。
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英 語 日 本 語 解 説 

mean diameter 平均（胸高）直径 地上1.2 または1. 3mの高さの直径の平均値 

mean diameter by basal 

area method 

平均断面積木 一定面積内のすべての林木の胸高断面積合計 

を林木本数で割ったものを平均断面積とい 

う。平均断面積木の直径は、常に算術平均直 

径より大きい。 

mean height 平均樹高 森林全体の木の高さの平均 

medium thinning 中庸度の間伐 すべての被圧木と介在木の一部を間伐する。 

merchantable volume 利用（可能）材積 市場に適したサイズや品質の樹木または林分 

の材積 

modified Malaysian 

uniform system 

修正マレーシア 

ュニフオーム 

システム 

マレーシア・ュニフオームシステムは予備 

伐、下種伐を省略した、均等に（樹群単位で 

はない）択伐する前更作業すなわち傘伐作業 

の一種である。 

mortality rate 枯損（死）率 火災、病虫害、風害等で枯損し、利用できな 

かった木の本数または材積の全林木に対する 

割合を表す。 

NAR 純同化率 葉の光合成速度を示す。 

No. of stems 立木本数 単位面積に生立している木の本数 

number of stems(trees) 立木本数 単位面積に生立している木の本数 

o. b. 皮付き over bark の略 

outer bark 皮付き 樹皮付直径など樹皮を付けたままの状態を表 

す。 

outside bark 皮付き 樹皮付直径など樹皮を付けたままの状態を表 

す。 

over bark 皮付き 樹皮付直径など樹皮を付けたままの状態を表 

す。 

ノha, per ha ha当り 材積など合計量を比較する単位面積。中国語 

の文献では毎公頃。1公項は約16畝（ムー） 

per rai ライ 面積の単位で、1ライは0. l6haに当たる。 

poison treatment 巻きがらし girdling, ringing ともいい、立木に材分に 

達する切り込みをめぐらし、立木のまま枯死 

させる。造林地にある利用価値のない立木で 

伐採整理すると経費が引き合わない場合など 

に行われる。 

predominant height 準優勢木樹高 準優勢木の樹高 

preliminary yield table 予備的な収穫表 サンプル数が少ない等の理由で、予備的に作 

成する収穫表 
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英 語 日 本 語 解 説
mean dlameter 平均 (胸高)直径 地上 1.2 または 1.3m の高さの直径の平均値
mean diameter by basal

area method

平均断面積木 一定面積内のすべての林木の胸高断面積合計
を林木本数で割ったものを平均断面積とい
う。平均断面積木の直径は、常に算術平均直

径より大きい。

mean height 平均樹高 森林全体の木の高さの平均
medlumthinnlng 中庸度の間伐 すべての被圧木と介在木の一部を間伐する。

merchantable volume 利用 (可能)材積 市場に適したサイズや品質の樹木または林分
の材積 .

modlfiedMalayslan

unlform system

修正マレーシア

ユニフオーム

システム

マレーシア ・ユニフォームシステムは予備

伐、下種伐を省略した、均等に (樹群単位で

はない)択伐する前更作業すなわち傘伐作業
の一種である。

mortallty rate 枯損 (死)率 火災、病虫害、風害等で枯損し、利用できな

かった木の本数または材積の全林木に対する
割合を表す。

NAR 純同化率 葉の光合成速度を示す。

No.of stems 立木本数 単位面積に生立している木の本数
number of stems(trees) 立木本数 単位面積に生立している木の本数
o.b. 皮付き over bark の略

outer bark 皮付き 樹皮付直径など樹皮を付けたままの状態を表
す。

outslde bark 皮付き 樹皮付直径など樹皮を付けたままの状態を表
す。

over bark 皮付き 樹皮付直径など樹皮を付けたままの状態を表
す。

/ha,per ha ha当り 材積など合計量を比較する単位面積。中国語
の文献では毎公頃。 1公項は約16畝 (ムー)

Pet ‐ ral ライ 面積の単位で、 1ライは0.16haに当たる。

Polson treatment 巻きがらし girdling,ringing ともいい、立木に材分に

達する切り込みをめぐらし、立木のまま枯死

させる。造林地にある利用価値のない立木で

伐採整理すると経費が引き合わない場合など
に行われる。

predomlnantheight 準優勢木樹高 準優勢木の樹高
prellminaryyield table 予備的な収穫表 サンプル数が少ない等の理由で、予備的に作

成する収穫表
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英 語 日 本 語 解 説 

provisional normal yield 

tab! e 

地方的正常収穫表 正常収穫表は、充分の蓄積のある（fullyst-

ocked）林分の収穫表の ことで、これを地域的 

に作成したもの。 

q value q値 樹木の直径分布において隣接する直径階の本 

数比で表す。択伐林の林型の指標になる。 

RD 予測断面積に対する実断面積の比 

RGR 相対成長率 relative growth rateの略で植物の乾量成 

長過程を複利的な成長とみなし、その利率に 

相当する値をいう。 

recru itment 進階量 与えられた期間内に側定できる（最小直径限 

界を越えた）大きさに達した樹木の本数また 

は材積。ingrowthに同 じ。 

recruits group 進階木グループ 進階木のグループ 

reference age 基準林齢 地位指数を定める基準となる林齢 

reinainings 残存木 間伐の後にも残存する樹木 

remaining stands 残存林分 

保残林分 

間伐の後にも残存する林分 

retained 残存する 間伐の後にも残存する 

roundwood volume 丸太材積 丸太の材積のことで、スマリアン法、フーバ 

ー法、末口自乗法等で求める。 

S 平均幹距 林木の平均的な樹幹距離を示す。 

site class 地位級 地位をいくっかの等級に区分したもの 

site index 地位指数 地位を表わす指数で、基準林齢における上層 

木、または優勢木の平均樹高が用いられる。 

site index curves 地位指数曲線 各地位指数に対応する上層木または優勢木の 

平均樹高成長曲線を地位指数曲線という。 

site quality 地位 林地の肥灰度、生産力 

size class サイズクラス 樹木の大きさを表わしたもので、樹高級と直 

径級などにより表わす。 

Sr 相対幹距 平均幹距(s）と林分の上層木の平均樹高 

(%lI）との比を相対幹距または樹高ー幹距 

比といい、次のように百分率で表す。 

Sr=SITIX100 (%) 

林分密度の尺度の一っで、間伐の尺度になる。 
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径級などにより表わす。
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Sr;Sr 目× 10 0(%)

林分密度の尺度の一つで、間伐の尺度になる。
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英 語 日 本 語 解 説 

stacked volume 層積 積み重ねた空間を含む容積をいう。薪など 

一定長の木材を一定の幅と高さに積み上げ、 

その体積を側るもので、実績（solid volume) 

に対して用いられる。 

stand density 立木密度 

林分密度 

林分の密度は本数、断面積合計等1変数で表 

す場合と2変数の組み合わせ（相対幹距等） 

で表す場合がある。 

stand table 林分表 直径階本数表の年次的な推移を表した表 

stocking 立木度 最良の林分状態または管理された林分と比較 

して表した林分の状態 

stump 伐根 木を伐倒したときの根株 

suppressed (trees) 被圧木、劣勢木 

下層木 

被圧された木 

survival percent 残存率 枯損等森林から除去された樹木を除いて残存 

する樹木の本数、または材積の全林木に対す 

る割合 

survival rate 残存率 survival percentに同じ 

thick wood 成材材積 伐採点以下の材積を除いた木の皮付き直径7 

c m 以上の部分の材積をいう。ドイッでは皮 

付き材積を指すが、東南アジア諸国では、樹 

皮なし材積を指す。 

thinned 間伐された 間伐された（木または材積） 

thinning 間伐 人為的に本数を減らすこと。間引き 

thinnings 間伐木、副林木 間伐される木 

tip end 末口 丸太で直径の小さい方の断面を末口、大きい 

方の断面を元口という。 

top height 上層木樹高 上層樹冠を構成する優勢な木の樹高 

total volume 主幹材積 木の主幹の材積、広葉樹によく見られるよう 

に主幹が明らかでないときは、枝下高までの 

材積をいう。主幹が（大枝を持たず）明らか 

なものは頂端までの材積をいう。 

treated 処理をした 間伐など人の手を加えた状態を指す。 

under bark (u. b. ) 皮内直径 樹皮付きの状態の直径 

unthinned stands 無間伐林 間伐が行われない林分で自然の推移にまかせ 

ている林分 
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英 語 日 本 語 解 説 

untreated 無処理の 間伐など人の手の入らない、無処理の森林の 

状態を指し、間伐の施業比較試験地等では対 

照区となる。 

upper height 上層高 林分内の上層木の平均樹高。林分から万遍な 

く上層木をとる必要があるため、例えば0.25 

ha内のプロットでは0.0lhaの25個のプロッ 

トを設定し、それぞれのプロットの最高の樹 

高を有する木の平均樹高を求める。これはha 

当たり100本に相当する。英●ではtop 

heightという。 

volume 材積 材木の量 

volume over bark 

(V.0.B.) 

皮付き材積 樹皮付きの材積 

volume thinned 間伐材積 間伐される木の材積 

yield 収穫（量） 森林から除去されようがされまいが、年々ま 

たは定期的に伐倒される林木の材積 

yield table 収穫表 ある樹種に対し一定の作業法を採用した場合 

に、一定年度ごとの単位面積当たりの本数、 

材積およびこれに関係のある主な林分因子の 

値を時系列的に表示したもの。 

参考文献 

1) Forestry Termino1ogy、 Society of American Foresters 1950 

2 ）南雲秀次郎・箕輪光博著：測樹学、地球社 1990 

3）西沢正久：森林測定法、地球出版 1965 

4 ）生態学辞典、築地書館1983 
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P初IfS caribaea vaL hon吻rensis （カリビアマツ） 

マレーシア 

Pint's caribaeavaL hen吻rensお（カリビアマツ）  I -183 

タイ 

円βI/S Ca万加ea var. hen吻re/isis （カリビアマツ）  I -185 

オーストラリア 

P勿us caribaea 「ノar. hon力rensis （カリビアマツ）  1 -187 
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巧nt's carl加ea vaL hondurensis（カリビアマツ）  I -197 

トリニダード 

Plays caribaea （カリビアマツ）  I -200 

スリナム 

P勿us ca万加ea var. hon吻l-ens is （カリビアマツ）  I -201 

多国籍［ブラジル、タンザニア、ジャマイカ、トリニダードトバコ、マレーシア］ 

P勿i/s kesiya （カシアマツ）  I -202 

マレーシア（マラヤ） 
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天然林 アフリカ アフリカ各国 (2)( マ リ、ナイジェリア、カメルーン) …………… 1-168

年平均降雨量と材積成長との関係付け。
天然林 南米 ブラジル……………………………………………………………………………エー169
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天然林 大陸間をまたがるもの……………………………………………………………………… 1-175

Neotroplcs,Asla,Africa を対象に樹種 (群 ) 、森林タイプ別の PA I。

人工林
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P/〃〃s cβ“ク肥β (力 リビアマツ ), ク僻みワ眉 (オーカルパ マツ ) …………………… 1-177

インド

乃〃〃s car/汐肥β 濁′. 方o〃d〃re〃s′s( 力 リビアマツ ) …………………………………………… 1-181

マレーシア

乃〃〃s c〃"ββ総 媛‘ o々承れグ削げ/s( カ リビアマツ) …………………………………………… 1-183

タイ

P初雄 じ釘功解β焔‘ カロ〃山/re〃sな (カリビアマツ) …………………………………………… 1-185

オース トラリア

P/〃〃s car/鯛班 焔‘ 左御免′re〃ぶな (カ リビアマツ ) …………………………………………… 1-187

フィジー

巧卿 s cβr/ク肥β隙乙 勿脳九′re〃sな (カリビアマツ) …………………………………………… 1-189

フイジー

P′〃〃s car′庇 eβ (力リビアマツ) ………………………………………………………………… 1-195

ジャマイカ

P/〃〃s cβ"ク肥β隙 肋屑物re〃sな (カリビアマツ) …………………………………………… 1-197
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Pm 〃s cβr′クβ鯛 (力リビアマツ) ………………………………………………………………… 1-200

スリナム

丹〃〃s cβr功〃鯛 僻‘ り々魚物理〃sな (力リビアマツ) …………………………………………… 1-201

多国籍 [ブラジル、タンザニア、ジャマイカ、 トリニダー ドトバゴ、マレーシア]

P/〃〃s 肥 s留日 (カシアマツ) ……………………………‐‐……………………………………… 1-202
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P勿us kesi;留 

フィリピン 

P力71/S keslル 

フィリピン 

万lit/s kesi;竹 

フィリピン 

Pinus keslル 

マラウィ 

P勿us kes力ノa 

ナイジェリア 

P勿us kesiya 

ザンビア 

P勿Us んs力ノa 

ブラジル 

P初t/se刀1ott万 

インド 

P勿Useノ万0ttl1 

南アフリカ 

P勿UseI万0tt万 

ブラジル 

ノ'm刀t/s lu功Ue/7sis 

台湾 

巧111/S ん効“eIlsお 

台湾 

P初“s /U効uensjS 

台湾 

乃nt/s inassoniana 

中国福建省 

万fit/sm 所ifs万 

インドネシア 

P力71/S nierkus万 

インドネシア 

乃nt/S inc所1/s万 

インドネシア 

P初t/s inc所lIs万 

インドネシア 

万β“sm所us万 

タイ 

（カシアマツ） 

（カシアマツ） 

（カシアマツ） 

（カシアマツ） 

（カシアマツ） 

（カシアマツ） 

（カシアマツ） 

（スラッシュマツ） 

（スラッシュマツ） 

（スラッシュマツ） 

（リュウキュウマツ） 

（リュウキュウマツ） 

（リュウキュウマツ） 

（タイワンアカマツ，馬尾松） 

（メルクシマツ） 

（メルクシマツ） 

（メルクシマツ） 

（メルクシマツ） 

（メルクシマツ） 
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丹〃郷 肥脳」を (カシアマツ) ……………………………………………………………………… 1-211
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巧〃〃s 肥 "! 〃 (カシアマツ) ……………………………………………………………………… 1-213
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P/〃〃s 肥 s““ (カシアマツ) ……………………………………………………………………… 1-214
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Pm"s e//′""/( スラッシュマツ) ……………………………………………………………… 1-215

インド
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丹〃〃s e///〆“ /( スラッシュマツ) ……………………………………………………………… 1-218
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丹〃〃s /〃c卿鋼ぶな (リュウキュウマツ) ………………………………………………………… 1-224
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巧朋 s ルc卿 e〃sな (リュウキュウマツ) ………………………………………………………… 1-227
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P′〃〃s 鍛?sso〃/〃〃〃 (タイワンアカマツ , 馬尾松 ) ……………………………………………… 1-234

中国福建省
丹〃〃s "e増〃s" (メルクシマツ) ………………………………………………………………… 1-248

インドネシア
乃肋 s 解離〃"/ (メルクシマツ) ………………………………………………………………… 1-250

インドネシア
丹〃〃sの別★〃"/ (メルクシマツ) ………………………………………………………………… 1-253

インドネシア
丹〃節 粥川〃" ′ (メルクシマツ) ………………………………………………………………… 1-254

インドネシア
丹〃〃s m引受〃"/ (メルクシマツ) ………………………………………………………………… 1-255
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Piniis pa Euノa  I 一256 

ケニア 

乃'nus patula I 一258 

ケニア 

ノゲni/s pat u/a  I 一260 

マラウィ 

Pノ加s patula・  I 一262 

タンサニア 

Finus patula I 一263 

タンザニア 

円ni/s pa lu/a・  I -265 

多国籍［ウガンダ、タンザニア、 

乃ni/s oocarpa 

ブラジル 

円ni/s oocarpa 

プエルトリコ 

linus ノ」oxburghli 

インド 

P勿us roxbノ！幼万 

パキスタン 

乃'ni/s spp. 

ブラジル 

ブラジル、インド］ 

（オーカルパマツ） [- 266 

（オーカルパマツ）  I -267 

（ヒマラヤマツ）  I -268 

（ヒマラヤマツ）  I -273 

1 -278 

TAXOD I ACEAE（スギ科） 

Cunn inglianila lanceola ta （コウョウザン）  I -280 

中国福建省 

Cryp toineria japon lea （スギ）  I -292 

インド 

Cryp tonieria japon lea （スギ）  I 一294 

インド 

ひyptoineria japo刀lea （スギ）  I -295 

日本 

Cryp tonieria japon lea （スギ）  I -296 

台湾 

Ciァ'ptoniei ia japon lea （スギ）  I -301 

ブラジル 

日本 
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F/〃"ぶβ""/ 伊………………………………………………………………………………………… ,.1 一256

ケニア
P/〃"s Pa〃 /丑………………………………………………………………………………………… ..1-258

ケニア
P/〃〃s〃" 〃/〃……………………………………………………‐‐…………………………………・・1-260

マラウイ

P/〃〃s〃〃‘〃/β…………………………………………………………………………………………・・1-262

タンザニア

P加騰 刀影 "/含………………………………………………………………………………………… ,.1一263

タンザニア

丹〃〃s〃" 〃/"…………………………………………………‐‐……………………………………・・1-265

多国籍 [ウガンダ、タンザニア、ブラジル. インド]

Pノ〃"s oocaノリβ (オ ー カ ル パ マ ツ ) … … … … … …‐‐… … … --""・‐… … "-… " …・・‐… … "“…‐“・4 -266

ブラジル
乃〃"s のじβノリβ (オーカルパ マツ ) …………‐…………………………‐…………・‐……………‐・1-267

プエルトリコ

巧〃那 加×β旧物 /′ (ヒマラヤマツ) ……………………………………………………………… 1-268

インド

Pm〃s 化富加‘#山 / (ヒマラヤマツ) ……………………………………………………………… 1-273

パキスタン

P/ 〃〃s spp. … ・・…・・・… ・… … … … " …・… … … ・・・… ・… ・・・・・・・・… ・.… … ..・… … … ・・… … … … … .‐… ..・1-278

ブラジル

TAXODIACEAE(スギ科)
C〃〃〃/〃≧鵜βm/〃 /〃〃ce〆〃{〃 (コウヨウザ ン) ……………………………………………………… 1 ‐ 280

中国福建省
α zpfo 期e“ 〃ノ〃卿 〃/c〃 (ス ギ ) ・… … …・…・… … … … "・・…・.… … … … … … “… … … … "" … … 1-292

インド
z形鋼 "/ 〃ノβpo〃化β (スギ ) ………………‐‐………………………………………………… 1-294

インド
身卯 fomer/ 〃ノββomca (ス ギ ) …・・…・‐‐ -… … … "" ・… … … … … "… … …・… … … … "… … … 1-295

日本
身卯 ね〃“′〃霧β鋼′cβ (スギ )" …………・………… -…・……・… -… "……・………………… 1-296

台湾
Crzpねme" βノββク川蟹 (スギ ) …………………………………………………………………… 1-301

ブラジル
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側PRESSACE肥 （ヒノキ科） 

Cupressus uUs/ta肩ca （メキシカンサイプレス）  I -303 

ケニア 

Cupノーessiis lusitanica （メキシカンサイプレス）  I -305 

ウガンダ 

Cupressus hUal tani ca （メキシカンサイプレス）  I -306 

コロンビア 

'upressus lusi tan/ca （メキシカンサイプレス）  I -308 

多国籍［ブラジル、ベネズェラ、ナイジェリア］ 

ARALJCAR I A佐柾（ナンョウスギ科）, 

Age this loran thiル万a （アガティス， 

インドネシア 

Age功is spp. 

マニラコパールノキ）  I -309 

（アガティス）  I -311 

多国籍［マレーシア（マラヤ），インドネシア，セレベス，ザイール，パプアニューギニ 

ア，ソロモン, フィージー,ニューカレドニア，オーストラリア，ブルネイ，インド，南 

アフリカ，ニューヘブリジーズ島（バヌアツ共和国），ケニア，プエルトリコ］ 

Araucariascクm初ghaiii万（フープパイン）  I -317 

多国籍［パプアニューギニア，モーリシャス］ 

んョucarias anglist Iル万a（パラナマツ）  I -319 

ブラジル 

イrョucaria 1w刀ste勿万 （クリンキーパイン）  I -321 

ニューギニア 
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WPRE鱒A(正AE( ヒノキ科)

C卵 ress〃s /〃s"〃〃/cβ (メキシカンサイプレス)

ケニア

αPre卸〃s /〃s〃〃〃/cβ (メキシカンサイプレス)

ウガンダ

C卿 re甜〃s /〃s"a 〃′cβ (メキシカンサイプレス)

コロンビア

αPress〃s /〃瀞な〃/cβ (メキシカンサイプレス )

多国籍 [ブラジル、ベネズエラ、ナイジェリア]

……………………………………………… 1-303

……………………………………………… 1-305

…… .………… "…… .・…… "…… "……… 1-306

……………………………………………… 1-308

ARAUCARIA(王AE( ナンヨウスギ科 ),
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山路坊な spp.( アガティス) ……………………………………………………………………… 1-311

多国籍 [マレーシア (マラヤ ), インドネシア, セレベス, ザイール , パプアニューギニ

ア , ソロモ ン, フィージー , ニ ューカ レ ドニア , オース トラ リア , ブルネイ , イ ン ド, 南

アフリカ, ニューヘブリジーズ島 (バヌアツ共和国 ), ケニア, プエル トリコ]

ん昭雄β′/〃ぶα賜斑〃跳ぼ勿"( フープパイン) ……………………………………………………… 1-317

多国籍 [パプアニューギニア , モーリシャス ]

月「細 cβrなs a〃g〃"′わ //β (バラナマツ) ………………………………………………………… 1-319

ブラジル
山“〃cβrな 虚m財 e/〃〃 (クリンキーパイン) …………………………………………………… 1-321

ニューギニア
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イcβc/〃 〃//“ /cβ (Syn. イ. 〃′効 /cβ ア ラ ビア ゴム モ ドキ ) … … … … … … … … … … … … … 虹 -84

インド

β閉じ/〃〃//“′cβ (Syn. 月. 釘“β/cβ アラ ビアゴムモ ドキ ) ………………………………… 江 -85

スーダン

月cβc′〃熔解川 s"(Syn. 月."o" な s卿βモ リシマアカ シア ) ………………………………… 虹 -86

多国籍 [インドネシア、ケニア、ブラジル、インド]

月/ク〃 /〃た2/cβ畑rな (‘モルツカネム) ……………………………………………………………虹 -89

インド

月/ク′z/〃左?/cβfβr/〃 ぐモル ツカネム ) …………………………………………………………… 江 -91

インドネシア

川/ク/“〃な /cβな" 〃 (‘モルツカネム ) ……………………………………………………………江 -93

インドネシア

川/ク/z/〃花?/c財βr/〃 ぐモルツカネム) ……………………………………………………………江 -94

フィリピン

自/β/z′〃ル2 郷βr′〃 ぐモルツカネム) ……………………………………………………………江 -95

多国籍 [フィリピン, マレーシア]

月/ク/“〃な /c" 〃" 〃 (妬け/〃ccββ/山“〃モル ッカネム ) ……………………………………… ロー96

台湾
Qお" 〃 sなのeβ (タガヤサン) ………………………………………………………………………江-97

ナイジェリア

鉱 /肥堰?′〃 /肘〃々フ/な (・ノノクリン, インディアンローズウッド, マルバシタン) …………江 -98

インドネシア

功2/ク摺れβ瀞滞り (シッ、ノー ) ………………………………………………………………………虹一100

インド

鉱 /クe′gな 諺 sso( シッソー ) ………………………………………………………………………ロー101

パキスタン
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Leucaena leucocephala (Lain.) de lit （イピルイピル）  11-103 

インド 

Leucaena leucocephala (Lain.) de Vlit （イピルイピル）  11-105 

フィリピン 

Pterocarpus たノbergioi虎S （アンダマンカリン）  11-ill 

インド 

SIMAROIJBA促能（ニガキ科） 

Ailanthus excelsa  ～一114 

インド 

MELは（】EAE（センダン科） 

Azaカra効tainみca （インドセンダン） 

ナイジェリア 

Cedrela o吻ra ta （セドロ） 

ナイジェリア 

α方e/a0吻ra ta （セドロ） 

ナイジェリア 

Swie ten iamcrop加Ha （オオバマホガニー） 

インドネシア 

Swietenia niacrophyHa 

フィリピン 

Swietenia inahagonJ（マホガニー）, 

インドネシア 

Swieteniamhagon I（マホガニー）, 

フィリピン 

（オオバマホガニー） 

S. niacrophjソた 

& niacroj功yHa 

11-116 

11-118 

11-120 

11-121 

11-122 

（オオバマホガニー）  ～一123 

（オオバマホガニー）  11-125 

B（洲BACA正能（パンヤ科） 

Ochronia bicolor（バルサ）  ～一126 

インドネシア 

MYRTACE能 （フトモモ科） 

Eucalyptus spp. (Eucalyptus plantations) 11 -127 

インド 

ルcalyptus spp. (E. grandis..E sa万gna. B. alba、E "Top加Ha、E dinlo吻ra 

& camI吻lensis、 B. tereticomお、のデータをまとめた表） 11-128 

ブラジル 

-21ー 

肥 "G総鑑 定肥りcep鰹 /β (Lam.)de wit (イ ピルイ ピル ) ……………………………………… 虹 -103

インド
庭 〃cae〃〃 /e飾りc切 β々/〃 (Lam.)de wit (イ ピル イ ピル ) … … … … … … … … … … … … … … … 江 -105

フィリピン

Pferoc β伊那 ね /クe′翌′〃/震お (ア ンダマ ンカ リン ) ………………………………………………虹 -111

インド

SIMAR側BACEAE(ニガキ科)
4′な〃坊"ぶ exじeなβ…………………………………………………………………………………叫 =-114

インド

MELIA鑑AE(センダン科)
イzβ山川物 fa m 直 cβ (インドセンダン) ………………………………………………………… =-116

ナイジェリア
純 dfe畑 α北猪" 〃 (セ ドロ) …………………………………………………………………………亘 -118

ナイジェリア
C捌かeな り虎猪β畑 (セ ドロ) …………………………………………………………………………亘 -120

ナイジェリア
瀞汀efe〃′〃班βcropカア//β (オオバ マホガニー ) …………………………………………………… 江 -121

インドネシア
ぶ昭鑑別7′β皿acrに“物γ//β (オオバマホガニー ) …………………………………………………… n-122

フィリピン

S〃′e‘細′〃肪肥勿〃/( マホガニー ), 民 鰯 cr卵β7//β (オオバマホガニー ) ……………… 江 -123

インドネシア
Sw/efe 〃/〃凪ぼ鰹肋凪 ぐマホガニー ), 尻 脳 cr卵白y//〃 (オオバマホガニー ) ……………… 亘 -125

フィリピン

BOMBACACEAE(パンヤ科)
化方r鋼βク′"/or( バルサ ) …………………………………………………………………………亘 -126

インドネシア

MYRTA(正AE(フトモモ科)
β肥 〆 ““ "s spp.(Eucalyptus plantations) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 虹 -127

インド
βにβ/那 加 s spp.( β grβ〃グ/s、 sβ//解β、尻 〆肥、β "rのカメ /β、互 〆 fr′の元〆β

β 樋脇 /〆〃/β〃sな、β 左岸 fたり′“な、のデータをまとめた表 )…………………………………虹 -128

ブラジル
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Eucalyptus spp. (B. citriodora、 B. saligna., B. robusta., B. tereticor.,

E caiaaノ九ノens/s.,E gノョnd/sについてまとめたもの） 

ブラジル 

挽icalyptus caniaノ吻ノens is （リバーレッドガム） 

タイ 

Eucaノルtus caiiiaノ九ノens is （リバーレッドガム） 

モロッコ 

ルca力77tus cainaノ吻ノens is （リバーレッドガム） 

モロッコ 

Euca l刀ltus camノ九lens is （リバーレッドガム） 

ナイジェリア 

Buca li/ptus cルez1ana 

ザンビア 

Eucaノyptus deglupta 

フィリピン 

Eucaノルtus deglupta 

フィジー 

Eucaノlptus degh'pta 

パプアニューギニア 

ルcalyptus deghipta 

パプアニューギニア 

Euca力ノptus deglupta 

パプアニューギニア 

ルcaノlptus deglupta 

パプアニューギニア 

ルcalyptus globuノus 

インド 

Buca lyptus globuノus 

インド 

Eucalyptus gb0加bus 

ポルトガル 

Eucaノlptus glo加ルS 

スペイン 

Euca力'ptus gb0加bus 

スペイン 

ルcalyptus gran直5 

インド 

及ica力'plus grand/s 

ケニア 

11-131 

II -133 

11-139 

11-140 

11 -142 

11-143 

（カメレレ）  11-144 

（カメレレ）  11-145 

（カメレレ）  11-149 

（カメレレ）  11-151 

（カメレレ）  11-152 

（カメレレ）  11-153 

（サザンブルーガム）  ～一154 

（サザンブルーガム）  11-155 

（サザンブルーガム）  ～一157 

（サザンブルーガム）  ～一160 

（サザンブルーガム）  11-161 

（ローズガム）  11-164 

（ローズガム）  11-165 

-22-

勅じa/即『"s spp.( ゑ c"rm 物だ、ゑ s影 を刀β、β m ウ"s解、互 rerez/ の r、

蕊 惚班a/d 〃/e〃;′s、ゑ g′a〃グなにつ いて ま とめ た もの ) … … … …・・… … … … … …・…・… … …・・虹 -131

ブラジル
勅 cβ/zpf 〃s c郡疲?/ゐ"e 〃sな (リバ・一 レ ッ ドガ ム ) … … … … …・… … …・… … … …・・・… … … …・ロ ー 133

タイ
β〃G羽 zpr〃s c郷諺?/〆〃/〃〃s/s (リバ ー レッ ドガム ) ………………………………………………虹 -139

モロッコ

劫 cβ/"pf 潟 c細 β/山 /〃〃s/s (リバ ー レ ッ ドガ ム ) … … … … … … …・・… … …・‘…・・… "・"“・・… 虹 -140

モロッコ

勅 筋力リメ〃s cβ凪頭〆〃/e〃s/s (リバー レッ ドガム ) ……………… "“・・…………………………江 -142

ナイジェリア

β〃c〃/zpf〃s c/oez/〃〃〃………………………………………………………………………………・・=-143

ザンビア
β"cβ/」のf加 佐多/卵解 (カメレレ) …………………………………………………………………虹 -144

フィリピン

β肥β/"刀朗s 咋g/卯解 (カメレレ) …………………………………………………………………江 -145

フィジー

β"cβ/zpz〃s 庇別卯畑 (カメレレ) …………………………………………………………………ロー 149

パプアニューギニア
勅 cβ/“ f〃s 庇多/gpfβ (カメレレ) …………………………………………………………………江 -151

パプアニューギニア

β肥β/"刀勿ぶ庇g/叩な (カメレレ) …………………………………………………………………亘 -152

パプアニューギニア

β〃"/zpf 〃s 庇幻卯畑 (カメレレ) …………………………………………………………………立 -153

パプアニューギニア

β〃c〃/zpf〃s g/〃勿 /〃s( サザンブルーガム ) ………………………………………………………虹 -154

インド
β〃cβ/“"〃s g/〃勿 /〃s ぐサザンブルーガム ) ………………………………………………………虹-155

インド
互にβ/“""s g/o卿 /"s( サザンブルーガム) ………………………………………………………江 -157

ポルトガル
虜鑑〃/算"〃s g/〃クメ〃s( サザンブルーガム ) ………………………………………………………江 -160

スペイン

β肥β/」リメ〃s g/物〃/〃s( サザンブルーガム) ………………………………………………………ロー161

スペイン

β〃cβ/zpf〃s gra〃〆な (ローズガム ) ………………………………………………………………江 -164

インド
β〃cβ/那加s gra〃遊ぶ (ローズガム) ………………………………………………………………江 -165

ケニア
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Eucalyptus 幻andis （ローズガム）  11-166 

南アフリカ 

Eucalyptus 幻andi S （ローズガム）  11-169 

ウガンダ 

Eucalyptus grandis （ローズガム）  11-170 

ウガンダ 

Eucalyptus タョIl直5 （ローズガム） 

ザンビア 

EucalyptusgョII直5 （ローズガム）  11-172 

ザンビア 

夙lcaノyptus hybrid  ~-173 

インド 

Eucalyptus hybrid  ~-178 

インド 

んcalルtus hybrid  ~-180 

インド 

Eucalyptus hybrid  11-186 

インド 

Eucalyptus mi cro timeca （フラッデッドボックス）  11-194 

スーダン 

Eucaカノ'pills occiulentaノis  ～一195 

イタリア 

Eucalyptus sa ligna （シドニーブルーガム）  11-196 

ケニア 

及lcaノ刀7t11s saligna （シドニーブルーガム）  ~ -197 

ブラジル 

Eucalyptus teret icornis （フオレストレッドガム）  11-198 

インド 

Eucalyptus tereticornis（フオレストレッドガム）  11-200 

インド 

Eucaノyptus tereticornis （フォレストレッドガム）  11-201 

インド 

COMBRETACEAE （シクンシ科） 

Term切aノルルorensis （フラミレ）  11 -202 

ナイジェリア 

乃riD助a万a superba （リンバ）  11-203 

コートジボアール（象牙海岸） 

-23-

β肥〃/zpf〃s gr削げ/s (ローズガム) ………………………………………………………………虹 -166

南アフリカ

β〃ca/zpf 〃s g′〃〃〆′s (ローズガム ) ……………………………………………………………… 江 -169

ウガンダ

功 cβ/那加s g′〃〃グな (ローズガム) ………………………………………………………………亘 -170

ウガンダ

互〃c幻 zz7卿ぶ g′〃〃グな (ローズガム) ……………………………………………………………… 11一171

ザンビア

勅 ca/那加s gra〃グな (ローズガム ) ………………………………………………………………江-172

ザンビア

β"じβ/"刀f"s hybr1d ……………………………………………………………………………………亘一173

インド
β〃cβ/zz7f〃s hybrid …………………………………………………………………………………… n-178

インド
β〃cβ/zz7f〃s hybrid …………………………………………………………………………………… =-180

インド
β"Gβ/Zz7云堀 hybrid …………………………………………………………………………………… 江 -186

インド

β肥β/zz7‘〃s m′cro物 eca( フラ ッデ ッ ドポ ックス ) ……………………………………………… n-194

スータン

互"じβ/ZP′"s oじじ/de打‘β"s …………………………………………………………………………… 11一 195

イタリア

β〃ca/zpf〃s s幻を〃β (シドニーブルーガム ) ……………………………………………………ロー196

ケニア

β〃"/"pf 郷 β/ば〃β (シ ドニーブルーガム ) ………………………………………………・・…・江-197

ブラジル

互〃ca/zpf 〃s fer“ /com な (フ ォレス トレッ ドガム ) …………………………………………… n-198

インド

β〃cβ/z〆〃s feref 化クノワ7な (フ ォレス トレッ ドガム ) …………………………………………… 虹 -200

インド

β〃cβ/那 加 s fer鑑定クノワフ/s( フ ォレス トレッ ドガム ) …………………………………………… 虹 -201

インド

COMBRE ACEAE(シクンシ科)
物‘"/〃〃//〃 /卿r鋼ぶお (フラミレ) ………………………………………………………………ロー202

ナイジェリア

ル m 加〃/留 ぶ卯 ema (リンパ ) ……………………………………………………………………江 -203

コートジボアール (象牙海岸 )

-23-



Terajina万a superba （リンバ）  11-204 

ナイジェリア 

RUBは（】EAE（アカネ科） 

Ant加cephalus chinensis （カランパヤン）Syn. A. cadaniba 11 -205 

インドネシア 

肋thocephalus 助inensis （カランパヤン）  11-207 

インドネシア 

肋t/iocepha lus 効incus is （カランパヤン）  11 -208 

フィリピン 

BORAG I NACEAE （ムラサキ科） 

のI-山a al万0吻ra （カナレッテ） 

インド 

VERBENACEAE （クマツヅラ科） 

I勿e/ina a功orea （キダチョウラク、メリナ） 

フィリピン 

 11 -212 

伽eノ勿aarカorea （キダチョウラク、メリナ） 

ガーナ 

 11-214 

l肋e!ma arborea （キダチョウラク、メリナ） 

ナイジェリア 

 11-216 

伽e/1刀aa功orea （キダチョウラク、メリナ） 

多国籍［マレーシア（マラヤ）、シェラレオネ］ 

 11-218 

伽eノmaa功orea （キダチョウラク、メリナ） 

多国籍［マレーシア、フィリピン、マラウィ、ナイジェリア、 アイボリーコースト（象牙 

海岸）] 

 11-220 

～一210 

乃ctona graβみS 

インド 

乃clona granみS 

インド 

乃ctona grandお 

インド 

ルctona grandis 

インドネシア 

乃ctouia gノョβカS 

インドネシア 

乃ctona gran直S 

台湾 

（チーク）  ~-222 

（チーク）  11-224 

（チーク）  11 -226 

（チーク）  11-228 

（チーク）  11 -231 

（チーク）  11 -232 
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ル‘の虜β//β s卯 " 肥 (リンパ ) ……………………………………………………………………江‐204

ナイジェリア

RUB1A(王AE( アカネ科)

月燭 勿 cep 鰹 /〃s c占/肥 〃s/s( カ ラ ンパ ヤ ン )Syn. イ.ca 庇のみ伊… … … … … … … … … … … …・・江 -205

インドネシア

月形βoα翠フ々 β/"s c力/〃e〃s/s( カラ ンパヤ ン) ……………………………………………………… 亘 -207

インドネシア

イメカα弾めβ/"s c力物 e〃sな (力ランパヤン) ………………………………………………………虹 -208

フィリピン

B〇RAGINACEAE(ムラサキ科)

Cord ノβ β ///odor β ( カ ナ レ ツ テ ) … .… … ・・.-- ・・・・.・- ・--.- ・"". ・・・・・・・・… ・" … … " … … ・・・・・・・・ロ ー 210

インド

VERE犯NA(正AE( クマツヅラ科)

鋤 e/′〃〃βr卿だ〃 (キダチヨウラク、メリナ) ……………………………………………………江 -212

フィリピン

物 e//〃〃βr卿だβ (キダチヨウラク、メリナ ) ……………………………………………………虹 -214

ガーナ

御引用ββroor鍋 (キダチヨウラク、メリナ) …‐‐………………………………………………江 -216

ナイジェリア

Qpe/′〃〃〃more β (キダチ ヨウラク、 メ リナ ) …………………………………………………… 江 -218

多国籍 [マレーシア (マラヤ) 、シエラレオネ]

碗 e/′〃〃βr卿 reβ (キダチ ヨウラク、 メ リナ ) …………………………………………………… ロー220

多国籍 [マレーシア、フィリピン、マラウイ、ナイジェリア、アイボリーコース ト (象牙

海岸)]
物α o〃〃 gra〃〆な (チーク) …………………………………………………………………………虹 -222

インド

7Ecfo〃〃 gr〃〃〆な (チーク) …………………………………………………………………………ロー224

インド

物じか〃β gfa〃〆な (チーク) …………………………………………………………………………江 -226

インド

ル“鯛β gra〃〆′s( チーク) …………………………‐‐……………………………………………ロー228

インドネシア

ルメ o〃β gra〃〆/s( チーク) …………………………………………………………………………□ -231

インドネシア

ルメリ〃β gra〃〆な (チーク) …………………………………………………………………………江 -232

台湾

-24-



Tectona grandお（チーク）  ~ -234 

タイ 

たctona granみS （チーク）  11-241 

タンザニア 

乃c tuna タョIIカS （チーク）  II -246 

トリニダッドトバコ 

乃ctona grandis （チーク）  11 -249 

トリニダッドトバコ 

乃ctona 幻ョβdis （チーク）  ～一251 

多国籍［ジャマイカ、エルサルバドル、エクアドル、キューバ、 

デッシュ］ 

ナイジェリア、 バングラ 

多樹種［単独樹種として分類しなかったもの］ 

PINACE畑（マツ科）Pinus patula, Picea spine/usa, Isuga dwnasa,肋les spectalij 1/s. 

Cupressaceae（ヒノキ科）Cupressus cashineriana  11-253 

インド 

tJLMACEAE（ニレ科）Holoptelea lategriル 万a（インドエルム）, MALVACEAE（アオイ科） 

Kydia calyc勿a, BOMBACACEAE（パンヤ科）b'oinbax cuba, CDMBRETACEAE（シクンシ科） 

~mgeissiis latifo万a（アクスルウッド）, A. pen dvノa S IMAROUBACE畑 （ニガキ科） 

んんβthus excelsa  ~-255 

インド 

EUPHORB IACEAE （トウダイグサ科）Enカsperininn inacrophy刀1)勿（カウブラ）, MEL IACEAE 

（センダン科）SwIet en/a niacrop加lla （オオバマホガニ-) , RHAMNACE畑 （クロウメモ 

ドキ科）屈ョesl勿Sis em /n万（ムシジ）, MYRTACE畑 （フトモモ科）Bucalyptus degliipta 

（カメレレ）, RUB IACEAE （アカネ科） Ant加cephaルS 功勿ensis（カランパヤン）, 

BORAGINACEAE（ムラサキ科） のrみa alllo吻Iョ（カナレッテ）  11 -260 

フィジー 

DAT! SCACE畑（ダティスカ科）Oc to勿eles sumnatrana（エリマERIMA) , MYRTACEAE （フ 

トモモ科）Eucalyptus deglupta （カメレレKAMERERE) , COMBRETACEAE（シクンシ科） 

乃m切al/a brassii（ブラウンターミナリアTERMINARIA. B.) 11-275 

パプアニューギニア 

MORACE畑 （クワ科）幼lorophora excelsa（イロコ）, MEL lACE畑（センダン科）助tan - 

drophiョgmC)ゾ勿山ゾci)勿 （サペリ）, E ango lease（ティアマ），肋aya ルorensた 

（アフリカマホガニー）, SAPOTACEAE （アカテツ科）Tieghemime刀a liecke万1（マコレ）, 

則BIACEAE（アカネ科）IVauclea dl虎rric/u 1（ビランガ）  II -279 

ガーナ 

一25ー 

物Gfo〃β gr細グな (;チーク) …………………………………………………………………………江 -234

タイ
ル“鯛β gr加グな (;チーク) …………………………………………………………………………江 -241

タンザニア

物 cfo〃β gだ〃グな (チーク) …………………………………………………………………………□ -246

トリニダッドトバコ

花 cfoガβ gra〃〆な (一チーク) ………………………………………………………………………… 11一249

トリニダッドトバコ

7Ecfo〃〃 gfa〃dな (チーク) …………………………………………………………………………江 -251

多国籍 [ジャマイカ、エルサルバ ドル、エクア ドル、キューバ、ナイジェリア、バングラ

ブ ツソユ ]

多樹種 [単独樹種として分類しなかったもの]

PINACEAE( マツ科 )Pm"s 〃〃‘〃/〃,P/ 犯β卸′〃〃/osβ, 乃曜〃吻mo鰹, 肋 /es sped βク′/′&

C〃press βc班β (ヒノキ科 )C 〃press 〃s c那加 er/〃〃〃……………………………………………… ロー 253

インド

ULMACEAE( ニレ科 ) 物 /〃pfe/総 /〃fegr/わ //β(インドエルム),M ALVACBAB( アオイ科)

ル d/β ca/yc/〃〃, BOMBACACEAE (パンヤ科)β伽ク叙 ceのβ,COMBRETACEAE( シクンシ科)

綱 oge/ss〃s /〃!/′〆 /〃 (アクスルウッド), イ. ββ〃〆〃/β,SIMAROUBACEAE( ニガキ科 )

ィ′/〃〃物潟 exceなa ………………………………………………………………………………… "・江 -255

インド

EUPHORBIACEAE (トウダイグサ科 ) 劫のspβ畑卿 脳αのか //伽 (カウプラ),MELIACEAB

(÷センダン科 ) 勘定 fe〃/〃 macrop毎 //β (オオバマホガニー ),RH 組 NACEAB( クロウメモ

ドキ科 ) 舵郡 (“フs′s em/〃" (ムシジ) ,MYRTACBAE( フ トモモ科 ) β〃caカリ‘〃s de扉叫ばβ

(カメレレ),RUBIACEAE (アカネ科 ) 月形力oG切々 β/〃s 物 /〃β〃s′s( カランパヤン),

BORAGINACBAE( ム ラサキ科 ) "フrd/〃〃///メカrβ (カナ レッテ ) ……………………………… n-260

フィジー

DATISCAC日AE( ダティスカ科 )& “‘M〃e層ぶぶ‘閉扉!〃〃〃 (エリマ ERI態 ) , 皿『RTACBAB( フ

トモモ科) 勅 cβ/卯勿s deg/卵 f〃 (カメレレ K鯛 BRBRE),COMBRBTACEAE( シクンシ科 )

刀緒切/〃〃//〃 りだ ss′′ (ブ ラ ウ ンタ ー ミナ リア TBRMINARIA.B.) … … … … … … … … … … … … … 虹 -275

パプアニューギニア

MORACBAE( クワ科 ) 勤 /Drop々 orβ exceなβ (イロコ),MBLIACEAE( センダン科 )&? な〃-

少叩かag賜 c′//〃のゾα朋 (サペ リ), β 鋤 go/釧 se( ティアマ ), 拓方卸 a ルリrens/s

(アフリカマホガニー), SAPOTACEAE( アカテツ科) “β!猶創始//〃肥猪〆〃 (マコレ),

RUBIACEAE( ア カ ネ科 ) 媛 2〃c/ea d′〆err/c β"( ビラ ンガ ) … … … … … … … … … … … … … … … 亘 -279

ガーナ
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STERCUL lACE畑（アオギリ科）Tr切Jo功lton scieroxy Jon（オベチェ，ワワ，サンバ）, 

LEGUMINOSAE （マメ科），乃p tadeniasti uni aft icano勿（ダベマ，ダホマ）, MORA肥畑 

（クワ科）幼Jorophora excelsa （イロコ，オドウム）  TI -281 

ガーナ 

その他［単独樹種として分類できなかったもの］プランテーション 

19樹種について、大陸間（Humid Tropics、 Tropical High Land, semi-arid areas）に分 

けて記載 ～-284 

BAMBUSACEAE（タケ科） 

Bamboos  11-286 

インド 

6'igantoch]oa levis （ボロー）  11-289 

フィリピン 

Schizos tachyuin Juin'anpao（ブホー）  11-291 

フィリピン 

E ba lcooa, Elongispicula Ia, Etl'！吻（パイポン）, Bainbusa vulgaris 

（ダイサンチク），施ノocanna baccifera （ムーリー）  II -293 

バングラデシュ 

Bainbusa bんnieana（スパイニーバンプー），丑 vulgaris （ダイサンチク） 

Denみocalanius inerT]ノノjanus（バイョグ）, 67gintochloa levis（ボロー） 

Schizos In 功YUiII 万inn （アノス）  11 -296 

フィリピン 

-26-

STERCULIACBAE( ÷アオギ リ科 ) 刀づ〆の膚加〃 sc/eroズメ〃〃 (オペチェ, ワワ, サンバ ),

LEGUMINOSAE( マメ科),P/ β加佐〃/〃財比例品行÷定β脳朋 (ダベマ, ダホマ),MORACEAB

(クワ科 ) 勤 /Drop 筋 ra exce/s β (イロコ , オ ドゥム ) …………………………………………□ -281

ガーナ

その他 [単独樹種として分類できなかったもの] プランテーション

19樹種について、大陸間 (Humd Tropics、 TropicaI HIgh Land,semi-arldareas) に分

けて記載‐‐………………………………………………………………………………………………虹-284

BAMWSACEAE(夕ヶ科)
Bamboos ………………………………………………………………………………………………… =-286

インド
β/ga〃‘oG力/oβ /“な (ポロ一) ……………………………………………………………………虹 -289

フィリピン

北方/zosZac白川助九樋配劾ββo ぐブホー ) ………………………………………………………………江一291

フィリピン

尻 鰹 /cooβ, β /o"g/sPな〃/〆 & β f〃/由 (パイボン), 舵崩卿濁 し扇garな

(ダイサンチク), 妬e招じβ〃〃〃肥 cGね乞川 (ムーリー) …………………………………………虹 -293

バングラデシュ

ββm卿 駈 り/〃meβ燭 (スパ イニ ーバ ンブー ), β. 〃〃/gβr′s( ダ イサ ンチ ク ),

〃e〃‘力÷〃cβ/〃m〃s "err//// 細獅 ぐイヨグ ), β/解〃勿物 /〃〃 /e“ s( ポロ -),

S 物 /zos 畑 吻
y
仏昭 " 班8( ア ノ ス )...... … … … .… … ..・..“ " … ・..・... … ・...・..・・..・・・・・・.・・.・・..・・・・・・・・・11 一 296

フィリピン
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索 

アジア 

バングラデシュ 

E ha lcooa, EJongispicula ta, Etelh（パイポン）, Banibusa vulgarly 

（ダイサンチク），施ノocanna 加ccifem （ムーリー） 

ブルネイ・ダルサラーム 

Acacia mangjell) （アカシア マンギューム） 

中国 

Pines inassoniana （タイワンアカマツ，馬尾松） 

Cunningharnia lanceoたta （コウョウザン） 

 ～一293 

 11-78 

 I -234 

 I -280 

インド 

天然林 アジア インド 

Moist deciduous forestの多様な樹種について冠級別の直径成長。  I -37 

P勿us caribaea （カリビアマツ）, R oocarpa （オーカルパマツ）  I -177 

Pinjis elliotHl （スラッシュマツ）  I -215 

乃tills roxburghii （ヒマラヤマツ）  I -268 

Crypt olneria japonica （スギ）  I -292 

Crypto切eria Iapon ica （スギ）  I -294 

飽suarma Cqulsetiル万a （トキワギョリュウ）  11-37 

Populeis 虎ltoi虎S ~-39 

Grevillea pteridiル万a (Syn. a banks万バンクスハゴロモノキ）  11-47 

幼orea robusta （サール）  11-50 

ルadja auriculifornils （カマバアカシア）  11-62 

Acacia cate功1/ （アセンヤクノキ）  11-72 

んadia nilotica (Syn. A. arabica アラビアゴムモドキ）  11-82 

Acacia nilotica (Syn. A. arabica アラビアゴムモドキ）  11-84 

イノ加zia ルノcataria （モルッカネム）  11-89 

ル1加rgia sisso （シッソー）  11-100 

Leucaena leucocephala (Lam.) de Wit （イピルイピル）  11-103 

Pterocarpus カThe,g10l虎5 （アンダマンカリン）  11-ill 

A刀an thus excelsa  ~- 114 

Eucalyptus spp. (Eucalyptus plantations)  11-127 

Eucalyptus globulus （サザンブルーガム）  11-154 

-27ー 

索 引 ( 地 域 ・ 国 別 )

ア ジ ア

バングラデシュ

炊 か頭飾りβ, ゑ加〃g′sP/c〃/"〃, β朗たね (パイボン), 乾物潟β y〃超謂お

(ダイサ ンチ ク), 厳e/クcβ〃〃〃肥 cc"4 a( ムー リー ) ……………………………… #-293

ブルネイ・ダルサラーム

月じ沈溺 m訓β/伽 (アカシア マンギューム ) …………………………………………虹 -78

　　　
丹 〃〃s 朋 邪 o〃′β〃β (タ イ ワ ン ア カ くだ ン, 馬 尾 松 ) … … ・・・・… … ・・・・… ・・‐・…・---- ・・・1-234

α “〃/〃g力β班′β /〃〃ceo/ β畑 (コ ウ ヨ ウ ザ ン ). ・… … ..・・… …・… … … … -. … … … … ..1- ‐280

インド

天然林 アジア インド

Moist deciduous forest の多様な樹種 について冠級別の直径成長。 ………………… 1-37

P′〃〃s car′ク肥β (カ リビアマツ ), Docβ“〃 (オーカルパマツ ) … -……・1-177

P/〃〃s e///o"/ ′ (ス ラ ッシ ュマ ツ ),. … … …・… … … … … … … … …・… … …・… … ・1-215

Pm 〃s rクヱク旧物〃 (ヒマラヤマツ) ………………………………………………… 1-268

αz〆伽 e" 〃ノ那加 /cβ (スギ ) ………………………………………………………… 1-292

zpfomer 沼 ノβ加川 cβ (スギ ) ………………………………………………………… 1-294

企劃βr′堀 切〃ノsef/海 //β ( トキ ワギ ョリュウ )・………………・・………………… 虹 -37

月り汐〃/"s de/ねノ庇ぶ…………………………………………………………………………立 -39

Gだし///" 〆 "/d/iD// β (Syn.G ク細胞 " バ ンクスハ ゴロモ ノキ ) …………… 虹 -47

似'〃rea rクク"sfa (÷サール ) ……………………………………………………………… 亘 -50

月樋〆〃β鯖定〃//」ばmな (カマバアカシア) …………………………………………江 -62

月Gβ“〃 cafe物〃 (アセンヤクノキ) ……………………………………………………江 -72

月樋 c/〃〃//〃"c β (Syn. イ. 釘 a脱 ca アラ ビアゴムモ ドキ ) …………………… n-82

イc郷 な 〃//〃Z化β (Syn. イ. 細め 定〃 アラ ビアゴムモ ドキ ) …………………… 虹 -84

月/ク/“〃な /c彰β“〃 (‘モルツカネム) …………………………………………………亘 -89

′ (シッソー ) …………………………………………………………ロー100βa/クerg な s/sso

乙鋤 樋 鋼 β /e肥りcep 加 /〃 (Lam.)de wit (イ ピル イ ピル ) … … … … … … … … … … 江 -103

Pferoc β伊那 血 /肥 "“〃′震お (ア ンダマ ンカ リン ) ………………………………… 丑 -111

イノな〃坊 "s e Geなβ…‐………・‐……………………‐………………………・・‐…………・・江 -114

勅 樋 /zpf 〃s spp.(Eucalyptus plantations) … … … … … … … … … … … … … … … … n-127

β肥〃/那加s g/D卿 /〃s( サザンブルーガム ) …………………………………………… n-154
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ルcalyptus globulus （サザンブルーガム）  11-155 

Eucalyptus gm みS （ローズガム）  ～一164 

Eucalyptus hybrid  ~-173 

んcaルptus hybrid  ～一178 

Eucalyptus hybrid  11-180 

ルcalyptus hybrid  ～一186 

ルcaノ刀ltus teieticornis （フオレストレッドガム）  11-198 

Bucaノlptus te,eticornis （フオレストレッドガム）  11 -200 

Eucalyptus tereticoi nis （フォレストレッドガム）  11 -201 

のrdルallm吻la （カナレッテ）  ~ -210 

7'ec lena 幻ョnみS （チーク）  II -222 

7'ectena gran直S （チーク）  11-224 

7'ec lana 幻ョβカS （チーク）  11 -226 

P INACEAE（マツ科）乃fills patula, Picea spinulosa, 7'suga duinosa,助i es 

Spectabilis, Cupノ」essaceae （ヒノキ科）Cりpressus cashijieriana  11-253 

ULMACE畑（ニレ科）ガolopId/ea ルIcglゾル万a（インドエルム），皿LVACEAE 

（アオイ科）乃ノd/aca lyc勿a BOMBACACEAE（パンヤ科）βb励aX ceiba 

COMBRETACE畑 （シクンシ科） Anogelssus lalifolia （アクスルウッド）, 

A. pendula, SIMAROUBACEAE （ニガキ科）Allan thus excelsa  ~-255 

Bamboos  11-286 

インドネシア 

天然林 アジア インドネシア（カリマンタン） 

フタバガキ科林のlogged over forestと対照地での成長解析例。  I -40 

Pinus inc所usli （メルクシマツ）  I -248 

Pinus meノ才us万 （メルクシマツ）  I -250 

ノゲfills mnerオus万 （メルクシマツ）  I -253 

Pinus znerhus万 （メルクシマツ）  I -254 

Agathis loranthifo力a （アガティス，マニラコパールノキ）  I -309 

Alt ingla excelsa （ラサマラ）  11 -60 

Acacla 施currens （ミモザアカシア）  11-76 

イノbizia たノca Iaノゾa （モルッカネム）  11-91 

Albizia ルlca tanls （モルッカネム）  11-93 

l2albergia latiルノla （ソノクリン，インディアンローズウッド，マルバシタ 

ン）  ～一98 

Swietenla mcrop勿'1 Ia （オオバマホガニー）  11-121 

品vietenia mhagoni（オオバマホガニー）, S.mC ノーop加Ha （マホガニー）  ～一123 

0c/iromna bicolor （バルサ）  ～一126 

An t/iocephalus 効mβen訂S （カランパヤン） Syn. A. cadasiba  II -205 
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β〃cβ/z昭〃s g/〃ク〃/〃s (サザ ンブルーガム ) ……・…………・………………………・ロー 155

βの〃/“朗ぶgだ〃〆な (ローズガム ) ………………………………………………・・…・虹 -164

β〃cβ/zz7f〃s hybrid ……………………………………………………………… "……・=-173

β"窟 /zz1Z"s hybrid … … … … … …・… …・・… … … …・… … … …・… … … … …・・・… … …・11一 178

β〃ca/zz7f〃s hybrld ……………………………………………………………………… n-180

β飾β/"z7f〃s hybrld ……………………………………………………………………… =-186

β〃ββ/zpf 〃s fe′ef′“′“/s( フ ォ レス トレ ッ ドガ ム ) … … … … … … … … … … … … … 11一 198

β〃ca/ “ ′〃s re′"/com な (フ ォ レス トレ ッ ドガ ム ) … … … … … … … … … … … .… “ 11一 200

β肥〃/粋“潟 定理 f/com な (フォレス トレッドガム) ………………………………… n-201

Cord′〃〃//′〃〆〃/〃 (カナ レッテ ) …‐‐……‐‐………………………………………… ロー 210

7Eメタ肥 gra〃〆な (チーク) …………………‐‐………………………………………ロー222

物“鯛β grβ〃グな (チーク) ……………………………………………………………ロー224

物メタ〃β gr細山ぶ (チーク) ……………………………………………………………虹 -226

PINACBAB( マ ツ科 )P ′〃〃s 〃財〃/β,P/ce β sp/〃"/osβ, 乃雄β d伽 osβ, 肋′es

spec 畑山 〃 s,C 卯 ress肥 総β (ヒノキ科 )C 卯 r総則 s c総 の々群 /〃〃〃………………… 立 -253

ULMACEAE( ニレ科) 物 /の‘e/% /財 egr/た //β (インドエルム),M ALVACEAE

(アオイ科 ) "yグ/〃 ca/%/ 〃〃, BOMBACACEAE( パ ンヤ科 )β伽クβ# ce“ &

COMBRBTACEAB( シクンシ科 ) 綱 ogeなws /〃‘/た //〃 (アクスルウッド),

月. 〃鉱山な,SIMAROUBACBAE( ニ ガキ科 ) β//〃影ゑ邸 exce なβ………………………江 -255

Bamboos ……………………………………………………‐‐………………………………亘 -286

インドネシア

天然林 アジア インドネシア (カリマンタン)

フタバガキ科林の logged over forest と対照地での成長解析例。…………………… 1-40

　　　　　　　　　　　 　・ (メルクシマツ) ……………………………………………………… 1-248

P/〃〃s〃"★〃s〃 (メルクシマツ) ……………………………………………………… 1-250

P/〃〃s 〃"★〃s" (メルクシマツ) ……………………………………………………… 1-253

P7〃〃s "e′方潟 " (メルクシマツ) ……………………………………………………… 1-254

4gB 坊 /s /〃r細 “ /物 /′β (アガテ ィス , マニ ラコパ・ール ノキ ) …………………… 1-309

4" ′〃β/β exce/sa (ラサマラ ) ………………………………………………………… 11一 60

イc綿 /β dec〃rre〃s (ミモザアカ シア ) ………………………………………………… 江 -76

月/ク/“〃な /c" 〃" 〃 (‘モルツカネム) …………………………………………………江 -91

月/ク/“〃な /cafβr′〃 ぐモルツカネム) …………………………………………………虹 -93

ββ/クe′"/〃 /〃‘/貴フ/′β (ソノクリン, インディアンローズウッド, マルバシタ

ン) ……………………………………………………………………………………………江-98

Sw/“ e〃/〃 m〃crと“フ方y//〃 (オオバマホガニー ) …‐‐………………………………… 江 -121

β〃霧肥〃/〃皿物βgom( オオバマホガニー ), ぶ 脳じ化“功刀 /〃 (マホガニー ) ……… 虹 -123

灸治r偏僻 似“ /α (バルサ) ……………………………………………………………江-126

4財力oαリフカβ超ぶ助川 ensな (カラ ンパ ヤ ン ) Syn. イ.c 徴花岡鯛 ……………… =-205
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肋thoceplia Jus 功勿ens is （カランパヤン）  II -207 

乃ctoiia granみS （チーク）  11 -228 

Tectona grandis （チーク）  11-231 

日本 

Cryp toineria Japonica （スギ）  1 -295 

マレーシア（マラヤ） 

天然林 アジア マレーシア （1)（サラワク） 

フタバガキ科について、 3試験地での直径成長量。  I -43 

天然林 アジア マレーシア （2 )（サラワク） 

フタバガキ科に属する樹種の成長比較。  I -48 

天然林 アジア マレーシア （3 )（サラワク） 

Mixed swamp forestで巻枯らしをしたあとの収穫予想。  I -53 

天然林 アジア マレーシア （4 )（サラワク） 

フタバガキ科について、natural forests managed foresL logged forest及び 

plantationにグルーピングして成長を比較。  I -57 

天然林 アジア マレーシア （5 )（サバ） 

プロット調査による伐採跡地と未開発林との林分構造解析。  I -64 

天然林 アジア マレーシア （6 )（半島マレーシア） 

伐採の程度と関連づけ、フタバガキ科グループと非フタバガキ科グループの 

森林タイプ別、直径階等にグループ区分した天然林の成長。  I -70 

天然林 アジア マレーシア （7 )（半島マレーシア） 

伐採の強度別に残存木の成長を5つの樹種群に区分して解析。  I -74 

天然林 アジア マレーシア （8 )（半島マレーシア） 

試験地記録を基に、マレーシアの多くの有用樹種についての成長データ解析。  I -77 

P助uIs ca万加eョvar. hondurensis （カリビアマツ）  I -181 

乃ntis kesiya （カシアマツ）  I -202 

Dip terocarpus baudii （クルインブル）  11-48 

幼orea spp. （メランティ）  11-55 

Acacia niangil/in （アカシア マンギューム）  11-81 

パキスタン 

乃m'Snフ助lノノg加ノ （ヒマラヤマツ）  I -273 

Populusllibrid  11-41 

ルibergia sisso （シッソー）  11-101 
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月"坊 oG助力" 〃s c方加 e〃s′s (カラ ンパヤ ン ) ………………………………………… 虹一 207

九%f鯛βg燭〃グな (;チーク) …………………・……………………… "・…………… "江 -228

物メタ〃β gr胡グな (チーク) ……………………………………………………………虹一231

日本
身卯卿m樹海ノβ加川鯛 (スギ) ………………………………………………………… 1-295

マレーシア (マラヤ )

天然林 アジア マレーシア (1)( サラワク)

フタバガキ科について、 3試験地での直径成長量。…………………………………… 1-43

天然林 アジア マレーシア (2)( サラワク)

フタバガキ科に属する樹種の成長比較。………………………………………………… 1-48

天然林 アジア マレーシア (3)( サラワク)

M1xed swamp forest で巻枯 らしを したあとの収穫予想。……………………………… 1-53

天然林 アジア マレーシア (4)( サラワク)

フタバガキ科 について、 natural forest 、 managed forest 、 10ggedforest 及 び

plantation にグルーピングして成長を比較。…………………………………………… 1-57

天然林 アジア マレーシア (5)( サバ )

プロット調査による伐採跡地と未開発林との林分構造解析。………………………… 1-64

天然林 アジア マレーシア (6)( 半島マレーシア)

伐採の程度と関連づけ、フタバガキ科グループと非フタバガキ科グループの

森林タイプ別、直径階等にグループ区分した天然林の成長。………………………… 1-70

天然林 アジア マレーシア (7)( 半島マレーシア)

伐採の強度別に残存木の成長を 5つの樹種群に区分して解析。……………………… 1-74

天然林 アジア マレーシア (8)( 半島マレーシア)

試験地記録を基に、マレーシアの多くの有用樹種についての成長データ解析。…… 1-77

P/〃〃s cβ" 肥鯛 燭 の〃卿理解な (力リビアマツ) ……………………………… 1-181

P′""s 舵 " 焔 (カ シア マ ツ )"" ・…・…・・… … … …・・… -… …・・… … …・… =… … … … ・1-202

〃′〆 erひじ〃印潟 ク〃〃〆′′ (クルイ ンブル ) ………… -………“……………・…………・江 -48

鋤 oreβ spp.( メランテ ィ ) … "… "…………・… -… -………・……………… "……… 江 -55

イcac/β肌細匿卿 (アカシア マンギューム ) …………………………………………丑 -81

パキスタン

巧〃"s ro身ク雄効 /′ (ヒマラヤマツ) …………………………………………………… 1-273

月勿 "/"s Hibrid …………………………………………………………………………… = ー41

　　　　　　　　　　　　　′ (シ ツソー ) … ,.… … … … … -… … .… … … … -.… .… … …・.… …・虹 -101
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フィリピン 

天然林 アジア フィリピン （1) 

フタバガキ科グループと非フタバガキ科グループに森林タイプ区分し、climatic 

type別の択伐跡地の種組成と再生産の解析データ。  I -108 

天然林 アジア フィリピン （2 ) 

フタバガキ科グループと非フタバガキ科グループに森林タイプ区分し、region 

毎のclimatic types location type 別に整理したCF Iによる林分構造解析 

データ。  I -117 

天然林 アジア フィリピン （3 ) 

フタバガキ科グループと非フタバガキ科グループに森林タイプ区分したPA I。 

reg ion毎のclimatic types location type別の収穫予想表。 

regionは天然林フ ィリピン（2 ）を、climatic typeは同（1）を参照。  I -127 

1'inzis kesiya （カシアマツ）  I -203 

l'iniis kesiya （カシアマツ）  I -208 

乃ntis kesiya （カシアマツ）  I -209 

Acacia auricuuiルTill's （カマバアカシア）  11-65 

Acacia auricuuiルTill's （カマバアカシア）  11-67 

Aibizia た！ca taria （モルッカネム）  11-94 

Leucaena leucocephaノa (Lam.) de Wit （イピルイピル）  11-105 

ルieteniamカョgUノ万（マホガニー）, & mCノー01功ァノル（オオバマホガニー）  11-125 

品万e ten a fliacTophylia （オオバマホガニー）  11-122 

Eucalyptus deghupta （カメレレ）  11-144 

An thocephaノus 功勿ens is （カランパヤン）  11-208 

l勿elina arboTea （キダチョウラク、メリナ）  11 -212 

Cigan tochioa levis （ボロー）  11 -289 

Schizos tachyuin huaianpao （ブホー）  I[-291 

βb勿busa カノtniieana（スパイニーバンブー），β viiigaTiS （ダイサンチク）, 

Dcilみocalamus nierri ilianus（バイョグ）, 121gan to功ノoa levis（ボロ-), 

Schizos tachyuuii iiiiia （アノス）  11 -296 

台湾 

Pinus ル功uensis （リュウキュウマツ）  I -220 

Piniis lii効liens's （リュウキュウマツ）  I -224 

Pintis ん効“ens is （リュウキュウマツ）  I -227 

ひiipto勿eria iap onica （スギ）  I -296 

Acacia con fusa （ソウシジュ）  11-75 

Albizia ルicataria （胎lacca aibizia モルッカネム）  11 -96 

乃dtana granカS （チーク）  II -232 
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フィリピン

天然林 アジア フィリピン (1)

フタバガキ科グループと非フタバガキ科グループに森林タイプ区分し、cllmatic

type別の択伐跡地の種組成と再生産の解析データ。…………………………………… 1-108

天然林 アジア フィリピン (2)

フタバガキ科グループと非フタバガキ科グループに森林タイプ区分し、region

毎の cllmatlc type、 locat1on type 別に整理 した CF Iによる林分構造解析

データ。…………………………………‐‐…………‐‐…………………………………… 1-117

天然林 アジア フィリピン (3)

フタバガキ科グループと非フタバガキ科グループに森林タイプ区分した PA I。

reglon毎の climatlc type、 locatlon type別の収穫予想表。

regionは天然林フィリピン(2) を、 climatic typeは同 (1) を参照。 ……………… 1-127

P/〃"ぶ肥ぶり宿 (カシアマツ) …………………………………………………………… 1-203

P/〃"s身郡 /」を (カシアマツ) …………………………………………………………… 1-208

乃朋 s左郡 /〆〃 (カシアマツ) …………………………………………………………… 1-209

月Gβc/〃〃〃"c 〃/〃 加川 (カマバアカシア) …………………………………………ロー65

月じ郷′〃〃〃"c 〃//物理 /s (カマバアカシア ) …………………………………………虹 -67

月/虜幻βた2たβ解rな (一モルツカネム ) ………………………………………………… 11一94

霧〃cβ訓 β 左〃むりαリ功β/〃 (Lam.)de Wit (イ ピル イ ピル ) … … … … … … … … … … 江 -105

ぶ〃/〆 e〃/〃肱効β卿用 (÷マホガニー ), 瓦 服β" のカメ /〃 (オオバ マホガニー ) ……… 11一 125

S〃/e‘e〃/〃脳 じ「御方y// 〃 (オ オ バ マ ホ ガニ ー ) ・…・・・.・・… … … … … … … … … … … .・江 -122

β〃cβ“ウメ〃s deg/‘"フな (カメ レレ) ………………………………………・…………・・韮 -144

月財力の印海 /"s c屑〃削げ′s (カ ラ ンパヤ ン) ………………………………………・・・11一 208

物 e//〃〃〃more β (キ ダ チ ヨ ウ ラ ク、 メ リナ ) … … … ...… … … … .… "“.… … … … 江 -212

βを捌かc力/〃βをし尾 (ポロ一) …・……………………………………………………・・ロー289

北膚肋材βcカメ〃m /"m卿p卿 (「ブホー ) ………………………………・"………………虹 -291

舵のク潟βク/伽班燭 (スパイニーバ ンブー), β 犯 /gar′s( ダイサンチク),

舵〃のりc田鋼那 加errノ///〃〃〃s( バイヨグ)," をβ彫り物ノリβ /" な (ポロ -),

舵羽 zo財βc力粥卿 〃凪げ (アノス ) …………・・・…………・…………………・……………・虹 -296

台湾
乃〃〃s /〃と治雄郡郎 (リュウキュウマツ) ……………………………………………… 1-220

P/〃〃s /〃c勿 e郡 な (リュウキュウマツ ) …………………………………………・・・… 1-224

P/〃〃s /〃c勿 e〃s/s (リュウキ ュウマ ツ ) …………・…・………………………………・1-227

のγ彩りmer 沼 ノββり〃/cβ (スギ ) ……………………………………………・…………・・1-296

月じ肥 /β cD履物鯛 (、ノウシジユ) …………………………………………………………ロー75

月/ク/〃′〃 左2/cafar ′β (舵 /βccβ β/汐"/ 〃 モ ル ッカ ネ ム ) … … …・… … … … … …・.亘 -96

物 cねガββ〃〃グな (;チー ク ) ……………………………………………………・・……・ロー 232
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タイ 

Pint's cal一lbaea var. honduren訂S （カ)ビアマツ）  I -183 

P切“s iserkus 万 （メルクシマツ）  I -255 

Euca力7)tuS cainaノ吻lens is （リバーレッドガム）  11-133 

乃ctona giandis （チーク）  ~ -234 

オセアニア 

オーストラリア 

天然林 オセアニア オーストラリア （1)（ノースクィーンズランド） 

rain forestの成長予測のための森林成長モデル。  I -159 

天然林 オセアニア オーストラリア （2 )（ノースクィーンズランド）  I -164 

伽eensland rain forest Growth niodelを用いたrain forestの解析。  1 -164 

Pint's caribaea var. liondurensis （カリビアマツ）  I -185 

フィジー 

ノゲノ1/IS carl加ea var. lion diirensis （カリビアマツ）  1 -187 

Pinus caribaea var. lion山rensis （カリビアマツ）  I -189 

Eucalyptus deglupta （カメレレ）  11-145 

EUPHORB I ACE畑 （トウダイグサ科） Endosperinwa inacrop勿'liuji,（カウブラ）, 

MEL I ACEAE（センダン科）Swietenia mcr0p勿1/a（オオバマホガニー）, 

RHAMNACEAB（クロウメモドキ科）Maesopsis e勿in万（ムシジ）, MYRTACEAE 

（フトモモ科） ルcalyptus deglup ta（カメレレ）, RUB IACEAE（アカネ科） 

肋tijocepha lus 功inens is（カランパヤン）, BORAGINACEAE（ムラサキ科）, 

切rdia al/io吻ra（カナレッテ）  II -260 

パプアニューギニア 

Araucaria liunste勿万 （クリンキーパイン）  I -321 

Euca力'plus o'eglupta （カメレレ）  11-149 

Eucalyptus deglupta （カメレレ）  11-151 

Eucalyptus deglupta （カメレレ）  11-152 

Eucalyptus deglup ta （カメレレ）  11-153 

DATI SCACEAB（ダティスカ科）Octoineles suniatiョna（エリマERIMA), 

MYRTACEAE （フトモモ科）んcalyptus o'egんpta（カメレレK崩ERERE) , 

Co鵬RBTACEAE（シクンシ科） 乃m加a万abrass万（ブラウンターミナ 

リアTE圏INARIA. B.)  11-275 
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タイ
P′〃〃s car/ ク肥 β 焔 r. 方o〃d〃re〃sな (カ リ ビア マ ツ ) … … … … … … … … … … … … 1-183

P/〃"s 〃細物 s′/ (メルクシマツ) ……………………………………………………… 1-255

β〃ca/“‘〃s c鋼β/d〃/e〃sな (リバ ー レッ ドガム ) …………………………………… 立 -133

物“〃〃a g/〃〃グ/s (チーク) …………………………………………………………… n 一234

オセアニア

オース トラリア

天然林 オセアニア オーストラリア (1)( ノースクィーンズランド)

ra1n forestの成長予測のための森林成長モデル。 …………………………………… 1-159

天然林 オセアニア オース トラリア (2)( ノースクィーンズランド) ………… 1 -164

Queensland rain forest Growth model を用 いた raln forest の解析。‐‐…………… 1-164

P′〃〃s car 坊βea 焔 卿〃α〃re“sな (カ リビアマツ ) ……………………………… 1-185

フ ィジー

P初婚 cβn クβea 焔 加数九"G"s な (力 リビアマツ ) ……………………………… 1-187

P/〃〃s car/ク肥β 焔 r. 廓〃〆〃re〃sな (力 リビアマツ ) ……………………………… 1-189

β〃ea/z扉 "s de幻那加 (カメレレ) ……………………………………………………亘 -145

βUPHORBIACEAE( トウダイグサ科 ) 鋤破格卵伽加 燭 cr切々 “ /鋼 (カウブラ),

MBLIACEAE( ÷センダン科 )S 〃だ解〃/〃 macrのカア//β (オオバマホガニー ),

RH鯛NACEAE( クロウメモドキ科) 舵 es印税ぶ削り/〃"( ムシジ),MYRTACBAE

(フトモモ科) β〃ca/J夢Z〃s deg/乙"フf〃(カメレレ),RUBIACEAE( アカネ科 )

綱坊oc印カメ〃s 所′〃〃〃ゞ な (カランパヤン),BORAGINACBAE( ムラサキ科),

Cord′a a〃 m の rβ (カナレッテ ) …………………………………………………………ロー260

パプアニューギニア

月だのβ“〃力〃〃s‘“〃〃 (クリンキーパイン) ………………………………………… 1-321

β"ca/躍っ勿ぶ庇影印畑 (カメ レレ) ……………………・……・………………………・丑 -149

β"ca/z刀朗ぶ庇β九の解 (カメ レレ) …………………・………………………………・.江 -151

β"cβ/」ウ" 節 庇形‘"“β (カメ レレ)・-・・………………………………………………・D-152

β〃ca/躍っ朗s de彫卿畑 (カメレレ) ……………………………………………………江-153

DATISCACEAE( ダティスカ科 ) のと‘Mpe/eぶ脳"昭′′冴〃a( エ リマ BRI腸 ),

MYRTACBAE (フトモモr科) 鋤 ca力な“鰐 庇幻卵fa( カメレレ Kf斌佃RERE),

COMBRBTACBAB( シクンシ科 ) “緒溺/〃〃〃〃勿吃鶏"/(t ブラウンターミナ

リア TERMINARIA.B.) ……………………………………………………………………… 貫一 275
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アフリ力 

天然林 アフリカ アフリカ各国 （1) 

植生タイプ（ぬgeria:Northern Guinea savanna, Zaire:Mimbo woodland, 

Zainbia:Miiabo woodland, Mua Livulezi :Bainboo savanna, Malawi :Shrub savana, 

lVood!ann d savanna, Tree savanna, Cut-over savanna）の断面積成長量。  I 一167 

天然林 アフリカ アフリカ各国 （2 )（マリ、ナイジェリア、カメルーン） 

年平均降雨量と材積成長との関係付け。  I -168 

コートジボアール（象牙海岸） 

ルrininalia stiperba （リンバ）  ~ --203 

ガーナ 

I勿eノ勿a arborea （キダチョウラク、メリナ）  11-214 

MORACEAE （クワ科）幼loroj功era excelsa（イロコ）, MEL lACE畑（センダン科） 

肋tanみopーカragina Cノノif]み'Cl/In （サペリ）, E angolense （ティアマ）, A勿.1留 

ルorens's（アフリカマホガニー）, SAPOTACEAE （アカテツ科）Tie幼einella 

heckeli 1（マコレ）, RUB I ACEAE（アカネ科）Macc leadl虎rノーI助力（ビランガ）・・・～-279 

STERCUL IACEAE（アオギリ科）ル切ノ0功iton scieroxァIon（オベチェ，ワワ，サ 

ンバ）, LEGUMI NOS畑（マメ科）, P勿tadeniastruin afrルanwn（ダベマ，ダホ 

マ）, MORACEAE （クワ科）幼loreJhoノーa excelsa （イロコ，オドウム） 

ケニア 

 11 -281 

Pines patula  I 一256 

Pinus patula  I -258 

Cupressus んsitanica （メキシカンサイプレス）  I -303 

Eucalyptus grandis （ローズガム）  11-165 

Eucalyptus sa万gna （シドニーブルーガム）  11-196 

マラウィ 

乃nil/S kesiya （カシアマツ）  I -211 

Pines patula  I 一260 

モロッコ 

Eucalypti/s cam！而ノens is （リバーレッドガム）  ～一139 

尻ICβノIptus camノ吻ノeil訂5 （リバーレッドガム）  11-140 

ナイジェリア 

Pines kesiya （カシアマツ）  I -212 
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アフ リカ

天然林 アフリカ アフリカ各国 (1)

植生 タイプ (NIgeria:Northern Guinea savanna,Zaire:M1mbo woodland,

Zambla:Mimbo woodland,Mua L1vulezi:Bamboo savanna,Malawl:Shrub savana,

Woodlann d savanna,Tree savanna,Cut ‐over savanna) の断面積成長量。……… 1-167

天然林 アフリカ アフリカ各国 (2)( マリ、ナイジェリア、カメルーン)

年平均降雨量と材積成長との関係付け。……………………………………………‐‐…エー168

コートジボアール (象牙海岸)

ル mm 〃/挺 ぶ卯 ema (リンパ ) …………………………………………………………虹 -203

ガーナ

Qpe//〃〃〃more β (キダチ ヨウラク、 メ リナ ) ………‐‐…………………………… 虹 -214

MORACBAB( クワ科 ) 勤/orと増加ra e鷲田sa( イロコ),MELIACEAE( ÷センダン科)

&?‘〃〃のα坊r郷z防 げ /′〃‘かお‘勿 (サペ リ), β β〃卿忽那β (ティアマ ), 焔鰯」旧

′卿re〃s/s( アフリカマホガニー ), SAPOTACEAE ぐアカテツ科 ) 万能霧細 e//〃

鰹銘 e/"( マコレ),RUBIACEAE( アカネ科 ) 舵〃〃/鋸 山吃 r"c 膚 /( ビランガ ) … n-279

STERCULIACBAE( アオギ リ科 ) “÷炉 /解脱‘o〃 sc/"〃×γ/〃〃 (オペチェ, ワワ, サ

ンバ ),LEGUMINOSAE( マメ科 ), 丹β鯛〆細沼財 r‘卿βカヴcβm加 (ダベマ , ダホ

マ ),MORACEAE( クワ科 ) 勤め瑠班加川 ezce/s β (イロコ , オ ドゥム ) …………… 江 -281

ケニア
P/ 〃〃s

〃
β f〃/〃 ・… ・… ・・・… ・・… ・・・・・・・・・・… ・… ・・… … ・・・・・… ・・・・・・・・… ・・・・・・・・… ・・・・… ・・・・・・・・・1-256

P/ 〃〃s
〃
〃f〃/〃 ・・・・・… ・・… ・・・… ・・・… ・・・・… ・・・・・・・・・・・・・・・・… ・・・・・・・・・… ・・・・・・… … ・・・・・・・・・・・・・"1-258

α/pr節理 s /〃種幅mca (メキシカンサイプレス) …………………………………… 1-303

勅 cβ/zp!鎧 gr細〆な (ローズガム ) ……………………………………………‐‐……虹 -165

β〃"/ “‘〃s sa//座β (シ ドニーブルーガム) …………………………………………江 -196

マラウイ

P/〃〃s 舵 s/」宿 (カシアマツ) …………………………………………………………… 1-211

Pm"s 〃“〃/〃 …………………………… "…・・… "" …・・………… "…………………… 1-260

モ ロッコ

β肥頭那加s 筋班形山だ〃sお (リバーレッドガム) ………… -…………・…………… n-139

勅じ可 Zpf〃s ca脳 /吻 /e〃s/s (リバ ー レッ ドガム ) ………… .… -- ………………… .虹 -140

ナイジェリア

Pm"s 郡々“媛 (カシアマツ ) …………………………………………………………… 1-212
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伽ssia S ia/flea （タガヤサン）  11-97 

AzadIra助ta inみca （インドセンダン）  11-116 

αみela 0吻ra Ia （セドロ）  111 -118 

αオcia a吻rats （セドロ）  11 -120 

ルcalyptus caiiiaノカノens is （リバーレッドガム）  11-142 

7'eriainalia ルore/isis （フラミレ）  11 -202 

乃r.ra勿alia superba （リンバ）  II -204 

l加c万ns aiboiea （キダチョウラク、メリナ）  11 -216 

南アフリ力 

Pines eノノjot tii （スラッシュマツ）  I -217 

Eiica力7だl'sgルndi s （ローズガム）  ~-166 

スーダン 

んadla nilotica (Syn. A. araLiica アラビアゴムモドキ）  11-85 

Eucal;77tiis inicrot/jeca （フラッデッドボックス）  11 -194 

タンザニア 

Pines patuia  I 一262 

Pines pall/ia   I -263 

乃C tons granぬS （チーク）  ~-241 

ウガンダ 

Cupressus ルsi tallies （メキシカンサイプレス）  I -305 

尻ノcal;7ltus gran dis （ローズガム）  ～ー169 

夙icalyptus greβ功S （ローズガム）  11-170 

ザンビア 

Pines kesiya （カシアマツ）  I -213 

ルCaノ刀?tlis cloeziana  ～一143 

Eucaノlptus gra刀dls （ローズガム） 

Eucalyptus grandis （ローズガム）  ～一172 

中 米 

ジャマイ力 

Pines caribaea （カ3ビアマツ）  I -195 

-33ー 

金田s′〃 s′〃〃β〃 (タガヤサ ン) ……………………………………………・…………・・虹 -97

月羽山 ra物 fa md/"( イ ン ドセ ンダ ン ) ……・………………………………・………・江 -116

花山婆な αカメβfβ (セ ドロ) ………………………………………・………………… "虹 -118

熊 山÷〃/〃 α加川 な (セ ドロ ) …・-- ・・・・・・・-- ・・・… …・… -・… “… … …・・… … … … … … 江 -120

β〃Gβ/那 f硲 樋昭 /〆〃/e〃sな (リバ ー レ ッ ドガ ム ) … … … … … … …・・・…・・… … …・"・ロ ー 142

物‘招ノ〃β/霧 "化)だ〃sな (フラ ミレ) ………………………………………・・…………・江 -202

九緒初物幻ノβ皮〃フe′クβ (リンパ ) …………………………………………………………虹 -204

Gme//〃〃β′加川β (キダチ ヨウラク、 メ リナ ) ……………………………………… 江 -216

南アフリカ

P/〃〃s e//′“ 〃′ (スラ ッシュマツ ) ………………………………………………… 1-217

β郷β/那加ぶg′“〃〆難 (ローズガム ) ……………………………………………………ロー166

スーダン

月cac留 用 /鑑定β (Syn. イ. βra魔樋 アラ ビアゴムモ ドキ ) …………………… 茸 -85

β肥β/」なっf〃s m応用 鉱鍔β (フラ ッデ ッ ドボ ックス ) ………………………………… ロー 194

タンザニア

Pj〃〃s〃〃′〃/〃 ……………………………………………………………………………… 1‐‐262

Pm 〃s〃〃f〃/〃 ……………………………………………………………………………… 1-263

ル "〃〃〃 gra〃〆′s (チーク) …………………………………………………………山亘-241

ウガンダ

C卿 res鋤 s /〃" ‘〃〃ノcβ (メキ シカ ンサ イプ レス ) …………………………………… 1 ‐ 305

β〃ca/zp‘〃s gra〃d/s (ローズガム ) …………………………………………………… 貫一 169

β〃cβ/“ワ勿 s gra〃dis (ローズガム ) …………………………………………………… 虹 -170

ザ・ンビア

P/〃"ぶ左鍔′陥 (カシアマツ) …………………………………………………………… 1-213

β〃じβ/ZP〃s じ⑦61z/β〃β ……………………………………………………………………虹-143

β〃cβ/即‘那 g焔〃〆′s (ローズガム) ……………………………………………………虹-171

勅樋 /zpf〃s gra〃〆な (ローズガム) ……………………………………………………江-172

中 米

ジャマイカ

Pm 〃s cβr肋解β (力リビアマツ) ……………………………………………………… 1-195
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プェルトリコ 

Pinus oocarpa （オーカルパマツ）  I -267 

トリニダッドトバコ 

P勿“s caiibaea 「ノaL hon吻I eiisis （カリビアマツ）  I -197 

ルc boaagノ」andis （チーク）  ～一246 

乃c to/ia 幻andi S （チーク）  11-249 

南 米 

コロンビア 

Cupressus lusi tan ica （メキシカンサイプレス）  I -306 

ブラジル 

天然林 南米 ブラジル 

ブラジル：Commercial., Potential., Non-commercialの区分によるアマゾン森林の 

樹種別の直径成長解析。  I -169 

Pines kes力'a （カシアマツ）  I -214 

Pil/us eノノJot t ii （スラッシュマツ）  I -218 

Pines oocarpa （オーカルパマツ）  I -266 

P勿“sspp.   I 一278 

ひIpto切aria / aponi ca （スギ）  I -301 

Araucarias angust lル万a （パラナマツ）  I -319 

Eucalyptus app. (h grandis., E sa万g刀a、E alba., E urop/jy刀a、 

E citrie吻ra., E camノ吻ノens is.,Etereticornis、 のデータをまとめた表）・”111 -128 

Eucalyptus spp. (P. citriodora., B. sa力gna.,E n功usta.,E tereticori万S.. 

E cainaldulensis..E gmIIめ5についてまとめたもの）  11-131 

Euca 力'ptus saligna （シドニーブルーガム）  11-197 

スリナム 

Pinus car功aea （カJビアマツ）  I -200 

多国籍 

天然林 大陸間をまたがるもの 

Neotropics, Asia, Africaを対象に樹種 （群）、森林タイプ別のPAl~  1 -175 

Pines caribaea var hon吻Tens is （カリビアマツ） 
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プエル トリコ

P/〃〃s の cβ印β (オーカルパマツ )・… "・………… -- …………………・・……・……・1-267

トリニダッドトバコ

P/〃〃 ca//鰹鑑 媛 ぬ伽 d〃′e〃s′s (力 リビアマ ツ ) ……………………………… 1-197

餐おかガβgrβ〃dな (一チーク) ……………………………………………………………ロー246

物 cfo〃β gr細グノs (÷チー ク ) …………………………………………………………… 江 -249

南 米

コロンビア

αリワress 〃s /""f 〃〃 /ca ( メ キ シ カ ン サ イ プ レ ス ) ・・・・・・・・… ・・・・・・・・・… ・・・・・… ・・・・・・・・・・・1-306

ブラジル

天然林 南米 ブラジル

ブラジル o脚 erclal、 Potential、 Non‐co皿 ercialの区分によるアマゾン森林の

樹種別の直径成長解析。…………………………………………………………………… 1-169

自 "鰐 "es′班 (カシアマツ) …………………………………………………………… 1-214

Pm 〃s e/// 〃"/ ′ (ス ラ ッ シュマ ツ ) … … … … … .…・… … … … "…・… .・… … … … "1-218

自助 s の鰯印β (オーカルパマツ)・…・………… -………………… "……… ""・…・1-266

Pm 〃s spp. ………………………………………………………………………………… 1-278

身 zpfo 切e" 〃ノβpo〃′G〃 (ス ギ ) ・… …・… … … … -…・…・… … "…・…・・… "… … "… … 1-301

月′〃〃car/〃s 肌 g"" ′危 //β (バ ラナマツ ) …………………………………………… 1-319

β"cβ/zPf"s spp.( β gr細〆′s、β sa//g“β、ゑ β/クβ、互 "r卵カγ〃β、

ゑ c/Zr/〆わr〃、β c鋤解/d〃/e〃s/s、亙 ′ere‘/勿 m/ のデータをまとめた表 ) …江 -128

β"cβ/」なクf"s spp.( β α f" の北房β、β M/ ノg方β、ゑ ′の "s畑、互 feref′" 〃7′s、

ゑ c雄燭 /ゐ"β〃sな、友 gra〃〆/sについて まとめた もの ) ……………………………… 江 -131

β〃c影那加s M//-“物 (シドニーブルーガム) …………………………………………江 -197

スリナム

巧〃〃s car坊βeβ (力リビアマツ) ……………………………………………………… 1-200

多国籍

天然林 大陸間をまたがるもの

Neotropics,Asia,Afrlca を対象に樹種 (群 ) 、森林タイプ別の PA I。………… 1-175

乃肋 s cβri毎 ea va 筋〃dwe 〃sな (カ リビアマツ)
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多国籍［ブラジル、タンザニア、ジャマイカ、トリニダードトバコ、マレーシ 

ア］  I 一201 

P勿us patuノa 

多国籍［ウガンダ、タンザニア、ブラジル、インド］  I -265 

Cupr'essus ノusi tanica （メキシカンサイプレス） 

多国籍［ブラジル、ベネズエラ、ナイジェリア］  I -308 

Agatlus spp. （アガティス） 

多国籍［マレーシア（マラヤ），インドネシア,セレベス，ザイール，パプアニ 

ューギニア， ソロモン，フィージー，ニューカレドニア，オーストラリア，ブル 

ネイ，インド，南アフリカ，ニューヘブリジーズ島（バヌアツ共和国）,ケニア， 

プエルトリコ］   I -311 

Araucaノゾas cunninghainii （フープパイン） 

多国籍［パプアニューギニア，モーリシャス］  I -317 

Acacia auricu万ルrini s （カマバアカシア） 

多国籍［インドネシア，インド，マレーシア］  Il-il 

Acacia inearns万 (Syn. A.m ノ万ss baa モリシマアカシア） 

多国籍［インドネシア、ケニア、ブラジル、インド］  11-86 

Albizm ルIca taria （モルッカネム） 

多国籍［フィリピン,マレーシア］  11-95 

伽e万na arborea （キダチョウラク、メリナ） 

多国籍［マレーシア（マラヤ）、シェラレオネ］  11-218 

伽e万na arborea （キダチョウラク、メリナ） 

多国籍［マレーシア、フィリピン、マラウィ、ナイジェリア，アイボリーコースト 

（象牙海岸）]  ~-220 

乃ctona grandis （チーク） 

多国籍［ジャマイカ、エルサルバドル、エクアドル、キューバ、ナイジェリア、 

バングラデッシュ］  II -251 

その他［単独樹種として分類できなかったもの］プランテーション。19樹種につ 

いて、大陸間（Humid Tropics、 Tropical High Land, semiarid areas）に分け 

て記載 ～一284 

ョーロッパ 

イタリア 

Eucalyptus occiden ta万S  ～一195 
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多国籍 [ブラジル、タンザニア、ジャマイカ、 トリニダー ドトバゴ、マレーシ

ア] …………………………………………………………………………………………… 1-201

　　　　　　　　　　　

多国籍 [ウガンダ、タンザニア、ブラジル、インド] ………………………………… 1-265

C卿 r郎則 s /潟 "〃〃/cβ (メキシカンサイプレス )

多国籍 [ブラジル、ベネズエラ、ナイジェリア] ……………………………………… 1一308

月gβ坊 /ぶspp.( アガティス)

多国籍 [マレーシア (マラヤ), インドネシア, セレベス, ザイール, パプアニ

ューギニア , ソロモ ン, フィー ジー , ニ ューカ レ ドニア , オース トラ リア , ブル

ネイ, インド, 南アフリカ, ニューヘブリジーズ島 (バヌアツ共和国 ), ケニア,

プエル トリコ] ……………………………………………………………………………… エー311

.( フープパイ ン)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

多国籍 [パプアニューギニア, モーリシャス] ………………………………………… エー317

月じ肥 /〃β〃r/c〃//fom ′s (カマバアカシア )

多国籍 [インドネシア, インド, マレーシア] …………………………………………江 -71

"(Syn. 月." 〃//お“班β モ リシマアカシア )　　　　 　　　　　　　　

多国籍 [インドネシア、ケニア、ブラジル、インド] …………………………………ロー86

β/β粥川 な肥財βna (‘モルツカネム )

多国籍 [フィリピン, マレーシア ] ………………………………………………………ロー95

碗 e//〃〃〃more β (キダチヨウラク、メリナ )

多国籍 [マレーシア (マラヤ ) 、シエラレオネ] ………………………………………ロー218

伽 e//〃ββmore β (キダチヨウラク、メリナ )

多国籍 [マ レーシア、 フィ リピン、マラウィ、ナイジェ リア ,アイボ リー コース ト

(象牙海岸)] ………………………………………………………………………………江-220

花 "〃〃〃 grβ〃〆な (チーク)

多国籍 [ジャマイカ、エルサルバ ドル、エクア ドル、キューバ、ナイジェリア、

バ ングラデ ッシュ] ………・…・………………………… "………・…・… "……・………・"虹 -251

その他 [単独樹種として分類できなかったもの] プランテーション。19樹種につ

いて、大陸間 (Humid Troplcs、 TropicaI High Land,semiarldareas) に分け

て記載…………………………………………………………………………………………江-284

ヨ ー □ ツ′f

イタリア
β〃c β/Zpf 〃s occ/de 〃‘〃 /な ・・・… ・・・・・・・・・・・・・・・… ・… ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・… ・・・… … ・… … ・・・・=-195
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ポルトガル 

Eucalyptus globulus （サザンブルーガム）  11-157 

スペイン 

Eucalyptus globulus （サザンブルーガム）  11-160 

Eucalyptus globulus （サザンブルーガム）  11-161 
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ポルトガル
β郷 β/れ〆 "s g/ の "/ 〃s (サ ザ ン ブ ル ーーガ ム ) ‐‐.‐‐‐.‐‐‐‐‐‐.‐--.--- ‐.‐一 .‐‐‐.‐‐‐.-- ‐‐‐‐‐‐11 一-157

スペイン

劫 cβ/““〃s g/〃ク〃/〃s (サザ ンブルーガム ) ……………………………………‐‐… ロー 160

β〃ca/」な財〃s g/〃ク“〃s (サザ ンブルーガム ) ………‐‐………‐‐…………………… 江 -161
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（広葉樹人工林，多樹種及び竹類） 
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(広葉樹人工林,多樹種及び竹類)

樹機十C郷旗旧辞解熱E~モタマオウ珊 )

データ採取地の立地環境
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Ti.14 .u.atiozi 

一 一

- 10.14b1じ＋ 0・4bう’lA + b・(bbjb U 、2 " U・ソojフノ 

出典 

什h・ 

. tいber v~lume in m3 per山above5cm diameter over bark 

- stand age- basal 53*4 in .2ト 
v
A
0
 

.q、皿ti on i・emit abi・for 吐t・indeエ18 - 21 " ' ref・reno・“・ 0f 19 years.) 

,"8ed 竺th, aboverl'"9U・血，”,讐ual、血。ェや。ut tor volume product ion 些d88。 
curve zor ea.oa oaaai area ェ naex 、Bl O01C1fl ) flaB oean arawn・ some values obtal.ned rrom t he 
mWv・ are1 

Ag・ B"'l aI"lnd .x ".， ノ一3A一一、 
月A』 、‘』」ノ‘“ノ 

5 7 6.85 

7 6 シ57 
8 5 4.69 
10 4 3.81 
12 3 2.96 
16 2 2.60 

旦警書： Th・initiaユplantおユgB声oi.n,g raユ8・db・twe e1ュ2 エ2 皿t04 エ4m 
but dudng the seoond decade of development sortality of trees 

was consメCUOUB. 

5.7.4. CoI皿ents

エt apDeaTh that with better stookム，g higher×Aェia achieved at shOl・ter ".. （とュ＆、 
oe 、er s ts.' elocKea uia1TtaL1on l Ot )I.) stem．ノfla yユeiaect 試A」 0ェ “ttl . moェ、 tflan 11.U-,m7fla 
ユn 1z tol>y "”、刃・ AS tfls main use or tue 日Pe010日 15 ェueiwoo1, Plalflation at close 
8p40虹】g with rotation age between 7 切12 years appears to be desirable for maximizing the 
volume prothiotion. 

ノ 

Anon 

1961 
Casuarina equisetifolia,吐ivioulturni chaェ、otms"os and 

メantation teohniqu・． Bois. For.TI、つ．No. 79. 

Rac, E .V. 
1968 

A study on Casuarina equisetifolia (unpublished). 

Ray, M.P. Plantation of Casuarina equisetifolia in Midnapore District. 
1971 W.B.Indian Forester. Vol.97 No. 8. 

肌11ゆ，S.P. Rotation as ilぱluenoed. by stand stooking. A study of Casuarina
1978 equiaetifolia. Indian Forester. Vol. 104. 

ダ イ ジ ェ ス ト デ ー タ ： Pandrey . 0 Crowth and yield of plantation species in 

the trop I cs , FAQ 1983 IQ? 
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ln ー2to ー5ye 餌 ()),AB tha 聞 in uBo of the BpeoieB181uolvood,plantation at clo80

8p卿 Lqg dth lotatlon egも betyet 期 7 前 12 yo81 閥 △ppl掲 ra to bo de811mblo for 回争ゴロ miging tha
volumo plo 心 otion,

出典
(1) 嵐 on ca 日uIhna equ眼 Botifolio,oil 「doultu ー隠 l cl埠 IBotell ・ticB olld

l961 p1αntat1on teoh ロユquo. Bo18.For.l rrop ・買o・ 79 ・

(2) R・O. E." A Btudy m caouu自沈七- equloot ュfolia(uhPubliehod).
1968

3) 恥じ , M,P, P1dmtati(m of C鵜ざu旧“ 鵜 飼、鴫 ・otifolio in X iαPepo1N Diatコdot,　 　 　 　
　

　
1971 “,B, 加 私 闘 Foー柁 Btor. ▽ol,97 Ho, .

(4) Sin 中 ,S.P.Rotatio
l978 eqnul・otifolia.

Rotation ●o ilば lulmood by atould at{沌糠 叫g,A at申む of Cagtl●1lna

工ndLごLaね Foroator ・ Vol.104 ・

ダ イ ジ ェ ス ト デ ー タ

t h e t r o l1 l c s ,F A O

: Pandrey ,

19 8 3

0

所 収

G r o w t h a n d y l e l d o fp l a n t a t i o n s p e c l e s l n
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樹樽）＄熱ICACEA （ャナギ科》 

戸bp"IF* I山森 

瞬 ‘インF 

データ採取地の立地環境 

Materials and methods 

The original stock of Populus 

deltoide Clone G -3 was received 

from M /s. Mestein India Match 

Company (V11MC0 ). Dhubn Assam. 

Cuttings were taken from the well 

adopted provenance of Jorhat to 

study the effect of seasons on 

sprouting and survival in four 

different seasons noted below: 

Period Season 

March to May 

June to August 

September to November 

December to February 

I 

II 
III 
Iv 

Cuttings of Poplar branches 

were inserted in the nursery beds 

during these seasons for 1982 and 

1983. 100 cuttings of 35 cm length 

with a spacing of 30 x 40 cii were 

planted in nursery beds of 8 in2and 

replicated for 8 times. 

In another experiment, three different 

parts of a branch were considered. V hile 

making the cuttings from each branch, 

lerig'h was measured and equally divided 

itito ihree parts i.e l5ottom, middle and top 

Further, the individual part of the branch 

W'tc divided into different cuttings measuring 

15 cm each. 100 cuttings from each part 

、veie planted on 15th February 1985 in 

iwsery beds, keeping 10 replications in each 

OII CS 

20 cm of the respective cut'ings were 

inserted into the well worked pulverised 

coil of nursery beds for both the experiments 

and the beds were kept moistured by spray-

tug water as and when necessary. 

Sprouting of cuttings was counted 

with the initiation of new leaves and survival 

percentage was determined, when the clones 

were ready for transplantation Well rotten 

cowdung @ 8 tori/ha was mixed in the 

nursery beds. Hand weeding was done 

three times in the nursery condition. The 

soil of the experimental plot is sandy loam 

and soil pH from 4.5 to 5.5. 

Growth characters were observed from 

a iow plantation during l9S0 to 1984. The 

clones were planted 1 5 m apart in a pit of 

40 cm3 filled with 5 kg of well decomposed 

cowdung. N , P and K fertilizers were 

ipplted around the established plant @ 120, 

80 and 60 kg/ha/year. 

Annual increment was determined as 

per the method described by Misra (19684 

with a modification that iii this case the 

'eight of the ariel part alone was considered. 

Diameter and circumference (Girth) were 

measured at breast height. Dry weight was 

leteriiitned by Oven dry method. Biomass 

of overground part was taken by felling the 

tree during July every year. 

The general weather conditions of 

Jorhat, i e mean monthly percentage of 

rainfall, temperature, sunshine and relative 

humidity calculated on the basis of 61 years 

data provided by Tocklat Experimental 

Station, Jorhat is shown in Table 5. 

-39ー 

「 

鮒理 }SAもICAC緑E( ヤナギ鴇 )
白け好餌が寺拝み′¥#1偽β奏

データ採取地の立地環境

Materlals andmethods

Theoriginal stock of Populus

del toldeC1one G‐3 was recelved

from M/s, Wes temlnd i a M a t c h

C ompany(WIMCO), Dhubn Assam.

Cuttings were takenfrom the well

adoptedprovenance of Jorhat to

s t udy the ef fect ofseasons on

spro u t i n g a n d s u r v l v a l l n f o u r

d ifferent seasons noted below:

M【arch to M【ay I

June toAugust 一 1l

sepーember toNovember 一 11I

December toFebruary 一 1V

Cuttings ofPoplar branches

were lnserted in thenursery beds

during theseseasons for l982 and

l983.10o cuttings of 35c m l e n g t h

w l th a s p aclng of 30 × 40cm were

planted lnnursery beds of 8 m2and

repllcated for 8 times,

ln another experin.ent,three diぽerent

parts ofa branchwere considered. “ hile

mak-ng the cuttings f『om each branch,

lengh was measured and equaltydivided

,nto three parts i.e bottom,midd ーe and top

Fu「the「,the individual part of thebranch

unq d-vided into difaerentcuttings measur ・ng

15 cm each. loo cutdngs f「omeach part

・veーe pーanted on 15thFebruary l985 ーn

,,u,sery beds,keeping loreplicat ーons ln each

oi嶋 S

20 cm 。f therespectlve cut・ings we「e

mscrted into the wel ー worked puーve「ised

co-1ofnLtrse 「y beds for both theexperiments

and the beds were kept moistured by spray ‐

"・g water as and when necessary.

Sprouttng of cuttings wascounted

・v-th the lnitiation ofnew leavesand survival

percentage was determined,whenthe clones

werc ready for transplantation “′ell rottem

cowdung @ 8 ton/ha wasmixed in the

nursery beds. Hand weeding was done

three tin・es in thenursery condition. The

~otl 。f the experime,ltal p-ot iss andy loam

dnd soil pH from 4.5 to 5.5.

Growth characterswere observed from

a towplantation during l980 to l984. T 1he

ctones were planted 1 5m apart in a pit of

40 cn 61ied with 5 kg 。f wen decomposed

cL)wdung. N,P and K fert11ーzers we「e

dpplーed around the established plant@120,

So dnd 60 kg/ha/year.

Annual incrementwas determined as

per tbe method descrtbed by Misra(1968}

wttll a modi 行cation that in 【his case the

・~elght of the ariel part alone wasconsidered.

D-an・eter and ctrcumference(Girth)were

nIea~ured at breast height ・ Dry Weight was

コetern・ーned by oven drymethod. Biomass

of overground part was taken by 詑 1ling the

tree during July every year.

The generalweather conditions of

Jorhat 、 i e meanmonthly percentage of

rainfall 、ten}pe 「ature,sunshineand relative

humldity caーculated on the basls of 61 years

data provided by Tocklai ExpenmentaI

Sta【ion, Jorhat ls show-l iiITable 5,

-39-



温
期
・
受
藤
一
n

昭

叫

か

難

・

国

 
丹
鳶
叱
 

'rabie 3 

圧
暑
 

Mean growth pararneにrs and biomass distribution 可 Popルr 

Age of 
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Height 
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Twigs 
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1 yr. 2.21 2.25 1 13 0 52 0.225 I8 75 0 575 0 225 0 (41 0 843 

2 yrs. 3.50 4.75 2 87 0.87 0 61 4.35 1 51 0415 0 102 乙027 

3 yrs. 6.12 812 855 1 675 - 1.07 11 295 4 72 0.825 0 176 3.721 

4 yrs. 10.50 1500 4400 1300 17.00 74.00 26 326 6 730 2 625 35681: 

Table 4 

Annual increment げdifferent growl/i paralneterrげPoplar 

Mean Annual Incre-
ment of 4 years 

Current Annual Increment 

4 years 3 years 2 years 1 year 

Parameters 

Height (m) 2 21 1 29 2 62 4 381 2 625 
DBH (cm) -', -5 2.50 3 37 6 88 3 75 
Circumference (cm) 6.50 6.37 1163 13 02 15625 
Fresh weight (kg) 1 875 1.30 8 05 45 888 18 50 
Dry weight (kg) 0 843 0 638 3 82 20.987 8.92 
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Tabーe 3 　
滞

　
ftl yr. 2.21 2.25 113 052 0,225 1 875 0 575 0 225 0〔41 0 843

2 yrs, 3.50 4.75 287 0.87 0 61

3 yrs. 6,12 812 8 55 1675 -1.07

4 yrs. 10.50 15 00 44 00 13 00 17.00

4,35

11295

74.00

1 5ー 0415 0ー02 2.027

4 72

26326

0.825 0ー76

6 730 2625

5.721

3568 士

Tilbーe 4

ィ〃′?“"′mcrp ′〃mr ザ d嫌ぞrem grow ′/'〃α′om ““ ' Pop/ 〃′

Height(m)

DBH(cm}

Ci「cumFerence(cm)

Fresh welght(kg}

Dry we1ght(kg)

2 21 129 2 62 4381
・2 25 2.50 337 688

6.50 6.37 1163

1875 1‐30 805

0 843 0 6383 82

1302
45‐888

20.987

2625

3 75

15 625
18 50

8.92

ー
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機種’sALI録じEAE（ヤサギ科） 

戸bPひ1ひ書娃Ihr d 
環 t /tキxタン 

データ採取地の立地環境 

Summary. In an earlier study (2j mean annual increment (MA刀of hybrid 

poplar (P x E Cv I - 214) was estimated to be 235 cft for a crop of age 6 years 

with the assumption that 700 trees per acre 可the species were available at the 

above age, that is, planting was done with a spacing of lo'x 6', no thinning was 

done upto the age 可6 years and only 26 trees were lost on account of mortality 

and other factors upto this age This plantation was however not maintained 

properly, no soil cit Itwation was done and irrigation was erratic. 

Since hybrid poplar had been tried in different plantations with vulツing 

spacings since 1970, sample plots were laid out to assess its growth performance. 

Data were available 加r different spacings in each localiか，there加re, the data 

were considered separately for determination of growth parameters for each 

locality and 加r each spacing. Under proper management 6 years old crop with 

10' x 10' spacing gives MA ! of 400 cft or more, with 15' x 15' and 18' x 18' 

MAI is 200 cft to 320 cf t per acre. 

Basic daぬ. 24 sample plots laid in different plantations of the Punjab 

in 1976 and onwards with their annual measurements constitute the basic data. 

Details of sample plots are given iii Table 1 . 

Method and matenal: Annual measurements of 組l the sample plots were 
converted on unit area basis Volume of standing and thinned crops were calcu-
lated separately (1, 3) Total volume for different ages was obtained by adding 
cumulative yield of thinnings for previous years to the standing volume. 

As the sample plots were laid out in hybrid poplar plantations raised 
undel different spacings VIZ 10' x 10', 15' x 15' and 18' x 18' the growth statistics 
for one spacing differed widely from others To get an idea about growth para-
meters the measしrements were grouped according to spacings Data grouped as 
abo、 e ga、 e the follo、% ing information 

S No Locality Spacing No of Age range 
measurements (years) 

10'xlO' 20 2-6 
15'x15' 3 4-6 
18' x 18' 23 3-7 
15'x15' 3 3-5 
18'x18' 18 2-10 
10'xlO' 3 4-6 
18' x 18' 3 5---7 
10' x 10' 3 6-8 
15' x 15' 6 8-lU 
18' -\ 18' 3 7-9 

nJ 

りO 

nJ 

nO 

nJ 

。。 

n。
 
（b 

nJ 

n乙
 

1
 

Daphar 
Iねph ar 

D a ph ar 

Changa Manga 
Changa Man ga 

Uhag hat 

Bhaghaし 

Bela ['iran Gha山 

Bela Piran Gha山 

Bela Piran Gha山 

1
 
り乙 

nJ

'n
吐
》
h
v

ハb

【r 

n。
 
。J 

0
 

1
 

85 
Growth parameters were obtained for each spacing and each age group on 

uit area basis. Table 2 and table 3 show the parameters in British and metric 
,,mts rcspectt\'ClY 
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機種 } SALICA繊細 (ヤナギ料 }

園
終り黛抄卿袋旧 11rid
　　　　　　　

データ採取地の立地環境

Summa1 γ,ヱれ Qれ eαrねer studyr2 ノmeon αねれuα白鷹 陀刀I肌 t"WA り of ねybrzd

POPZ の 伊 工 β CU ′ー 2ヱの wqs es賀川αted ro be 235Cft for α croP Ofqge6ye αrs

w ばれすれe 似~sum 切れ○九 仇αt 700 treesPer 口cre ofthe 球)eczes were αUQZ{の !e αt rhe

の oりe qge,t れαね s, P 加川 zng wqs do れe w ばれ α spαCI算g of zo
′
工 6
′
,no t九mm ねg w αs

done “Pto zhe αge of6 yeo な αれdo 刀か 26 treesWere{osto 九αccoz4れ[ofmort メヱty

qnd oごher 化 ctors upto thzs αge 71ねzs P 加川 αtzon wqs れowe ひer れot mm れ【似れed

properZy, 九o sod αほれしαtzo月 W αsdo 月e αれd zrrzgαfjo刀 Wqs errαtzc.

sf"ce カンわr!α PO 〆αr れαd be飢 考r‘ed m dz“er釧 tP‘α財αtzonsw ばれ加 ~1 月g

SPαcmgs smce ヱ970,s αmp ‘epZots were 超 zd out fo 鮎 sessztsgrowthPer わ rm αれce.

DQ 鯛 were 御 d幽 閉 e for d‘#erem spに mgs m eαcれ !oc〆 !ごy, 肋 ereただ ,the d醇α

were coれs‘dered sepαrote‘y for determm 鑑 fon of g row 銃 Pαrαmeters 形 r eqcれ

Zoco白むy oれd for eαcれ sP艦 艇 UnderProPerm αれoge 加数 と6 yeαrso′d cro P w z肋

ヱ0′エ ヱ0′spocfng 摩りes 財 A ′ of 400 cff or more,wzt れヱ5′エ ヱ5′αnd ヱ8′エ ヱ8
′

MA1 zs 200 cft to 320 cftper αcre.

Basic dal始.24 級 mP1e plots la1d in differentP1antations of the PWniab

in l976 a1ld onwajrds w1th the1l annual measmrelments constltute the baslc dal濁 .

Details of saユコnple plots aJregiven m Table,.

NcLh α 1 and maLcr1 組 :Annual measm ・ements of all the 紙 mple plots were

conve 比 ed on un1t airea bas1s Volume of standmg and thInned crops Were calcu-

lated sep瀧 ately (1, 3) Total volume for dーfferent ages Was obta・ned by addーng

cun 】ulatーvc yーeld of thーn1Iu・gs for premous years to the standlng Volume,

As the 鱒 m P1e plots 、vere la,d out m hybr.d popla1plantatlons raーsed

undel(1,fferent spac ーngs の z lo ′× 10 ′,15 ′x15 ′and .8 ′x18 ′the g!owth statーst.cs

for one sp,1ung d1ffcr(xi ・v1dely from others To get an Idea about g rowth para-

meters Lhe measu1ements 、vere gtouped accord 皿 g to spaclngs Data grrouped as

abo ＼e gコ＼ thcfollo ・"ng lnforn ・atlon

S No Local1tv Spaclng No of
lrleasw 〔ements

Agerange
(yea1s)

.
▲
nソ
ム
ハベ
U
▲
4
r
o
ハh
V
[了
十
nX
U
(
》

=̂
V
1
」

Daph 紅

1)Jph ュr

Daトホ紅

ChanglIMallga

　　　　　　　　　　　　　　

Bha にhat

Bha にhaL

BcIJ 1)lran Gha.b

l;el.・P1ran Gha11)

BcLI P1ran Gha1b

lo ′x lo ′

15 ′x15 ′

18 ′x18 ′

ュ5′入 15 ′

18 ′x18 ′

10 ′x lo ′

18 ′x18 ′

10 ′x lo ′

15 ′x15 ′

18 ′ 18 ′

20 2-‐6

3 4- ‐6

23 3-‐7

3 3-5

18 2一‐10

3 4-6

3 5- ‐7

3 6-8

6 8一 10

3 7-9

85

Gro 、vth par 組 neters were obta ーned for each spac ーng andeach age grouP on

umt 紅 ca bas15.Table 2 縦 ld table 3 show the p;江 ameters In Br1t1sh and metnc

unlt トrcsp α;tlvcly
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成長・収穫に関する表，図，式など 
Table 2 

Growth and yield of加brid poplar (Pr E 1-214) in British units 

Age No of No of dbh Ht BA . Vol Total No Vol MA! 
years measure trees us (1 It' [to including It4 氏‘ 

ment thinned trees 

2 4 

3 'I 

4 4 

5 4 

6 4 

6 1 

7 1 

8 1 

4 1 

5 1 

6 1 

4 1 

5 1 

6 1 

8 2 

9 2 

10 2 

3 1 

4 1 

5 1 

3 4 

4 4 

5 5 

6 5 

7 5 

448 

444 

442 

417 

411 

26 

38 

48 

55 

63 

SPACING 10' x 10' 

DAP!-! AR 

24 1514 77286 

34 3692 119769 

46 59,33 1546,81 

53 6936 179613 

60 9250 231896 

448 

448 

448 

448 

448 

772.86 

119731 

155221 

187708 

239991 

38643 

39927 

38806 

37542 

39999 

BELA PIRAN CHAIR 

411 50 73 14625 258920 417 258920 43153 

411 8 2 78 154 58 278500 417 2785 00 397 .86 

417 84 85 159.11 287410 417 2874 10 359.26 

BHAGAT 

419 62 55 8789 215307 419 215307 53827 

419 6 6 57 9893 242700 419 2421 00 485.40 

415 72 63 11785 292407 419 294833 491.39 

SPACING 15' x 15' 

DAPHAR 

194 5 7 42 35,36 50924 194 509 24 127.31 

194 65 46 39,00 726.21 194 726 21 145 24 

194 7 5 56 61 03 124348 194 124348 207 25 

BELA PIFtAN CHAIR 

200 9 9 70 107 40 2019 20 200 2019 20 252 40 

198 10 3 75 111 26 2360 50 200 237062 263 40 

189 108 78 11753 2564,35 200 264397 26440 

CIIANGA MANGA 

191 68 51 4794 131581 191 1315,81 43860 

191 7 9 69 6525 1889 44 191 1889 44 472 36 

175 8 8 63 73 59 2004.28 191 215875 431 75 

SPACING 18' xiS' 

DAPHAR 

130 5 2 34 19 46 488.87 130 488 87 16296 

130 69 44 3398 843,84 130 843.84 210.96 

130 75 49 4066 98237 130 98237 19647 

129 82 54 48,02 1230,74 130 123082 205.14 

128 9.1 62 5909 1559.17 130 1561 99 223.14 

BELA PIIIAN GHAIB 

129 106 71 80.31 1626.90 129 1626,90 232,41 
127 11 3 75 8773 181440 129 181857 227.32 
127 120 79 97.'71 2053.10 129 2057.27 228.69 

BHAGAT 

130 90 56 5932 161300 130 161300 32260 
130 96 63 6679 166253 130 166253 27709 
130 105 65 71.94 2195.79 130 219579 313.68 

CH/sNGA MANGA 

134 48 31 1783 501,06 134 50106 25063 
128 62 42 27 56 751.08 134 770.12 256.71 
128 7 4 50 38 32 1044.07 133 106269 265.61 
132 8.2 56 49 15 1430.20 132 1430 20 286.04 
132 9.3 61 6372 1924.40 132 192799 321.33 
134 98 66 71.48 226353 134 2263.53 32336 

125 9 6 70 62.77 1991.24 125 1991 24 24890 

126 109 78 8377 2745.07 126 2745.07 30501 

122 11 5 84 91 65 291238 122 2912 38 29124 

1
1
1
 

1
1
1
 

1
1
2
2
3
2
2
3
2
 

"'8O
】 

5
6
7
 

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
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成長 収穫に関する表 , 図 , 式など
Table 2

Groーむ【h o,ld y-e‘d ○f hybr-dpopforrpt g′‐21の 加 Br山紬 "ればs

Age No of
meas 胆e
ment

No of
trees

dbli Ht
(t B代弁 TotaI No

-nclud1ng
thInnedtrees

V比誓l M代金1

SPACING IO′x lo′

DAPHAR

1514

36 92

59,33

69 36

2
4

34

46

53

60 92 50

BELA PIRAN GH^IB

7
3

78

85

no

d.
Ẑ"
"′

7十

　　　
　　

　　
　　
　　

′4

41
14

4‘
′4

ハhv
nXy
nXU
《V
RU

2

3

4

5

6

fl17

417

417

419

419

415

194

194

194

5
7

66

75

lo

200

198

189

191

191

175

130

130

2

9

5

2

ユ

5

6

7

8

9

130

129

128

129
1217

127

130
130
130

3
42
8
淵
32
32
34

8
2
4
2
透
8

4
6
7
8
9
9

8 0

8 2

8 4

6 2

6 6

7 2

9 9

10 3

10 8

6 8

7 9

8 8

10 6
113
12 0

9 0
9 6
10 5

146 25

154 58

159,17

BHAGAT

87 89

98 93

117 85

5
5

67

63

SPACING 16′x16 ′

DAPHAR

35,36

39,00

6103

4
2

46

66

BEL^PIRAN GHAIB

罰

76

78

1017 40

117 26

117 63

CIー^NGA M^NGA

47 94

65 26

73 59

5
1

69

63

SPACING 18′x18 ′

DAPHAR

19 46

3398

40 66

48,02

59 09

3
4

44

雑

駁

鑓

BELA PIRAN GHAIB

71
76
79

80,31
87 73
97,71

BHAGA ‐r

69 32
66 79
77,94

6
66
36
6

CH^NGA MANGA

31
42
60
66
鑓
稀7
0

17 83
27 66
38 32
4916
63 72
171,48
62,7‐7

772 86

1197 69

1646,81

179613

23ュ896

2589 20

2785 00

287410

2153 07

2427 00

292407

609 24

726,21

1243 4fl

2019 20

2360 60

2564,35

1316 81

1889 44

2004,28

488,87

843,84

982 37

1230,74

1569,17

1626,90
1814 40
2063,10

1613 00
1662 53
2196,79

501,06
751,08
1044.07
1430,20
1924,40
2263 63
1991,24
2745,07
2912 38

8

8

8

8

8

」4
」q
′4
ー4
▲4

　　
　　

　　
　　
　　

772,86

1197 81

1552 21

1877 08

2399 91

417

417

417

419

419

419

194

194

194

200

200

200

191

191

191

129
129
129

130
130
130

2589 20

2785 00

287410

21630 ‐7

2427 00

2948 33

609 24

726 21

1243 48

2019 20

2370 62

2643 97

1316,81

1889 44

2168 76

綿

30

30

純

綿

488 87

843,84

982 37

123082

166199

1626,90
1818 6‐7

2067,27

1613 00
1662 53
2195‐79

綿
34
33
32
甥3
4

60106
770,12
106269
1430 20
1927 99
2263.63
199124
2746,07
2912 38

386 43

399 27

388 06

376 42

399 99

43163

397,86

359,26

538 27

485,40

491,39

127,31

146 24

207 26

252 40

263 40

264 40

438 60

472 36

43176

162 96

210,96

196 47

206.14

223,14

232,41
227,82
228,69

322 60
277 09
313,68

260 63
256,71
265,67
286,04
321,33
323 36
248 90
305 01
29124



Table 3 

Growth and yield of hybrid poplar伊xEの1-214) In metric units 

Age N。・。f ゆ・。I dbh Ht. B ．・ 曳・ 興alや V叫・ MAXa 
years mesglLre- rrees cm m Ill1 m1 mciuumg m ー Illー 

ment thinned trees 

2 4 

3 4 

4 4 

5 4 

6 4 

ノ 

6 1 

7 1 

8 1 

4 1 

5 1 

6 1 

SPACING 3 x 3 m 

DAPHAR 

1107 6.6 7 3 3.476 54.079 1107 64079 27.040 

1097 9.6 10.4 8.476 83.806 1107 83.814 27.938 

1092 12.2 14.0 13.620 108.235 1107 108.613 27.163 

1030 140 16.1 16.923 125.681 1107 131 345 26.269 

1030 160 18,3 21.236 162.266 1107 167.929 27.988 

BELA PIIIAlにHAIB 

1030 20.3 22.2 33.674 181.174 1030 181 174 30.195 

1030 20.8 23.8 86.487 194.875 1030 194.875 27.839 

1030 21.8 25.9 36.640 201.109 1030 201.109 25.138 

BHAGAT 

1035 16,7 16.8 20.177 150.667 1035 150.657 37.664 

1036 16.8 17.4 22.711 169.824 1036 169.824 33.965 

1026 18.3 19.2 27.055 204.606 1035 208.303 34.384 

SPACING Sm x Sm 

DAPI-XAR 

479 14.6 128 8.118 35.633 479 36,633 8.908 
479 16.5 13.7 8.963 60.816 479 50,815 10.163 
479 19.0 17.1 14011 87.010 479 87.010 14.502 

BELA PIRAN GJ-IAIB 

494 26.1 21.3 24,656 141.289 494 141.289 17661 
489 262 22.9 26919 165.171 494 165,579 18 431 
467 27 4 238 26981 178.735 494 186.006 18.501 

CHANGA MANGA 

472 173 155 11.005 92071 472 92071 30690 
472 20 1 18.0 14.979 132.210 472 132,210 33062 
432 223 192 16894 140.245 472 151054 30.211 

SPACING 6rn x Sm 

DAPHAII 

321 13,2 10.4 4.467 34208 321 34.208 11.408 
321 17,6 13.4 7.801 59.046 321 69.046 14.161 
321 19 0 149 9 334 68.739 321 68 739 13.748 
319 20.8 165 11024 86.119 321 86.124 14364 
316 231 189 13565 109,010 321 109297 15814 

BELA PIRAN GHAIB 

319 269 21.6 18.437 113 839 319 113.839 16 262 

314 28.7 22.9 20.140 126,969 319 127 251 15.906 

314 30.5 24.1 22.431 143.662 319 143.953 15,996 

BHAGAT 

321 22.9 17.1 13618 112.866 321 112.866 22,573 

321 24.4 19.2 15.333 116 332 321 116,332 19 389 

321 287 198 17.892 153 646 321 153,646 21 949 

C1IANGA MANGA 

331 122 9 4 4093 35.061 331 35061 17・530 

316 157 128 6327 52565 331 5.3.888 17961 

316 185 16.2 8.79? 73.057 329 74.360 18590 

326 20.8 17.1 11 283 100,076 326 100 075 20016 

326 23,6 15.6 14628 184 656 326 134.907 22484 

331 249 201 16.409 158 386 331 158.●86 22・626 

309 24,1 21 3 14410 139.333 309 139 333 17.416 

311 277 23.8 19.231 192.081 311 192.081 21.342 

301 292 25.6 21 .040 203 788 801 203.788 20,379 
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2
2
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2 1 
3 1 

4 2 

5 2 

6 3 

7 2 

8 2 

9 3 

10 2 
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Table 3

GroW 上れoれd yield o′hyb “dpop ′orrp 文 EC リー-2" ノ′れmetr に““"β

Age
years

No,of
meag 鵬e.
ment

No,of dbh Ht. BA,
treeg cm m m2

TotaINo
blcludjng
thblned tree・

vmo曇 Mm金1

1107

1097

1092

1030

1030

1030

1030

1030

1036

1086

1026

479
4179

479

lo

lo

494
489
467

472
472
432

319

314

314

321

321

321

20,3

20,8

21,8

16,7

16β

18,8

14,5
16,6
19,O

26,1
26 2
27 4

17 3
201
22 3

2
12
12
11
91
6

13,2
17,5
19 0
20,8
231

26 9

28,7

30,6

22,9

24,4

267

β

β

2

0

0

6

9

2

4

6

　　
　　
　　

SPACING 3x 3 m

DAPHAR

7 3 3.476

10.4 8,476

14.0 13.620 1

16,1 16.928 1

18.3 21,236 1

BELAPIRAN GHAIB

22,2

23,8

26.9

ュ6,8

　　　

19.2

83,674

86.487

86.640

BHAOAT

20,177

22,711

27,066

SPACING 6mx 61n

DAPHAR

12 8 8,118
13,7 8.963
17,1 14011

BELAPIRAN GHAIB

21,3
22,9
23 8

16 6
18,O
19 2

24,666
26 919
26981

CHANGA MANGA

I1,006
14,979
16 894

SPACING 6m x 6m

DAPHAR

10.4 4,467
13.4 7,801
149 9 334
16 6 11024
18 9 13 666 1

BELA PIRAN GHAIB

21,6 18.437 1

22,9 20.140 1

24,1 22,431 1

BHAGAT

17,1 13618

19,2 16,333

198 17,892

CH^NG^ M^NGA

9 4 4093

12 8 6 327

15,2 8,797

17,1 11283

18,6 14 628

201 16.409

213 14 410

23,8 19,231

26,6 21,040

64,079

88.806

108,286

126,681

162,266

181.174

194,8‐76

201.109

160.6617

ヱ69・824

204,606

36.633
60,816
87.010

141,289
　　　　　　
178,736

92071
132,210
140,246

34 208
69,046
68,739
86,119
109、010

118839

126,969

143,662

112,866

116 332

163 646

36,061

62 666

73,057

100,076

18‐1656

168 386

139,33ii

192,081

203788

1107

1107

1107

1107

1107

1030

1030

1030

1036

1035

1035

479
479
479

494
494
494

472
472
472

321
321
321
321
321

319

819

319

321

321

321

64 079

83,814

IQ8.613

181846

167.929

181174

194,8176

20ユユ09

ユ60.667

169,824

206,303

36,633
60,816
87,010

141,289
166,879
186,006

92 071
132,210
161064

34,208
69,046
68 739
86.124
109 29‐7

113,889

127 261

143,963

112,866

116,332

163,646

35 061

63,888

74.360

100075

134,907

168,986

189 333

192,o8 ュ

203,788

27,040

27,988

27,163

26,269

27,988

30.196

27,839

26.ュ38

37.664

33.965

84,384

8,908
10,163
14,602

17 661
18 431
18,601

30 690
33062
30,211

11,403
14,761
13,748
14 354
16 614

16 262

16,906

16,996

22,678

19 389

21949

17,630

17 963

18 690

20016

22 484

22,626

17,416

21,342

20,379

331 12 2

3 1tj 15‐7

316 18 8

326 20,8

326 23,6

331 24 9

309 24,1

311 27 7

301 29 2

1

1

9

6

6

1

9

1

1

3

3

2

2

2

3

0

1

0

3

3
3

3

3

3

3

3

3
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樹糠‘PRTEA 総（ヤ附モガシ科〕 

βr 6 4 /Ia賞 声桝肘I fpI瓶 〈町m 奉 '*i-k革/i p ンタ諾ハゴ雄警ノキ》 

閥 二‘ン撃’ 

データ採取地の立地環境 

'ursery technique 

The seeds collected in April are sown 

in the nursery bed in the month of October. 

Before sowing, seeds are soaked in plain 

water for 24 hours. The germination per-

centage is very high (70-80 per cent). 

Germinat・on is completed in 25-30 days 

when two-leaved tiny plants, measuring 

about 2-3 cm appear in the bed. These 

plants are then piicked out and transplanted 

in the polythene bags (10cm x23 cm) filled 

with potting mixture of soil, sand and cow-

dung manure (4 : 2: 1). These plants are 

ready for planting in the month of June-July 

when they have 10-15 cm height and 7-8 

leaves. 

成長・収穫に関する表，図，式など 

Planting technique 

So far, State Forest Research Institute 

has tried Grevillea pierid加ha on bauxite 

and coal mined out dumps and on the site 

having yellow clayey soil The planting 

technique in the case of bauxite mined out 

areas and coal-mine overburdens included 

digging of pits of 45 cm3 size, filling these 

up with local soil (in the lower half of the 

pit) and mixture of humus rich sal (Sizorea 

robusta) forest soil and 3 kg cow-dung 

manure, in the upper half of the pit. 

Polypotted plants which are 7-8 months old 

are planted in these pits in the month 

of July. 

Table 1 

Growth parameters可Gre villea pterid加lia 

(Year of plantation-1979) 

a
n
 

ー
t
 

1̂ 0
 

'

V

 

cets 

Aュ‘
 

y
 

0
h
e
 

S
p
p
 

[
r
 
1
 

u
e

」」
 e

a
 

V
 

n
 

MAT 
Average 
Height 
(cm) 

Average 
G .B H . 
(cm) Height G B.H. 
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100 7 * 

99 27 54 
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94 487 17 8 1(67 3.95 

94 501 89 8 Not measured 
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* Diameter below 5 cm not recorded. 

出典 

Pr a sed・ 釦者・4姫S・K・ Chadhar (1987)..- Grevi}Iea Ptei'idifoHa (SYN. 
Gre 'i1.lea bariksij) A Successfiit Introduction to Mined Out Areas ~f 
Madhya Pradesh -I Botanical Characterrjstjcs. Indian F~r., 113 : 870 
ーロワA 
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データ採取地の立地環境

( Syル タ、益砕爵左;“ バン辛ヌハゴ壌要ノ.年 )
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urserytechnique

The seeds collec に d in Ap 「il are sown

in the nursery bed ln the month of october.

Before sowlng,seedsare soaked ln pia-n

waterfor 24 hours. The germlnatlon per-

centage is ve「y high (70‐80 per cent).

Germinat'on ls completed in 25‐30 days

when two ‐leaved tinyplants, measu 「ing

about 2-3cm appear m the bed. These

plants are then p1icked out andtransplanted

ln the polythencbags(1ocm × 23cm) GI1ed

wlth potting mixture ofsoll,sand and cow ‐

dung manure(4:2:1).These plants are

ready For plantingln themonth of June ‐July

when they have lo‐15cm height and 7‐8

1eaves.

P1anting technique

So far,S 〔ateForest Research lnstltute

has t「led Grey"/m p′erm がo′ーo on bauxitc

and coa ー mined out dunlps and on the sl【e

having yellow clayey soー1 丁heplant1ng

technlque1n the case ofbauxite nlmed out

areas and coal-mlne oyerburdenslncluded

dlgging of plts of 45 cm3 size,611,ng these

up with local so11(m thelower haーf of 〔he

p1t)and n・ーxture of humus rlch saー (S′70rm

rob “s‘")forest soil and3 kg cow-dUng

manure, in the upper balf of the pit.

Polypotted plants whlch are 7‐8 mon ーhs old

are p1anted m thesepits ln the month

ofJuly.

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Table l

Grow 肋 poromerers げ Grey"′eqp だr′d〆o′超

(Year of plamatl ①n一 1979)

出典

Age
(years)

Surv ・val

Per cent of

plants

Average

Helght
(cm}

Averagc

G,B H.

(cm) Height
(cm)

GB.H.

(cm)

0 IC0 7 * - -

き 99 27 一 54 -

1ゑ 98 162 一- 1o33 一

2き 96 22 〇 -- 852 一

3会 96 419 一一 1ー7 7 一

4去
5舎

98 162

96 220

96 419

94 487
94 501
94 57ー

17 8

19.8

54

103 3

85 2

1!7 7

1(6 7

89 8
86.8

3,95

Not measured

3 0)6去 94 7ー , .

　　

◆ D1ameter below 5 cm not recorded.

Prasad, 盈学掌一明キーd 名.K . C h ad h ar (1987). ・Gre¥"lea pteridifolia(SYN,

GfeYil lea banksi i)A Successful rntroduction to Mined outA reas o f

M a d hy a Pr ad esh 一. Bo ta nicaI Characterristjcs.lndian Foた,113 : 670
‐674,
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STUDY AREA 

The study area (Sample Plot No. 80). having an area of about 0.28 ha and an elevation of about 

85 m a.s.l.. is located within Field 121) 01 1'KIM's compounu. I'lanting orraisea seecinnひ or iノ・ 

baudii was carried out in 1936 at a 2 x 2 m spacing and under light overhear! canopy conwtions. 

In 1954, the first measurement was made on all trees 10 cm dbh and above. Measuremen価 of 

diameter, total heiゆt and clear bole height were made. 

Weeding was carried out annually from 1936 - 1940 and in 1946. A thinning operation was car-

nied out in 1956 where all trees 10 cm dbh and above other than D . baudi: were removed. 

成長・収穫に関する表，図，式など 

TabLe 1. Frequency distribution 

D . baudli trees of >10 

by size class of alt 

cm dbh 

Size Class1 Age (Years) 

(cm dbh) 18 22 26 28 31 52 

(number of trees/ha) 

10<15 43.5 33.4 33.4 33.4 33.6 13.5 

15<20 50.2 40.1 40.1 33.4 30.1 20.1 

20<25 63.5 46.8 33.4 36.8 20.1 20.1 

25<30 50.2 63.5 50.2 30.1 16.7 13.4 

30<35 36.8 26.7 36.8 56.8 30.1 10.0 

35<40 10.0 40.1 43.5 23.4 36.8 10.0 

40<45 13.4 20.1 40.1 30.1 46.8 

45<50 20.1 16.7 13.4 20.1 

50<55 6.7 23.4 10.0 

55<60 20.1 

60<65 20.1 

65<70 3.3 

Total 254 .2 264.0 277.6 277.4 234.1 197.5 

Diam. increment 

cmfy 0.69 0.83 0.53 1 .21 0.24 

V~l
. (m3 

ノtree) 0.32 0.50 0.68 0.72 0.96 1.91 
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データ採取地の立地環境

S「nUDYAREA

Thestudyarea(Sa 皿 pleplo 【No.80),haV 面 ganareaofabouto. 凋 ん"andanelevation ofabout

85間 a.s.1.,islocatedWithinField12DofFRn 班's‘刀 mpoLmd.P1aintingo 丘aLSedseedliロgsofD.

わ‘m 粛iwasciaぱriedout in l936ata2x2mspaci 面gandunderlightoverheadcanopy ‘〆)n市 tio-Ds.

10 1954, the Gust mez 紐 ureme 口twasmadeQuailtreesloc ′明 dbhandabove.Mei 鵜urementsof

diameter,totmheightandclealboleheightweremade,

軒′eedingwas caーried out annuallyfroml9 ヌテー19‘ioa1ldinl946.Athinjoingoperationwascal-

「ied out in l9ご形 where alltreeslop 羽 dbhandaboveotherthanD.b"" 所-wereremoved.

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Tabte l. Frequency distribution by size cーass of aーー

0. baudiitrees of 〉lo cm dbh

Size Cーass, A9e(Years)

(cnl dbh) 18 22 26 28 31 52

(number of trees/ha)

10〈15 45・5 33・4 53.4 う3.4 53・心 13・5

15〈20 50・2 40 ・1 40・1 33・4 30・1 20 ・1

20 く25 63.~ 46 ‐8 33.4 56.8 20.1 20.1

25く50 50.2 63.5 50.2 30.1 16.7 13.4

30 く35 36.8 26.7 36.8 ~6.8 30.1 10.0

55{40 10.0 40.1 43.~25.4 36.8 10.0

40〈45 15. る 20・1 40・1 30・1 46・8

45〈50 20‐1 16.7 13・4 20 ・1

50く55 6.7 23.4 10.0

55く60 20.1

60く65 20.1

65く70 3.3

Tota ー 254 ・2 264 ・0 277 ・6 277 ・4 234.1 197.5

Diam.increment

cm/y o.69 0.85 0.53 1.21 0.2 る

Vot.{m3

/tree) 0.32 0.50 0.68 0.72 0.96 1.91
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Table 2. V~Lume distributi~n, (m3/ha) by size class of 
trees of 20 cm dbh and Larger 

Size CLass, 
cm DBH. 18 

Age (Years) 
22 26 28 

(volume, cu.mfha) 
31 52 

20<25 13.37 9.38 5.55 7.08 2.88 6.87 

25<30 27.61 33.70 29.30 17.81 9.98 2.43 

30<35 29.97 22.31 30.35 47.59 25.61 15.17 
35<40 10.63 45.39 50.79 24.80 42.46 7.60 

40<45 20.87 30.45 60.04 48.32 78.02 

45<50 42.32 25.62 30.01 47.68 

50<55 17.62 65.51 41.09 

55<60 67.41 
60<65 94.07 

65<70 18.65 

TotaL 81.58 131.65 188.76 200.56 224.77 376.99 

Volume increment 
- 3.. (m inaiy' 12.52 14.28 5.90 8.07 7.25 

出典 

Mohamad, Borhan and Abdul Rahman Kassini (1989). Tree growth and yield of 

Dipterocarpus baudii under plantation in the Forest Research Insti-

tute Malaysia (PRIM), Peninsular Malaysia Growth and yield in tro-

pical mixed/moist forests (1989). Kuala Lunipur, Malaysia. 

-49ー 

TabLe 2. voLume distr ーbution,(m3 ′ha)by size cーass 。f

trees of 20 cm dbh andLarger

Size Cーass ′ A9e(Years)

cm DBII. 18 22 26 28 31 52

(vo ーulne ′ cu.m/ha)

20く25 13.57 9.38 5.55 7.08 2.88 4.87

25く30 27.61 33.70 29.50 17.81 9.98 2.45

30く35 29.97 22.51 30.35 47.59 25.61 15.17

35く40 10.63 45.~9 50.79 24.80 42.46 7.60

40く45 20.87 50.45 60.04 48.32 78.02

45く50 42.52 25.62 50.01 47.68

50く55 17.62 65.51 41.09

55く60 67.41

60く65 94.07

65く70 18.65

Tote ー 81.58 131.65 188.76 200.56 224.77 576.99

Vo ーumeincrement

(m3/ha ′y) 12.52 14.28 ~.90 8.07 7.25

出典

Mohamad, Borhan and AbduI Rahman Kassim(1989),Tree growtha n d y i e ld o f

D ip t e r o c a r p u s b a u d i l u n d e r p l a n t a t io n in th e F o r e s t R e search lnsti-　 　
tute Malaysia (FRIM), Peninsular Malaysia Growth and yleld ・n tro ‐

pical mixed/moist forests(1989).Kuala Lumpur,Malaysla.
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データ採取地の立地環境 

Artificial planting of Shorea robusfa (801) by taungja method is very old The 
oldest known sal platantion W$S rai4ed in l922 by this method in West Le,hra Compartment 
Number 11 of Pharendra Barge So far 646 per cert areas of sal 介reels in soutFern ranges 
・U」27.6 per cint in inrthern ranpes have been cultivatedbv tlis aiethod Fore'tく of 
northern ranges remain cut oげduring rains They are managed on longer rotation of 
90 years to produce lsrge sized timber, and hence rate of conversion into plantation is 
slow. Rotation in southern ranges is 75 years the object of management being production 
of fuelwood, po1es'&ud sinsU sized timber 

s "! in taungya origin crop たrms almo .t pure stand with very little mixture of 

miscellaneous Bpeci日’like asna,戸mtLn etc Iロ801 Iau・19ya,the practice has bccn to・0W 

jamun 司ong nalas and u,e teak shoots to biat un failures in 8a1 lines and at abandoned 

dwelling places of cultivators prior to shifting to new plaiiiiig areas. Tie adm,xtuta of 
teak done in this way is visible in varying proportions generally not exceeding lo%. 

A brief description of faangya technique adopted to raise sal pltintatiore is as under-

After contractor has removed saleable produce and left the coupe, &bout the end of 
April, the land is distributed amongst taungya cultivators Each cultivator get eratly gets 
0.1 ha each year with an overall total of 04 ha in different years of saltaiengya A cattle 
p・oofんnos 。。misting of 4 to 5 atmndi。「b・rbed mre is usually erected round ths coupe by 
forest department Free cultivation of agricultural crops is allowed for one sear, comprising 
of Khzrげand one 1?.bI crop. Kharif crop u'ually consists of maize in southern ranges and 
paddy in the northern ranges, whereas Rabz crop 。;risiate of' " heat and bsr1e3 in the 
southern ranges and barley, Lahi and gram in northern ranges Soil preparation in lines 
is done during May It consists of digging trenches 3 m apert and 36 cm ×48 cm 
in eros日・aetton・ Ta.0エamted 8mI is then spread 伽『・eration・ Aft or ' gcod premorsoon 
shower the trenches, are filled in with excavated soil in such ' way that lhe level of the 
filled in trenches is at. least 10 cm to l5 cm above ground level. Sal seed is sown, with one 
lines 6-8 cm deep aud another line 2-2.5 cm deep, seeds being placed on their aはes 
touching each others wiog. After the sal sowings, the cultivators sow their kharsf crop 
Three weedings anJ 司eaninge are done in the monsoon, during which period casualties are 
also beaten up. After harvesting the rabi crop in the second year, trenches are again dug 
in any large failed g・ps and sat is sown on the onset of nionsワon iii the same manner as in 

the first year・ Small blanks are fided with other valuable species, Three weedings and 

t leaflifl25 are also done in the monsoon in the second and third year during which period 
casualties continue to be beaten up 4rhar iq sown in the おurth year of cultivation wben 

the sat plantョare in their third year. This helps to protect the plants from frost, 

improves the soil, and is left to go on growing for 'year more after the cultivators leave 
'n order to k」op down grass Cultivators leave the coupe after harveeting their 釦urth vabi 
crop when the sal plants are completing their thira year of age. 

成長・収穫に関する表，図，式など 

s・I crops so raised ・re thinned at the ag・ of 4, 7, 10, 15 20, 25, 30, 35, 40y・・“ 
a'逮 thereafter ''tea years titerval. The space between lines 3 m apart takes about it) to 
to y,.ars to get covered, The soil remains exposed to desiccation by sun. To mitigate 
this e山。t and to get some return planting of triter spaces in 5th year by (egunilnous tree 
species to be harvested at short rotation is advoca加d. 

一50ー 

継種 ;無雑縦ロCARP春鱗紙 ミラタバガ本科 )
　　　　　　　　　　 　　　　　

臓 tインド

データ採取地の立地環境

Art-601aI PI.Dt1ng of s力ordα rob仏畔α f8qZ} by fα観筋I7yometbod 18 マory old Tbe

oldeqt knowQ β昭 platant101l was ra・・ed ID I9と2 by tb1s method ・n W,eBtLebra Comp ・rtD1px1t

Number ーー of phareDdra Range so far 64 6 per ce【t areaa of β〆 f reBt g m E0 t1t士e rn 丁8DeeE1

・t11 27,R per oうnt io o,rtllern ranFes lla▽6 been cuーも,▽△ted by tlー6 肥ーeth 。d Fore tq of

oortbor1l ratlges remalo cu も o仔 dllrlng ramq TI1ey are m"oaged on ーoIIger rotatIoz1of

9o yeara to produce l“rg9 8-zed t1mber,at1d hence rate of coI1 ▽orstoII 1口to p屋 口t11tion 18

slow. Rotatlon ・n soulherb rangea ia ワ5 yedrs tbe object ofm 風nagement bemgProduLt1on

o{ fuelwood,polegaodsmal1 8,zad tmober

8 〆 m 多αz4れ9ダα orlg・n croP forms ahno 電 Pure stai1d w1tb very httla m ば tt1re of

ロQisoellaneous epec ・as llkeog れα,ブ7'コ醐 %etc 1o βα" α踊 りジα tbePractice baa bごen to oow

ブα“粥 “ ・ーoog oalas aod u℃6 teak ehoots to abuof 糾 urRs 】n 肌 "ineBandaLabando 解 d

dwelllbg pーace β。f cult ー▽at 。r8 prーor to eh.ft 】Dg to hew p1aスーt",g areas ・ Tte ad 口]-xtu ーも of

teak done In tbI8 why Is v181blelo ▽aryIDgProPortlonageoarallynotexceedIng lo%.

A brーef dり80rlption of 如秘れ9yq technlque adopted to ralse β〆 antatlo 【a IB ag むnder--

After oont ・&ctor bIIs removed aaleable produce and left the coupe,about the eI1d of

APri ー, tho ー・nd18 dー8飲ーbutad amol1gst ね復讐gyα cuー" ▽ators Earh cult1▽atorge ▼eral}y gets

○,ー ha eaoh year wーCb f1n o▽erall total of
‐
0 4 hG in dia cーe1It ye 急rd ofdqzfo 綿“9ツo A eattie

p‐oof fdn06 。oD弓18いng of 4 to 5 8tronda of b9rbed w.re .8 uSual1y erected rou 口d th9coup 。 by

for"t depa ▼t!neQt Free ouーtー▽穆t-o.} ofagrlcultural crops is a=owed for onet ear. comprl"ng

of K ん2rザ aodone Rib ・orop. 及んαγヴ oropu ・ually cona18taofmaize1nsoutherD raDge8 aDd

pAddy .n tbe norther1l raoge~ wheraas Rαぁ croP cm6 ーQta of "beab and b9rlej ln tl,e

southera rangeB and bArloy,Lo 崩 a11d gram m northern razIgea So・ー pre い&rat,.on ID 1me β

is doue durinS May 【t oo11s13ts or dlgglng trenollo β 3 m Bpart and 36cm × 」g em

in cでQaB eoooioQ. Tqo e工aLyαbed 母oIーーg theo spread fOr aara 七Ioo. Aftar a good premocaoo 【ー

8bnwor tho tr。ncbes,are GI1ed -D wltb excavated golーiD such A way thatthe level of tbe

61ied ,n tronoh9818 aもlessb lo om to 16 cm above grouz1d ーeve-. ぷ錫 seed ,日 gown,with one

lID68 6一8 cm deep aQd a口oもher line 2ー2.5 om deep,soeda b61ng pー.oed o口 the.r aldea

touchmg eaobotherB w・og “ Aftertho βdBown ロgs,tha cIilt,鴇 tors Bow the,r ふたα“′ crop

Three weedingg ani oleaolngd are done IQ the monsoon,during wh ・ch perzod 。aaualt,cB are

aIBobeaten up. After bar ▽esting tho γαb‘crop iD the eecond iear,trenches are aga,n dug

ln ・ny 1&rge fルー!8d g}p き aQd 8Qg ia目own on tbo onBet ひf mon8 ウ。n ln もhosame maDner a9 ID

tbe arst year. Small blanka are 6:led with obher falu ・ble apec168,Three weed,ngs aod

rIeanm28 are 41Bo dot1 リ ーn tl16 mon80ot1 】n the Bacond and もhlrd yearduring wh ーch er.od

c皇5ualti69 ooqt ーnue 七o ba be “ en up ‘4γんαr lq gown in the f。urtb year of oulti▽△・iQD wben

tho d耐 p1ant ヨare IQ the.r rb-rd year. Th18 heーpB t。 prnffct rhe planta from frost,

,mproves tho 80".and 18 ーoft to po o11growIog for a year more aftor tl1e oultivatora le・▼o

】【l order 七〇にぅop down graas cu ーtーvators ー68▽e tlle coupe a{ter bar ▼e"IGg もbelr fourth γob ‘

crUP wh ・凸 tho Bai plantB are comp ー6七1og もbeIr 七bIrq ytar of age 、

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

S ・‘c ro p s 80 raised ・re th1nned at tbe ago of4,7,10,15 20,25,30,35,40ye もro

8] ‘もb3rむ△fGer 鼻tも6o years -"ter ▽al. Tbe apace betweeo llneB a m apart takoaabout 10 to

ー。 y′Ar8 to ge も co マやrod 、 The Boil rema.oB exposed to demcea もーon by aun.To mltlgato

もbー8 0ぜooc al1d to got 8omーe raturn P1ant ・ng of ーnter 8P・cea IQ 6t1b year by ーegummous treo

sー)。c,es to be harve ・ted at abor 七 rotat1on 1b advocabed.
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Stands wkich are 20 years old and above have closed canopy. The visual variation 
in growth in crop. ot d&ffrent ages 13 nO' striking Number of trees retained per hectare 
diぎJr widely svithin same age group. 

Age (Years) Mean number of trees/ha Standard deviation 

40 978 3(i3 

31-40 1228 612 

21-30 1389 605 
16-20 2142 954 

The おflowing gives an idea of variation in age and uop diameter of 8ai l atLngya 

crop-

Age (Years) 

Crop diameter (cm) 

Mean Standard deviation 

257 99 

13.11 471 

At the time of revision of Working Plan of Gorakhpur Forest Division during 
197 2-7‘, ・ scheme of 5% samplmg by lines with two random start was 拓Hewed ・n taungya 

coupes so as to give two independent samples of ebumerations of 2l%intensity Growing 
itock was enumerated in 0-5 cm, 5-10 cm, 10-15 cm, 15-20cm 20-30 cm 30-40 cm, 
10-. 0 cm s.nd 5t)-60 cm diameter classes Thus 釦r each coupe crop diameter, basal area and 
number of trees/ha is known with reasonable accuracy Further measurement of crop 

山ameter and orop height in regenerated 8a1 coupes by Iaungya method showed lb． 釦hlow tng 
relationship-

Average diameter (Basal area method Average' height 

(cm) 

瓦0 46 

10.0 108 

15.0 uto 

20.0 

250 2d5 

These measurement, from the basiさ of growth mnd yield study of sal loungya 

plantation】becau'ie sample p:ota for repeated uAeaらUremCntA to study growth do not exi5t・ 

Measurement of 221 coupes are ut.ilised They do not include coupes where thinning 

fellings were in progress. Plantation having proportion of 9a1 less than 70% have also 

been ignored ' nd in ealculating per bectare values, plantation area is reduced aecording 

to % of density. 

Age of eou pea Nusober of coupee (plantati叫） 

40 6 

3l-3ら 44 

26-30 36 

21-25 33 

16-20 16 

51 L5 

221 

The following twJ regressions were developed-
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SもoDds whch are 20 year8 old end △bo ▽e ha ▽e c1OBed oaQopy. The ▽1BQal ▽Ariatloq
m growtll ・11 oroP ・ ot d証 brant ages1811Oc strーkmg Number of t1eeorotalnod P er llectiare
d,ぜコr w,dely ur・tho same ・ge grouP ・

Age(Years)

31 一40

21 一30

16‐20

CrOP--

Years) Me 紐 number oftree8/ha s七aQdard de ▽lati○n
40 978 363
0 1228612

606

978
1228
1389
2ー42 954

The following g.▽ea an idea of ▽・ri&七1on iQ ago βgld crop d-塾伍 ater of β〆 如“"9go

stalidarddevla もion

Age(Yoar8)
Crop diomoter(cm}

Moan

26 7
13,11

9 9
4 71

At もbe 七Ime of re▽IBion of "rorkmg plao of Gorakhpur Fore “ DI ▽i目ion during
m72-7 も △ 8cheme 。f6% saoopl ・ngby l・ne8wztbtworaDdomBtartwaB fol-owed 1n ‘o“"99 α
eoupes80&9togl ▽etw 。 1ndependentaam eaofeLumerat ・ona of 2鱒 も ・ntonsity GrOW ・ng
oLock w118 enumorated m o‐6 cm,5 ‐1o cm,10-16 cm,16 ‐20 0m 20 “30 cm 30 ‐40 cnl,
圭0一,。 om and Bリー60 cm dーameter cla68 。8 ThuB foroach coupe e「op dlometer, bas 風l area al1d
number of trees/ha ls known w 溝 b ra・booable aocur ・cy が ur曲 er moaSurement of crop
dlame 心or at1d orop he・gh む・o regener 最ted β〆 coupes byfo “72ク9α m9thod showedtho followlog
colatlonBhlp ‐一

A ▽eroge dia 国Eater(BA 獅 larea me もhod

　
　
　
　
　
　

′
、

.
▲
T
1
n
2

9
“

A▽oragで hoigh も

　　　　
4 6
108
　　　　

　　　

20 5

These mo ・BurpmoDh 「rぐm tho baoj ご of growtb 査od yーold Btud,or ろoZ ‘“賀'≧9yo

plantat
・oolbocau4 ◎ Bam 6 P:ots for roP ごated nuea;uremont 目 to8tu 2rowtbdoootexlet ‐

Tbev do no 【 1nclude coupos "t1ere LhlnmngMeasurement of 221 coupeB ar6 ULtllgcd .
Fall-QgB wer6 m progreea. Pーantat1on havmg proport'co of so‘ lesothan 70% ba でe a180
be6D Igoore 頭 And -D 8alculat ・ng Per tlectalo values,P!antatioo arをB IS reduced ascoldIDg

to % ofdenaity.

Ago ofcoupeS

40

31-3 あ

26-30

21 一と5

16一20

Numbor of coupeB(pl ・ntatloq)

6

“

36

調

馬

51

22 ー

The f。" 。wiD8 twd regr 。s8}oQ9 were de ▽eloped--
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(1) L。瑞＝」。措撃1~) .16295 
R2 = 230 

F :=65.'5 

Wheie PN is number of treecIha 

T ==Age of the stand 

A low value of Dうteruutnation CoeffiJient was expected on account of marked 

variation in numbAr of trees/ha ん「same age. It implies that thinning iniensity has been 

variable probably being governed by the discretion of marking 。姐cer iather than any fixed 

norms for thinnings. 

The regression however, provides a trend of relative reduction in number of trees 

per hactare with the passage of time・ 

Table showing number of trees per hectare ら「curve trends yielding 600, 1000, and 

1 100 treesIha at. 40 years of age is prepared with the help of common司ope mode)，拓r which 

basic equation become B 

Log 畿＝嘉響0 ）ーa1 

Where a1 =識慧！0 ) Log器 
N ' being numoer of tree司ha at 40 years of age 

Table 

Number 可 treec/ha (common elope model) 

(3) 

正〒e1 of stocking 

.t 40J．・rs(N0・of 

trees) 

600 

10(10 

1400 

I Age in years 

1 10 1 15 1 20 I 25 I 30 I 35 I 40 I 50 

No. of trees/ha 1363 1069 914 785 706 648 600 532 

No.of trees/ha 2272 1782 1524 1309 1176 1077 1000 887 

No of trees/ba 3181 2495 2134 1832 1647 1508 1400 1242 

Curve trends are parallel to each other, thus the reduction in number of tree in time 

may be taken corresponding to different intensity of thinnings. 

(2) An estimate of crop diameter (D) is obtained by 

InD一16 04784 1 1837607 29719IIn 'PN\+4,31303 In /PNIii D 1604784 -   297l91InI - 1+4.31303InI _-Iー.1I934In(!!2\ 
'- “ ~ － ー ー ー ’ 、~ ― 

T 、‘‘ い""I ヒとと三 、1'JJ /

T -value 妬r regression cofficients 

R2 (for In D regression) = 821 

7.703 5.103 

A 

Mean of residual 0I/nI聖辺×100、 IN =1 29 
11 i I ' V 

' p I 

T0・1 

4.744 3 390 

~ 

どtsuaara aeviation or rosiuuai 70 = 10 j $ Wtiere Ii is estimate 01 」」 

T0・1 

In all a number of independent variables were used, but the above were found to 
contribute sii nifleontly. The index value of age (T) was determined by iteriative method. 
Jrop diameter is influenced by fluctuations in thinning intensi勺 over growth period. 
Further eagle point data collected at the time of working plan preparation and not 
successive measurein・uth information らrfl3日 the basis of this study,which has inherent 
limitations Considering these aspects, the vaiues of mean and standard deviati~n ~f 
residual % are reasonably good. The following table gives the movement of crop diameter 
for different stocking levels. 
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mLog雲m発 声凄 も -.鵬 95
R2 = 230 Wb61ePNISnumberoftrees/ba

F - 65.ゞ6 T = Age of tbe stand

A ーow マ&ーue of oぅtermmat-o11 Coe 焦 ieDt was e×Pected ol1 8ccoul1t ofmarked

▽arlatlon ln nu 。ubAr of treep ′ha for βanQeaga 161mP1le8thattb ーQQIQ に .n.eD8 】ty haB beeD

varIable Probably beIDg go ▽er11ed by tbe dlscretion ofmark1bg o伍 car ーatber tban any 丘工cd

norms for thiDo ・Dgs.

The regress1on bowaver,pfondoa a trend of relotlve reductioD innumber of troee

per haot 日re wIth tbe paBsage of timーe.

Tablo gbow ーQg nuOQber of tree8 per hectare for cur ▽。 treQd8 y}6ーdlng 600,looq .Dd

"0o trees/ha aも40 yearsofagale prep 亀red 軒ァItb tbabelpofcooo ロQODojope uQode1, for wb.cb

baslc oquat ・on booo はlea

PN I.98019
Log 買寵o

一
Log ,T十 lo)- aI

1.98019 N ′

Whore al =LOgt40 十 .0)-Log 下頭O

N ′be・ng numoer of もroeβ′baa も 40years of ago

T 聾b1e

N 秘moor げ‘reed/んα (commo% βZope modeZ)

(3)

.;;;;司・ofsじockmgAgain years
・t40Je ・r8(No.of

1一,。 ,." mm, “ ,… .trees)

600
1000
1400

No.oft 【868′ba

No.of もr668′ha

N
‐
o oftre68/ba

1363 1069 9ー4 785 706 646 600632

2272 1782 1624 1309 1176 1077

3ー8ー 2495 2134 1832 1647 1608
1000 887
1400 1242

Curve trendo are p・rallel to each otl1cr,tbus the roduotion1n number of‐tree in timo

mAy be t凡ken correaPond ・ng もo dー畳ョerent ・nten8ity of 七hinnings.

(2} Ao estimate of crop d・ameter (D)isobt ・1ned by

zQD= ・604784- 竪 回 ‐州 ml 器 )十 4.班 伽 o(開 )- 遍脳 ・ 帯 )TO I

TO.I

T-- ▽alue forregression coa日cients

R2(forID D 「egreaaion)= 82 ー

TO.1

7,703 5,103 4,744 3 390

^

M蜘 of醐 idua,%(
〒
醐 o)/N= 囲

^
sba 。dard de マーmooofr69idual% =1533 WhereDi8estimate of D

III &1l a 11umber of independel1t variabled were used,but the ・bove worefound to

e。ntribute 6.≦niacantjy ・ The}ndex ▽ah・e ofage {T)wBa determin やd by iter.ati▽e method.

Crop d}amet" ー8 1Dauenced by auc 七uatioD8 1n t‐btnnlng mten81ty 。▽er growth period.

冨qrther e.[gle poIGt data coーlected ab tbe t1me of working P1an P1OPBration And not

succe ぐsl▽e meaBuremeDts iQformat ーon formB tbe baf16 of this atudy,which ha β iQhereQt

llmーtat.ons coQa ーderIDg thege aepecta,the ▽aiues of
‐
meaD and 8t4ndard deviation 。f‐

res・dual % ara reason"blygood,Thefollow1ngtablog1 ▽estho mo ▽eboont of croP diamoter

for dd 区orent stocking16 ▽eー8.
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Table 

Crap die meter inc m 

Level of stocking 
at 40 ,ears 

Age in years 

(No. of trees) 10 15 20 25 30 35 40 50 
penI ha 

600 732 971 12.10 14.57 17.06 19.56 2209 27.20 
1000 6.99 8 95 10 86 12 86 14.78 16.74 18.68 22 57 
1400 s.t0 8.26 9.80 11 65 13.15 14.76 16.35 19.47 

It would be seen that crop diameter, with increase in ' tocking1 shows ・ door・are, 

which is a natural trend 

To obtain growing stock of f)rests and thinning yields, additional knowledge of 

crop form factor and (ii) ratios betweei number of trees/ha after and before thinoivgs to 

volum・/ ha after and before ihiunings at valious a'es is required. The growth of you」唱 

saf taungya crops of Gorakbpnr correepoLds to H quality .sal yield tables prepared by 

Grifl4h & Sant Ram for D atu「司foiebts Thus above two g rowth in拓rmationa have bcen 

taken from these tables for computanon of growth and yield of adtaungyos The gro嘱th 

in拓rrmation may not be very prec se but definitely would indicate the relative giow山 

trendB under different level of Btocklng 

Table 

Form fac.tor aiid number一 volume ratio tabを 

10 15 20 

Ago in years 

25 30 35 40 50 

From factor for crop volume upto 
5 cm bole diameter limit 
(i.e. total stem volume) 

.451 .480 .460 .446 .442 .436 430 414 

Number-volume ratio increase .045 .055 ' 088 .1 .6 125 .140 .152 .164 

T

= (N '/N

ー N '/N

'v

,Iv 

Where N ' and N are number of trees and V' arid V are volumeIha af'er and before 

thinnings respectively. 

The ▼司no of T helps in ev司nating crop volurne/h% afrer thinnings 

v'= v 
1 +

 

N
一N 

T
 

0rop volum司ha after thinnings was then utihsed to eattir ate, total yi&d and iii A I. 

おr different stocking 1ev司a (See Anriexure I,H ,&III) 
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Table

Crop d命俄 e‘er‘%Gm

Level ofstockingAge iD years
at 40 ~ears

(No.of tree8)10 16 20 26 30 36 40 60
Pm′hB

6oo 732 971 12.10 14.57 17,06 19.66 22 09 27,20
・000 6.99 8 96 10 86 12 86 14.78 16,74 18.68 22 67
14oo 6.60 8.26 9.80 1165 13.15 14. 6 16.36 19,47

1七 w 。Q1d be seen that crop dlam ー6ter,wlth .ooreaeo ・n ←tock.og,s1lowe .decroaee,

whlch is a oatoral trend

To 。btaiQ gro"riDg Btock 。f f)roRt8 and 七biQDiDg yー61dB,Add ーtl。11・1know1edgo 0f

crop form factorAnd( ーi)ratioabetWeeh numb 。r of tree日′h赴 after and bef 。ro tbIDnIrgB to

▽olumo ′ba after and before tbInmDRa nt ▽8=oua aとeB1arequ1.ed-The growth of you 刀g

ooZ‘o“れタタα crops of Gorakbp 口r cofrecpol ‐de to ll qualIty sQZ ;Ield tablos prepz1r 七d by

Grj 伍 ぬ & Sant Ram for Datur61folebtB Tbus qbove twogrowth IDformatlong have bcen

taken from tbese もable8 for comPu もat1on of growth a1ld yleld ofo 〆≠αun タyq ′ TLe grG 軒 th

inforrmatIon may not be very Precge bu も defi口Itely would ind1cato thorc ーもtlve glo 軒 th

trends under d11圧「6rent levol of stoc 土・ng

‐roble

ぞα 'm′Qdorq れα number 一 切幽栖 c roffo ‘の を

Ago1oyeArB

IO 15 20 26 30 35 40 60

From factor for crop volumo upto .451 .480 .460 .116 .J42 .436 430 414

5 cm bole di・meter l}ln・七

(1、e・totalatom ▽olume)

Number ‐volume ratloincrea ・e .045 .055 .088 .1,6 126 .140 .162 .164

(需 N′/N)

Wrhere N ′al1d N ・ro number oftreeB and v ′ oDd 下r are ▽o1ume ′′ba af・er 亀11d beforo

-blnnlngarespect ・▽el

The ▼al口eofTholp=Do ▼aloatlogcrop ▽olumo ′hB afIpfrrth-nnIogs

▽′ = ▽

　　　 　

Crop volume/hB after tbInmngB w 農stbooutd 】8edtoestI 江 ate,tot 可 ,16!d 袋nd 並 A1,

ford 粛 eron も8tockmg levo】8(See Apne 工ur61,11,&111)
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A"nexurel 
0row//i and yie1d8 informaUon 

Level of stoching at 40 years-600 trees/ba 

Ag. 
(Yr&) 

山ameter 
(ems) 

Crop ー－Crop 
height 
(re ) 

No. of 
treesIha 

1 Crop standing 
I volume/ha before 

」thinning (in') 

Thinmugs 
(inり 

Cumulative 
thinninga 

(in') 

Total yii'idIbe 
(re.81 

MAI . 
(me) 

10 7'32 1 .4 1353 19 15 L04 1 04 11/.15 1.0 15 

16 0.11 10.6 1089 4029 243 3 47 41.33 2 55 

20 12,10 14.3 911 69.16 ".43 9 90 7263 3632 

25 1457 17 4 7H6 101 61 1161 2! 51 11151 '460 

20 17,06 20.2 7（〕6 144.'5 17 32 3883 I6n66 5622 

35 19.56 225 646 190.50 2496 63 78 229.33 8 552 

40 2209 246 609 243.34 35 lii 99 39 317.12 7B78 

50 27 20 26.3 532 336.72 436.11 8 722 

Ansioxure II 

Growth and yiどId'”ゾJmalt on 

Level of stocking at 40 years-1000 trees/ba 

ー－一「ーー (it0 0 -- - Crot - - - － 、中 

ーAge) I diameter heigbt t'：ニ '(Yrs I (ems) (in) trees/ha 
I Crop standing 
I volume/ha before 
I thinning (in') 

10 6.99 7.1 2272 27.93 

16 8 95 9.6 1182 6lI' 

20 10.86 12.3 ・ 1524 79.90 

25 12.86 153 1309 11607 

ao 14.78 178 11り6 157.02 

35 16.74 19 9 1076 iU5,55 

40 1868 21.7 1000 255.83 

50 22.57 25.0 887 367.44 

Thinninge 
(me) 

Cumulative 
thinnings 

(rn3) T。‘り謂d/hi MA I. 
(mり 

L52 1.52 27.93 2 793 
3,09 461 62.66 3511 

7.43 1204 84.51 4.226 

1327 2531 128 ii 5 124 

18.87 44.18 182 33 6.078 
26.90 71.08 249.13 7.135 
37.43 108.51 326 91 8.173 

475 96 9 514 

Asisie罵ure Ill 

Grow/li and y(elda information 

Level of stocking at 40 years-1400 trees/ha 

Age 
(Yrs,) 

Crop 
diameter 
(ems) 

height

(in ) 
No, of 
trees/ha 

Crop '"tiding 
volume/ha before 
thinning (inり 

Thinnings
(in') 

Cumulative 
thinnings 

(ins) Tot鶴ld/bり器）I 
I0 6.60 6'5 3181 31,92 1.73 1.73 31 92 3 192 

15 8.28 8.6 2495 55.21 3.34 6.07 5694 3.196 

20 0.80 10.7 2134 19.26 7,37 12 '' 84.33 ''2l1 

25 11.55 13.3 1832 113.90 13.01 25.46 126.34 5.054 

30 13.15 I5,5 1647 153.31 18.41 43,86 178.76 5.959 

35 14.16 17.6 1508 i9s,os 25,96 69.82 241, 94 6 913 

40 16.35 19 4 1400 245.30 3589 105.11 315.12 7.S78 

50 19.47 22，' 1242 343 06 448,7 7 81'75 

出典 

Singh, S.P. (1980 ). Growth and yield of (J'horoa robusta) Sal in taungya 

plantations of Gorakhpur Forest Division. Indian For., 106 ' 474 -481. 
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伊γouガルαnd y・e′dB 吻 fo“oriαC‘o“

Le ▽61 0rat 。ckID8at40year 60 。 tree日′hB

語るidぞ罫丁認 FT,罰 鰻謡瀞階罰濃鴛rドー一際デ・(m8) {ma) {比a′

1〇 7,32 7,4 13せa 1916 1Q4 104 1け.16 1,916

16 9,71 10,6 1069 4029 243 347 41,33 2 66

20 ー2,10 14.3 91-69.16 {,43 9 90 7263 3632

25 ・4 67 17 4 7K6 10・61 1L 6ー 21 51 ・1161 4160

30 17,06 20,2 706 144,.6 17 32 38 83 16n06 6 622

36 19る6 22 6 64fl l90,69 2J q6 6378 229,33 6 662

40 22 09 24 6 6011 243.34 36ti l 9 9 3 9 3「.7、ー2 7 678

60 27 20 26,3 632 336.72 ---- 436,t1 8722

Anlloll1re lー

Grow 坊 αnd y会届・ 17. rmol ・07i

Le ▼ol ofa 七0cklog "40ye4r β-1000tree8 ′ba

Crop ÷一一一一
A 。“ f t ‐ I C 【OP I N^ “f f qroP* 増 g 1 ↑ h-m 仙 - Cumu ー.t・▽61 甲ふ ,",一胤 ‐ー M ▲ .

霊 i} djrrffor hoigbも t三品 曲 可平ID「 hBPal 中 川 .w・"6Q thlnniDgB ↓U閲温習 q′Ud テ誌、▲.

÷」÷」↓÷聖竺」‐‐」÷巴 ÷↓÷÷二÷-ド型掌当些聖」L‐‐二二÷-÷一変L÷‐L÷=二÷J÷ヒL(m) (ms) (m3)

10 6,99 7.1 2272 27,93 1.62 1,62 27,93 2 703

・6 8 95 9,6 1?82 6114 3.09 401 62,66 3 61 1

2o lo.86 12,3 ,1624 79.90 7,43 1204 84.61 4.226

26 12.86 16a 1309 116 07 13 27 25 31 12811 6124

30 14,78 ・76 11ワ6 167,02 18・87 44,18 ・8233 6,078

36 16.74 ・e D I076 室06.66 26、90 171,08 249.73 7 .13 6

4 o 18 68 21,7 1000 265.83 37.43 108,61 326 91 8,173

60 22.67 26,0 887 367,44 47696 9 614

Aaat ーqre111

Grow 坊 4れd y‘cld・‘“/ormo ‘‘o"

Lev。l ofatockiog ・t40ye ・re-140otroeo/h ・

orop Crop

を開 園 erf holが 際 瓜 1髭 繕難関 Tbioni響 庶総 計 TotB1yio1d/ba階 i1・
(m) (ml) (m3) (mみ) ,

10 6,60 6・6 3181 31,92 1,73 1.73 3192 3192

ュ6 8,26 8,6 2495 66,21 3,34 6・07 6684 3,796

20 9,80 10.7 2134 ‐79,26 7,37 1244 84,33 4,217

26 11.65 13.3 1832 113,90 13,01 25,46 126,34 6,064

SO 13,15 16,6 1647 163,31 18,41 43,86 178,76 5.959

36 14.76 17,6 1608 198,08 26,90 69.82 241,94 6 913

‘0 16,36 19 4 1400 246,30 36 89 105.71 315,12 7.b‐78

60 19,47 22,4 1242 343 06 ---- 448.77 8:,76

出典

Singh, S,P. (1980). Growth and yield of (ぶ力ore β ′クク"s “ ) Sal i n t a u n g y a

l a n t a t i o n s o f G o r akh ur Fores t Di v i s ion, l nd i an For., 106 : 4 74 ‐481,plantations of Gorakhpur Forest Division,lndian For
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樹糠（lit PTER般ARPM 要 AE（コ中バガキ科’ 

ぶ叡，r，轟夢Ppf ‘メ誉ソ讐ィ〕 

蕪 】マレm＋シア 

Sara'wak, Malaysia 

データ採取地の立地環境 

Materials and methods 

The Engkabang plots were established in Semengob P1antatkn forest within the 

confines of Semengoh Forest Reserve, 19 km south of k'uching. The plantation was 

established by 山e Sarawak Forest Department during the period 1927 - 1940. These 

plots were measured as frequent intervals (Table 1). Maintenance in the form of 

removing overtopping or competing trees by felling or girdling (with or without 

poison), thinning and clearing of weed species and climber cutting at ground level 

were applied to these plots. The site of all the plots is in the riverine pan of Sungai 

Semengoh 面th alluvial soil. Sample Plots 4B and 4C, both planted 輔th Engkabang 

bintang (Shorea splendida), have already been described in the second paper of this 

series for plots treated with Improvement Felling (Primack et ci., 1987). 

One of the problems faced during the analysis of these old plots is that we could 

only gather the available data kept by the Sarawak Forest Department. Unfortunately, 

some of the record books were lost. For example, there was missing information to 

explain why Sample Plots 4B and SC, which were Improvement Felling plots, were 

later converted to plantations plo巧輔lh different code numbers. Also, the measurement 

record for Sample Plot 10 could not be located, and Sample plot SC only has measure-

inent records 拓「the juvenile stage (0 to l9 years old). 

The records describing these plantation plots are fragmentary. Often there is 

no explanation as to why the plots were established. Details of plot maintenance are 

usually not given. For example, the terms "Improvement Felling", "removal of over-

topping trees" and "thinning" were used in the record book to describe the types 

of maintenance/treatments given to the plantation. These terms are in most cases 

very ambiRuous; "Improvement Felling" m ,y mean "removal of overtopping trees" 

of other species or of the planted trees, in which case, "thinning" is more approprite. 

"Improvement Felling" should therefore be restricted to primary Forest only and 

not to plantations in order to avoid confusion. In this report, the authors have changed 

the term "Improvement Felling" to "removal of overtopping/competing trees" or 

"thinning" where appropriate. 

Growth rates for the various plots are evaluated based on the available records 

of measurement as tabulated below: 

成長・収穫に関する表，図，式など 

Sample Plot Available growth measurement (year) 

4B 1969, 1972, 1973, 1974 

4C 1969, 1972, 1973, 1974 

5C 1969, 1972, 1973, 1974 

7C 1969, 1974 

9 1972, 1973 

12 1969, 1972, 1973, 1974 

13 1969, 3972, 1973, 1974 

14 1969, 1972, 1973, 1974 
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瀞穂 {旧鞘鰍鯛AR難解紙 (フタバガギ鎚i
ぶぬere# 8pp ,(メラ》テ ィ )

翻 }マ レーシア

Sarawak,Malaysla

データ採取地の立地環境

hlalerials βnd meihods

Thc Engkabang pーots wcrc 葛ーablishごd inScmcngoh plaImalion foresI Wiihin lhc
confincs of scmcngohForc"Rcscrvc,19kmsouth ofKUching.Thcplantation Was
cstablishcd by thc Sarawrak Fo「cst Dcpanmcnt during thc 〆:“od }927 - }9‘"0. Thcsc
plots wcrcmcasurcd at f『cqucnt intcrvals 汀 ablc l). Maintcnancc in thc 「orm of
rcmoving ovcrtopping or compcting trccs by 「clling or girdling(with orwithout
poison),thinningand clcaringofwccd spccicsandclimbcrcuttingal ground lcvcl
・vcrc applicd to thcsc plots. Thcsitcorall thc plotsisin thcrivcrincpan o「Sungai
scmcngoh w ith alluvial soil.Samnplc P1ots 4B alld 4C,both P1antcd w ilh Engkabang
bintang(Shoreo 卸 た〃市山 ),havealrcadybccndcscribcdinthcsccondpapcr ofthis
sdies for plots treatcd with lmprovcmcntFdling(Primack e′〃′.,1987).

onco 「‘hcproblcmsraccdduringthcanalysisorthcsc old plots isthat wecould
only gatherthcavailablcdatakcptbytheSarawakFo 「cst Dcpaltmcnt,Unfortunately,
50me of the record books wcrc lost.ForqamPI ら thcrcwasmissingin 「ormalion to

cxplain why Sample P1ots4B and 8C,whichwcrc lmprovcmcnt Felling plots, wcrc
laに r convcrtcdl 。 P1antationsP1otsW thdj"crcnlcodc11umbcrs.Ajso,t hc measurcmcnt

record for Sample P1ot locouldnotbelocatcd,andSampleP1ot8Conlyhasmcasu 「c.
ment records for the juvcnilc stagc(0lo l9ycarsold).

The records describing 【hcsc piantation piot5 arc rragm ぐntary,ortcn lherc js
no explanation as to why thc plots wercestablished.Detailsorp'ot maintenancc arc
usuallynotgiven.Fore 〆ample,thcterms"lmprovemcntFe!ling “,.Tcmova'orover ・

topplng trces" and "thinning.' wcre used in the record book tod にscribc lhc types
or maintenancc/treatments given to the plantation.Thcse termsarc in most cases

vcry ambiguous;" 】mprovcmentFclling"maymean. ・removalorovenoppingtrces “

orother species or ofthe planted trees・inwhichcaSc."thinning “ ism0reapproprite.
.・1mprovement Felling.' should there「orc bc restrictcd to primary forcs【only and
not to plantations in order to avoidcon 「usion.ln ーhisreport,theauthors have changed

lhc lerm .・lmprovement Felling “ 10 .・removal o「ovcrtopping/competing trees “ or

.・thinning “ whc 「c appropriate.

Growth rates ro『thevarious p'otsarcevaluatcdbasedon thcavailable rcco「ds
or measurement as tabulatcd below:

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

S am p le P1ot Ayai1Rb ーe growth measurement(year)

4B I969,1972,1973,1974

4C 1969,1972,1973,1974

5C I969,1972,1973,1974

7C I969,1974

9 1972,1973

12 1969,}972,1973,1974

13 }969,}972, ー973,1974

14 1969,1972,1973,1974
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All work on the Sample Plots ceased during the war years from 1942 - 45, and 
all the plots were totally neglected during this period. 

The results are all presented as mean annual diameter increments (cm/year). The 
girth of trees (gbh) was taken at breaset height (1.3 m) during the first measurement 
and on the same point ルr subsequent measurements. In some cases measuremen智were 
taken at a higher point if the tree had buttresses. Girth is assumed to be zero during 
establishment to enable calculation of growth figures. All results are presented as 
diameter increase per year (cm/year). Analysis of variance was conducted to find 

out if there are any significant differences among the growth rates of various plots 
(Snedecor and Cochran, 1973). T -tesis were used to determine which plots are different 
from theo therc if the 加rmer test proved significant. 

TableL Summary of plantation data on Shorea species growing a《良mengoh Plan tatlon Reserve. 

Plot 
and 

Specks 

No. of Stems Decl. yr. 
of 

per ha. Estab. 

Dcci. yr. 
last 

Assessm. 

Dcci. age 
last 

Assessm. 

Sample MAD! 一
一き準rage Dirnet 一） Basal Area 

r.sr.aoiisnmeni to last Assessment 

Size (cm) Overall 5 largest. S sm司lest (m'/ha) 

48 272.7 1926. IS 1974.97 48.62 30 0.72 34.86 45.54 25.24 26.03 

S. spたndida 
9 88.8 1936.88 1973.88 37.00 120 0.86 31.62 SI.切 19.60 6.97 

&splendida 
13 1974.86 

&splendida 

4C 40.2 1935.30 1974.87 39.37 85 0.83 32.71 50.42 21.17 12.99 

S.hems! eyana 
Sc 119.8 1935.50 1974.87 39.37 96 0.80 31.35 48.99 19.21 9.25 

S. pinanga 
7C 74.' 1936.29 1974.29 37.86 120 1.22 46.10 74.82 21.79 12.37 

S. macropり1/a 
12 76.5 1940.50 1974.86 34.36 60 0.93 32.56 48.44 38.62 6.37 

S.pakmbanka 
14 139.2 1940.50 1974.87 34.37 132 0.87 29.78 40.47 19.67 9.70 

S. slenoptera 

Note: Listed are plot, number and species, number of stems per hectare, decimal year of plot 幸tablishment, decimal year of 

last assessment, decimal age of las( assessment, sample size (number of trees measured), mean annual diameter 

1ncrei1ent (MADI) from establishment to last assessment, average diameter at last assessrent for all of the trees, the five 

largest trees and the five smallest trees, and the bas司 are of trees (mソha) at the date of last assessment. The average 

growth rate for each size category of trees can be obtained by dividing average diameter by their decimal age. 
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AI1work onthcSampleP1otsccascdduringthewaryears from l942 一 45,and

an the plots wcre totally ncglcctcd during this period.

Thc results arc all prescnlcd as mean annual diametcr incremcnts(cm/ycar),The

ginh oftrees (gbh)wastakenatbrcasetheight(1.3m)duringthcf irst mcasuremcnt

鑓】donthcsaj ne 〆 )int forsubse メーucntmeasuremcnts.lnsomcci 遮csmci 越 uremcnts were

taken at a higher point ifthetrechadbut 【resses,Ginhisassumcd tob とzcroduring

establishment toこnab に calculation ofgroWth figures.AI1resultsare presented as

diameter increasc pcrycar(cm/ycar),Analysis ofvariancewa5conducted to find

out -『there areany signi行cant differenccs among the growth rates ofvarious P1ots

(SnedecorandCochran,1973),T ‐testswercuscdtode にrminewhichplotsaredifferent

from 虫【 other( ;f thc former lest proved signincant.

T1bーc l. Summ 申す of plantltjon d皇tlotIShore αsp(desgrowlng ーt!ScmtngohP1int1lion Resc-~c.

P1ot No. or Stcm5 Dk d, yr, D cci,y r, D ば i,age samp ーc MADI AVc ageDimct α (cm) Bau;aI A;q

and or ーast ーast E stablishlncn【to last Asscssmcnt

sメドiq pcrha. E stab, Assc製‘m, Asscssm, Size (cm) ovc 悶d1 5ーan;cst,5sm 訓 qt (ml/ha)

4B 272.7 1926.15
s.j tpだ"dfdd

9 88.8 1936.88
　　　　　　　　　　　

li 137.0 19‘の.50

S.Jp′と"didα

4C40.2 1935.50
　　　　　　　　　　　　

5C II9.8 1935.50

　　　　　　　　　

7C74.1 1936.29

　　　　　　　　　　　　・
12
・

76・5 19山α50

　 　　　　　　　　　　

14 139.2 1 "0.50

　　　　　　　　　　　

1974.97 48.62 30 0.72

1973.88 37.00 120 0.86

1974.86 34.36 111 1.to

l974.87 39.37 85 0.83

1974.87 39,37 96 0.80

1974.29 37.86 120 1.22

1974.86 34.36 60 0.9j

l974.87 34.37 132 0.87

34,86 45.54 25.24 26.03

31.62 51.60 19.60 6.97

34.75 50.42 21.17 12.99

32.71 50.42 21.17 12.99

31.35 48.99 19.21 9.25

46.10 74.82 21.79 12.37

32.56 48.44 38.6Z 6.37

29.78 40.47 19.67 9.70

Notc: Listcd a「eplot,numbcrands 間 i",numbcro 「stcmpc 「hmare,dccimalyca 「orpーot 中 tabーishmcnt,dcdmal y惚 r or

ー鮎【asscssmcnt,dccimalagco 「ーa5rassc5smcnt,sample s迄e(numbcr or trccs mcasurfd),mean annual djamctcr

incrcmcnt(MADI) 「rom はtablishmcntto-astasscssmcnt,avcrage diametera"a5tasscss1hent 「or 組 orthe trcc5, thc 行vc

largot trecs and thc nve small韓 t trccs,and 〔he basal arc ortrc 鵡 (m‘/ha)at the date or 脳 t assessmcnt.The average

gro一べh rate ror each sizecatego りror 【recscan be obtaindd by di ding avcrage diamc 【cr by their decimaJ age.
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Table 2. Mean annual diameter increments (MAD!) for Shorea trees growing at 
Semengoh PlantaUon Reserve. 

Plot and 
species 

413 
S. spiendida 

9 

s 琴flu,db 
13 

S. splendida 

4C 

S. hemsleyana 

，、 

SC 

S. pinanga 

7C 

でx！ごroPノiylla 

12 

S. paleinbanica 

14 

&5(enop(era 

Establ. 

10 
1969 

1969 

to 

1972 

1972 

to 

1973 

1973 

to 

1974 

1969 

to 

1974 

0.73 0.56 0.36 0.78 0.56 

- 0.86' 0.61 - - 

1.04 0.82 0.63 1.28 0.87 
(0.22) (0.30) (0.47) (0.57) (0.32) 

0.84 .0.9) 0.84 0.38 0.79 
(0.14) (0.28) (0.38) (0.23) (0.25) 

0.79 0.93 0.48 0.84 0.82 

(0.19) (0.32) (0.37) (0.54) (0.29) 

(0.4!) (0.59) 

0.93 1.01 0.73 1.48 1.04 
(0.21) (0.48) (11.43) (0.67) (0.43) 

0.83 1.08 1.02 1.17 1.09 

(0.15) (0.4!) (0.42) (0.43)' (0.3 )) 

'MAD ! based on growth period between establishment and 1972 

Note: Listed for each plot number and species are MADI for successive measure-

ment intervals.. Standard deviations are in parentheses. Sample sizes and plot 

data arc in Table 1. 
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Table 2. Men11 annual diameter increments(MADI)for Shoreatrees growing aI

Semengoh pl公nla‘ion ReserYe.

P1o【and E51abl. 1969 1972 1973 1969
. ‘o to lo lo loSPecleS

I969 1972 197]1974 1974

4B 0,73 0.S6 0.36 0.78 0.56

S.;p ′end 沼口 (0.15) (0‐26) (0.“ ) (0.42 (0.27)

9 -- 0.86 ・ 0.61 -- --

s・;
孝
雄 o {0‐21) (0・49)

13 1.04 0,82 0.63 1.28 0.87

S,叩‘叡山do (0.22) (0.30) (0,47) (0.57) (0.32)

4C O.84 0.91 0.84 0.38 0.79

S,九em" “ o“" (0,14) (0,28) (0.38) (0.23) (0,25)

5C O.79 0.93 0.48 0.84 0.82

S.〆〃〃"go (0.19) (0.32) (0.37) (0.54) (0.29)

7C I.29 一 - - 0.84

g, 惚 noroメーン′′"(0,41) (0,59)

12 0,93 1・01 0・73 1・48 1・04

s.β"ぞmわ伽たり (○.21) (○.48) (U.43) (○・67) (○.43)

14 0‘83 1.08 1.02 1.17 1,09

S.irenop ‘em (0.t5) (0.41) (0.42) (0.43), (0.31)

・ MAD1 based on grow【h period bctween c5【ab}ishmcnt and l972

Nolc: Listed for cach p1ot numbcr andspecles arc MAD1fo 「successivc lncasurc-

ment intervals、Standarddcviatio ー鵬 areinParen 【hcses,SamP1esize5 and P1o【

data are in Tab「e l.
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糾gur 1. Freqaency distribution 。『me,n annual diameter 1ncieme瓶for 120 trees 
of  Shorea macrop句lii (Plot 7C from 1969-1974. 
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flgure2 Fequenり’distribution of mean annual diameter Incremenさ 拓r 96 trees of 

S. pinanga (Plot 5 c;川angles), 111 trees ofS. ip1e旭」da(Plot 13, boA5) and 132 trees 
of  p 、 (Plot 34, cIrcles) from 1969-1974. 
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"gure 1. Fheqoenq,dbtdb ロtlon ornndn ■
nnu.ldilmeterln 亡rtmen 嶋 ror1 加 ロー=:

or sho,庖 mI〕「oplb"- αーoー7qrroml96,1974,
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Table 3. The mean annual diameter increment for the minimal, maximal and median 
growth rates (cm/)ear) of  Shorea species for primary foresls', Improv'ement 

Feeling primaりforests+ and plantations・ 

Mean annual山ameter PrimaリForest Impro、emenI Plantation 

increment (cm /year) (spp.玩neath) Felling (spp・ beneath) 

Primary Forest 

(spp.比neath) 

Mnim urn 

NI a、 i mum 

Median 

0.1 3 

S. cuspidaxa 

0 . 0.,V .04. 

S. hope:fo/ia 

0.30 

S. avow 

* Data from Primack el a!., (1987a). 

+ Data from Primack ei al., (1987b). 

0.16 

S. scrobiculata 

0.93 

S.spたndidロ 

0.43 

S.parvifo加 

0.80 

S.pinanga 

3 .22 

S. mocrophy/la 

0.86 

S:splendida 

Table 4. Mean annu可diameter increments (cm/year) of the five fastest-growing 

Shorea  trees from primary forest, Improvement Felling primary forest, 

and plantation. 

Primary Forest Improvement Felling Plantation 

0.39 

0.55 

0.56 

0.47 

0.63 

1.51 

0.97 

0.76 

0.28 

0.34 

0.94 

1.40 

1.46 

1.16 

L25 

1.98 

3 .41 

1.18 

又 0.49 0.75 1.35 

Note: Each value represents the mean value ルr a species. 

出典 

Tan, S. S., Primack, H. B., Chai, E.0. K . and Lee, H. S. (1987 ). The silvi-

culture of dipterocarp trees in Sarawak, Malaysia. ifi . Plantation 

forest. Malaysian Forester, Vol. 50, No. 2 : 148 -161. 
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Table 3. The mean allnu 副 diameler incremenl forlheminimal,ma 】 malilndmedian

胃 OW1h rales (cm/)ear) ofShoreaspeciesforPrimal け foresIS~lmprovemen-

Feeling pr,mary forests 十 and p-antatj 。ns.

Mcan annual d 1ametcr Primal け Forcs 【 lmPro~cmicm Pja 川田 }o11

incrcment (cnn/year) (spp,b eneath) Fclling (5PP,beneath)

Prim 町 yForest

(spp. beneath)

M1nimum o‐13 0.}6 0.80

s.r"5Pidom s.i"ob にメロ′o s.P ′月o〃go

Ma ・imum o.82 0.93 1.22

S.ho 姥 小o′′o S.5 p/e〃dido s.moCrop 毎 /′〃

Median o.30 0.43 0,86

ovom s.P ロ′y折0′′〃 S′“′end′dロ

.Dala from Primack e′〃′.,(1987a).

十 Daza fr0m Primack g′○′.,(1987b).

Table 4. Mean ilnllllal diameter increments(cm/year)of lhe fjye fasles--growing

Shorea trees from primary forest,lmproYemenI Felling prima1 γ foresl,

and plan ‘ation.

Primary Forest lmprovement Felling P1antation

0.39 0.63 0.94

0.55 1.51 1.40

0.56 0.97 1.46

0.47 0‐76 1.16

0‐28 1.25

0.34 1.98

1.41

1.18

ヌ 0.49 0.75 1.35

トJote: Each ・′alue represents the mean y・alue for a species.

出典

Tan, S.S., Primack, R.B., Chai, E.0.K, and Lee, H,S.(1987). The silvi-

culture of dipterocarp trees in sarawak, Mal aysi a. 皿 , P1antat ion

forest. Malaysian Fores ter, Vol, 50, No. 2 : 148 ‐ 161.
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揖韃土賊贓駆U執揮輝（マ●サか鞍）・ 

4I tIIlgIβ曲者秒1破毒 え7サ誉う〉 

撒 でインドネシブ 

データ採取地の立地環境 

2. ,&ltingl』貫 Noronlaa・ 
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成長・収穫に関する表，図，式など 
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Study site and plantation details 

These studies were undertaken in 

がantations of Eucaly,eius hybrid and Acacia 

ouricu/aeformis raised in Singhbhum Affores-

tation and Dalbhum Forest Divisions of 

Bihar (between 20。I 5' to 22。45' N and 800 25' 

to 86。 50'E ) at altitude 92 m . The area 

receives an average annual rainfall of about 

1500 nun, mostly from mid June to mid 

October and is almost flat and consists of 

good quality sandy loam soil upto the depth 

I ii to 2 m . Originally these areas were 

covered with sal forests which degraded 

in course of time due to heavy illicit fellings 

and subsequently there monocultures were 

raised in these areas. 

Fom plantations of Acacたauriculae・ 

formis and three plantations of Eucalyptus 
(one from Social Forestry Division) were 

selected for the present study. The details 

of these plantations are presented in 
Table I and I A . 

Material and Method 

Field studies were conducted during 

May, June 1985 using the tree harvesting 

method of stratified tree technique (Art & 

Mark 1971) for estimation of Biomass. 

One temporary plot, depending upon the 

area of the plantation, was laid out in each 

plantation and the diameter of all the 

standing trees on the plot were recorded, 

the whole diameter range was divided into 

three diameter classes and designated as 

A , B and C for convenience of further 

reference. Thus in alL 21 trees were harvested, 

twelve from イcacルauricuルeformis and nine 

from Eucalyptus plantations. Fresh weight of 

all the tree components of the sample trees 

harvested were recorded in the field. 

Representative samples of each component 

were collected to estimate their biomass and 

nutrient content. For the estimation of 

root biomass seven root systems, one from 

each plantation were extracted , (roots of 

B class trees as its diameter was very close 

to the mean diameter of the crop) and their 

fresh weight record ed. Representative 

samples of roots were also collected for 

further estimation 
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Study siteand plantation detaiーs
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声o′m お and three plantatio^s of β“姻ケメ ";

(one from SociaIForestry Division) were

seーected for the present study.The details

of theseplantations afe presen ・ed in

Tab ーe l and ーA.

hdateria書and ハメーeth。d

F1eld studies wereconducted during

N1ay,June l985 using thetree harvestlng

method ofstra 【iGed t「ee tecl1nIque (Art &

Mark l971) for estimation of Biomass.

one temporary plot, depending upon the

area of the plantation,Waslaid out in each

plantation and 『he d1an・eter of ali the

stand ーng trees on the plot were recorded,

the who ーe dlameterrangewas divided into

thrce dーameter classesand designated as

A,B and C fbr convenience of n lrther

reference. Thus tn an 21 treeswcrc harvested,

twelve from イcod α伽 rた"/" or用′s and nlne

FronI Ez‘coケ〆 ";plantations.Fresh weight of

all the tree components ofthesample trees

harvested were recorded in the field.

Representative samples of eachcomponent

were coーーccted to estimate their b1omass and

nut 『tellt content. Forthe estimation of

root biomass seven root systems,one From

each plantation were extracted,(roots of

B class trees as its dtameterwas very close

to the nlean diameterofthec 「op)and their

fresh wetght recorded.Representative

sanlples of roots werealso collected for

Further estimation

-62-



成長・収穫に関する表，図，式など 

Table 1 

Delaih ofFんntal加加 

Species 一 Eucalyptus如brid 

Age (years) 3 5 7 

Area of plantation (ha) 36 20 3 

Area of enumeration plot (ha) 0.36 0.20 0 09 

No. of trees on the enumeration plot 

Class A 113 24 24 

Class B 226 123 53 

Class C 64 57 13 

Total 403 204 90 

No. of trees/ha 

Class A 314 120 267 

Class B 628 615 589 

Class C 178 285 144 

Total 1120 1020 1000 

Mean Diameter of the crop (Cm) 

ClassA 

43 

29 

8.2 

43 

7.5 

5.1 

(2.0 to 30) (2.0 to 50) (40 to 60) 

Class B 44 7.8 79 

(4.0 to 50) (60 to 9.0) (70 to 9.0) 

Class C 6 3 10.8 10 3 

(6.0 to 7.0) (13.3 to 130) (100 to 120) 

Mean height of the crop (m) 5.3 85 8.7 

Class A 4.5 5.8 7.0 

Class B 5.3 8.5 8.7 

Class C 6.6 10.6 9.4 

-63ー 
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Table l

Defoi/J げ P′"〃′α“o〃J

specie β"cqZy廓仙s毎も′id

Age(years) 3 5 7

Area of plantat,on (ba) 36 20 3

Area ofenumerationp}ot(ba) 0.36 0.20 009

No.of
‐
trees on the ellumeration P1ot

C1ass A I13 24 24

C1ass B226 123 53

C1ass C64 57 13

Tota1403 204 90

No.oftrees/ha

C1ass A 314 '20 267

C1ass B 628 615589

C1ass C 178 285 144

Total l120 1020 1ooo

Mean Diameter ofthe crop(cm) 43 8.2 7.5

C1ass A29 4 3 5,1

(2,o to 30) (2.o to 50) (40 to 60)

C1ass B 4 4 7.8 79

(4,o to 50) (60 to 9.0) (70 to 9.0)

C1ass C 6 3 10,8 10 3

(6.o to 7.0) (13.3 to 130) (IGo to120)

Meanheightof the crop(m) 5.3 85 8.7

CーassA 45 58 7.o

C1ass B 5,3 85 87

C1ass C 6.6 10.6 94
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Table 1-A 

Details 可 Pたnialルns 

Species Acacia auricu1 f'orrnis 

Age (years) 3 5 7 9 

Area of plantation (ha) 

Area of enumeration plot (ha) 

No of trees on the enumeration plot 

8 

0.09 

8 

0.09 

6 

0.09 

40 

0.4 

Class A 22 47 37 90 

Class B 82 46 35 228 

Class C 18 6 13 97 

Total 122 99 85 415 

1\o. of trees/ha 

Class A 244 522 411 225 

Class 13 911 511 389 570 

Class C 200 67 144 243 

Total 1355 1100 944 1038 

Mean Diameter of the crop (cm ) 3.4 4.8 7.0 9.1 

Class A 2.0 4.0 6.0 6 4 

(1.0 to 2.0) (3.0 to 4.0) (5.0 to 6.0) (5.0 to 7 0) 

Class B 3.5 5 3 7.4 9 0 

(3.0 to 4 0) (5.0 to 6.0) (7.0 to 8 0) (8 0 to 10 0) 

Class C 5.1 7.2 9.5 11.7 

(5.0 to 6.0) (70 to 8.0) (9.0 to 10.0) (11.0 to 130) 

Mean height of th crop (m) 3.7 60 7.1 7.9 

Class A 36 5.5 6.9 80 

Class B 3フ 6.0 7.1 7.9 

Class C 6.6 7.6 9.0 9.14 

出典 

Pande, M.C., V.N. Tandon and Mridula Negi (1986). Biomass Production and 

its Distribution in an Age Series Plantations of Euoalyptus  Hybrid 

and Acacia auriculaeforimis in Bihar. Indian For., 112 : 975-985. 
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Table l-A

　　　　　　　　　　　　　

Species ィcqdo""r た〆蜘狗 rmfs

Age(years) 3 5 7 9

Area ofplantation (ha) 8 8 6 40

Area ofenunie 「atIon plot(ha) 0.09 0.09 0.09 0.4

No oft 「ees on the enumeratio1l pーot

CIASS A 22 47 37 90

Cーdss B 82 46 35228

C1ass C18 6 13 97

Total 122 99 85415

No.oftrees/ha

C1ass A 244 522 411225

Cーass B 911 511 389570

C1ass C 200 67 144243

Total 1355 1ー00 944 1038

Mean Dーameter ofthecrop(cm) 3.4 4.8 7.0 9.I

C1ass A 2.0 4.0 6.0 64

(1.o to 2.0)(3.o to 4.0)(5.o to 6.0)(5.o to 70)

C1ass B 3.5 5 3 7.4 90

(3‐o to 40)(5.o to 6.0)(7.o to 80)(80to loo)

C1ass C51 7.2 95 11.7

(5‐o to 6.0)(70 to 8.0)(9.otolo.0)(11.oto130)

Meanheight of th crop(m) 3.7 6 0 7.1 7.9

C1ass A 3 6 5.5 69 80

Cーass B37 60 71 79

C1ass C 6.6 7.6 9.0 9.14

出典

Pande,M.C,, V.N. Tandon and Mridula Negi(1986).BiomassProduction and

its Distribution in an Age Series P1antations ofE ucalyptus Hy br id

and A c ac ia a ur ic u laeforimis in Bihar. lndian Fon,112 : 975-985,
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データ採取地の立地環境 
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(2) A. auriculifornils 

当林分はルソン島北部のパンタバンガン森林造成技術協会プロジェク ト内の草生地に1980年に植 

林された林分で，海抜高は約 200mである。 

1984年2月に間伐率が断面積合計で約11%, 20%, 44％の間伐試験地を設定し，各調査区（ 200 

d ）内の全ての立木の胸高直径,樹高を毎年1月， 2 月, 3 月のいずれかに1986年まで側定した。 

また各間伐区では1985年3 月にも断面積間伐率が各々26%. 22%, 34％の間伐をおこなった。そし 

て毎年，調査区外でサンプル木を1984年には6 本, 1985年には8 本，1986年には5 本伐採し，サン 

プル木の相対生長関係を用いて各々の年の葉，枝，幹の現存量を推定した。 

表2 Acacia auriculiformis の林分概況と現存量 

p-i 

調査年 立木密度主軸密度平均DBH 平均樹高  現 存 量

(年) (no/ha) (no/ha) (cm) (m) 葉 量 枝 量 幹 量 合 計 葉面積 材 積 
(ton/ha) (ton/ha) (ton/ha) (ton/ha) (m2/m2) (m3/ha) 

1984 2600 4550 3 6 4 2 7 3 6 8 5 15 1 2 147 

1985 2550 4500 5 1 5 7 4 6 6 9 23 3 33 1 3 8 38 8 

1986 2550 4350 6 2 6 3 4 5 76 30 4 436 41 513 

pそ 

調査年 立木密度 主軸密度 平均DBH 平均樹高 

($) (no/ha) (no/ha) (cm) (m) 

現 存 量  間伐率 
幹量(ton/ha） 材積（mソha) （断面積） 

(%) 間伐前 間伐前 間伐前 間伐前 

1984 2150 3350 36 41 6 7 6 11 7 10 5 11 

1985 1700 2400 6 5 7 2 21 15 4 34 5 25 3 26 

1986 1000 1600 8 1 8 2 20 9 36 5 

p-3 

調査年 立木密度 主軸密度 平均DBH 平均樹高 

($) (no/ha) (no/ha) (cm) (m) 

現 存 量  間伐率 
幹量（ton/ha） 材積（mソha) （断面積） 

(0 /' /~ 

間伐前 間伐前 間伐前 間伐前 

1984 2550 3900 3 4 4 2 69 5 5 11 9 9 5 20 

1985 2200 2550 6 1 7 19 5 15 32 2 24 7 22 

1986 1500 1800 7 8 8 1 21 1 36 6 

p叫 

調査年 立木密度 主軸密度 平均DBH 平均樹高 

(年) (no/ha) (no/ha) (cm) (m) 

現 存 量  間伐率 

幹量（ton/ha） 材積（mソha) （断面積） 

(%) 間伐前 間伐前 間伐前 間伐前 

1984 2250 3900 3 8 4 6 8 7 4 9 15 1 8 5 44 

1985 1250 1500 7 3 8 16 8 11 3 27 5 18 5 34 

1985 750 1000 8 8 8 4 14 5 25 5 
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(2) A.auriculiformis

当林分はルソン島北部のパンタバンガン森林造成技術協会プロジェクト内の草生地に1980年に植

林された林分で , 海抜高は約 200m である。

1984年 2月に間伐率が断面積合計で約 11%,20%,44% の間伐試験地を設定 し, 各調査区 ( 200

Id) 内の全ての立木の胸高直径 , 樹高を毎年 1月 , 2月 , 3月のいずれかに 1986年まで測定した。

また各間伐区では 1985年 3月にも断面積間伐率が各々26%,22%,34% の間伐をおこなった。そし

て毎年 , 調査区外でサンプル木を 1984年には 6本 ,1985 年には 8本 ,1986 年には 5本伐採し, サン

プル木の相対生長関係を用いて各々の年の葉 , 枝 , 幹の現存量を推定した。

表 2 Acαcm α"“c"妨げ粥褐の林分概況と現存量

p-I

調査年 立木密度 主軸密度平均DBH 平均樹高 現 存 量
(年 ) (n〆 ha)(no/ha)(cm) (m) 葉 量 枝 量 幹 量 合 計 葉面積 材 積

(ton/ha)(ton/ha)(ton/ha)(ton/ha)(m2/m2)(m3/ha)

1984 2600 4550 3 6 4 2 7 3 6 8 5 15 1 214 7

1985 2550 4500 5 1 5 7 4 6 6 9 23 3 33 1 3 838 8

1986 2550 4350 6 2 6 3 4 5 7 6 30 4 43 6 4 151 3

p‐2

調査年 立木密度 主軸密度 平均 DB日 平均樹高 現 存 量 間伐率
(年) (no/ha)(no/ha) (cm) (m) 幹量 (ton/ha) 材積 (m3/ha) (断面積)

間伐前 間伐前 間伐前 間伐前 (%)

1984 2150 3350 3 6 4 1 6 7 6 11 7 105 11

1985 1700 2400 6 5 7 2 21 15 4 34 5 253 26

1986 1000 1600 8 1 8 2 20 9 ‐-- 36 5 ---

p‐3

調査年 立木密度 主軸密度 平均 DB日 平均樹高 現 存 量 間伐率
(年) (no/ha)(no/ha) (cm) (m) 幹量 (ton/ha) 材積 (m3/ha) (断面積)

間伐前 間伐前 間伐前 間伐前 (%)

1984 2550 3900 3 4 4 2 6 9 5 5 11 9 95 20

1985 2200 2550 6 1 7 19 5 15 32 2 247 22

1986 1500 1800 7 8 8 1 21 1 --- 36 6 ---

p‐4

調査年 立木密度 主軸密度 平均 DB日 平均樹高 現 存 量 間伐率
(年) (no/ha)(no/ha) (cm) (m) 幹量 (ton/ha) 材積 (m3/ha) (断面積)

間伐前 間伐前 間伐前 間伐前 (%)

1984 2250 3900 3 8 4 6 8 7 4 9 15 1 85 44

1985 1250 1500 7 3 8 16 8 11 3 27 5 185 34

1986 750 1000 8 8 8 4 14 5 -一 25 5 ---
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図一2の樹種名（凡例） 

（斜面上部） 

（斜面下部） 

（ミンダナオ） 

（ミンダナオ） 

（ミンダナオ） 

Anthocophius chinensis 

Anthoceph lus ch inens is 

Gn,e/ina arborea 

Acacia auriculifornils 

Albizia falcataria 

Gnielina arborea 

Swietenia macrophylla 
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表3 各早生樹種の生長量 

50 100 

図2 幹材積と樹高との関係 

Acacia auricuhfor,nzs (p-i) 

期間（年） 

年 生 長 量 年平均生長量 

幹現存量 幹 材 積 林 齢 幹 材 積 
(tori/ha・year) (mユノha・year) （年） (mソha・year) 

1984 -1985 14 8 24 1 4 3 7 

1985-1986 7 1 12 5 5 7 8 

6 86 

出典 

樹高 (rn) 

0 1984 年～1985 年 

●1985年～1986年 
0 

0 
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間伐率 （%) 

図3 Acacia anr,cu/,formis 林の幹材積生長率と 

間伐率との関係 

加茂皓一、石塚森吉、大住克博：早生樹種林とマツ林の生長解析、熱帯農業集報 No. 65、 
65-79. (1989) 
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図 - 2 の樹種名 (凡例 )

パ群れocep" ′〃s ch′〃e"s′s (斜 面 上部 )

A〃幼 ocep わ′〃s cわ膚 e〃s′s (斜 面 下 部 )

6畑e′′“aarborea

月cac′a a"′′c"′′fo′研′6

月′0′z′a fa′cafar′a (ミンダナオ )

6のe“〃a arborea (ミンダ ナ オ )

Swieten.a macrophylla (ミンダ ナ オ )

フタバガキ天然林

100 5 1o50 100

図2 幹材積と樹高との関係

樹 高 (m)

表3 各早生樹種の生長量

Ac"cm 伽 れα /抗の 7れzs(p-1)

　　 　　　　　　 　　　　　 　　
(ton/ha・year)(m3/ha ・year) (年 )(m3/ha ・year) 零

1984-1985 14 8 24 1 4 3 7 蕪 。

1985一1986 7 1 12 5 5 7 8 間 伐 率 (%)

6 8 6 図 3 Ac。ごmm ‘"cm 脆 加 鵜林の幹材種生長率 と

間伐率との関係

出典

加茂浩一、石塚森吉、大住克博 :早生樹種林とマツ林の生長解析、熱帯農業集報 No.65・
65~79.(1989)

0 1984年 ~1985 年

o o 。 ・ 1985 年 ~1986 年

. 0 . ・

0 20 」0 60
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樹種+球書UM1N 雄 メ料） 

‘撃拝ロj##w 加夢Itrra t1g 〈歳マバアカシ世．・ 

嵐 ニツィリピン 

データ採取地の立地環境 

，、 

Project area : Pantabangan and Carranglan, Province of Nueva Ecija 

121。 to 121。 12' East longitude and 15。 50' and 16。 02' 

North latitude 

nり一0 
average annual temperature ‘ 乙ハノ 

annual rainfall : 1 ,850 mm severe dry season from November to May 

soil : red podzolic high acidity and infertility 

Vegetation : cogon(Imperata cylindrica), samon(Themedia triandra ) 

a rd talahib(Saccharum spontaneum ) 

1 ． 資料 

収穫予想表作成のための野外調査は、1988年 B月より、 チームリーダー宮崎宣 

光氏の設計、指導のもとで行なわれた。アカシアの林齢4年生以上の林分の中か 

ら、標高、方位、傾斜、林齢等のさまざまな箇所を空中写真によって吟味し、調 

査候補地を12p点あまり選定した。そして実際に現地へ行き該当箇所を捜し、ある 

程度まとまりのある林木集団を合むように暫定プロツ トを設定した。ブロツ トの 

形状および大きさは原則として2Dm x 2Dm（斜距蔵）の方形としたが、地形等の 

制約がある場合には適宜15mX 25m、 15m X 20m、 1Dm X 3Dmなとも採用した。 

グロツ ト内の林不は、 胸高直径2cm以上を対象とし毎木調査した。胸高直径 

は輪尺を用いて一方向のみを測定し、樹高は測竿を用いた。そのほか土壌の物理 

性、化学性を調べるため表土および中層土を採取した。こうしたブロツ トを、今 

回の収穫予想表作成のため、92ケ所設定することができた（実際には100ケ所測定 

したが、 資料不備のため無効なものが8 ケ所あった）。 

成長・収穫に関する表，図，式など 

3． 収穫予想表の作成 

Acacia auriculiformis収穫予想表を作成する基本方針を以下に示す

基本方針

1・ 各地包に対し、 Hitscherlich曲線を用いて樹高生長曲線を与える。 

（上： SI=17 ， 中： 51= 1 2， 下： SI=7 ) 

2. 樹高から直径を推定するため、図-4にD =ah ' を地位別にあてはめ 

て関係式を求める。その結果、林齢から樹高を介して胸高直径が推定で 
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データ採取地の立地環境

ProJect area : Pantabangan and Carranglan, Pr o v ・n c e o f N u e v a E c ・ J a

1 2・o to 12 ・0 12 - East longltude and 150 5o, and .60 o2,

Nor 七h la 七・tude

aVerageannual temperature : 27Co

annual ra ・nfall : 1,850 mm severe dry seasonfrom November to May

so11 : red Podzol ・c h1gh ac ・dity and 1nfertil1ty

vegetat ・on : cogon( 工mperata cyllndr.ca),samon(Themed ・a tr ・andra )

and ta ・ah.b(saccharum spontaneum)

1. 資 料

収穫予想表作成のための野外調査は、 1988年 8月 より、 チームリーダー宮崎宣

光氏の設計、指導のもとで行なわれた。アカシアの林齢 4年生以上の林分の中か

ら、標高 方位、傾斜、林齢等のさまざまな箇所を空中写真によって吟味し、調

査候補地を 12P点あまり選定した。そして実際に現地へ行き該当箇所を捜し、ある

程度まとまりのあろ林木集団を含むように暫定プロットを設定した。プロットの

形状および大きさは原則として20m ×20m( 鐸距産 ) の方形としたが 地形等の

制約がある場合には適宜 15m× 25m 、 15m ×20m 一 1om ×30m なとも採用 した。

プロット内の林木は 胸高直径 2 cm 以上を対象 とし毎木調査した。胸高直径

は姶尺を用いて一方向のみを測定し、樹高は詔竿を用いた。そのほか土壌の物理

性、化学性を調べるため表土および中層土を採取した。こうしたプロットを、今

回の収穫予想表作成のため、 92ヶ所設定することができた (実際には 100ヶ所測定

したが、 資料不備のため無効なものが 8 ヶ所あった )。

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

3. 収穫予想表の作成

ACacla aurlculiformls 収穫予想表を作成する基本方針を以下に示す

基本方針

1. 各地位,に対 し、 Mitscherlich 曲線を用いて鞘高生長曲線を与えろ。

(上 :SI:17, 中 :SI=12, 下 :SI= 7 )

2. 樹高から直径を推定するため、 図 - 4 に D = a hb を地位別 にあてはめ

て関係式を求める。その結果一林齢から樽高を介して胸高直径が推定で
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きることになる。この場合、 

h(t) = H { 1 - Lexp(-kt) } 

d(t) = ah(t)' 

が同時に満たされることから、直径の生長は 

d(t) =一aMb { 1 - Lexp(-kt) }b 

で表されることになる。この関数は、Richards関数と 呼ばれ、測樹学の 

分野で広く用いられている生長関数であろ。 

3． 地位ごとに V = adb を当てはめるか、 もしくは3 つの地位をまとめて 

V = adbhc の重回帰モデルを適用して平均幹材積を推定する。このうち 

精度の良い方を採用する。 ただしいずれの場合も、 V の生長（Vと林齢 

の関係）は平均直径とはバラメータは異なるが、やはりRichards関数と 

なる。 

4． 立木本数の変化は林齢から与える。その際は図一8を参考にする。 当地 

のアカシア林分の場合、立木本数と平均幹材積のあいだにはほとんど全 

く関係はなく、従って立木本数は独立な変数として外から与えることが 

できる。ただし林齢に対し立木本数が増加し続けると、樹高の生長と合 

わせて林分密度が非常に高まる可能性もある。その場合は相対幹距比を 

一定とするよう本数を調整する。 

Growth Prediction Table for Acacia auriculiformis Stands on Good Site 

A H D N B V TV MI CI 

2.2 
5 .2 3.3 1001. 1 .0 2.3 0 .0 1.14 2.17 
1 .6 5.2 1186. 2 .9 9.1 0 .0 3 .03 6 .79 
9 .5 6.7 1346. 5,5 21.1 0 .0 5.28 12.03 
11.0 8.0 1485. 8.5 37.5 0 .0 7.49 16.37 
12.3 9 .0 1604 . 11.6 56.6 0 .0 9.44 19.16 
13 .3 10.1 1422. 12.8 67.3 5.1 10.34 15.72 
14 .1 11.1 1266. 13 .7 75.8 11.1 10.87 14 .56 
14 .7 11.9 1160. 14 .4 83.2 16 .7 11.10 13.01 
15 .2 12.6 1083. 15.0 89.6 21.7 11.13 11.33 
15 .6 13.2 1028. 15.5 95.0 26 .0 10.99 9.68 
15 .9 13.7 986. 15.9 99.5 29 .6 10.76 8.15 
16 .2 14.1 955 16.3 103.2 32 .6 10.45 6.79 
16 .4 14 .4 931. 16.5 106.3 35.2 10.11 5.61 
16 .6 14.6 912. 16.8 108.8 37 .2 9.74 4.60 
16 .7 14.8 898. 17.0 110.9 38.9 9.36 3 .75 
16 .8 15.0 886. 17.1 112.6 40.3 8.09 3.05 
16 .9 15.2 878. 17.2 113 .9 41.4 8.63 2.47 
16.9 15.3 870. 17.3 115.0 42.3 8.28 2.00 
17.0 15.3 865. 17.4 115,0 43 .0 7 .95 1.61 
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A : stand age(yrs) H : mean height of dominant trees(司 
D : mean diauieter(cm) N : number of stems(/ha) 
B : basal area(a2 /ha) V : volume of stocking(m /ha) 
TV : volume of thinnings(w3/ha) 
M I : mean annual increment of total vo1ume(mョ/ha) 
C I : current annual increment of total volutue(が/ha) 

* These items are common to the following tables 
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きることになる。 この場合

h(t)= "{ 1 - Lexp( ‐kt)}

d(t) こ ah(t)b

が同時に満たされることから、直径の生長は

d(t): ‘aHb { 1 - Lexp(-kt)}b

で表されることになる。 この関数は、 R1chards 関数 と呼ばれ、測樹学の

分野で広く用いられている生長関数である。

3. 地位ごとに v = adb を当てはめるか、 もしくは 3 つの地位をまとめて

v = adbhc の重回帰モデルを適用 して平均幹材積を推定する。 この うち

精度の良い方を採用する。 ただしいずれの場合も、 V の生長 ( V と林齢

の関係 ) は平均直径 とはパラメータは異なるが、 やは りR1chards 関数 と

な る。

4. 立木本数の変化は林齢から与えろ。その謙は図 - 8を参考にする。当地

のアカシア林分の場合、立木本数と平均幹材積のあいだにはほとんど全

く関係はなく、従って立木本数は独立な変数として外から与えることが

できる。ただし林齢に対し立木本数が増加し続けると、樹高の生長と合

わせて林分密度が非常に高まる可能性もある。その場合は相対幹距比を

一定とするよう本数を調整す る。

Gro 胃th pred1Ct1 ○n Table for Acacia aUr1culifor 鴎1S StandS on Good Sヱte

A H D N B V TV M 工 C エ

I
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

2.2
5.2 3.3 1001 ‐ 1.0 2.3 0.0 1.14 2.17
7.6 5.2 1186. 2.9 9.1 0.0 3.03 6.79
5 6.7 134S. 5.5 21.1 0.0 5.28 12.03

11.O B,0 1485. 8.5 37.5 0,0 7.49 16.37
12.3 9.0 1604. 11.6 56.6 0.D 9.44 19.16
13.3 10.1 1422. 12.8 67.3 5.1 10‐34 15.72
14.1 11.1 1266. 13.7 75.8 11.1 10.87 14.56
14・7 1ュ・9 1160 ・ 14・4 83 ・2 16・7 1. ・10 13・01
15.2 12.6 1083. 15.O B 6 21.7 11.13 11.33
15.6 13.2 1028 ‐ 15.5 95 ‐0 26.0 10.99 9.68
15.9 13.7 986. 15.9 99.5 29.6 10 ‐76 8.15
16.2 14.1 955 16.3 103.2 32.6 10.45 6.79
16.4 14,4 931. 16.5 106.3 35 ‐2 10.11 5.61
16.6 14.6 912. 16.8 108,8 37.2 9.74 4.60
1‐6・7 ュ4-8 898 ・ 17.D II0 ・9 38-9 9・36 3・75
16.8 15.0 886. 17.1 112.6 40.3 8.99 3.05
16.9 15.2 878. 17.2 113.9 41.4 8.63 2.47
16.9 15.3 870. 17.3 115.0 42.3 8.28 2.00
17.0 15.3 865, 17.4 115.9 43.0 7.95 1.61

A:stand age(yrs) 日 ; 留ean height of do眼1nanttreeS( 脳)
D : mean dlameter(cm) N:number of stemS(/ha)
B:ba5a.area( 圃2ノha) V:Volume of Stock ヱng(m3/ha)
TV:vOlu 歴e of thinn.ngs( 患3/ha)
M 工 : 6Ie a n a n n u a l i n c r e阻ent of totaI Vo 姐 圃e(m9/ha)
C 工 : CUrrent annual 1ncre 田ent of totaI Volume( 皿3/ha)

* These ltems are c0匝恨on to the follo “lngtables
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Growth Prediction Table for Acacia auricu1iforus Stands on Mediuni Site 

A H D N B V TV MI CI 
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Growth Prediction Table for Acacia auriculiforniis Stands on Poor Site 

A H D N B V TV MI CI 
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GroWth Predictlon Table for ACacza aur.Cul ヱform15StandS on 日edIU 征 S1te

A H D N B V T V M I C I

I
2
3
4
5
6
7
8
9
ID
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

1.5
0.8 o.o o.41 0‐783.6 2.3 Iooo. 0.5 0 0 1.o6 2 35

5.3 3.6 1149- 1.4 3,2 1.81 4 08
6.7 4.7 1280. 2.6 7.3 0.0

2.55
5.49

7.8 5.6 1397. 4.0 12 7 0,0
3.19

6.39
8.7 6.3 1499. 5.5 19.1 0.0

6.799.4 6.9 1590. 6.9 25.9 0 0 3.70
6 7818:葺写i‐欄¥: 丑孝 義:三 88 墓箸 6.49

10・7 8,1 1803 ‐ 10‐5 45‐2 0‐0 4‐52 g:塩蓋

丑基宣:g土綴:; 繍 携唇全量 *g8 3・41
11.4 8.8 1739. 12.0 54.6 2.3 4.38 2.84
11.6 9.0 1695. 12.2 56.0 3.2 4.23 2.35
11.7 9.1 1661. 12.3 57.2 4.0 4.08 1.93
11.8 9.2 1634. 12.4 58.1 4‐6 3.92 1.57
11.9 9.3 1614. 12.5 58.9 5.2 3.77 1,28
11.9 9.4 1597. 12.6 59.5 5.6 3.61 1.04
12.0 9.5 1585. 12.6 60.0 5.9 3.47 0.84
12.0 9.5 1574. 12,7 60.3

Growth Prediction Table for ACac.a aurlculiforGI1S StandS on Poor Site

A H D N B V TV M 工 C 工

I
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

0.9
0.2 o.o o.09 0.162.1 1.4 999. 0.2 0.o o.21 0.453.1 2.1 1084. 0.5 0.S

O.753.9 2.7 1162. 0.8 1.4 0.0 0.34
0.97鑑 三; 琵琶& = 圭三 8:8 8まる .・"

5.5 4‐0 1357 ‐ 2.0 4.6 0.0 0.66 1.16
5.8 4.3 1411. 2.4 5.8 0.0 0.72 1,15
6.0 4.5 1460. 2.7 6.9 0.0 0.76 1.09
6.3 4.7 1505 3.0 7.9 0.0 0.79 1.01
6.4 4.8 1546. 3.3 8.8 0.0 0.80 0.92
6.6 4.9 1584. 3.6 9.6 0.0 0.80 0 82
6.7 5.0 1618. 3.8 10.3 0‐0 0.79 0 72
6.7 5.1 1650 ‐ 4.0 11.0 0.0 0.78 0.63
6.8 5.2 1678. 4.1 11.5 0.0 0.77 0.55
6.9 5.2 1704. 4.3 12.0 0.0 0.75 0 48
6.9 5,2 1728. 4.4 12.4 0.0 0.73 0 42
7.0 5.3 1750. 4.5 12.8 0.0 0.71 0 36
7.0 5.3 1770. 4 6 13 .1 0.0 0.69 0 31
7.0 5.3 1788. 4 7 13.4 0.0
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この収穫予想表について、若干の説明を加える。 

・地位上では7年生で相対幹距比が20％になり、本数調整が必要な林分密度に 

達した。地位中ではその林齢が12年であり、地位下では20年生までにそうした林 

分密度に達しなかった。 

・主副合計の幹材積平均生長量が最大となる林齢は、上、中、 下それぞれ10年、 

11年、 12年であった。地位が良いほど早期に現われる点は収穫表の一般的な傾向 

と一致する。 

・副林木が毎年計上されているが、 これは間伐を毎年行なうことを意図するも 

のではない。実際の間伐にあたっては、上層木平均樹高、本数を測定し、相対幹 

距比が22-'- 23％となるような残存木本数を決定する。 

・表に示したよりも高密度の相対幹距比を維持した場合、表の値よりも立木蓄 

積および間伐木収穫が増大する。それはもとになっている生長モデルに密度効果 

が組み込まれていないため、間伐木はなるべく高齢まで保持してから収穫した方 

か総収穫量が増えるからである。 しかし枯損を生じるような高密度の範囲は、 こ 

の生長モデルは扱うことができないため、 いたづらに密度を高めることは誤りで 

ある。 

・バンタバンガン地域のAcacia auriculifortuis林分は、 この収穫予想表に基づ 

いて判断すれば、地位指数12ないし14以上の林分以外は間伐収穫等を期待す 

ることは困難であろう。 

出典 

白石則彦 アカシア アウリカリフォ1‘ミスの幹材積表および収穫予想表の作成， ,、。ンタハ ンカ ン地域林業開発フ・ロシ エクトフェース 

II 森林立地（森林統計解析）報告書 
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この収穫予想表について一若干の説明を加える。

・地位上では 7年生で相対幹距比が 20% になり、本数調整が必要な林分密度に

達した。地位中ではその林齢が 12年であり 地位下では20年生までにそうした林

分密度に達しなかった。

・主副合計の幹材積平均生長量が最大となる林齢は、上、中、下それぞれ 10年、

11年、 12年であった。地位が良いほど早期に現われる点は収穫表の - 船的な傾向

と一致する。

・副林木が毎年計上されているが、これは間伐を毎年行なうことを意図するも

のではない。実際の間伐にあたっては、上層木平均樹高、本数を測定し、相対幹

距比が 22~23% となるような残存木本数を決定する。

・表に示したよりも高密度の相対幹距比を維持した場合、表の値よりも立木蓄

積および間伐木収穫が増大する。それはもとになっている生長モデルに密度効果

が組み込まれていないため‐間伐木はなるべく高齢まで保持してから収穫した方

が総収穫量が増えるからである。 しかし枯損を生じるような高密度の範囲は、 こ

の生長モデルは扱うことができないため、 いたづらに密度を高めることは誤りで

あ る。

・バ ンタバ ンガ ン地域の Acacla auricullformis 林分は、 この収穫予想表に基づ

いて判断すれば、地位指数 1 2 ないし 14 以上の林分以外は間伐収穫等を期待す

ることは困難であろう。

出典

白石則彦 ァヵシァァゥリカリフ対しミスの幹材積表 お よび収穫予想表の作成 ,'、oンタハンカン地域林業 開発フoロシェクトフェース

11 森林立地 (森林統計解析 ) 報告書
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Methodology 

Various parameters used in the text 

are as under : 

Parameter Denoted in 
text by 

Unit 

Age 

Dominant height 

Basal area/ha 
before chinning 

Basal area ratio 

Height ratio 

Minimum diameter 

A 

H 

BA 

BA/BAMaX 

HIHMdx 

d1 

year 

metre 

nI2/ha 

cm 

SEep 1 . Points for two graphs between (1) 

age and dominant height (2) dominant height 

and basal area/ha were plotted. Free hand 

curves were then drawn to cover the maxi-

mum observed values ( BA Max & HMax ). 

Suitable functions to fit points taken from 

hand drawn curves were found. This 

procedure yielded the following relation-

ships : 

BA 
Max 

= 17 .0065 (1 -c 
_. 19063U) 3 57643 

Loge HMax = 3.82797 _3.l8984ATh4l42le Max 

Common intercept model was used 

to generate a family of site index curves and 

reference age of 30 years was taken. 

Dominant height corresponds to the 

height of a tree of dominant diameter, where 

dominant diameter is mean diameter of 125 

thickest trees/ha. 

’ 、 

：・ 

Step II: The diameter measurements of a 

year in permanent sample plot after 

arranging in ascending order were grouped 

into ten diameter classes and mean diameter 

(d) of each group was determined In the 

first stage a sigmoid relationship between 

cumulative probability (p) (In the present 

case .05, .15. ........... .95) and mean dia-

meters was developed for each measurement 

of all the sample plots (i.e. 53 observations) 

by the following simple regression : 

孟 三＝ 
γ― a +bd 

where f 一 Log5~ [200 p/Log1~ (IOO-lOpu] 

d1, corresponds to pl = 05 and 'a' and 'b' 

are the intercept and the slope d5 is the first 

value of diameter class vector (d5, d2 . dI~) 

corresponding to pl of cumulative proba-

bility or probability vector (PI, ps・.. Pia). 

The variation of d1, a and b was studied 

with reference to various independent 

variablcs like dominant height, age of the 

crop, height ratio H /HMax and basal areaMax 

ratio 'q' which is an index of corn petition. 

d - d, 

BA 
q

- BAMax 

The choice finally rested on the 
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P一メlethodology

Vanous parameters uscd in the tcxt

arc as under:

Par獅 tcr
l
鵠 ・nIUn ・t

Age Ayear

Dom1nantheight H mctre

Basa ーarea/ha n,2/ha
before 〔hlnnlng BA

Basalarca ratーo BA/BAMax

Hcigbt ra(lo H/HM 【dx 一

N1in}mum dlameter d, cm

Sfep ′. PO1nts for two g「aphs between(1)

age and domman 【helght(2}don ・lnan 【he1gbt

and basal arca/ha were plotted.Free hand

curves were then drawn to cover the maxl ‐

mum observed vaーues( BAMax & HMax ),

Su1tabte functions to 6t pomtstaken from

hand drawn curves werefound. Thls

procedure ylelded the following rclatlon ‐

ships:

BAMax = 17.oo65(, 一c -.19063H)3 57643

LOge riムメーax = 3,82797 一 3・ー8984A 「41427

Common intcrcept modcl was uscd

to gencrate afamily of
‐
site indc ス curvcs and

refercncc age of30 ycars was takcn.

Dominant hcigbtcorresponds t。 the

heighr of a trccofdominant d'ametcr, whcrc

dominantdiamc 【er is mcan diamc 【cr of 125

thickest trees/ha.

S‘ep 〃 : Tbe diametcrmeasuremcnts of a

year ln permanont samplc plot aftcr

arranging in ascending orderwere grouped

int。 ten diameter c1asses and mean diamet でr

(dl ofeach groupwas determined ln 【he

first stage a sigmoidrelationship bctween

cumulative probabil1ty(p){ ーn thcpresent

case .05,.15,.25,......,.95) and n・can dia-

meters was deve ーopcd for cacl1measurement

of alーtbe samp ーc pーots(1.e.53 0bservat1ons)

by the following slmple rcgresslon:

where 小 ;Log, 。[200 P/Log,o て10 1OPI]

d,, co 「reqponds to p,= 05 and ‘a'and ‘b'

arethelntercept and 【hc slope is【he lirst

value of diameter class vector(d,,d2 .d, 。)

corresponding to p,of cumulatlve p「oba-

b1lity or p「obability vector (p,,pr"p, 。}.

The variation of d,,a and b was studled

with re化 rence to various lndependent

vanables l1ke dominant he1ght, age of the

c「op,heIght ratio H′HM[ax and basal arca

・atio ‘q'which is all indcx 。fcompctltion.

BA

TI1e choicc linallyrested on the
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following extended model which takes into 
account these variables and produce statisti-
cally significant effect on the behaviour 
of the model. 

(a) Log10 d1 = 32473 log1~ (H/Haィー .A) 
ー ー 、… ’ ivi ax 

+ 69172 

R = .574 

T value for regression coefficient = 

15.252. Variation in minimum class dia-

meter is explained poorly in view of what 

has been stated earlier about basic data. 

(b) (d-d1)/f = .45806 d - 45942 d1 + 

.01313A (BA/BAMax 

(H/HMax) + .55329 

R = 994 

T -value for regression coefficients 

are 183.779, 89.254 and 9 596 respectively. 

Step Ill : At first instance logarithmic 

relationship between tree height (h) and 

diameter at breast height (d) was developed. 

These height and diameters of representative 

trees in sample plot are measured at the time 

of each measurement to develop height/ 

diameter relationship. 

Log1~ h = a' + b' logj~ d 

Variation in '' intercept aI " is 

explained more than "slope b' " by inde-

pendent variables and hence variation in 

intercept is retained in regression in gene-

rating family of height/diameter curves for 

different site qualities. The following 

regression for intercept was obtained. 

a'= .14406 (H/HMax )2 .Log10 A +Max 

82501 (H/HMax ) (BA/BAMax )Max Max 

ー・00952 (BA/BAMax )2Max ・ 

A + .00795A - .07782 

R =.562 

T -value for regression coefficient are 

2 473, 5.474, 4.408 and 3.992 respectively. 

Step IV : Heartwood volume (V) estimation 

is taken from tables published about Uttar 

Pradesh- C /ieis working given on page 14 of 

'Growth and yield statistics of common 

Indian timber species' Vol. II, publication of 

F.R I & Colleges, Dehradun. These figures 

are estimated fairly by the regression. 

V =ー .05430 + .16 156 D2 h 

where D =. diameter in metres. 

The yield tables for three site quality 

classes have been calculated wiih the help 

of regressions (Annexure I) Two cons-

traints were imposed in generating tables. 

These are that number of trees in lower 

quality cannot be less than the number for 

the same age in superior quality and 

secondly, that the preceeding age class 

cannot have less trees than the succeeding 

one. 

In calculating thinning yields from 

low (ordinary) thinnings the aistributton 

has been assumed to follow the following 

curves 

pI* =p i（七1 1) 
Where pI* is 1t1i term of probabiliiy 

of vector p' which relates to stem in the 

stand that will be left after thinning. 

. * * S 

p = (Pi, P2   pn) 

L is the ratio of the stocking after 

thinning to the stocking before thinning. 
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folーowing cxtended modelwhich takes into

account these vandbles and produce statisti‐

cally signi6cant e鎖ect oo thc behav ーour

ofthe model.

(a) Log, 。d,= 32473 10g,。 (H/HMax .A)

十 69172

R = .574

T value for regression coe 街 cicnt;

15.252. Vanation in mln1mum class dia ‐

me[er is explainedpoorly in v-ew of what

has becn stated earlier about basic data.

(b)(d-d,)/ ヂニニ .45806 d ‐ 45942d, 十

.01313A(BA/BAMax

(H/HMax)+ .55329
R =994

T 一 valuefor regression coeflicients

are 183.779,89.254 and 9 596 respcct1vely.

sだβ ′′′ : At 負rstinstance logarithmic

relatlonshlp betwccn trce hcigbt(h)and

dlanncte 「at breastheight(d)wasdevelopcd.

These heーgbt and diamcters ofrcpresentative

trees ln sample plotare measured at the time

of each mcasurcmcnt to dcvelop height/

dlameter relationsb1p.

Log, 。h = a′+ げ log.od

var,ation in ‘‘intercept a′'' is

explained more than "slopc b′''by inde-

pendent variables andhence variation iQ

interccpt is retained in regresslon m gcne-

rat1n g Fa mーly of hcight/d ーameter curves 危 r

dーfferent sltc qualities. Tbefollowing

regression for intercept was obtained.

ざ = .14406(H/HMax)'.Log,oA 十

.82501 (H/HMa (BA/BAMax)

-.00952 (BA/BAMax}2 ‐

A 十 .00795A - .07782

R = .562

T ‐ value forregression coe 値 cient are

2 473,5.474,4.408 and 3.992 「espcctlvely.

S′ep ′し :Heartwood volume(V) es[lmatlon

1s taken from tabーcs publlshed about Uttar

p「adesh-C ′-"′s worh-ng given onpage14 of

‘Growth and yleld statlstlcs ofcommon

lndlan ーimber specics'Vol.1 ー,publicatlon of

F.R1 & Colleges,Dehradun.These 行gures

are cstimatcd fairly by the regression.

V = - .05430 十 .16156D2 h

w b e re D ご d ia meter in met 「es,

The yield tables for・hree site quality

classes havebeen calculated w・lh the help

of regressions(Annexure l) Two cons ‐

traints werc imposed ln generating tables.

These are that nun ・be 「 of tfees ln lower

quallty cannot be less than thenumber for

the same age lnsuperlor qudll【y and

secondly, that the p「eceedmg age cldss

cannot have less trees thdn thesucceedlng

one.

ln calculating thlnnlng ylelds from

low (ordtnary)th1nn1ngs the o・strlbut・on

has been assumcd to followthe following

Curves

pi*=p,(rl), 川…… "(vi}

“′here pi* is Ith term of probab1lily

of Yector p‐ whIchrelates to stcm in the

stand that wlll be left aftcr thinning.

・ * * ・
p;=(p.,p .… … ...pn)

L is the ratio of thcstocking afにr

thinning to tbe stocking bcforcthinning.
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Yield Table 

Good Sites (Before thinning statistics upto Col. 7) 

Age 
(yrs) 

Dominant Mean dia- 
meter by 

Number 
of 

Basal 
area/ha 

Total 
volunie/ 

Volume 
thinned 

M .A I. 
(ms) 

Height Diameter 
basal area 
method 

trees/ha (nl2) ha (m3) (m3) 

(m) (cm) (cm) 

10 13.5 
15 16.3 
20 18.3 
25 19.9 
30 21.1 
35 22.1 
40 230 
45 23 8 
50 245 
55 25.1 
60 25 6 

M0庇rate sites 

23.0 17.1 557 12.78 9 65 0.31 0 965 
25.3 19.2 499 14.43 20 89 0.62 1.413 
27.0 21.0 440 15.22 31.31 1.18 1 612 
28 5 22.6 390 15.66 40 09 1 60 1 688 
297 24.1 349 15.94 4753 I 93 1.708 
30.8 255 315 16 13 53.85 2.12 1.700 
31.8 26.9 287 1626 5938 2.35 1.679 
32 6 28 2 262 16 36 64.01 2.25 1.647 
334 29.4 242 1644 6848 238 1.617 
340 30 6 224 16.50 72 40 2.44 1.584 
346 31 8 2C8 16 55 75 93 - 1 552 

21.1 15.8 557 1097 323 001 0.323 
23 5 17.9 504 12.64 9.96 0.14 0 665 
25.4 196 460 13.92 18.00 039 0.907 
269 21.2 416 14.67 2600 0.72 1061 
283 226 376 15.15 33.34 1.07 1.153 
29.4 24.0 341 15.49 39.64 1 27 1.199 
305 253 312 15.72 45.47 1.54 1.227 
314 26.6 286 15.90 5052 1.65 1.237 
322 27 8 264 16 04 55 12 1.82 1.238 
32.9 29.0 244 16 15 59 15 1.84 1.232 
33.5 30.1 227 16.24 62.97 - 1.224 

188 14.6 557 9.33 057 0.14 0.057 
24.5 165 504 1078 357 028 0.247 
23.5 182 460 11 93 822 0 11 0.432 
25.1 19.7 429 1304 13.94 021 0.579 
265 21.1 396 1383 1989 0.39 0688 
27.7 224 365 1438 25.76 064 0.768 
28 8 23.6 336 14 79 31 30 0.79 0.827 
298 248 311 1510 3634 099 0.864 
307 260 288 1534 4096 1.11 0.890 
315 27.1 268 15.53 45.29 1.25 0908 
322 282 250 1569 4925 - 0.919 

10.6 
13.3 
153 
168 
18.1 
19.2 
20.1 
209 
21 6 
22.3 
22.8 

1015 
202530354045505560 

Pbor siIes 

10 80 
15 10.4 
20 123 
25 138 
30 15.1 
35 162 
40 17 1 
45 179 
50 187 
55 19.3 
60 19.9 

出典 

S.P. Singh and R.C. Jamn (1987). Yield of Heartwood in Acacia catechu (khair) 

for use in Hatha Manufacture. Indian For., 113 : 404-408. 
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Yield Table

Goods 能 s (Before thmning stat1stIcs uptoCol.7)

Agc
(yrも)

Dominant

Height Diameter
(m) (cm)

M【ean dla-

meter by
basal a「ea

method

(Cm)

Number

of
trecs/ha

area/ha
(m2J

volunle/
ha(m3)

Volume

thtnned
(m3j

M,A I.

(m31

10 13.5 23.0
15 16.3 25.3
20 18.3 27.0
25 19.9 28 5
30 21.1 29 7
35 22.1 30.8
40 230 31.8
45 23 8 32 6
50 24 5 334
55 25.1 340
60 25 6 346

　　　　　　　　　　　　　

10 10.6 21,1
15 13.3 23 5
20 15 3 25.4
25 168269
30 18.1 28 3
35 19.2 29.4
40 20.1 30 5
45 209314
50 216322
55 22.3 32.9
60 22.8 33.5

Poor ぷ′だS

I0 80 188
15 10.4 21.5
20 123 23,5
25 138 25.1
30 15.1 26 5
35 162 27.7
40 171 28 8
45 179 29 8
50 187 307
55 19.3 315
60 19.9 322

17.1 557
19.2 499
21.0 440
22.6 390
24.1 349
25 5 315
26.9 287
28 2 262
29.4 242
30 6 224
3ー8 2C8

15,8 557
17.9 504
19 6 460
21.2 416
226 376
24,0 341
25 3 312
26.6 286
27 8 264
29.0 244
30.1 227

14.6 557
16 5 504
18 2 460
19.7 429
21.1 396
22 4 365
23.6 336
24 8 311
260 288
27.1 268
28 2 250

12.78 9 65 0.31 0 965
14.43 2089 0.62 1.413
15.22 31.3 ー 1.18 16ー2
15.66 4009 ー60 1688
15.94 47 53 193 1.‐708
1613 53.85 2.12 1.700
1626 5938 2.35 1.679
1636 64.01 2.25 1.647
1644 6848 238 1.617
16.50 7240 2.44 1.584
16 55 75 93 一‐ 1552

1697 323 001 0.323
12.64 9.96 0.14 0665
13.92 18.00 039 0.907
14.67 2600 0.72 1061
15.15 33.34 1.07 1.153
15.49 39.64 127 1.199
15.72 45.47 1.54 1,227
15.90 5052 1,65 1.237
1604 5512 1,82 1.238
1615 5915 1.84 1.232
16.24 62.97 1.224

9,33 057 0.14 0.057
10 78 3 57 028 0.247
1193 822 011 0.432
13 04 13.94 0 21 0,5‐79
1383 1989 0.39 0 688
14 38 25.76 064 0.768
1479 3130 0.79 0.827
1510 3634 099 0.864
1534 4096 1.11 0.890
15.53 45.29 1,25 0 908
15 69 49 25 -- 0,919

出典

S.P. Singh and R.C. Jain (1987). Yield of Heartwood in Acacia catechu(khair)

for use in Hatha Manufacture. lndian Fon,113 : 404 ‐408.
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データ採取地の立地環境 

L はじめに 

フルネイの位置，気候，土壌及びAcacia man giam の実験植林についてはすで 

にその概要を報告した（本誌 旧No. 68, 1983；新No 3, 1985)。今回は，その3 

用地のうち，Bt. Kukub （海抜lOOm の丘陵地，軽度焼畑跡地）とBt Perum-

porlg（侮抜20'--30 m の丘陵地，重度焼畑跡地）の成長状態を各々の土壌条件と比 

較して報告し，また，A mangium の急成長か，植え込み後何年くらいて鈍化する 

か，ということも報告したい。 

3． 土壌条件 

Bt Kukub と Bt Perumpong の土壌については，前報（本誌 新No. 3, 

1985）てくわしく報告しているか，化学的性質については大きな差はない。 

Bt Kukub は侮抜約100 m の小高い丘の頂上て，黒褐色の表土を20 cm ほと剥 

くと黄赤色の砂質土壌か出て来る。土壌硬度は極めて低く，深さ100cm のところま 

てほとんど10以下てある。 Bt Kukub はCase A (図-5）に含まれる。 

Bt. Perumpong の用地は,晦抜20 -30m の丘てあって，かなり重度の焼畑か 

行われた形跡かある。土壌表面付近はかなり硬く，30cm くらいから軟らかく 60 

cm から再ひ硬くなり（この附近まで木の根か存在する）85cm のところから灰色の 

粘土の混った土壌となり，硬度も23 -24 と上昇する。Bt Perumpong はCase B 

（図-5）に含まれる。 

成長・収穫に関する表，図，式など 

6． 土壌条件による成長の違い 

胸高直径の成長には，Bt. Kukub, Bt Perumpong の2地点において，はっき 

りした差は認められないか，樹高の成長においてははっきりした差か認められた。こ 

れは焼畑の使用程度と関係する土壌の肥沃度・硬度・深度の差異に因るものと推測さ 

れる。（図一1, 2, 3, 4) 

7. A . mangium の急成長はいつ止まるか 

図-5と図－6 は表-1の樹高と胸高直径をグラフに描いたものである。図-6 の樹高成 

長のクラフでは，立地条件により樹高のハラッキか大きいので，Case A とCase B 

に分けた。Case A の立地は軽度の焼畑跡地あるいは択伐跡地で，土壌か物理的化学 

的に重度に破壊されていないことを意味する。Case B の立地は，強度の焼畑跡地あ 

るいは，強度の放牧地で，土壌か物理的化学的に重度に破壊されていることを意味す 

る。 

図-5を見ると，樹高成長は1 -6 年生で急成長を示し，7-8年で成長速度は鈍り， 

9年生て低成長に入る。 すなわち， A mangium の樹高急成長は，6年生前後まて 
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A窺巽疑蔵 姫解説 #蹟 (,アカシア 幸いギユーム )

圏 〆ブルネイ ,

データ採取地の立地環境

1. はじめに

フルネイの位置 , 気候 , 土壌及び Acqcm mqrzg乙um の実験植林についてはすで

にその概要を報告 した (本誌 旧 No.68,1983; 新 No 3,1985) 。今回は, その 3

用地の うち ,Bt.Kukub (海抜 loom の丘陵地 , 軽度焼畑跡地 ) と Bt perum ‐

pong( 海抜 20~30m の丘陵地 ,重度焼畑跡地) の成長状態を各々の土壌条件と比

較 して報告し, また,A mα九glum の急成長か, 植え込み後何年くらいて鈍化する

か , ということも報告 したい。

3. 土壌条件

Bt Kukub と Bt perumpong の土壌 につ いては , 前報 (本誌 新 No.3,

1985) てくわしく報告しているか, 化学的性質については大きな差はない。

Bt Kukub は侮汝約 loom の小高い丘の頂上て, 黒褐色の表土を 20cm ほと剥

くと黄赤色の砂質土壌か出て来る。土壌硬度は極めて低く, 深さ loocm のところま

てほとんと 10以下てある。 Bt Kukub は Case A( 図‐5) に含まれる。

Bt.Perumpong の用地は , 侮抜 20~30m の丘てあって , かなり重度の焼畑か

行われた形跡かある。土壌表面付近はかなり硬く,30cm くらいから軟らかく 60

cm から再ひ硬くなり (この附近まで木の根か存在する)85cm のところから灰色の

粘土の煽った土壌となり, 硬度 も 23~24 と上昇する。 Bt perumpong は Case B

(岡‐5) に含まれる。

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

6. 土壌条件による成長の違い

胸高直径の成長には,Bt.Kukub,Bt perumpong の 2地点 において, はっき

りした差は認められないか, 樹高の成長においてははっきりした差か認められた。こ

れは焼畑の使用程度と関係する土壌の肥沃度・硬度・深度の差異に因るものと推測さ

れ る。 (図 -1,2,3,4)

7. A.m αた9lum の急成長はいつ止まるか

図 -5と図 -6 は表 -1の樹高と胸高直径をグラフに描いたものである。図‐6の横高成

長のクラフでは, 立地条件により樹高のハラッキか大きいので ,Case A と Case B

に分けた。Case A の立地は軽度の焼畑跡地あるいは択伐跡地で, 土壌か物理的化学

的に重度に破壊されていないことを意味する。Case B の立地は, 強度の焼畑跡地あ

るいは, 強度の放牧地で, 土壌か物理的化学的に重度に破壊されていることを意味す

る。

図-5を見ると, 樹高成長は 1~6 年生で急成長を示し,7~8 年で成長速度は鈍り,

9年生て低成長に入る。すなわち, A mα九gmm の樹高急成長は,6 年生前後まて
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てあると云える。 フルネイの場合，5年生の立木蓄積を試算してみると，Case A て 

346 m3/ha, Case B て214 m3/ha を7］べした。樹高は各々19 48m, 14 SuIn，ま 

た胸高直径は各々188cm, 18 7cm てあった。従ってA mangium をチップ用 

材，あるいは薪炭用材として使用するならは，6年生伐期は一案かもしれない。図―6 

を見ると直径成長は，樹高成長ほと立地条件によるハラツキは著しくない。しかし， 

樹高成長と同様，5年生前後まての直径成長は大きく，以後は漸威する傾向にある。 

A mangium は， クイーンスラント州北部，パプアニューギニア南部， モルソ 

力諸島，イノトネンアのイリアンンャヤに天然分布する。 そこでは成熟木の樹高は25 

'-30 m ,直径は60cm に達する。1986年9月下旬， クイーンスラントのKennedy 

近く，Meunga Logging Area の雑木林て，樹高40 m 以上（日測），胸高直径53 

cm (実側）のA mangium を見た。また，その近くの小川沿いで，樹齢約20年， 

樹高約40 m ,直径40 cm, 44 cm のものも見た。 しかしサハやフル不イでは‘ こく 

―部の例外地区を除いては，ー般的な気候・立地条件から，樹高25 m 前後か最高で 

はないかと推側される。同時に，直径成長は，樹高成長と密接な関係にあると見なさ 

れるので40cm 前後か最大てはないかと推測される。 実際， ブルネイのCase A に 

該当する5年生で，樹高20 m 前後の立木に梢か枯れたり，樹冠の葉か黄色くなった 

りしてdie-back の特徴か出始めているC またサバのUlu Kukut の樹齢17年6か 

月のものも1984 年10月初旬見学した時，一部梢枝はdie-back を起していた。 
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図-5 A mangiunlの樹高成長 
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てあると云える。 フルネイの場合 ,5 年生の立木蓄積を試算 してみると,Case A て

346m3/ha,Case B て 214m ha を 不 した。 樹 高 は各 々 19 48 m,14 51 m, ま

た胸高直径は各々 18 8cm,18 7cm てあった。従 って A mq 九g粥川 をチップ用

材, あるいは薪炭用材として使用するならは,6 年生伐期は一案かもしれない。図-6

を兄ると直径成長は, 樹高成長ほと立地条件によるハラッキは著しくない。しかし,

樹高成長と同様,5 年生前後まての直径成長は大きく,以後は漸滅する傾向にある。
A m αれg粥川 は , クイ ー ン ス ラ ン ト州北 部 , パ プアニ ューギニア南部 , モル ソ

カ諸島 , イノトネソアのイリアンンャャに天然分布する。そこでは成熟小の樹高は 25

~30m, 直 径 は 60cm に達 す る。 1986 年 9 月下 旬 , クイー ンス ラン トの Kennedy

近 く,Meunga Logg ・ng Area の雑木林て , 樹高 40m 以上 (日側 ), 胸高直径 53

cm( 実測 ) の A m αれg粥川 を兄た。また , その近 くの小川沿いで, 樹齢約 20年 ,

樹高約 40m, 直径 40cm,44cm のものも見た。 しかしサハやフルネイでは, こく

一部の例外地区を除いては, 一般的な気候・立地条件から, 樹高 25m 前後か最高で

はないかと推測される。同時に, 直径成長は, 樹高成長と密接な関係にあると見なさ

れるので 40cm 前後か最大てはないかと推測される。実際 , ブルネイの Case A に

該当する 5年生で,嶺高 20m 前後の立木に梢か枯れたり, 樹冠の葉か黄色くなった

りして d・e-back の特徴か出始めている。またサバの U1u Kukut の樹齢 17年 6か

月のものも 1984年 10月初旬見学 した時 , 一部梢枝は dle-back を起 していた。
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8． 結 論 

1) A mangium を土壌条件の異なる9 か所て試験植栽した結果は，肥大成長 

については顕著な差はみられなかったか，伸長成長についてはかなりの差かみられた。 

サハのForest Research Centre て改良されたものの種子を使った試験植栽木の幹 

の分岐率は，20％前後であったか,他は50％前後であった。 

2） 種子による成長の差は， オーストラリア原産とサハにおける選抜育種を経たも 

のに関して，平均値においては，オーストラリア産の方か優れているか，分散分析の 

結果，有意差は認められなかった。 

3) A mangLum はその自生地てあるオーストラリア北部においては，樹高40 

m ，胸高直径50cm に達するものも認められるか，サハ， ブルネイにおいては，樹 

高25 m 前後，直径40cm 前後か,一般的成長の限界てはないかと推測される。 

4) A manglum をパルプ用，チ・ノプホート用に使用する場合，土地の生産力 

を最大に生かすには，5-7年伐期か1つの目安となる（図-5, 6)。 

熱帯林業 No 12 ( 1988 ) ， 海外林業コンサルタンツ協会 

-80ー 

△ブル ネイ
0サバ北西部
・サハ市東部
0台 み

'胸高直径連年成長

/・ o

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1o ll 12 13 14 15 16 17 18 19 20

樹 齢 (年)

図‐6 A mα九g粥川 の肥大成長

8. 結 論

1) A mα兄gmm を土壌条件の異なる 2か所て試験植栽した結果は, 肥大成長

については顕著な差はみられなかったか, 伸長成長についてはかなりの差かみられた。

サハの Forest Research Centre て改良 されたものの種子を使った試験植栽木の幹

の分岐率は,20% 前後であったか , 他は 50% 前後であった。

2) 種子による成長の差は, オーストラリア原産とサハにおける選抜育種を経たも

のに関 して , 平均値においては, オーストラリア産の方か優れているか, 分散分析の

結果, 有意差は認められなかった。

3) A m αれgLum はその自生地てあるオーストラリア北部においては, 樹高 40

m, 胸高直径 50cm に達するものも認められるか, サハ , ブルネイにおいては, 樹

高 25m 前後, 直径 40cm 前後か, 一般的成長の限界てはないかと推測される。

4) A m α九g粥川 をパルプ用 , チ・ノプホー ト用に使用する場合 , 土地の生産力

を最大に生かすには,5~7 年伐期か 1つの目安 となる (図‐5,6) 。

出典

熱帯林業 No 12(1988), 海外林業 コンサルタンツ協会
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データ採取地の立地環境 

固定試験地データ及び暫定試験地データ 計250 プロッ トより作成 

成長・収穫に関する表，図，式など 
TARLE 4 

SITE I 

AGE 

IA日LE 5 

ME A N 
D H N V 

HA 
8 Vcai Vmai PV 

5・26 5・43 1100 6 .9日 2 .39 6.9日 
9・日フ 10・65 1000 38．フ3 7.66 31.76 I9 .37 日1.99 

13・21 14・ユの 日フ9 フ6.0日 】2.D5 一各フ.35 25.36 49.09 
16・07 16・76 736 107.55 14 .94 31.Iフ 26.89 29.26 
18・70 lB・95 641 l3日．91 17.64 3ユ．36 27.78 22.57 
21・14 20・7日 574 169 .60 20.I7 30.69 28.2フ l8 .1の 
23.41 22.33 524 199.16 22.55 29.56 29.45 14 .84 
25・49 23 65 485 227.E9 24 .76 27.93 ラ可391 12.30 
77 ,42 24・76 454 253 .E4 26 .日の 25.95 2日．に 10.25 
29 14 25・71 429 277 .13 2日．67 24.11 27.71 日．7の 
30・70 26・51 41の 29日．=3 30.36 21.7日 27 .ユ日 ラー西 
32.09 2フ・19 393 5ユ日.50 31.87 19.56 26.54 6.i4 

子3・34 2フ・フ日 3日の Z36. 33 33.23 17.65 25.86 ら．元 
34・42 2日 26 369 3う1.52 34.41 ユ5.3フ 25‘ユ1 4 .3フ 
35・3日 2日・6日 36の 365.ユ6 35.46 13.64 24.34 3 .ラ3 

MEANI HA 

B H N V 6 Vcax 'mai PV 

I .03 1).gフ 110の 3．コ2 1 .4の 3.22 

7.26 フ．フI 」の10 16 .27 4 .1日 13．の5 日．14 80.19 

9 .95 10.74 91の 3フ．25 フ．32 20.9日 12.42 56.31 

12.37 13.28 880 63.m m .59 -2乞一'b 一 15.95 41.62 

14 .60 .15.43 770 87.25 12.90 23.44 17.45 26.86 

16.65 17 .25 693 110 .96 15.09 23.71 18.19 21.37 

I日．53 1日，81 635 134 .2ブ 1フ．14 23.30 ユ9.1日 17.33 

20.24 20.12 592 156 .53 19.04 22.27 19.57 14 .22 
21・7日 2ユ・23 55フ 】77 3日 20 79 20・日5 7ユ I1・75 
23.I日 22 1日 53の 196 ,日6 22.39 19 .4日 

119 
19.69 9 .90 

24 .42 22.99 50日 214 .54 23.B3 17 .6フ 19.50 日 24 
25 .52 23.67 49の 23の．46 25.12 15.92 19'20 6.91 
26.50 24 .25 476 244 ．日5 26.2フ 】4 '4の 1日．日3 5．日8 
27 .35 24 .73 464 257.41 27.2日 12.56 1日．39 4 ．日日 
2日 09 25.15 454 26日．56 28.16 11.15 1フ．90 4.15 
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2 ,65 2.71 1100 1 ．の1 の．60 1 ．のI 

4 .6日 4 ．フフ 1050 4 .73 1 ．日の 3.72 2 .37 7日．66 

6.96 フ‘3フ ユ01の 14 .4 ユ 3．日4 9.67 4 ．日0 67.14 

9 .19 9 .79 9B0 30.13 6.37 15.72 7 .53 52・、7 

11.06 11.92 964 51.25 9.26 2一21,13 _ 10.25 41.22 

12．日5 13.75 日54 6日．61 11,08 l7 ,36 11.44 25.30 

14 .44 15.2日 777 85.47 ユ2，フ3 16.日6 12.21 19.72 

15．日日 16,59 719 1の】．94 14 .2フ 16.4フ 12‘フ4 16,15 

17 ー lB l フ．7の 6フ5 117.4の 15.66 15一47 ユ3 ．の4 」3.1フ 

1日．34 1日．66 641 131 .日日 16.93 14 .48 ーユエ1-9 - 1の．9日 

19.36 19.46 613 145.02 1日．07 13.ii 13.18 9,06 

20.26 20 .14 591 156 ．日5 19.07 1.1．日3 13.07 7.54 

21'06 20 72 573 167 .54 19.97 1の，69 12 ，日9 6 ,38 

21．フ4 21 20 55日 176 ．日6 20.75 9.32 12.63 5.27 

22.34 21,62 546 185.13 21.43 日．2フ 12 .34 4 .'17 

TA日LE 6 

SITE 】II 

AGE 

ュ
2
3
4
5
6
7
B
9

の
ュ
2
3
4
5
 

‘→ 

・よ 

・よ 

・
よ
・
上
 
1
 

出典 

猪瀬 光雄(1991). JI CA サバ州造林技術開発訓練計画 森林管理分野短期専 

門家報告書．国際協力事業団． 
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データ採取地の立地環境

固定試験地デ「夕及び暫定試験地データ 計 2 5 0 プロットより作成

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など
TABLE 4

SITE I
MEA トl HA

AGE D H N 〉 G 〉亡a ュ vma 工 P〉
ュ 5.26 5.q3 11 のの も .? 日 2.39 d1.今B

2 9.8 7 11a.65 1の@の きB ‐73 7- も6 31.76 19.37 61. 宇?
3 13.21 14 .1 の 879 76. ⑦B ュ2 ‘の3 37. き5 25.36 49. の9

曇
ュも‐の7 ュ6 ‐76 736 贈 ‐55 ュ4 ‐?4

ー
ね ‐47 26.8? 29 ・26

6
18.7 の IB.?5 641 158. 今1 17.64 31.36 27 .78 22.57

7
21.14 2の .78 574 169 .6 の 2の .i7 3の .も今 2B.27 18.1 の

8
23.4 ュ 22.33 524 1q9.16 22.55 29.56 2日 .45 14 .84

9
25.49 23 65 485 227 .@? 24 .76 27 . 3 28.3 12.3121

1の
27 .4 の 24 .76 454 253. ⑦4 26.8 の 25.95 28.12 1の .25

ユユ
2? 14 25.71 429 277 .i5 28.67 24.11 27 .フ1 8,7 の

12
3の .7 の 26.S1 41 の 298 .じ3 3の .さも 21. アヨ 27 .18 7 2今

13
32. り? 27.1? 393 S18.5 の き1.87 1今 .56 26,54 6,14

・4
33.34 27. フB 38 の 336. ミ3 33.23 17.65 25.S6 5.25

ヱ5
34 .42 28 26 3も9 33 ュ.52 34.41 ュ5.37 25.11 4 .57
35.38 28.68 36 の 365. ヱ6 35 。46 15.64 24.34 3. フ3

TABLE 5

SITE I I
HEA トl HA

AGE D H N 〉 G 〉仁aユ 〉ma1 Pv
ヱ 4 .の3 4 .の7 1ュの2‐ 3.22 1.4 の 3.22
2 7 .26 7 .71 1の1の 16.27 4 .18 13. の5 8.i4 8Q‐.1 〒

3 ?, 今5 1の .74 ?4 の 37 .25 7.32 21a.98 ュ2.42 56,31

4 12.37 15.28 88 の も3.81 1の .59 ≧もし! も‐ 15.95 41.62

5 14 .もの 15.43 77 の B7.25 12.? の 23.44 ユフ.45 26.86

6 16. も5 17 .25 6?3 11 の .リム 15. の? 23 ‐71 18.49 21,37

7 18.53 18,81 635 134 .27 17. ュ4 23. さtD I9. ュ8 1r7.35
8 2の ,24 2の .12 5?2 156.53 19. ⑦4 22.27 10.57 14 .22
? 21.78 2 ユ.23 557 ュ77 38 2の 79 221.BS ‐ 1三し 7ユ 11.75
1の 23.18 22 1日 53 の 190 .B6 22 .3 亨 19 .q8 19 .6? ? .? ⑦
11 24 .42 22.?? 5のB 214 .54 23.B3 17 .67 19 .5 の B 2(
12 25.52 23 .67 4? の 23 の .4 も 25 ‐ュ2 15.92 10.2 の 凸 .171
ュ3 26 ,5 の 24 .25 476 244 .85 26.27 1‐1.4 の 18 ,B3 5 .88
14 27 .35 24 .73 464 257 .41 27 .28 12 .50 18.39 4 .BB
ュ5 28 の9 25.15 454 268.5 も 28,i6 11.15 17.? の 4 ‐15

TABLE も

SITE I I I
MEAN HA

A13E D H N V G V〔aI VmaI PV

1 2,65 2 .71 11 の⑦ 1. の1 の .6‐D 1, の1
2 4 .68 4 .77 1の5の 4 .73 1.Bta き .72 2.37 78.66
3 6.?6 フ‘37 1の1の 14 .41 3.B4 9,67 4 .B の 67.14
4 9.1 ⑦ ?.79 ?BED Sの .13 6.57 15.72 7.53 52.17

5 11. ⑦6 11.?2 964 51,25 9.26 21,13- 1の .25 41,22

も 12.85 13 ,75 954 占8,61 1ユ.のB 17,36 11.44 25.3 の
7 14 .44 15 ,28 777 85 .47 12. フ3 ュも.B も 12 ・21 19 .72
8 15,88 16,59 719 1の1. 今4 14 .27 16.47 12 ‘74 1b .15
t7 17 ,18 17 ,7 の も75 117 .4 の 15.66 15.47 13. の4 ュ3.17
1の ュ巳 .34 18, もも も41 ュ31.BB 16.?3 14 .48 一にL I9‐‐ 1の .98
ュ1 ユワ .36 19 .46 613 145. の2 18. の7 13.14 13 .18 ? ・の6
12 2の .26 2の ,14 59 ュ 156. 日5 1?,ta7 11. 日3 13. の7 7 .54
13 21. の6 2の 72 575 167 .E14 19 .?7 1の .69 12 .自今 も . 5 8
14 21.74 21 2の 558 176 ,日6 2の .75 9 .32 12 ,63 5 .27
15 22.34 2 ュ.ム2 54 も 18E ‐.13 21.43 8.27 ュ2 ,34 11.117

出典

猪瀬 光雄 (1991).J I CA サバ州造林技術開発訓練計画 森林管理分野短期専
門家報告書 .国際協力事業団 .
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樹糠‘球合縄I瀞離芸（嘩メ料） 

舞中嚇希傘4:加1a (Sy 蓑一 4..参 rab1硼 ア，どγゴム管ドキ〕 

掛 4.ずンド 

データ採取地の立地環境 

Study area and Data collection 
This study was undertaken in 5, 7, 11, 13 and 17 years old plantations 

raised on road sides in Kurukshatra, Hissar and Sonipat Forest Division. The 
details of these plantations are given in Table 1. 

The field data was collected, using the stratified tree technique (Art & 
Marks, 1971) of harvesting of sample trees. One temporary study plot, measuring 0. 
03 ha to 0.06 ha was laid out in each plantation. The D.B.H. of all the standing 
trees within the plot was recorded. The entire diameter range was divided into 
three diameter clases and designated as A, B and C for simplicity of reference. 
Three sample trees, one from each diameter class (close to the mean ci. b. h. of 
that class) were harvested in each plantation, to obtain the above ground biomass, 
except in 11 and 17 yeats old plantations, where one mean tree was sampled, as 
there was not much variation in the diameter range. Fresh weight of all the tree 
components was taken in the field immediately after felling of sample trees. 
Representative samples of all the tree components were collected. 
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データ採取地の立地環境

Study area andD a ta c o l le c t lo n

T h l s s t u d y w as undertaken ln 5, 7, 11, 13 and 17 years o ld P 1 a n ta t lo n s

r a i s e d o n r o a d s ldes in Kurukshatra, Hissar and sonlpatFores t D I V I S 1 o n . T h e

d e ta i ls o f th e s e P 1a n ta t io n s a re glven ln Table l.

The fleld data was collected, uslng the strat1f1ed tree technique(Art &

Marks, 1971) of harvestlng of sample trees,one temporary study plot,measurlng o.

03 ha to o,06 ha was lald out ln each plantatlon, The D,B,H, of allt h e s ta n d 1n g

tr e e s w l th in t h e p lo t was recorded, The entire dlameterr ange was dlvlded ln to

th r e e d la m e te r c lases and designated as A, B and C for simP1ic ・ty of reference.

Three sample trees, one from each dlameter class(close toth e m e a n d , b , h , o f

th a t c la s s ) w e r e harvested in each P1antatlon,to obtain the above ground blomass,

except in ll and 17 yeats old P1antatlons, where one mean treewas s a m p l e d , a s

th e r e w a s n o t m u c h va r ia t io n in th e d lameter range,F r e s h w e ig h t o f a l l th e tr e e

c o m p o n e n t s w a s ta k e n i n th e f le ld im m e d ia t e l y a fter fel l ing of sample trees.

Representative samples of all the tree components were collected.
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成長・収穫に関する表，図，式など 

Table I 

Deiaiム げ pルnlae'lons 
昂ecies-Acacta n/lotた4 

Age (Years) 5 1 11 13 17 

Area of sample 0 06 0.05 0.05 0 0S 0 03 

叫ot (ha) 

No. of trees on the 
sample plot 

Class A 38 10 10 

Class B 31 16 23 16 24 

Class C 20 11 1I 

Total 89 37 23 37 24 

No of tree/ha 

Class A 633 200 200 

Class B 517 320 460 320 800 

Class C 333 220 220 - 

Total 1483 740 460 740 800 

Mean diameter of 76 
the crop (cm) 

13A 16.9 14.4 26.04 

Class A 43 85 9.4 
(3-6) (6-10) (7-1】） 

Class B 8.4 13.4 169 14.4 2604 

(7一10) (12-16) (22-28) 

Class C 12.6 173 18 9 
(11-14) (16-20) (17-22) 

Mean height of 86 

the crop (m ) 

8.6 122 12.65 150 

Class A 73 7.9 8 65 ー 

Class B 86 8.6 12.2 1265 15、0 

Class C 10.0 9.5 13.10 一 

Note :ーFigure in brackets indicate the range of D .B.H. of each class. 

出典 

Tandon,V.N ., M.C. Pande, Lajpat Rai and U.S. Rawat (1988). Bioniass Pro-

duction and its Distribution by Acacia nilotica Plantations at Five 

Different Ages in Haryana. indian For,, 114 : 770-775. 
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Table l

De′"′/ぶザ ク′"〃!""o′2J

SP とC慶ぶ-- イcdqd ′7′ね“CO

Agc(Years) 5 7 11 13 17

Arca ofsarl[lpーe o06 0.05 0.05 005 003
plot(ha)

No.ol t「ecs on the

samplc plot

C1ass A 38 10 一 10 一

C1ass B 3ー 16 23 16 24
Cーass C 20 11 一 11 一

Tota1 89 37 23 37 24

No oftree/ha

C1ass A 633 200 一 200 一

C1ass B 517 320 460 ・ 320 800

C1ass C 333 220 一 220 4

Total 1483 740 460 740800

ハ4ean dlameter of 7 6 13.4 16.9 14.4 26.04

the cfop(cm)
C1ass A 4 3 8 5 一‐ 9.4 --

(3-6) (6-lo) (7-11)
8.4 13.4 169 14.4 2604
(7-lo) (11一 15) (14一20) (12一 16) (22一 28)
12.6 173 一‐ 18 9 --

(11-ー4) (16一 20) (17一 22)

C1ass B 8.4 13.4 169 14.4 2604
(7-lo) (11一 15) (14一20) (12一 16) (22-

C1ass C 12.6 173 一 18 9 一

Mean he増ht of8 6 8・6 122 12.65 150

the crop(m)

C1ass A 7 3 7.9 一 8 65 一

C1ass B 8 6 8.6 12.2 12 65 15.O

C1ass C IO.0 9.5 13.ーO

Note : FIgure ・n brackets ーndlcate the range of D.B.H.oreach class.

出典

Tandpn ′V.N,, M,C. Pande,Lajpat Rai and H.S,Rawat(1988).Biomass pro ‐

duction and its Distribution by Acacia niloticaP 1antatio ns a t F ive

D if ferent Ages in Haryana, lndian Fo 114 : 770 一775,
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撒機’’嫌』；醐泳鶴鵬（マメ料》 

ー 桝呼 all叫I執 （令ym A #r毒射ひ席 ア粉ビアゴム警”’ 

1舞 i ザ z ド 

データ採取地の立地環境 

Looality: 

Data 8ouroe: 

融ze of plots' 

southern and northern Doab of Uttar Pradesh and Udaipur in 

Rajast ham 

permb.1ent sample plots 

not in'3icat .id 

Number of plOtBt l1 

Measur・merit 5 cm diaxs・ter over bark. Tree model has been develop・d to 

speoifioationi simulate growth and yl・ld baaed on 26 observations on the 

tiainple plot . 

成長・収穫に関する表，図，式など 

Yield table 

濡i濡＼t濡＼e(yearm) \ 

1 エ1 エIエ 

N0 . of 

B t GInSかa 
MAI 

(m3/ha ) 
N
t
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e
 

0
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(inソlia1 
N
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・
m
 

0
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f
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B
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7
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《
9
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~
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〔
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Site class is based on dominant hoiI'ht which corresponds to the height of a tree of 
dominant 心axneter, where dominant diamoter in mean diameter of l25 thickout true加． 

5己．‘二 Sinjてle tree volume OC3UAt10TIB 

PiDIA (1) 

Regression equationu were baoud on more than 400 tree meab'rements. 

^ ^＾一 ^ ‘、 

V ・ 0.00208 + 0.411526 D' H Crc - C.9685 ) 

wheroi V ・ volume of single tree over bark in in3 
measured up to 

50 cm diameter over bark 
D ・ diameter at breast h日Ight in cm 
H n total height in in. 

出典 

(1) S}・rna, R.P. and Jam 0・n・mユ“・nd・ュ叱volu,e table for Babul（肥旦g生 

1977 r辻1 ot士cia). ェnd.ian Forest Reool噴（ルS・J 

(2) 8 lngh, S.F. Growth stud.tes of '2,g級niulott Ca・ ェindian Forester 

1982 Vol. 108, No. 4． ーー‘ 

ダ イ ジ ェ ス ト デ ー タ ： Pandrey , 9 Growth arid yield of plantation species in 

the t「ロPi CS . FAD l983 所 収 
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綴樽 }.燕糊無HB薯紬 (マメ粉 )
毎郡揺 れi′6“嬢 { 鮒 n, 煮,# 職薪鯛 アラビアゴム受容率;

繊 )インド

データ採取地の立地環境

Looal 土ty; Boutharn and northern Doab of‐Uttar pradoBh and Udaipur in

RaJaBti 鴎 n

Data 8ourool ponmbh もnt Bample plotB

SL12o or p.otat not iわ010 こ+“d

Number of‐plotBI II

M668uromant 5 0回 d1 田口etor oVer bark, Troo mo ゴO1 hBa b o o n d O V O 1O P o d t o

lIP o o 1 f土o a t 1 on i a ilnu1ato growth emd y1o1d baj日od on 26 obBoi‐V凸t1onl1 o n t hも

Damplo plot,

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Y1cldtable

J1te

AB＼e＼＼＼ claos

(yea 陶 )-

I エヱ 111

No.of

Btem8/ha
i帆 1
(mュ/hn)

No.ol ‐

Ute--,6/hB 一際可
No.of

stem6/ha

態 I
(myha)

5
lo
'5
20
25

1 196
691
514
417
j54

7.33
リ.56
9.36
8.87
8.47

1 473
d72
660
541
462

4.17

5.96
うり〇
5.5じ
ラ.24

1 487
1 059
655
726
6シー

1.&:

2.9 つ

j.05
2夕〇
2.71

5ite oIQB8 iB baged 。n domln 凸nt height "hlch c。rroBp 。nd8 tO tho he ュght Of a tree Of‐

domin 粗 t d i帥 8ter, where dom 間 t dlamoter ia m細 diam6ter or125 thickoBt tme か &

5,3. ‘~ SIW にle tパラ6 volulno a小山ntlon8

1節IA(1)

ROgreBBi 。n equat ユ。nQ Were t}aoed on more than 40く)tree meab 、u-emantB ・

v . o,oo2o8 十 o,4,ーラ26 D2 日 (r2 .c,9685)

Where; v ー volume 。 r B1ng.e trf36 0ver bQrkin m3 mαaBured up to

50 cm dlameter over bark

D n diameter at breaath e ight in cln

H " tota1 he ユヌht 土il m.

出典

(ー)sm 慨 , R,p, α副I JO1o omom et団 山 国 v olume tablo for Babul(Acacia

l977 nilotloa),lndi 団 Fo舵 et Reoom(H,S.)

(2) sLP6h, S,P, 0博 雅 h atumog of^oaoia n ilotlca,ln 鑓 肌 Fo 船 Btor
l982 vol.108,=o.4. ーーーーーーー

ーー-------

ダ イ ン ェ ス ト デ ー タ : Pandrey , O G r o w t h an d y l e l d o fplantatlon specles ln

the trop1cs ,FAO I983 所 収
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樹構◇LE卿M 脚駄‘（マメ料・ 

メ＃#紘＃ 1ipfれ斌 （sya, 4.# aLit ？ラばア才ム蟻ドキ) 
譲 I スーダン 

成長・収穫に関する表，図，式など 

辺1坐（3) 

flegreaBion equation 

v - 0.07785184 + 0.00003866 D2 H (r2 - 0.9968) 

Symbols have the same meaning as above. This equation has been derived from the 

volume table data, based on measurement of 1 'tiJ trees in eight clifterent Locailties・ 

Percentages of the branch wood and stem wood of an average tree have also been worked out 

and are as fnllowa: 

Stem wood (measured up to 糾 cm dユametor o.b.) 

Brunch wood 

Total volume of the wood in a single tree 

鳴
‘
％
・
鳴
・
 

出典 

(3) w・h・・d iChan,M .A. Single tm .growth etatiitioo for A , nnot士oa・ 

1%5 U.瓦sp・ciii Fund Fox、・try R・・earch and Eduoation PlでJeot Pamphlet 

No. 6. Sudan. 

ダ イ ノ ェ ス ト デ ー タ ： Pandrey , II Growth and 'ield of plantation species in 

the tropics , flU 1883 所 
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樹種 o鎌章磯川関紙【マメ料; ・.

, .,,.;
.
,,
・
,

. ・ ・ . ・ .. ・
貞蘇捻#≠# #i〆pH 鱈 ( S¥a‘ ル 劇糊彦fe衰 ,アラビア坤為・篭 鉢キ 1

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

SUUAN(})

RegraaB1onequa t i o n

V . 0 .07785184 十 o.oooo3866 D2 日 (r2 ‐ 0.9968)

sy 団bo18 have th e 13日urna mea」1n工ng aB above, Th ーB equat ュon hQB been dar ュved from the

y。ュume table data, baBed 。n meaaurement or 1 260 treeB 1n eight dlrrerent local 士tie β ,

Parc6ntaga8 Or the branch WOOd a刀d l1tem WoOd or an aVerage tree haVe aIBobean Morkad oUt

a」nd are aB f‐nlloNa:

stem wood (mea βured up to 24 cm dュ○」motor o.b.)- 61. リ %

Bmnoh wood ‐ 38.1%

Tot 叫 Vo1uuno of the wood 1n a B1ng1o tree ー 100 %

出典

(3) “dI・・d Kh4 れ , X. ▲, Si曙 lo t特 o glowth etat お tioB forA9aoia nilotioa.
1965 ーーーーー

U・耳.SPool ▲1Fu ねd For. ・trγ ROII国“池 h ound Edb10△t1on Pro お ot Paーpph1ot

日o,6,S u 心‐n,

ダ イ ノ ェ ス ト ヂ ー タ ; Pendrey , D Grow t h an d y 'e l d o f l11Bntatlon spec1es jn

t h e t r o p l cs ,FA0 i983 所 収
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纏,LEGfM1 NO$A.E（・マメ科・ 

,, '’違寿癖夢,1 寿ゆ妻,＃βIf （鼻y昨， ‘＋幕春ff加a1 議 iH:J シ坤アカシア〉 
嵐 ニ勢掏絡じ(ンド寒秘74 ケ＃ブ、プ・多ジル、 インドコ 

データ採取地の立地環境 

rDcnr 弘 (6) 

Local土ty1 

Altitud.i 

Rainfall1 

Soilt 

Data aourves 

Buznb.r of plota, 

Ba.ndung Uttat ，ぬlang Uttar , Brantaa Trinuroti 

1 叩Oto 2（×加a 

700to 3 000 ロIl, 

w・1lHlmin・d volo・n土0 S0土1 0f hi8h fax・tility 

"aPomry “」・Pl・plot・ 

147 

成長・収穫に関する表，図，式など 

Pr'ovioiorial nornal yield table 

(total volume in m3 ob/ha) 

Ag． 土n 

y●are 

Site olaea I 

’ 、 

Site olaeo II Site olaao III Site claae IV 

No. of 

ateraeカla 
MAI 

い加） 
No. of 
at one/ha 

MAエ 
（いノha) 

N0 . 0f 

atom。ノha 
MAI 

(m3/ha) 
No. of 
at oneノノha 

MAI 
(m3/a ) 

2
3
4
5
6
7
8
9
~
1
2
 

1
1
1
 

に
ノ
に
ノ
0

に
ノ
5
C
ノ
に
ノ
0
0

~

~

 

8
5
4
3
2
2

‘
ー
●
ー
・
ー
・
‘
1
 

0
4
0
1

に
ノ
1
8
6
4,
4
4, '

 

15.2 
23.7 
30.5 
33.0 
33.6 
33.1 
31.8 
30叫 
28. 8 
27之 
25. 7 

《
、
ノ
に
ノ
8
8
2
7
4
2
1

~
9
 

に
ノ
0
0
0

~
C
ノ
0
0
0

。
C
ノ 

9
6
4
3
3
2
2
2
2
2
1
 

0
0
7
8
2
6
2
2
2
l
o
 

9
1
7
2
3
2
7
2
9
2
9
2
9
2
8
2
7
2
6
2
5
 

5
0
0
0
0
0

~
~
~
~
5
 

1977

刃
4
6
3
9
3
4
3
1
2
8
2
7
加
2
5
 

シ0 

12.7 
18.2 
22. 6 

25に 
26.2 

加．5 
26酒 

25価 
25迫 
24 . 2 

1 400 

920 

650 

555 
475 
420 
380 
360 
340 
330 

325 

2
/
O
l
5
q
/
1
2
2
3
2
2
 

0
3
4
『
‘
1
1
3
9

~
9
8
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R  'The crop ie heavily thinned from the third year onward and MA,I includes 
thinning yield. 

Bark yield at 8 yearn of age 

(7.5 yeこro in case of Brazil) 

D孟裾些rise 一 エn&ia(3) Bmdl (I) Kana (2) I ndon e a i a (2) 

No. or tree per ha 620 1 666 1500 275 

Dr ' bark in kgカ】A 14 330.0 15 525.0 7 500-12 500 7 337ヴ 

VConvcrted to dry bark from green bark uaing 42.5 percent weight lose 
in dryxl・Ba. Brazil yiold a・・me to b・ on higher aide・ 

Ave ra8.p 。ェoent".ofgr .en bark in the di“・t・rml8・6 切21・5on 土。 13・65 per-

oeflt (1). 
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機種 )↓田激増OS紙 (・マメ桝 ,

. 富ゞ 奮闘欝夢罰ふもぎy』禦ぎ,琴欝誓書躍 "カメ;・ : ・

データ採取地の立地環境

mlh棚圏聞 u(6}

LOOAI1ty- B・」ndun6 Uttal 、 , 山.laJn8 Utt ▲r・,Br1 ・nt ・・ 11‐rl昭uroti

^ltltud ・1 1 0ooto2 000 m

RA.nf ▲111 7〇〇tO3 0一〇〇ロ11ね

Boll ・ M・11‐‐dh ・1nod volo ・11ュo ・o11 of h1gh fort111ty

D▲t4 .ourool toJop0h ・【γーA閏p1 ・ pュoto

日山一db・r ofplotol 147

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

P,~)vdLoional nonmal 1deld table

(tota1volume in - ob/hd)

A6o in

yoal ‐8

S1to olaas l S1to ola88 11 site olaao lll Site clal18 エV

No.ol ‐

atoma ん
MAI
{-/-)

No.ol ‐

atom 旭
MAI
(一/ha)

No.of

atoma/ha
MAI
(一/-)

No.ol ‐

stem6/ 旭
MAI

(が/わり

2
3
4

!
7
8
9
lo

11
12

805
545
400
)15
ク55

発≧
160
140
140
140

15・2
23.7
)0.5
33・〇
33.6
ュ3.1
31.8

≧8:&
27.2

25・7

955
650
480
380
320
275
240
220
210
200
195

9.0

17・0

23.7
27.8
29.2
29.6
29.2
28.2

27.2
26.'
25・0

1 195
770
570
460
390
)40
ュ1〇
280

報
255

5.0

12.7

18.2
22.6

25.2
26.2

26.5
26.6
25.6
25.0
24.2

1 400
920
650
555
475
420

駕
MO
33〇
325

2.0

6・ュ

11.4

15.7
19.l

21.I

22・3
22.9
23.0
22.9
22.8

R加増」“(コI Tho oroP 1o ho△VI1y thLi11lod 1‐roln tho th.rd yoar on 順良 d and MA 工 ino11ldoa

thiruling 渡 old.
ー

族 lrk 】dold ot 8 ヱ oars of agtじ

(7,5 yに ro ln oae 。 of B拙 gil)

。幽団評堅皿ミー」o・ ln“△(“ B舗ぬ1(1) Kql11(2) 1口donoeio(2)

冨o.of t拘 o 〆 r 加

D け b・lk i口 を

6豹

14 330.0

1 666

15 525.O

1 5仰

7 5恥 12 5節

275

7 317.5

V の m りrt。d t。 勾 襲 ごk from grや。n bark uelng42,5 p oroant Meight lo。。

1n d y11088. Bragi1 yio1d Boom β to bo on hュghor β1do.

AVoh68 や PorodLnt ・6r‐ of BT・411nb▲1一くね1tbo di鼻血ot ●r r-un「g,600 21・5 0m 16 13・65 por 一

0馴 t(1),
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Site index and diameter growth 

Count rime 
Detaile Kenya Brazil 

(a) Re伽reno e 

(b) Looality 

(o) Altitude 

(d) Rainfall 

(o) Data eOurcm 

(f) No. of plote 

(g) Size of plote 

(h) sit・index equation 

wh.1、, 
A 一 日tand ag. 
Hm・ mean heiゆt of 

200 mtcme/hA 
Ho ・ dominant h"ght 

い）Di am・ter growth 
equation 

wh.rも‘ 
D . mean dbh in cm 
N ~No . of etemaかa 
A - atand 叱・ 

(5) 
weetern plateau 

2000 - 2800 m 

1050 - 1320 mm 

periiianent ma.mple ploto 

20 

500 m' 

「． 41 
log SI 一log Rn +1 .2325 x I÷－ふI 

しh Iv」 

SI . mite index 

D'- 477.6728 (log A ) + 3加.1794 x 

x log N + 5.584i1 (si) + 0.4249 (si)' - 

- 300.0517 (log A x log N/100) + 

+ 6.6020 (log A x si) - 
、， 

- 14・2133 log 詣るSI - 369・1141 

(4) 

肌0 Grande do Sul 

0 - 100 

1 500 mm 

temporary aainpio plot 

150 

400 rn 

Aー 
'2 

Ho - 
b +b .A + b,A' 
0 1 ' 

b^ ・ 0. 093 10 

b' - 0.16690 
I 

b,,・0.03勿7 
' ‘、 

(r' - 0.91 

郎mark 

I 

mameter growth equation can be applic( 
to A. mearneji outoide Kenya also 

」 

Diameter/total woo叱green bark relation for・in,gl・tre・ln Bradl (1) 

Diameter olaim in on やtal wood v叫Um3 
u・0・P.rtree エn 皿 

Green bark in kg/tree 

&0 - 9巧 
10.0 - 13づ 
14.0 - 17.5 
18.0 -21ヴ 

0. 0273 
0.0685 
0.1凶9 
0．割57 

9.03 
12.05 
18.14 
巧．86 

恥markel （瓶lculation of total wood and green bark per tree 
im ""d on. 

的 tl・．em of a 7.5 year old plantation,皿e amure a ユn eaona工皿．t.r 

olaam. 

-87ー 

呈lto index αnd dュ&。Dot o r g lr÷oMth

Cowltz100

Data ユーo
Kenya Bn もむ11

(a)Rofor もnoo

(b)Looality

(o)^ltitudo

(d)Rainfall

(6)DAta oourC0

(f)No.of plote

(g)slzo of ploto

(h)sitoindex oqu4tlon

"horoi

^ - 11ta」nd ヰgo

日1n ‐ moan hol‘≠七 or

獅 atom6

Ho - dom ュnoht hoight

(ュ)DI 馴 otor g1OMth

oqu △tion

vhorol

D ー moan dbh ln om

N ‐ Ho ・ of atoma 発 o

A - 1ltemd ●6 ・

(5)
‐foeton]platoau

2鯛 .28m m

l050 ‐ 1120 mro

pehnna」nont eamplo plota

20

5oo m2

膨ル廊柵 醸あx岳湖
SI -alto lndox

D2 ‐ 477.6728(lo8 A)+ )24.'794 メ

x loB N 十 5.5844(sl) 十 o.4249(s.)2 -

‐ 300,0517(log A x lo6 N/ーoo)+

+ 6.6O20 〈log^ x 5リ ー

-,4 沼 “ ・og 品 sl ‐ 369・7…

(4)
Rュo ohando dO 5u1

0 ‐ loo

1 500 幽

t抑 pomly B叩 lo plot

150

4oo m2

Ho ‐ A2

bo 十 b,^ 十 b 2

bo - 〇・〇9ュ,〇

b,- 0.'6690

b2 .0.oj247

(r2 .o.91

Ro叱永 D18Jnotor groMth equat.on c亀n bo apP110(

t。 △ .mearn81i outB1de K6nvA A160

Didmote tot 仏 Mood/ △mon baIt hlotion for al鯛癌 Lo t“ e in B簿 ぬ 1(')

DiA 回りtor ol. ・ロ ユn oin ‘grな。;亀な瀞 ON ‐nbA1k in k"t 拘 6

6.0 - 9.5

10.0 - 0.5

14・0 ‐ 17.5

18.0 ‐ 21.5

0.027i
0.0685
0.1299
0.2457

9.0)
12・05
18.14
る .86

Romorkoi C・loulotion of totA1 Mood And grやon bqごk Por troo lllbollod on

30 tー代 oa of a 7,5 yoor o1d P1eult4t1on,l nol婚 uー㈹ d 1n oaoh dil狐 otol ‐

o1aaa ・
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×A工 0rdri・d bark over叱、ourve 

fOR SITE CLASS U - INDIA (2) 
一
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一
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さ
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I 
1 2 3 4 5 6 7 8 

AGE IN YEARS 

The MAェ for tirber ．・．a耳to culminate between 6 to 8 y・‘r・（6) wh・1・・ KAI for 

bal女 m.Jotlユmム,jtt・ ．anll・r(3). But the rotation age follow・d in *lmo・t all th・pl・」It・一 

tione rang．・between 8 to lo year's, whiohI・ayb・du・ to the tannin coTit・nt In b&x女on 

maturity, or relative market dems.nd and once of these two produots. The )UI of wood 

ranges between 巧to 3う m-)/ha wbereae dnle<i bark yleLa ranges O.tweefl ( UU(JW lij L)'Ji) Kgノ“ 

at eight Jeaユ・． of ".,d ・I）・ndin8 u】メmsit・ and d・n・Ity of plantationL 

Bemardo N・中尊凸と： 』．Faoi。や,・。。ツ’raaoーp竺oaとcub。 de vol讐・di入ー
a ,'ou mearnrr.i・ よn’、いu、o a'"'qu ユ’" ' "iumou z'ior,s ai., uirvu.iar 

Teohn.toa No. 120. Nov. 

Sh．ェ・w,S .F. The blaok wattle, Pmerlnasitabung. University of 

1971 Nt &l Press. 

竪§1】A磐I・、ト ーーー‘Tか,t、γ。”eld table 。f A . moll"'1ロ退・ Working
-Iソソ＋~ rLUll 01 かェ‘8ユ1ユ・ よnoユa・ 

聖無eider, - P・R・！藍,1こ． Site mnd警＾包rb妙k w'attl’・ A 』 mearlleii de 
1ソQu 81工‘a・ ”mいよ rAores'ai qno・lU810・ 4Z・ 

Sohonatr,んP.O. Erf・ot of ・it.ql」・ユ土ty eziii 幻吐ti" stocking d・11』ユty 

1975 on avemg・ d.ianieter on black wattlePl・』Itation in いnJa・ Fore" 
Soienoe, Vol. 21 )o. 1. 

ェndonesian Department Qf Agi吐oultur., Fqr'eat Re'ealりh エnatitut.. 

1975 Yield table of ten indu日trial op・ci・・． 

ダ イ ソ ェ ス ト デ ー タ ： Pandrey , 0 Growth 日nd yjeld of plantation species in 

the trop ics , P30 1383 所 収 

-88一 

Xr一1 or d “」●d b▲11( ov.r ▲」且一・ our ▼●

, 2 3 4 0 0 7 6
AGE IN YEARS

Tho 純A1 for t1 国b・r ooooIa to ouーュ固ュn△to bot- ・on 6 to 8 y. ▲rl(6)vbor"- ×▲工 for

bark --q oUL1q≠"〕.to oarllor(3). But tho rot ・tl。n ag 。 rollo 鵜 d in ▲lmo ・t ▲1l tbo p l .」n t

t 1 o nB h 山」go ‐ botyoo ー・口 8 to lo yo △r一 Mhュoh m△y bo duo to tho t国田コ送n oon.t・nt 1ね b▲rlk on

tnatur.ty,or r●.凸tIV0 morl( ・t dom 凸nd Aーコd pr.oo of tho ・o tyo produot ●・ Tho xA工 of yood

“- 帥 6 b,tMoon 25to35 m)ルー“homo dzlod b,zk ylold --~ い ,b,tMoon 7 000 め ー4 000 kgハキ

at eight yoora or ●6ro,dop ●ndihg upon oito o」nd d●no1ty or p1 ・nt ▲tlon ・.

出典

(1) Bomamo R・oh ot ol. Footoro do oonvorll ・o poho o▲loulo do voIULI=・ d・ △o・ol・

I980 m“ mo 江 .
・
ln,tltuto d・ po ・quュ・“ o ぬ tudo ・ non ・t4 お ,Ciloul △r

Tooh ーuo ・ 刃o.1 客). 汀ov.

(2) Shorry, S,p, Tho blaok Mattlo,P1otozmo ・ltもbu 増 ,Univol1lty of

l971 日・t▲I P1N ・o.

(3)R キーダー van. 蝿・S・ Tcmtat.vo コdo1d t▲b1 ・ of △o▲oi ・ 回。11" ・1凹凸. 冒o king

l9" ÷64 P1・m ol‐MIIBII1. エndio ・

(4)soimoidor. P.R,. 蛇 壁 。 sito lndox for blook 幅 ttl. ・ Aoaol ・ m"nlall do
l980 冒11d. B 鴨ぬ 1 F1oroot もュ qho.10 おo.42. ーーーーーーーー-

(5)Soho 帥 W,A ・P.α 8ffoot of 61t ● q、i‐"ty o・IDA 加 ュt141"took1ng d‘nーlty

l975 on ovoー閤郡 鑓 帥 otor on bl-め k 期・ttlo ploult 凸tim ュn にoil)回 . Fonlt

soldnoo,VOI.21 Ho.1.

(6)lndonoolon p-り・rtmont of ASiloultuz1,For ‐・t Ro80oloh llutltut ・,

1975 Yiold tabl ・ of ten indヒuatrlol epooloo ・

ダ イ ジ ェ ス ト デ ー タ : Pandrey , O G r o w t h an d y l e l d o fplantatlon s p e c l e s l li

t h e t r o p l cs ,FAO I983 所 収
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樹舞；LE L)MI NQA誉（曾メ料〕 
,， 凌Tht2i4 為1＃寮伽rI春 《嶋J‘ッかネム） 

瀬 ●‘シF ' 
．’ 

North Bengal , India 

データ採取地の立地環境 

．‘ 

Nu rs ery 

The seeds obtained from the Phitlipines averaged 50 numbers per gremme in weight 

sod the germination started within 4 to 5 days, being complete 賃ithin lb to 30 days, th・ 

ae一uiJ period varying somewhat with the time of sowing Experimexits indicate that sowing 

in April appears to he the b・at. About 2b per cent germination was obtained both m とh・ 

ca,e of dire ,しsowing in beds as well as sowings in polypots. No pre・treatment 拓「brea king 

りhs dorn・aucy of the aeeds wa・，ho gayer, carried out in th・ North Beng・I ・Xperiment・ 

リiiugh 70 to ' 5 per cent germination has been reported from Hawaii with the aid of 

ue , haoieaL 、】arif1cation or treatment with suゆhuric acid. The seedlings obtained were 

つutplanted at an age varying from [0 to [2 months. 

Site factors 

In Has・it, Albizia falcatoria h・日 been 釦und most suit・bI・ 拓r ereas where the 

mmkIIvaries between 2000 mm -5000 mm (80'-200") and where the altitude is less than 
片OJ rn (2j00 ft) The most suitable soils have been 拓und to be deep, moist but free-

'」rみiniag, including 丘ea draining, clays Dり，sterile and sandy or compacted soila have 

トsen found u口swtable for the apeoies. Against theae requ・「ements, the site factors of th・ 

・xperirnentai plantations of dlbszsafalcutareu raised in the Buxa Forest Division are given 

mTable 2, 

Table 2 

A 1biiiaルicataria : Site factors 可e.xperimental plantations 

、一，「・of 
P.aロtatioii 

Location 
Annual 
rainfall 
(mm ) 

Alt itude 
(ml 

Soil type 

I974 Silvicultural Garden, South 
Rajabhatkhawa Block, 
Buxa Forest Division 

3800 120 Sandy loam 

i 975 Poro Block, Buxa Forest 

D 'vision. 

3800 95 Clayey loam 

l976 South Rajabhatkhawa B 'ock. 
Buxa Forest Division 

3800 120 Sandy loam 

-89ー 

囲

North Bengal, l nd i a

データ採取地の立地環境

,.
・ ′ .・・. ;,. ・ ., .・

;.:.,

^tlrs el‐y

Th9 seeds obtMQed from the phtlーーpineB a▽eraged 60 t1umben pergrammo 1o w “ g11七

4口d tbe germinatIoq Btarted wーthiーー4 to 6 days,beI 口に com eto 賃ItbID 16 to 30days, tho

▲C‐ー" ーpor1od ▽aryIGg sommWhat WICII もbe もーme of8oW1ng B ×per11 鴎 ents md1e ▲te tbat 8owmg

m △ pr・ーappears to be tho best. Abou も2h per cent germIDB 七Ion W・B ob 七aInod both 1o tb・

ca →e of dlre 〉t sowlng lo bedB ・s well aa sowlngs lo polypots, N
‐
o pre ‐treatment for breakm ‘

~h う dorm 鉱ocy of tl16 deeds wao,ho"o マ6r,carr 【6d oq む ーQ theNorth BeI1g ・l oxper,meota

“ ougb 7Q t。 ;6 par ceQ 七germmat ーon 11aq been reported from R 島watt “ーth the a.d of

m"haotcat qJ 優rIGcatiozI Or treatmeot wーtb 8ulpburIG aoーd. Tho seedl 】ngB0btaIoed we 【6

つー"plaQted ab an ago ▽My.ng from ーo to 12 month 日,

site factors

ln 豆 &wai1, 4Zblz 海 f扇 co‘orio baa bean found moqt ・uit・blc forRre ・s whero the

r凡【oral1 ▽8rIeR beもwean 2000 mm 600o oooQ(80"--200 〃)aDd where tbe& ーhtudo ー6 16‐8 tb・Q

′m m (2Joo ft} The mos 七 Buttab{G Bo1ls ha▽6 baeo Found to bsdeep,mo1otbutfree ‐

′ir・IQ-Qg,-ncludlog free draming,ol ・ya Dry,Bter1le and Bandy orcompactod aoーls have

ト98n eotlod u口suー解 bー6 for theap80160. Against these requ}roments,the B1te factorB ofth ・

5xparimental plantatlona 。fA ‘6・z1αん‘cq如 rl"ra ・sedmtbe Boxa Forc6t DI ▽-slon ・re given

-n Table 2,

Table 2

4‘b帖 α′αZcq‘αrio:S"ofoc か sqfe 岬 eバ men ‘oZP おれ‘"‘・o“a

-r,。f
l 」

AnnuaILAー富 deL
aa 。tat,。n Loo ・tlon ra・Dfall (m, Soll type
- ーmm)

1974

}976

ー976

SIー▽-culturaI GardeD, South

RaJabbatkbarwa B1ock,
Buxa ぎ oreaC DIV18 ・on

Poro B1ock,Bux ・ Forosc

l)ー▽1810n.

South R ・Jabhatkbawa B・ock.

Bu ズa 耳 ore8t DI ▽181on

3800 120 S・11dy loam

3800 95 C』yey fo風IB

3800 120sandy b・m

. -r
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成長・収穫に関する表，図，式など 

Table 3 

dtbi乙Ca filcat'iriiz・Grou・l'd tta 可ezp4rl?nental Plantatio,z' 

Year of 
Age at the 
tHlle of M.AI MAE MAJ 晋謡 

LocaliOfl creation measure - 
men t(Yrs ) 

percentage 。器b 1に器fI（器農二）麟a 
Silvicultui'" 1974 5b0 7 6 /a 4.28 5 73 0、0r8 16.72 

Garden, South 
Rajabhatkhawa 
引ock Buxa 
Forest Division. 

Poro BIock, Buxa 1975 3.75 50.0% 3.06 344 0030 3750 

Forest Division. 

South Rajabhat- 
khawa Block, 

1976 3.50 347% 3.84 326 0032 2776 

Buxa Forest 
Division. 

Table 4 

AlbiziαかIcataria . Figure8 for M .Al.per ha on an 088U" ed 5% relent加n 

at the end可5 yeare(I nitml Plant伽9at 2・n×2・ll) 

しっcation 
Year of 
oreation 

Age a' the time 
of meai ure meet 

'years) 

M .Al v司0ae 
(m3/tree) 

M .AI volume 

per ha 
(rn3) 

&Ivicultura) Garden, 
South Rsiabhatkhawa 
」×OCk,じuxa s'orest 
Division. 

1974 500 .08う Ia0.00 

Poto B 'ock, Buxa 
F ,rest Division. 

1975 3.75 0 030 3750 

South Rajabhatkhawa 
nlooi , Ijux‘墨’orost 
Div ision 

1976 3 50 0 032 4000 

TabIc5 

Growth data 可Albiz・a falcolaria grown in other Cuvntr・ぐ8atonglm抗80m5 

other tropicalf‘β‘growing 8pec1e8 tried in North Bengal 

Name of species Location 
Early height 
growth per 
year (m ) 

Eirly diameter 
growth per 
year (cms) 

MAI 
vo urn日 
per ha 
(m3) 

Albizia faloitaria British Sol"mcn 3.0 一3.7 45155 7 - 14 
ムlsnd and Sabah 

』1bzzia procera North B“ロgal. 1 52 

Anthocepha lu. North Beng司, Cooch 18 -30 1 - 1.40 9.8 -11 2 
Ch'nenI、． Bihar ForeRt Division 

Gmelina arborea Nort.h B・”gal, Buxa 1.94 L94 
F )rest Dtvision. 

Lager8troerni" North Bergal,Buxa 1 22 1 21 
'pecsosa Fore9t DIvislor,. 

出典 

Palit . S . (1980 ). Trials of 4lbizia falcateria (L ) Fosberg and Leiicaeaa 

leuc~cephala (Lam .) De Ylit in North Bengal. Indian For. , 106 : 456 -

465 . 
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

Table 3

4 偽鉢絹 ′郷 国・riα・りro賜 も di に ザ βzplriment αとのおれ‘似われ′

ge ・t t e

-moof sl1r ▽1▽81

measure ‐ Percol1tage

M A.1.

▽ol口me

M.A I

belqllt

(m)

M A I
ham やt←}

(cm

Year of

oreation

▼olunQe

per l1a
　　　　

Location
m3/tree)

men も Yr β )

811▽・oultural ・974 5 仰 76% 4.28 573 O・Oじ8 16・72

Gardon,South

RajAbhatkhawa
B量ork Bux&

Forest D1v161on.

Poro Bーoek」 Buxa1975 3・76 5O.〇% 3.〇6 3" OO3O 375O

Forest Divia1on.

souoh Rajabhat ‐ 1976 3.6O347% 3.84 326 OO32 2776

kbaw △ Bーock,

Bux ・ Foroat

DiviBion.

Table 4

4Z6‘zfo ′"‘6α‘Qr柵 .F ‘Pur “ /orM.4 !.Per 力oo 鯵 G7回 卵錫贋 dj%re ‘e"‘fo枠

α" んee “d jye αrβ (′"畝 Q‘ P加川ぞ"好餌 2mxzm}

娩at.on
臨
も,g1
隠
滅 ;
判
臨ん;デー… 1M・A1vo1umeper ba

‘years) 』 (ms)

SII▽10ローturaI Garden,1974 500 .08~ 1▲0.0O

SouthRajabhatkhawa
B1ock,BuxarForest

DI ▽is1on ・

POIo B-ock, BIIxa l975 3,76 0030 37 50

Fureob D-vislon,

South Rajabh ・tkb・wa l976 350 0032 400O

Bーook,Bux6 Fo 鵜 at

D1vislon

Table 5

Grow 楠 dof αヅ 4Zb‘210 ′oZco‘or‘"9 ′ow れ‘"o ′虚 rC 卿 れ‘「1“ 0′o“9 伽‘ん馳 me

o坊じ′【γopic‘" 添‘β‘growm 口βpec‘“ ‘γ'" ‘"Nor ′みβe“goZ

M A
▽O Ume

per ba
{m3)

Ea「iy bolgbt
Loc ・tlol1growth par

記 .rly dーameter

growtb per

year(cms)

Name of Bpec180

year(m)

4 肋‘2fo お′α2‘or‘o Bntloh soー(m ぐD 3.○ 一 義 7 45 ‐ 55 7 一 ー4

1・畳and aDdSabah

ふめ -がα Pro α rα North B.・ogal. 152 一

d れ仇 oc6P んoiu ′ North Bo11gA1,Cooch 18 -3 0 1 一 1.40 9.8 ー1ー2

Gゐ‘ず肥れ" α B1barForeRt Dー▽旧ーoo

QmdZi “o orborfd No 噛む B.hgaL BUXa l.94 ー.9ふ

ぎ ,ro ・t D, ▽181on.

LQ9e “‘roem{ ‘ Nortb Bb いgal,Buxa 1 22 1 21

opecload ForeRt D. ▽i61α 1‐

出典

Palit, S.(1980), Trials of 月/クノz′β な /“ " ′/β (L )Fosberg and ‘e"cae 〃β

/e"coce β力β/β (Lam, 〉 De Wit in North Bengal.lndian For.,106 : 456 一

46 5.
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など
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Suharlan, A , Sumerna, K, and Sudiono, Y. ,(19 ?5 ). Yield 一 table of ten 

industrial wood specoes Lembaga Penelitian Hutan. 
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Ĥ▼
0
′▲〇
1
-̂
?‐

00

ー
K
)

・
l

a

、
Q

h
U

u

m

R
U

e
丁
し

　
　na

se

.

0

"x
n

Ce

　

　
　

a

S

nr

f
d

e

o

m

o

u

W

(
＼
v　
　

A
n

r

'

"

n

u

　

　
　

　
　

　

r

.
l

　
　　　

典

S

出

-92-



謝樽；ぼ■議胤OVE（マメ科’ ・‘ 

,'f争Iz瓶なft?aaf 14 く着ルy裏ネ~’・ 

撫 ‘イ●ド事シア 
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(total vol. in m3/ha ob) 

成長・収穫に関する表，図，式など 

Ag0 

(years) 

Site class I Sュte class II Site class .111 Site class IV 

No. of 
stems/ha 為

 

No. of 
stewsかa 

MAエ 
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出典 

(5） エndcn・・切ょiD町〕‘1・t皿・nt of Agx・icultux・Forest R・．・・rob エnet itut．・ 

19乃 Yield tabl・s for t・n industェia1 ep・iies・ 

ダ イ ノ ェ ス ト デ ー タ ： Pandrey , 8 Growth and yield of plantation species in 

the tropics ' FA0 1983 所 収 
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三
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二 ,,,,,,,　 　　　　　　　 　

データ採取地の立地環境 ,モ

Looa ユityi Kodill,JI 開 il細講 , 鴇 -ユ叫 ザ ,oto.

A1titude; 50 ・ 600 皿

Data Dourool ton叩ゆ計・17 回国国P1o P1ot ・

耳u鴎ibor of P1ota1 49

K幽 瞭 m弧t
gPeo 土f土cat1oni not ind ュc▲tod

publ ュBhad 2 六パリLB ュonal no▲-n・a1 Qeld table

(total vol..n mj た a 。b)

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Age

(year8)

Site c.&88 ・ sユteclass エエ site c1888 エエエ

No.of ‐

StemB 鱗

MAI

(ゞ /hや)
No.of

stems/ha

期
(m3/ー)

No.of ‐

Btems/ha

蹴工

( /態)
No.ol ‐

stems/ha

岨
3/ー)

^
フ
-、、
ノ▲
q
く
ノ′
0
「十
十̂
K
)
○
ノ̂
U

1
^
ど

11
▲1ー′
、1

775
465
280
180
135
120
1lo
100
100
1の

95

28.5
)8.0

49.2
56.2
59.2

59・4
58.6
57. ュ
55・9
54.4
52・5

915
645
425
275
195
160
140
125
115
110
1lo

15.0

25・0

)4.2
43.0
48.8
51.6
52.9
53・4
5〕.ュ
53.l
52.9

18絡
595
440
330
250
200
170
150
140
130

7・0

15.0
21.0

27.6

33.3
38.4

総&
46.6
47.7
48.5

1 240
995
790
610
465
36O
280
210
190
170
160

2.5

7.3
12.0

17・0

21.8

26.7

31.2
34.8
37.8
40.0

41.8

出典

(5) 1脳もdqo. “ ロ POIpqtmooDt of Ag “ ou1turo Foroot ROB ・.rob1 」Pat 土七ロto.
,975 neld tAbloo for tm indmthal opoolea,

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ : Pandrey , O G r o w t h a n d y l e l d o f P1a n t lltlon sPecle s l ll

t h e L r o p l cs ,FAO I983 所 収
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樹種lLWIB 4鵬AE（マメ科｝ 

': 4簿1:ia 0aI婦tar1a くそふサカネみ〕 
蕪 ’とつぜりビン 

データ採取地の立地環境 

成長・収穫に関する表， 図，式など 

PWILIPPThES (3) 

where: 

where: 

Locan ty: Nasipit 

Other factors: not indicated 

Data souパ】e: temporar ' sample plots 

血te index equation based on & ten year le ference 

一 ． ー 一 一 

log H ・ 1.04550 + 0.41834 log A 

H 

age: 

・0.72) 

- mean total height in metres of at least five dominant 

and co-dominant trees 
A ・ stand age in years 

neld equations 

log Y20 

1
。8Y10 

- 2.34183 + 1.31168 log A + 2.07と'38 log S + 0.06460 log (AS) 

(r2 - 0.66) 

- 1.53657 + 0.20085 logA + 1.46447 logS + 0.63247 log (As) 

(r2 . 0.81) 

Y-- . yield in m3/ha f~r measurement un t~ 20 cm top dib.(for sawn timber) 

Ylo ・ yユeld in mソha for measurement up to 10 cm top Uユ0.いor puipwooaノ 

A ■ stand age 
S - site index 

It hau been assumed that stand density in a particular age site class is not highly 

Vanable and thユs assumPtion holds good ユn Ylo eqat加n・ 

出典 

(i) Chjnt・，P.O. Silviaxltuml atu心of th・four pulpwood.・P・oiea・ The 

1971 Philippine Luxnbermnan. 

(3) Re'11l' Jr.,R.J, n ・id pr・diotione in tいforeet plant&t.ione. 
1974 Philippin. Por.st Eeeearoh Society. Proceedings of the Por.ei 

R●●“ェでb 8ympoatu血0n 血如●tl・いユPorestPl●nt●t tone,×，nまla. 

ダ イ ノ ェ ス ト デ ー タ ： Pandrey , 0 0rowth and y ield of p lantation species l n 

the tropics , FAQ 1983 所 Il 
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樹纏±錠鞠旧縦SAS( マメ科 )
・..:』〆鰭群寡 愈 !隣競 r為 ‘モル ザカ事ふま

　 　　　　　　　

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

PHILIPP1NES( “

LOCality: Naa ュpit

other factore: not ュndicated

Data source: tempohB だy Bample plotB

S1te 1nde 工 equat1on ba88d on a ten year leference age:

logH - 1.04550 十 o.418i41 。gA (r2 - o.72)

Mhere: 日 ‐ 山ean total he ュght ln matreB of atleast flve dO 皿ュna1nt

o」nd c0 一dom ュnaL1nt treeB

A ‐ stand age ln year8

Y1e1d e里 LUIatlona

loB Y20 - - 2.34183 十 1.3116810gA + 2.07:・j810g s 十 0.0646010g(AS)

(r2 .o.66)

1OB Y,。 ・ - '.53657 十 0.20085106A +1.4644710g s 十 0.6324710g(AS)

(r2 .o.81)

】he ㈹ : Y;
ゐ
. yleld in mj ぬは for 位6aw 刊 凪6nt up t。 2o cm top 山 b,(for aam t縄 bar)

Y, 。 - 耀 e,d in mシ h亭 for mea8uz9mBnt up to ・o cm top dib.(forpulpMood)

A ー 8ta」nd age

s ー Bite ユロdex

lt hatl beakn assULI鶏ed that E1tand denB ユty ユn a part ユcular age 8ユte cla 日8 ユ8 not hユgh1 y

V1anab16 amd thュB aB8um t1on holds good ユn Y1o aquat1on.

出典

(1)chipt ・,F.o. sll硫帆 lt山Rd atuむ of the fourpmpwood epooloB. Tbo
l971 P1魁 1IWine LWQbe 罰岬町,

(3)Ro 直 11・ Jr,, R,J 。 T1old ph.duo は ona 垣 化 o foroat plant." 蝕 a,
1974 P}ぬ lippゴ出・ ro1Nst RoooliiPh S‘鳩一式 y.P コmoo ・din-- 。 of tho Fo1N 嘘
R磯 Nh s陣 ollm m 加触 れ“ 恥Mt plm“time, 晒 な ,

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ ; Pandrey , O G r ow t h and y l e t d o fplantatlon specles ln

t h e t r o p i cs ,FAO I983 所 収
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欄灘‘LEU以舶S雄t警メ料・ 

' 4fjrj 離Iaar I ‘略ルッカ率ム〕 

舞 ’多繊鑠仁フ‘Jk ン，嘗レトーシ7 ] 

データ採取地の立地環境 

成長・収穫に関する表，図，式など 

出典 

：・’ 

D~taiお』0豊でes Philippines 血lay●“ 

R.re renc e (i ) (4) (2) 

Loc"ity Bisiig, Su-
rigao del Stir 

Centml lowl敏血 

I 
Altitude 600m I 600m 

Baュnfal1 : I 
2000 - 2500 mm 

Soil poor Bandy avex~ 

加t'BOuroe P.S.P. T.s.P. T.S.P. T.S.P. 

耳0. of plots 6 1 1 

Size of plots 400 in' 700 in' 

Measursine式 
Bp●oincation し5 cm (ob) 7.5 on (ob) 7.5 on (ob) 

翼Aエ(mi/ha) 

(ii) 
(A2) 

，ノ 

39.0 (2）」ノ 
47.0 (2.6) 

Iノ 
13.4 (2.5T 
謁．7 (4.5) 

1.5 (2.6)i 
5.5 (4.i) ノ 

5.5 (2.5), 
15.4 (4.5 )」1 

聞 49.0 (7.5) 
37.6 (5.8) 
37.8 (6) 

8.0 (6.1) 
8.5 (7.0) 

y Figures in braokets indicate age in years. 
Al, A2, itc. indicate age in years. 

(2) Kitohel,B.A. Possibilities for forest plantations. Mala.yan Forester. 
1965 

(4) street・，R.J. 
1962 伽!ord. 

女Dtユo forest tェ，.．士皿C ommonw．●ユth. Cl●ェ●ndpn Pェ'555・ 

ダ イ ゾ ェ ス ト デ・ー タ ： Pnndrey , H . Cro ,th and yield of plantat ion species in 

the tropics , FA0 1983 所 収 
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繊 ≧参国鎌 にコ # り E メ, マレー鴇デコ
.・ .

,・
・

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Dota 副 r喜一趨2、ミnt質 oB Phュ11PP1nea 胆甲 i・

RofortN 口CO

Loo 立 it7

▲ltitude

RA{hfe ・]LI

Soil

D●taBouroo

扇o.of plote

si瀞e of plot β

Mom 掴弧t
ap・oification

ず

(1)
Bialig,Su-

rig一o del sur

T.S.P.

6

y
47.0 2.6)

49.0(7.5)

(4)

IP.S.P.

:
7.5 0m(ob)

馨謝ず

(2)

Centlal loyl 鉱 d

伽 .16 の .
棚 ・25W 圃

poor Ba ndLy ave[EIgs

‐r.S.P. T.S.P.

1 1

4(力 皿2 7(力 血2

7.5 0四 (。b) 7.5 0血 (。b)

言嗣当…能書1シ
リ " 仰 “ , ,n br,okot ・ lndio ・to 尊 lnyoAr8 ・

A1,^2,6tc.indicate Bgre in years.

出典

(2) 魁 tohol, B.▲, Pooalbilltloo forfol98t pl 細 tatlong,X ぬ 叫岡鴎 Fohotor.
1965

(4) stコn ・t・, &J, 激 Ptio forolt tーN ・o lnCo 回 onvoolth,C1 ・瓶 dpn P1Noo ・

1962 のdohi.

ダ イ ゾ ェ ス ト デ ー タ ; P I1n d r e y , D , G r o 響 t h a n d y l e l d o f p l a n t a t l o nspe c i e s ・n

t h e tr op l cs ,FAO I983 所 収
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繊糧tしEuM撲軸誠〈讐メ轟｝ 

議綴f書軸1軸*rt蔵 くMa 甚I1,f t?a そ尋ヅカネム3. 
データ採取地の立地環境 

適応範囲 台湾北 部 標高dOOm以下 

中南部 標高800m以下 

サンプルプロソ ト数 145 

成長・収穫に関する表，図，式など 
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Tzu-Yu Lin (1974 ). Estimation of the productivity woodland and prepara-
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Hsing University, Taiwan. 
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データ採取地の立地環境

適応範囲 台湾北 部 標高 400m以下

中南部 標高 800m以下

サ ンプル プ ロ ソ ト数 145

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

衷 ,5 虞六命否歌人t妹林分校R褒
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価種年′L長唄
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璽
出典

Tzu ‐Yu LIn (1974), Estimation of the productivity woodland and prepara ‐

tlon of yield tables for Malacca albizzia. TechnlcaIBu l l e t io n

N o , 1 2 4 , D e p t , of Forestry, Collage of Agriculture,N ationa I C h u n g

H sing Universlty, Taiwan.
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データ採取地の立地環境 

Localいy・ 

Altitude; 

加inムユll 

Soil; 

Stocking; 

恥rest Research ェnwtitute, mgeェ・“，エb山n 

200 m 

’巧0 mm 

famy shallow, 

2 500 stems/ha 

成長・収穫に関する表，図，式など 

gravellysandy loam 

Yield (2) Dry Matter Produotion (1) 

Data souio.: not indioated Data source; 38 trees 

Stand age; 10 y.are 如asurement; all trees inoluding 
root 灸bove 5 m皿diaznot・r and drいd 

MAエ．13.5 m切ュa 
(good sit・） 

at 60"C to oonstant welゆt. 

'/ha 
Stand ate; 10 yeare 

MAX . 9.7 s
(poor site) Dlてmatter produotionz 136 toneノ加a 

(original figure is in stacked 旦警書：crop of second Coppic・ 

volume and, conversion factor groirth based on measurement of 

0.6 has been uaed for solid 

volumeり 

3ど切．.B 

且豊書：crop of the first 
ooppioe growth 

出典 

(i) 

(2) 

01 a" Ada皿・！B・A・ Dグ・・-ti・r pro呼cti叫・,,讐t些叫oont,畔，of a 鷲“吐 
1916 of ooppioed9と恕里処豊里ban・ェn よoao,an エ_uej, pよ“""uon. Tロ’ftユ8'1ユ8J1 

Journal of ForestW. 

Rose, J .K. Some notes on the soil of westernmいon with ap・ojal 
1957 reference to plantation of ezotio trees. British CommonweaLth 

Forestry Conferenoe Papermg●z吐a. 

ダ イ J ェ ス ト デ ー タ ： Pundrey , U Oro 留th sod yield of p1snt 自tion species in 

the tropics , LA0 1988 所 JI 
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園
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データ採取地の立地環境

LM 覗 けー 卿 ot R・輯州 h IMtituto,=i 郡山 ,lb 幽

▲ltitqdo1 20o Ia

　 　　　　 　　 　
Soil- 慨 rly 山 n 附 , 肺 vally 副 dy l触

Stooking ‘ 25 節 Btoma

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

rield(2) Dコワ 鴻 ttor p1o 釦 otlm(1)

Dot 偽 8Ouro ・; 口ot 土ndュOAted

st 鎖 d 8g9;1o y‐alv

襟凝 議 )心
彪工・ 9.7 国3ん÷
(poor sito)

(oコ鴫引か"" 郡 19 お in 8te涛ked
wluMmd o節 vmim 棚 tor
o.6 haあ boom uβ0d for Bo11d

Vo1℃種".)

R那 加 : cNp or the rlnt
ooppioo gro 】tl1

PAtA I1ourco- 38 tr ・o8

M醜 Bu 特 montia ll tNeo inoludi 噂

root 臭boVe 5 回国 dュa」IDotor al口d d;1 ‐d

Bt 60 C to oonat 団 t v弘 中 t・

Stmnd ago: lo yoara

DDm atter nlomotlom 136 tons 心

Rej鑓4rk な: croP 0f βocol1d oopp ュco

Kio 帯揺 b--βod on moaanEromont of

36treell

出典

(1)016 鴫 山図嶋 ,B. ▲, Dコけ 麟 tter p1oductl 姫 and nut 鴎 鎖 t oontent ofa et団 d

l976 of ooPp1ood C・BB1a a1am ・A Lalo・ in 工bぽい顔 fuo1 P18untotion. Th ・ 刃土gもr土aLn

Jmml of Fo融 け ,

(2)Ro89,J.K. So 胸 notoB o n tho ooil of yolto 川 19B1on dtb spoolal

1957 rofor ●noo to pl 盛れtatlo 口 of eエメコセスo tr ●oB. B114tiBh Comlpぬn"○・lth

Fon 請 け c晒 eNnoo Paper =i鮮 血 ,

ダ イ ゾ ェ ス ト デ ー タ ; Pandrey , O C r o 曾t h en d yleld of p1antatlon specles ln

t h e t r o p l cs ,FAO I983 所 収

-97-



樹津tt艇球摂邸蛾くマメ科〕 

加舳er1a IatF仰I加 くソ／タりン‘インデ‘γシロパー×ウ孥ド，マルバレ少ン, 

瀬 っインドネt,7 

データ採取地の立地環境 
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成長・収穫に関する表，図，式など 
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データ採取地の立地環境
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など
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-99-

Bq′1TA n( ラーTE CLASS I1)　
　

　

　
　

　

1

3

^
じ

鄭

26
97
165
釧
榔
卿
規
報
知
朔
蛸
川

聞

424
1
卿
“
"
“
“
"
"
“
鮎
切

Q
n
r

　

　

　
　
　

r
"明
翠
輩
鮎
禦

ぎ
一
選
ぼぬ声
;

萌
鱗

11

10
17
わ
鑑
%

282
9
馳
閑
到

引
到

u

m

ー
1

1
1
フ
2

2
2
2
2
2

2
2

.

Q
U

^
e丁レ

BONIT^ 111 (sITE cIJss tロ )

(1975).Yield table of ten

i tian Hutan.

~
掩
嶋2
0
8

刃
努
め4
5
舛

“
"

知
25
75
20
80

卸
鳩
豹
惨1
0

101
0

お
れ2
6
汚2
6

打
力
鍋2
62
9

282
8

91
8
鋼
汀
的
5
1
父
“
"
“

“
“

1
01
7
わ
鑑
%

282
9
馳
閑
到

引
到

4
24
1
犯
“
"

“
“
"
"
“

鮎
切

ラ
的
“
"
到
れ
裟
円
“
“
"
"

7
り
"
的
"
“
"
“
匁
艶
“

4
5
祁
鞠46
956
2
繊
細72
6
M
榔
鵡
路

9
“
的2
1
旧

14
10
8
6
5

4
ぅ

51
0
巧
約
“

鳩
“4
0
"5
0

“
"

5
ゆ
け2
02
5

兎
“
ぬ
辱
"

“
帥

蹴
餅
第
矧
貌
俳
雁
胸
印15
0
噂14
0

綿
"
範2
62
8

%2
6
打
力
餐

れ
れ

8
博2
0
り
%

28
凶
刃
劉
引

受
貿

2
69
7
勝
釧
榔
卿
親
報
知
棚
鵡
川

25
0
釘
"
"

“
“
引2
8
%

25
行

25
2
岬
佃
都
加
班
郷
煎
卿
噺
桝

2
8
附
紳
噺
飾
獅
叩
解
m
憎
崩
叙

~
"
力
繍2
0

佑1
2
の
U
7

6
6

s
“
"
山
野
郎3
5
輪
帖5
0
“
斡

　
　n

.

a

Se

'

0

“X
n

Ce

.

P
I

a

S

n　

　
　

e

o

m

o

u

W

q
〕

.
▲

'

a

・

‘1ー

A
"

rILL▼

'

R
】

　

　

a

t
d

、1
▲

n

r

l

ah"u

　
　

-99-



樹種＝t.,EGUS1 N9SAE（嘩メ料） 

鰍f加r舞f母華I'$中 ;シッソ4什〉 

嵐 +‘ンド 

データ採取地の立地環境 

Looalityi Uttar Pradesh, Rajastha.n and Haryaris 

Rainfall' 12加－20叩mm 

Data eource* temporary sample plot・ 

Number of plots: 44 

成長・収穫に関する表，図，式など 

wbem' 

出典 

a・noml eqiatiori for 8it・ind・エobtained, 181 

- 

1 og 瓦 ． 3．謁1853 - 6.5690069f 
ーーo ~t ー ‘'－ー’ー一ー 

Ht ・ 1?pIiド叫in 皿corゃ叩oncting to mean diameter 吐250 largest 
aia皿“"'Lreea per meoェare 

A . stand a8●in years. 

By 
taking 20 

group血8 
y.a"as ェで加rence a80: 

the site indices, the following site quality olaasee were donfled, 

Site quality olase Site index 

エ 
エI 

工工エ 

×Aエ(m3jha) by quality class and stockings 

L quality class 工 エエ エエエ 

「譲こQooking(years) 0ヴ 1.0 0ヴ 1.0 0.5 1.0 
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4.4 

加巧30354

4.3 3ヴ 4.0 
3.9 
シ5 
3.2 

3.3 
弘0 
2.8 

シ6 

3.3 
シ0 

~ 

2.9 2西 2.7 

R . y叫U竺0・いュュdl・9 ~dicate血かioザb,門laや,。f，叫norop 叫vided by 
'？千‘よ oaaa.Laユ甲，、平ザユ讐a，三IL1flfl竺J二 よらj.ue 1‘り．1‘ユよよcorrespona to mlー 

tnユnn'a0mp ・ Anユt],&.L 5l00Kユn8wa’ よ ムij ate”ノI過・ 

(3) Shara, IL?・ , 一 VadやlS血？Bユtとyュ叫dt噂le foL聖警舛三 
1979 旦主旦旦99 (p1antat10fl Origin)・ j.na.ian 'oreater, VOJ . R’フ月0. a. 

ダ イ ノ ェ ス ト デ ー タ ： Pendrey , D Growth end yield of plentetion species In 

the tropics , FAQ 1883 所 収 
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回 す,ギ ン,ド

データ採取地の立地環境

Loo…立 ityI U ttar 汁 頑 oah,R △j・Btba 血 鑓ld 隆uyal14

腿 雇ぬ 11 1 棚 -2 鯛 mm

D ot 凸 Bouroel ta【Dpora 【y 露・1皿nloP 1 o t 1I

Rwpbor of plot81 44

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

0αnor 臼ユ equation for elto inde 工 obtalhod 181

1増 & ・ 3・ぉ 1853 ‐ 6・56醐 9 ま (r2.o.8m)

MI噂 N; Ht . top height in m cor1Napon ‘“ lw to m o団 心 細neter of 250 large βt
d l軸 otortreeB per boota18

△ . stand a ga in y oali,

By grouP"*g tho Bユto i為 dュOOB, the l‐o11oV1zug B1to 小山臼11ty o168868 More dofLhod,

tuHng 2 0 yea 蹄 aa MONnCa 貼 e:

Sito qljlilty olaea Site indax

工 20 一 23
エエ 17 一 20
エエエ 14 一 17

山u 鯵う』 )by 小叫 ity ol・聞 狐 d“tMti 閤鍋

Q-L1ity olose ェ 11 111

r
、

.
鰹藤ー塾＼"＼ね幣
(yM・n)

0・5 1・0 0.5 1・0 0・5 1・0
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巧
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叩
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1:宣
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5・3
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2.3
2.I

4.4
4.0

3.6

3.3
3.0

2.7

Rodnod」*」o vl立 ues o.5 0 1凪 1 .o in 砥 cats llltio of b開顕 l a1㈹ a of 国弘ね oコNp 赴 vided by

tot △1bAB 虻 闘 闘 (鴎 jね md thimIed),Value l,0 れ 1l oomepond to un-
t比LZ囲 ed olop, 工niti 立 otoob 」ng 鵜 812m at 輯 魂 脳 ,

出典

0) 都 '誓鑑み仰@,馴請,伽。豊奇警畳蟹蟹;。茎繋ぎ;蟹.窄み窄ま¥ei声

ダ イ ノ ェ ス ト デ ー タ : P a lld r e y , D G r ow t h an d y l e1d o fplantatlon speC ーes l n

the trop l cs ,FAO I983 所 収
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樹種’LE腿群拠紘葺く警メ料〉 
無Ib春rgIa .4i4sa くシッv一〕 

国 +ノ●，裁タン 

データ採取地の立地環境 

Locautyz 

Meaeuremmnt 
speoifioation: 

Puzij" 

Up to 5 cm top diameter over bark 

".，ノー3 ん－、、ー－』‘一Iノ 
MAI｛皿'i'ha) by 吐te-' qtLa1iy azid ago 

成長・収穫に関する表，図，式など
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データ採取地の立地環境

Loca ユitylpunjab

X蛸期間賦
8poolfi ‘潟 tim: Up to 5 cm top di鮎Deter ovor 加 rk

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

ば寒さy ェ エエ エエエ
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卸
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管:8B書名
2:g
g:賢憂欝
三:字
g:";&〆

ジ ムt 20 【 ¥…回 申 oito quAI1tltoa oom 閲 pdto top
h・1ゆ ta ln m・tl‐11 一 19,&22.9;u → 16.&19.8
拳Z14エヱー÷→ 13.7-16.8 ・

" F I印Ihe ln b施 ok・t・ indioato avo ローβ綿 並 師 otorin om,

段空 室 ・I Thmm ロ;容" yl・ld 加 boon prodiotod llid lnoludod inX 」ロ .

Dqb ・「g1・・1・・鰹 - Pぬ(i・t幽{“

slt・1=dq ou". ・Q[lo t.d p.Ant.tbn}
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PAJasTAN (4) 

L.ocality: Changa Manga (irr3.gated plaiitatュon) 
Yield da.ta: Age MA I (xn3/ha) 

16 3.7 

Re叫 x七： No other details. 

出典 

(2') Santram. B. Provisional yield table for plantations of 
1ソ41 ?UflJaD・ inulan ' 'ore&t 3(ecor 、new Beェ1.B Bj. cuotea .n growtri anti. 

バ●id statistics of common ェnd.ian timber species. Vol.u .F . R.L 
加hm Dun. 

(4) Tx'oup 
1935 

The silvioultux'e of Indian trees. Vol. I . 

ダ イ ジ ェ ス ト デ ー タ ： Pandrey , O Growth wed yield of 

the tropics . UA0 1383 PJ 収 

p l wot 日t ion species in 

-102ー 

PA1紅 bTm(4)

Locality: C一塵 ga M国昭隠 (ir11 部 ted pl弧 tatュon)

Tield 由,ta: 蝉 蹴 I( 一心 )

16 3.7

R型回騒が1‘: Ro otber details ・

出典

(2)smtrsm, B, pmd8ioml y ield table forpl 狐 tationB of

l941 Punjab, ェndi 闘 Fo ㈹ 8t RecoId(new saI188),Quoted i n gーmwth and

yie1d statiBt ユcB of‐oo立linon 工ndian timber βPeciea.Vol.1 工・ F・R. ェ・

Dohm D m,

(4) T博 up Tbe au 晒 wltwr も of 工ndi 団 tleea.Vol,1,

1935

ダ イ ンi 工 ス ト デ ー タ : Pandrey , O G r o 曹 t h a n d y1eld of p1Bnt a tfーo n s p e c l e s l ll

the tr op l cs ,FAO I983 所 収
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樹種AL鶏UM1 姑鵬く女メ科》 

"# cao# i春静春t 査pftI4(' *奪+) 4th 主 （イピル‘ピル》 

壌 （インド 

データ採取地の立地環境 

'J 

Nursery 

In the Bandapani 8llvl]ultiiral Nursery loc・te1 in the J5.印alguri Forest Division 
800 gms of the seeds of the Hawaiian GLant variety were used. About 800 ml of water 

heated ti 40 0。0 was poured over the Heeds in a container and the seeds were allowed to 
soak in the cooiing waterん, 12 hours The 8eed4 were then dried in the sun and sowing 
was done toward the nd of May, 60% of the seeds were sown directly in the nursery bed' 
which were prepared by trenching and then fit tog up with humus local earth and 72 
grams of c ，血plete sulphate 妬rtilizer \ N ・P K 一15 15 [5) whichwas added to the thoroughly 
るulverised s iI. at 'tpaciIig of 4 cm ×25 cm 40% of the seeds were sown into polyiots 
huied with『 he same medium to whieh I gram of complete fertilizer bad been added; at 
tbe rate of 2 seeds per p-it . The seels stirted germinating within a week and in about 
seven weeks time 70% of tbe seeds hed germinated The seedlings in the nursery beds 
had reached nfl average height of 120 cm chile those in the polypots had ieached an 

average l ii"h・ of i0 cm by this time. In sub'equ,ロt years seeds of selected strains like 
K -S K -28 alid the Hawaiian Giant variety from Uruli一Kanchan, Maharashtra were also 
obtsineo and tried. 

AII the three 章arieties were given Fre・treatment similar to that indicated but the 
seeds were sown directly into poiypots instead of the seed beds The germination percentages 
obtained with the different varieties are given in Table 6. 

Le,-caefla leucocePhala 

Table 6 

Gar・nination Percetfl a9・可85ed8 in exper‘・nenlal Nur8ertee 

Gerinination per cent in Nur・ery at 
Variety Sukna l Rej正瓦tkhawa 

K -8 52 48 

K -28 35 36 

Hawajian Giant 90 51 

(Uruli-Kanohan) 

Site factors 

L5"caena is ei包entia'ly a w&rm二k loving tropical species witb a distinct pre丘rerice 
for neutral to alkalina ・OilS lo lower rlevations・ Keeping the above んetors in view, the 
first plantation was raised in Banda,ant in the Nortb Eastern boroer cf the Jalpaiguri 
Forest Division. Both the nursery and the plantation were located in the same tested 
site to serve as a seed orchard (or future propagations. Subsequent nurseries end 
plantations were raised in the 工urseong Forest Division (Sukna) and Buxa Forest 

Division (SouthRejabhatkhawa)．一 Tb. site factors are given in Table 7 

Table 7 

ムueaena leucocephala SiteI aりtors 可experimental plantations 

Loca 蝋on Soil 
pH I Frost 

恥ndapani, Jalpa】- 

gunl Forest Division 
3000 250 Claycy loam 7 0-7.5 A bseut 

Sukna Block, 

Kurseong Forest 

Divisign. 

3048 180 Clayey loam 6・0-6・5 Absent 

South Rajabhatkhawa 

Block, Buxa Forest 
D 'vision. 

3800 120 Clayey loam 60 -6・5 Absent 

-103ー 
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データ採取地の立地環境

Nursery

ln t,ho Bandsp ・DI SIIVI'ult・・「aI Nursery ーoc・tel in tho Jalpa ーguriForest Di ▽IB,on
soo gme of tbe 8eeda of fbo gawallao G・antvariety wero uged.About 800 mi of‐ water

heated t,4o o0C waB pourpd o▽er tbo ㈹ ?ds ln a container afod tho seeds wore allowed to

aoak ーD もむa c。oimg Fatpr fo′ 12 hour8 Tbe Beed4 were 七bon drird IQ bhe βun aDd gow ーDg

waa donetoward ヒbetndofMay,60%ofth6qeedaworeaownd ーr←ctly .ntbepurgery bedg,

wb,ch were prepared by trenchlng and thpl1 6ーlog up wnth bumus !oc頭 earth and 72
rams ofc ,mplatesulpbatefernl1zer 、N

‐
・P K=16 15 ー6'wh1chwaaaddedto tbe もhor 。ugbly

wb,ch were prepared by trenchlng and thpl1 6ーlog up wnth bumus !oc頭 earth and 72
grams ofc ,mplatesulpbatefernl1zer 、N

‐
・P K=16 15 ー6'wh1chwaaaddedto tbe もhor 。ugbly

pul ▽6r・Fせd B(・・1, ata ミPaci・」g of 4 cm × 25cnQ 4O%of the soeda were sown ・ntoPolypots

6ー;。d wーth rhe game medmm to wbl でh ー gram of comP1eto fort.iizcr bQd been .dded. at

tbe rate of 芝 BeedI3 per P「1. TI1e see づ8 6七irted germlnating w1tb ・n a weok and in about

86▽PnweFk9Mme7O%oftbo gcedg hed gor α・IQβted The Beadl ・ng8 inthe nurgory bedg
bad reaeh でd “n a▽6r6ge be7gbt of 120 0m wbl18 七bo。o iD 七he p。lypo 七a had ,eAched an
A▽6ra9Q IP,.ーr o1

‐
JO 。m by tbla t;me. 1ー]Bubctquo 。七 years Becda ofselected Btra ーns llke

K 一S K ‐2S a,、d 七ba Hawal ーat1 Gi ▲Qb ▽arーやty f【om Urull-Kanchan,MBharaBbtra wero alao

obtaineo 度nd tried.

AI1 tbe tbree ÷arletle8 were gi▽eD Fre-treatment sin11lar to tbat lnd-cated but tbe

Beeda w←re 8Uwn dlroctiy lnto poiypots insteAdof th6 ‘eed bods Thegerm1n ・tionpercentageB

ob 筋 Ined w 比b tho dl任6rent varlet・es &re glvel1ln Table 6.

T ・blc 6

Le・みcαeれ"Ze “GOGep んαZQ ecγm‘れo‘fonporce れlq 可 β" αβ初 c叩 ‘「‘memo;Nur βeγ‘6β

vari吻
M

ト ー s。k。¥erm1nauonp
『
rcentmN 篭な機

能 塑壷
‐

4
8
36
6
1

K
‐
‐8

K ‐28

Hawai1anGiant

(Ur 口li-Konohao)

62
36

90

sitcfactors

L3 “cocp ワーs 6qac11tially a w ●rm~ 友 ーo▽・ng troP1cal ePoolea wltb 楓 distinot Prcffre11co

fol‐neutr △11o a1kBI1oa aoi18 ーo lo “でI‐ do ▼△もiooa. Keepiog tbe abo ▽o factor8 iO ▽iew, the

nrat plantation waB rn-aod ip B ・Dda ・・nl 1n tbo Nnrtb Eastero border r「 tb6JG-psigun

For 鮎 t D,vi8ion. Both tho nor とcr7 ・Dd tbo pl・11tatlon weralocated in the ‘ame to・ted

β,ta t。 Ber ▽6 aa a eood orch,rd for future propag,tl 。118. Sub βcqu" … Durarr}eF き11d

p1aDt “ ioQ6 wero raIBed ib tbo 【 urdo “D〆 ForeB 七 Dwi 日ion (SUkDa, aQd BI1x 浅 Fore8t

DI ▽ision{So 鳴 bRajabb 偽tkbow. Tb.a1 七e f・ctoreAreg1 ▽eD I11 Table 7

L6 “cqeれαに“GoGep 九oZo

Table 7

S・‘cfqc-ord 可 czメ パ memoZp おれ‘Q"o “〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,rAinr ・ー1(mm)'

3000 250C1ayey loam 7 0‐7.6 Ab8el1tBandapani,Jalpal-

gur-Forest D1vlaiol1

3048 180 C1ayei }oBm 6.0‐6.5AbsentSuko ・ B1ork,

KI1r βooDgForoat

DivlsIBD ・

SouthRsjabbqtkbowa

B1ock,BuxoForeBt

])・vision.

38 0 0 1‐20 C16; てyloam 6 0‐6.5 Ab 目ant
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成長・収穫に関する表，図，式など 

TabIe8 

Leucaena leucocep'uiia Growth rate・‘n the Bandapani /978 plantation (Age lyear) 

Leucaena 
Heigb' (cms) l Girih (ems) 

Max Miii l 
Average 1 'I.x 

Miii 

IA 

verage leucocepha加 

Bare-root seedlings 470 100 224 10 2 4.66 

Potypot.ted seediungs 42 150 33. 17 3 7 64 

Table 9 

Leuc'iena leucocephala Growth ralea in 1979 p1an1a1s0n8 

、 

Variety 
Max bt 
(enlど 

Miii ht. 
(ems) 

Average 
ht. (ems) 

Initial Number 
of sced'ungs 

Plantation 
Survival % 

Location -Su)na Experimentat P 'antat'on, Kurトcong Forest Diviiion 

"ge 2uonthり 

K -S 36 20 27 120 100 

K -28 30 20 25 120 100 

Hawaiian Giant 36 21 26 120 100 
)Uruli- Kanebni 

t9, Z'iO?i一Sっuしh R 、j、bhi'kbtwa. B 'P3ri menmI P1・ntation, Buxa Foreat Divi*joり 

(Age 4 month司 

K -8 I95 10 80 178 967 

K -28 155 10 80 170 92 4 

Hewaiian Giant 185 5 78 170 92.4 
(Uruh-Kancha司 

出典 

Palit , S . (1980 ). Trials of 4 /Oizia l'a /cataria (L. ) Fosberg 

leucacephala (Lam. ) De Wit in North Bengal. Indian For. , 106 : 456 -

465 . 

and leucaena 

-104ー 

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Table 8

Le%coe 箆q zeucoccp をQZO Crow ‘△γo‘“ ・冗‘九8 βQれdαPq れ6 /97 β PZon ‘瞬ぎoれ (A9e

モーel bぢ cma G1r ・hHelg 脳 (cm 助 ー G1r・h(Cm"

鍔臨 に ゴー 。 ---。ド .I M- 医曙。
Bare ‐root see ごlmgs 470 ー00 224 10 24.66

4‐72 160 335 17 3 764

′ジもαr)

Cmal

Po リ potted seed ・】118B 4つ JJ

Table 9

Grow 偽 γα18〃fn ′079 PにれZ硯・oれβ

}M 。.b も I Mm ht一 A,mg 。 11。,t,.IN。mb-p ー。。t.t,。。
鯖 leJ

1(cmG
、 - (cmB1 l ho.(cm8)tof86edlmga ーSur▽1▽al%

Locq もの 為 -Stlkoa 団 ×PenmentaI P1antat ・OD,Kurr ongForest D1vinon

K-R

K ‐28

36
30
35

(.49e 2 DODth')

20
20
21

27 120 100
26 120 100
26 120 100日 aw ▲ーian Gーant り

{Urul1 ‐Kanchnl

ムっ}2‘ぎ鯛 一 soQ5h R ・j、bby ぬ 、waE(p3r ーmeo ↑&l pi・ototion,BaxQr Foree 七Dー▽1‘ioD

K ‐8

K ‐28
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樹種（繊‘鰍簿醸藤‘マメ科’ 
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データ採取地の立地環境 

2） 調査地の概況 

調査地はフィ リピン国ミンダナオ島の北部に位置 

するミサミスオリエンタル（Misamis Oriental）州 

ラナオデルノルテ （Lanao Del Norte)州にあり， 

後者にはナ7ワン（Naawan)，イニタオ（Initao), 

アソパーイリガン（Upper Iligan） の3地区，前者 

にはタラカグ（Talakag) 地区の計4地区に分散す 

る。 ミサミスオリエンタル州都のカガヤソデオロ 

(Cagayan de Oro）市の気象観測によれば，年平均 

気温，年平均降水量は，それぞれ27 5。C, 2,348 

mm で，およそ2月から4 月にかけて乾燥傾向にあ 

る。この地域では，台風の襲来はまれである。調査 

地周辺の地質および土壌等については，別項を参照。 

3） 材料および調査方法 

今回の調査した品種はサルパトルタイプのK-8で 

ある。成長量及び現存量を把握するため，1981年か 

ら1昭3年にかけてナアワソ，イニタオ，7 ノパーイ 

リガンおよびタラカグの各地区において，植栽時期 

や播種時期のはっきりした林分を対象に，毎木調査 

を主体とした調査を行い，一部の林分については伐 

倒調査も実施した。 

毎木調査の測定面積は，10 mx 10 m を基準とし 

た。しかし，調査林分の樹高や立地環境によっては， 

適宜，測定面積を変えて調査した。調査区設定後， 

デジタル照度計を用いて林内および林外の照度を測 

定し，相対照度を求めた。毎木調査は，区内の全立 

木について地上高1 3m の幹の直径（胸高直径）を 

ノギスを用いて測定した。 伐倒調査を実施しなかっ 

た林分については，一部もしくは全ての個体を対象 

に樹高を測定した。 

伐倒調査は，毎木調査終了後，林分内の直径の分 

布に応じて大小7本前後の伐倒木を選んで行った。 

（ナアワン地区の1林分については，調査区内の全立 

木を伐倒した）。各伐倒木とも，幹材積を求めるため， 

03, 13, 2 3m とlmごとに直径を測定し，各層 

ごとに幹，枝，葉および種子等の器官を分けて生重 

量の測定を行った。 

・：・ 

それぞれの器官からサ／プルを採取し， 7 ィ リピ 

ソ大学に持ち帰り，乾燥器て乾燥し，乾重量率を求 

め生重量から乾重量に換算した。また，葉のサンプ 

ルについては，乾燥前に葉面積計で葉面積の測定を 

行った。 

全立木の樹高を測定しなかった林分の平均樹高は， 

樹高測定木の樹高（H）と胸高直径（DBH）の関係を 

もとに 

1/HzA /DBH+B ・ (1) 

よりA, B を求め，毎木調査した胸高直径をあては 

てめて推定した。 

また，本報告における現存量の推定は，KANAZA -

WA et 018’と同様に相対成長式を用いて，ー部につ 

いては断面積比推定法により行った。 

今回の調査期間に伐倒した調査木の胸高直径，樹 

高と各器官の幹重量をもとに，毎木調査の結果から 

重量を推定するための重回帰式を求めた。 

ナアワン地区には，植栽密度や，立地条件等を異 

にしたMAFC0 の試験植林場があり，3 カ月ごとに 

定期的に毎木調査を行っている。この植林場内の林 

分において落葉落枝量を測定するため，1981年3月 

に固定試験区を設け，0 5mX2m の大きさのリソ 

タートラyプをそれぞれ6個ずつ設定した。 

落葉落枝量の調査は，半月ごとに落葉落枝を採取 

し，1週間風乾した後，小葉,葉柄，枝，種子等に 

分け,器官ごとに重量を測定して行った。それぞれ 

の器官から絶乾重量を得るためにサンプルを採り， 

乾燥後秤量し乾重量を算出した。 

また， ジャイ7ソトイピルイビルの間伐効果を明 

らかにするため， ナタワン， イニタオおよび7 ノパー 

イリガソの3地区で，間伐強度や間伐木の選木基準 

を変えた試験地を計4カ所設定し，その後の成長状態 

を調査した。 

いずれも試験区設定後，区内の全立木にナンバー 

を付し，毎木調査を実施した後，それぞれの間伐方 

法に基づき間伐木を選び伐採した。試験区の周囲に 

ついても同様の処理を行った。 
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データ採取地の立地環境

2) 調査地の概況
調査地はフィリピン国 ミンダナオ島の北部に位置

す る ミサ ミスオ リエ ンタル (Mーsamls onental) 州

ラナオデル ノルテ (Lanao DeI Norte) 州にあ り,

後者 にはナアワソ (Naawan), イニタオ (ln1tao),

ア ンバーイ リガソ (Upper lllgan) の 3地区 , 前者

にはタラカグ (Talakag) 地区の計 4地区に分散す

る。 ミサ ミスオ リェ ソタ′し州都の カガヤソデ オ ロ

(Cagayan de oro) 市の気象観測によれば, 年平均

気温 , 年平均降水量は, それぞれ 27 5oC,2,348

mm で , およそ 2月から 4月にかけて乾燥傾向にあ

る。この地域では, 台風の襲来はまれである。調査

地周辺の地質および土壌等については, 別項を参照。

3) 材料および調査方法
今回の調査した品種はサルバトルタイプの K‐8で

ある。成長量及び現存量を把握するため,1981 年か
ら 1983 年 にかけてナアワソ, イニタオ,7 ノバーイ

リガソおよびタラカグの各地区において, 植栽時期

や播種時期のはっきりした林分を対象に,毎木調査

を主体とした調査を行い,一部の林分については伐

倒調査も実施した。
毎木調査の測定面積は,1om ×1om を基準とし

た。しかし, 調査林分の樹高や立地環境によっては,

適宜, 測定面積を変えて調査した。調査区設定後,
デジタル照度計を用し・て林内および林外の照度を測

定し, 相対照度を求めた。毎木調査は,区内の全立
木について地上高 13m の幹の直径 (胸高直径) を

ノギスを用いて測定した。伐倒調査を実施しなかっ

た林分については,‐一部もしくは全ての個体を対象

に樹高を測定した。

伐倒調査は,毎木調査終了後,林分内の直径の分

布に応じて大小 7本前後の伐倒木を選んで行った。
(ナアワソ地区の 1林分については, 調査区内の全立

木を伐倒した)。各伐倒木とも,幹材積を求めるため,

0 3,13,2 3m と 1m ごとに直径を測定し, 各層

ごとに幹,枝, 葉および種子等の器官を分けて生重

量の測定を行った。

それぞれの器官からサノプルを採取し, フィリピ

ン大学に持ち帰り, 乾燥器て乾燥し, 乾重量率を求

め生重量から乾重量に換算した。また, 葉のサソプ

′しについては, 乾燥前に葉面積計で業面積の測定を
行 った。

全立木の樹高を測定しなかった林分の平均樹高は,

樹高測定木の横高 (H)と胸高直径 (DBH) の関係を
もとに

1/H=A/DBH 十B (1)

よりA,B を求め, 毎木調査した胸高直径をあては

てめて推定した。

また, 本報告における現存量の推定は,&4NAZA ‐

wA メ メ 8'と同様に相対成長式を用いて, 一部につ

いては断面積比推定法により行った。

今回の調査期間に伐倒した調査木の胸高直径,樹

高と各器官の幹重量をもとに,毎木調査の結果から

重量を推定するための重回帰式を求めた。

ナアワン地区には, 植栽密度や, 立地条件等を異

にした MAFCO の試験植林場があり,3 ヵ月ごとに

定期的に毎木調査を行っている。この植林場内の林

分において落葉蕗枝量を測定するため,1981 年 3月

に固定試験区を設け,0 5m ×2m の大 きさの リン

タートランプをそれぞれ 6個ずつ設定した。

落葉蕗枝量の調査は, 半月ごとに落葉蕗枝を採取

し,1 週間風乾した後 , 小葉 , 葉柄 , 枝 , 種子等に

分け, 器官ごとに重量を測定 して行った。それぞれ

の器官から絶乾重量を得るためにサンプルを採り,

乾燥後秤量し乾重量を算出した。
また , ャイ 7 ソ トイビルイビルの間伐効果 を明

らかにす るため , ナタワソ, イニタオおよびア ノパー

イリガンの 3地区で, 間伐強度や間伐木の選木基準
を変えた試験地を計 4ヵ所設定し, その後の成長状態

を調査した。

し、ずれも試験区設定後 , 区内の全立木にナンバー

を付し, 毎木調査を実施した後, それぞれの間伐方
法に基づき間伐木を選び伐採した。試験区の周囲に

ついても同様の処理を行った。
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成長・収穫に関する表，図，式など 
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4） 結果及び考察 

(1）樹高及び胸高直径の成長 

ナ7ワン地区の試験植林場内に設定した固定試験 

地の定期調査の結果に，各地の林分で測定した毎木 

調査の結果を加えて樹高及び胸高直径の成長経過を 

整理した。 

樹高成長の経過（図1）をみると，植栽後1年て平 

均樹高が9mを越す林分も見られ，立地条件が良け 

れば2年生に達する以前にlOniを越すものもまれで 

ない。温帯性落葉広葉樹の中で，初期成長が早いと 

いわれるドロノキ（Pりpulus 7naxim0w1czカHen,y)I8) 

で平均樹高が10 m に達するのに早くとも7年前後, 

シラカンパ(Betuたpなtyp加ha var jゆonica)'7）で 

10年以上の林齢を加えねばならないのと比べると極 

めて早い。 

しかし,林齢の高い林分の測定例がないのてはっ 

きりしないが,図1から判断する限り，平均樹高が 

20 m に達するのは，容易でないように思われる。 

次に，胸高直径の成長経過を図2 に示す。胸高直 

径は，密度の違いに左右されやすいので単純な比較 

は難しいが, 2 mX2 nl間隔の植栽では，20 カ月生で 

平均胸高直径が6 cm前後の値を示す林分が多い。 

ジャイアントイピルイピルの樹高及び胸高直径は， 

図からも明らかなように生育立地によって大きく異 

なり，2-3倍程度の差の生じやすい傾向にある。こ 

のような傾向は，すでに林分幹材積および木質部現 

存量の成長を中心に指摘されている％ 

(2） 伐倒調査に基づく林分の現存量 

1981年及び1982年に伐倒調査を行なった林分の現 

存量を一覧表にまとめた（表1)~ 

林齢や立木密度などが異なり一様な比較はできな 

いが，今回調査した林分の中で，最大のパイオマス 

量は，地上部現存量が96 ton/haを示した林分であ 

る。次いで高い値は90 ton/haで，これらはいずれも 

林齢が40 カ月を越えていた。 

林齢と地上部現存量の関係で比較すると, 30 カ月 

生で88 ton/haを示した林分が最も高い。そこで，こ 

の林分の年平均成長量を算出すると，35 ton/ha・ 

yea「の値が得られた。 

今回伐倒調査した15林分の年平均成長量の平均値 

は，17.7 ton/ha・yearであった。これらの調査林分 

の分布と母集団である全林分の分布が一致している 

とは言い難いので,得られた値が,ただちにソャイ 

アントイビルイビルの年平均成長量であるとは言え 

ないが,一つの目安となるであろう。 

地上現存量を平均樹高で割った見かけの現存量密 

度を求めた結果, IくANAZAWA et alB）の報告と同様に 

ジャイアントイピルイピルは， フィ リピンで調べら 

れた7ルビ)ア（AIbizziaルIcata）やヤマネ（Gmel:na 

a功orea）の値とほぼ等しく，日本の森林で測定させ 

たものより低かった。 

次に，調査林分の林分葉量を比較すると，最大で 

3 6 ton/ha，最小で0 7 ton/ha と幅があった。今回 

の調査では，着葉量から3 ton/haを越えた林分は， 

1 林分にしか過ぎず,大半の林分が15から2.5 tonノ 

ha の範囲に含まれた。温帯性落葉広葉樹林の林分葉 

量が3 ton/ha 前後であるとのTA.rA1く120J の報告と比 

べると， ノャイ7ントイピルイピルの着葉量は幾分 

低い傾向にあるといえる。沖繩のギンネム林の調査 

結果13’でも，測定させれた3林分とも林分葉量は2 

ton/ha以下と少ない。 

(6） 伐倒木に基づく各器官の幹重量回帰式による 

現存量の推定 

材積表と同様の観点から，伐倒木の資料に基づい 

て各器官の乾物重量における関係式を求め，毎木調 

査の側定結果をもとに，各器官のそれぞぜれの関係 

式をあてはめて現存量を推定し，成長解析を行おう 

と試みた。 

伐倒木115本の資料木により解析した各器官の重 

回帰式を以下に示す。 

log Wt=2.44442 logD+2 12969 ・・ (3) 

(r=0 9931) 

log WWOOd=2 4604 log D +2 0909 ・・ (4) 

(r=0 9930) 

log W5=2.3770 log D +2 0487 ・・・・・（5) 

(r=0 9850) 

log Wi. = 2 8833 log D - 1 1790 log H 

+1 65326・・ ・・・・・・・・・・・・・・（6) 

(r=0 9518) 

log LA =2 8833 log D -1 1790 logH 

+1 9216 ・・・・ ・・・・・・・・・・（7) 

(r=0 9518) 

ここで，D, H , Wt, Ww0~d, W3, WLおよびLAは， 

それぞれ胸高直径，樹高，地上部乾重量，木質部乾 

重量．幹乾重量，葉乾重量および葉面積を示す。 

図7は，伐倒調査を行った林分を対象に地上部現 

存量およぴ葉面積の実側値と上記の回帰式て得た推 

定値との関係を示したものである。 

地上部現存量については,二又木の多い林分で過 

小推定が行なわれた他は，ほぼ満足できる推定値が 

得られた。 

一方，葉面積は，地上部現存量に比してパラツキ 

が大きかった。しかし，全体的にみれば，実測値と 

推定値との関係は地上部現存量の場合と同様の傾向 

にあるといえる。 

葉面積でパラツキが見られた原因としては，水分 

条件が良く比較的着葉量の多かったナアワソの1林 

分で30 本近い個体を伐倒したこと，生育立地によっ 

ては，乾期の末期に葉を著しく落とすことが観察さ 

れており，伐倒調査を行なった林分が，広範囲にわ 
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4) 結果及び考察
(1)樹高及び胸高直径の成長
ナ7 ワソ地区の試験植林場内に設定した固定試験
地の定期調査の結果に,各地の林分で測定した毎木
調査の結果を加えて樹高及び胸高直径の成長経過を
整理した。

樹高成長の経過 (図 1)をみると, 植栽後 1年て平
均横高が 9m を越す林分も見られ,立地条件が良け
れば 2年生に達する以前に 1om を越すものもまれで
ない。温帯性落葉広葉樹の中で,初期成長が早いと
いわれる ドロノキ (Hop α‘鳩 筋鋼 2粥 owzcz 白鼠 8“")IB}

で平均樹高が 1om に達するのに早くとも7年前後,
シラカソバ (βの“A2 P物粋 毎飾 りαγ 卿 PO" たα)17)で

10年以上の林齢を加えねばならないのと比べると極
めて早い。

しかし,林齢の高い林分の測定例がないのてはっ

きりしないが, 図 1から判断する限り, 平均樹高が
20m に達するのは , 容易でないように思われる。

次に,胸高直径の成長経過を図 2に示す。胸高直
径は,密度の違いに左右されやすいので単純な比較
は難しいが,2m ×2m 間隔の植栽では,20 ヵ月生で

平均胸高直径が 6cm 前後の値を示す林分が多い。
ジャイアントイビルイビルの樹高及び胸高直径は,

図からも明らかなように生育立地によって大きく異
なり,2~3 倍程度の差の生じやすい傾向にある。こ

のような傾向は, すでに林分幹材積および木質部現
存量の成長を中心に指摘されている8)。

(2) 伐倒調査に基づく林分の現存畳
1981年及び 1982年に伐倒調査を行なった林分の現
存量を一覧表にまとめた (表 1)。

林齢や立木密度などが異なり一様な比較はできな
いが , 今回調査した林分の中で, 最大のバイオマス

量は, 地上部現存量が 96 ton/haを示した林分であ
る。次いで高い値は 9o ton/ha で , これらはいずれも

林齢が 40カ月を越えていた。
林齢と地上部現存量の関係で比較すると,30 ヵ月
生で 88 ton/ha を示した林分が最も高い。そこで, こ

の林分の年平均成長量を算出すると,35 ton/h容
year の値が得られた。

今回伐倒調査した15林分の年平均成長量の平均値
は ,17.7ton/ha ・year であった。 これ らの調査林分

次に,調査林分の林分業量を比較すると,最大で
3 6 ton/ha, 最小で 0 7ton/ha と幅があった。今回

の調査では, 着葉量から 3ton/ha を越えた林分は,

1林分にしか過ぎず, 大半の林分が 15 から 2,5ton/

haの範囲に含まれた。温帯性落葉広葉樹林の林分葉
量が 3ton/ha 前後であるとの TAI)AK120'の報告と比

べると, ノャイァソトイピルイビルの着葉量は幾分

低い傾向にあるといえる。沖縄のギソネム林の調査
結果13}でも, 測定させれた 3林分とも林分葉量は 2
ton/ha 以下と少ない。

(6) 伐倒木に基づく各器官の幹重量回帰式による
現存量の推定
材積表と同様の観点から,伐倒木の資料に基づい
て各器官の乾物重量における関係式を求め,毎木調
査の測定結果をもとに, 各器官のそれぞぜれの関係
式をあてはめて現存量を推定し,成長解析を行おう
と試みた。

伐倒木 115本の資料木により解析した各器官の重
回帰式を以下に示す。

logWt=2.4444210gD 十 212969 ・・ (3)

(「=0 9931)

logWw 。。d=2 460410gD 十 2 0909 ・・(4)

(r=0 9930)

logW,=2.3770 10gD 十2 0487 …・・(5)

(r=0 9850)

log 帆′L=2 8833 10gD-1179010gH

十165326 … … …… … ・(6)

(r;0 9518)

log LA=2 8833 10gD-1179010gH

十1 9216

の分布と母集団である全林分の分布が一致してし・る
とは言い難いので , 得られた値が , ただちにノャイ

ァントイビルイビルの年平均成長量であるとは言え
ないが, 一つの目安となるであろう。

地上現存量を平均樹高で割った見かけの現存量密
度を求めた結果,K JIN!妃AWA BZα‘8}の報告と同様に

ジャイアン トイビルイ ビルは , フ ィ リピンで調べ ら

れた 7ルビノァ (A‘るzzz解彪如αA2)やャマネ (C粥β/z伽

α物oγ卿 )の値とほぼ等しく, 日本の森林で測定させ
たものより低かった。

“.. ・ (7)

(「=0 9518)

こ こで ,D,H,Wt, 訳ん。。d,Wa, 斬′Lお よび LA は ,

それぞれ胸高直径,樹高,地上部乾重量,木質部乾
重量.幹乾重量,葉乾重量および葉面積を示す。
図 7は, 伐倒調査を行った林分を対象に地上部現

存量および葉面積の実測値と上記の回帰式て得た推
定値との関係を示したものである。

地上部現存量については,二又木の多い林分で過
小推定が行なわれた他は, ほぼ満足できる推定値が

得られた。
一方 , 業面積は, 地上部現存量に比してバラツキ

が大きかった。しかし, 全体的にみれば, 実測値 と

推定値との関係は地上部現存量の場合と同様の傾向
にあるといえる。
葉面積でバラツキが見られた原因としては, 水分
条件が良く比較的着葉量の多かったナアワソの 1林
分で 30本近い個体を伐倒したこと, 生育立地によっ
ては,乾期の末期に葉を著しく落とすことが観察さ
れており,伐倒調査を行なった林分が, 広範囲にわ
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たっていて，土壌や地形などの立地条件も異なって 

いることから，調査林分によって落葉状態に差があっ 

たことなどが影響していると考えられる。 

しかしながら，固定試験地の林分では，すでに述 

べたように測定開始時からの積算落葉量はほぼ比例 

関係にあり，葉面積の変動に葉の落ちた影響は大き 

くないと判断した。 このため，今回推定した葉面積 

は，固定試験地の実際の値に比較的近いものと考え 

られる。 
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図7 地上部現存量，および葉面積における実測値と推定値の関係 

(7） 固定試験地の資料に基づ〈成長側チi 

定期的に測定した固定試験地の資料から，それぞ 

れの林分の乾物重量および葉面積を経時的に推定し， 

それらの値をもとに成長解析を行った。 

個体群成長率（CGR)，相対成長率（RGR)および 

純同化率（NAR）の算出法は以下の通りである。 

BGR =(W2 -WI ）ノ（t2 -tl） ・ ・・・ （8) 

RGR =1/W・dW/dt ・・・・ ・ ・（9) 

NARun 1/LA・dW/dt ・・ ・ ・ （10) 

ただし，W1, W2は時点ti, t2 における単位面積当た 

りの乾物重量，W (ある時点における乾物重量， 

dW /dtはこの時点における乾物増加速度，LA はあ 

る時点における葉面積を示す。なお，ここではt2 - 

tlを90 日として計算した。 
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たっていて, 土壌や地形などの立地条件も異なって

いることから, 調査株分によって落葉状態に差があっ

たことなどが影響していると考えられる。

しかしながら, 固定試験地の林分では, すでに述

べたように測定開始時からの積算落葉量はほぼ比例

関係にあり,葉面積の変動に葉の落ちた影響は大き

くないと判断した。このため, 今回推定した葉面積

は,固定試験地の実際の値に比較的近いものと考え

られ る。
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園 7 地上部現存量, および葉面積における実測値と推定値の関係

(7)固定試験地の資料に基づく成長解析

定期的に測定した固定試験地の資料から,それぞ

れの林分の乾物重量および葉面積を経時的に推定し,

それらの値をもとに成長解析を行った。

個体群成長率 (CGR), 相対成長率 (RGR) および

純同化率 (NAR) の算出法は以下の通りである。

BGR=(W2-W,) 火 t2-t,) (8)

RGR=1/W ・dw/dt …… … (9)

NAR=1/LA ・dl興りdt … ・ (10)

ただし,W,,W2 は時点 tー,t2における単位面積当た

りの乾物重量,W はある時点における乾物重量,

dW/dt はこの時点における乾物増加速度,LA はあ

る時点における葉面積を示す。なお, ここでは t2-

t,を 90 日として計算した。
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(8） 純生産量の推定 

熱帯林の純生産量はすでにいくつかの報告がみら 

れる。しかし，熱帯地域における早生樹のそれは必 

ずしも豊富でない。 

今回の報告での純生産量は，設定時とその1年後 

の2回伐倒調査を行った林分を対象に以下の方法で 

推定した。 

Pn = tly +△ L + A G ・・ ・・・（11) 

ここで，Pn, A y, A L，およぴAGは，それぞれ1年 

間の純生産量，現存量の変化量，落葉落枝などの枯 

損量，および被食量である。 

現存量の変化量は，同ー林分を1年おいて2回伐 

倒した調査結果から算出した。また,枯損量の大部 

分を占める落葉落枝量は，胸高断面積合計が4mソ 

ha以上になると11 ton/ha・year以上の落葉落枝量 

を示し，lOinソha 以上の胸高断面積合計では，おお 

よそ12 5-13 5 ton/ha・yearの値をもつこと15）から， 

ここでは12 5 ton/ha・yearとした。被食量について 

は資料を持たないが，ー応無視できる程度の量と考 

えた。 

表3 2 回伐倒区における地上部純生産量 

調 査 地 
イ ニ タ オ 

ナ7 ワニノノ 

1 2 

生長量（ton/ha・year) 

幹 18 6 53 16 6 

枝 32 06 42 

葉 -0 8 01 02 

リノターフォール量 （toロノha・year) 
葉 77 77 77 

その他 48 48 48 

地上部純生産量 335 185 333 
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侶) 純生産量の推定
熱帯林の純生産量はすでにいくつかの報告がみら
れる。しかし, 熱帯地域における早生樹のそれは必
ずしも豊富でない。

今回の報告での純生産量は, 設定時とその 1年後

の 2回伐倒調査を行った林分を対象に以下の方法で

推定した。

Pn= △y+ △L+ △G 一 .・ (11)

ここで ,Pn, △ y, △ L, お よび△ G は , それぞれ 1年

間の純生産量,現存量の変化量, 落葉蕗枝などの枯
損量 , および被食量である。

現存量の変化量は, 同一林分を 1年おいて 2回伐
倒した調査結果から算出した。また,枯損量の大部
分を占める落葉蕗枝量は,胸高断面積合計が 4m2/
ha 以上になると 1l ton/ha・year 以上の落葉蕗枝量

を示し,1om2/ha 以上の胸高断面積合計では, おお

よそ 12 5~13 5 ton/ha ・year の値をもつこと15}から,

ここでは 12 5 ton/ha ・year とした。 被食量について

は資料を持たないが, 一応無視できる程度の量と考

えた。

表 3 2回伐倒区における地上部純生産量

イ ニ タ オ
調 査 地 ナアワソ

1 2

生 長 量 (ton/h企 year)

幹 18 6 5 3 16 6

枝 3 2 0 6 4 2

葉 -0 8 01 0 2

リ ノター フォール量 (ton/ha ・year)

葉 7 7 7 7 7 7

その他 4 8 4 8 4 8

地上部純生産量 33 5 18 533 3
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表1 伐倒調査林分における調査結果 

調査地名 
ナ ア ワ ソ 

1 2 3 4 5 6 7 8 

標 高 (m) 20 20 20 20 20 20 20 20 

地 形 flat flat flat flat flat flat flat flat 

林 9 (month) 33 33 15 13 18 50 20 45 

立木密度 (No /ha) 11630 3965 3500 3100 7310 2650 2420 4100 

平均直径 (cm) 26 66 34 47 37 87 54 68 

平均樹高 （m) 57 116 47 81 60 148 78 108 

断面積合計（mソha) 

幹材積 （mソha) 

現存量 （ton/ha) 

6 65 15 56 3 60 5 78 7 35 17 83 5 80 18 95 

24 8 109 6 10 8 25 2 18 9 155 3 23 0 152 3 

14 1 58 0 58 12 1 11 0 78 5 13 2 77 6 

22 84 15 14 24 13 0 91 10 2 

11 29 07 14 11 36 16 20 

00 04 03 01 01 11 00 01 

17 4 69 6 83 149 145 963 239 89 9 

430 73 590 212 294 142 49 38 

イ ニ タ オ アソパーイ りガン タラカグ 

1 2 3 4 1 2 1 

90 90 90 90 200 200 525 

20 20 20 20 flat flat flat 

44 44 57 57 16' 30 17 

幹
 
枝
 
葉
 

その他 

合 計 

相対照度 （%) 

調査地名 

標 高 (m) 

地 形 

林 齢 (month) 

立木密度 (No /ha) 

平均直径 (cm) 

平均樹高 （m) 

断面積合計（mソha) 

幹材積 (m3/ha) 

現存量 (ton/ha) 

9420 

40 

92 

9210 

46 

101 

9780 

46 

107 

2880 

81 

149 

12900 

29 

74 

9000 

44 

86 

2730 

52 

69 

15 77 

108 9 

18 88 

130 1 

19 98 

139 2 

15 33 

113 2 

10 04 

50 2 

18 49 

129 4 

6 28 

23 9 

530 633 70 4 55 8 27 8 70 1 13 6 

58 69 78 92 41 13 6 66 

23 28 20 21 20 24 17 

00 00 00 00 00 00 00 

611 730 80 2 67 0 33 8 86 1 21 9 

39 64 40 98 94 50 191 

幹
 
枝
 
葉
 

その他 

合 計 

相対照度 （%) 

＊直播時期からの林齢 

出典 

佐藤明、金沢洋一、加茂皓一：ジャイアントイピルイピルの生長構造と成長解析、熱帯農 

業集報、No. 65、 80 -'93 . (1989) 
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表 1 伐倒調査林分における調査結果

調査地名 ナ ア ワ ソ
1 2 3 4 5 6 7 8

標 高 (m) 20 20 20 20 20 20 20 20

地 形 flat flat flat flat flatf lat flat flat

林 齢 (month) 33 33 15 13 18 50 20 45

立木密度 (No/ha) 11630 3965 3500 3100 7310 2650 2420 4100

平均直径 (cm) 2 6 6 6 3 4 4 7 3 7 8 7 54 6 8

平均樹高 (m) 5 7 116 4 7 81 6 0 14 8 7 810 8

断面積合計 (m2/ha) 6 65 15 56 3 60 5 78 7 35 17 83 5 80 18 95

幹材積 (m3/ha) 24 8 109 6 10 8 25 2 18 9 155 3 23 0 152 3

現存量 (ton/ha)
幹 141 58 0 5 8 121 110 78 5 13 277 6

枝 2 2 8 4 15 14 2 4 13 0 9110 2

葉 11 2 9 0 7 14 11 3 6 16 2 0

その他 0 0 0 4 0 3 0l ol ll oo ol

合 計 17 4 69 6 8 3 14 9 14 5 96 3 23 989 9

相対照度 (%) 43 0 7 3 59 0 212 29 4 14 2 49 3 8

謂査地名 , ニ タヂ ギ ーイリ;ソ タギ

標 高 (m) 90 9o 90 90 200 200525

地 形 20 20 20 20f lat flat flat

林 齢 (month) 44 44 57 57 16・ 30 17

立木密度 (No/ha) 9420 9210 9780 2880 12900 9000 2730

平均直径 (cm) 4 0 4 6 4 6 81 2 9 44 5 2

平均樹高 (m) 9 2lo l l0 7 14 9 7 4 8 6 6 9

断面積合計 (m2/ha) 15 77 18 88 19 98 15 33 1o o4 18 49 6 28

幹材積 (m3/ha) lo8 9 1301 139 2 113 2 50 2 129 423 9

現存量 (ton/ha)
幹 53 0 63 3 70 4 55 8 27 8 7o l13 6

枝 5 8 6 9 7 8 9 2 41 136 6 6

葉 2 3 2 8 2 0 21 2 0 24 17

その他 0 0 o o o o o o o o oo o o

合 計 611 73 0 80 2 67 0 33 8 861219

相対照度 (%) 3 9 6 4 4 0 9 8 9 4 5 o191

* 直播時期からの林齢

出典

佐藤明、金沢洋一、加茂鰭一 :ジャイアントイピルイピルの生長構造と成長解析、熱帯農
業集朝、No.65 、80~93.(1989)
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樹鷺とぱ‘職議欝鹸tマメ科》 

加ro *知r.id承 I加r4締!I 奉 《アンダマン九りン,, 

醐 ；叫 ンr ' 

データ採取地の立地環境 

Mixed with Canarwm euphyllum, S1erculit&.arnpan“ルta and some other miscellaneo直 

species like Term,nal:a bialata, Lagerstroe,nia hypokuca Albizza lebbek, Bombax ins信iie etc. 

in 4 years, it acquires mean top height of 8.2 m and crop diameter of 5 5 cm (top diarnctF 

86 cm ) as revealed in measurements of Sample Plot No 3 1-36 of North Andamans Iii 

eigth year old Sample Plots (No 28 and 29) recorded mean top height was 13 6 m with crott 

diameter of ii 3 cm (top diameter 16 8 cm). 

On account of Its fast rate of growth and economic value, attempt is made to study its 

rate of growth which is considerably faster in plantations as compared to natural forests. 

Data to determine species dependent coefficients of growth model were derived fromg 

Sample Plots mentioned hereunder : 

North Andamans Division 

South Andamans Division 

sP ルt No. 

25, 28, 29 & 30 

1,2, 3, 4 & 8 

In all there were 18 measurements, due to paucity of data, this study should be treated 

as provisional. Mean and standard deviation of basic parameters used are given as follows . (O 

indicate size and range of data. 

* Presently Project Directory Land Project Directorate, (Forest Department), Dehra Dun 

irameter Mean Standard 
deviation 

Denoted in 
text by 

Units 

~ー 

Age 31.9 20.0 A year 

iop height 25.9 8.2 H 'n 

Standard timber volume/ha 128.87 

tbe面「e thinning) 
97.14 VI + V3 1113 

Total volume/ha 202.48 
(be拓re thinning) 

97.58 V2 + V4 m3 

Basal area/ha 19.05 6.06 BA Ill' 

Basal area ratio 0.794 0.153 BR=BA /BAMax 

Number of trees/ha 499 
(be角re thinning) 

351 SI +S2 

Height ratio 1.003 0.085 HR =.(H/Mean height 

from curve) 

A perusal of standard deviation of Height ratio indicates that there is not much 

variation in Top height for the same age. Hence no attempt will be made to distinguish site 

qualities. 

樹糠とLEG狂報謝鰭蝶 (マメ碑】.
.," 砂神館加齢 翁簿負増〆研一酔客 ≠ア ># マン力勢》 },
圏
.;
イ ン #, .

データ採取地の立地環境

MIxed wーth Co′70"" 班 eリ ムメ /"用 ,S ′8′c頭顔 com β"“"′"ro andsome other mlscellanco 賦

6pec,es lzke 7T" 朋〃7o′′o b′"′om,Logersrro 釘ァ7如 左yPo′Euco パ′6′zm ′ebbek, βombo × f"s′g“ど etcネ

ln 4 years,1t acquires mcan topbe ・ght or8,2 m and crOPd ーamctcrof 5 ~cm てtop diamct ぽ

8 6 cm} a~ revealed m measurcmcms of Sample P1ot No 31一36 of‐North Aodama11s 1言

c1gth yedroid Sample P1ots(No 28aQd29) 【eoofded meantop be1ghtwas13 6 m wIth croo

diameterof i13 cm(topdiameter168cm).

01l account of lts fast rate of growth aod ccooomlc va}ue,attcmpt ls made tostudy ip

rate of growth wh,ch Is coI1s1dcrably fastcr in plantatlons as compared to natural forests.

Data to detern,,ne speciesdependent coc 雨 cーcotsofg ・owthmodclwerc denvod fromg

samplc plots meot1o11ed hereunder:

No てth Aqdamans D1vIsiOQ25 ・28,29 & 30

South AI1damaos Divtsl o tl l, 2 , 3 , 4 & 8

1n a -- the「c wcre ー8 mcasurcoocnts,ducto pauclty ofdata,thi ‘ studyshould bc trcatcd

as prov ば妙〃〆 . Meanandstandarddev1at ・ODofbaslcparamote 『s used are givco as fb=ow ‘二-o

Indーcate s1zc a11d range ofdata.

　 　　 　 　 　 　 　
* Present ーy proリに t D 甘ect。rrLand Pro」ect Dーrectorate,(Fore5tDepartment),Dchra Dun

StaDdard
deviation

P3ramCter Dcl1oted iD
text by

Agc 31.9 20.O A year

Topheight 25.9 8.2 H m

sta。dardt,mbcryolumc/ha128.87 97.14 VI 十 V3 ms
efbrc thloolng)

Total vo1ume/ba202.48 97,58 V2 + V4 ma
(before thinDing)

Basal a「ca/ha l9.05 6.06 BA m'

Basal area ratio o.794 0.153BR=BA/BAMax

Numberoftrees/ha 499 351 SI + S2 -
(befb「c thiQn1ng)

Height ratio l.003 0.085 HR=(H/Mean hcight -

fromcurve)

A perusal of standard dcviation of
‐
Hcight ・atlo indicatesthat thclc is l1ot much

variatio11inTop he1gbtfb 『thcsamc ago. Hencc Do attcmpt will be madc todistinguish site

qualities.

-111-



成長・収穫に関する表，図，式など 

11ethodology 

Following relationships were developed. These relationships are valid for the range 

covered in basic data. 

1. Site quality function 

Log~ H =5.29963-3 .94173 A ー '' 

r = .972 

2. Crop diameter function 

Log~ (D2)=(l.85809-0 .65428 BR2) loge H + 3.05282 BR-8 .40884 

r= .985 '' 

Where D2 is mean crop diameter before thinnings. 

Height ratio (H/Mean height from curve) and its various interactions with other 

variables wers also used but none of them was found to have a significant effect. 

3. Volumeルnc'ions 

(a) 

(b) 

Vi + V3=(0.46879/BR'6 + 0.47756 BR'-0.60663 BR) BA.H.-67.78491 

r= .981 

V2 + V4=(l.20670 + 1.47321 BR2-2 .31663 BR) BA.H. + 28.25635 

r= .965 

(c) Log~ [Vl/ (Vl+V3 ) 1=(6.16290 BR5-0 05173 HR +2.00557/BR-7 .90918 BR) >< 

log~ [SI! (SI + S2) ]-0.00308 

where VI is timber volume/ha after thinning 

r= .934 

(d) V2/ (V2 + V4)=u.45818 Sl/ (SI + S2) +0.54184 

where V2 is total volume/ha after thinning. 

r= 873 

Equation (c) and (d) is aimed to reduce standing volume before thinning to standing 

volume after thinning. The correlation coefficient of these regressions is not high. These 

figures could not be improved significantly by adding more variables. Probably in thinnirigs, 

the removal of thinning has not followed any systematic pattern (i.e. low thinning, mechanical 

or crown thinning) and hence this situation Therefore, crop volume values will be more 

reliable than volume after thinnings generated in growth tables. 

4. Maxi,num basal area curve 

Graph between Top height and basal area/ha was plotted. Freehand curve was drawn 

to cover the maximum observed values (BAMaX ) 

hand drawn curve was 拓und. 

Log~ (BAM~X )=3.43015 + 4.51314 Loge (1-c ー .12844 I-i ) 

Top height corresponds to the height of a tree of top diameter, where top diameter is 

mean diameter of 125 thickest trees/ha. 

Maximum basal area curve helps to define capacity of soil and provides a check against 

simulating unrealistic values. The yield table is generated from these regressions for mean 

quality class (Table 1) for BR = I. 

Suitable んuction to 飢 points taken from 
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収穫に関する表 , 図, 式など

Methodology

Followlog 【eーatiooshlpsweredcvoloP( 頭 . Thcscrelationships aro valIdfor the ragge

covc『cd io basic data.

1,S! ′eq “"!!ケル〃c“o"

Loge 日 =5.29963- 一 3・94173 A 一 .墨

r = .972

2.C ′op dfomere ′五““cffon

Log 。(D2)=(1.85809- 一 0.65428BR2)loge H + 3,05282 BR 一 8.40884

r-, .985
.・

W′hcre D2 is mcan Crop dialmctcr bcfb「cthionings.

Hcight ratio (日/Mean hcight from curvc)and its vanous i口tcractions with othcr

ariablc8 wcre also used but nonc of thcm was hound to havo a slgm6caot cぼcct.

　 　　　　　　　　　　　　

(a) VI 十 V3=(0.46879/BR ・6+ 0.47756BR' ー 0.60663BR)BA.H. ‐ 67.78491

r; .981

(b) V2 + V4=(1.20670 十 1.47321BR も-2.31663BR)BA,H. 十 28.2563≦
r= .965

(c)Log 。[VI/(V1÷+V3).=(6 ・t6290 BR憲一○○5173HR 十 2.00557/BR ー 7.90り18 BR) ×

log。[SIバ Sー+ S2)]-0.00308
wbcrcV1istimbcrvolume/ha ・「ter tbIDnlog

rコ .934

(d) V2八 V2 + V4);U.45818 SI/(SI 十 S2) 十0.54184
where V2 istotalvolume/ba a『tcr thIDoing ‐

r= 873

Equation(c)and(dlisaimcdtorcducestaodingvolume before tbInoiog tostanding

ume aftc「 tbiooiog. Thc co「rclatio11 coe 伍 cicnt of thcsc rcgrcssions is I1ot h1gh. Thcse

res could not bc lmprovcd s・gロi行cantly by add・og more var・ables ・ Probably in thlomogs,

rcmoval of tbin 口iog has 11ot fonowed aoy systemm1c pattoro(1.e.lowtbmmng,mcchanical

crownthinoiog)aod henceth-s sitUatlo11 Tbe 「cfore,cropvolume values wlll bc morc

1ablc tha1l volumc artcr thiDoIDgs gcl1crated in growth tablcs.

加ro×“'?“′'z boso ′口reo c“「兜

Graph betwee11 Top he1ght a口d basal area/ha was plotted. FrcehaDd cu「vc was dmwI1

coverthcmax.mum observedva ーue ‘(BAMax) Suttab に fuQctiODto 6t pomts takeD ffom

d drawo curve was found.

Log 。 (BAM x)=3.43015 十 4.51314Log 。 (1-e
ー
・12844H)

Top height corrcspond ・to thc be1ght ofa trec oftop d1ametcr, wbcrc top d18mctc ・ is

an dlameter of 125 thlckest trces/ba ‐

hdaxiInum basa1 area cuてve helps to de6o じ capac.ty ofs 。il and prov ーdes a cbcck agaiDst

u1ating un に a1lstic Yalues ・ The y!e1d tab1e iき geQerated from tbcseregress.ons for mean

alityclass(Table l)forBR=-.
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Table 1 

Age
(yrs ' 

Top 
height 

(m) 

Crop 
diameter 

(rn) 

No. of 
trees/ha 

Basal atea 
per ha 

(mり 

Volume/ha (m5) Thinning volume (m3) M .A.I. (m3) 

Standard 
timber 

Total 
wood 

SLandard 
timber 

Total 
wood 

Standard 
timber 

Total 
wood 

I 2 3 4 6 7 8 9 to ii 

5 11 5 0089 1541 9.588 0 68.312 0 8.082 0 13662 

10 161 0.140 ~ 143 17.605 32.094 135.062 1.690 134'8 3.209 14.314 

IS 2り2 0176 894 21.155 81.505 187900 3.664 16.078 5.546 13.964 

20 210 0206 '727 24253 121.717 230901 4476 16.148 6.354 13.427 

2" 253 0231 6に 25,831 154.230 265 669 4735 15408 6562 12.778 

30 272 0.252 538 26866 180.467 293.725 4.841 14.753 6.501 12097 

35 28.9 0271 479 27.620 203.386 318 233 4.926 14.300 6,365 11.491 

40 304 0288 432 28.171 223,151 339369 4.897 13.671 6187 10.940 
, 

45 31 8 0304 394 28.604 241.227 858.698 4.663 12.507 6.010 10.458 

50 33 0 0318 364 28.921 256.441 374.968 1 5,807 9.988 

Note : Value in Col 2 to 7 pertain prior to thinnings. 

出典 

Singh , S . P . , Sharma , R . S . and Singh , Jai (1984 ). Provisional growth 

estimate of Plerocarpus daノberg i o /des (Andaman Padauk ) . Indian For , , 

110 : 396 -400 . 

( 

Tab!e i

2 3 4 5 6 7 8 9 1o ll

5 1畳5 0089 董54ー 9,588 0 68,312 0 8・082 0 ・3662

!0 167 0,140 "43 17,605 32,094 135.062 1,690 13 4)8 3.209 14.314

15 2‘) 2 0 -76 891 21,755 81,50~ 187900 3,664 16,078 5,546 13.964

2r1 2 10 0 206 727 24 253 121,7t7 23090! 4 476 16,148 6,354 13.427

2・ 25 3 0 231 616 25,831 154,230 265 669 4 735 15 408 6 562 12,778

30 27 2 0.231 コ38 26 866 180,467 293.725 4,84ー 14,753 6,501 12 097

35 28,9 0271 479 27.620 203,386 318 2“ 4,926 14.300 6,365 H,491

40 30 4 0 288 432 28.171 223,151 339 369 4,897 13,671 6187 10.940

45 318 0304 394 28,604 24L227 858.698 4,663 12,507 6.010 10.458

~0 33 0 0 318 364 28,921 256,441 374.968

Jotc: Vdlue m Co'1 2 to 7 pe「lain prlor to thionlngs,

出典

S1ngh, S,P,,

est ima Le

110 : 3 9

Sharma, R,S, a

of p とe ′ひC‐β′β "ぶ

3 96-400

and Singh, Ja i

　 　　　　　　　　　　　　　

(1984),P
(A n d a lna n

Provlsl onal

n Padauk).

growth

l nd i an For,,

5,807 9.988
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樹暮i熱緋縁柳MCEA 料） 

府紐斑存It毒春x妻ej拠 

嵐 +ぐン奉 

データ採取地の立地環境 

Study Area 

The study area is situated at 650 m 

above m s I (latitude between 29。-45' N to 

30。 -25' N and loneilude between 77。-35' E 

to 76。- 10' E ) receiving an average annual 

rainfall between 280 mm to 307 mm and 

classified as Dry ShiwaJik Sal Forest and 

Northern Dry Mixed Deciduous Forests 

(Champion and Seth, 1968) The soil of the 

area is of low quail y and sandy. 

Five plantations of l , 6, I , l6 and 21 

years old weie selected foi the present study 

and the details of these plantations are giien 

in Table I 

成長・収穫に関する表，図，式など 

Methods 

A repiesentatoe sample plot measu-

ring between 004 to 009 ha (fable 1) \\aS 

Iaはout in each plant a ton and d b h (If all 

the standing trees within the plot u ete 

recorded and grouped into 3 to S dtamcter 

classes, depending upon the diameter ranqe 

in each plantation One mean tiec Iront each 

diameter class was felled and fresh weight 

of each component recorded separatel) lot 

estimation of biomass The ioots of one 

sample tree (close to the mean diameter of 

the crop) was dug out in each plantation foi 

estimation of under-giound hiomass Rep-

resenlative samples of each tree component 

were collected for dry weight esl,rna'ion and 

nutrient analysts 

Table I 

Details 可Aiなnthus excelsa p后nEat ions 

隅
 

3 6 16 21 

Area of enumeration 0 06 0 04 0 09 0.09 0 04 
かot (ha) 

No of trees on the 
enumeration plot 

141 67 90 75 49 

No. of trees/ha 2350 1675 1000 834 1225 

Mean diameter of the 6.95 t0 2 13 5 144 103 

crop (cm) (30-140) (60-170) (9.0-180) (90-200) (60-140) 

Class A 41 7.7 95 110 71 
(30-50) (60-80) (90-100) (90-120) (60-80) 

Class B 7.3 98 11 8 141 100 
(60-80) (9.0-110) (1lo一12 0) (13 0-16.0) 

Class C 95 135 183 13.4 
(90-110) (120-140) (130-140) (170-200) (120140) 

Class D 1225 
(120-140) 

161 
(150-170) 

155 
(150-16.0) 

Class E 17 5 
(17.0・180) 

Mean height of 
the crop (m ) 

56 9 45 115 1095 845 

Class A 52 4 67 10.5 73 635 

- 
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鵬 .±ず ,ン ,ド

データ採取地の立地環境

StudyArea ハ"ethods

Thestudy area ・s sltuated at 650 nl

abovemsl( ーat1tudebetween 290‐45 ′ N to

30025t N and longttudebetween 770‐3y E

to 760 ‐lo′E) 「eceMng anaverage anm ーal

raーnraーー between 280mm to 307 mm and

cーassボ ed as Dry shーwal1k sa ー Forest and

Northern Dry Mixed DectduousForests

(Chm ・pーo11and seth,1968)The soll of tlle

a「ca ls or low quall yand sandy.

Fーve pーantatlons or -,6,11 , 16 and 2ー

years oーd・vcーe selected foー the present shid) ′

and tl・e dctalーs or tllese plantat ーons a「e gー・cl・

ln Table l

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Table l

A reP1ese】1-al-、e sanl い1己 P1ot m じaW ‐

nng between o 04 to o o9 ha(Table l) ・・as

1aーd out -nぐacll p1ama ー0・land dbh ()f a rー

the stand ーng trees wーth1n tl・eplot ・・e1e

recorded and grouped ー1lt0 3to 5 dla m ぐ1ば

classes,depend-1 ・g upon the dlameter ranqe

1n each plantat1on one mean tーぼ iron ーcach

dmmeter class wasfelled and rresh welght

oreach componenLrecorded separatel){o1

est1mat1on of bーonlass Tーle lnots of one

samp ーe tree(c ーoseto the mean dlamet とr of

thecrop)wasdugout lll each plantatlon 「o1

est.mat.Qn of unde トgloul.d bIQmas~ R ぐ

resenーatーVe samp1es oreach tree coーnpollenL

were collected ror dry weーght psl mla on and

nutrーent anaーysls

Derm/s oゾ ル /"川棚 ie 躍ぞ′id p加川旧の“ぶ

3 6

Area of enumerat ーo1t o06 004

plo[(ha)

H 16Age
(Yrs)

21

009 0.09 00 」

No of trees on the 141 67 90 75 49
enume 「atlon plot

No.oftrees/ha 2350 1675 1000 834 1225

ハイean diameter of the 6.95 102 135 144 1O3
crop(cm) (30‐140)(60-170) (9.0‐180) (90‐200) (60--40)

C1ass A J ー 77 9 5 iー0 7 ー
(30‐50) (60‐80) {90-100) (90‐120) (60‐80)

Cーass B 7.3 98 118 141 ーoo
(60‐80) (9.0‐110) (110‐120)(130 ‐16.0) (9.o‐1l o)

C1ass C95 131 135 ー8 3 13.4
(90‐110)(120 ‐140) (130-ー40) (170-200)(120 ‐140)

C1ass D 12 25 16115 5
(120-ー40)(150 ‐170) (150‐16.0)

Cーass E 17 5
(17.0.180)

ハイean hclght of 5 6 9 45 115 1O95 8 45
tllecrop(m)

C1ass A52 467 10.5 7 3 6 35
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Class B 56 9 45 11 2 1095 8 45 

Class C 6 65 10 5 II5 1095 6 80 

Class D 8 75 [0 8 [0 5 

Class E 12.10 

Table 7 

7切aI St a,l請ng bio,nass（稔ノha) atdげセrent ages 

Age 3 6 II 16 21 
(Yrs.) 

Bole 9990 25209 25794 18927 17852 
(500) 

Bark 3988 9636 9372 6854 7074 
(19.9) 

Leaf 913 1105 301 602 828 
(4.6) (26) (0.7) (1.9) (26) 

T晒g 2215 1592 896 1129 1049 
(11.1) (3.8) (2.2) (3.5) (3.4) 

Branch 2898 4354 3898 4342 4491 
(14.5) 

Total above-ground 19996 
biomass 

41896 40261 31854 31294 

Root 5008 9380 7189 5769 6490 
(25.0) 

Total biomass 25004 51276 47450 37623 37784 

Productivity （如ノhafyr) 

Non-photosynthetic above-
ground biomass 6361 6799 3633 1953 1451 

Non-photosynthetic root 
biomass 1669 1563 654 361 309 

Total 8030 8362 4287 2314 1760 

出典 

Pande, M.C., V.N. Tandon and Mridula Negi (1988). Biomass Production in 

Plantation Ecosystem of' Ailanthus excelsa at Five Different Ages in 

Uttar Pradesh. Indian Foi, 114 : 362-371. 

l 

~ 
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C1ass B 5 6 9 45 11 2 10 958 45

C1ass C665 105 = 5 1095 6 80

Ctass D 8 75 【08 105

C1ass E 12.ーO

Table 7

丁α叫ぶ超′?d!〃8 あり′“"鰐 (kg/卿 )m d卵 ere′〃 "ges
ー

Age3 6 11 16 21
(Yrs.)

Bole 9990 252o9 25794 ー8927 17852

(500) (602) (64.1) (59.4) (57.0)

Bark 3988 9636 9372 6854 7074

(19.9) (23.0) (23.3) (215) (22.6)

Leaf 913 1105 301 602828

(4.6) (26) (0.7) (1.9) (26)

Tw1g 2215 1592 896 1129 }〇49

(11.1) (3.8) (2.2) (3.5) (3.4)

BraLヱュCh 2898 4354 3898 4342 4491

(14.5) (10.4) (9.68) (13.6) (144)

Total above‐ground l9996 4ー896 40261 31854 31294

bーomass

Root 5008 9380 7189 5769 6490

(25.0) (22.4) (17.9) (18.1) (207)

Total biomass 25004 51276 47450 37623 37784

Prod肥れv′“ (たg/たα/“ )

No photosynthetlc atX)ve‐

ground blomLass 6361 6799 3633 1953 1451

Non-photosynthetic root

blomlass 1669 1563 654 361 309

Tota1 8030 8362 4287 2314 1760

出典

Pande,M,C., y.N. Tandon and Mridula Negi(1988).BiomassProduction In

P1antation Ecosystem of Ai lanthus excelsa at FiveDifferent Ages in

Uttar Pradesh.1ndian F○た,114; 362-371.
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樹獲1',l鷺驚l蕊マ｝（ィンドセンダ・，ン, 
国 こナイジ零琴ア 

データ採取地の立地環境 

匹叫（i ) 

L,ooalitys 

取inムユ1$ 

Altitudsz 

Data souro.: 

菖iab.r of plots: 

孤●●of plots: 

翼．..u工．叫t 
.p.o"ioationz 

St・・・戸嶋‘ 

northern mgene 

7叩叫町0 " 

3叩皿 

temporary sazepis plot・ 

89 
一＾. 2 
101 m一 

4 cm diameter 

1 700 (エnItial stocking) 

成長・収穫に関する表，図，式など 

whem 

、

it. class 

A8・ 
(years) 

・：二 

", 1一3 ん一、、，ー ー』‘一 一，一ー 
月A‘ い“ノ“"J 'JJ b''’ しA000 

エ エエ 

~ 

:. 

．’ 

うhュa .. 皿 

9.3 5.8 3.5 2.3 
12.4 7.8 4.4 1.8 

14.7 9.0 4.9 2.0 

15. 7 9.9 5.2 1.8 
17.0 10,0 6.0 2.0 
18円 10巧 5.2 2.2 
16.7 9.7 5.0 1.9 

、
‘
'
4

にノ》b

,
1
8

。ノ 

迦旦IきB; There a・・me to b・“om・inoonsirtenoy in MAエつf sit・class ェV due to 
rotuding of nguェ・．●when oaloulating volume produotion. 

鉢rgl e tree volume eqiiatioru 

log. V - - 7.40769 + 1.69402 logo U + 0.97788 log He e e 

. volume of the tree in oubjo feet 
drth at bェ'east heiゆt (1.3m)in 血oh・B 
height of the tree in feet 

v
o
且
 

シ5.4 c聖en塑 

There is 'marked di ff.z・，no. in th.皿．．ユiann皿l thor.皿・ni,with ohang・ of "t ’・ 

On ooor sites oulaination of MAェ1.at aneary .g,, ．月 comp・ユ・d with b・tt.r ""’・ On 

an avenaxS site....na」11lnaユ mnol・，merit of 5 皿ツha would be a reasoriabis """" on axユ 

elgm year rotation 、刃・ 

出典 

(1) 9罷”b。1り§：i一J叱・on・JI.・‘・；叩。，ロ・0.A. 、 Provi・土。“ltabl・for growth and 
ワプ( y1．ザとor '“巴、き － -in豊2 )l」ュnorthern Nigex“・R・・“Iでb 

r'P'r加・lor "’βavanユ亀rorestlr lte…xつhSt't土叫，加工吐“ 
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樹滝川ELI球錦鱒電しかン糖》、
謬雰裁dfな飴霜 寂射殺 ,(インギセ》,が・>;

園 .J ナイ瀞 巽鞍磐 ・ ,　　　　　 　　　　
・ ・ ・

・ ・

データ採取地の立地環境
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.・
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・
.
・
,:,.:

,…
.・

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　
▲ltitud ‐1

山 t. ‐oulo ・8

lh--b・r of plot ・-

8i窓o 0f pl0t “

X▲Wmu 間 釦t
・p‐嶋れ鳩 tim-

8t側 心 ‘

加 1lbolp iigomA

7閃 4 050 回

　　 　

t鯉甲 岬 岬 1.plot・

89
101 ー2

4 011 dュ・11・七・r

1 7節 (lniti.16tooking)

M A.( 。塾鯛 )b ヱ。it。。1鮎 。

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

ュto ol鳥oB

▲op; ＼ ＼
(yoa施 )

ェ 1111エエ 1▽

、
'
△
「
《
ノ′̂
V
7
十
R
V
Q
/

9
12
14
15
17
18
16

3
4
7
7
0
0
7

. ・・.・ ql

号:宣
9.0

9.9
1ooo

18:号

3/」 ..

3・5
4.4

4.9

≧:g
5・2

5.0

2.3
1.8

2.0

1.8
2.0

2.2

1・9

Rαmad 幽 ; Thor ・ Boo国β t o b o 1lo鐘6 エロoob β111÷temoy 土JP XA 工 つf Bite c1Ball 工▽ due to

r0und コLng of figurOB 冒hon oal0ulot.11g voIU[I塾o pr0duotlo 口・

山間

S1n=bo l o t h・一o w)11 軸ロ. 駅堕wAt1nh-

log 。▽ - - 7.40769 十 1.69402 1og60 十 0.97788 10g。
日

▽ ・ vol 皿 e of tho t拘 e ln oubi

o ・ 郡 rth at bn 開潟t height(1.

亘 ・ hol メコt of tl1e tコ帥 o in feet

VOI 挽回e of tho tree 土b oq]b土o feet

郡 rth at bh 開潟t height(1.3 m) in inoh68

56 ・4 co1--犠nta

There 18 ▲ -▲rk●d diff.ronoo 1n th ・ 畳o.-n 鷹ロLhu▲l il1oro 血ont, 一dth ob▲Z翼ro of o1t,.

=緊餐滞 :;雷電ご温il彊o二萱塚 靴糧露摘 要i賃鴬滋賀澄雄 .;ムー伽
eight y"r Ntation(3),

出典

(1)01 鴨門・bolt s. ・ J▲001鴨 vlbolt,S.;J ▲okem, J. 【,; ojo,0.0. ▲, P1嶋獲 鴫 obq t1bl ・ for g lpl‐t

l967 y lold for ガooIn( ▲腿 dinpht.i n 蝕 o.)14north ・皿 肌 郡 鴨 ・.R ・・"IOB

P●P.r 冨o. l of tho s▲Va-nn"Fbr ●1ltiγ Rooo ・x1oh st ・tiqn,Z I11鴨 ..

Pm" ・io叫 勘 le for‘回 仙 鑓
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(3）無と,。“と！ででry Ree.ax'oh, Stationゾ士8ジia・ Si1vionltur ・nd 血・n・、rat ion・ 
1ブf 4 UflJJY/FAUTsonn ユ“' noporc n o・ I・ 

ダ イ ノ ェ ス ト デ ー タ ： Pandrew , U Growth and yieId of plantation species in 

the trop los ' FAQ 1383 所 収 
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(3) 執 れ迎臨 帥 特・t'ワ Eeo 開umb st 群 友m,=i 愚 ,n4. SII “ oultuN 班 d mmlmnt ュm1,

1974 仰 Dp左▲oT ・o国 L"I R・pon 甘o・ 7・

ダ イ ノ ェ ス ト デ ー タ : Pandrey , O G r ow t h an d y l e l d o fplantatlon s p e c l e s l ll

t h e t r o p l cs , FA O I98 3 所 収
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繊奪＋礁しI c瓢臥せンダン科〕 

,C,Jrei最 odDrat （セFロ｝ 

舞 ’ナずジェりア 

データ採取地の立地環境 

Latin Name 

Trade Names 

Local Names 

Cedrela odorata L . Family Meliaceae 

Spanish Cedar, Cigar box Cedar (English), 

Cedro (Spanish). 

Cedro Cebolla (Panama), Cedro Amargo 

(Venezuela), Cedar (Trinidad, Tobago and 

Jamaica), Red Cedar (British Honduras), 

Acajou Rouge (Guadelope and Martinique), 

Cedro macho (Cuba). For numerous other 

names see Record and Mell (1924). 

Nigeria 

成長・収穫に関する表，図，式など 

6. 2 Height Increment 

Oseni obtained measurements of the average height increment 

in six young Cedar plantations at Ibadan, Nigeria (49 inch, 1, 245 mm . 

per an. rainfall, 800 feet, 244 m . a. s. 1. ) and correlated this with rain-

fall. After planting in June 1962 there was an initial period of very 

slow growth till April 1963, the end of the dry season, indicating a 

period of settling and root development, thereafter almost continuous 

growth occurred as follows. 

ヒ二 Year Ht. Incr. 

inches 

Rainfall 

inches 

Rema rks 

Apr. 
A

u

g

.
 

-Dec 

Apr. 
A

u

g

.
 

-Dec 

Apr. 
A

u

g

.
 

-Dec 

届Mayeptan
.扇Ise
ptLian
.扇ept 

1963 

1963 

1963 

1964 

1964 

1964 

1965 

1965 

1965 

3
 
11 

4
 
5
 
7
 
2
 
8
 
7
 
5
 

1
 
1
 
4
 
2
 
2
 
6
 
1
 

7. 77 

39. 27 

16. 17 

9. 58 

27. 93 

11.35 

10. 24 

43. 18 

10. 67 

November to March are 
the driest months and 
average less than 2 
inches rainfall per month. 

The six trees averaged 
20 inches high when 
planted. 
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,i
機種↓雑ELI概嚢紙(せ〉#> 料)
,C鞭rもな り粛ゐ憎摺 {セ ギロ)

　 　　　　　　　 　

データ採取地の立地環境

Latin Na1me Cedrela odorata L. Fa1 ばlily M【eliaceae

Trade NaーぱIes

Loc 副 Na]mes

span ・sh Cedar,Cigar box Cedar(English),

Cedro (Spanish).

Cedro Cebolla(Panama),Cedro AmLargo

(Venezuela),Cedar(Trinidad, Tobago and

Jamaica),Red Cedar(British H ①nduras),

AcaJou Rouge (Guadelope and Martim ue),

Cedro macho(Cuba).For numerous other

names see Record and Mell(1924).

Nigerla

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

6.2Height lncrem ーent

osell ュ obtained nGーeasuren 【lents of the average height lncren 〔lent

m six young Cedar plantat ・ons at lbadan,NIgeria(49 inch,1,245 mm ‐

per an. raihfall, 800 feet, 244 111. a.s.1.)and correlated this wlth ram ‐

f≧…ul. After planting in June l962 there was an in・tlalperiod of very

slow growth tl]u April l963,the end of the dry season,lndicating a

Period of sett1ing and root develoPn 【lent,thereafter aュn〔lost cont.nuous

growth occurred as follows.

Period Year Ht.lnCr ・

inches

Rai 旧 all

lnChes

Re1marks

Jan.-Apr.

M[ay-Aug.

Sept.-Dec.

Jan. ‐ Apr.

M[ay ‐Aug.

Sept.-Dec.

Jan.-Apr.

M[ay ‐Aug.

Sept.-Dec.

1963

1963

1963

1964

1964

1964

1965

1965

1965

3

11

14

15

47

22

28

67

15

7.77

39.27

16.17

9.58

27.93

11.35

10.24

43.18

10.67

Novernber to Dなarch are

the driest lnonths and

averageless than 2

inches rairlfall per noonth.

The sixtrees averaged

20inches high when

planted.
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Height growth was strongly influenced in this plantation by the 
sloping ground in the plantation. Height at the drier upper side of the 
compartment was much less than at the bottom of the slope. 

In the Sapoba 1929 plantation the mean height of the 40 largest 
trees per acre at 32 years old was 127 feet (38.7 m .) or an annua:I 
increment of four feet (1. 22 m .). 

In Misiones, Argentine, Martin (1946) records a height of 23 
to 25 metres at 106 years old in natural forest. 

The Ghana sample plot figures quoted by Streets (1962) compare 
closely with those for height and girth given for Sapoba, Nigeria. 

6. 3 Volume Increment 

Homne (1962) gives true volume data for the 1929 Sapoba 
plantation for the main crop only ignoring thinnings. 

Year Age 

Me an 
Height 
feet 

Mean 
G.B.H. 
inches 

True Vol. 
per acre 
u. b. 

M .A.I. 
u. b. 
Cu. ft. 
per ac・ Re markS 

1954 

1961 

25 

32 

105 

120 

50 

56 

4500 

5368 

180 

167 

No adequate dats 

for thinnings 

are available 

Horie estimated a yield at 40 years old of 6. 500 Cu. ft. D er 
acre iqDDm per na) witti a mean girth of about ? feet o. b. , b . h . 
(2. 13 m .). Lest these figures be thought exceptional, figures for a half 
acre plot in the adjacent arboretum in the thirty-second year of growth 
were higher. This plot was originally planted closer and thinning was 
light. There were 167 trees per acre (twice the density of the other 
plots) and the basal area was 280 s ouare feet). This is ecuivalent to 
lu, uuu cunic reet per acre ( bbU m per Ira). 

出典 

Lamb, A .F.A. (1968). Fast growing timber trees of the lowland tropics 

No.2. Commonwealth Forestry Institute, Department of Forestry, Univ-

ersity of Oxford. 
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Height growth Was strong 工y ihじfluenced i‐nthis plantation by the

slop ・ng ground ・n the plantation. Height at the drierupper side of tha

cornpartrnent was rnuch less than at the bottonn of the slope.

ln the sap 。ba l929 plantation the n【lean height of the 40largest

trees per acre at 32 years old was127 feet(38. 7 m. ) or an a[unual

incrernent offour feet(1.22 ・IQ.).

ln Mislones,Argent ・ne,Mart ・n(1946)records a he ・ght of 23

to 25 rnetres at l06 years old in natura ユ forest.

The Ghana sa1mP1e P1ot fi巨里 res quoted by Streets(1962)com ・pare

closely wlth those for helght and girth glven for Sapoba,NIgerla.

6.3 Volunne lncrennent

Horne(1962)gives true volume data for the l929 Sapoba

plantat ・on for the r1〔lain crop ordy iglloring thinnings.

Year Age

ハdean

Height
feet

M【ean

G.B.H.

inches

True VOI.

Per aCre

u.b.

ハ江・A.1.

u.b.

Cu,ft.

Per aC. Ren 【larks

1954

1961

5

2

2

3

105

120

0

6

f
o

rへ
り

4500

5368

180

167

Noadequate dat

for thin1国Lngs

areavailable

data

。ョ暴評雷電誓霊&冨蓋豊麗濃艶灘雷雲8?‘・鎌Per
(2.13m.).Lesttllese flぎロres be trlought exceptional,fig ば es for a half

acre pl()t ir.the adjacent arb()retu 工T1int 士1e thユrty-sec()ndyear()f EP 。wth

were higher. This P1ot was orlg ・na:uy P1anted closerand thin 国 Lng was

light. There vvere167 trees per acre(tvvicethe density of the other

plots) and the basalareawas 280 Squarefeet).Thislsequivalent to

lo,ooo cub ・c feet per acre(680 m per ha).

出典

Lamb,A,F,A.(1968).Fast growing timber trees of thelo w la nd trop ics

N o ,2 . C o m m o n w e a l t h F o restry lnstitute,Department of Forestry,Univ-

ersity of oxford,

-119-



揖種士無安LI ME蛾く離ンダン科） 

．加d鵬枯妻輿rォ蜂 （セドd) 

繊 ‘く・ナイジ，遊りI‘, 

データ採取地の立地環境 

成長・収穫に関する表，図，式など 

Locality: Sapoba (western Nigeria) 

Altitwl・‘ 0 -5α〕a 

Rainfall 2 500 ills 

Soilt sedimentary odgin 

0-thor broad ohara.otore: tropical rain forest 

Data souxoe: temporary sample plots 

Number of plots: 2 

Number of stera可ha: 210 

Mitt at 32 years: 11.8 aツha under bark 

聖邑竺と野 JUll・S be・n calculated for the standing crop and no data 

on thinning were available. 

出典 

(1) Horns, J.E．ル Crow-th rate in the timber plantation of w日stexm Nigeria. 
1962 iger'an Forestry Information- Bulletin (LS .)No.12. 

ご 

ダ イ ゾ ェ ス ト デ ー タ ： Pendrey , Ii t rowth 日nd yield of plant 日t ioii species in 

the tropics . FA0 1.983 所 ItS 
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,絹種 ±莱たLIA解ゑ国鱈ンザン桝 ).
. ・.感adr洋霧 #年繋宕翰 {粘 ドロ ; .

轍 ・くず イ ジ ,渇 リ ア .,

,.
・, ,

. ・. , ...

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

…,,,:,,.
:

Looality- Sapo 鞠 (Mootom 翼1go 亘 a)

A1titud ・1 0 - 5仰 ぬ

瓶 iDf111 2 500 回

Soil- B・dimont. け ohglb

耐hor bmd omMtom 棚 ploq 血 foM
D▲"60uNoi t・叩 m 坪 間 plo ploto

Nullbor of plotg: 2

NIm 網 r of stena/hB: 2Io

態 l at 32 y蝋 8:11.8 ・ツ lm 脚 蟹 M*

Reu・arkB: MA1 hBa boon ca1cu1atadfor the atand1 れg croP aund no data

on tbュれれ壷ぬg were aVai1ab16.

出典

(1} Rome,J,E,M,Growth rata in tho tinber plantation of vastem Nigeria,

1962 貿igerlan lbre 附 け lnfomatio 廿 Bulletin {N,S.) 貿o,12,

ダ イ ゾ ェ ス ト デ ー タ : Pandrey , D G r ow t h and y l e l d o fplantatlon specles ln

t h e tro p l cs ,FAO I983 所 収
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嫌穫IMEUA鎌縫tセン‘ダン料） 

か1肘●か加魂嵐嫉rpMYU蔗 （肄オバ妥本・暑，ニー》 ’'' ,: J 
舞 王’’イをド毒ジ7 

データ採取地の立地環境 

、
 

》
．
 

Looelity' Te1ea, Semarung, Gununi Kichul,Taaikmalaya 

A1.titue' 150・・600 皿 

D&ta souroeg p.rmanent sample plots 

Number of plots: 36 

成長・収穫に関する表，図，式など 

neld by site classes 

Ag●in 

y"1' 

Site olass I Site claes II Site olass III 
N

o

 

at 

pe
 

f
 
日 
ぬ
 

ゆ
 

”
 

r
 
y
 

AV. diem. 
incm （議a) 

Av. diem. 
土ncm 

皿I 
(m3/ha) 

Av. diazn. 
incm 

xAI 
（画hia) 

0

に
ノ
0

に
ノ
0

に
ノ
0
0

~
 

1

1

2

2

3

3

4

にノ一 

一 

「
ー
「
ー
《
‘
に
ノ
《
‘
》
6
1
.̂
' 

1
7
2
4
3
0
3
6
4
1
4
6
5
1
6
2
7
6
 

1
1
1
1
1
I
1
1
1
 

6
8
8
8
7

“
ー
！
b
5
4
 

●
 

●
 

●
 

．
 

.
 

．
 

●
 

．
 

.
 

7
3

に
ノ
3
8
3
8
9
q
ノ 

【

 

‘
 

12.4 
19.6 
27.2 
32.6 
36ヴ 
40.0 
43.5 
49. 8 
55.5 

9
2
3
4
4
4
4
4
3
 

a
3
6
3
6
8
7
4
8
 

.
 

.
 

.
 

．
 

●
 

.
 

.
 

.
 

.
 

1
1
1
1
1
1
1
1
 『

 

1
8
1
0
5
1
1
8

一 

0
2
7
2
6
1

『
ノ
1
5
 

1
1
1
2
2
3
3
4
4
 

.
 

．
 

●
 

●
 

．
 

●
 

●
 

．
 

・
 

'
 

に
ノ
《
I
B
9

‘
ー
‘
ー
〔
‘
(
‘
〔
‘
 

.
 

．
 

●
 

●
 

．
 

●
 

●
 

．
 

・
 

0
0
6
O
/
l
9
3
7

にノ 

1
 1
1
1
1
 】 

1 070 

500 

325 

240 
181 
140 

Remarks: Site classes I, II and エII correBpOnd to top heights 刃.0 , 28.0 

ーーー- an'i25.0 m respectively at referenc・ag・40 years・ 

yNumber of stems/ha indicated are for site class II 

出典 

(3）き曇讐、。畦主加9地かent 。七Agri讐ltur％爪）rest Research ェneti-tut。・ ne ld 

」915 table ror tel) incluotrial WOOG epeo円“・ 

ダ イ ノ ェ ス ト デ ー タ Patidrei' ' 0 Growth ・nd yjeld of plsiitotion species i ii 

the tropics . FAQ 1983 所 収 

1 
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蒙糠 ギ暖 u 就鮎数壱望ダジ粉 )
.,
, ,

・
, 森蛸 〃“☆為 ,那鮎 鯵 #卿 " ぬ {オ 辱 パ 響 癖 ,寿 ,キ ャ }-. 〉 ・

　 　　　　　　　　

データ採取地の立地環境

L嫌 lityi n 脳 ,S 鵬 掴 g,GmumKichm,Taai 回 申

▲ltitudo ‘ 150 ‐ 6001n

D4t 義 oourooI p・‘外国風口4nt 副Aim中1o P1ota

yumber of plotB1 36

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Yield bげ alto clauB8GB

▲go in
yo‐邪

Site oュ△118 工 S1to c1 ・11β エー S1to o1alla エエエ

Av,d i軸 ・
in cm (.戦AA)

AV,d i軸 .

ln om
魁 1
(国3/ー)

AV ・ d 土8皿・

1P olo

M AI
(m}/-)

1
0
鯵
卸
鮎
鳩3
5
叩
“
め

'?.6
24.7
30.7
36.2

畳繍
51.6
62.1

76.2

16.7
18.3

18.5
18.3
17.8

;≧≧
15.9
14.9

12.4
'9.6
27.2
32.6

36.5
40.0

43・5
49.8
55・5

9.8
12.3

'].6
14.3
14.6
14.8
14.7
14.4
13.8

lo ・1
12.8

17・1
22.0

26.5
31.1

宣言:&
45.6

5.0
7・0
8.6

9.9
11 ・l

11.9

12.3

12.7

12・5

1 070

鶏
325

240
181
140

RemArko: 9ュte c188868 1,11 β」nd 111 cor1r6BPond to toP heユght8 シ0,0, 28.o

and 25,0 In reBpeotively at reference age 40 year8,

リ 賀凹 ber 。f 8tomB/hB 1ndicated a re for 8ite c1β8811 ・

出典

(3) ェndonooi △ Do 翻一代号opt 一Qf‐Agiloultwo, 恥 rest RaBoaroh lnatitute. Yield

潟 挿す tAb1o forton induBtriA1 】ood B〆 oiee ・

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ Pandrey , D G r o w t h a n d y l e l d o f p l a n t ti t l o ns P e c l e s l n

t h e t r oP I Gs ,FAO I983 所 収
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I 

樹難’ML ACAE(セソダソ科》 

柳加f軸加藁鼻eI'（燐みrIIt （オ体1、マ本ガニー〕 

潮 【フィりどン 
．’ 

データ採取地の立地環境 

具1」旦とI聖運(2 ) 

Locality: Makiling Forest, Laguna, Cebu and Bohol 

Altitude: 40 m and up 

l(umber of plots: 191 (Rele.akop plotり 

成長・収穫に関する表， 図，式など 

About 

(a ) Site index equation (x毛加reno・ag.40 years) 

log S - log II + 0.16605 (log 40 - log A) (J 一0.736) 

S . site index 

H ~ mean total h・lght in 皿based on at l・a吐 

5dominant and oo-dominan-t trees around sampling point 

A . stand age in years 

叩peroent of the ar・a studied belong,to sit・indeエ（20-叩）, 

Mh.1、1 

出典 

(b) neld equation 

いgV 一 1・7MB - 6・6721 十＋。・吟3801 x S - 0・78406ェ＋ 
(r2 - 0.878) 

V . stand v~lume (m3/ia) measured up to 20 on top diameter under barkS 

Other symbols stand as in（小 

XLI (ia3/ha)by site index classes 

Siteindex
Age

(years ) 

15 加
 

25 30 35 1o. of stems 
per hay 

15 
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成長・収穫に関する表，図，式など 
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讐麟＋器繁Ia蕊箔鷙かガ＝ーj + $4奪峨 raphrIi譲‘オオ1、警本織ニー， 
嵐・ I フずサどン 

成長・収穫に関する表，図，式など 

樹 令（年） 樹 高（m) 胸高直径(cm) 材 積（m3)測定本数 場 所（島名） 

1
 
2
 
3
2
 I
 

7
2
6
1
 8
 

19. 1 25.9 0 20 64（本） ロスパニB ス （ルソン） 

19 0 39 0 0.37 12 /i 'I 

21, 3 

15.3 

50 3 

37.9 

0 79 25 /i 

36 // 

/1 

ミノグラニリャ （セブ） 

13 6 20 9 87 ノノ カンニャオ（ルンン） 

各地の情報をもとにして, 30年伐期で平均生長量を25mソha としている例もある 

が,最近のインドネシアの収穫表をみると，この予想は過大なように思われる。 

SwteIenia rnahagonz, S. macrophylla 収穫表（抜粋） 

林 令 

〔地位I〕 
本数ノ垣 平均樹高 

(m ) 

平均胸高直径 

(cm) 

主林木材積 

(m3ノ垣） 

間伐材積 

(m3/ha) 

年平均生長量 

(m3/ha) 

5 

10 

15 

20 

30 

40 

50 

60 

2, 405 

L 545 

1, 065 

780 

450 

305 

230 

190 

4.8 

9. 2 

12 6 

15 5 

20.3 

24.2 

27.2 

29 0 

67 

10 1 

12.8 

17 1 

26. 5 

35. 1 

41 8 

45 6 

4
 
9
 
5
 
2
 
8
 
2
 
3
 
8
 

3
 
7
 
・・1
 

8
 
6
 
2
 
6
 

1
 
1
 
2
 
3
 
3
 

1 

10 

19 

29 

45 

43 

38 

34 

1.0 

5.0 

7.0 

8. 6 

11. 1 

12.3 

12.7 

12.5 

〔地位皿〕 

5 1, 650 8. 6 8. 1 33 8 82 

10 刀0 16 2 17 6 124 35 16.7 

15 456 20.2 24.7 186 45 18 3 

20 340 23. 1 30. 7 238 44 18 5 

30 222 27.2 41 5 325 37 17.8 

40 160 30 4 51 6 399 31 16 8 

50 120 32.8 62. 1 466 26 15.9 

60 85 34. 9 76.2 523 21 14. 9 

出典 

(SUHARIAN, SUMERNA & SuDloNo, 1975 による） 

浅川澄彦（19 乃）．熱帯樹種の造林特性（~) ． 熱帯林業 No. 6 ? : 41-44 
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織穂 i縦LI解離紙センダン料}
= ぎ群鱈闘お 戯熱薪桝略 {マホガニー } . 糸 岬欝級友“畑 【オ考蝶警亦縛,ゑ「 i ,. ′ ,

　 　　　 　 　 　　 　
, ,. ・

・ . ・ . .

1
　成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

樹 令(年) 樹 高(m) 胸高直径 (cm) 材 積 (m3)測定本数 場 所 (島名)

17

22

36

21

18

19,I

19 0

21,3

15,3

13 6

25,9

39 0

50 3

37,9

20 9

0 20

0,37

0 79

64(本)
12′′

25′′

36′′

87′′

ロスバニラス (ルソン)

′′

"

ミノグラニリャ (セブ)

カンニャオ (ルソン)

各地の情報をもとに して,30 年伐期で平均生長量を25m3/ha としている例もある
が, 最近のインドネシアの収穫表をみると, この予想は過大なように思われる。

Swig誇れfo m 磯 4肥れ≧,S,mo けり毎 "α収穫表 (抜粋 )

林 令
〔地位 1〕

本数/態 平均横高
(m)
平均胸高直径

(cの

主林木材積
(ma/脳)
間伐材積
(m3/ha)
年平均生長量
(m3/ha)

5

10

15

20

30

40

50

60

2,405

1,545

1,065

780

450

305

230

190

4,8

9,2

12 6

15 5

20,3

24,2

27,2

29 0

6 7

lo l

12,8

17 1

26,5

35,1

41 8

45 6

4

39

75

112

188

262

323

368

I

10

19

29

45

43

38

34

1,0

5,O

7.0

8,6

11・I

12,3

12,7

12,5

〔地位m〕

5

10

15

20

30

40

50

60

1,650

710

456

340

222

160

120

85

8,6

16 2

20,2

23,I

27.2

30 4

32,8

34,9

8,I

17 6

24,7

30.7

41 5

51 6

62,I

76,2

33

124

186

238

325

399

466

523

8

35

45

44

37

31

26

21

8 2

16,7

18 3

18 5

17,8

16 8

15,9

14,9

(SUHARI^N,SUMERN^ & SUD1oNo,1975 に よる)

出典

浅川燈彦 (19でぅ). 熱帯樹種の造林特性 (W). 熱帯林業 No.67 :41 ‐44.
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成長・収穫に関する表，図，式など 
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volume 
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(Average 
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（司 
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00加o叫 bicolor Rowl.. (klia) 

B0?11?A i (sIrs CLASS I) 

1
2
3
4
5
6
7
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4声 1225 66
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9
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5
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776625,849

124 75,0 

21,0 
23,1 
24声 
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244 
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20,3 
22,5 
24, I 
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241 
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76,0 
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71,0 
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42,9 57 731 73,1 .0,0 

BONITA III (siTs cuss Ix!) 

'
'
2
3
4
5
6
7
a
9
~
 

1
 

8,4 
16,9 
21,5 
24声 

呼440287211 
64132ill97
叩86 

42,7 
30,3 
29,4 
30,1 

7
l
9
ー
！
っ
6
 
ノ
に
ノ
1
6
 

716

加242628

加313232 

5
‘ーB

・
ー
。
O
ノ
ー
'
7
9
2
 

2
0

にノ・・‘6

~
5
a

~
2
 

《
 
！● 
！ 
●
 
！ 
● 
● 
， 
! 

1
2
2
I
ノ●ノ4
.
4
4
5
C
ノ 

1
●
ノ
5
6
6
7
7
8
8
8
 

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

。
9
・
！
。
”
ー
●
I

;7 

3
4
 

, 
， 
● 
！ 
● 
， 
● 
●
 
《 
， 

62 
127 
156 
178 

22胆586065950525456
1 

2270288848

ー・5443ノて‘《ー

84 
1労 
284 
366 

84989491888683
印7875 

0
5
●
ー
に
ノ
8
2
6
9
3
9
 

． 
・ 
， 
● 
！ 
, 
， 
・ 
， 
, 

0
0
0
0
0

~
~
~
~
 

I3878278

.7368625854 

1
2

●
ノ
4
5
一 
《ーB

ロノ。 ー
 

27,0 
29四 
30,6 

31,1 
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'3,4 
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~7631769 444 
517 
5邸 

31,7 '4,4 230 647 
32,4 35,0 236 7切 
32声 う5 '4 239 

加 

759 

出典 

Suharlan, A , Sunierna, K , and Sudiono, Y . (1975 ) Yield table of ten 

industrial wood specoes l,enibaga Penelitian Hutan. 
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など
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出典

Suharlan, A , Sumerna, K, and Sudiono, Y,(1975)Y i e ld t a b l e o f t e n

i n d u s t r i a l w o o d s P e c o e s L e m b a g d Pene l i t ian Hutan ・
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樹難’“鞍鞍礁嫌（フト竜電科’ 

蔵1'！声 1ypf姓碑か（E封盾血Iy桝井妻，I栽春tatIか譲奔〕 

データ採取地の立地環境 

成長・収穫に関する表，図，式など 

Table 3 

Groii'ih data 可some  Eucalyptus plantationsげPut必b taised under Social Forestry programmes. 

S pacing 
(in >< ni) 

Age 
し「S ) 

Av dia 
(c in) 

Quality 
of cultural 
operat tons 

MAE 
(nlソha、 

Site 

type Location 

30x25 60 

50x20 55 

2 0x2.25 8 5 

65x1 5 140 

25x18 35 

L7x1.7 80 

18x1.5 45 

30x30 205 

30x40 140 

40x40 30 

12 3 Good 18 04 Poor V Piareaiia 

123 Avera9, 13 50 Poor Chak Sarkar RF 

14 1 Average 15 57 Poor \' Dhilwan Khurd 

17.3 Averace 22 80 Poor R F Ludhiana 

11 5 Poor 2948 Poor \ Sodhiwala 

124 Good 28 40 Poor \ t3ehlewala 

9 9 Average IS 54 Average V Malsian 

35 2 Average 22 90 -do-- Bir Bhare Agol Patiala 

27.6 Average 29 90 Poor Govt Forests Nasrala 
F-[oshiarpur 

12.7 Good 1 1 33 Good V Aima Mangat 

出典 

Source ・ Dogra et al , 1984 

Kapur, S.K . and A.S. Dogra (1989). Fast Growing Species for Meeting 

Rural and Industrial Needs of Punjab - Present Status anc Future Reー 

search Needs. Indian For., 115 : 201-208. 
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樹種 1畔寂鶴 CEA藍(フト受轡奉幣 , ,
卿ロメ納め≠雑事樽 .・(細寝alぎ熊井食費鎖舞幸atl蝋巻)

灘 とイ 閉 ド . ・

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Table 3

G′o1p魚 血 m げ io“7e 夙に"′}′〆“'〃′"〃‘"" 伽 s ザ Pt‘′胸 bm ′sed ー‘′lder soc に′ Foreslryprogrommes,

継 伽 g I A界 A d, I 血 y MA ー s,t
(m ×mj (yrs) (cm) orcu ーtunil ( /lu 、 Lypc Locatーonor cuーtuml

operat ーon

3 0× 25 60 123 Good 1804 1)oor ＼′ Piarea n a

5 0×2 0 5 5 12 3 Averaq' 13 50Poor Chak sarkar RF

2 0 × 2、25 8 5 14 ー Average 15 57 Poor ＼
r
oh ーーwdlI Khurd

6 5× 1 5 14 0 17.3 Averdgc 22 80Poor R F Ludh-ana

2 5× 18 3 5 11 5 Poor 29 48Poor ＼ Sodhーwala

L7 ×ー.7 8 0 124 Good 28 40Poor ＼ ljchlewdla

1 8× 1.5 4 5 9 9 Averdge ー8 54 Avcrage v M a lsーa n

3 0×3 0 20 5 35 2 Average 22 90 ‐do- Bーr Bhare AgoI Patiala

3 0× 4 0 ー4 0 27・6 Average 29 90 PQor G0vtForests Nasrala

Hosh ーarpu r

4 o x40 3 0 ー2.7 Good !1 33Good V A′ma Mangat

Source ・Dog 「a e′Q′,1984

出典

Kapur,s,K, and A.S.Dogra(1989).Fast Growing Speciesf o r M e e t in g

R u r a l a n d ln d u s t r ia I N e eds of Punjab ‐ Present Status and Future Re ‐

search Needs, lndian Foc,115 : 201 ‐208.
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データ採取地の立地環境 

For Eucalyptus the situation is reversed: the culture was 

established in the state more than seventy years ago , and therefore the 

existing yield tables are sufficiently trustworthy and exhaustively 

tested . In practice , however, more studies on the correlation between 

development and site will be necessary (Van Goor 1975) The Eucalyptus

species generally used are E. grandis, E. saligna, E. alba (hybrid or 

urophylla), E. urophylla, E. citriodora , E . camaldulensis , and E. 

tereticotnis. 

Site and the Factors of Growth 

The factors of site, fundamental for growth, are related to climate 

and soil. The topography in subtropical and tropical regions does not 

influence growth directly , for it is implicitly considered in the 

development of the soil. Growth is, however, directly influenced by the 

soil. 

Climate 

In accordance with Thornthwaite, the state of S言o Paulo can be 

divided into climatic regions based on the average annual temperature and 

rain deficit as follows: 

Region A: Below 20。C , without hydric deficit . 

Region B: Below 20。C , with hydric deficit less than 30 mm . 

Region B ,・ Below 20。C , with hydric deficit between 30 and 60 mm. 

Region Cl Above 20。C , without hydric deficit . 

Region D: Between 20 and 22。C , with hydric deficit less than 30 mm. 

Region E: Between 20 and 22。C , with hydric defic比 between 30 and 

60 mm. 

Region E, : Between 20 and 22。C , with hydric deficit above 60 mm. 

Region Fl Above 22。C , with hydric deficit above 60 mm. 

Region F,' Above 22。C , with hydric deficit between 30 and 60 mm. 

Region 
Fi1

: Above 22 。C , with hydric deficit below 30 mm . 

The definition of these regions is based on water-holding capacity 

of 300 mm. The regions indicated with the digits 1 and 11 are of lesser 

importance and in this study were included in the principal types of 

climate as shown in Figure 3 . 

Based on essentially climatic parameters, the state of S三o Paulo was 

classified in regions qualified and not qualified for the cultivation of 

several kinds of Pinus (Golfari 1967) and later several kinds of 

Eucalyptus. 

Soils 

Soil factors are divided into physical, chemical, and biological. 

Physical factors determine the conditions for nitrogen fixing, 

m corrhizae, and so forth, and are well defined by the great soil groups. 

The fertility of the soil is more difficult to determine・ Since the son 

is covered with natural vegetation, the fertility is reasonably related 

to the great soil groups. But even under natural conditions, fertility 

varies. As one discovers in practice, there is variation of natural 

vegetation on the same unit of soil; the atropical influence is so 

remarkable that the fertility of the site can be determined only through 

a chemical analysis. 

Concerning physical properties, particular soils encountered include 

latosols, podzolized soils, lithosols, hydromorphic soils, regosols, and 

Mediterranean soils. From the great soil group in the state of S豆o 

Paulo, Pv (podzolized red green), PVp (podzolized red green variation 

Piracicaba), PIm (podzolized variation Lins), and Pml (podzolized 

variation Maniila) were grouped. 
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データ採取地の立地環境
For Eucalyptus 仁he si ヒuatlon isreve r s e d : t h e c u 1‐仁u r e w a s

e s仁ablIShed .n the s 七a 亡e more than seVenty years ago,and therefOre the

ex 工sヒーng yleld tables are sufficiently 亡ru5twot ‐亡hy andexhaustlvel ‐y

ヒested. ln practlce,however,more stud ユes on the co てrela 仁lon between

development and si ヒe will be necessary(Van Goor l975) The Eucalyptus

spec ・es generally used are E.grand ・s,E ‐ saligna,E.alba(h y b r i d o r

u r o p hyIIa),E.urophylla, せr cltriodora,E.camaldulens ・s, a n d

仁ere ヒーcornls .

S1 七e and the Factors ofGrowth

T1he fac 仁ors of s1‐ヒe, fundamen 仁al‐ for groyth,are rel‐a 仁ed 亡o c1‐工mate

and soll. The 仁Opography in subtropical andtropical reg.ons does not

lnfluence growth dt てectly, fo て 1[is imp ・ic.t1 ‐y cons.dered in the

developmen 亡 of ttle soil. Crowth is.however,dlrectlylnfluenced by 仁he

soil ‐

C1‐.ma 仁e

ln accordance with Thornthwaite,thest a t e o f sさo l1aulo can be

d・v ・ded in 〔o cl1matic reg ・ons based on the averageannual tempera 仁ure and

ra ・n def ・c・t as follows:

Region A: Below 20oC,w ・thou 〔 hydr ・c def ・c・[.

Region B: Below 20oC,w ・th hydr ・c defic ・仁 less than 30 mm.

Reg1on D:

Reg1on E:

Below 20oC, w・th hydric def ・c・仁 between 30 and 60 mm ‐

Above 20oC, w ・thout hydr ・c def ・CLt.

Between 20 and 22oC, with hydr ・c def ・c・t less than 30 mm.

Between 20 and 22oC,wlth hydr ・c defici[between 30 and

60 mm ・

Between 20 and 22oC,wlth hydric def ・c・仁 above 60 mm.

Above 22oC, w ・th hydr ・c defic ・t above 60 mm.

Above 2 2
0
C , w j‐ヒh h y d r l c d e f l c l t b e tw e e n 30 and 60 mln.選ま8畳舞えg宝二言三塁モニキ互に漉韮宣言彊≦宣言器e豹&亨

The def.nltion of these てeg.ons ls based on Water-hold.ngcapaci ty

o f 3 00 mIn. The regions indlca 仁ed w.th the d1‐gits l and l1r are ofle s s e r

・tnportance and in this study were included ・n the pr ・nc ・pal types o f

c l・mate as shown ・n Figure 3.

Based on essentially climatic parameters,the state of S亘o Paulo was

c1‐asSified ュn reglons qualified and no ヒ quallfiedfor the cult.v a t i o n 。f

s everal kinds of pinus(Colfari l967)andlater several k・nds of

Eucalyptus ・

So.ls

Soil factors are divided into phys ・cal,chemical,and b・ological.

Physical factors de[enm ・ne tt1e condit ・ons for nitrogen fixing,

mycorrhizae , and so forth, and are we1l defined by the great soi ュ grouPs.

The fertility of the soi ・ is more dlfflcult[o determ.ne.S1nce [he soil

ls covered with natural vegetation,the fertil ・ty lsreasonably related

to the great soil groups. But even undernatural conditions , fert ・lity

varies. As one d1scovers in pract.ce,there .s var.atlon ofnatural

vegetat1oll on 仁he same unit of so11; 仁he atrop ・cal ・nfluence is so

remarkable that the fertility of 仁he s1‐te can be determlned onl‐ythrough

a chem ・cal analys1s.

Concern1 ‐ng phys.ca.propert1 ‐es.particular so1‐ls encounteredinclude

latosols ,podzolized soils,1ithosols,hydromorph ・c so ・ls,regosols , and

Med.t e r r a nean soils. From the great sol1 ‐ group .n the state o f S且o

paulo, Pv (podzolized red green),PVP(podzol ・zed redgreen varia t i o n

P・r a cicaba),P1m(podzolized var ・at ・on Lins),and pml (podzol ・zed

var ・ation Marilia)were grouped.
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成長・収穫に関する表，図，式など 

Table 3 . Yields for Eucalyptus spectes (simple coppice).* 

Age (yrs) 

"Outs 

id §、 

Da [K 、m ノ 
nIn刈e--3' 
DatK 、II’ ノ 

,Stacked Volum ，、 

iflS 10 せ DarK 、“l J 

p1 

P2 

P3 

P4 

Total 

Total 

Total 

7 375 300 360 

12 161 129 155 

17 128 102 122 

664 531 637 

7 285 228 273 

12 122 98 118 

17 97 77 92 

504 403 483 

7 214 171 205 

12 91 73 87 

17 73 58 70 

378 302 362 

7 153 122 146 

12 65 52 62 

1 ) 52 42 51 

Total 270 216 259 

*Percentage of bark = 20%. Bark factor = 0.894 . Form factor = 0.55. 

Coefficient of stacking = 1.2 . Square bark factor = 0.80 (1 of wood). 

The total of costs adjusted to the beginning of rotation is: 

E C = PL + 
S1 S2 

1 ,0 
i1 

1 ,0 

12 

a 

(1 ,0 

lr 
1 1) + T (1 ,o i 

r
a (1 ,0 1 - 1) T (1 ,0 i - 1)+ 

0,0i ' 1,0 1r 1,0 1r 

where: 

Da , Db, etc . = amount of thinned wood during the years a, b, and so on 

Cr = amount of wood at final cutting 

P = price of wood at factory 

E = cost of exploitation (cutting, debarking , piling) 

PL = cost of planting and silvic treatment during the first 

year 

S , , S., = cost of silvic treatment during the following years 

言 = annual cost of management , including maintenance and 

depreciation of installations 

T = land value 
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Tabl e 3 . Y ・e l d s for Eucalyptus spec ・es(s ・mple copp ・ce). ★

亀 (y酷) 遣長瀞 ) ぬ語誌 ,童謡噌a;呈さ )

P1 7 )75 300 360
12 161 129155
17 128 102122

To 仁a1 664 531 ‐ 637

P2 7 285 228273
12 122 98118
17 97 77 92

To仁a1 504 403 483

P3 7 21‐i 171 205
12 9ー 73 87
17 73 58 70

Tota1 378 302362

P4 7 153 122146
12 65 52 62
17 52 42 51

Tota127 0 2 16 259

★Percen 仁age of bark = 20%. Bark fac ヒor ; ○.894. Form fac 仁or : 0.55.

Coeff ・cient of stacki ‐118 = 1.2. Square bark factor = 0.80(% of wood).

The [o[al of costs adjusted to[fle beginning of rotat ・otl ・s:

E C コ PL 十
SI

十
S2

+ a(1,()lr ‐ 1) 十 T(1, 。 ir ‐ 1)

1,o il .,0 12 0,oi . 1,o lr t ,o ir

where:

Da,Db,etc. = amount of thillned wood during the years a,b,and s o o n

C r = a m o u n t o f wood at f・nal cutt1ng

p = pr ・ce of wood atfacto r y

E = c o sヒ of explo.tation(cutting,debark ・ng,pll1ng)

PL ; cost of plant.ng and sエーvic trea 亡mentduring 亡he f1‐rst

yea r

S
ー
,S2 = cost of si‐IV1‐c trea 仁men 亡 dur 工ngthe folloW1 ‐ng years

a = annual cost of management, ・ncluditlg ma ・nヒenance and

depreciat.on of ・ns 亡allat1 ‐ons

T =land value
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Table 4. Yields for Eucalyptus species (rotation 35 years) * 

Aee 
(yrs) 

P1 

P2 

P3 

P4 

Outside 
Bark 

Thinned 

Inside 
Bark 

Thinned 

Inside Bark 
Thinned, 
as Pulp 

Stacked Volume 
Inside Bark, 

as gulp 

Inside Bark 
for 

Sawiill 
(m ) (,m ) jn ) 、 m ) '111 ) 

105 84 84 [01 --

128 102 77 92 25 

156 124 56 67 68 

175 141 22 26 119 

198 158 16 19 142 

774 619 62 75 557 

1,536 1,228 317 380 911 

80 64 64 77 --

97 77 70 84 7 

113 91 46 55 45 

127 102 21 25 81 

141 113 12 14 101 

568 654 54 65 400 

1,126 901 267 320 634 

60 48 48 58 ―一 

72 57 53 63 4 

86 67 44 53 23 

94 75 15 18 60 

103 83 10 13 73 

412 330 33 38 297 

825 660 203 243 457 

43 34 34 41 

51 41 41 49 --

60 48 34 41 14 

66 53 16 19 37 

73 58 9 11 49 

290 232 24 29 208 

583 466 158 190 308 

7
 
。ノ 

12 
16 
23 
35 
Total 

一 

q
ノ 12 

16 
23 
35 
Total 

】ノ 

。J 

12 
16 
23 
35 
Total 

『ノ9 
12 
16 
23 
35 
Total 

*See note for Table 3. 

The potental profitability coefficient (i) is determined by 
comparing 

E I 
r = C 

To calculate the econo甲ic transportation radius of wood from the 
site of production (plantation) to the place of consumption (industry), 
one again uses the basic forest equation．一It gives the total available 
for transportation (T ), once the profitability rate demanded for the 

一 ． 

investment is fixed. 一 The result is obtained by transforming the basic 
forest equations: 

P - E - T = 
r 

I t 

~q 

出典 

Victor, 11 A II ; Kronlca, F J M et at Land Classification for Industrial Afforestation 

in the State of Sao Paulo, Brazi1,一1orest Site and Productivity, 19 -92 
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Table 4. Yields for Eucalyptus spec ・es(rotat ・on 35 years)

　　　　　　　

Bark

Age

(yrs)

lns ・de

Bark

lns ・de Bark

Th ・nned,

S[acked

lns ・de

volume

Bark,

lnside

for

Bark

T撚り¥ed 堪 syed ai三¥.p ar認 lp si評デー

PI
r)
nHU
O
ノ
?
ム
7
t
l
▲

　　
　　
　
　
　　
　　　
　
　

　
　
　　
　　
　　

5
1
1
〇
△

4
8
0
0
3

1
▲
^
「
′hU

4
3
0
3
7
7

2
6
7
9
5

　
　
　
　

1
2
7
6
9
5
0

0
9
6
2
1
7
8

　　

　　

7
4
5
5
4
5
0

「′
R
V
にノ
/̂ム
ー
1
′○
ハ‘,J

nH
U
へt
」
へ
J
R
U
へ
J
K̂
U
へ
i

(ノ
′○
(ノ
t
▲
1
▲
「J
′ム「
　
　

105 84 84

9 128 102 77

12 156 12Z‐ 56

1‐6 1‐75 141 22

23 ー98 158 t6

35
　　　　　

P2
9
ー2
16
23
35
　　　　　

7′P3

12
16
23
35
To[al

P4

774

1,536
619
1,228

62
317

113
127
141
568
1,126

0
2
△
4
3
2
5

6
7
8
9
0
1
2

1
4
8

8〇 6ム 64
97 77 70

91 46
102 21

113 12
　　　 　　　

901 267

48 48
57 53
67 44
75 15
83 10
330
660

33
203

34 34
41 41
48 34
53 16

7
91
21
6

“
只6
06
6

23 73 58 9
35
Total

290 232 24
583 466 158

11
0
′
1
▲
ソ̂
1
▲
】̂′
=̂)

△
「
′q
′q
1ー
.
▲
へ′L
ソ̂IL

4
7
9
8
8

1
3
4
0
0

へ
乙
1
J

★See no[e for Table 3.

The pOtental profl 亡ability coefficient(1)isdetermlned by

C0mPar1 ‐ng

　
r :

To calculate the economic transPQr 仁a 仁ion rad i u s o f w o o d f r o

s i t e o f production(planta ヒion)to the place of consuInp 仁ion(indu

one again uses the basic forest equation. ltgives the ヒoヒal ava

for transportation(T ),once 〔he profitabil ・ty ratedemanded for

investment is fixed.
rThe
resu1t isobtained by transforIQIing 仁he

forest equations:

P ‐ E - Tr = Z
q

radius of wood from the

(industry),

lt gives the ヒoヒal available

the

仁ransforIQ1ing thebasic

出典

V1ctor, M A M : Kronka, F J M et aI Land class ・ficat ・on for lndustr ・aI Affor e s t a t・o n

・n t h e s t ate of Sao paulo, Brazi l, 「Forest S1te andProduct ・vlty, 69 ‐92
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データ採取地の立地環境 

Reference Heinsdijk et a!, 1965 
Area Brazil Number of sample plots 981 
Stocking Average N varies from about 2 800/ha (OC 6, age 4) to 

700/ha (QC 1, age 25) 
Volume Stem volume overbark to tip, including stump Volume 

of thinnings shown separately, included in calculation 
of MM 

Remarks Mean site quality was 3 to 4. Distribution of plots over 
four years old was found to be OC 1 36, OC 2 87. 
OC 3 255, OC 4 325, OC 5 195, OC 6 21 

成長・収穫に関する表， 図，式など 

Quality class 1 

Age 
(yearsノ 

V 
(thin- MAt 
flings) (m3) 
(mリ 

33 8 
42.2 
55 5 
56 4 
53 5 
498 
46 1 
405 

一

 

32302318141713 

23 3 
29 2 
384 
389 
37 0 
34 5 
'31 9 
28 1 

一

 

2
2
2
0
1
6
1
3
1
0
1
2
9
 

158 
198 
26 0 
26 4 
25 1 
23 3 
21 6 
190 

一
1
5
1
4
1
1
9
6
8
6
 

N hdoin 
(m) 

ii 
(m) 

d 
(cm) 

V 
(total 
crop) 
lmリ 

1640 
1337 
983 
855 
790 
750 
724 
695 

221 
267 
352 
400 
430 
450 
465 
483 

153 
189 
260 
300 
325 
33.9 
358 
373 

102 
124 
166 
191 
204 
21 3 
223 
229 

135 
211 
412 
558 
664 
743 
804 
879 

Quality class 2 

1688 191 129 100 93 
1375 230 160 118 146 
1012 304 220 159 285 
880 345 254 181 386 
813 371 276 19A 460 
772 389 291 204 515 
745 402 303 210 557 
715 417 316 220 609 

QualiW class 3 

1759 156 106 92 63 
1434 193 131 lii 99 
1055 255 180 150 193 
918 290 208 169 261 
847 312 226 181 311 
805 326 238 191 347 
776 337 247 197 376 
745 350 258 207 411 

4
5
8
1
1
1
4
1
7
2
0
2
5
 

4
5
8
1
1
1
4
1
7
2
0
2
5
 

4
5
8
1
1
1
4
1
7
2
0
2
5
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データ採取地の立地環境

Reference

Area

Stockmg

vo′Ume

Remarks

Helnsd ーlk et a′,1965
Braz-l ~"mbe 「 of samp ′e p′ots981
Avera9e N varles from about 2 800/ha(QC 6,age 4)to
700/ha(QC1,a9e 25)
Stem volume overbark to tlp,lncludin9stump Volume
of thlnn'n9s shown separately,lncluded ln calcuーation
ofMAI
Mean slte quallty was 3 to 4. D1strlbutlon of plots over

four years oーd was found to be oC 1 36,OC 2 87,
QC 3 255,QC4 325, QC 5 195,QC 6 21

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Qualityclass I

Age
「years ノ

F a にも , {▲ MA,
「mノ ′cmノ ?罰 ) n÷欝 } 「mリ

4 1640 221 153 102 135 一一 338
5 1337 26 7 189 124 211 32 42.2
8 983 35 2 26 0 166 412 30555
11 855 400 300 191 558 23564
14 790 430 32 5 204 664 1853 5
17 750 450 33‐9 213 743 14498
20 724 465 358 22 3 804 17461
25 695 483 373 229 879 13405

Qualityc la ss 2

4 1 688 19 1 129 100 93 一一 233
5 1375 230 160 118 146 22292
8 1012 304 220 159 285 20384
11 880 34 5 254 181386 16 389
14 813 371 276 194460 13 370
17 772 389 291 204 515 1034 5
20 745 402 303 210 557 12 ‐119
25 715 417 316 220 609 9281

Qualityc la s s 3

4 1 7 59 15 6 106 92 63 一 158
5 1434 19 3 131 111 99 15198
8 1055 255 180 150 193 14260
11 918 290 208 169 261 11264
14 847 312 22 6 181 311 9251
17 805 32 6 238 191 347 623 3
20 776 33 7 24 7 197 376 8216
25 745 350 25 8 20 7 411 6190
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Quality class 4 

出典 

Age 
(years) 

N 需〕’ 
V 

(thin- MAl 
flings) (TIlリ 
Imリ 

V 
(total 

crop) 
(rrlリ 

103 
126 
166 
169 
16 1 
150 
139 
122 

一

 

9
9
7
6
5
5

コ
 

41 
63 
124 
168 
200 
224 
242 
264 

h
(m) I晶 

82 83 
102 102 
140 134 
162 153 
17.6 166 
18.5 115 
193 181 
20.1 188 

1878 129 
1530 155 
1 126 205 
980 233 
904 250 
859 262 
829 271 
795 281 

4
に
J
8

'
1
4

「
I
O

にJ 

'－・ 

‘
ー
 
‘
・
 
h
'
 
h
'
 

Quality class 5 

0
4
8
8
4
【IJ
ー‘ー 

(
b
7
O
】OJq
〕
8
8
7
 

一

 

6
5
4
3
3
3
2
 

24 
37 
72 
97 
116 
130 
140 
153 

59 70 
7.3 86 
100 1t.1 
116 1Z7 
125 14=0 
132 14.6 
138 15.0 
141 156 

96 
115 
153 
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データ採取地の立地環境 

成長・収穫に関する表，図，式など 

14 - 1 王室林野局、TFATから得られた成長量関連データ 

樹種：E. camaldulensis 

(1) TFAT 構想のチソプ輸出ブロ 

5 0GT ／ライ・5年 （MA I 

GT :グリーン トンで約1 ぱ 

ジェクトにおける植林伐採計画より 

625 GT /Aa) 

(2) TFAT 構想の民間経済植林方針（Economic Reforestation Policy 

Thai Private Sector )よ 

無施肥、無耕耘の場合 1 0 6GT／ラィ ・年 

TFAT 指導による通常の手入の場合 

'I 最高の手入の場合 32 ' II

i6 

以上平均 196 GT ／ラィ・年 (MAI 1225 GT /ta ) 

(3) TFAT 構想の植林コストと収益計算より 

Fire-Wood (平jj ) 

Log -Wood（平均） 

if

190げ／ライ 5年（MAT 2375m3/ta) 

109ば／ライ・5年（MAT 1363が／&a) 

(4） 科学技術ェネルギー小委員会への政府報告（1984 年）より 

33 GT ／ラィ 年 （MAI 206 GT ／ル1) 

(5） 民間会社 Soom Hua Seng の成長予測より 

5 げ／ラィ 年 （MAI 3125 ぱ／a) 

of 

一133ー 

饗穣,メ珊訂雑隊級ウト帯磁料 )
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圏 ,【タ イ ′ .

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

14‐ 1 王室林野局、 TFAT から得られた成長量関連データ

樹 種 :E.camaldulens1sGT: グ リ ー ン トン で 約 l m3

(1) TFAT 構想のチソブ輸出プロノェクトにおける植林伐採計画より

5 0GT/ ライ・5年 (MA1 625 GT/")

(2) TFAT 構 想 の 民 間 経 済 植 林 方 針 (Econom ーcReforestat ーon Pollcy of

ThaI Pr ・vateSector ) よ り

無施肥、無耕転の場合 106GT/ ライ・年

TFAT 指導にょる通常の手入の場合 16 〃

〃 最高の手入の場合 3 2 〃

以上平均 196GT/ ライ・年 (MAI 1225 GT/ に )

(3} TFAT 構想の植林コス トと収益計算 より

F1re 一Wood( 平均 ) 190 / ラィ 5年 (MA1 2375 ゞ/")

Log -Wood( 平均 ) 109 / ライ・5年 (MAI 1363 ぜ/")

(4) 科学技術エネルギー小委員会への政府報告 (19 8 4年 ) ょり

3 3 GT/ ライ 年 (MA 工 206 GT/";)

(5) 民間会社 Sooln Hua seng の成長予測 ょり

5 叶/ ライ 年 (M A 1 3 1 2 5 m3/")
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14 - 2 タイプライウソド社の成長測定データ 

ウタイタ＝試験林 E.carnaldulensta Provenance Trial 4 )< 2 nlの例 

(I） 樹 高 

Height  

(m ) 

90 

80 
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20 

10 

I I I 

12963 
1218b 
12964 

12952 

12181 
12146 
12354 

12338 

Dec. Jan. Mar. May. Jul Sep Nov. Jan. Mar. May 
1981 1982 1983 1983 

(2） 胸高直径 

L) B H . 

( cm ) 
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14‐ 2 タイプライウソド社の成長測定データ

ウタイタニ試験林 珍.camaldu ーens ーsProvenance Trla1 4 × 2rn の 例

(“ 御 高

Dcc,jan. Ma 〔 May. 」ul scp Nov, Jan.Mar. Mar

l981 1982 1983 1983

(2) 胸 高 直径

Dec,Jan. oct. Dec. Feb. Apr.May.

1981 1982 1983 1983
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14一3 今回の調査で実測したデータ 

注．《 》内の材積は1 4 -4 の立木材積式による。 

(D カンチァナフリ県KC Farril社有林 

① E camaldulensis 2 年9 ケ月 3X1 5m 

胸高直径 69 cm ( 28 本平均 Max 12 MIn 3 ) 

樹 高 lOm ( 'I Max 13 Mtn9 ) 

((i本当り材積 001541 m3 )) 

② E . camaldulensis 

胸高直径 

1年4 ク月 3×I 5m 

6 5 cia ( 20 本平均 Max 90 Mmn 30 ) 

胸高直径 樹 高 材 積 

単木測定 ノ危1 6Scm 85 m ((001134 げ》 

2 55 75 ((000677 

3 60 82 ((000914 

E . deglupta 

胸高直径 7 6 cm ( 1 8 本平均 Max 90 Mmn 55 ) 

胸高直径 樹 高 材 積 

)) 

)) 

単木測定 危1 85cm 80 m ((002 196n )) 

2 

(2） チョンプリ県 私有林 E . camaldulensis S 年生時伐採、伐後1年3 ク 

月の萌芽林（伐後放置で芽かきはしていない） 

(3) 

50 

チャチェンサオ県 私有林 3 年2 ケ月 

単木測定 

E .tereticornms J仏1 

E . camaldulensis ノ拓 1 

64 ((000676 )) 

胸高直径 樹 高 材積（平均） 

単木測定 .1仏1 6,6,7,7,cm 85-90m ((001170げ)) 

2 5,8.8 75-80 (( 001214 )) 

3 7,7, 70-.80 (( 001 174 )) 

4 5,7,7 80 (( 000992 )) 

ユーカリ 1 0 種混植 

胸高直径 樹 高 材 積 

1 1 0 cm 

155 

2 125 

150 m ((005643 げ)) 

160 

140 

((012216 )) 

((007071 )) 
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14一 3 今回の調査で実則したデータ

注 . 《 》内の材積は 1 4 一 4 の立木材積式に よる。

(1} カンチァナフ リ県 KC Farm 社有林

① E camaldulens ーs 2 年 9 ヶ 月 3 × 15m

胸高直径 69 鎚 ( 2 8 本平均 Max 12 Mーn 3 )

樹 高 1o m ( 〃 Max 13 M ーn 9 J

《1本当り材積 oo1541 が》

② E.camaldulensls l 年 4 ヶ 月 3 × 15m

胸高直径 6 5靴 ( 20 本平均 Max 9O M m 30)

胸高直径 樹 高 材 積
単木測定 妬 1 65 伽 85 m 《 ool134 ゴ》

2 55 75 《 ooo677 》

3 60 82 《 ooo9I4 》

E.deglupta

胸高直径 7 6 伽 ( 1 8 本平均 Max 9O M1n 55)

胸高直径 樹 高 材 積
単木測定 紙 1 85 伽 80 m 《 oo2196 げ》

2 50 64 《ooo676 》

(2) チ ョンブ リ県 私有林 E.camaldulensls 5年生時伐採、伐後 1年 3 ヶ

月の萌芽林 (伐後放置で芽かきはしていない )

胸高直径 樹 高 材積 (平均 )
単 木 測 定 妬 1 6,6,7,7,cm 85~9om 《 ool170 ゞ》

2 5,8,8 75~80 《 oo ・ 2,4 》

3 7,7, 70~80 《 ool ,74 》

4 5,7,7 80 《 ooo992 》

(3) チャチ ェンサオ県 私有林 3年 2 ヶ月 ュー カ リ 1 0 種混植

単木測定 胸高直径 樹 高 材 積

E.teret ーcorn ーs 伍 1 110 伽 150 m 《 005643 一》

E. camaldulens ーs 妬 1 155 160 《 oI22I6 》

2 125 140 《 oo7o71 》
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(4） スーリン県 私有林 E .camaldulensis 7 ク月 3 X I 3m 

胸高直径 4 9 cm ( 10 本平均 Max 55 Mmn 40 ) 

樹 高 54 rn ( 1 Max 60 Mmn 49 ) 

((i本当たり材積 000328 が》 

(5） スーリン県 私有林 E .camaldulensis 3 年7 ケ月 伐倒試験 

幹材積（実材積）は伐倒木を2rnに採材、末口二乗法で算出した。 

(6) 

胸高直径 樹 高 幹材積 生重量 

伐倒木 ノ伍1 185cm 193m 01757げ((020444 )) 228 叱 

2 220 190 02469 ((028390 )) 320 

スーリン県 タ トウン郡 政府のNational Provenance Trial 

E . urophylla 7 年生 2 8X28 m 。 材積は E・camaldulensi $ の材積 

式を使用した。 

単木測定 

雇1 林縁樹 

胸高直径 樹 

1 9 0 cm 

高 

l70 m 

材 積 

((0.I9289ri?)) 

2 ~ 240 225 ((039073 )) 

3 林内樹 180 180 ((018216 》 

4 ii 170 190 ((0.17068 )) 

5 ガ 160 190 ((015147 )) 

(7） ナコンラチャソマ県 カ ンタlノソー郡 私有林 E . camaldulensms 

3 年I ク月 2 X 2rn 

胸高直径 8 1 cm (30 本平均 Max 120 Mmn 30 ) 

樹 高 135m ( 3 本平均 Max 145 Mmn 125 ) 

((1 本当たり材積 002843 げ》 

(8） ナコンラチャシマ県 ダンクント郡 PlO 植林地（Agroforest Trial ) 

E・carnaldulensms 8X2m 6 年生 

胸高直径 

樹 高 

《1 本当たり材積 

11 6 cm (30 本平均 Max l70 Mmn 40 ) 

130 m 

0 0 5 7 2 5 m3 )) 

( 3 本平均 12 ~ 14m ) 
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ス ー リン県 私 有 林 E.camaldulens1s 7 ヶ月 3 × 13m

胸高直径 4 9鯛 ( 10 本平均 Max 55 Mーn 40)

樹 高 54 m ( 〃 Max 60 M m 49)

《1本当たり材積 ooo328 ゴ》

ス ー リン県 私 有 林 E.camaldulens1 s 3 年 7 ヶ 月 伐倒 試 験

幹材積 (実材積 )は伐倒木を 2 m に採材、末口二乗法で算出した。

胸高直径 樹 高 幹材積 生重量

伐倒木 簾 1 185 伽 193m o1757 げ《o20444 》 228 庭

2 220 190 02469 《o2839o 》 320

ス ー リン県 タ トゥ ン郡 政府 の NatlonaIProvenance TrlaI

E.urophylla 7 年 生 28 × 28m 。 材 積 は E.camaldulensIs の 材 積

式を使用 した。

単木測定 胸高直径 樹 高 材 積

妬 1 林緑樹 190 伽 170 m 《o.19289 可》

2 〃 240 225 《o39073 》

3 林 内樹 180 180 《o18216 》

4 " 170 190 《o.17068 》

5 〃 160 190 《o15147 》

{7) ナ コ ン ラ チ ャ ソ マ 県 カ ソ タ レ ソ ー 郡 私 有 林 E.c 細 naldulens1s

3 年 1 ヶ月 2x2m 1

胸高直径 81 伽 ( 3 0 本平均 Max 12o Mーn 3o )
i

樹 高 135m ( 3 本 平 均 Max 145 M ーn 125 )

《1本当たり材積 oo2843 げ》

(8) ナコンラチャシマ県 ダ ンク ン ト郡 F 工○植 林 地 (Agroforest Tr1al )

E amaldulensls 8 × 21n6 年 生

胸高 直径 116 鋼 ( 3 0 本平均 Max 170 M1n 40 )

櫛 高 130 m ( 3 本平均 12 ~ 14 m )

《1本当たり材積 oo5725 話》
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(9） ロソプブリ県 チャイバタ’ン郡 私有林 E .camaldu lens is l 年3 ク月 

3 X 1 3m 

胸高直径 5 0 cm (10 本平均 Max 70 Mmn 20 ) 

樹 高 73rn ( " Max 101 

《1 本当たり材積 

⑩ ウタイ タニ県 

① タィ ブライ ウソ ド社試験地 

E .camaldulensis 5 年生 

0 00 5 2 3m )) 

4 X 2 m 

Mmn 30 ) 

胸高直径 11 7 :,ii ( 9 本平均 Max 140 Mmn 80 ) 

② タイプライ ウ ノ ド社社有林 

E .camaldulensms 4 年生 3 X 2 m 

胸高直径 8 2 cm (10 本平均 Max 100 Mmn 60 ) 

樹 高 106 m ( Max 125 Mmn 85 ) 

((1 本当たり材積 002322げ》 

14 - 4 成長量の推定 

タィ国では、 E . cama.ldulensms  の立木材積表や立木材積式はまだ調製され

ていない0 

このため、今回の調査で実施した前記1 4 - 3 -(5）のスーリン県の私有林 

( 3 年7 ケ月）での伐倒試験データをもとに検討を行った結果、次に示すィタ 

リヤMatera 地方の E . camaldulensis  の立木材積式（FAO資料による）が、比 

較的よく適合するように考えられる。 

V（皮付）＝二 
1 0,0 0 0 

117げ + 024D2H+06 IDH -860D 

ちなみに、伐倒試験木の2m採伐丸太の末口ニ乗法による材積（皮なし）計 

と、上式による立木材積（皮付き ）とを比較すれば次のとおりである。 

表14 - 1 

伐倒木 末口二乗法げ囚 立木材積式‘⑧ A /B % 

11&l 01757 020444 860 

.拓2 02469 028390 870 

樹皮率は測定できなかったが、TFAT の説明では1 5 多程度とのことのよう 
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(9) ロンブブリ県 チ ャ イ バ ダ ン郡 私 有 林 E.camaldulensls l年 3 ヶ月

3 × 1 3 m

胸高直径 50 鋼 ( l o 本平均 Max 70 Mーn 20 )

樹 高 73 m ( 〃 Max loI M m 30 )

《 I本当たり材積 ooo523 ゴ》

回 ウタイタニ県

① タィブラィ ゥ・ノド社試験地

E.camaldulensls 5 年 生 4 x 2 m

胸高直径 117 伽 ( 9 本平均 Max 140 M1n 80 )

② タイプライウノド社社有林

E,camaidulensls 4 年 生 3 × 21n

胸高直径 82 鋼 ( l o 本乎均 Max loO M1n 60 )

樹 高 106 m ( 〃 Max 125 M m 85 )

《1本当たり材積 oo2322 叶》

14‐ 4 成長量の推定

タイ国 では、 E.camalduiensis の立木材積表 や立木材積式は まだ調製され

てい ない。

このため、今回の調査 で実施 した前記 1 4 ‐ 3 -(5)のスー リン県の私有林

( 3年 7 ヶ月 )での伐倒試験データをもとに検討を行った結果、次に示すイタ

リャ M a tera 地方 の E.camaiduiens1s の立木材積式 (FAO 資料 に よる )が、比

較的 よく適合するょうに考えられる。

v(
皮 付 )=117

ザ + o24D2H+o61DH-86oD

I 0,0 0 0

ちなみに、伐倒試験木の 2 m 採伐丸太の末口二乗法にょる材精 (皮なし )計

と、上式による立木材積 (皮付き ) とを比較すれば次のとおりである。

表 14 一 1

伐倒木 末口二乗法ゞ仰 立木材積式 ◎ A/B %

妬a l 01 7 5 7 0 2 0 4 4 4 8 6 0

紙 2 0 2 4 6 9 0 2 8 3 9 0 8 7 0

樹皮率は測定できなかったが、 TFAT の説明では 1 5 % 程度とのことのよう
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であり、かなりよく適合しているといってよい。 

この材積式をもとに， ほ×同年齢の1 4 - 3 -(7）の農家林について試算すると， 

'a当たり材積は7 1 が、年平均成長量は2 3 がとなる。 

また、 1 4 -3 -⑩ー②のタイプライ ウノ ド社社有林（ 4 年）では、』zl当た 

り材積は3 9 が、年平均成長量は9 7 げとなる。 

前者はタビォカ畑の転作植林であり、後者は天然林の伐採権見合いの義務的 

植林といった差があるほか、比較的成育良好な供試木をもととした本材積式自体 

や、若齢林に対し、少数標本をもとに、ル2当たタの植栽本数をベースとして試 

算したものであること等多くの問題点が含まれている。 

ー列植栽で、耕耘、施肥等が十分に行われている場合には、かなり成育の良 

好な箇所も見受けられたが、 1 411 一（1)'==- (3)に示すTFATの成長見込み（危I 

当たり年6 2 5 -2 3 7 5 が）は、いずれにしても過大であり、 これをもって、将 

来の成長量を予測することは危険というべきであろう。 

出典 

南方造林協会（1987年2月） タイ国におけるユーカリの植林動向とチップ輸出に可能性に関する調査報 

告書， 南方造林，71-78 
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であ り、かな りよく適合 しているとい って よい。

この材積式 を もとに、ほ ゞ同年齢の 14-3 → 7)の農家林 について試算す ると ,

んQ当たり材積は 7 1 〆、年平均成長量は 2 3 話となる。

ま た、 1 4 - 3 - ◎ - ② の タ イ プ ラ イ ウ ノ ド社 社 有 林 ( 4 年 ) で は 、 " 当 た

り材積は 3 9 m3、年平均成長量は 9 7 m3となる。

前者はタピオカ畑の転作植林であり、後者は天然林の伐採権見合いの義務的

植林といった差があるほか、比較的成育良好な供試木をもととした本材積式自体

や、若齢林に対 し、少数標本をもとに、旬当たりの植栽本数をベースとして試

算 したものであること等多くの問題点が含まれている。

一列植栽で、耕転、施肥等が十分に行われている場合には、かなり成育の良

好 な箇所 も見受け られたが、 1 4 -1 ‐ (1)~(3)に示 す TFAT の成長見込 み (勿

当た り年 6 2 5へ 2 3 7 5 m3) は、いずれに して も過大 であり、 これを もって、将

来の成長量を予測することは危険というべきであろう。

出典

南方造林協会 (1987年 2月 ) タイ国におけるユーカリの植林動向とチップ輸出に可能性に関する調査報

告書 , 南方造 林 ,71-78
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樹種I 瀞麟A憐AE (フト聾着科) 

加4霞iJm/.;蜘顧I緯I押ft$ /, （りI、+I44 ム’ 

‘崩 【幸ロ，難 

データ採取地の立地環境 

成長・収穫に関する表，図，式など 

Looa . ityI Xamora 

Stocking d・fl8it7' 800 8teinsか＆(in誌ユal) 

如aBur，皿mt 

BP・ci float ion・： Bt 0皿voム皿0 0V・r badく，1垣ito riot op・cified 

MA1（皿3Jha) by quality Cla~~.!1'
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出典 

(2) Jacobs, )I.R. Eucalyptus for planting. FAO. Rome. 

1979 

ダ イ ジ ェ ス ト デ ー タ ： Pandrey , 0 Growth and yield of plantation species in 

the tropics , Ft0 1983 所 収 
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機種 -難BT鷺数数ツト給養料}
ミリバーレウ挙ガムま

. ・

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など
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出典

(2) 臥101立 y1ptue for PI1mtL*1g. F10.R( 図0●.Jacobo, 男.R」

1979

ダ イ ゾ エ ス ト デ ー タ : Pandrey ,

the tropics ,FAO I983 所 収

Growth and y 】e 1d ○ず p 1凸n t a t 1o n s p e c l e s l n
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貯郎艇】EA誓（誉トも携料・’ J .,. 

.ff 才秤‘脅首敵臓轟峨lI無1春＃合恕 ・くリ陰ぐ4 レツ声嚇声） 
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:::' 
’一 h, 

・
・
（
 

データ採取地の立地環境 

成長・収穫に関する表，図，式など 

Stocking Spacing 3 5 x 3 5 m , therefore initially N = 800/ha 

Volume Stem volume overbark Inclusion/exclusion of tip and 
stump not specified 

Quality class I 

Age 
(years) 

hI・ 
(zn) 

dg 
(cm) 

G 
(m7) 

V 
(mi) 

MAI 
(mi) 

CAl 
(mi) f 

6 Ill f16 87 351 58 12.1 0365 

7 12.4 13.0 109 477 68 133 0353 

8 136 143 131 617 77 137 0346 

9 146 154 152 751 83 142 0340 

10 156 165 174 902 90 151 0333 

11 165 174 195 105.4 96 150 0328 

12 173 183 215 1201 100 144 0.323 

13 180 191 233 1341 103 144 0320 

14 187 198 25.1 1490 106 142 0317 

15 193 205 269 162.6 109 140 0313 

16 199 21.1 286 1770 11.0 134 0311 

Quality class II 

6 104 109 76 293 49 87 0.373 

7 115 12.0 93 387 55 87 0363 

8 125 131 110 488 61 108 0354 

9 135 142 129 604 67 110 0346 

10 143 151 145 709 71 110 0341 

11 151 159 162 824 75 109 0336 

12 158 167 178 935 78 106 0331 

13 164 173 192 1036 80 96 0329 

14 169 179 204 1126 80 92 0325 

15 17.4 184 21 7 122 1 81 87 0323 

16 178 188 228 13fl0 81 83 0320 

-140ー 

…
　 　

. :

一雪空,鰻濃艶器亀上島墨雷審議覆り:.茅-- 熟め,,
,:r臓 ::… キ骨 白亨瀞 , ・ ,

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Srockmg spacln9 3 5 × 35 「lr・,therefore mt ーalーy N = 800/ha

vo ′"′ーr7e Stenn voーunr.e overbark ーncーus-on/exc-us-on of t,p and

stumpnot speclfled

Quati~ cーass ー

Age hr dg G V MAI CAI ′
ryears ノ てcr・r7J rをlr7ノ rrlr17ノ rnr13J rnr,]ノ rnnリ

6 11 1 n 6 87 351 58 12‐1 0365

7 12.4 13,0 109 47 7 6 8 13 3 0353

8 13 6 14 3 131 617 77 13 7 0346

9 14 6 154 152 751 8 3 14 2 0341Q

IO 15 6 165 174 902 90 151 0333

11 165 174 195 105.4 96 150 0328

12 173 183 215 1201 100 144 0.323

13 180 191 233 134 1 103 14 4 0320

14 187 198 25.1 1490 106 14 2 0317

15 193 205 269 162.6 109 14 0 031 3

16 19 9 2 1.1 286 1770 11‐0 134 0311

Qualityc lass l1

6 10 4 10 9 7 6 29 3 49 8 7 0‐373

7 115 12‐0 9 3 38 7 55 8 7 0363

8 12 5 131 110 488 61 10 8 0354

9 13 5 142 129 60 4 67 110 0346

10 14 3 151 145 70 9 71 110 0341

11 151 159 162 824 75 10 9 0336

12 158 167 178 93 5 78 10 6 0331

13 164 173 192 103 6 80 9 6 0329

14 169 179 204 1126 80 92 0325

15 17.4 18 4 217 1221 81 8 7 0323

16 178 188 228 13n0 81 83 0320
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Quality class Ill 

hg dg G V MAI CAl 「 
(m) (cm) (m2) (m') (m3) (mJ 

96 100 64 235 39 71 03.82 

106 II I 79 309 44 76 0370 

115 120 93 387 48 79 0363 

123 129 107 467 52 78 0356 

130 137 120 544 54 75 0350 

136 143 131 617 56 75 0346 

112 149 142 695 58 74 0342 

147 155 153 765 59 65 0339 

151 159 162 824 59 53 0336 

154 162 169 870 58 45 0334 

15.7 165 176 918 57 46 0331 

Quali句 class IV 

89 92 55 191 32 58 0393 

97 101 65 242 35 56 0382 

105 109 7.7 301 38 54 0372 

111 116 87 351 39 53 0368 

11.7 123 96 407 41 52 0361 

122 128 105 456 41 46 0356 

126 132 112 499 42 44 0354 

13.0 137 12.0 544 42 34 0350 

132 139 123 568 41 24 0348 

134 141 127 592 39 24 0347 

136 143 13 I 61 7 38 20 0346 

Quality class V 

81 84 45 147 2.5 43 0404 

88 91 54 185 26 38 0393 

94 98 61 222 28 37 0388 

100 104 69 263 29 35 0379 

104 109 76 293 29 25 0373 

107 112 80 31.7 29 25 0370 

110 115 85 343 28 21 0368 

112 117 88 360 27 17 0365 

114 119 91 378 27 13 0363 

115 120 93 387 26 09 0362 

116 121 95 397 25 07 0361 

出典 

Age 
(years) 

6
7
B
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
 

6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
 

1
1
1
1
1

'11 

6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
 

Jacobs, 14 II EucaIyptuug for pI.nting Species iionogrsph p 394 FAQ Roip. 1979 
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Quality class llー

A9e
「yearsj

G V MAI CA1 f
を772ノ ム77り ルーr71ノ を777ノ

96 100 6 4 235 3 9

106 111 79 309 4 4

71 0382

7 6 0370

8 115 12 0 9 3 387 48 79 0363

9 123 129 '0 7 467 5 2 7 8 0356

0

1

2

3

‘1
イt
イー
11

130 13 7 120 54 4 5 4 7 5 0350

136 14 3 131617 56 75 0346

112 149 14 2 69 5 58 74 0342

14 7 15 5 15 3 765 59 6 5 0339

5 3 0336

4 5 0334
14 151 159 16 2 824 59

15 15 4 162 169 870 58

16 15‐7 165 17 6 918 57 4 6 0331

Qualityclass IV

89 92 5 5 191 3 2 58 0393

97 101 6 5 24 2 3 5 56 0382

8 10 5 109

111 116
11‐7 123

12 2 12 8

12 6 132

13,0 13 7

7.7 301 3 8 54 0372

8 7 351 39 5 3 0368

9 6 407 41

10 5 456
52 0 361

41 4 6 0 356
112 499 4 2 4 4 0354
12‐0 544 4 2 3 4 0350

1
0

"
1
2
1
3

14 132 139 12 3 568 41 24 0348

15 13 4 141 127 592 39 24 0347

16 136 143 131 617 3r8 20 0346

Qua豊ity cーa5s v

6 81 84 45 147 2‐5 43 0404

88 91 54 18 5 26 38 0393
8 94 98 61 222 28 3 7 0388

9 100 10 4 69 263 29 3 5 0379

10 104 109 7 6 29 3 29 2 5 0373

11 112 80 31‐7 2 5 0370



樹樵（MY 1M EM (ツト讐讐科） 

難t' a1黒pt"m 講鼻1山加春音I# Iリノ書ーレy 郵妻ム’ 

難 】ナ‘ジ皿りア 

データ採取地の立地環境 

シ9.4 Provenano. tn 山

In th・mnt ernatiorial pr'ov・1ユ・floe tl・i'‘，硫はoh 月tarted in 1966, 14 countrie日,Hed.it日r-
ranean as well as tropical, participated. Provena.nces identmad with good performance, 
particularly i皿th・trop土Cal zona (bis・d on r・Euユta 1'm皿mg・ria, Zambia and Madaga日car) 
are desoribed below. 

Jam. Sub-re'on R●いon Altitude Rainfau 

血｝ 一（興主－ 

Like Albeoutか 

(6845) 

Salt L・×・ Beeth of Riv・r 
xU rraJ 

183 ンl1 

Pet fol寸 Etti」ユいy with Northem 510 704 

(6953) B・t.retiooml・ Queens Island 

ムtb. z・ムュ 耳orth Jol・th●1●● 110 943 

(6869) T・rritoxy 

wiluns. Northern We"a zn 330 200 

(7046) 0oldfield Australia 

成長・収穫に関する表，図，式など 

Yield of eomi prorenanoemat Ataka (Nigeria) at 6 years of 

follow.: 

wher.l 

5.9.5 

age (l) 

Pzov ensn oe 

Lake Albaoutya 9叫 
Petford (best) 11.2 
I(ath.rine 10.0 

Wiluna 8.5 
Waipom ェ．land (wor日t) 3.7 

We iゆt (fresh)んolume relation (3) 

Re gre BB ion ・quation (b“・d on measurement of 106 t re・．)l 

log U - - 0.673523 + 2.01801 log D + 0.025196 H 

(r2 - 0.932, SE - 20.嘱) 

is report"as 

weiゆt in kilograms 
・ ha土ゆt of the tl・●● む1 皿atNB 
・ diameter at breast heiゆt in cm 

W
H
D
 

聖豊」か Volu皿．of the wood ha・been 皿assured. uP to 4 cm top diameter ov・rb＆水，both 

main at em and bre.nche日, and trees w・xe of《k・minant and oo・-dominant classes・ 

出典 

(i) 

(3) 

The DBH range waS 

and heiゆta range 

11.0 - 36.0 cm 

9.2 - 28.2 m 

Lana・・，J.F. Study of th・eooloいCaユadaptation of Puoalyptue: ‘ ・tudy 
1978 of provenance of 月 uoalyptu. camaldulenais. Dehn. FAO projeot No. 6. 

Progress end Probl做●a of a“ユ．tic IsProvement ofTropical For・・t 
Trees. Vol. 2. 

×山k.M .A. at ". 7 '・．dュweiゆt tibias for Bucaユ了ptue 0~ユd皿“I雲土. 言1勺机ユ
,9bl in the ユrzl.Ratea miaflta;ion ox sornexn 工rio. is eomotaaha Journal 

or AgriOu.Lture・vol.・ l0ノ’0・Z・ 

ダ イ ノ ェ ス ト デ ー タ ： Pandrey , II . Growth and yield of plantation species in 

the tropics , FAO . 1983 所 収 
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雛種 {紘¥RTA機構 ~ツト誓箸料 )
・ 鳶#‘森i必野鱒ざ Q癌揃裟i犠"海 "鱒 # {リパーレツ氷ガム ; ,

　 　　　　　 　　 　

データ採取地の立地環境
5β ,4 2節 vonmoo t亘 616

工n tho ねコto" 】-"ュoz態 l provo 雲uunoe trユ△】=''】h土oh atarted i÷111966 ・ 14 coじuntr468.Meditar ÷

M 期 ・o vall aa tloploel, partio ÷pltod,P1ovmamc βB idontifiod v lth g ood pe げ onoamce,
p artioul △rly in tho tlopical zono(bag ・d on r e8ult8 from mgeI18,z a国旗 a a nd Madagaaoar)
ar ・ dosorlbod bolov.

11‐1. Suト r‐don Rogion ▲ltltudo Ra"lf ぬ 1
(m) 回

L止 o ▲IMouty ‐ S‐lt L1ko B‐ain or R iv ・r 183 “ 1

(臨 5) 陶叩

P.tford 耳土tLロユセy 一1tb 耳orthon コ 510 704
(6953) E,t ・rotioomi ・ Qu・6na l・lmd

K・th・rip 1olth =onh ・1m llo 943
(6869) Torrltoly

W11un △ 冨orth ●nュ Mo■torn 330 200

(7叱 6) ooldぱiold ▲uath ュi・

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など
rl ・ld of .oo 棒 ProV ■的Munooo ▲t

rolloM.I

T1・ld of 和 国 p1on 劇団 o嶋▲t ▲toko( 翌igerl ▲)at 6 yoozlof a-;も (1)ia ro閲 rtod ▲a

P1ovmLamoe 邸 (一 姦△)

Lake ▲lbaonAtya ▲ ー 9・4
(boBt)Petford l l.2

Xath ●r:比肉 10・O
Miluna8.5

MA1poz ‐ 181 闘 d (Morat) 3,7

5.9.5 yoigbt(f 鴬 Bhyvolum 。 rolation( “

RogreBaion equation (based on mooBuremont of l鮎 tree 。

1og 甘 ー - ○.673523 十 2.0180110g D+ ○.025196 11

(r2 .o.932, SE ‐ 20.界 )

w11erei H . veil 声 t ュn kilo 引ra国 B
H ・ hoi ゆ t of tho tr e e ln lno t N B

D ・ d iamotor at brt'ast hei ゆ t in cm

R剥mar--: Vo1umo of the wood haII boom moaB1ur もd up to 4 cm top dignIFoter oV ●rbark,both

磯 ot鑓 弧 d b細 bea, 闘 d m eB y鯛 o輸 血脚 t md oo伽 鯛 t cl鵬 GB,

Tho DB 目 r国関戸 M・月 11・0 - うん o o1n

aじ1odheights range 9.2 一 28・2 回

出典
(1) 一 o・zo,J.F. Study of th 。 ooologioal ・壷 ptation of Euoalyptuai ▲ otu 朝
1978 of pコNVOI1anoo of 勧uoA ユJ脈ytuq o麹塾 ld--ユAnalo. Dohn.FAO Pzojoot 冨o.6.

pNgNaa 鎖 d pNbl 柳 a of omotlo lmpNvammt of ?Npicq FONDt
Trt3 ・e. ▽ol.2.

(3)xA1ik, M,A, ot al. FーN1h w oi か t t・bl ・・ forEuo ・lyptul o・mld 唄 onlai16iN} 繊
1981 一 一土口 tho 1rtlgat ●d P11ドロt4t1on of 亙ozlthen ロ ーr・q・ X●ooPot ▲nIA Jour ローユ

of ▲gdoulturo, ▽ol,16 か o,2,

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ : Pandrey , D . C r o w t h a n d y l e l d o f p1a n t a t l o n s p e c l e s ln

the troP1c8 ,FA 0 , 19 8 3 所 収
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紺麟.緋y貯鵬駄獣フト蚤警科》 

排1、まれ押ttl$'f‘触まI翻！す 

舞 I 誉ン覇ア 

データ採取地の立地環境 

Zambia (Copperbelt) 

成長・収穫に関する表，図，式など 

Reference. Country statement (provisional yield table) 

Stocking Initial N = 720/ha, thinned at ages 5 and 8, final N = about 250/ha 
Volume Stem volume. Volume of thinnings shown separately, included In the calculation of MAt 

Assortment 
Percent 

Roundwood volume Roundwood volume 
m3 to: percent to: 

Waste 1ocm l5cm 2ocm locm l5cm 2ocm saw 
Small Pur

.10cm 15cm 20cm 10cm 15cm 20cm Saw 
p~les tins 

C V CAl MAI 
Imリ Imリ Inlリ l11lリ 

N 
Age h d 

ひears) ftn) (cmJ 

518 130 

19 12 66 44 28 18 

130 18.6 114 78 88 60 47 15 26 13 

54 46 26 85 48 36 19 31 14 

lOS 17.8 95 83 91 79 60 5 11 14 

146 18.2 t35 130 93 89 60 4 9 17 

J~
 
h
ノー 

。〕 

4

 

9,0 85 720 
伊，5 126 720 

142 14.2 720 

Bt 5 16.5 163 720 ISO 

(17.0) 17.0 494 

150 150 226 4.0 

188 192 494 

20.5 21 0 494 

22,0 227 494 20.0 

(22.6) 233 247 

206 212 247 8.7 

24.0 252 247 

25.5 27.0 247 14.1 

27.0 28.7 247 160 

282 304 247 17.9 

6
,18 

9
 
0
'12 

A
T
 

B
A
T
 

I B = before thInning. A = after thlnnin9. I = thinninge 

出典 

Jacobe, B B E uoalyptug car pientZn'. Species iono'raph p 394. FAD Role 1913 
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, 鎖鉢覇尋i排撃加登〆晩婚蹄簿堵
　 　　　　　 　

: .
. ・. : .
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データ採取地の立地環境

Zambia (Copperbelt)

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

R e′e re nce,Country statement 〔provisiona ‘yield table)

Stock′n9 lnitiaIN = 720/ha, thinned at ages 5 and 8,fina ‘N =about 25 ha
Vo′〃me stem vofume, Volume of thinnings shown separatel included in the calculatfon of MAI

Roundwood volume Roundwood volume Assortment

A9B h d G v CA ー MA- m' 【o‘ percent to; pe′ce“t

ryearsノ 「m' rcmノ N rm,ノ rメノ rメノ rm,ノ
蹴 m 敵 m 蹴 m 蹴 m 鯨 m 徹 m saw 認 罰 =i w獄e

2 9,0 85 720

3 12,5 126 720

4 142 14,2 720 518130

β'5 16,5 163 720 150

A ー {17,0} 17,0 494

TI 150 150 226 4,0 19 12 66 44 28 18

6 18 8 19 2494

7 20,5 21 0 494

B 8 22,0 22 7 494 20,0 130 18,6 114 78 88 60 47 15 26 13

A 〔22,61 23 3 247

T 20 6 212 247 8,7 54 46 26 85 48 36 ~9 31 14

9 24,0 25 2 247

10 25,5 27,0 247 14,1 105 17,8 95 83 9' 79 60 5 1~ 14

11 27,0 28,7 24 7 16 0

12 282 304 247 17,9 146 18,2 135 130 93 89 60 49 17

1 B コ before tl・lnnlno,A = afーer thlnn1n9,T =th ーnnlnos

出典

JI1cobo, K R EUOO1 γDtue ror p iont lnk, Spcc lcs ・onograph p394, F^0 lio l c }979
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梅難’織島1騒額お（ブ1 警警料） 

靭春藻かp恕声‘畑iLpt註.註 (ぬ 'レシ） 

蒲 【，，ツすりg か，J Jf J 、 ‘ J’ ，」・い ン ：・ 

データ採取地の立地環境 

Locality: Surigao del Sur (Mthdanao) 

Altitude: 20 is 

Rainfall 35（×）mm 

Dlユ●at 皿onth: isoェ、than l(x)mm 

Data source: temporary SamPle 

Number of plots: 135 

Method: point sampling 

成長・収穫に関する表，図，式など 

(a ) General site index equation:

H - - 18.176946 + 50.47凶2 log A 

J 

’ー ：: 

p recipitat iofl 

plots 

.: 

．’ 

 r2 .0 ,93789 

where: H - mean total height of 5 do吐nant and co-dominant trees in the plot 

A ・ stand age 

whe re: 

出典 

(b) 

(2) 

mld prediction funotion:

log (V + i) - 3.5謁ヌ2 - 14.021407 x 3 + 0.2314196 x 早 
I、 h 

r2 - 0.882 

v~lume in is3 per ha measured up to 10 cm diameter top 

. Bit.indeエin 皿 

stand age (only 3 to 6 years old plantations studied). 

v
S
A
 

M1(mJha) by aュte index 

Age 

Site

豊＼. 

18 20 22 24 

5 7.2 9.0 11.2 8
2
3
6
8
1
6
6
 

3
2
0
7
3
9
3
6
 

1
2
3
3
4
4
5
5
 

.
 

●
 

.
 

S
 

.
 

.
 

.
 

.
 

6 13.0 15.5 18ヴ 
7 19.1 22. 3 26.0 
8 
9 

25.1 
30る 

28.8 
弘．6 

32.9 
39.0 

10 35応 39.6 44.1 
11 39.8 43.9 4B叫 

12 43.3 47ロ 51.B 

肋marts: Site index has been calculated for the reference age of 6 years. Ninety 
etgt3t percent or the sample plotB have ●site inaex or jo to ど 4 ariam． 皿oat 

common is 20. No thinning has been carried out. Stand density of 

6巧stemsか＆was uniform in all the plots. 

To.boo. C.C. Growth,かid arid economic ェotation 0えB"raB（ぬ。alyPtus 

メuD 員）pulp t垣b・l1i Fl加Ppl讐tati讐‘Ixin三・zl,?l; Part 2 Yield 
pr・diction model． むltatrop・ Phユ」ェpp・For・H．’・J・ Z、Zノ・ 

ダ イ ゾ ェ ス ト デ ー タ ： Pan d r a・ ， 0 . Growth and yield of plantat ion species in 

the tropics , FA0 1983 所 収 
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,粥樋 }鮒姑拙繰e(ゴドモモ料 )

毒三豊諮ぎ雷雲メドそ ぎ※.しか・幸・ .. ・ ., 弓
. ・.

データ採取地の立地環境

Locality: SungBo del sur(Min 山団旧o)

A1titudei 210 m

孤 ばall 拝 聞 触
Dr ユeat month; more thah loomm Prec1Pitatlon

Data BOULコrca: te1opora y Ba1np.e plota

NUupber of plota:135

Math0d: p0int aampl ュねg

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

(a} 0,me 鵜 ユ Bite index a型uatlon:

H - - 18.176946 十 50.472921 。g A r2 .o,93789

はiQ誰 i E ・ me 犯 tot!" height of 5 dod瞳 nilnt 団 d CO÷domnant t1Ne8 in tho plot

(b)Yield prediction funotion:

log( ▽ +') ・ 3・5渇鄭 ‐添 伽 407 1 孟山 釧 靭 6 ・… .o, 聞 2

Mhere: ▽ . vblume ±p m3 per ha のeaaured up 七o lo cm dュaipeter top

s - Bit ・ index in m
A . Btemd 昭 e (omy 3 to 6 y66 栂 old plantation8 Btumed),

＼一＼ 欄
M 、、
-
こ＼、、
、

Ag9 IDde ヱ

(yea畑 )

18 20 22 24

5
6

斉
9
10
11
12

7.2

13.0

19.1
25・l
30.6
35.6
39.8
43.3

9.0

156
22.3
28.8
34.6
39.6
4うり
47.2

11.2

ゑなき
32.9
39.0

448:み
51.8

13.8
22.2

搬
43.8

33:≧
56.6

ReはLad(8: Site indox haa bee‘n oaユoロlated for tho reforonce age of 6 yeArs.Nil 始 ty
elght Paroemt of tbO Bample p1otB have o 8ite inde 工 of 18 to 24 aLnd 仕16 moat

oommon ia 210. Ro thiinnin)g 士・OB boaDo cartled out. Stamd dsn8ity of

6:り 8toD1 b争罷 B W)ユfo1min all the plota ・

出典
(2)Tm 加 o, c,C,01oyth, 戸 old 団 d ooono 群 o1ot ・tlon of 鴎 鮒 oB (勘 o41りyptul
d・‘lupto) 囚 lp ti=b‐I ip 円仰 P plmt ・tionl(Xin 心四ID), 白= 2 Y1・ld
pr‐dlotion 口odol. 助 lvotrop, 靴 ilipp. 飾 r.R 婦 ,J.2(2),

ダ イ ゾ エ ス ト デ ー タ : Pandre - , 0 . G r ow th and yleld of p}antat l o n sp e c l es l n

t h e t r op l cs ,FAO I983 所 収
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轍構’響荘推eEAE（ツト畿警料》 

数接＃I,p●起春d柳II帯f轟 “《カメレレ’ 

‘ソイがー 鰯 ，’、 

表4-6 の樹種は、マホガニー：Swietenia macrophylla（オオバマホガニー）、コー 

ディア：Cordia alliodora（力ナレッテ）、マエソプシス：Maesopsis em/n万（ム 

シジ）、力ダンバ：Anthocephalus chinensis（力ランパヤン）、力ウプラ： 

Endospernium macrop/iyl 1w,! （力ウブラ）、デグラプタ：E. deg/upta（力メレレ） 

データ採取地の立地環境 

11｝ 樹高による地位の検討 

同ー樹種で同林齢の樹高成長の良否は地位の良否を現わす指標とされてい 

表4 一6 6 樹種の造林推定面積 

樹 種 歩合（妬） 造林推定面積（ha ) 

マ ホ ガ ニ ー ・
l
 

n
乙
 

にJ 

4
 

7
 

2
 

・l 

6
 

1,800 

コ ー デ イ ア 

a5 00 
マ 

カ 

カ 

エ ソ 

タ‘ 

ウ 

フ‘ 

ン 

フ 

ノ ス 

ノぐ 

ラ 

300 

100 

デ グ ラ ブ 夕 Z3 00 

計 100 lao o 0 

る。 そこで、図4 -6 に示すようにdeglupta の郷土で、Mollic Andosoils 

の良好な土地に造成されたP.N．のN. B.島ケラパノ トの成績（図4 -6 の● 

印で示す）とFi jlのNuku mua 地区の成績（図4 -6 の◎印で示す） を比較 

すると、高次の比較でー般的に前者は後者より著しく良好であると判断され 

る0 

なお、、 ケラバットの調査はP.N. G ．の林務局で行われたもので、測定方法が 

示されていないので詳細な評価はでき左いが、 JOAA（坂口・松田・渡辺） 

によって0 1 ha について調査した成績（図4 一6 の④で示す）と比べてやや 

良すきるかと思われるが、 JOAA の成績と比ぺてもNuku rua 地区はかなり 

劣るようである0 

また、Nuku rua 地区の成績はJ I CA（山谷ら）によって3 一1 6 年生の実 

測値から回帰曲線によって修正した値によるものてある0 これをNavu a 川流 

域についてN. Z．のGr oome らが記録した成績（図4 -6 の×印て示す）は、 

資料が少左くかつパラつきが甚しいが、概括的にみてNukur ua地区よりやや 
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葛聞賭璃安セ毅春粛豪窄鰯淳鞭 ."{ カメ ム ") .

　 　　　　　

表 6 の 樹 種 は、マ ホ ガ ニー :S 〃′ere 〃′a macrop 力y′′a( オ オバ マ ホ ガ ニー ) 、 ゴー

デ ィア :Cord ′a a′′′odora( カナ レ ッテ ) 、 マエ ソブ シス :猪aesops ′s e"′〃′′ (ム

シ ジ ) 、 カダ ンバ :月〃坊 ocepわa′〃s cね′〃e〃s′s( カラ ンパヤ ン ) 、 カ ウプ ラ :

E〃dosperm 〃卵 macrop ゐy′′〃m (カ ウ ブ ラ ) 、 デ グ ラブ タ :E.de9 ′〃prβ (カ メ レレ )

データ採取地の立地環境

m 樹高にょる地位の検討

同一樹種で同林齢の横高成長の良否は地位の良否を現わす指標とされてい

表 4 - 6 6樹種の造林推定面積

樹 種 歩合(%) 造林推定面積 (態 )
マ ホ ガ ニ

コ ー プ ィ ア

マ エ ソ ブ ノ ス

カ ダ ン バ

カ ウ フ ラ

デ グ ラ ブ タ

14

27

2

l

5 6

L8 0 0

35 0 0

8 00

l o o

‐Z3 0 0

計 10 0 130 0 0

る。 そ こで、 図 4 - 6 に示 す よ うに deglupta の郷 土 で、 Moll1c Andoso ・ls

の良好 な土地 に造成 された P.N. の N、B. 島ケ ラバ ノ トの成績 (図 4 - 6 の 0

印で示 す ) と F・j1 の Nukurua 地区の成績 (図 4 - 6 の◎印で示す ) を比較

すると、高次の比較で一般的に前者は後者ょり著 しく良好であると判断され

る 。

な涛、 ケラパ ン トの調査は P.N.G. の林務局で行われたもので、測定方法が

示 されてい ないのて詳細 な評価 はで きないが、 JOAA( 坂 口 ・松田・渡辺 )

に ょって o l ha について調査 した成績 (図 4 - 6 のの で示す ) と比べてやや

良す きるか と思 われ るが、 JOAA の成績 と比べて も Ntkurua 地 区 は か な り

劣 る ょぅである。

また、 Nukurua 地区の成績は J ICA( 山谷 ら )によって 3 -1 6 年生 の実

測値から回帰曲線にょって修正 した値にょるものてある。これを Navuaノー!流

域 について N.Z. の Groome らが記録 した成績 ( 図 4 ー 6 の ×印て示す )は、

資料が少 なくかつバ ラつ きが甚 しいか、概括的にみて Nukurua 地区ょりや や
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良好のようにうかがわれる。 これはNulcu rua 地区の土壌の27 型土壌に比ぺ 

て、 Na vu a 地域の士壌が83型土壌の多いととに起因するものであろう。 

ここで、Nukurua と Navua の成績をfree hand curve によって比較する 

と 1 5 年生でNukurua 3 om . Navua て 3 5 m ( Nukurua の約17 多増）と 

たる0 

成長・収穫に関する表，図，式など 

(2） 林齢とha当たり材積の検討 

林齢に対する材積の関係は、図4 -6 に示すようにP.N.G．の成績は 

Nuku rua 地区に比ぺて抜群の良好な成績を示している。 またNukurua 地区 

の著しく材積成長の低いのと、 Nay u a 地区のバラツキの著しいのは、一つに 

Fijlで行われている列状植栽においてha当たり植栽本数の著しく少ないこ 

とに起因するものと思われるのて、 このことに関しては後述するとととする0 

現在ではNukurua ては15年生でha当たり約200房（詳しくは15年生で 

1 9 1n?\ 1 6 年生で206 肩）が期待されるが、 Navua では13 年生頃に 

20 0nfが期待されると読みとれる。 

(3〕 林齢と平均成長量の検討 

林齢と平均成長量は、図4 -7 に示すとおりである。 尚これはha当たり材 

積から算出されるので、当然同一傾向を示すものである。 Nulcu rua の資料で 

は17 -2 0 年生で平均成長量最大（約1 3m’二／ha )に達するようである。 

さて、Nukurua では1 3 年生で122が、 1 5年生で127がであるが、前 

述【2）の材積からはNavua では1 3 年生頃に1 3 がに達するかと読みとれる。 
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良好の ように うかがわれる。 これは Nulmrua 地 区の土壌の 2 7型土壌に比 べ

て、 Na・ma 地域 の土壌が 8 3型土壌の多いことに起因する ものであろ う。

こ こで、 Nukurua と Nawa の 成 績 を free hand curve に ょっ て比 較 す る

と 1 5 年生 で Nukurua 3 0 m 、 Navua て 3 5 m( Nu 卿 rua の約 17 % 増 ) と

な る o

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

{2} 林齢 と ha 当たり材積の検討

林齢 に対する材積 の関係は、 図 4 ー 6 に示す ように P.N.G. の成績は

Nukurua 地区に比べ て抜群 の良好 な成績 を示 してい る。 また Nukurua 地 区

の著 しく材積成長 の低 いの と、 Navua 地 区のバ ラツキの著 しいのは、一つに

FIJI で行われている列状植栽において ha当たり植栽本数の著 しく少ないこ

とに起因するものと思われるのて、このことに関 しては後述することとする。

現在では Nukurua ては 15 年生 で ha 当た り約 2 0 0〆 (詳 しくは 15 年生 で

191 “ず、 16 年生 で 20 6 ) が期待 されるが、 Navua では 13 年 生項 に

2 0 0 m3が期待 され ると読 み とれ る。

{3}林齢と平均成長量の検討

林齢 と平均成長量は、図 4 ー 7 に示すとおりである。 尚これは ha当たり材

積 か ら算出され るので、当然同一傾向を示す ものである。 Nulmrua の資料で

は 17 ~ 2 0年生で平均成長量最大 (約 13〆/ha ) に達するょぅである。

さて、 N 血 urua で は 1 3 年 生 で 1 2 2m3 、 1 5 年 生 で 12 7〆 で あ るが、 前

述 {2}の材積 か らは Navua では 1 3 年生頃に 1 3 mSに達 す るか と読 み とれ る。
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図4 - fi Eucalyptus deglupta の林齢と樹高 
hnronat ( PNG1UI ) 

き 110351 no ( J OAA 坂ri 5,) 

し 14o S or a (J I CA 昭Y5 3 ) 

× Nan,osl (NZ ' Groomo) 
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図4 - 7 Eucalyptus deglupta の林齢とha当たり材積 

K・ ravat(P］嘱］政府） 
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図 4 ‐ 6 Eucal 卯 tus deglupta の 林 齢 と糊 高
. he ravB i l l1N G 政府 )

三 “ひ*-no( JOAA 旗 n ら)

し Nukura ( J ICA 聞 1 3)

メ Namosi (NZ,Groome)
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図 4 ‐ 7Eucalyptus deglupta の林齢 と ha 当た り材積

・ Karavat(PIW 政府 )

⑦ Ho ・klns( 坂 口 ・松田 渡辺 )
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出典 
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図4 - 8 Euca1yptus deglupta の林齢と平均成長量
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南方造林協会：フィジー国ビチレブ島東南部の林業開発促進に関する調査報告書、南方造 

林、 No. 27、 (1983) 
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図 4 ー 8 Eucalyptus deglupta の 林齢 と平 均 成長 量 . Keravat
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出典
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林、No.27 、 (1983)
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調査地と調査の概要 N . B・島の力メレレ人工造林の発祥は, 第二次世界大戦中に 

日本のirimiw' iが同島にkり予マノりノ’jI,1に悩I,され，そのIl'i倣を媒介す乙蚊の発ノI 

を防止するため該地域の帰地帯を力メレレの造林によって乾燥化することと，あわせ 

て地域住民の福祉を向上する目的て】943 年以降I日侮軍省熱帯衛生研究所によってカ 

A レレの養苗を開始したことに起囚L てい乙,‘ この介I山は蓑輸満J、，向JI田爪助bに 

よって鋭意進められ20),山行苗が得 

られるまての育苗に成功したが，そ 

の時点で終戦を迎えることになっ 

た。おそらく， これが影響をうけて 

PNG 政府はラバウルの近くのケラ 

ノ；ノ ~国有林て1948 年（終戦後3 

年目）に力メレレの人工造林をいち 

早く開始した。この当初の人工林は 

1983年11月現在て35年生に達して 

戴
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写真－1 ケラバソ トのカメ レレ人工林 

(25年生, 4. Ox 4. 6 m 植栽） 

おり,おそらく世界で最も古い林分 

の歴史をもつものである。それ以 

来，クゾパノ I 営林署のケラパノL 4 ーノノベイIJ」囚イI林， タ、営林署の七サ, タ 

バウ・リカウ（山」積小訂) jitリ国イ」林に， 1 )83 可未(. 875 lid の人」林を造成しん。―' 

力，北岸中央剖に位置するゾルマに所在するステノティ ノペイ・ラノパー甘 (SBLの 

らは，その南方に展開する平坦ないし彼状丘陵地のd・スキノス林区において1976 年 

以米試験造林を行い，1983 年未て1, 054 ha に達している。なお， 幹国も酉N・B 

州で造林を進めているが詳細な資料は入手していない。 

筆者らは，上述の既造林地に1981年11- 12 月と1983年10-- 11月の2回にわたり 

標準地を設定し，立木調査を行った。標準地面積は，1981年の設定は等高線に沿って 

ー辺40 m ，それに直角の斜面上に一辺25 m の長方形,すなわち0 1 ha, 1983年の設 

定は同一手段で，調査期間の制約から25mX20m =0 05haをそれぞれ原則とした。 

立木調査は，胸高直径は地上1 2 m て側定し，2 cm 括約とし，樹高は比較的低いもの 

はSm の測竿によって毎木調査，比較的高いものは測高器によって標準木を実測し, 

その周辺木はそれとの比較目測により，何れもln)括約とした。標準地数は38年生 

から25年生にわたって26 カ所を設定した。 これによって得られた成果の概要は下記 

のとおりてある。 

成長・収穫に関する表，図，式など 

成長経過 林齢に対する樹高，胸高直径，羽積の各成長は，標単地の数が少ないの 

て回帰曲線式を求めることがてきないため，各測定値を方眼紙上にソロノトし，ソリ 

ーハ／ドによる作図によって各成長曲線を求めた。ただし，15 1I 生以上の林分は樹型 

級区分を行わなかったが，劣勢木がほとんどなかったため全木と上層木は同じ値とし 

た。その結果は表～5 r:示すとおりてある。 

さて，育種効果を考慮しての成長推定は，詳記しないと誤解をまねくおそれがある 

が紙面の制約があるのて，前連のように約6年生の育種効果て伐期の数値を推定する 

ことは危険があるので有種の効果け人巾II＼に内輸にとどめた。ただし，胸径は無問伐林 
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データ採取地の立地環境

調査地と調査の概要 N,B.島のヵメレレ人工コぬ林の発祥は, 第二次世界大戦中P

日小の旧海軍省か岡′為に帰りるマノi′月内に髄 1 れ, その納め;tを媒介する蚊の発′1
第二次世界大戦中に

を防止するため該地域の柳地帯をカメレレの山林によって乾燥化することと, あわせ

て地域住民の福祉を向上する目的て 19‘i3年以降旧海軍省熱帯衛生研究所によってブi

メレレの養菌を開始 したことに起因 していろ“ この 、画は蓑輪“'‘」ノ、, 向」1ln中肋 らに

よって鋭意進められ20),山行苗が得

られるまての育苗に成功したが, そ

の時点で終戦 を迎えることになっ

た。おそらく, これが影響をうけて

PNG 政府は ラバウルの近くのケラ

パノー国有林 -〔 1948 4ト (終戦後 3

年目) にプ′〆レレの人工造林をいち

早く開始した。この当初の人工林は

1983 4F II月現在て 35年生に達して

おり, おそらく也界で最も古い林分

の歴史をもつ ものである。それ以
写真 -I ケラバ ソトのカメレレ人工林

(25年生 ,4,6 ×4,6m 植栽 )

米 , クブバ ノー営林署のケラパ ノー, ィー ノ /ベイ内国右林 , 夕 、営林宮のセサ, タ

バ 1ン・リカッ (ー"ー積小湖 ) 画鋲“」++に ,ーり83{- -、( 875 114の人‐ー林を農成 しん。一

ノ」, 北岸中央部に位置す るゾルマに所在するステ ノティノペイ ・ラノバ一日 (SBLC)

らは, その南方に展開する平坦ないし彼状丘陵地の「、スキ /ス朴区に」oいて 1976 年

以来試験造林を行い,1983 年ネて 1,054 ha に達している。 なお, 韓国も凶 N,B

州で造林を進めているが詳細な資料は入手していない。

筆者らは, 上述の既造林地に 1981年 11~12 月と 1983年 10~11 月の 2回にわたり

標準地を設定し, 立木調査を行った。鰯中り也肋横は,1981 4 の設定は等高線に沿って

一辺 40m, それに直角の斜面上に一辺 25m の長方形,すなわち 0lha,1983 年の設

定は同一手段で, 調査期間の制約から 25m ×20m=0 05ha をそれぞれ原則とした。

立木調査は, 胸高直径は地上 12m て測定し,2cm 括約とし,樹高は比較的低いもの

は 8m の側竿によって毎木調査,比較的高いものは劇高器によって樽準木を実測し,

その周辺木はそれとの比較目測により, 何れも lm 括約とした。標準地数は 3 8年生

から 25年生にわたって 26 ヵ所を設定した。これによって得られた成果の概要は下記

のとおりてある。

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

成長経過 林齢に対する樹高,胸高直径,材積の各成長は,標準地の数が少ないの
て回帰曲線式を求めることがてきなし・ため, 各測定値を方眼紙上にフロノトし, フリ

ーハ ノドによる作図によって各成長ー1=線を求めぇ。ただ し,15 イー生 iJ」1.の林分は湖型

級区分を行わなかったが, 劣勢木がほとんどなかったため全 ・と上層木は同じ他とし

た。その結果は表‐5に示すとおりてある。

さて, 育種効果を考慮しての成長推定は, 詳記しないと誤解をまねくおそれがある

が紙面の制約があるのて, 前述のように約 6年生の育種効果て伐期の数他を州定する

ことは危険があるので育種の効果“フ、幅に内輪にとどめた。ただし, 胸径は無間伐林
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分でえられたものであるから,間伐と育種の相乗効果を考膚 P いれた。それらを踏ま 

えての成長予想を暫定試案としたものが表-6 である。 

表-5 林 齢 別 成 長 経 過 

林 齢 （年） 5 10 15 20 25 

平 均 樹 高（m) 18 28 39 44 49 

全 平 均 胸 径（m) 16 26 35 42 49 

木 平 均 材 積（げノha) 120 230 420 490 580 

年平均成長量Cmソha) 24 23 28 25 23 

上 平 均 樹 高(in) 
'
‘
上
 

～

 

2
 

2
 

32 。J 

にJ 

3

 

りu 

44 49 
層 
木 平 均 胸 径(ciii) 29 42 49 

表6 了I 種 4))果 を 含 yJ た 成jく f 想 

林 齢 （年） 5 10 15 20 25 備 考 

樹高 10％増（m) 23 35 43 48 54 」」層木に適用 

胸径： 23%増(Cm) 20 32 43 52 60 全木に適川 

材積，40%増(mノha) 170 320 590 690 810 同 上 

年甲均成fJ. lit (in’ノlia) 34 32 3() 35 32 同 ~ 

出典 

坂口勝美（1984)． カメ レレ人工造林の現状．熱帯林業 No. 1 : 25-35 
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分でえられたものであるから, 間伐と育種の相乗効果を考慮にいれた。それらを踏ま

えての成長予想を暫定試案としたものが表‐6である。

表-5 林 齢 別 成 長 経 過

林 齢 (年) 5 lo 15 20 25

平 均 樹 高 (m)
平 均 胸 径 (cm)

平 均 材 積 (mツha)

年平均成長量 (m3/ha)

18

16

120

24

28

26

230

23

39

35

420

28

44

42

490

25

49

49

580

23

上
層
木

平 均 f司直,(m)

平 均 胸 径 (cm)

2
1

褐

32

29

39

35

44 49

42 49

表 6 「}イIE 効 果 を r′,ご′」 /」′‘に k r 想

林 齢 (4F) 5 10 15 20 25 oilー 考

耕治I 10%}"- {m)

胸径:23% 増 (cm)

材積 ,40% 増 (ml/ha)

ィ「平均戒艮侃 (-げ月m)

23

20

170

3イ

35

32

320

32

‘13

43

590

3q

48

52

690

35

54

60

810

32

-1▲屑 木 に適 用

仝木に適用

同 上
同 l

出典

坂 口勝 美 (1984). カ メ レ レ人工 造林 の現 状 . 熱 帯 林 業 No.1:25 ‐35.
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糧構で鮮蘇熊鰍鼠フト弔鬱料》 

属t臓Ip tf曾加g加，f撃 （カメレレ） 

'’華．、バプア帯落一事ニア 

データ採取地の立地環境 

パプアニューギニア，ニューブリテン， ケラバッ ト 

成長・収穫に関する表，図，式など 

出典 
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図- 1 

ネ木 令、 （年） 

パプアニューギニア（ニュープリテン‘ ケラハノト）にわける生長事例ー植栽間隔 

4 5mx4 5m 

浅川澄彦（19い）．熱帯樹種の造林特性（~) ．熱帯林業 No・晶： 42-44 

一151ー 

機種 i鰭縦縦緑徴マも・愛そ料 }
.

.・函撃腐森f瀦群 "雷 #境野i"わな
.,(
均 メ レレ ; ,

..
・ゑ

耀 ,さす肇,ブヂ 聾鵠,ふ拳農学 ,

データ採取地の立地環境 }
パ プ アニ ューギニ ア , ニ ュー ブ リテ ン , ケ ラバ ッ ト

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

図 -1 パプアニューギニア (ニューブリテン, ケラハノト) にわける生長事例一 植栽間閉
4 5mx4 5m

出典

浅川澄彦 (198)). 熱帯樹種の造林特性 (VI). 熱帯林業 No.bb:4 44.
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データ採取地の立地環境 

EL1cia1yptu6 deglupta Bi. 

Synony皿： E . rtaudthiana F・mue 1 l・ 

Fainily: Myrtaceae 

既肘B郎PAIN (1) 

Looauty' Keravat 

成長・収穫に関する表，図，式など 

出典 

Yield table 

Age (years) 1AI (m3加) 

5 18. 2 
10 17.3 

15 20ヴ 
20 26.0 

Rersark5: No other details. 

(i) J..oob・,N.H. lh oa1yptn・ for pl・nting・ sp・Cl・・monograph p・394・ FAO Roie 

1979 

ダ イ ジ ェ ス ト デ・ー タ ： Paiidrey , O Growth and yield of plantation species in 

the tropics . FA0 1983 所 収 
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データ採取地の立地環境

Euoaly 李tu6 daglupta BI.

Synony 四 : E. naudilliaba F.mua11.

Falnュly: Myrtaceae

而 M B紅TA団 (1)

Loollity: Ke 脂 濯 t

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Yieldtable

鯖 も (yea 閥 ) 懸1( たり

51
0
り
卸

18.2

17.3
20,5
26.0

Ro口--1rlq: 刃o other dota ュ18.

出典

(1) J輯 obB, X,R, 恥 o・lyptu ・ for plulting, S p‐oloo monograph 394, FAO R0mo

l979

ダ イ ジ ェ ス ト デ ー タ : Pandrey , O G r o w t h an d y1e l d o f p l a n t a t i o ns p e c l e s l n

t he t rop i cs ,FAO I983 所 収
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繊務‘群RTMEAE フ、ト蚤番科, 

輸trけ認ド‘婦 ($ '‘海メレレ’》 
難，・ +践ヅアニ導ーギ；：ニプ 

成長・収穫に関する表，図，式など 

出典 

F&FUA Jry GUThA (1) 

γいldda"t A8●’ 

MAエ： 

12 - 15 ye&rB 

31.0 m3/ha 

．’ 

:':, 

、 

.‘, 

．‘ 

(1) Homne, J.E．ル Growth rat・ in the t垣her plantatユon of' we6temn Th.geria. 

1962 Niger二an Fbr'estry Infomiiation Bulletin (N. S.)No.12. 

: 

J 
二 
‘． 

' 
':

,'' 

ジ・ 

ダ イ ノ ェ ス ト デ ー タ ： Pandrey , 0 Groeth end yield of p1.ntat ion species in 

the tropics , FA0 1983 PJ 1 
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櫛纏 キ馨靴 fAに鮎質ユト受掛獅 } , ,, .
., ・勅磯朝野粥β輔導!#≠解 ・心力扉 if〆}
強襲 ナ純誓下に浮ー拳ニア

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

P妊PUA ハ回脳 OUn]=総阻 (1)

T1old dAtl・t AB鴎 12 - 15 y{“焔

纏お 3I,o mツー

出典

(1)Home,J,E,M,Growth rata in tho tlober plantat1on of wa6tem 刃ヱ郡 rla.

1962 =igar{an FbragtIy lnゞomation B ulletin(N,S.)No.12,

ダ イ ノ ヱ ス ト デ ー タ : Pandrey , O G r ow t h and y l e l d o fplantatlon s p e c 1 e s l ll

t h e t r o p l cs ,FAO I983 所 収
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紺種t MR獄薮藤（フト讐聾科》 

,,，鰍輯iptm'奉g Mbu1鼻奉 〈サザソプJレー書森》 

鱗 ・4 イン糾 

データ採取地の立地環境 

'2;纂A (3) 

Loosutyz migmHills 

Altitudes 1 800 - 2 250 in

弘inf.l1s 1 300 - 1 40(1 

Data sources Ho 加doat ion 

成長・収穫に関する表，図，式など 
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1
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1
4
1
4
1
4
 

6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 

R  si Volume iB measured over bark, li皿it not 日pecified・ 0ェig加aユ data are in 

8 taoked volume and coversion faotor 0.625 has been used to convert into 

solid volume. Dominant heiゆte, corresponding to quality olaBseB, are 

110 凶．6 in;nto 23.8 in; and lllto 17, at reference age of nine years. 
Crop not thinned. 

出典 

(3) Jayd・v, J . Working plan of 耳ilいュ吐・Division (19ヌ‘4), Growth and 

1970 "eld atatistios of co皿Don ェnd.tan t加b・r ep・ci“・Vol・n . 

ダ イ ソ ェ ス ト デ ー タ ： Pandrey , U Growth and yield of plantation species in 

the tropics , FAQ 1983 所 収 
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データ採取地の立地環境

L〆綿‐1ltyi 刀ilg:lr1 亘111●

▲ltitudo ‘ 1 800 ‐ 2 250 ・

膿 晒・111 1 期 - " ば)鵬

D▲t▲ oou;O ・* 冒o 丸114ュ0・t1Qn

成長 ・収穫に関する表, 図 , 式など

沌AI 趣 3た a)by muAL1ity cla88 狐 d 解飴

伽 a1L1ty

A。
ぜ
＼、そごaBB

(yea 畑 )

工 エI 111

;
ノ′
0

7
十n
じ

0
′▲
0
y
1
丁̂
ン
.
・
′▲△
.
に
ノ′
0

・1
・1
11
11
11
11
41

3LI
)2.3
32.5
32.8
32.9
32.9
32.7
32.2
31.6
31.0

30.3
29.7

22.7

21・5
23.7
23.9
23.9
23.9
23.9
23.6
23.4
23.0

22・5
22.0

14.4
14.8

15.0

15・l

15一
15.I
15.0

14.8
14.8
14.6
に .4
14.I

鱒一睡 水 β; ▽ol・皿 e iB m鯛 euhd over bark,limit not apeclfled. 0亘 郡為叫 data ara in

staoked v t)1tune al)d oove1 憎 1on fl抑 tor o.625 haβ balm u86d to oonve れ into

βolid v olmo. Dominant heighta,corl98pon 鵡団電 to adlty ol 鵜 Boa , a M

I あ 29 .6 m ; □ 節 23 β m;a lld lll お 17,at l9fergnce 鋭;e of mne yolurB,

CrOP hot thュnnod.

出典

(3) ね ,aov,J. “olki 噂 plam of 日il郡 21β Di質 8im(19 “‘ 4),o1myth and

l970 34o1d 8tatis 七iO8 0f co国ーMm 工ndュ川口 t1J1bor ePooioa.Vo1 ・工1.

ダ イ ン エ ス ト デ r- タ : P a n drey , D G r o w t h 11n d y l e ーd o fplantation spec1es ln

the trop l 06 ,FAO I983 所 収
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■義I澱T M E 散フト壕畦科） 

E 春4Iip 婦＃抑加lvβ （サザンブ島ーガム〉 
舞’ 

’イ’ド 

データ採取地の立地環境 

．’ ： ・“ 

,," ，' 
’ ， 

Area 
Volume Overbark volume, derived from stacked volume of firewood 

oy use or reaucirig tactor U.525 

成長・収穫に関する表, 図,式など 

Age 
(years) 

．’ 

0uality class I 

hdorn 
(m) 

da01 
(cm) 

V 
(mi) 

MAI 
(mi) 

219 

26.2 

296 

210 

25.9 

299 

1553 

1935 

2274 

2624 

2963 

31.1 

32.3 

32 5 

328 

329 

329 1 32.9 

32.9 33.1 359 7 32.7 

3859 322 

354 372 411 1 31.6 

434.1 31.0 

378 396 4548 303 

474 5 29.7 

4942 29.1 

5128 28.5 

5303 27.9 

5478 27.4 

5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
 

Quality class II 

162 154 1137 22.7 
141 0 23.5 

201 194 1662 23.7 
1913 239 

238 235 2154 239 
2394 239 

265 267 2624 23.9 
283.2 23 6 

290 299 3039 234 
321 4 23.0 

311 323 3368 225 
352 1 22.0 
3674 21.6 
3826 21.3 
3947 208 
4100 205 

5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
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擬糖 ;昭旧嬬槌歌フト壕磁科 1 , ,
劾雌雄戒が撃肝P卿鳶S ー鎗サンプル雨蕩為】

　 　 　　 　 　 　 　

データ採取地の立地環境

Area lndla {NII9iri Hdls)
Vomme overbark volume,der-ved from stackedvolume of fーrewo 。d

by use of reduc-n9factor o.625

成長 ・収穫に関する表 , 図, 式など

Qual・~ cーass I

Age hdom ddotn V MA1

「yearsjrm ノ rcmj rn7'J rmlj

5 219 210 1553 31.1

6 1935 32.3

7 26.2 259 227432 5

8 2624328

9 296 299 2963329
10 3291 32.9

11 32.9 33.1 3597 32.7

12 3859322
13 354 372 4111 31.6

14 434‐1 31.0

15 378 396 4548303
16 474 5 29.7

17 4942 29.1

18 5128 28.5

19 5303 27.9

20 5478 27.4

Qualityclass ll

15 45 162

6
7 201

8
9 238
lo
11 265
12
13 290
14
15 311
16
17
18

19
20

1137
1410
1662
1913

2154
2394

2624
283.2

3039
3214
3368

3521
3674
3826

394 7
4100

194

235

267

299

323

7
5
7
9
9
9
9
6
4
0
5
0
6
3
8
5

2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
2
2
1
1
0
0

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
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Quality class IlL 

hdom 
(mj 

ddom 
(cm) 

V 
(m3) 

MAt 
(ms) 

113 121 721 144 
886 148 

146 154 1049 150 
1203 150 

177 186 1356 151 
1509 151 

201 218 1662 151 
1804 150 

223 235 1924 14.8 
207.8 148 

244 259 2187 146 
2296 144 
2402 141 
2514 140 
2613 138 
2723 136 

出典 

Age 
(years) 

5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
 

Jacobs , M.R Eucalyptus for planting Species ● onograph p 394 FAO Roan 1979 
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Quaー1~ c-ass 皿

Age
「yearsj

1ldom

rmj
ddom

rcmj
V
　　　

MAI
　　　

5 113

6

7 14 6

8
9 177

lo

11 201

12
13 223

14
15 24 4
矯
"
倦
博
20

121

154

186

218

235

259

721

886

1049
1203

1356

1509

1662

1804
1924
207.8

218 7
2296

2402
25t 4
2613
2723

14 4

148

150

150

151

151

151

150

14.8

148
14 6
14 4
141
140

138
13 6

出典

Jacobs , M ,R Euca l yptuEi forplanting SP ぐc ーes 一○n○graph p 394 F^ORole i979
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‘搬嫌1’葉yRTACEE くブト壕美料〕 

勲f鶴aIy!Pf＃診夢参如I us （秒ザソプ鼻ーガA〕 
鼠 つ議Jトトガふ 

データ採取地の立地環境 

Area Portugal (north of River Tagus) 
Stocking N = 1 100/ha 
Volume Stem volume overbark to tip, including stump 

成長・収穫に関する表，図，式など 

Quality class i 

hdo,n age 10 = 27 m - 1 100 trees/ha 

Age hd0111 d V 
(years) (m) (cm) (ms) 

C 
(m2) 

MA ) 
(m3) 

49 100 
93 167 
148 250 
183 280 
216 308 
243 329 
271 350 
294 361 
325 380 
346 391 
368 400 
379 394 
391 389 
398 377 
404 366 
409 353 
41 1 339 
413 326 
414 31.5 

10 76 20 
13 104 50 
16 131 100 
18 146 140 
20 158 185 
22 168 230 
24 177 280 
256 185 325 
270 194 380 
286 200 430 
300 206 480 
31.0 210 512 
320 213 545 
326 21.5 566 
332 21.8 586 
336 217 600 
340 218 610 
344 219 620 
348 21.9 630 

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
侶1920 

Quality class II 

hdom age 10 = 23 m - 1100 trees/ha 

35 60 
62 93 
97 135 
135 176 
167 200 
200 229 
222 243 
237 244 
258 255 
274 260 
293 263 
316 280 
334 286 
342 279 
35 2 27 5 
358 267 
361 258 
368 253 
372 246 

86 64 12 
110 85 28 
134 106 54 
154 125 88 
170 139 120 
188 152 160 
204 160 194 
216 166 220 
230 173 255 
242 178 286 
254 184 322 
266 191 364 
276 197 400 
282 199 418 
28 8 20 2 440 - 
292 203 454 
296 205 465 
300 206 480 
304 207 492 

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
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.絹穫す癖RTAC環軽フトモモ料) ,.
婁夢 夢 b ブ 姦 一 ガム ヂ ,"　　　　　　　　　

データ採取地の立地環境
Area Portu9al 〔north of Rーver Tagus)
Srock ′n9 N = 1100/ha
Vo′"′ne stem volume overbark to tlp,ーncludlng sturnp

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

Qua‘‘~ cーass l

hd。",agelo = 27 m --110otrees/ha

hd。,,,a v G MAI
rnnJ rcmJ rm リ て′,r?2J r′7,り

A9e
「years 」

2 10 76 20 49100
3 13 104 50 9 316 7
4 16 131 100 148250
5 18 14 6 140 183280
6 20 158 185 216308
7 22 168 230 24 3329
8 24 17 7 280 27135 0
9 25 6 185 325 294361
10 270 194 380 32 5380
11 286 200 430 346391
12 300 206 480 368400
13 31.0 210 512 379394
14 320 213 545 391389
15 326 21‐5 566 39 837 7
16 332 21.6 586 40 4366
17 33 6 217 600 409353
18 34 0 218 610 411339
19 344 219 620 41332 6
20 348 21‐9 630 414 31,5

Quali~class ll

hdom age lo = 23 m 一 110otrees/ha

2 8 6 64 12 35 60
3 110 85 28 62 9 3
4 13 4 106 54 9 713 5
5 154 12 5 88 13 517 6
6 170 139 120 16 7200
7 18 8 15 2 160 200229
8 204 16 0 194 22 224 3
9 216 166 220 23 724 4
10 230 173 255 258255
11 24 2 178 286 27 426 0
12 25 4 18 4 322 293263
13 26 6 191 364 316280
14 276 19 7 400 33428 6
15 282 199 418 34 2279
16 288 202 440 ‐ 352 275

454 35 8267



Quality class Ill 

hdorn age 10 = 19 m - 1100 trees/ha 

Age 
(years) 需I 器 I言リ 

30 
47 
70 
92 
11.0 
129 
150 
156 
160 
168 
175 
177 
179 
180 
180 
179 
176 
174 
170 

7
9
ハノー7 

2
3
6
8
 Il l 
137 
167 
183 
198 
21.6 
23 3 
24 3 
25 3 
26.6 
27.6 
28 4 
29.2 
29.8 
30 2 

ld
(cm) 

V(ms) 

56 6 
67 14 
85 28 
100 46 
113 66 
126 90 
139 120 
146 140 
15.1 160 
158 185 
16.4 210 
168 230 
17.1 250 
17.5 270 
179 288 
18 1 304 
184 318 
18.6 330 
187 340 

64 
90 
11.0 
128 
14 2 
156 
170 
180 
190 
20 0 
21.0 
22 0 
0
6
2
8
2
B
0
 

23
加
2
4
2
4
2
5
2
5
2
6
 

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
 

Quality class IV 

hdorn age 10 = 15 m - 1100 trees/ha 

20 
27 
30 
40 
50 
57 
67 
78 
80 
91 
100 
100 
104 
107 
10,8 
109 
108 
108 
107 

に
J
O
5
O
J

に
J
8
7
 

2
Ĵ

(J4

（
。
7
9
 116 

127 
14.8 
167 
174 
186 
199 
20 9 
21.6 
22 3 
23 0 
23 5 

4812203040
馴
7
0
8
0

柳
伽
御
価
柳
m

価
価
邪
知
 

54 
59 
64 
7.6 
8.7 
95 
106 
116 
12 1 
13 1 
139 
142 
14.7 
152 
156 
158 
16 1 
16.3 
165 

(bo
《。0 

4
"
I
8
0
 1

 112 
124 
13.4 
144 
150 
160 
170 
176 
183 
189 
194 
20 0 
20 4 
20 8 
21 2 

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
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0
7
0
0
0
7
7
8
0
1
0
0
4
7
8
9
8
8
7

2
2
3
4
5
5
6
7
8
9
0
0
0
0
0
0
0
0
0

イー
イー
11
4-
イー
イー
1.
イ.
11

0
7
0
2
0
9
0
6
0
8
5
7
9
0
0
9
6
4
0

3
4
7
9
1
2
5
5
6
6
7
7
7
8
8
7
7
7
7

イー
11
{l
f.
イー
11
11
イ.
.・
4--11
11
11▲1.
1ー

5
0
5
9
5
8
7
6
7
8
7
4
6
9
9
6
3
0
5

2
3
3
4
6
7
9
1
2
4
6
7
8
9
0
1
2
3
3

1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2

7
9
2
7
1
7
7
3
8
β
3
3
3
6
6
4
2
8
2

2
3
6
8
日
協1
61
8
博
21
23
24
25
兆
272
82
92
93
0

“
ソ
G
加

4
8
12
20
節4
0
科
m
綿0
02
0
卸
45
60
73
85
95
05
14

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2

6
14
28
46
66
帥
伽
掴
伽
佃
加
卿
翻
270
288
304
318
330
鋪

v
回

4
9
4
6
7
5
6
6
1
1
9
2
7
2
6
8
1
3
5

5
5
6
7
8
9
0
1
2
3
3
4
4
5
5
5
6
6
6

11
41
ィ◆
イ1
11
イ.
11
41
イー
イ1
11
11
4f

Quality class IV

hdom age lo =15 m l lootrees/ha

6
7
5
0
3
6
9
6
J
8
4
8
J
5
9
1
4
6
7

5
6
8
0
1
2
3
4
5
5
6
6
7
7
7
8
8
8
8

11
イー
イ.
1・
1ー
1-
1ー
1ー
1ー
4.
イー
イ.
イー
4.
1.
11

Quality class lll

hdom age lo = 19 m 一 110otrees/ha

-
d
回

6
0
6
0
2
4
4
4
0
0
0
6
3
9
4
0
4
8
2

4
7
8
0
1
2
3
4
5
6
7
7
8
8
9
0
0
0
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2

4
0
D
8
2
6
0
0
0
0
D
o
o
6
2
8
2
6
0

6
91
11
21
41
5
"
倦1
92
02
12
22
3
潟2
42
42
52
52
6

　A庇

2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

1
・
1
1
1
.
1
▼
1
ー
1
▼
1
ー
1
ー」1
」1
Ẑ

2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
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Quality class V 

hdom age 10 = 11 m - I 100 trees/ha 

Age 
(yedrsノ 需 I晶) 

V
(m3) I鼻) MAI(m') 

0
7
0
0
0
3
4
7
8
9
3
5
9
1
4
6
6
了
8
 

1
1
2
1
2
2
2
2
2
2
3

つ
】
3
4
4
4
4
4
4
 

2
8
3
5
6
3
7
6
2
7
9
7
7
 

2
2
3
3
3
4
4
5
6
6
7
8
9
 106 
115 
124 
130 
136 
14 1 

2589121619242832404654627077
路8995 

1
7
2
3
5
1
4
0

に
J
8
6
 

5
5
6
6
6
7
7
8
8
8
9
 100 
106 
11 1 
115 
120 
125 
125 
128 

30 
50 
64 
74 
84 
92 
99 
106 
110 
116 
122 
128 
134 
140 
145 
148 
152 
156 
160 

ハ
ノ
」
（
J
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4

に
J
6
7
R

。〕0 

'
1
1
1
1

'
1
1
1
1
1

・‘2 

Area Portugal (south of River Tagus) 
Stocking N = I 100/ha 
Volume Stem volume overbark to tip, including stump 

Age 
(years) 

Quality class I Quali句 class II Qualiサ class Ill 
(hdorn age 10 = 18 rn ) (hdom age 10 = 14 m ) (hdom age 10 = 10 m ) 

譜リ 潟 需リ 潟 
V

(m3) 器 

4 34 85 18 45 6 15 

6 83 138 44 73 19 32 

8 148 185 83 104 36 45 

10 202 20 2 123 123 54 54 

12 246 20 5 149 124 72 60 

出典 

Jscobs, M R EucalyptuIs (ci plantiag Speclos lonograph p ..a94 FAD Rouc 1979 
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oualltyclass V

hdom age lo = 1l m l lootrees/ha

A9e hdo"- d V GMA1

ryedrs ノ rm ノ rcn'ノ r′1リリ 旨'77ノ rnnリ

2 30 51 2 22 10
3 50 5 7 5 28 17
4 6 4 62 8 33 2 0
5 7 4 6 3 9 35 10
6 84 6 5 12 36 2 0
7 9 2 71 16 43 2 3
8 9 9 74 19 47 24
9 106 80 24 56 27
1o ll 0 8 5 28 62 28
1' 116 88 32 67 2 9
12 12 2 9 6 40 79 33
13 128 100 46 87 3 5
14 134 106 54 97 39
15 140 111 62 106 4‐1
16 14 5 "5 70 115 44
17 148 12 0 77 124 4 6
1R 152 125 83 130 4 6
19 156 125 89 13 64.7
20 160 128 95 141 48

Area Portugal 【south of River Tagus)
Stock′〃9 N = 1loo/ha
vo′ume stem volume overbarkto tlp, includlng stump

Quality class I Qualiけ class lI Quall~class llI

A9e
(hdotnage lo =18m 】 (hdom age lo =14 m) (hdom a9e lo = 'om)

「yearsj v MA, V MA-V MA1

4 34 8 5 18 4 56 15

6 83 138 44 7 3 19 32

8 148 185 83 10 4 36 4 5

10 202 202 123 12 3 54 54

12 246 20 5 149 124 72 60

出典

Jacobs, M R E U c a i y p t --s fm p lont 7ng spccic6 ・onograph p.394 F^O R0 ・c l 9 7 11
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樹猟’群鉢lA藍A慕7トモ●科） 

働c癖Iyp t us g/o加f#＄ くサザンブルーガム》 
嵐 】箕べ‘ン 

データ採取地の立地環境 

Looanty: Provむ:ce of Sentander, Ponteved.ra, Oviedo and La Con」弘 

Altitude: 0 - 10(〕皿 

Rainf an , 1 200 mm 

Data aouroe: permanent sample plots 

Number of plots: 48 

Size of plots: 625 m2 

Stand density: 2 4（刃- 3 000 ste皿日ノhュa 

MA1 (m3J}m)、 age and quality class 

成長・収穫に関する表，図，式など

辰「litylass 
- 

エ 

一

 

n
 

エエエ 

一

 

w
 

4 27.5 西
3
1
3
2
3
2
3
1
3～
加
 

0
7
8
9
7
2
9
 

23.3 8
8
6
5
3
2
1
 

1
1
1
1
1
1
1
 

8
3
8
2
9
6
7
 

●
 

●
 

●
 

●
 

．
 

●
 

・
 

6 37.7 25.3 
8 42.0 24.4 
10 
12 

44.3 
44.8 

23.2 
21.6 

14 44.1 さ〕.4 
16 42.9 18.8 

』 

Volume moauuxed over bark from ground level to tip and dominant heiゆt. 
00 ITe spondユng to quanty classes at lo years reforenoe age are: 
Ito 22m;IIto19 m; IIIto16 a; and IVto13 a. 

ESSO.iypti2. R1obU108 -  pai  (1) 

Tisid Gui-v.. ejt. Clft..-WlBS 
m ’ノho 

引1[C 'ASs 

4i 

ダ三二一一皿 

’叩 

‘叩 

］
に
‘
ド
。
］
工
 
α
］
'
 

W
●
つ
J
。
・
 

500 

400 

2叩 

I00 

0 ' ' ' ' ' ; ' ' 11~ " h : I二 k ム 
AGw IN YOAAS 

出典 

(1) Carpent・r, A.P. L.a produocidn de las maaao de E・母8匹l」l旦en・lnorte do 
1966 E Bp面●． maユSB ェ．F".E.Spain・ 

ダ イ ノ ェ ス ト デ ー タ ． Pandrey , 0 Growth and tield of plantation species in 

the tropics . FAD 1983 所 収 
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樹耀 }薪Y鍵ゑCEA穣アトモ無料)
析齢轟i第紗玄粥 #メo青む棚β
　　　　　, 国

.

,,

データ採取地の立地環境

Lα開立ity:

A1titudo;

孤 ば鑓11

Data acrur083

刃umber of‐P1otB:

Sizeof plotsI

Stand daLI1aity-

{曾せ>ブルーガム)

ProV:iJIce of Sa11ta--Ider,Pontovedra. 0~ま6do 崖ロd La CohIun」A

0 -100 皿

1 200 m m

pahmangot gample plot8

48
625 血2

24 の ‐ 3 000 8tema 無

態 ・ (mう布m)b ッ昭鍋 聞1dm 胆ditz 。18““

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

＼＼＼＼ Quality

"-＼＼＼＼ ma
y .＼＼＼、
Age olaB8

(y紐 IE)

I 1工 111 IV

4
6
8
lo
12
14
16

27.5
37.7
42.0

44.3
44,8
44.1

42・9 」

%.0

31.7
32.8
32.9
3も 7
30.2

28.9

23.3
25.3
24・4
23.2
21.6

稲8:き

18.8

18.3
16.8

15・2

13.9
12.6

11・7

出典

{1)凝 mtli遅 :
ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ

the trop lcs ,F A O

IA p1mduocidn de lae 艶 聞 a do 畳 globu ユuB on el nono de

A1開立 OB I.F.1.E.SP- キユロ・
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19 8 3 所 収

G r o w t h a n d y l e l d o fp l a n t a L 1 o n s t1e c 1 e s l n

▽○.Uuno inoa1lu工℃d oVer bark from g士0ul1d loVo1 to t土P amd dolpdnaゴロt ho.gbto

ooITo βpc勾蝕噂 to quality olaoooa at lo yea 施 19fort-Doe ago a n t
. t0 22 m; エエ to l9 mi lエエ to16 mI Q」】Dd 工Vto13 1n.

tnl′ho
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樹蕪っMY町鵬鵬薮（フト・喝警科｝ 

＃加毒Iypt撃が甘蹄細IIl春 くサザンブJI,ー弁ム〕 

瀚 【議』・tイン 

データ採取地の立地環境 

Species E globulus var globulus Reference Pita Carpenter, 1966 
Area Northern Spain (provinces of Santander, Pontevedra, Ovie・ 

do and La Coruha) Number of sample plots 48 
Stocking N varies from 3 000/ha (age 4, OC IV) to 2 400/ha (age 16, 

OC I) 
Volume Stem volume overbark from ground level to tip 

成長・収穫に関する表，図，式など 

Quality class I 

CAl 
(m') 

580 
550 
53.5 
47.0 
400 
350 

430 
360 
335 
255 
21.5 
20.0 

295 
215 
185 
135 
130 
80 

17.5 
120 
90 
7.5 

5050 

V 
Imリ 

' MAI 
(m') 

110 0560 27.5 
226 0 524 37 7 
336 0513 420 
443 0508 44.3 
537 0505 448 
617 0504 441 
687 0503 42.9 

104 0563 260 
190 0531 317 
262 0519 328 
329 0514 329 
380 0512 317 
423 0510 302 
463 0507 289 

93 0577 233 
152 0541 253 
195 0528 24.4 
232 0523 232 
259 0520 216 
286 0518 204 
301 0515 188 

75 0595 188 
110 0560 183 
134 0549 168 
152 0541 152 
167 0536 139 
177 0533 126 
187 0530 117 

一h

同
 

Age h hdom 
(years) (ml lm) 

N d G 
ルmJ Imり 

92 177 
II 4 27 3 
129 34.1 
140 396 
149 439 
156 473 
162 500 

（
。
ロ
】
つ
】
0
 

OJ

つJ

"
I
0
 

つ
〕
4
4

にJ 

Quali句 class II 

88 171 
10.7 24.7 
11.9 297 
127 337 
133 36.4 
138 386 
143 406 

Quality class Ill 

83 158 
98 21.6 
107 251 
113 27.7 
118 295 
122 311 
125 321 

Quality class 1V 

7.6 137 
88 17.7 
94 200 
99 21.6 
10.2 229 
105 237 
108 245 

11 1 
15 8 
192 
220 
242 
259 
27.3 

155 
209 
247 
21ョ 
30.4 
32.3 
339 

2700 
2 651 
2604 
2557 
2511 
2466 
2421 

108 152 2800 
145 194 2750 
170 222 2700 
190 245 2652 
204 261 2604 
215 273 2557 
225 285 2511 

102 145 2900 
130 177 2848 
147 196 2797 
160 21.1 2746 
169 221 2697 
177 23.0 2648 
182 236 2601 

92 134 3000 
11 1 155 2946 
122 168 2893 
130 177 2841 
136 184 2790 
140 188 2740 
144 193 2690 

4
6
8
0
2
4
6
 

1
1
1
1
 

4
6
8
0
2
4
6
 

1
1
1
1
 

4
【
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機種 0群鱈AC鮎総フト・馨等料}
窺“G方棚紗郷参拝弾め叶唖
【汎ベイシ

データ採取地の立地環境

(サザンブルー樽ねネ

SPeC ′es

Area

Stock′〃g

vo′"me

E
‐
9′obu′us var g′obu′リs Refere 刀ce P1ta CarPenter, 1966
Northern Spain(provinces of santander,Pontevedra,ovie.

do and La CorUiia) ~"mber of samp ′e p′ors 48
Nvariesfrom 3000/ha(age4,()C1v)to2400/ha(age16,
QC I)
Stem votume overbark fromground level to tーp

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Quality class -

A9e
「years ノ

h hdom N d G V f MAI CA1
　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　

4 111 155 2700 92 177 110 0 560 27‐5
6 158 209 2651 114 273 226 0524 37 7580
8 192 247 2604129
10 220 279 2557140

341
396

336 0513 420550
443 0508 443 53.5

12 242 30‐4 2511 149 439 537 0505 448 47.0
14 259 32‐3 2466 156 473 617 0504 441400
16 27.3 339 2421 162 500 687 0503 42‐9 350

0uaiityclass lー

4 108 152 2800 88 171 104 0563260
6 145 f94 2750 10.7 24.7 190 0531 317430
8 170 222 2700 11.9 29 7 262 0519 328360
10 190 245 2652 127 33 7 329 0 514 329335
12 204 261 2604 133 36‐4 380 0 512 317255
14 215 273 2557 138 386 423 0 510 302 21.5
16 22 5 285 25il 14 3 406 463 0507 28920.O

Quali け class lー1

10 2 145 2900 83 158 93 0 577233
130 177 2848 98 21‐6 152 0 541 253295

8 147 196 2797 107 251 195 0528 24‐4 2 1 5
10 16 0 2 1.1 2746 113 27‐7 232 0523 23 2185
12 169 221 2697 118 29 5 259 0 520 21613 5
14 177 23‐0 2648 122311



Reference Data made available by courtesy of Servicio de Producci6n 
Forestal de Ia Direccion de Ia ProducciOn Agraria del 
Ministerio de Agricultura, Madrid 

Area Southwest Spain, sandy soils 
Stocking N varies from about 600/ha in DC I to 400/ha in DC IV 
Volume Stem volume overbark 

Age 
(years) 

Quality class I 

hg 
(m) N dg 

(cm) 
G 

(m?) 
V 

(mリ 
MAI 
(mり 

CAl 
((7刃 

52 604 61 18 40 13 - 

113 604 110 57 287 48 82 

160 604 147 103 738 82 150 

195 594 175 143 1251 104 17.1 

222 575 198 177 1763 118 171 

Quality class Ii 

35 549 50 II 15 05 - 

86 549 9.1 36 137 23 4.1 

130 549 126 68 395 44 86 

165 549 154 102 754 63 120 

194 542 177 133 1157 77 134 

Quality class Ill 

26 490 45 08 07 02 

65 490 7.6 22 62 10 18 

100 490 104 42 186 21 4.1 

129 490 12.7 62 357 30 57 

154 487 147 83 572 38 72 

Quality class IV 

19 415 44 06 03 01 

46 415 66 14 27 05 08 

70 415 85 24 73 08 15 

89 415 100 33 130 1 1 19 

104 407 113 41 189 13 20 
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Reference Data made available by courtesy of Servicio de ProducciOn 
Forestal de Ia DirecciOn de Ia Producci6n Agraria del 
Ministerio de Agricultura, Madrid 

Area Southwest Spain, soils derived from slates and shales 
Stocking N varies from about 600/ha (age 3, DC I) to about 400/ha 

(age 15, DC V) 
Volume Stem volume overbark 

Quality class I 

Age hg 
(years) (m) N dロ G V MAI CAl 

にm) (m ) (m1) (ms) (mi) 

58 597 55 14 39 13 - 
135 597 130 79 457 76 139 
200 597 194 171 1456 162 333 
25 1 597 24 4 260 277 3 23 1 43 9 
291 534 284 338 4178 279 468 

3
6
O
〕n
'
5
 

1
1
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Re ′e「ence Data made avallable bycourtesy of servlclo deProducc.on

Forestai de la Dー「ecclon de la producc-6n A9rarla deI
M1nlsterlo de A9ncu ーtura,Mad 「td

Area southwest Spaln,sandy so-ls

Stock ′n9 N varles from about 600/ha -ー1OC i to 400/ha m QC ーV
VO′‘′me stemvolume overbark

oual-tyclass ー

3 52 604 61 18 40 13 一‐

6 113 604 110 57 287 48 8 2

9 160 604 14 7 103 738 8 215 0

12 195 594 175 14 3 1251 104 17.1

15 222 575 198 177 1763 118171

Quaーity cla5s ー1

3 35 549 50 11 15 05 --

6 86 549 9‐1 36 13 7 234.1

9 130 549 126 68 395 44 86

12 16 5 549 154 102 754 63120

15 194 542 177 133 115 7 7 7134

Quaーity clalisーーー

3 26 490 45 08 07 02 一‐

6 65 490 7.6 22 6 2 10 18

9 100 490 104 4 2 186 214.1

12 129 490 12.7 62 357 30 57

15 154 487 14 7 83 57 2 38 72

Qualitycl 袈逐 IV

3 19 415 44 06 03 01 --

6 4 6 415 66 14 27 05 08

9 70 415 85 24 7 3 08 15
12 89 4'5 100 33 13 0 11 19

15 104 407 113 41 189 13 20

Reference Data made avallable by courtesy of servlcーo de Producclon
Forestal de ーa olrecc16n de la producc16n A9raria deI
M・nlsterlo de A9rlcultura, Madr-d

Area Southwest Spa.n,so. ■s der;ved from s星ates and shales
sioc 々m9 N varles fromabout600/ha(a9e 3,QC I)to about 400/ha

(age15,OC V)
vo′リ中 eStem volume oVerbark

Qualltyclass I

A9e l1に N d。 G V MAI CA1
「yearsi r「lrリ 「cm 」 かけJ r′7刃 ′““ ルー「71ノ

3 58 597 55 14 39 13 -
6 135 597 13 0 79 45 7 76139
9 200 597 194 171 1456 16233 3
12 251 597 24 4 260 277 3 231439
15 291 534 284 338 4178 279468
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Quality class II 

出典 

20 06 - 
245 41 75 
856 95 204 
1762 14.7 302 
278 5 186 34 1 

43 08 
108 51 
166 118 
213 190 
25 2 254 

45 559 
111 559 
170 546 
218 534 
258 510 

3
(
b
9
2
5
 

1
1
 

Quality class Ill 

40 
106 
155 
186 

4
2
D
6
8
 

1
2
に
J
7
9
 

14 
133 
450 
916 
1473 

37 06 
9.0 33 
137 75 
176 120 
208 164 

37 522 
92 522 
140 511 
179 493 
211 482 

ĵ
^
b
O
〕
〔
‘
5
 

1

1

 

Quality class IV 

一

 

17517997 

β
0
3
7
9
 

0
'12

ĵ4 

08 
58 
210 
447 
737 

30 03 
70 1.8 
109 44 
142 73 
170 101 

474 2
 
B
0
 

70 474 
110 470 
143 458 
171 444 

3
6
9
2
5
 

1
1
 

Quali句 class V 

07 
1.7 
24 
27 

2
5
9
3
5
 

0
0
0
1
1
 

06 
27 
79 
150 
23 0 

2
o
h
乙

4

にJ 

.
 

0
・12

りり4 

2555 

22 432 
53 432 
80 420 8.2 
101 405 104 
118 390 121 

つ
】
（
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。
〕
〔
‘
に
。
 

1
1
 

Jacobs, N R . Eucalyptus for plapting Species gonograpti p 394 FAO Roie 1979 
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【
。
1

にJ 

0
4

。】
 

Quality class ll

4 5 5S9 4 3 08 20 06
108 51245 41 75
166 118 856 95204

111
170

559
546

12 218 534 213 i90 1762 14‐7 302
15 258 510 25 2 254 278 5 186341

Quality cーass ll1

3 37 522 3 7 06 14 14
6 92 522 9‐0 33 13 3 22 4 0
9 140 511 137 75 450 5.0 106
12 179 493 17 6 120 916 7615 5

482 20 8 164 1473 9 818615 211

Quality class IV

28 474 30 03 080.3
6 70 474 70 1.8 58 10 17
9 110 470 109 4 4 210 23 51
12 14 3 458 14 2 73 44 7 37 79
15 171 444 170 101 737 4.9 97

Qualityclass V

3 22 432 25 02 06 02
6 53 432 55 1.0 27 05 07
9 80 420 8‐2 22 7 9 0 9 1.7
12 10 1 40 5 104 34 150 1‐3 24
15 118 390 121 45 230 15 2 7

出典

6cob β R, Eucal tus for }antin s co i es llonogra h 894 F^OR o lle l 9 7 9J e c o b s , M R , Euca l yptus for p } ant i ngS p c o i e s llo n o g r a p h
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樹種tMY1kTAEAE(フト峯峯科〕 

Eim凧I ypf群首g芦毒かdI書 く難一，武難ム》 
蔵’；インド 

データ採取地の立地環境 

locantys 肌i"riAMunnar 

Altitude: 800 to 1 800 a 

W 皿fall: 15（×）~ 

】血ta .ouxc,: peraan.nt ●●血Pl・ 

Juab.r or plot.t 巧 

耳1皿b.r 0f 
mearurea.nt.l 

Me 8.8 uren ent 
Rpeoifioation: 

plot・ 

謁（・on・Pユot・・“・ixod t"0・，・0・・thr・・ti・“) 

up to 5 on top dianeier overbark 

成長・収穫に関する表，図，式など 

)t&..T  カla) by stocking density and site quality 

Sit. quality I
」 

工エ IエI 

A(鳶響と、 
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B  :Jo tMnhthg was carried out. Age class covered is 4 to 5 years to 
13.5years. Site qualitい●‘m represented by top heiゆt zneaaur．ー 
a・nte in iietre・and oorr・日Pond エto 凶．8;nto 21.9I 工工エto 14.2 at 
reference ago 8 years. 

出典 

(5) 1滑’・d.C.(Ls.) v。登盤曾かfor迦Ca投Dtど邑 K!ftfldi旦・ェndian Foz・・tR・。。心 

ダ イ J ェ ス ト デ ー タ ： Pandrey , 0 Growth and yield of plantation species in 

the tropics , FAD 1983 所 収 
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鰯班鞘桃群 "# βr幼寸お , {鵜 -,翼ガム }
園 . ↓イ ン ド

データ採取地の立地環境

Loodityl 冒il 群 “ & hmhhllr

A1tユtudo* 8〇〇 to 1 8QO I

め腫 ihfql;1 5仰 瞳

D・t▲ .ou ー○・l poh ■■口"nt .・血pl.plot.

ーt鴻 b・r of P1ot.; 15

冨w・b・r of

m"wrumt ・- 38(o 碑 ・ plot ・ ・" 叩囲 od tylo ・, ・鋼 ・ thn ・ ti--一・)

MoBauramant
“poolfloatlon: up to 5 on top 岨 uootor ovorl 綿 rk

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

xU1 一角旧 )by 8toohng daneity 頓 d elta 小胆 lity

Sit ・ qulllty I エー 1‐ m

＼＼＼4塑ご
と襟… )

1000 1 16(め 1醐 16館 1000 ー 16(刀

5
6
7
8
9
10
11
12

l

23・0 27.5
お .2 33.2
32.3 37.7

40.835・l
36.4 42・2
36.1 41.8

40.6“ ・0

39.033.7

.・・・ m3

10.6

14.0
16.8

穆:g
窮:≧
客).11

ん ・". ・

13.6
17・1
鉛 ,I
22.I

23.3
23.9
24.0

23・5

2.6 4.2

4・5 6.2

5‐9 g:g
gゐ 9・8
8.7
9.1 10.5
9.2 10.6

0
-
Z
、
J
1
f
4
.▲
1
▲
0

7
十

′
0
に
ノ
0
ノ
1
二
ひ

7
丁
.
▼
ク
ー

旦^]oM直 8: ガo thlmmn 〃 vaa 岬 「コdod out,Age cIA β8 covered i8 4 to 5yearB to

l)・5 yl鳩 n ・ Sito qualitioa aコN 拘 p1㈹ B1mt.dby top hoi か t lno‘・ourt 一

1・mt ・ ln Dot1 鴨 o 壁・d oorT98pwld lto 29.8;1lt0 21.9;11lto 14.2 at

　　　　 　 　 　　　　　

出典

(5)p.lid o,c. nold tabl ・・ for 醜 mjL 沖 t地 歴mnndio.1 副ミュ節 Fo中 at Rooo 国 ・
1978 (ガ.s.) ▽ol.2=o.1.

ダ イ ン才 エ ス ト ラ 一 タ : Pandrey , D G r o w t h an d y1e l d o fplantatlon specles ーn

t h e t r o p l cs ,FAO I983 所 収
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樹種 {離婚AC緑歌フト竪覇珊}

園

データ採取地の立地環境

Looality;

ムーtitudo 宇

融 ば"13

Soユー;

Data Bou ャoat

刃u国ゐor of P1otB:

SIもo of p.otot

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Rot ▲tidna

噂 in y‐Arl
(。博 P oぬり可

5

(8o・dILng oコ増 .)

5

(l ooppioo)

5

("oopp.oe)

7

(11l ooppioo)

鵜1(血3ルー)
,. ・“ ・" “ .“ … ..." “ 鳳3/ 」 ". … “ 。・・,. ・..". ・

,8,8 1 脇 7 1 為 5 1 臨

出典

(3) 文" 珊 ■1,S,T,S, r(NI ‐1ot ▲tl

,98i ron 鳴け R・れ .v 62(1),

ダ イ ゾ ェ ス ト デ ー タ

the troplcs ,F A O

P a lld r e y , 0

19 8 3 所 収

　　　　　　　　　　　

2 070 皿

950 =1ID

doop fort ユユolater づLtユo Boユー

po間 ont o印 o脚 鎖国 plot8

6
2 02o m2

mr Nt▲tl仰 山 靴oぬ卯t聞 Nolwod t瀬 , co回仰 山 h

G r o 胃 t h 6 n d y I e1d o fp l a n t a t l o11 s p e c l e S 1 n
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機種 1葉yRT艦隊瓢フト受紙料)

園
　　　　　　　　　　　　　　　
;南アマリカ

{,ローズ渡山 }

データ採取地の立地環境

Spec ′es

Area

Srockmg
vo′Ume
Remarks

E 9rand ′sRefere 刀Ce

South Afrlca(Transvaa- 】
N = 1100/ha

van Laar,1961,courtesy of the

author

) ~〃mber of samp/e p′ors 242

Stem volume underbark to 75 cm top,1nc ーud-n9 stump
Y1eーd table assumes loo percent stockーn9 Forplanning
purposes the authorrecommends reducm9 ylelds by lo
ercent to a-low for less than fulーstockーn sーtelndex ーpercent to a-low for less than fulーstockーng sーtelndex ー
(the best)does notoccur .n the Transvaa ー over the who-e
area sーIV was cons-dered as occupylng approx ーmately 80
percent of the area and SI V1 20 percent ‐ or-glnal pub ‐
11shed tabーes have been converted from imperial to metrlc ‐

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Volume yield table for unthinnedstands in the Transvaa ー

Sitelndex li

A9e
「yearsj

hdom h d G V。 CAーu MA1u
r′77ノ 伝 7ノ rc′77ノ ル777ノ r′771ノ むかノ ルーr73ソ

191 169 119 117574

3 208 14 3 1701124 233 20

5 27.1 24 3

6 306 27

7 33 7 302

191

1127 55‐3 281

161 216 1721 59 5344

64 4 394275 174 254 2365

18 5 288 2995 63042 9

6 44 5

348 198 331 4093 53 245 5

8 36‐3 326 192 310 356156 7

387 348 198 331 409353 2

Sitelndex lll

16 9 151 114 10.7 441 147

20 7 185 13 5 151 854 413213

5 241 216 151 191 1319 465264

6 272 244 164 225 1809 49030 2

7 30‐0 269 174 253 2299 490328

8 323 290182

30‐0 269 174 253 2299 490328

323 290 182 277 2767 46934 6

34 4 309 188 298 3205 437356

360 323 194 315 3603 399360

9 34 4 309 188 298 3205 437356

10 360 323 194 315 3603 399360

11 378 340 198 330 3950 34635 9

12 39 0 3 5 .1 201 341 4247 29‐7 354
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S・teーndex vI

Age
「yearsj

1ldom h d G Vu CAーu MA1u
rnrリ 由り 「α77J ルーr77ノ ムlr7〕ノ ルーr7リ ル777ノ

3 10 6 9 3 9 5 7 415 4 51

4 130 114 107 94 28 0 126 7 0

5 15 1 13 4 11.7 114 430 15‐0 86

6 170 15.1 12 6 133 598 168 99

18 7 166 134 150 773 175111

202 180 141 167 95 2 178119

9 215 192 14 8 183 112 7 175125

0

1

2

3

4

5

6

7

8

11

イー

イー

4-

1-

1-

lt

lー
1;

226 202 153 197 1291 164129

23 5 210 158 210 144 5 154132

244 218 163 221 1592 14‐7 13 3

25 1 225 166 231 ・ 172 5 13.3 133

258 231 169 241 185.1 12.6 132

263 236 172 24 9 196 3 112131

26.9 240 175 256 2064lol 129

27.4 24‐5 17 7 262 215 5 9.1 127

278 24 9 179 267 2239 8 4125

19 282 253 180 272 2316 7 712 2

20 287 25 7 181 275 238 6 70120

Area
sroc船ng
vo′〃me
Remarks

South Africa
lnitlaIN =

〔Transvaal)
about l loo ages 31〆を,5,8 and 12 to f・naI N

stump
fromimperial to nnetric

=about llo/halnitlaIN = about l loo/ha,heavily thinned at
stem voーume underbark t0 7・5cm top-nc ーUd電ng
original published tables havebeen converted

Yield table for heavily thinnedstands in the TransvaaI

S1te lndex l--

Remaining stand

A9e hdon、
ryeβ博j rmノ

Thinnings Total stand

d h Vu
N r居り rふ ん r治り s% N rルノ「為 滞り N r浄ノ回 r可「m

31を 188 638 978 142172 529 21,O

722 220
1150 229
1669 24,2

487 102 13,7 12 2

282 140 210 27,7
173 24,1 28,7 80 4

69 33,0 35,7 73,9

12 2 1125 1313 124 168
16 5 227

Sum
of thln

Total

Total
vol of
thinnings

o ln Pro ・ as Pe「・
nings ductlon cent of

r》も s o rm勃 mm ソ醐 賦 altotal
produc.
tlon



擢穣 }羅Y郡{破綻{コトモモ料)
鞄 #好弱漁れ鄭痴れ褒“揮 (ローズ群為≦

データ採取地の立地環境

LOOA1ityl diotコ鴫 butod ln d iffo 閥 ntr egionB

陶 t醐 卿 o: 〆醐 mt B叩 lo plota

M蝋 醐 nt
o〆'olfloation- 5 011t( り 私 alnotar m1dor balk

stoob 」bgdonBit'1 1 鋤 Bto鵬 Aa(NI1y Btockod),

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

"▲. 趣 3△胆 )byBite lnd6X

Sit ・

--け 、、、 inde エ
ーN^"1 、＼
(y艶 ra)

20 25 30 35 40

に
ノ′
0

7
十n
0

0
′̂
ロ
ー
1
▼̂
ン
.
・
J
▲
4
に
ノ

11
lf
11
11
1‘
11

20,6

18.7
'7・0
16.0

15.l

14・5
14.0

13.5
13.0

12.7

12.)

25.0
24.1

23.3
22.7
22.1

21,5
20.9

20.5
20.0

{8:≧

一心
35・2
33.8
32.6
31.7
30.9
30.'

望遠
28.2
27.6
27.0

44.I
43・3
42.3
41.6
40.7
40.0

う9.1
38.4
37.6
36.9
36.2

52.2
52・4
52.4
52.0
51・4
50.8

50.0
49.0
48.3
47.4
46.6

R帥魁永 9- T 1コ・‐lt ・ “}dlx ‐20 か "for 5 q10 6 ,鮎ー鞄 io u nhll ▲bl ・, Site index

Npnomt ・ th ・ do 凪 口1ぬt hoi 中 t in motho1t nf ・rtxnoo a{;‐ 10 ・ ▽olulpo
hfも・ b“ n d・1lv ‐d f1mm tho p1Nduot or boll 如 t ti=貼 o ov ・1ト÷b・lt 臨 oAI
△m, 鴎 ltipli.d by oonvontio 胆 l fo鴻 rBotor o. 恥 67 for 111 βisoB ol

tn' ・.

出典

(4)K in61tm,B,,97 -" …恐削慧暑的“窓m胃ぷ鷺デマ9野畜邑些 加U閲帳

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ . Pandrey , O G r o w t h a n d y l e1d o fP1antatloll s p e C 1 e s 1 n

th e trop i cs ,FAO I983 所 収
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樹種 }群衰T総 =AE(フキ響脅桝1
蛾 q堵燐P潮な9掻#d′S (襟ーズガム }

　 　　　　　

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

丹efe′ence ′U9anda Forest DePartment TechnicaI Note l93/72(Kingston,19721

sro味肋9 N コ 1680/ha(assumes fu= stocking)
yo/"me .・Sーlvolume.' = stem voIUme underbark to 5 cm top excluding stump,derived from the prodUct ofheight

times overbark basal area by multipーying by the conventiona ーform factor o,3667 for a"sizes of tree,

Siーvoーumeyield tabーe for E, 9′β〃d′s

SITE INDEX(SI)

20 25 30 35 40

ぬ 臨 M。・ CA- MA,v “ h前… CA ー MA ー v“ -。… cAI MAI V“ 一 CAI MA1 v“ 一 ・ CAi MAI V“
rmノ rm'ノ rm'ノ rm'ノ ′m ノ rm'ノ rm'ノ rm'ノ rmノ rm'ノ rmリ rm'J rmj rmリ rm'」 rm)J rmj rm'j rm3j rmリ

4 15 90 23,87 95.48 18,21 2620104 8 2050 360714429 2281 438017521 25,11 5023 200 90
5 16 20 7 66 20 63 103,14 19 83 2040 25D4 1ク518 2279 3198 35.25 176 27 25.77 4540 4412 220 61 28 74 60 50 52 28 261,49
6 17 39 913 1871 112 27 2089 1962 2413 144 80 24 37 2642 33 78 202 G9 27 87 38 90 43 25 259 51 31 34 52 70 52 35 314.lo
7 18 01 735 17 09 119 62 21,95 18 50 23,33163,30 25,87 2550 32,60 228,19 29,82 36,50 42 29 29601 33 74 49,00 5240 36680
8 1867 806 1596 12768 2301175022,7318180 27,33 24,50 31,7125369 31,67 34 35 41,5G 33251 35 98 46,75 51,98 415 80
9 1934 8,42 15,12 136.10 24.04 16,70 22,14199,30 28,70 2359 30,9、 278,19 33,40 33,63 4066 36613 3806 45,00 5139 462,55
10 20 00 8,53 14 46 144,63 25001580 21,51 21510 30,00 23.24 3014 30143 35,00 32,38 3985 39151 4000 4371 5076 507 55
11 2064 885 1395 15348 2594 14,50 20,87 22960 31,2'2238 2944 323 81 3651 3169 3911 430 20 4178 4164 4993 54919
12 21 25 7 93 13,45 '61,41 26,81 14,10 20,49 245 90 32,34 21,54 2878 34535 3790 30,12 38 36 460 32 43 43 39 91 4909 5891 0
13 2184 821 1305 1G962 276413,9619,99 259,86 33,40 2078 28,16 366,13 3920 28 99 37 64 489 31 44 96 3B12 4825 627 22
14 22,39 7 82 12,67 177.44 28.4113.261951273,12 343919,89 2757 386,02 404127,70 36,93 517 01 4639 36,60 4742 66382
15 22 92 7,68 12,34 185,12 29,14 12,8419,06 285,96 353219,12 27,01405.14 41,54 2648 3623 54349 4?,72 34,67 46,58 698,69
16 23,42 7,38 12,03 192,50 29 82 12,2018,64 29B16 3619 18 25 2646 423,39 42,60 25,28 35 55 568 87 48 97 33 50 45,76 732.19
" 23 89 7 ,0 5 11,74 199 ,55 30 4712,011825 31017 37,011753 25,94 44092 43,59 2417 34 88 59304 5014 3199 44,95 764,IB
IS 24 34 6,86 11,47 206,41 310811,2017,B5 32137 37,7916,98 25,44 457,90 44.53 23,34 34,24 616,38 51,23 30,36 44,14 794,54
19 24 77 6,65 11,21 214,06 31,6610,9517.49 332.32 38,5717,26 25,01475,16 45,4122,26 33,6163864 52,27 29,45 43,37 623 99
20 25,17 6 28 10,97 21934 32,2110,5217,14342.84 39,2014,'5 24,47 489,31 4624 21,30 3300 65994 53,24 27,90 42,59 651,99

出典

J・oobo, lt R E U 0・lyptUti ror p '・nt lns Spcc ーoll ・onogroph p 394 F^O RO1c 1879
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樹穣↑階R鴨CEA紙フトモモ料)
鰯遼壌凌ぞyip報濯 8r#〃αお {ロースガム }

園 ;ず》ビア

データ採取地の立地環境

Loca ユityg Coppel もolt

▲ltitud ・ ' 150 - '270 qI

Rq 冠 all - 1 獅 圃

Stocbng dmeltyt 720 8temg ん (initial)

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

Tieldtable

Ago

(y鳩 ra)
No ・ of treo8 心 堅守

2
3
4
5
6

g
9
10

11
12

720
496
496
496
329
329
329
329
220

…28

仙
燃
ひ
郊
外
温
み
け
褐
鏡
郷

5
3
7
0
4
2
0
1
8
迅
4

Roi四亀rb:CroP h幸B bo啄む tM] ばPed at agoB 2,5 8nd 9 yearsand VD1uL1ao h畠6 b"m

加 lmod in m,

出典

(1)D1ok 棚 ,c 』 , Roport m g l糊【 h 8mm ・l and ylold phdlotiono ln E u偶ュyptu 賎
1972 &nrlun砥 ・, Fo1N ・t R・o‐41oh pa凹国立 " 驚o,47,

コメ イ ノ エ ス ト デ ー タ : Pandrey , D G r ow t h and y l e l d o fP1antatfon li p e C 1 e s l n

the trop l cs ,FAO I983 所 収
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縦躍 }鼎B誌CEA蚊, トモモ料 )
瀞概数彩ね媛 鯖“#群奉 【ローズ寿島き

撫 {ザ詠ビア

データ採取地の立地環境

A′ea Zambia 〔Copperbelti

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

Re′erenceCountry statement

sroc ′々“9 ーnitlaーN == 720/ha,thinned at ages 2,5 and 9,finaI N:= 220/ha
vo′リ′7?e stenn Volunne

Volume of thinnings shown separately,lncluded ln calculatlon of MA-

Roundwood volume Roundwood volume Assortment

A9e h d G v CA, MAr m'to} pe「cemro, pe′ce“r

ryearsノ rmj rcm ノ N rm 」 「m1j rmj rmリ

1ocm15cm20cm1ocm 取 m 勘 mSaw 菩爵言琶 冨=i w蝋 e

B ・2 100 92 720 50 230 11,5
AI IOO 92 496 345150
T. '00 92 224 1,55 80 -- -- -- -- -- -- 40 4 56

720
496鰍
榔
醗
榔
硲
佃
繊
棚
欄
鎚
捌
鵬
加
捌
潮

3 150 13,8 496 7,8 47 270183
4 192 170 496 116 87 40023 7

B 5 22,0 19,2 496 150 12‐7 400 27,O
A 23020,1 329 108 95
T 20.1 17,5 167 4,2 32 29 0 28 8 87 25 -‐ 14 14 32 40
6 25,5 225 329 134 124 27,4
7 27,5 24,5 329 158 157 33,0 282
8 28,8 26,3 329 181 191 34,0 29,0 63 4 8 25

B 9 30.1 27,9 329 204 222 310 29,I
A 30.4 28,5 220 143156
T 295 26,7 109 6,1 66 60 52 31 92 80 47 65 57 23
10 31.3 30.3 220 16.1 183 270 28,8 172 157 119 94 86 65 75 24 19
11 323 31,9 220 17,9 211 280 288 200 189 151 95 90 72 76 1 3 19
12 33 0 33 5 220 198 234 23,0 284 224 215 177 96 92 76 78 13 18

・8:botoro thーnnーng,A;otter thlnnln・ て= lhlnn・ntls

出典

J a c 。b a 、 M R E u G a ! ypLuq for p1anL I ng sp cl c6 一。noRraph p394 , F^o Ro 圃c 1979
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樹種 {"課鞍斑縞{? トモモ粉)

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

^4odels to predict expectedWood output

The expected output WII1depend on

the ra【e of loss oD aば ount of ー1ー,Cーtfelling

aIId thc manner in whlch ltoccurs.Tberc

Is no sc1enti6c or systematlcstudy so far to

throw llgl1t on these aspects.

Rーsk of llllcーt fellーng lsgenerally

quantl 丘ed lnterms suchas ‘‘there is lo%

loss per year oll average''.However, lt is

less Commonly speci 云ed how suchlosses are

made up.Arethey scattercd or concentrated

sPat1allyワDo theyprincipally aぼect Produc ‐

t,vc area, stand1ng volume or c〔op lncre-

men ー? The mannerof tbe loss baslmportant

・mpl1catlo1ls for p「ed1ct1ngwood output of

plantatlons.

Three models(Trlvedl,1987)are

discussed below to pred1ct1plantatloll yーeーd

under dーぽerent assumpt ーonsabout the way

ーn Which the1oqs due to mーc1t feーーーng takes

place Tn each model loss ーsassumed to

occur accordlng to an exponentlalratherthan

an arltllmeuc progressloneg.w ーth a lo%

loss per year," ・e remalnderafter two years

1snot loo%-2( ー0%),but(mo% ーlo%)2 ‐

Mode ′ !--Loss of area:Thlsmodel treats

111lcーt felltng slmply as aproportional ーoss

of forest area. That ls,each year a glven

proportion of rema ーnlng 「orest area ls

oompleteiy felled ー11lcltly,tberebytaking

that land out of forestproductlon. Tbe

volume obtamable at theend of the T 【h

year ls gーven by

VT=V( ー-f)T (1)

whc 「e V is the volun ・e obtalnahle ・n the

abseDce of ー11lclt「elhng and f ls ll・e annua ー

loss of area expressed as a dec ーnnal.

Mode ′2-Loss of cumulatlve volume(1nc 「e‐

ment unalfected):Th1 model ーreals llllcーt

felllng as a propor ーlonal loss of cumu ーatlve

volume.That is,each year a gーven p「opor-

tioi・of cur『ent standing volume isremoved

illlcitly ln scatte 「ed fellings. However,

volume increment rate ls t「edted as una 賃 ec-

ted.This corresponds with theobservauon

that authonzed thinn1ngdoes not, wーthm

wide limlts of‐ inーenslty, a任ectvolume

increment sーgnー6cantly TI1evolume obtai ル

able at theend of the Tth yea「is g,ven by

VT=VT 一 十 △ VT-(V で ー十△VT/2}f(2)

where △ VT is thevolume lncrement ln the

Tth year,vT ‐
,,s
the cumu ーatーvevolume at

theend ofthe(T--)th yearand f is the

annua11oss ln cumu1a1ivevolume express じd

asadeclmal.lncremen ーrate dv/dTa ーany

instant of tlme ls treated slmply as a

function of the cumulatlvevolume wh ーch

would have exーsted at tha 【 instdn 【 in lhe

abqcnce of lllicーtfell= ・g

Mode ′3一 Lossofcumulative Vo1ume( ーncr

menta 任ected): Th1smodel ls slmllar to

mode1 2 excep ー that the rate ofvolume

increment istreated as aげeCted by the111-cー[

felling The exo 「esqlon fo「 volume

obta ーnable 1n thls n・ode ー ls the same as m

mode1 2,butincrement raーe dv/dT 1s

treated as a function of cunlu ーdtーve volume,

whlch in turn is a functlon ornumber of

trees remaining The assumpt ーon ls made

that eacb year agiven propor ーlon of

remainlng treeS IS removed i=ic-ーly; nlore ‐

over,these trees are a proportlonal sample

of the exlstlng sーzeclass dlst「lbution. The

number oftrees at .heend of,he Tthyear,s

gIVcn by

N 丁 = N( ー-f)T (3)

where N sーands for theinltlai pーantation
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denslty and f ls theannual loss of tree

numbersexpressed as a declma ー

Expected utiーiーy of a forest plantation

The expected utーーーty of a forest plan-

tat1on under ーhs nsk of ーーーーclt fellーng ca1l be

m ヒasured m ーerms of ーheexpected crop value

whーch ls a 「uncuon of the voーume or wood

and the crop d1amaterexpected at a glven

c「op age.The crop dlameter varーable can be

1gno 「ed ーf bーomass product ーon 1sー「eaーed as

a measure of utilーty 【n such a cdse the

dlscounted expected uー"lty, for use m

determln ーng opー1mum rotatーonfor the

plantatlon,ls obta1ned by d1scountmg the

volumes obta1nable underthe three n・odels

by the pure tirne ‐pre 「e「ence rate:

DEU =EU/, 十r)T= r (4)

where DEU stands for d1scounted expected

ut山ーy,EU Sーands forexpected utlllty and

r staー、ds for pu,e tーme ‐preference rate Th,s

treatment has beenadopted for the

app 「azsal or ご′""/yP ′"J planta ーlons ーn lndla

by Trlvedl and Prlce(1986).

Applicalion of models to aPpraise と“(ロリP′"s

plantarions in ーndia

An atーempt is made ln thls sectlon

to generate a yleld‐tablefor the と"ro′JP′"s

hybrld plantatlons ln lndla under rlsk‐free

cond ーーーon as well as under condltions of

nsk represented by the three mode ーs dーs‐

cussed earller A va「labーe dens1ty y1eld

equatlon,SPec ー負ed by Sharma (1978), ls

used as the basーc equat ーon alld ーs rcpro ‐

Table l

S+b,.(logN) 十 b,.(1/S)(5)

where V 1s the yーeld ln cub ーc metre per

hectare,A1s the age of the cropexpressed

1n years,S 1s the s・telndex specl 行C t。 the

quailty class al1d N 1s thcnumber of stems

per hectare The class1行cdt・on ・nto ーhree

quality classes l,T1 and n ー (on dle baqls

of top helght)andthe determlnat 量。n

of thecorrespondlng s"e lndーces a1ld

the values of ー1・eregression constants

and coe缶 cーents by sharma (1978) uslng

data from 124 Sample pーots scattered a=

over lndーa used ln thepresent study The 鴬

values are reproduced ln Tables l and 2.

Let us cons er a E“co′yz7r"s plan-

tatlon wーーh N=2500.Th ーscorresponds to a

spac1ng of2m × 2m Let usgenerate a yleld

table for the pーantatlon agestarting from

year l to year15 uslng theabove equatlon

(Sharma's tables contaln an age‐range of

4‐14years,but a lーttleextrapolat ・on does

no ーmatter for the alm ーs to11lustrate the

models). Thlsg ーves rーsk‐free voーunnle Y1eld

tabーes are also geoeratedusing the lhree

models already dlscuqsed.The rate of

volumelncrement ln mode ー 2 ーs

obtaIned by d1賃erent1at ーng equatlon(5)

wlth respect to T and ーs expressed as

dvT--b ー-VT 三
e

bー-VT

T-2dT T‐2 T2

tb。十bー(1ハ )十bナS十bかー0gN+ (1/S“

esse as

bl
e

T2

duced below:

おgV= b。十 br(1/A) 十 br

S′′e′〃d′ce‘角 ′ど“co′vp′"↑毎 br‘dp′o"′or′o〃

諸豊
1"y TOPhelghtat8years(m) Site indices

Max ′ Min 1 M獅Mrax, ~Tin,Mean Max

l
′ Min

266

lt
111

266 20 2 234 24 18 21

20,2 138 17.5 ー8 12 15

13 8 74 106 12 6 9106

Table 2

Regr 好耐on com 『o" な "〃dcoe 所 cfe〃′“ o′eq〃"‘′o〃

3冨ーty ー 』 l b.f b, ′ ba 7 b.
一

,
n
m

3 08754
‐2,34040

3.50694

‐ 7,51748

‐1093654

--ー493375

0.022068

0.264975

‐0,0453 ーO

0 609979
0,216846

0 622400

‐44 4264

3ー.0078

‐29 5316

Extractcd r1rom .Y1eld tables for どりco′Jpms hybrーd

stock1ng,(Sham 「ーa一 978).

(planiat ーon)for varーous lcveーs of
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For mode1 3,dVT/dt ーsevaluated by the

sameexpress ーon(6)except thatNisreplaced

by Nr as g1ven byequatlon(3)lntroduclng

theconcept of variabletree number durlng

the 量.fe of the crop may n。t be compatlb ーe

with the or1gmal assumptlons behーnd

equdtlon(6),but tllーs ls belngdone to

llluSLrate the models and no better equa ‐

tlons are currently avallable.How much

ーhe est・maled loss reaects the truequantum

or loss ln the field dePe11ds o11howC1osely

the models deplct tbe lndlvldual licld

sltua ーlong.

The vaーue of f,i e ,tbe a n llual rale of

loss of area ーn model ーandthe annual loss

of curnulat ーve yolunDes1n models 2 and 3,

Table 3

Y‘e′d ′αb′ビル 「ど"co′.vp′“ぶ′“′brid p′omo"o" ′〃′〃d′α

has been taken as o.1(or lo%)ln tbepresent

study Loss from 1uーcーt fell1ngdoes not

occur as a single annual event,but may be

scattered througl1out the year.According1

1n models 2 and 3 the year ls dーvlded ・nto

loo equal parts,m any of wh-ch ill1c1t

fclllng may take place. Themean rate or

loss ln each partis o l05305%ow ーng to the

exponentlal nature ofloss,th1swould result

in a loss after oneyearof Prec・sely loつも・

(100%-o.105305%)loo=90%

111 models 2 and 3,the net e賃ect or

volume lncrement and llllcltremoval 1s

calculatcd at the ・1r・1d‐Po1nt ofeach penod,

and the remainlng standlngvolume 「evlsed

Qual ーy clasq&

pーants pcr ha.
Age
(years)

Volumc(w, ーh◇u, Voーumeunder .---c,t fd,mg

llllcit「e"lng) Model ー Mode1 2 MModel ー - Mode1 2 1Mode ー3
ー I(mo (ml} (ml)

1 1 0.27 024 0.27
2500 2 =.57 9 37 1ー14

40 29.51 37.59

1
2
3
4
5
6
7
8
り
0
1
2
3
4
5

1
2
3
4
5
6
7
8
9ー
0
1
2
3
4
5

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1

.ー‐‘

.‐・
1‐‐1
.--.
1‐-.
111

111

.‐1.

40.51
75.80
1lo.38

6 14182
1696ー
19398
2ー5 33
234 09
25065
265 34
278 44
29018
300 75

11
2500

1lt
2500

0 76
4.21

9 42
14 64
18 97
2216
24 24
25 40
2~.8 ー

2~ 66
25 09
24 22
23 15
21.94

000
0 05
0 5S
170
3 23
4 79
615
7,23
8,00
8 50
8 77877 19.23 1i 72
8 8」 2048 1204
8,75 2142 12.15
8.5~2207 1209
8.26 22 47 1189

000
09 ー
5.44

13.07
21.68
29 87
3696
42.74

47 22
50‐54
52 82
54.24
5‘L93
5501
5466

000
0」06
0.71
Z41
4‐91

778
10 65
13 32
15 66
1763

0.00

093
577
14 35
24 80
35 70
46 32
56 31
65 55
‐74.02

8176
88 82
95 27
loー・17
106 58

0.00

".06

0 75
2 60
548
901
12.86
1^.79

2066
24 39
27.94

‘2 3i.28
13 34 43
14 37 37
15 4012

49 73 67 34
65.18 93 41
75 37
8113
83,50
83.42
81,62

78.66

74 94
7077
66 38
6192

000

"3.87
ー28 84
ー39 06
ー45 39
148 64
14947
148.4S
146 03
ー42.56
138 jj

024 0.27 025
9 37 1ー14 1003

3244
5~93
7490
88 35
9687
10ー46
‘03 04
102 39
loo l~
96.79
92 67
88.08

83,22

0OG
4187
515
畳2.17
1990
2704
3302
37,78
41.ー5

43 50
44 92
45.58
4562
4517
44 32

,‘00@

心OS
066
194
378
5.74

7.55
908
1027
1ー14
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Tab-e 4

D ′co“〃rf‘/」ノ′e′drob ′eた r E"co ′“′"‘〃′onro ′′o〃 "'′〃d′α

D1scounted VolumeQualーtyclass&1 Ag eu a ーy c a SS 1 ge Dーscounted Volume

P1anti‐?erba--ean)
三
111ーc鰯 1-ng) 幅 ~ー

LM
謡32 1M 瀞 3

1 1 0.Z5 0 22 0 240 23
2500 2 9 56 7 75 9 218 29

3 30 44 2219 28 24 24 37
4 51.77 3397 45.99 38 20
5 68 54 4047 58 00 46.51
6 8005 42.54 64 28 49.87
7 8704 4163 66.1ー 49 71
8 90 49 38 95 64 87 47 33
9 9132 3~38 6 1.66 43 70
1〇 90 25 3147 57 3ー 3ソ48
n 87 85 27 57 52 39 3510
12 84.54 23 88 47.30 30 84
13 80 65 20 50 42.30 26 84
14 76 4i 17 48 37 54 23.19
15 7200 1482 3312 19 92

11 1 0.00 000 000 0.00
2500 2 0 77 0 62 0 750 72

3 4 33 3 16 4 093 87
4 9 80 6 43 8 938 31
5 1540 9.09 13.46 12,36
6 20ー5 1071 16 86 15.26
7 23.77 11 37 18 96 16 94
8 2627 11.31 19 94 17 59
9 2780 10.77 20.03 17.45
10 28.54 995 19.48 16 77
11 28.66 8 99 18.51 15 74
12 28 30 799 17 28 ー4.52
ー3 27 60 701 15 91 13 21
14 26 64 6 e9 14.49 11 89
ー5 25 52 5 25 13.08 10 6 1

nl l o oo o.00 000 000
2500 2 005 0.04 0.05 004

3 0 56 0 4ー 0.54 0.45
4 1.77 1.t6 1 64 1.33
5 3.40 2 01 3.05 2 35
6 5 09 2 70 4.39 324
7 6.60 3.16 547 388
8 7.83 337 6,21 4.24
9 8.76 3.39 6.64 436
10 9.40 3 28 6 80 4.30
11 9.79 3.07 6.74 411
12 9.97 2.82 6‐53 3.84

13 9‐97 2.53 620 3.52
ー4 9 84 2 25 5 81318
15 961 1.98 5.38 2.85
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Table 5

EX 〃" ′須 川 eono"" “"′ fm だ me′1′た r Euco な・Pms p′o′-′orーon

l I
Quality class&. Age MA-(w,th 。ut Expec ーed MA1under ーmc ーIfdung

p lallts per ha ears ーlhc{t fellーngMode ーー lo e M de1 3
MA1(wlthout
ーl1似 t fellーng)
(m3 ー

ExpededMA ーunderー“1cllfelllng

　　 　　　 　　 　　　　
0 24 0 270 25
4.69 557 501
9 84 12.53 1081
12 43 16 83 13.98
13 04 18 68 14 98
12.56 18 98 14 72
1159 18.4ー 13 84
ー044 1738 '2 C8
9 27 ー6 15n 45
8.16 1486 ー0 24
7ー5 1359 9 10
6フ4 1237 8 〇7r
5 41 11 237 13
474 10.-8 6 29
4.13 9 22 5.5j

ooo oooo oo
0 38 0 450 44
140 1,8ー 1 72
2 35 3 273 04
2.93 434 398
3 16 4 98 4 ~!
3 17 5.28 4 72
3 03 5 34 4 7t
2 82 5 25 4 57
258 505 4.35
2.36 480 4{ 聡
2 09 4 80 4 08
1.86 4 23 3 51
165 39; 3 い
1‐46 3 64 2 96

0 00 0 0o tooo
○.03 0 03 0.oi
o18 024 026
04} 0 60 ・0,4争
0‐65 098 0 76
1 80 1 30 〇り6
0 88 q52 108
0 90 1 66L ー3
0 89 '74 114
〇.85 1.ブ6 111
0 80 t 7Sq 07
0 74 1 711 00
0 67 1.65 093
0 61 ~58 086
0 55 !50 0 79

1
2
3
4
5
6
7
8
9
ゆ
=1
2
○1
41
5

ー‐‐ーーー‐ ーr 一

s.N. T,rivedi(1989).
P這&ntat1ons ln

?71-779.

.Utility ‐based

lndiaUnder the

PaysicaI

Riskof l
I Appraisal of Eucalyptus

11licit Fellin .lndian F

出典

(m3) {

1 1
2500 2

3
4
5
6
7
8
9
0
ー
2
3
4
5

ー
2
3
4
5
6
7
8
9
0
ー
2
3
4
5

H
2500

ー【t
2500

0 27
5 79
13 50
18 95
2208
23・64

24 23
2」25
23 93
23 4ー
22 79
22 11
21.42

20.73
20 05

000
0 47
1.92

3 59
4 9fi
5 95
6 62
704
7 28
7 40
7 43
7.40

7.33

7 23
7ーl

0.00
0.03

0 25
0.65
1.lo

1.50

1 84
2ーO
2 30
244
2 54
2 61
2 65
2 6′
2 67



機構 ≠階鞘轟CEA数マトモモ科 )

欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
}インド

データ採取地の立地環ふ
~laterials and、~lethods

Data glven lnTable l pertaーns to

samp-e P1ot No.7 of Bーlaspur PーantatーolI

Dーvlslon. Th ーs plantat ーo11 was raーsed ln

l964 ai・d 1s s1tuated aーongDe ・var‐Dab 「a

Road near KhodrI Ra ーlway statlon uI

Bーlaspur Dーstrlct of M『adhya PradeshThe

antーng was done at an espacement of

2 nl× 2 m The sample plotwas formed ln

February, 1965, and measurements on seed-

ーmg orーgln c「op we 「etaken 1n l966 ‐68 and

agaーn ーn No 、′eー.・ber,197 ー, The p1anta ーーot.

was clear「clled ー11 1980 1eavmg an avelage

stool heーght or about 15cm New qamn ーc

pーot Number ー0 ・vas then forn・ed -n

November l980 負甘 t‘lkmg gro、vth measurc ‐

ments of
‐
6rst copp ーCC crop bdwe じn

ー981‐1987

Data summar ーsed ーnTable 2pertalns

toSam ple P1ot No 6 of NorL1 ・ Bーーaspur

pーantatーon Dw ーーon い′hーCh ーs sーtuated ーn

roges・var B1ocknear Khod 「I Ra- ーway

stat1on ーn rorest Compartment No 452

P1antatlon wasd o n e at il・pacmg of 2 m × 2 nl

zn l963 but san・pに plot ・・a~formed ーn l965

M[easLーrements of seedl ー,1gor ーgーn pーants were

;【arted ーn January l966 andwere contーnued

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

annually upーo M【arcl11978 Thearea was

clearfelled uI Augus ー‐Septen ・be 1979 A

new sanlp ーc pーL・ーーo record measurements ーn

li「st copplce c「op was formed -n February,

ー980 Measurenlents were c。ntーnuedbetween

November,1980 to l987 onyearly basーs

ln Table 3,the observatlons of

Sample Pーot No 2 of BーーaspurP1antat ーon

D1vlslon have been gーven Th ーsplantat ーon

Bs located on Gorella(Pend 「a Road)to

Tattanpur road uICo m ptt. No 465 The

plantat ーon was raーSed ーーー ー964Before

antlng βに"/‐“′"ぶ hybr ーd,thearea carr1ed

n・lxed dry declduousforest of Madhya

Pradesh sーte Qua ー1ty IV (a)w ーthcrop

dcns-ty 0 4‐一 0 8 Theplantat ーon was done

aL a spac-ng of 2 m × 2 mThe measurements

・verc taken every )′ear from l967 to l978

The crop measurements weretaken after

2会 years and 13を years,The seedーーng

orlgln crop wasclearfel ーed ln J
‐
une,1979

and new qample pーot was rormed ln

トJovember,198O(1 を years) ・ The measure ‐

ments of copplce crops werctaken m

January, 1982 to February,1987 ーc arter

2.5,3 5,4 5,5.5, 6,5 and 7.5 years.

Table l

Com 加担‘-vegrow『hondyfe ば seed"“8ondco β夢髭ec′opf q′Eば可ン帥ぼ毎 b′ば

Cーcar「cーledlnNovcmbcr 、!980波arofpーantat,OM964
一

』 一 喝 。
。
.,,。岬 .*, 。…噺 州Secdllng or.gID(sampleP ーotformed1n ‘1969)

A平手鍔1ai瀞塵下 T*下中嘉Ho轡(yrs) ba

(mi)

5 20 7 20

6 69 8 92

7 84 12 80

ー040 ー6 66

1180 26 ~6

12 90 4155

1 2500 Not ava・ーablc NA NA 1 32j0 520 72

2 NA NA NA NA 2 2244 40 6 69 8 9

3 NA NA NA NA 3 1978 4 9 7 8412 8

4 NA NA NA NA4 1700 65 -040 ー6 6

5 N^ N^ N^ N^ 5 1522 8 4 1180 26 ~

6 NA NA NA NA 6 1472 10ー ー2 90 4- 5

7壱 19“ 7~10 4 23,72 7参 1472 111 15ー5 5895

8幸 NA NA NA NA 8き 899 122 1‘4o 46O5

17 1ー43 144 173 68,52 一 - -
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Table 2

Voーume/
　　　
(m3)

1を 2O1O 2・15 2仰 2.OO ーき 126O 54 386 NA
2ゑ 185Q 240 500 4,00 2ゑ 12ーー 54 7 37 13 29

3古 165〇 2.45 52O 4・24 3を 1144 73 1O,52 25,59

4塁 1490 320 560 5・97 4士 lo89 7,7 11,55 29,64

5者 1375 365 62o 7 54 5を 97s 93 1256 3O,93

6者 13o5 4,ー5 6,9o 9.54 6を 9OO loo 13 5o 38,97
ー3 1062 930 15,70 42 53 -- -- -ー

14 1019 10,80 17.09 45 05

Table 3

ComPqro"veg ′owr′lo〃d yMdo ′解 e<′′′′ig o“d ごopP に ecro β Euco ′J・〆 "" リウrfd

Panlculars

of
pliln-

tatlon

Year orP1antallon l964

Seedーーng orlgーn(old S P,No 2)

A8e
(yrs)

Number
of stems

er ha

1800 ‐

ー705

Crop dla
(cm)

Crop
heーght
(m

volume

/ha

C1earfelled In l980(Spac1ng 2 × 2 m)

(Copp ーcror ーgln lqt rotauon(new S P,No 9)

Age
(yrs)

No or
Sーenls

er ha

Crop d1a

(cm)
Crop
heーght
(m)

0,B,

yolume

/ha

Year or

pーantatlon
--1964

SPJclng

2 × 21n

2菱
3を

4ゑ
5圭

2,55 5・6 476 2塁 1166 63 7 501575

260 60 520 3曇 1i55 ‐ 7,3 ーo t~ 2469

1675 385 68 872 4主 111ー 78 11,20 29ー2

ー655 4・25 6,9 9・77 5占 933 96 12,oo3840

出典

Prasad, Ram (1989). Comparative Growth and Yield of‐Seedling or ig in C r op

an d F irs t C o pp ic e C ro p in Eucalyptus Hybrid.lndian Fon,115: 281-

285,
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園 }イン ド ・

データ採取地の立地環境

Tho technique of raisiロ聡 屋"‘}αZyP椀66 hybrid has beendeveloped ,ndependently in e8ch

region keepIng in view the lo(鴇 l condition8. Espa 鰐 ment in pure plantatioI 鮎 ▽aries from

region to reg10 口 andsometimesIQtheBalmere 増 ion. Various8Pi 釧cing8 8doPtdd are lm × lm,

2m × 2m,2.5m × 2.5m,3.5 m × 3.6m,3m × 3m,etc. 圧砕〆zZ“〆も縄 hybrid plantationB afe

generauy
Pure but mix むtues 観もve aIBo boen tridi,o ▽orsmall are%-9,with the sl鷺 cieasucl1as,

teak, C 餌 卿 r銅 α cq霧 郷 が。“α,C asheJ,e に .Notbingdesniteca 口 b esaid&boutthe success or

oぬ 6rwide of tbeB6 m ば…縦 pーantations at Present. Howe ▽cr,iD thepresent study auch mixf 縦

plantations ha ▽e b蟹田 exclud{ ぬ ,

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Fig l
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Table 4

doorα口o crqiPゐeio轟‘("1}by れu"Iるe“もr群釧id:4 タeqれds"eQao 疑り

　　 　　
(years) Quatity

Numberofstemsper hectare

獅 1卿 1- 一 則01脚ヒ ド ド 01贈 1脚。
4 1 - 14.6 14.6 14.3 14.2 140 13.9 13.8 137 !13G 13 6 13 6

9 .1 9 0 89 8 8 88 87 8.じ 86 8 6
11 9.3 .
1][1 6.6 6 6

6 1 18.8 16.6
11 11 3 11.2
111 6.7 6.7

6 1 184 ュ8.2
[1 13.0 12.8
111 7.6 7.6

7 1 19,6 19.4
11 14.3 141
111 8.3 82

8 1 20.6 20.4
11 16.3 15.2
111 8.9 8.8

9 1
11
1]は

10 1
11
111

11 1
　m

21,4 21‘2
16,2 160
9,4 93

22.1 218
17.0 16.8
9.7 9.7

22.7 22.4
17.6 17 4
lo,1 100

9.1
6.6

16.4
11.I
6.6

18.0
12.7
ワる

19.2
14.0
8.2

20.2
160
8.7

20.9
16.9
9.2

21.6
16.6
9.6

22.1
17.2

9,9

56 64 6.4 6.4

16 3 161 16016 9
11.0 109 10 810 8
6,6 6.6 6.5 66

17,8 17,6 17.6 17.4
12.6 12 4 ー23 123
7・4 7.4 ‐7 3 7・3

190 18.8 18,7 18.6
138 13.7 13.6 13.6
8.1 8.1 80 8.0

200 19.8 196 19.6
14.9 14.7 146 14,6
8.7 8.6 8.6 8.6

20.7 20.6 20.4 202
16,‐7 16,6 16,4 16 3
9.1 9,1 9,0 9.0

21.4 21,2 21.0 20,9
16 4 16 3 16216 0
9,6 9,6 4 9 3

219 21.7 21.6 21.4
17.0 16.9 16.8 16.li
9 8 9.8 9,7 9.7

6.4 6.3 53 53

15.‐7 16,G 156 154
10 6 10,6 105 104
6.4 6.4 64 ÷「57「÷′ i

17.2 17,1 1‐7 0 1 ーU V

12,2 12.1 120 11,9
7,3 7,2 7 2 7.2

18 4 183 18 2 18,1
13 4 13 3 132 132

,;;…,三屋ふマ ,二言
14.4 143 14,2 1 ・41

8,6 8,4
1
雫可÷ 84

20,1 ‘ 200 19 8197
16,2 16.1 150 149
89 8.9 88 8 8

20.7 206 20.4 20 3
16 9 ー 168 157 16

9 2 9 2 9 2

98 9.8 9,7 9.71 96 9.6 95 95 ,

2,3 1224 222 22.0 218 21.7 216 21 4
166 17.4 117.3 ー7・1 17.0 169 168 1も 17

10,1 100 10.0 9.9 U,9 9.8 9,8 9 7

22.8 22.6 22,4 22 2
180 17.9 17,7 ー7.6
10 4 10 3 10 2102

十十 ▲-- --- --- ^^^ '
14 ・ 23,9 23,6 23.4 231 22,9 22.7 2261

11 「「i覆る--一一18.8 18.6 ÷÷爾可÷÷÷÷下言3 181 180
io二8

ー

ー
=. ー111 10.7 10.6 100 ー0,6 ‐10.4 104

.

22.1 21,9 21.8 2 G

17.6 17 4 17 3 17 2 -
lo,1 ! ーol .foo l 面 ト

2,1 …;「 22, 220
10 3 103-0 2
・79 ー77 ー76i 賊 1

▲v 一
ー

{
12 1 23,1 22.β -226

D 1is:i179 17・7
111 10.11 10,2

13 1 23,6 23.3 2301
語

118.6
18.4 1巨・2

10,6 106 104
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Tablc 5

Aoerope crop dfomefer(c bynumber ,‘cm6 月pc cnd stfc Q" α窮極

NumberofBteD18 par becta 【o

獅 1卿 1一 則oi削01即OL--- 】6ヨ ー 卿 1脚。
4 1

一 一 一
,1 ー.7 1ー3 1ー.ー ーo8 ーα 7 ,o‐5 Io4 103 { 10 2 10.1 100

　　　　　　　　　　　　
〆誓言¥1二二島:も≦,ふも三ふも畳;;.;;:;二;lr
,ヱ至曝書選書鱈饗モル萱葺,喜一 謝
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

11 12.6 11.7 11 2 10.7 103 100 9.7 9、4 92 9,o ー 8.9

111 6.6 6,6 6.6 6.‘ 6.4 6.3 6.3 6.3 6.2
ー
て r e.2

9 【 16.7 16.4 16、1 149 14.7 146 14.4 143 ー4,2 14.1 ・4.o

ー1 ▲3 0 12.3 1,.7 11,2 10.8 6,9 6,9 6.8 6.8
111 7 3 7,2 7.1 7.0 ‐7 0 69

166 102 16.9 16.7 16 6 16,3 15 2 16.1 16.0 149 14.8

13 6 12.8 122 ー17 11,3 110 10.7 106i lo.3 10.ー 9,9
7.9 7,8 7.7 7,7 7.6 1 76 7.6 7.6 7,6 7.4 7.4

1o l
l【
111

・1,i E鰯 ; 綴 驚 駕 i詑馨も喜一 8酬 "&-
刀[ェ 8 4 8・3 8・3 8 2 8・1 8,1 8.O

12 ‘ -…暑キー*暑唖 ,翻 :醐 :ー,柵 綴…¥〒≧ …芸募 1ー-争措書1
,デー壷 ,締萱葺萱葺-;.も ;‐豊麗 ,学童E二言二言;#;
エー

ー雛
14‐3 138 ・33 ・29 12‐6 12‐3 12 0 ーー‐8 116 u 6 t

虹 1 90 96 9.5 96 94 9.4 9.3 ′ 9,3 一 一 一ーー-- ー 9,3 93

14 ,1 脇鴎 ,4 1処 醐 18,- 蜘 ,41 鵬 題 L,8,唖 ,,
148 ュ43 ュ3 8 ・3 4 13.ー 12・8 12 6 ・2 2

111 10.3 10,2 101 LO.1 10,0 lo.0 10.0 99 9,9ー上船 ー琶ヨ
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Tablc 6

β鯛可 αred( 的 m/んQ) 勾 れ"moer 可 βごem β,d960 れd 品 鎧 Qi加 島匁

Number or8temB perhectare

鍔P
(ycars)

lo

11

12

S・to
Quollty

　
11
　　　

11
111

I
11
111

I
11
111

I
11
111

I
11
111

　
11
111

I
11
111

I
11
111

800 900 ー000 1100 1200

11.922
7.075
1.897

13 479
8 tlt
2 398

16 840
9.602
3 470

14 6G5
8 606
2,604

17.116
10.ー64
3.769

18.006
10.740
4.377

18.663
11.IGO
4 996

9,961
6 205
1,254

11.713
0 443
1.671

13,806
7,743
2 213

16.610
8 877
2804

19297
11.208
4.712

20.001
11646
6 370

12 471
G G96
1.786

11699
8,047
2.371

16 019
9225
2.997

18,226
10.218
3666

19.629
11.024
4.33‐7

20.545
11648
6.037

21295
12103
6.749

10.648
6 391
1333

13206
G 93G
1,899

16.565
8.コ36
2.620

17.698
9556
3.186

10.300
10684
3.886

20.679
11.418
4610

21.766
120fi5
6.354

22549
12.537
6.110

1300 1400 ー600 1600 1700 1800

11.118
6 669
1.409

13 919
7.164
2 L-08

16.40G
8 609
2 666

18 649
9870
3,309

20.343
10.932
4,109

21.797
11.794
4.876

11673
6 738
1.486

14G14
7.382
2.115

17 225
8.871
28017

19,475
10170
3548

21.363
11.266
4,327

22886
12163
6,135

122ー5
6 900
1558

16 292
‐7 691

2.220

18,024
9122
2.946

20.379
10458
3,724

22360
11.683
4.642

23947
12.497
6.389

!12744 13263 13770
6056 6207 6 352
1,G30 1,701 1.770

15 955
7.792
2.322

18.806
9363
3.082

21.262
10735

23.219 24 267 25 19G

11.89O 爾コ尾口デー12 47O
4,7611[ 師耐 6,160

24 986 26,002 26 998
12,82‐7 13146 13453
6,638 6,883 6‘123

16 G04
7.985

17 240
8,172

9,696 9 820
3,21G 3 347

22、127
11001
4.065

22.975
11 258

}3 1
11
1ーI

1792119364 20梱 、 22.095

1モ溜 鵠学者零漉 126637‘88

22.930 24 076 26 193 26 28か 27,364 28 402
12 462 12842 13206 」 13,664 13 890 i4 21 6
1 6.602 6‘9U4 6‐259 6548 6832 7111

23767
12.949
6 4112

24954
13,343

26112
13721

27.244
14084

28352
14,433

29 438
14771

68O6 -÷÷÷テコ冨寝r 7.473 7・798 8.ー16

岬 醍 醐。離 郷 駈 駈る5o 26.736 27.896 29029 30.,41 1
12403 12.8471 ー327o 13674 14,060 14432 14790 16136
6 467 6,871 7,270 7,667 8 036 8 407 代772 9 130

23,396 24 660 25.o2 27 094 28 268 29.418 30 6」1
13.013 13441 1385014242 1461 げ 14981 ー633 ー 1
7 640 8 080 8、6108 932 9345 97Jo ーU I』81ー 6752 6,2十G t1724 7 ‘8 , l o, ′J

14,轟 .欄間:善iH鞭H射寵覇キぎ苗織略議園 1琵号闘争-墓ー
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^
お

lo

11

12

13

,
n
11

1
1
,

,
n
n

,
.1 1
1

1
1
m

,
.
m

,
n
m

,
,11
1

1
1
1

.1
11
1

.1
1

1

1
ロ

1

1
1

1
1

1
1

1
1

11
1

l

111 1.278 1,376

84649
36,183
6328

90 810
43.987
8.262

7.485
61,202
10.166

116.827
67.818
12.001

26.090
63.862
13,746

69.192 63 121
10870 20 329
ー 2.901

76.048
28 609
▲ 1772

90954
37.119
0,809

104.022
46124
8890

116.470 123.134
62 627 63,740
10 939 ー1.R81

125 629
693ー3
12.914

134.408
66.614
14‐791

1468

45.939
12012
1.668

06 900
20 71i3
3 280

85951
29,880
6.406

102.ワ98
38,770
7,716

117,660
47.131
10,073

130 606
64.863
12,394

141.874
6195t
14,632

161,909
68,427
16.769

IGO.81 ー
74,333
18,707

149,30 9 169 2 111 168.760

19 462
79 737
20,652

1.044

70 646
21.149
3,469

9O G36
30 461
6.707

108.401
39 608
8,144

123 076
48,029
10 633

137 619
66.908
13 084

60 867
12.455
1.728

74 076
21519
3,647

95171
30,984
6.909

113826
40 200
8,660

130.178
48870
11.176

63 219
12.657
1.810

77 601
2181j7
3 819

99.672
31,488
6.282

119,088
40851
8.904

136,198
40662
11.704

144 506 161187
66887 67 808
13 763 14402

5607 1 67.736 699u 62 030
847 13.o28 132o1 1記事言お÷
1.889 1.oB7 2042 2116

80.833
22197
3 986

103 852
3106 ー
6.658

124.207
41.467

9,368

142.062
60.410
12.218

167,685
68 679
16.034

84 078
22610
4.160

108021
32 411
6826

87 246
22 R08
4 309 ′一一一一一

,,る.1,臓
32 840 33260
7,080 7 340

129.194 134001
42062 42608

138 8ー8
431311

00 341
23 092
4 466

132 420 142284
69378 71.173
16,392 16663

7 .416 76,341
16.939 18.227

81096
29.271
6.096

96.992
37 977
7.271

110.926
、46.167
9 493

13386 ー
60 G84
13.789

143、329
67.028
IG.794

16ー.729
‐72.818

17.086

149,608 167.093 164 368 171422 t78.305 185022 191687

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
160.189
69.731
17.692

168206
70 952
18,695

175983
72101

183.647
73188　　　　　　　　　　　　　

21.ー6ー 21976 22770

111 18.387 19.786

166.934

82943
21.127

176867
84 676
22 4ー8

90,66G
27.191

765 163,322 1G8 702
62 443

12,718
ご
ま国厨川 680

164017 170196 176234
69606
16660

60 294
16 252

61 040
IG 840

17・692 18,695 19・4731←す 6可憂国「 2i・ー6ー 21 976 22 77O

IG9.677178.o62186.296 I943o3 202.m5 2097,92,7, 01
75,764 ー 77,o80 78329 79610 80,630 8ー.G9 7 8 2 .7 1G

I9 811 2o,823 2ー,8o6 221763 23.696 24.G07 25.498

177.919
81,265
2ー.801

186.863
82,678
22,9ー5

195.493
84017 85, 4
23 fl96 25 049

896 212083 220.072 227880
4 86 486 87,630 8872J I
9 1 26.o76 27.079 28,U59

“ ,o26 1229353237,490
91.842 93 057 942 ーH

23 605 24.874 26,048 28.806 29394 30469
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T・ble 9

Meo れ Aれれ“αz′れcre燭 eれ‘(c“ んα)

Nun ・bcr ofatoms por hcotllro
Crop
Age
(years)

S1to
Q1iQIIもy 剛 獅 1伽 1ー0 脚

11;;oo
l姻 1醐 脚 蜘 0 即 0

4 1 1n イ37 101G2 10.83 ○ 11.4将 12,111 12,7-7 13,305 13、877 114.434 M.97 只 15 609

一喜!一躍 ,滋養喜,1li争覇曇器量闘i喜義1
,111 冊 -凝 墨 墨 踊 躍 ,?-;二;.二 ,霊園 i彊

11 ↓ o」s 4,7ー鴨 4.878 4.gso .o7 11 6 16 J n,248 5,327 6,402 6.473 6.642
111 0,739 0 ワ9ユ 0,849 QOO1 0.951 1.000 1.〇47 1.〇03 1,138 1,181 1,224

12003 12,093 13,866 14.685 15,4So lo 261 17,013 17,744 18,458 19,162 10,831
6,困り 5 30:; 6.425 6,6311 6 {ii4 6 7 -3 5.S36 6112 」 6,007 0 0 S 7 6 ,16 3
0904 O 973 1,O30 1,102 1.1(i3 1223 1,28t

脚離 伽 脚 蜘 肌,.咽 曜 麗も、,も三吉二言ふむ二
手鍋 至難 ?掻 綴る 留昏 離籍 o208 6301 6・捌 瓦行司β・656

1,463 1,627 1,5001ド廓扇 1711

7 &
ILI

8 1
11
111

0 1
11

1l tl" 12 }30 13."82 14 fio t 162 9 t l目,^66 16"fig 17,斤21 18.224 180ヱ1 10.h82
6,U89 6 830 6.97 ー ほ… }" 6,212 (~32 ー ○.423 0,行200612 6600 0783
1,130 1 216 1,208 1,:177 1,461 1,628 100o l,670 1,1739 1.806 1 8 7 1111

1ー,n83 12 553 13 380 14,IN7 14,OR ー 15.7nn lo,430 17,14 2 17 .R3 1 18 110 2 10160

6,782 M)31 0008 6・n5 "313 ",』2↓ " 鯨 O"20 ー G,720 6 8os o s~'3
L200 1z91 1.370 L403 1,646 「「 爾 可 ÷ 一 一 一 一 --- },847 1918 =,8Rー7UU 1,776

10 1
11
111

1ー 占 い&蔓湯船聾唖名義31漉き? 識者雫漂い繕い闘 ,各号言輔 8A開署雛1
1 11 1 1 25L' 13 」5 1436 1,524 1β 0S 1,mo l,77t} 「 下 商 r------ー.~'24 1.9L.8 2070

, , ,,鮎 5 ,,8571 鵬 ,,&,,, 叩 , 啄 曜 j ,6,,92 M8 ↓2 ,7澗 = .,mi
ll

l 驚 き
6931 6・008 0・m o・3ー31G,423 6・627 6626 6.719 6808 6,覇

, 111脚 溜 ,墓一言一二麗もぎ宣AI1,二塁,ふ富も譲る二塁宣
品 性総 灘じ覆 せ・馬 ?総 Wgg 韻きせ器一g書き絹もも誓,誓

, , ,,3軽 um ,,艦 騨 御 瀦,2J7 ,“ )n9 ]4,5631 朋 7S i; 面 ー ,6,醐 ,R964
11

園
「
6'791 5924 鵬 8 6・1U3 6・27「 爾 6・409 0・560 濃 艶 竺

ー
111ノ 1,413 t,609 1寿○ー 1" つ0 1‐777 1,Sol l.9』2 2.022

1 一

出典

Sharma, R P (1978) Y・eld Tables for 〃rβ/」′〃 "′s Hybrld(P1antatlon)for Var ・ousLevels of

Stock ・ng, Thelndian Forester l978 vol l04, No 6
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だり多寡ー打撃だ捗s hγ1lrid
　 　　　　

データ採取地の立地環境

r、〆laterial and ndetholl

l.5 haarcawa1P1antcdwith だ"" 伊P′“Jwith8357P1ants,tho dcn‘ity pc「 ha bcing

5≦87 plaDt3, A 1amplc plot or loo m'was iaid out and l1cight and diamc ーcr mcasurcIDcnts

wcrc carried out at pcriodic iotcrvals. Tho plantation is situatcd iD thc outskirt ・ ofGandhi-

Dagar (Gujarat) (23.07NLatitudo;72,63ELongitude;35 MASL;drydeciduous forests) in a

semi ‐arid tract with tbc soil orsandy ーoam. Tbc avcragc aonual rainfaーl ioabout 700 mm

al1d tbc avcrago al1nuai tc1ppe 「aturc is o「lhc ordc 「or30oC;averagc maximumand minimum

tcmpcraturc bciDg 41oCa1ld13oC,re ・pectivcly. Tbe rainfall almostcomplotclyoccurs during

tbe mol1soon months o「Juoc to Septembcr.
′
rl1c plant to plal1t aDd row to rowspacing

wiihiD tho plantation was kcpt constant(13 m × 1.3 m)The plantationwas fcnccd with }ivc

hcdgcof どり ゐo′b′" 作山ご第o′迄 top 「otcctitfromgrazlngand cxternQ1 intcrierencc. Wceding

was do11c only duriog thc lirst ycar. Subscqucntiy,tbc wccd growth dcciinod as aresuit or

sbado duc to closc plaDtiog Bio1na3s production iD this piantatioDwas cstimatcd at 6

monthly iotcrvais begin ーng 12 months ofagc, Dctailcd lnctbodology fbr cβti1patioo of

biomass has becD publisbed ciscwhere(Kaulandou 【umurti,1982).

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Table l

Com 国旧 mwfぶco′omo 締 pro山α1伽 毎′′eeiげ d拶〃‘〃f corego′たぶげ βwo 伊〆関 り 6r′ゼメ伽ね′′o〃

α‘媛‘ogごげ j2mo 〃r毎 (たg/伽 )

CatCgory
Mcan/trco Dcta1ls ofplantatiolITotaI

A ′ B

Wーood 513 687 1200 0.21Numbcr oft「ecs 3976 16n

Bark 233 265 495 0.09 Pcrcc1it ort・ccs 7t 29

BraI1ch 259 288 547 0.lo pcr ccot contributioIIo「 45 55

utlllzablo biom ・".

Utdizzーblo bio血aa1 1002 1240 2242 0,40

Lcaf
‐

830 617 1447 0.26 PcrccntcoQtributioD oftotaー 51 49

biom 鮎

Root 713 596 1]09 0.23 し=afeIRcicocy j.1 4.0

1‐ot4ーbiom 山.s 2545 2453 4998 0‐89
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Table 2

Compo"e 〃‘w寿eるiomo “ βro命 c物 〃るッ fr"jqfd ‘卵と「‘〃‘cd‘どgorだ・リゾβ"co 甥prα・ルンる′“ 〃な〃!〃′′o〃

α"ゑcog とげ jβmom 山 (鯉 /んo)

Mcao/t 【cc Dotail ・ofplantatioo

▽Vood 1668 12~2 2920 052 Numbcr of trccs 4469 111s

Bark 787 $55 1342 024 Porcellt oftrcc・ 80 20

Branch 970 682 1652 030 Pcrcent coot・ibutioo of 58 42

utdIzablc bio 皿 lsl,

Utー1腿abーc b-oma‘3 3425 2489 5914 1 06 Pcr coot q}otributioo of 62 38

totalbiomasi ・

工‘a「 2〇74 1355 3429 O61Loafca 丘cicocy 4.〇6 3,82

Root 2930 1326 4256 0.76

To181 8429 5170 13599 2」43

TI1ble 3

ComponcmwiJe 扇 omoisp ′o山 crlo"oyrr ごci げ d嫌ご「‘"‘co′馨り「たぷげ β“co夕〆関 り 勿‘ガメ omo “o〃

oilムビタ解 け 24mo 〃‘超 (鮫 /んo)

Dotllls of plao 鵠 tioi1Mean/tico

Wrood 4783 6081 10864 1.94 Numbcr of trecs 4063 ー524

Bark 1460 1818 32′8 059 Pcrccotoftlccs 73 27

B【aoch 1583 1646 3229 058Pcr cf:ntcootnbut1o11 0「 44 55

uqllzablc blommss.

Utilizablc bioooass 7826 954j 17371 3.1I Pe『ccot coo"-butiol1 of 47 53

total biomags.

L4af 1569 2113 3682 0.66

Fruit 426 ‐ 426 〇・08 L噂arc伍cic11cy 8.73 74~

Root 4297 3659 7956 1・42

Total 13692 15743 29435 5,27
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Table4

Compo 〃e〃rwな‘bio朋餌3prひ南 c‘‘o"6 ッ"ぜとけ 4跡eだ〃rcorego中 iげ β"co伊p畑 'りみ′′d〆o"掴′o〃

〃" 虎 oge ダ iomo 〃‘お 役副加ノ

C・tCgory Category

Mcao"rcc C彪taーーs ol‐P1aotatlol1

A B CA B C

6810 3124 2964 12898 2 31 Numb じroft【ecs 4097 1117 37J

2498 1288 &19 中135 0.79Pcr 偽 ot oftlcc葛 73 20 7

4896 1340 1373 7609 1.36Pc 「ccDt cootributio11of 57 23 20

utilizabーe bーomass

14204 5752 4986 24942 4.46Per cent cootributioI1of 58 23 19

total biomasl.

2725 113〇 906 4761 0・85 Loafc 伍cicocy に2 7.8 7・7

一 -- 15 15 0.0ー

5336 1944 1074 8354 1.50

2226≦ 8826 6981 38072 68.2

From tbc fbrcgoing obsc 【vatioll it is cーcar tbat thcrc exist considcrable variatio

11g tbc population iD tho plantation. Ftlrthcr,a direct 「clationshipbetween GBH, hcig

l) and biomass production ls alsocvidoot.Thcscobscrvations alsoclearly ‘how th

hcr biomas6 production by catgo 『ic・oftrccg in higher dlametcr ′GBHclasscs is becauso

cr Dumbcr of leavcs in tbo・c classos And not due to hlgher leaf c稲 cicncy, Howcvcr.t

option to tbe abovc atatcmcotsshould bc madc with regard tocategory C 1 of tho trccs

months or growth as tbcsc plants showcd much higher biomass n「odUCtion despilo p-

tionately lowcr lcaf biomas8. lncidentaly,thc learcinciency or thc3c p1anti was a

rly doublc that of plant ・ iD other two catego 「;cs at 36 months ofagc iodicatーng.

bablc geoctical variation among thc population A1terDativc-y,thcscplants mlgbt hi

incd maturity lcadiog to moro c爪 cicnt produc ーion ofd 「y mattcr,

ザ 1

　
} 700

▼
".

;マ
マ

;
▽

,;:;・“もr l

:F総コモ ‐ :滝懲キロミ
ー葺き:ぞ‐墓.;‐ 亨書き篤子口重
,,皇I… …!

▲
鵡 M0mH5

　　　

loo

0 ‘

G BH(cmd

Hcigbt V●GBH0 「霧“" か〆“J byb・・」1lcolosamp ・eP1otatdi 恥 reotagc・,
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Table 5

Com ′'on(mm どろ′o〃′α" 〃′〃血 α′o"byf だじけ 4′原e′e〃rc α ego′た』げ 抗 cメンメ燭 hybridpknformn

or賄ごogeo ゾ祁 mom 霧 r能 /あり

CatcgoryCatogory
Dctalls ofplantationMcao/trcc

A B CA B C

▽vood 15613 460t 5651 25865 4 63 Nuo□bcroft てec亀 4221 993 37j

Bark 5795 1447 1280 8522 1.53 Pc‘ccDt ortrccs 75 18 7

B【aoch 5183 2065 186~ 91ー3 1.63 Pcrcとotcontnbutzoll o f 6 1 19 20

utU1zab ーc blomass

Utilizablo 26591 8113 8796 43~Co 7.79 Pcrccot cootribut1011of 62 20 1R

bi。ooass tot頑 bl0masS.

し輯f 4221 1 90 802 6513 1.17 Lcafc 田ciczlcy 9.8 87 152

Fmi 【 85 215 300005

Root l0460 3168 2596 16224 2,9O

Tota1 41357 12986 12194 66537 11.9I

Table 6

Co粥po"‘〃‘w"e6!omo “〆 od“clionげ &co 伊pr“‘みy6r′dqrd 塀erc〃rdgc 「′o"〃"!伽 )

Agc(mooths)

12 18 24 30 36

▽Vood l,20 2.92 10 86 12.90 25.87

(24.0) (21.5) (36.9) (“ .9) (389)

Batk o.50 1・34 328 4.44 8,52

(10,0) (9.9} (112) (11.7) (12.8)

Branch o.5, 1.6i 3.23 7.61 9.11

(11.0) (ー2.1) (n.0) (20.0) (13.7)

Utilizablc bloooi" 2.25 5.91 17.37 24.95 43.50

(45.0) (43.5) (59り (656) (656)

L41f l.4, 3.43 368 4.76 6.52

(29.0) (25.2) (12,5) (125) (9.8)

Fruit - - 0.42 0.01 0.30

(1.4) (00) (0.4)

Root l,30 4.25 7 95 8.35 1622

(26.0) (31.3) (270) (21.9) (24.4)

Totat biooDa" 5.00 13.60 29,42 38.07 66.54

FIgurc1 1口 pareotbcs.s i口dicatc Pcr ccot ortot 義l bioooa".
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Re′o"o 朋′ゆ るe‘ween D' “ o"d ‘oro!dry m α"ごr ond u“"zob′e dry' “o"er per free.

「clatiooship bctwccn squarc of diamcte 「 mulliplicd by tbc helgbt(DIH)and total/ul

ablc d『y mattcr produced by thc tree,was worked out uslng thclr 10g valucs and thc rci

alongwltb thc rcspcctivc regrcssioocquation ーsp 「cscntedin 烈 &2.lt was 「ouod thal

valuc for both DIH and utllizabic d『y mattcr,LIH and total dry mattc 「 workcd out to

suggcsting a lincar a11d posltlve corrclatioll bctwecn thcse two paramctcrs. ltis also(

from tbc FIg, 2 that tho obscrvcd valucs ofutilizable/Lotaldry matter wcrcfairly closc

logrcssed valucs Thc 「csuーts tbus suggest that DIH may bc uscd asparameter fbr dcfc

niog utilizablca11d total d「y mattcr production pcr trcc.

FIg,2 い)

5

(鳩}⑯」
く
に-
○)
の
の
く-×ー
0ー
m
山
J
の
く
N
ゴー
F
コ
0
O
J

L〇G Y=○・945 十0,8785X

Q の (r;9590)

3 4 5
LoG D2H(cm)
Rcgre"ioocor 【olati○1IEucof署〆もU hybdd

FIg,2(b)

5
N̂
るとr、F-
○
)
の
の
く
XO-
m
」
<
ト
○
【
0
0
コ

,。 LOG Y・8295 十0,7522

0 (「;0.9570)
3

O
LOG D2日 (Cm)

5

Rogremoo con・1・lion節“cロケP′whyb ・ld,
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Eyo ′"α′′o" oゾ g′owrh 附加g vロパoui poromere な . Thcddta p「cscotcd io Table 7 1cprcs,

avctagc total biomass and leaf biomass pcr trcc,whlch wa ・ dcnYcd by diyidIDg 由 c 1

biomass pe 『 ha by numbcr oft ・ces pcr ha. Thus thls data 「cprescots thc avcragc dIstribu

or dてy mattcr pcr trec m the p}2ntatio 。 wbich was used asbasis for ca1Cu1atiODs of

AssimilatiooRatc(NAR),LcafWeightRatlo(LWR),Rclativc G【owtb Ratc(RGR),(

Growth Ratc (CGR) at 6 monthly iotcrvals. From the data prcsented inthi5 Table,i'

clcar that thc total biomass,lcafbiomass,a5 wcn as the lcarc 箱 cicncy io this species iocrc-

linearly with age. Howcvcr, 命 c data17 「csentcd for NAR,LWR, RGR ADd CGR io Tat

showcd a differcllt trcod. Thus NAR I1ightly increascd during12 to18 months ol‐ growth

compa 『cd to tllat during o to 12 months lt showed two pcaks onc a【 18‐24months of gro

and aoothcr at 30‐36 months ofgrowth. lncidentally,it isduring thcse penod the w

biomass as Wc11as thc tota ーbi。mas3 product ーon rcgiもte「ed sharp inc「casc thu8,suggcsting

tbc moisturc availability innucnccs lhc growth as during these periodq mo ・t of tho 『ai-

oq)urr ぐd in thc cxperimcntal arca. The declーne in values ofLWR and RGR with age i8

to tbc fact tha 【the ratc ordry mattcr accumulation io non ‐plloto nthctlc bioma" was

highcr lcvcl a・comparcd to that in tho photosynthctic biomass. Thc cropgrowth

8howcd a fairーyclosc corrc.atioO WIth NAR(Y; ○.76,. RGR was 「ound to be hi;

cot【clatcd with L WR as thc valuc ofcoc 飴 cie口t ofcorrclation betwcctl thesc factors wo-

out to o.88.

T1‐b1o7

G′ow 狛卿 mme 『‘“ ザ β解oタp‘“』砂 brfdof d′嫌‘だれfogα‘.

Ago(mootha)

0 12 18 24 30 36

TotBi bionIass/trcc(kg) 0.005 0,800 2.430 5.270 6820 1t.91O

L;a「b1omass/trcc(kg) 0.002 0.260 0610 0,660 0.850 1,ー70

Lcar enRcicQcy 2.50 3.42 3,98 7.98 8.‘2 10.18

4〃o脳′sけ grow『ゐing"co′“‘"‘砂山idprq"rol‘o〃J

Timeperiod(mootbs)

0,12 1 は-- 御 鉢仙 閲6

NAR(kg/kg nnoolh) 0.563 0 590 0,745 0342 0,840

LWR(kg/kg ′montb} 0293 0,262 0,ー65 0,125 010~

RGR(kg ′kg/mooth) 0,165 0,153 0.123 0.043 0.09I

CGR(tooncs/onooth) 0.420 1,430 2 640 1440 4,7.o
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lo vicw o「 thc ca「lie「 obscrvations that thc「c cxists o pcriodicity in gro・vtll,it

considcrcd ofintercstto dctcrmine thc cncrgy coovcrston eIHciency bctwccn 【wo consecl

periods and this data is also prcsented in Table 8. The seasona ーenergy coovcrston cIRci

showed two peaks onc at 18-24 months ofgrowth and another at 30-36 months ofgr{

rc3uーting io bigb NAR aQd biomass productioo during these pe「iods, Thc most intere

a増 cct of thi・ data i8 that periodic onergyconvcrRio11c 伍 cie11cy is vcry high,thc highcst valuc

bciog 316 pcr ccnt at 30-36 months ofgrowth 、which suggcsts that 「ore6tlplants bavc g「cat

capacity fbr converting thc soーar energy into dry mattor but this capacity is grcatly influenced

by var;ou3 eQvーroQmen ーaーpa amctcrs. 【Q thc prc8Gqt study thc high lcYels pcri。dic cD6rgy

coovc 【sion c伍 cicocy at ー8.2」 and 30.36 months or grow ーh is Probably duc tomoisturo

availability as rainfall occurs during lhese periods in tbc cxpcrimeDtal aroa.Even during

pcrioda wheD rainfall was practicallynegligiblc(at12-18aDd 24‐30 montho ofgrowth), thc

ligurcs fo「 Pc「iodic cllergy collvcrsiot1cIHcic 口cy is rairly high as compa 「cd 【o mal1yforest

plaotatiol1s which may bc attributcd to largc pu1nber or 6toml pcr hectare.

Tabーe 8

7bm ′s′伽 山"gf"" 〃 "m と"‘ Eucdyp ′"“ 'yゎ′jdor 勾 ~ただ mog"r x ′06 紅 oり

Agc(moo ーhs)

13612 18 i 24 1 -6

執′ood 4,39 11.6 60.04 67.34 123.44

Bark l.15 4.7 13,35 15.49 34.18

Brat1cl1 2.30 6 66 12.00 33.05 42.20

Energy i口 utilizablcbiomass 8.14 22.96 85.39 115.88 199.7Z

Fruit - - 1,57 0.07 1.6~

Leaf 5.59 16.43 1809 21.75 28.79

Root 4.86 18.43 25.27 39.52 76.94

Enctgy in tot司 bioma 書8 18,59 57.7 ー30・32 ・77・22 307.・o

sdormergyco 刀verぶめ"eが "鯛リ リ &c リリIP殻ぶりわ′肩 たね

Age(mootha)

12 18 24 30 361 ! 1 1
o.24 0,48 0.80 088 1.26

Se餌 o〃o′f〃e′卿 co〃ye周り〃e煽ぐ′e"ザ by ど"cα伊pi“sある′!dr% ノ

Timo period(months)

閉 8 1 脱 4 1 終3。 i 鰯 6

0・97 畳77 董J7 3,16
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S′o〃d′〃ge 〃er馴 co"remo 〃dw ′"re 〃ergy conyemo れ e新 c′e〃cy.The data on cncrgy cont

of various comPollcnts oD hcctarc basis and cncrgy convcrs ーon cf6cicocy at d.任crent agl

growth as・vcll as tho pcriodic cl1orgy conyersioll caiclcncy is prescn 【ed inTable 8 TI1e bul

thc cncrgy is lixcd in wood biomass,thc comPoncntwlsealld total encrgy }evclq sho'

cssentially similar trcnd as that o「biomasscootcn-. Thc cncrgy(PAR)conve 『sioll c館 ci

was fbund to ioc「casc rapidly with age. Which il a rcllcction ofi 口crcasc inphotosytl

surracc lcaf(Ftg 3),

Fig 3

xーo5 KcQ-mi2

ooTOTAL RADIA NCE

△△ PHOT05YNT 日ETIC ACTーVERADIATION
・4ENERGY CONVERS ーON

I1週 STANDINGENERGY
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山
Z
W

ムo法

3,0

20

10

0 36 0○ ,2 ,8
PERIQD {IMONTHS'

Stmding cncrgy alld 10lar coorgy Coovorlion c缶cicocyof β肥 ooz〆“;hybrid.

出典

Gu,r,um-u r t ,, K , K I m o t h ・, M M e t a l ( 1 9 8 4) B i o m a s s p r o d u c t1on and Energy Conversion efflcle ‐

むcy by 占お ぐβ/J′β r"s ln Energy P1antat.ons, The [nd.an Forester ヱ984 Vo1 ヱ10, No 2,, ヱ50 一170
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犠糠 }昭群縦隊歌ワトモモ料)

鰯
鷺夢春撲メ′#士婆容鍔お rot秀喜じ轟
くスーダ》

データ採取地の立地環境

Area

sroc 市々9

vo′〃n7e

Reference ・ Ahmed,1977

~Umber o′samp ′e p/o『s 70Sudan(Gezlra 〕 ~Umber o′samp ′e p/o『s 70
1nーt.aI N Varies from about 1 600 to l 90o trees/ha,reduced
to between 670 and 780 trees/ha by age12.Many trees
mult--stemmed,wlth average between twoand three stems

Pertree

Stem plus branch voーume overbark to 5cm top,exc ーuding
stump

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

ouaーiけ class I

Age
「years ノ

N hdom d Vb MA1bCA-b
rmj rcmj rm'j rmリ rmコノ

1 1610 335 220 0 0
2 1250 600 41 369 1.85 369
3 1050 8 35 58 1186 395817
4 910 1040 74 24 91 623 13‐05
5 830 1205 88 45 33 907 20‐42
6 771 13 30 10 2 7691 1282 3158
7 730 14 70 115 13667 19 52 59.76
8 710 1560 126 18567 2321 4900
9 693 16 35 13 6 20939 2327 23.72
10 686 1690 14 4 222 77 2228 1338
11 679 1725 151 230‐05 2091 7.28
12 674 1745 156 235 39 1962 5‐34

Quali け class l/11

1 1795 260 160 0 0
2 1424 4 70 3 00 0 0
3 1219 655 44 471 157471
4 1064 815 56 1305 326 8‐34
5 957 960 68 2524 505 12.19
6 886 1030 79 43‐79 7 30 18 55
7 829 1190 89 6979 9 97 26‐00
8 788 1280 99 10715 13 39 3736
9 755 13 55 107 12688 1410 19 73
10 736 1415 11‐5 137‐36 1374 1048
11 719 1460 122 14276 12.98 5 40
12 707 14 90 12 7 14619 12‐18 343

Qualityclass ll

l l 924 195 120 0 0
2 1605 3 55 2 30 0 0
3 1376 560 330 0 0
4 1209 640 42 386 097386
5 1110 7.70 5 2 1186 237800
6 1007 880 60 2214 369 1028
7 945 980 69 3579 511 1365



国
勅e秤1鷺算数奉り馨り掃合方f習字郷
iイタリア

データ採取地の立地環境
Reference

Area

　　　　　　　　
vo′"me
Remarks

C1ancio and Hernnanln,1976

~"mber o′ samp/e p/oぼ 36ーtaly(Calabria1 ~"mber o′ samp/e p/oぼ 36
N = 970/ha
stem volume overbark to 5 cm top,exclud ーng stump

Sample plots were dlstributed systematlcally throughout
the plantat1on area and cantherefore be cons ーdered as

representative of yie'ds to be expected Thelr dlstrlbu ‐
tion between qual-ty classes was QC - 33%,QC I1 50%,
Q C III 17 o.

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Quality cーass ー

Age
「yearsj

h v G d CAI MAI
rmノ rm3J rmリ rcmj rm3J rmり

5 5‐93 10200 34371 67 7 664 2040
6 724 17864 51115 82 8990 2977
7 8‐42 26854 68218 95 9840 3836
8 9.48 36 694 8 5095 106 9941 4587
9 1040 46635 107578 119 9733 5182
0 11.20 56368 115326 123 8946 5637
1 1187 65314 128005 130 7.599 5 938
2 1240 72913 138380 135 6076

7
8
9
lo
11
12

Quality cーass ーー

5 469 5059 20919 52 4036 1012
6 570 9095 31692 64 4846 1516
7 6‐62 13941 4‐2884 75 5コ76 1992
8 745 19 317 54024 84 5625 2415
9 819 24942 64742 92 5516 2.771
10 883 30458 74581 99 5234 3046
11 938 35.692 83444 105 4 735 3245
12 9‐84 40427 91138 109 3934 3369
13 1020 44361 97334 113 3412

Qualityclass u1

6 416 3451 15957 46 2020 0575
7 481 5471 22111 54 2288 0782
8 540 7.759 28320 61 2441 0970
9 593 10200 34371 67 2 534 1133
10 641 12.734 40219 73 2476 1273
11 683 15210 45611 77 2.452 1 383
12 721 17662 50705 82 2153 1472
13 ‐7 52 19815 5 5007 8 5 1987 1524
14 7 79 21802 58859 88 1541 1557
15 799 23 343 61774 90 1556

出典

JaGobg, M,R Euca} ypt ・'s for p l ant ■ng spcc 量os ーon 。graph p394 FAO R0 一c l979
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瀧楢 }卿町ゑ繊細モツト帯磁琳)

鰯 }をニア

データ採取地の立地環境

Yield in 強 ffa トamt coppice1otatio 鯨 (2)

Locality: Mugu 地 (Kenya)

A1titude: 2 070 10

掴 nf"1:956 mm

Soil; deepfertile lateritic 80ユー

Data smNe:pe 醐 弧 t eゆ 6血 州 ぬ plot β

粁wねbor of P1otg; 12

31,.of p1ot “ 2 020 =2

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

＼ミ
Loca」ユity

5 5 5 1 7

SeedL1ing ェ cOPP ユoe エエ COPP1co l エエエ COPP ュoo

Auatra ュia

に岬

",. ・ 血0弧 卿 ual inoremont(m3/ ー ),.,.,..,.,

;字iE 訂 三宝ゴム宣:g
Co皿狐伽

1n the abaoーnoo of g口ff1c1ent groHth and yleld d畠ta,1t ュ1l not POBB1blo to g.VO Bロy
d.f111ユto LDdicAt1on ol‐gTo 一1h trend. Product 土on 8ee 国1l to maメユ国ュg6 1n the f士rat coPP106

rotation and thぼ口 grad) “」ユーy dool 土noa.

出典

(2) 蜘 i.S・Y・Sの壷 為 難 聴 霊 もa鳶凝 溜
る
鑓elwood tria1.

1983

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ : Pandrey , O C r o w t h a n d y l e l d o fplantatlon specles ln

t h e t r o p i cs ,FAO I983 所 収
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園

データ採取地の立地環境

ー瀞 F姦- ブルーガム}

出典

(1)

ln ・pit ・ of tho larg- トリ014o pIEmtati( 旭 of tho epooloB, 燃ーblil 山 od groMth ll14 戸Ldd
dat. ・1‐ VO17 00AIO0 ・　 　　　　

LOOA1ity ‘

A1tltudol

山 ta oou 箆 0!

Fullb ・r of plot11*

P1ot Bュ番oi

1“be dLat▲ f‐ro血 Bnuz11 q“otod be1OM 国ro f‐or lnユ劉od euCa ユ門Ptu ・ ●pP.
32 Poro ・ロコセi h帆なoo 土t hal1 ・ュmited aPplioation ・

霞pr●▲d oVor fro 頃 State of p食いQibo toSgzlta Catar4na

0 to7CX) 国

t叩 on 畑 8噂 lo plota

l075

　　　 　　

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

MA1( 一 △ 一 b¥ one index for tMo stooklr は dtmaltioB

Site ね1do 工 26 22 「 18 '4

Ago
＼＼u逆おmB,』
＼＼＼＼

(y紐 ra)

1600 16(め i looo ー6仰 1 1棚 1綱 目棚

4
6
8
10
惚
帥
柘
倦
約

,. ・.,. ・・・ lnea」n llh n u

ji.3 22.8 '7.8

56.0 男 .2 29.6
66.7
7。・5 宣言:き か 43 4
70.6 48.2 37.5
69.2 47.1 36.7
ー -35.4

ー - 34.0

ー ‐ 32.6

-
lnoremont(

'5.0 11.8

25・2 19.7
30.0 23.4

31.7 24.7
31.8 24.8

31.124.2
‐ 23.4

‐ 22.4

‐ 21 ・5

I
) ・・・・". ・

9.3 7.3
15.6 12.2
18.6 14.5

19.7 15.3
19.8 15.4
19.4 15.0
‐ 14.6

‐ 12.9

- 12.5

Remlka:Site indox hae been calculated by the heighto f th a t山 1 8 B t t r e a

p e r p 1 o t a t reference age B ye・ar18・ Vo1uiDe i8 caーユouュated 一1th bark
bu 七 z1o Lnd ュcat1ol1 of‐四oaanireu【Dent 1i 血it.

H6inBdiJk,D,

1970

ダ イ ゾ エ ス ト デ ー タ

the troplcs ,F A O

Fbreat y in s〇uthorn Br62il ・ Fbreat R68Ga」rch

Station "De DorachkBIDP" 材6greれユロgen.Netherlands

p a nd r e y

ー9 8 3

, O G r o w t h a n d y i e l d o fplantatl on spec ーe s ーn

所 収
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樹穣 ↑鞘RTゑCEA舷アトモモ籍)
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

　 　　　　

データ採取地の立地環境

Looqity;

▲ユセゴLtud“

R一1lnf ・111

DI-t. ‐ouro ・I

Buuab ・r of pュot.i

x"mMmt
,8poo まfio ・tld】Q1

plantation 岨 ・tllbut ・d ovor ontln oomt け

0 - 800 ・

I M O .2 醐 闘

Poh 国anont .・幽P1 ・ P1otB

124

Up tQ 5 ull top dl・‘:“ tor ovol ‐b・rk

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

(a)

山 ol9- SI

A
亘t

葦it ● index e t 山ation for a refer 電nco A÷K--r 6 yoar ・B

1og sl . lo 日t + 3,88,48 7 三 一 1馳 EH3 ・閃岬 97は ぜ
,dth r2 ー o.8649

Biteindex

a8一 of the crop

top hei!ぬ t in 圃ot1㈹ e of 25o ot・闘企も yith lorgoat di帥 otor

S1toindex

24 ‐ 18
18 - 12

12 - 6

ThーNa gite quality ol18Be β h6・ve beon d18ti 山g1liglied-

回 ity

　
　　
111

(b) 魁尾 (一た by etoo 社咽 denBit ヱ modBite qu阻墾 i埋

S1t り quality I エエ

＼＼＼ご＼ご
＼
た÷

▲郡
(yea 閥 )

1獅 1800 汐の 1醐 18M 29節

4

き
7
8
9
lo
11
12
13

12.1

14.1

15・l

156
15・5
15・3
14.9
14.6

14.1

li.7

1まき
19.3
19.8
19.9
19.6

番き
18.0

17・5

.". mi

17.2

20.I
21.0

20.9
20,4

騒

か ,..,

3.0

4.2

≧:g
6.0

6.2

6.3
6.2

6.2
r 6.1

3.3
4.6

三:を
6.5
6.7
6.9
6.9
6.9
6.8

≧:8
まて

工n1nd ュO XJ1二1 01‐VD1uuno Produot1on 鷹oB・na to ouユ国ュm 嘘 o batyeen 7 to8 yoarB onbetter

B"o aドロd botyo ●EII 9 七012yoarB onpoore"oB ・ Moan aれma ユ ーnoro 脚 nt of ± 15.0 myb ヰ could
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霊深森βZ濁野郎践 鰭 r晒 fcpr〃′8 {コオレ隣 トレッ ドガム )

鰯 }インド

データ採取地の立地環境
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など
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データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など
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耀 }コー トジボアール {象穿縛岸 )

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など
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梯穣 {堀贈賄TみCB紙 (シタンム料)
教学r堺卿砦′" 参拝Perぬ弱 (リンパ )

国 まずイジ丈リア ,

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など
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データ採取地の立地環境
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掛種 }8U樹鯖鴎歌アカネ料 )
逓粋熱o森拳声姦態 #食C互助eな渡海 (カランヂドヤ}}

園 .{ インドネシア

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など
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浅川燈彦 (1983), 熱帯樹種の造林特性 (× ). 熱帯林業 No.70:49 ‐52.
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森厳春雄凄劫凄′昨 晩ノゑ8"金融 {海事レバヤ閉》
　 　　　　　　

データ採取地の立地環境

(1) G.arborea,A,chinensls

調査林分は, ルソン島中部にあるフィリピン大学マキリン山演習林内の 1973年植栽の G.arborea

林とA.chinensls 林である。これらの林分は標高約 400m に位置し, フタバガキ科の天然林を部分

的に伐採した後植栽されたものである。

1983年 3 月 に G.arborea 林 と斜面上部の A.chinensis 林 に大 きさがそれぞれ 400話と 300話の調

査区を , また 1984年 3月に斜面下部の A.chinensis 林に大きさが 250請の調査区を設定 し, 調査区

内の全ての立木の胸高直径と標本木の樹高を1986年 2月まで毎年 2月か 3月に測定した。そして

1984年 には G arborea 林 と斜面上部の A.chinensis 林で ,1985 年 には斜面下部の A.chinensis 林で ,

1986年には全林でサンプル木を各々 6本 , 7本 , 3本 , 各々の調査区外から選び , 伐倒して , 層別

刈り取り法と相対生長法および比断面積法によって林分の現存量, 生産量を推定した。幹, 幹材積

については , G.arborea 林 と斜面上部の A.chinensis 林では 1984年 と 1986年 のサ ンプル木を こみに

した相対生長関係式から1983~1986 年および 1984年 ~1986 年の各林分の幹現存量 , 幹材積を求めた。

また枝現存量 , 葉現存量および葉面積については各林分で伐採年の 1984年 ,1985 年と 1986年に ,

1984年と1985年には相対生長関係式から,1986 年にはサンプル数が少なかったので比断面積法によ

って推定 した。

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

表1 調査林分の概況と現存量

A “肋ocgp粥俗 じんi解 "szs( 斜面上部 )

調査年 立木密度 平均 DBH 平均樹高 現 存 量
(年) (no/ha) (Cm) (m) 葉 量 枝 量 幹 量 合 計 葉面積 材 積

(ton/ha)(ton/ha)(ton/ha)(ton/ha)(m2/m2)(m3/ha)

1983 1700 14 3 11 --- ---- 81 --- ---- 273

1984 1660 14 7 11 0 7 18 7 82 105 0 7277

1985 1590 15 5 12 一-- ---- 91 --- -- ‐ 306

1986 1440 16 9 12 4,6 22,4 93 119 6 4,8 312

A" 仇ocゆ忍鳩 c′ime“網 (斜面下部 )

調査年 立木密度 平均 DBH 平均樹高 現 存 量

(年)(no/ha)(cm)(m) 蒸曲書)漉伽/島 鷺諭審)金一書)差閥醇) も h気
/ 1984 1190 18 8 14 --- ---- 108 --- -- ‐ 351

1985 1010 211 15 0 8 11 3 116 127 8 0 8377

1986 910 22 9 15 1 6 11 7 117 130 6 1,5 383
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図 2 幹材積と樹高との関係

表3 各早生樹種の生長量
Aれ偽ocゆルメ娼 cれ切削 szs(斜面上 )

年 生 長 量 年平均生長量
期間 (年) 幹 現存 量 幹 材 積 林 齢 幹 材 積

(ton/ha・year)(m3/ha ・year) (年 ) (m3/ha ・year)

1983-1984 14 4 9 10 27

1984-1985 8 7 28 6 11 25

1985-1986 18 5 5 12 26

13 24

4れ肋飾りた/俗 物ご膨“szs(斜面上 )

年 生 長 量 年平均生長量
期間 (年) 幹 現存 量 幹 材 積 林 齢 幹 材 積

(ton/ha・year)(m3/ha ・year) (年 ) (m3/ha ・year)

1984-1985 7 7 26 11 32

1985--1986 1 6 5 4 12 31

13 29

出典

加茂鰭一、石塚森吉、大住克博 :早生樹種林とマツ林の生長解析、熱帯農業集報 No.65、
65~79.(1989)
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データ採取地の立地環境

l ocality factors of thetrial area

Buxa Fores 〔 Dーv1s1on 1ssituated

betweenlatitude 26031 ′ and 26048 ′North

・nd longーtude89028 ′and 89055 ′East

Tcmperature

The averagc daytemperature va 「les

'run,15.5oC to 21oCfrom November to

l‐eb「uary,betwen 27o to 32oCfrom ~iayto

September and between 24o to 27oCd u rin g

rest o f the year. Frost1s notknown in the

drea

RainfalI

Ramfdll 1s from South ‐west monsoon,

・~h!ch b「tngs raIn by thelater part of May
‐
The 「aーns are very hcavy dur1ng tbe montb

of June,July and August.lt subsldes from

the edrlySeptember and d-sdppears

con ・P1etely by the 行rstweek of‐()ctober 1rhe

av ごrage ra.nfall of theplace of trldーーs

3570nnm ・

SoiI

The soiー is l1ght, frlable loam of

va「y1ng deFth from 15 to 9o cm and

con でdins organIC matter2to28%,n,trogen

oJO% and p日 5 ひ IQ 45Cm ーayer of soll

ln lrーaldrea

Vegetation

Theforest type ls 3b/E6 East

H1malayan n1olstdeciduous Forest TI 1al

area conta ・ned theforest of sal (s力orpo

ro わ娼′") with its usual associates viz ,

C hila u ne (ぶご/"′77o1rq//′c/・′′},Chanlp( ルイ′cルe-

/′" c/mmPoco),Chikrase(C/ 川化rq ′口 超 b体

/口r′ど 1,B1hera(rer ′用刀o′超 be/er′co},Sidha

(乙o潔 rp rroem ′o pq 「・・扉 orα),Tun(Ced ′ゼ′α

′oo“").Lali( 月“7ooro wo/′′c侮り , Labasune

(イ〃7ooro ro/用 " α々), Semu ー(βo加 box ce′bq),

Pdrdrl t鼠 だ o叩 “′7mm 効ぞ′o′7od 鋼 )etc.

urser)andplanting methods

Rdndon ・-zedblock design was

rol1Q “ ed ・Vhーle la}川 .g outnursery beds and

pldntmg beedllngs of thevarious

PrOVendnces.

Seeds were put ln thenursery bed

during Februdry ー980 andtransplanted ln

the pol)PO1 whenthe seedllngs are about

lo cm 1n l1eightand retained tlll they came

ofp ーantable sーze about 30cm ln he1ght

Tbc planting pits of 45cm3 were

prepared at a spaclng of 2 5 m × 2 5 m.

About 30 cm hlgb secdlmgs were pldnted

in pits wlth the onset ofmonsoon Three

weedings and cleanmgs wcre carr-ed out in

arst year, two in second yearand threeln

th1rd year ・

出典

Research Notes.lndian Fon,114(1988):51 ‐54.
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Table l

DFr α超 o′Cordm o〃!odor αクroye′74′7"S

R dlnfdll

(nーm)
Longitude A1titude

(nリ
LatitudeFR 【 No.

[じnIPera ‐

ture oc

794( リ Tres p,edras, 13oOZN87004 ′W + 1ー0 1850 27.8
Honduras

Republic

794 (ii) Finca La For ‐ 15036′N 87058′W ± 210 1048 256
tuna,Honduras

794 (11-) Sdn Francisco l)。40′N 87。02′w ± 40 2487 23・7

794(lv) Esteli, 13。O2′N 86。19′w 8ー9OO -- 226

NicaragUa

794 (v) Pincda, 12045′N 86045 ′w ± 75 〇 一一 23.2

Nicaragua

794(vi) Fーnca EーChiーero14023 ′N 90塀28w13 一1400 20,44
Guatemala

794 (v--) Fmca Rincon 14・27′N 91046W 120 2901 26 1

^legra'
Guatemala

794(viii} Nueva Guinea 11o43′N 84oと6′w 220 201
Nicaragua

成長 ・収穫に関する表 , 図, 式など

Tabーe 2

G′o" ′/J o′ Cordm o′′-odoro o〃d o′′-ゼr 亨,ec′es.

(Date of i・・casuremem 3 419K7}

　
＼ -,,,e of Provenance Age SurvivaI Average G 「owth Mah ー* hdag 11

1

・
ド
CIごS ,hears) 日ー {m) ーn g.rth (cm) {ctn,

ぐ(,r‘プm FR1794( ー)6 80 5.20 246 0.86 4.ー

,J,
′
′"
】
doro ,,794 t,i) 6 86 59o 245 0.98 4.0

“ 794(m} 6 90 5 60 246 0.93 41

,,794(1v) 6 85 460 2ー.4 0.76 3.~1

,,794(v) 6 86 500 270 0.83 4 5

,,794(v1)6 85 450 2ー.0 0.75 3,5

,,794(vii)6 87 530 22.2 0 88 3.7

、′′dぞ′′d Seed stand of 9 ー00 6ー6 36 ー 68 40
・〃"′'rpαCO S R V K ‐15

Seedstand of
hdendabar1 9 IC0 7 13 38 7 794.3

r市だ′"7α L0cal l0 88 17 00 35.7 1.70 3‐5

(“′,orゼロ

′{て′o′m Bamanpokri 5 100 5 90 28 0 118 56

gr" 〃"′;

South Bholka 5 100 5 10 27.0 1.02 5.4

* h4.a.h I・ =: M ean annudl he-ghtlncrement

** hd a g l.== 人dean annualgirth lncrement
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データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

(1) G,arborea,A.chinensls

調査林分は , ルソン島中部にあるフィリピン大学マキリン山演習林内の 1973年植栽の G,arbor ea

林とA.chinensis 林である。これらの林分は標高約 400m に位置し, フタバガキ科の天然林を部分

的に伐採した後植栽されたものである。

1983年 3 月 に G.arborea 林 と斜面上部の A chlnensis 林 に大 きさがそれぞれ 400I1fと 300m の調

査区を, また 1984年 3月に斜面下部のA.chinensis 林に大きさが 250話の調査区を設定 し, 調査区

内の全ての立木の胸高直径と標本木の樹高を1986年 2月まで毎年 2月か 3月に測定した。そして

1984年 には G. arborea 林 と斜面上部の A.chinensis 林で ,1985 年 には斜面下部の A,chinensis 林で ,

1986年には全林でサンプル木を各々 6本 , 7本 , 3本 , 各々調査区外から選び, 伐倒 して , 層別刈

り取り法と相対生長法および比断面積法によって林分の現存量, 生産量を推定した。幹, 幹材積に

ついては , C arborea 林 と斜面上部の A,chinensis 林では 1984年 と 1986年のサ ンプル木を こみに し

た相対生長関係式から, た斜面下部のA.chinensis 林では1985年と1986年のサンプル木をこみにし

た相対生長関係式から1983~1986 年および 1984年 ~1986 年の各林分の幹現存量 , 幹材積を求めた。

また枝現存量 , 葉現存量および葉面積については各林分で伐採年の 1984年 ,1985 年と 1986年に ,

1984年と1985年には相対生長関係式から,1986 年にはサンプル数が少なかったので比断面積感によ

って推定 した。

表 1 調査林分の概況と現存量

調査年 立木密度 平均 DBH 平均樹高 現 存 量
(年) (no/ha) (Cm) 莱 量 枝 量 幹 量 合 計 葉面積 材 積

(m) (ton/ha)(ton/ha)(ton/ha)(ton/ha)(m2/m2)(m3/ha)

1983 1360 15 9 14 -- --- 133 一- --- 340

1984 1330 16 6 14 2 8 10 8 140 153 3 4355

1985 1200 18 8 16 --- -- ‐ 150 一-- --‐ 381

1986 1180 19 5 16 3 3 11 8 153 169 3 6389

一 212-



ノ

/
〆

a

○

o

①
△
▲
V
へ

5000

　

　
8 1000

狐
塚
紘

図 - 2 の樹種名 (凡例 )

×

パ〃幼 ocep ね′〃s cね′〃e〃s′s (斜 面上 部 )

月〃動 ocep ね′〃s c脳 "e〃s′s (斜 面下部 )

6卿e′′“aarborea

Acac ′a a"r′c"′′for朋′S

A′b′z′a fa′cafar な (ミンダナオ )

6屑e′′〃a arborea (ミンダナ オ )

Swi eten ia macrophy=a (ミンダナ オ )

フタバガキ天然林

○
●

0 5 10 50 樹 高 (m)

図 2 幹材積と樹高との関係

表 3 各早生樹種の生長量

年 生 長 量 年平均生長量
期間 (年) 幹 現存 量 幹 材 積 林 齢 幹 材 積

(ton/ha・year) Gn3/ha ・year) (aE) (m3/ha・year)

1983--1984 6 3 15 1 10 34

1984--1985 10 7 25 9 11 32

1985-‐1986 3 1 7 8 12 32

13 30

出典

加茂鰭一、石塚森吉、大住克博 :早生樹種林とマツ林の生長解析、熱帯農業集報 No.65 、
65~79.(1989)
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樹濯 ↑舵細則Aば蝿 (ウマ WIダ等料 )
摩欝〆鏡a 亥於食むr燈癖 {キダテ磁ウラタ、誘蔓テ )

園 tガーナ

データ採取地の立地環境
Locality; Subri RュV6r FOr0 βt ReeorVe

Ra工nfalli 1 200 ロ1ID

Soi ュ: “elュ÷dra ユnod clayoy

o化hor ohanBcter8: troPica ユ hB1n fore βtzone, OBtch 国ent

Data 日ource: tempora 【r 律ample plot 臼

N、建pber of p・ota: 233

Size of plotBt 3(p m2

Yieldeq 一Ationi

v - - 6.5576 十 8.o2965 x G (r2 ー o.99)

Mh…:≧=g駕蟹滋鱈認フ詣盗電鴛鮮麗 B馳蓬精霊.i嘘饗Gtor

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

眼・@3逸旧lb ヱ .t肌 d ぬ鵬幽 。M 氾。,d。お,一

Yield olaBs 18 22 26

鳩トミミ/旭
(yea柵 )

1醐 1600 1OW 1600 1鯛 1600

3
4

≧
き
9
10
11
12
13

24.6
26.9
27.5
27.3
26.6
25・7
24・7
23.7
22.7
21.7
20,8

36.9
40.2
40.9
40・5
39.4

濃
35・1
33.6
32・2
30.8

31.7
33.5
33.4
32.5
31.2

2&;
26.8
25・4
24.1
22.9

47.4
49.9
49.6
48.2
46.2

41:g
39.7
37.6
35・7
34.8

38.8
39.8
38.9
37.I
35.1
3LI
31.l
29.2
27.5
25,9
24.5

57.9
58.2
57,6
55・0
52.0

328
43.3

徽ズ
36.2

リ Ti・ld olooB NfoIBto 一戦 醐 皿 attainod by cNp for a m蜘
Btoo 社噂 of 600 atomsA1 ヰ.

Crop bOB not boo--' thlilllied amd Ago ol‐the orop oovorod in thla

8tu 尊 vao f約 m l to lo yeaI8(MAI P船 dlotion Beam β to bo onthe
hiゆ or eide),

Co 間 mt8

Variabi1ity of‐gro"th r臼te aund ouュmュnat1on ago of‐MA工 seeIDB to be ve だγ high ULnder

亀墓0ず たり。鴬鴛輩轡総轄篭巽器機題eぷr憲法ih蛇 % 轍器 iM醐 ntof
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Gmelln 風 arboroa ー 0hana(8)

魁 l ouwoB ror mfr ・I1nt h ・ld claeeoo md at帥 d denalt ′ 6m BtGQB ハ .△

.'{'

3

20

YーELD CLASS

15 銘
、、三塁
ID

14
lo

'O

2 4 0 8 1012 14 16
AGE INYEARS

出典

(8)
稲 ≠
ゑ0PmJ 帥 tRe 回 rtNo ・ 18・ Apm “ sio鵜 1 ぬ eldtable for o鵬 11鵬
arborE1a plemtatlong in Sub14 River Foreat Re8e1we(o~" 旧 )r 霞 寿編 sue,

ダ イ ジ ェ ス ト ラ 一 タ : P andrey , D . C r o w t h a n d y ・e l d o fplantat ・on spe c l e s -1l

the trop l cs ,FAO I983 所 収
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濯穣 { VERB団A雌A譲りマヤ・y弓料 )
蛋淋8′加騎 #r春りn鞘 (幸ダチョウラウキメ琴ナ )

国 キナザ掛エリア

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表, 図 , 式など

Loc ▲ lity1 omo ・nd oluMO

D▲t△ ■ouro ・i to 団p0rAt コメ β嘘皿plo plotb

鯨 b・rofplot"
滋 叫 醐 .2Sュ2O Of p]ota:

(a) Sito index e処艶 tion at 陀 ference 鮒 a lo yoa 湘 :

1og 距 logHh lあ き 1-o 涌 班 “ 、三 o,79)

Sエ ー 8ito 1nde ズ

Rt . top height (mean height of tha 418 唯 GB ・ diametor tma{;per piot)1n n
A ‐ 9tand age .n year β

(b)Yield e小皿 tion:

V7 .0.289329 0 Ht (r2 .0.9988)

ち4 ‐ b,ont 十 b 帯 」十 b3( 『 2.b4 墨 鍵 E‐ G2- 。.98)
Dg2

Mh 。re:v7 " Btend Y。,ume ,n 一 鳥 aabove 7cmdi 伽 eter (f、“ さU1pwoo ュ)

v24 - 8tandv 。・鵬 6 mm3 た a above 24 om diameter(for B6糊 timber)

G .plot ba8al a柁 a ′ /-

Ht -top height irl oI

Dg ・ Qeaじー,ba661area dieじtncter .n cm

b, ‐ 0.4269762

b2 ‐ - 7.4875329

b3 ‐ - 0.駅ααα089

b4 ・ 0.3520242

態 , (.3ん旧)bymtd 坤 .and 如 dty 加 de /, 仰 o

＼＼＼S撫
、
Yに、、、、、
、

Age ndex

(yea胎 )

22 26 30

に
ノ′̂
v
7
丁
A
V
O
′▲
0

1
▼̂
2
.
′
△
↑

◆1
11
▲'1
1,141▼

23.0

26.0
27・5
29.0
28.5
28.b
27.5
26.5
25・0
24.0

29.5
32.0
資 ,0
35.0
製 ,5
“ .5
32.0
31・5
30,0
29・O

3).0
38.o
39.0
40.0

弐鵜
38.0
37.0
35・0
34.O
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y D enBity ュndex h48boon od 帆 latodbyt

10g 粁 ー 10gD エー 1.317059(1ogDg-1og 25)

"ha 閥 ,= .R0, 。f gtan も 』 1yingbetMean 1 370 to 1 7め
Dg ‐ dialootol ‐in oln oorr98ponding to

moaじれ ba 月al 員roa of plot

D工 ・ density iindex

R晩 商 Cmp 棚 not boon thimod 団 d 鵬 加 o bom oぬ oulated formeowNmmt
Ab{wo 7 0m top d iomotor. Tho lgo of‐tho o1op oo↓【 m in tma studJ w88
between 4・75 to 15.75 yearB.

聖 oli旭 ゑ充 on ・‐ =igeh 賜 (6)

M■;□皿ロo曜 山一11 1it ・ ュnd. × IJr1d dw'181t,ou こn “ o

mi ′ho

2 3 4 5

AGE IN YEARS
6 7 8 9

出典

(6) sutter, R. The oonBtruot ・on of a trea tal十:iff table and ayield table

l981 forGmeli 旭 aゐ orea in theomo 飢 d oluMa Foreat ReB61veg ・ 皿 mp だ Ao/

Nigenaptoject wo水 lrwDoc 皿 ant No.10, 約 :NIR/77/008,

ダ イ ジ ェ ス ト デ ー タ : P a 11d r e y , O C r ow t h a n d y1e l d o f p l a n t l1tlon specles

the t rop i cs ,FAO I983 所 収

l n
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掛種 {▽鰍縦隊燐A歳クマツヅラ料 )
鋳ギ“閥 飲め婿綿 {申ダチョウ等ク, メリナ )

鰯 }多園鮮 [マレー ァ {マラヤ ) 、し※うレオネ]

Fa1 α11ly Verbenaceae

Vernacular names Gu ・nhar,Sewan(Hmd.),Gomar ・ (Assam),

Sh ・van (Mar.),Sh ・vani(Kan.),Gumad ・ (Tam11),

Yeman ・ (Burma).

G1rーe1lna or Ye ーαーaneN
‐
aIT1e used ln ExotlcP1antatlons

データ採取地の立地環境

Malaysla

SierraLeone

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

LI Gro ＼＼′th and Y1eld

IMalaya has produced growth data,Freeza ・1lah and sandrasegaran,

(1966), and a yュe1d tab1e Sandrasegaran,(19661.These glve tota1vo1ume lnc1ud-

lng branchwood ・n the 7 ‐ 1 l year old plots ln the B1ntang H1ian Forest Reserve.

These plots were establlshed after a long perlod of farnnlng andwere very

lightly th・nned by slerra Leone stalldards,consequently the s・ze of the trees

is less and the bas 宅u area hlgh. The follow.ng data ls extracted frornTable 2

of the f・rst reference.
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4
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1o x lo
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1o x lo

20 x lo
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R
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門
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4′472
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Actual flgures for sannple plots on reasonably good s・tes ・n the 120 ▲nch

anl・ual ra ・nfall zone of s. 日 .S1erra Leone are quoted by Fox(196 「‘).
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お
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心
心
細
】
に
如
一
心
C
d
嶋
①
~
"

①
①
"
"
上
如
る
G
H
く
旨

31/3

45/9

45/10

45/11

45/5

45/2

3

6

6

6

7

10

340

140

170

120

50

60

14.0

28.I

21.6

26.0

39.6

40.8

37.4

60.2

44.2

44.4

43.O

55.2

4.66

4.68

3.60

4.33

5.65

4.08

5.93

5.75

4.45

4.95

5.96

4.66

24

44

42

44

46

50

8

7.3

7

7.3

6.6

5.0

出典

Lamb,A.F.A,(1973),Fast growing timber trees of thelo w la nd trop ics

N o . 1 , C o m m o n w e a lt h F o restry lnstitute,Department of Forestry,Univ-

ersity of oxford,
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データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など
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N盟」.aysia Philippine8 lvonyCoallt 旧 匝 rlo MGJaW ユ
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Soil

other broad
chanaoterIB

Data BourCB
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NO.ofplotB

M6a8ureman 七
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眼工(m一 }輪郭

を金言;
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Upper Pe ak
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2醐 圃
B弧 蒔 clay

r0ot hユー1B

of mt.
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T.S.P.

4

≧≧i≦Cigp
まま※%

(4)
F.R.1.
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fertile

cantrol

1OM1amd

T.S.P.

4oo m2

8

6.5 01n o.b.

59二5(4・参

(5)

500 m

2刃 0 脚

T.S.P.

2000 m2

I

“・1(8)リ

(3)
BOI 傾1he

good

Be= 頃L-

daciduou8

fo1N'Bt

T.S.P.

38(刀 m2

I

20 0m

.2る (.5)y

(7)
Ri囚bla

58010

1820 皿

loam

T.S.P.

23.2(,6)

(1)

1300 の

900 脚

good to
Poor

鳩 4(竪

Ro′姫 永 pulpwood fuelwood pulpwood 出血噂
“Leld
oxcluded

t凪皿噂
扉Lald
inoludad

(AI)stand8 for age in year8,

リ 銃 肌 柁 B in bracket8 indicate age 1n year8 ・

5,ー5,4 Under ba 氷 /over bazkvolume 181atlon

RegleBBion equation baBed on meaaurement of164 tーNe β (8)-

R ‐ a + bD 十 CD2 ( ・ U. “ )

whereI R . volt 皿 oundorba 永 /voltme over ba 水
D " dlaoDeter at bコ岬 BSt hai{≠lt in om
a - 0.469322
b ー 0.02271861
0 - - 0.000352614 7

5 ‐15.5 R61at1oh between VoltjuneB meQBurad u4≧ to two dュaumeter 11m1ta

RegroBBion eq関目"on baood on 層aagureme に-コt of164treea(8)3

R ー a 十 bb 十 cD2 (r2 .o.75)
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冒herai

出典

D

b

volume maaBu18d up to 12 0m m 狐 eter/volume maaau 閥 dup to 5 cm
dl 帥 otor

diameter ut br もaBt height in oln
- 0.427486
0.07718335
一 0・oO111 う831

(I)A non
l964

The ail・鴫 cultuN of Cmalir 旧 a雨 o1柁 a. 帥 Dr.For.6( “

Gmyth a nd(2} F闇叫 認扇ぎ途も祭希↓脚 駿 幽 .1966

(3)Menabrugge, 0, 鯵 fabh
l964 For.T1N や .No.98.

(4) M ュtchell .B ・A ・
1963

(5)N 国鳩屯 aB,F.V.et a l. PNI1minaly atu 心 on the g1mwth a n
l97o Gmehn 琶r÷a;需orea Linn ・ in camP 7,Mih}glah ユー1a,cebu ・

艶 per,B u 施 au of Fozaatly,

(7)鵬 y無恥鴬都鰍。守川 ・
1974

ダ イイ ン エ ス ト デ ー タ

the troP1cs .F A O

: Pandrey ,

19 8 3 所 収

Cmwth a nd y 1eld Btu 鵡 eB of Y6me・ne (麹 elina

L8 fabr4oation dea al1uL・netteB en C6te ÷d voire. Bo ユs

POBBib ・litlea for foreBt plantationa. Nu9laya」n ForeE1ter.

Pr も1iQIュna土ly atu Ly on the groHth emd deVe1OP1116ー・コt of
occaaionaI

PhilippineB ・

savahnA ForeBt 〆ty ReB6ar 。h station,Nigeria.

G r o ・t h a n d y i e l d o fp l a n t a t l o n s p e c l e s l n
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樹糠、鞭織鞘ゑCEAだ(タマッヅラ料;
捧会競雛 愛憎婚姻 (データ }

データ採取地の立地環境

型 (1の
Loca ユーty: 8pread over teak plantation8 1nthe e△も ▼ ・ul▲し【r

A1titude! 0 - 1 000 10

脚 Lnfql- ' 側 ‐ 4 醐 咽 (moBt of the plotB in l m 3 0仰 圃 )

Data Bouroo: pehooam αnt B 4Aー-ple plota

Ru 国bor of plot8:128

stoo 口れ8l mostly 3(PO Btom8 弧 d 閤 11ly 750 0tems ん キat tha in・tlal
planting

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

^g・ claoB リ
＼＼ 小一円Jity

＼＼
(yean)

I 11 エエエ IV

AV,d iam,

in cID

M AI
(my態 )

AV, 心 細 .
ュn cm

蹴 I
(m3んa)

Av,d lam.

1n C皿

M AI
(mi/ー)

AV,d iam.

m Cm (誘え
5
ゆ
け
鉛
あ
犯3
5
節4
5
和5
5
め
和
め

q.1

13.2

18.3

23.I
28.O

32.5
36.8
40.6

44.2
47.5
50.3
53.0
57.4
61.7

11.3

12.3
11.8

11.3
10.6
10.6

lo・5
10.4
10.2
10・0

9.7

8:差
8.1

謡
*;
23.6

;;:3
14.0

ヨ;:g
42.4

宣言:呈
53β

8.8

9.4

9.3

開
7.9
7.6
7.4
7.3
7・1
6.9
6.8

6.4

6.2

6.3

9.4
12.5
14.7
17・0

19.0
20,8

22.8
24.4
26.4
28.2
30.0

33.2
)7・0

6.1

6.4
6.2
6.0

5.6
5・3
5.0
4.8
4.6

4.4

4.3
4.2

4.2

4.2

7.6

9.4
11・0

12.2

13.2

14.2

iまき
17・0
18.0

19.0

21.0

22.9

2.7
2.8
2.8

gメ
2.4
2.3
2.2
2.2

2.I

2. ○

2. ○

2.0

Remarks: 山江 includeB thinnlilg y ield N1d meaaurement apeoiflcation IB up t o 5 cm
d i euoeter 0ver ba]rk. Ay.di 帥 .mea]n8 averagre di 狐 eter at breauBt height ＼1.37 .

リ 印 A,,ty c,686 。8 ar。 baBed on everogp top heightB at 5o yoara.referenoe 呼 鎖 d
ola880e oorreBpond to heightB I ÷÷→ )0.5 ÷36.6 m;11 ÷‐‐一24.4-y).5 mi
lll ÷÷÷ナ18.3-24.4 皿; βnd 1V ÷÷→ 12.2-18.3 In.

T。tぬ Ji 。.d 。f 。加 t,ぬ。影 (ゞ z加 )et 鵡 f免“ ntmt 。ti。n 圃

蝉 Q・C・ ェ Q.C.11 Q・C・エコロ Q.C.W

め
簡
閲

417.4
465.4
501・0

241.8
283.4
323.0

93.0
ljl・5
174.2
寡:2
46.9

"3tom ti匝bor お m鮎 削 “ d voー鵬 。 above 豹 伽 dl 帥 otorundorbo ごま .
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Tooton ・ ‘rもndle ‐ Trop loo l ^・or lo・ ( 2)

S1tc ol le ooll o‐lrYoll

SITE CLASS

　
　　　　　　　

′′′′′′-亙

′′〆〆一皿

　　　　　　　

Tooton ・ 6r・ndlo ‐ lndl ・ ( 10)

s 1to q1I■11ーy01 ■1111ourVOB

SITE CLASS

出典

(2) Koo 帥 , R,M, Doe8 teak h ave a f utu 閥 in tloplcaI Amelloa? U旭 aylva ・
1979 Vol.31 貿○.126

(10)1957 ¥1o.d ●md ・toE】nd t・b1o ・ for p1antat.oh t-鴎k ばーoton△ g塾こndュ.L1rIn.f.)
ln 鵡 団 FoーNot Roooiki ・ VO1,9,Ho,4,

タイジェス トデータ ・Pandrey,D.growth and yleld ofplantation specles

ln the troplcs.FAO I983 所収 .
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棺Q1a打産瞥r徽秀d霜 {チーク才

繊 , } イ ン 影 , , ,

データ採取地の立地環境
Kerala, lndia

3.2.5 Post-es こab1lsh1nen 仁 opera 仁ions 1nteak p1an[a 〔工ons

9 7 . 1 n K e r a 1a,Pos ヒーestab1IshmetIt opera 七Ions comDence in 仁he 4亡h year when 仁he f.rs 〔

仁h 1‐n n Lng .S carr ユed ou 仁 and th.nnlngs repeated 工n[he 8仁h,13 亡h,20 仁h and 44 ヒh years ・

lhe f.rs ヒ ヒwo th 工nn.ngs are systematic(or mechan.ca.)and reducethe crop to 1 250/ha

aヒ ヒhe flrst th 工nning and t0 625/ha at the second. AI1 5ubsequen ヒ ヒhlnnlngs areselect ・Ve

and alm at produc1 ‐ng an even distrlbutiou of 七he crop,the re 仁entlon ofhealthy dom 工nant

trees , the removal of al l dead or suppressed trees and the felling or pollard ・ng of it1fe-

r1or tree spec ・es lnterfering wlth 七he teak. Braoches lnfected by m ・stle[oe(Dendrophtoe

falcata) are removed and burned.Th ・nnlngs are carned out withreference to 仁he AII

1nd1a Y1e1d Tab1es and the genera1 ・ru1e of[hL 川ob ・ ls tha 七 in 仁he ear1y stages of a plan ‐

tat ・on, the spacIng should be about l/3 of the average he ・ght ‐ For compar ・son with

Tr ・nidad, an AnnuaI Programme(a synthes ・s for illustration only)for that country is

lncluded in ℃able 2 showing expenditure heads agaln5t wh1‐ch[heseveral 仁ypes of work

would be charged.

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

9 8 . T h Ln n I‐ng yle ・ds ob 仁alned from pLan にat.on5 1n the KonnI D}vIS1on of Kera.a aてe as

follows.

Y・eld(m3/ha)

Age (years) Potes T1mber To 仁al volume

ム 0 439 一 ○・439

8 2 646 一 2 646

13 4 381 0・005 4 386

20 6 865 0 180 7045

30 7 328 1 591 8919

ムム 7 808 4 610 12418

To〔a1 29 467 6 386 35853

一 224-



TabLe 2

AnnuaI Programme for theYear ...1963

(Tnnldad and Tobago)

Worklng P1an Cen 亡ra.Range ReServe

Working C ・rcle Teak CoIIvers ーon FellingSeries Moun[ Harr ・S

Coupe Compar[- Net Area Prescr ・p[ ・on Ra[e Cost

men ヒ (ha) T & T $

1955 13 25 No wo てk -
.

-

1956 14 25 Nowork 一 一

i957 15 28 Mark ヒh・nn ・ngs '8 .0 0 5 0 4 .0 0

19 58 16 30 Fell th ・tln・ngs22.00 660.00

1959 17 35No w。rk ‐ ー

i960 18 40 weedteak 30 .00 1 200.00

1961 19 40 Weedteak 3 5 .0 0 I AO O .0 0

1962 20 AO Weed 1a[e 1‐nyear ム○ .00 1 60 〇 .00

1963 21 40 F1re- 仁race and burn.

L・ft teak stuUmps andplant

a[ 2.5 m x 2.5 m50.0 0 2 0 0 0 .0 0

19 6 4 2 2 4 5 s u r vey cOmpart 皿en 亡,lo c a t e

n u r s e ry ′clear ‐fell and burn,

fonn seed beds,sow seed and

weed ・nSeptember 3 000.0o

otherwork

i) Fire protect ・on inplantat ・ons 2 000.oo

ii) Purchase and main[enance oftools l ooo.oo

ui) Ma ・n[enance ofbuildings 2 500.0O

Roads

・) Cutlass and mainta ・n inspectlon paths 600.oo

ii) Maintain plantatlon road 2 0 0 0 .o o

iエー) Extend plan 仁atlon road by500 m 4 500.0O

Tota1 22 964.00

出典

FA 0 ( 19 8 5 ) . ln t e n s iv e m u lt ip le‐u s e forest management in the tropics ;

Analisis of case studies from lndia,Africa,LatinAm e r ic a a n d t h e

gC a r ibbean. FAO Forestry Paper 55,
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つインド
{デ ー も ).

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

9 9 . 工n a1‐.D1v ユsl 。n5 I‐n 仁he 6仁Udy area of Kera1 ‐a,W1 ‐亡h one excep 仁ユon, 亡he rot aヒ1‐o n adop-

[ed is 70 years and ・s amned a〔 obta ・n・ng 〔rees 。f over 180 cm gIrth(57.3 cm d・ame[er)

a は hough lヒ ーs on ・y 工n S1te Quallty C1ass l tha ヒ ヒhe max エロDun口 nU皿 ber of 亡rees of ヒhls 51Ze

・s ob ヒalned. Table 3 111ustra[es ttlls poln[.

Table 3

Crop dla 四eヒer(cm)andpercentage 。f trQes

above the explo1 ‐亡able dla 田e亡er 。f 57 .3c;zn

(Kerala)

Source:

Age

S1 七e QUall 仁y

1 11 111 IV

50

60

70

80

55・ム (36} 39.9(2) 26. △ (0) 17.0(O)

60.7(59) “ .0(4) 30.0(0) 19.0(0)

65.3(80) 49.3(8) 33.](0) 20.8(0)

69.0(88) 53.5(25) 36.8(0) 22.9(0)

F.R.1.and CollegeG(1970).

above e x p .o 1‐t a b l e dlaumeter.

Figures in parenthese8represent the ヱ of s仁ems

Based on to 亡a1 vo1ume, 仁he age of maximum Voluuue product1on Var1es froIn 5 to 15 years de-

pending upon 仁he site qual ユty. Taklng s仁em-Wood volume alone,themean annual l‐ncremen ヒ

culm.nates aヒ age 50 years on C1as3 1 Sites and age 75 on clas3 工工 si 仁es ・ When the 70-

year ro 亡at1o1I Was flxed,the demand for large size tlmber yas strong andpoles Were of

llttle value. The S1‐tUat.on has changed and poleS and small tlmberearn Subs 仁an t .a l r e -

v e n u e and one D1v ・sion has already reduced the rotation to 60years and a fu 【ther

reduc[1on ・s poss1ble, The average y・eld from f・nal fell ・ngs ・n the Konn,D.v,s ・on (se

paragraph 98 above for .n 〔enned 坦 亡e yle.ds)averages 88 ・86 mJ/ha of qmber and 4 7 ・7 9 m j

of billetS ・

三至言;;;:量誓言;豊三sfrXごe覇≧徹さn豊三彊喜埜e盗苦言圭三;欝緊詩ヲha

loo. The ヒo亡al yleld obtaLned from thinn 工ngS and f工na ー fell ・ngs i‐n the Konni ‐ D1v i s l。n

a era2e5 172.32 m3/ha on a rnr えr丁nn ^F 7n v。 rq “hl(h olu 。Q つ mQ つn つnn= り1 "^1"m^ ^ ‘ っ ム‘
3;こ:Q “…」ニーニ;; 二 二 ;= ▼ -:: “ r"} ▲ N /- γ -":}"6 二YL 三 “-mf ÷ q uQ ▲ vUW 皿じ } ムーU
′na ・ 工ne[0[a ー yle ーq and 質A 1 s h o yln l n th e A 1 1 1 n d l a Y 1 e 1 d T a b 1 e s f o r S I仁e qualitles 1

仁o 工V are:

sl 仁e QuahtyTotal vQ1uone

610 147

450263

,

11

111

IV

293 -78

141 342

Mf豆 (m3/ha)

8 716

6 432

ム 188

2 019
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… len ヒhe yLelds from the Konni pl≧ul‘at ・ons are Compared w 工th ヒhe AI ー lnd ユaTables they

generally fal l b e l‐O W C ーass ・11 ・ The ・oy y1‐eld ls prI‐田arlly due 仁O a loW Ou ヒーturn of

仁hlnnlngs 5uggestIQg poor stockIQ8 dUrlng 仁he es 仁abl ユshmen[ phase butWhen the y工eld from

final fe.lings aヱone ・s con91 ‐dered che 。ut 一仁urn approaches c1‐ass .1l qual ー仁y.

出典

FA0 (1985). lntensive multiple ‐use forest management in the tropics;

Analisis of case studies from lndia, Africa, Lat inAm e r ic a a n d t h e

C a r i b bean. FAO Forestry Paper 55,
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データ採取地の立地環境
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など
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データ採取地の立地環境 1

台湾
サ ンプルプロット数不明

標準地調査

【 要因項即 如 )1 適用種脱細 繍鯉叩 )

土 性

土 壌 有数 深 度

地 表 植 物

海 抜 高

攻 度

林 地 部 位

方 位

土 壌 含 石 量

土 壌 嘱 潤 度

土 壌 肥 沃 度

砂壌土及枯壌土鴬最適宜'課質土及砂土不適合。

適於較深表土之土壌。

以牧童草煩之植物散生之林地。

適於海抜 200~400 公尺。

在 200 以下林地均可。

除山頂嶺上不適合外'除均可。

適於束或東北向'最不適於西向或南向。

含石量 11へ30% 鴛最適合 ,但要求度不大。

梢乾之林地鴬可'但要求度不大。

要求度不大'中庸者核好。

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

表 28. 壁紐柚木人工林林分収穫表
Table,28 Y1ela table of Teak in Taivvan

林 (盆) 高 毎公雫禦が 輔 毎公頃立木材横(m3)ー,ー1
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当長征
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2 79

定 期
牛馬階

56 37
51 58
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7 6Bi
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18 GO
2つ82
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土亭g="≧!
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8 44~ 8.86
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29 63【-3コ98

9 32
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14 8つ
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24 04

8.89^ー 9,74
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15 84
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31 02
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33 01
33,44
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2ー 53~23,84
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31 92【‐34 97

56 37
107,95
149 60
183、07
210 56

233 69
233 58
271 00
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300,46

51,58-‐ 60 03
100,65-‐113 54
140 25【-156 75
171 93-‐191 59
197.79 ・220 32

219 43{-24イeO
237 91--265 56
254 00--284 00
268 23{-300,46
280 98--315,35

1487
1383
1150
940
793

669
575
505
448
402

11 27
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9 97
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8,42
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7 25
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6 01

5 97-
L0 031
IJ L31
L5 541
17 48

19 06
2138
2t 50
21 46
23 30
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q L6--10 9‐
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2)00 へ23 00
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ー駕8=
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Lイ 2~‐‐ー15 3r)
16 92~18 11
ー9,21へ 2155

21 22~2 ≧68
22 98~24 57
24 55一一25 25
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蓄電三雲重量墨書喜義
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20 60
21 00
21,33

7 03--11 46
10.16--16 46
12 17′-19 5
13 51^-21,03
14,48--22,26

・5 20【一23・ュ6
15 75-‐23 85
16.20【‐24 40
16 56--24 84
16 86【-25 20
・謹撰

2461
20C2
ュ626
]334
1132

9ワL
848
755
679
618

3065~2072
2385÷÷1755
1920~1436
1577--1176
1343~ 997

1158~ 850
1017-‐ 739
910-‐ 655
822-- 587
752へ 532

3 67
6.32
5 08
3,85
2,92

2,24
1,75
1.37
1 09
0,87

18,3
31,6
25,3
19 2
14,6

11,2
8 7,
6 81
5 4!
4,3:

3 67
4,99
5,02
4,73
4,37

d.01
3.69
3 40
3.14
2 92
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出典

Tzu ‐Yu L1n (1972). Studies of silviculture and yield for Teak(Edtima ‐

tion of the productivity woodland and preparation ofyie l d t a b l e s

for Teak) . T echnicaI Bulletion No.102,Dept.of Forestry,C ollage o f

A g r i c u l t u r e , N a t io n a I Chung Hsing University, Taiwan.
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データ採取地の立地環境

節 order to deterlaine the 〆 Leld of te 承 plzu]tation, f幻代 y-

mne sqtは led 8amplb plotB each of o,25rai wel‐e l線 d out in plをmt モー

七ions agEd 9 - 63 years in northern 凹hai1E-End ・ Tota ユ hei ght of

doFbdnant and codorーコにinant tree8 and brea8theight diameter of teak8 in

the plotS ャ′ere zateaSured. be relation8hip of egB and hoight ‐fr0m

the collected data }70日 6et up and A CI1rV柁 was drawn ト Usiqg 七he

height at biiae aモgB 30 y ears,Bite index cc匝 ves uel9 c夏lssiメコ縦 fo15

B1te qualit ・es; 14,17,20,23,and 26 ロメ;)ters.Using the Bite

indioe6 ‐ the plantQtion at age 14,24, 32, aIQd 59 yeQr1B Mere

claBSified accordiqg ねr t。 8ite quality. Then 50 tree8from ea 。h

ag戸十c1ass were samP1ed. At each 5 mHBter8 interVa18from ground

lcvcl to 鵬箆 hantable heiモリコt AI1d Bt b1陀 a13theiモリit,d iameter olld bark

thickile88 of‐sample treea were lneaBui ‐ed.BGSod on the doto, the

陀 lotionsMp of brea8theig 協 蛮鯨 ter md 肺 M 園 tablo wl 岬 舵 18

鱒 驚け聞 od as 駒鑓 BS1on e暇 atio膿 ,

成長 ・収穫に関する表, 図 , 式など

触 Nsmt 陀 ve丸 ed t始 t 鵬篤加 table vol鵬 醗 r t陀 e of

teak in plantation could 隣 estii 狛 ted け the ゞollowingr equations:

8ite index 14: ▽ = α ooolI D2・39734 (r = ○.99)

site index 17: v ‐ o,醐 ,6 〆 ,35235 (r 。 0,99)

site index 20: ▽ = o.ooo,8 D2.33497 (r = o.98)

Bite indGx 23: ▽ = o oo,5 D2.4255 (r;o.99)

site index 26: ▽ に o.ooo2,D2 ・35299 (r=o.98)

瓶 elo

▽ ; 鵬 rcbaptable volu 鵬 (in。er 隣ごと),in cubic

鵬 ters,

D に b陀鵜 theight 砥 如的 鍍 (outer bi辻k),i n

centi 厭きte] 門3・
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The tota1 Vo1u"B of 59 8alnP1e P1ots were thendeterl ねjね ed

げ tl翰 albove regression eqpatio 雄 3. 質 2e zelatioz1shjLp of 〆 ield-,

bosal 鑓 eモー , mm 朕キr of tコ陀 es per unit aiea a lld oi陀 坤 郡 bleasthei 淳“

dialpeter on afgB alld height czul 鞠 ′cAmMwsl 艶 d 鮒 .the ‐fo 鯖郎直 Pg

equation8 :

Y,=-9.7457 十 0.2937 ×, 十 1.1669 X2(RE O.89)

も ヒ 0.1756 十 0.0257 ×, 十 0.1150 ×2(R= o.79)

Y3 = -3.5712 十 0.2044 X, 十 0.9371 ×2(R 口 o.90)

Y4 = 4雅 .76,2
ぢ
1・31帖 (r-o ・89)

て1 = mK3rchabtQble volume(inner bark).in cubio

鵬 お ra 艶 r rai ・

Y2 ・ boaal a土ea, in sqlmar ロー meters Per rai.

Y3 ー averi¥ 簿 breastheigb 七 diam 旧ter' ・in centi-

鵬 ters,

Y4 コ mm 狭…roftN ラes P E…r r…辻 .

XI ; age,in yea コB.

X2 と awr 轡 be尊 t of do皿脚 t md co節唖閲 七

trees,1n metcrs.

T1leBe equationB can be used 付hen agB and height of teak in

plantation aヱe kboyn ・ Yield tables for teakplantation cla8Bified

to 5 site indices for ageB 1o to 60 yearB andvolume tables at

vari 。u8 b eastheight dユameterB and BitG indice 日 a±e pregented.

EB七imate yle.d per rai of teakplantation in n式コrthern

凹badland shows thAt mcrc 脳ロtabLe volu 鵬 8(ipber l堪*)atr otation

agp of 60 yearB are 25・85, 30′16・ 33・90 ▼ 37・40,and 41・48.

Crubio m陀terl 日 for Bite indiceB 14, 17, 20, 23 ・ and 26,

reapectively ・
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陀 b18 9 Yield table for teak in forest pl団 tation lnnorthem 瞳 Qiland,(Bite lndex 26)

』 ')

D且anlater at

brea8theight

(om.)

Ayerag 戸 he1ght
of d omnmt 闘 d

oodornIin△nt ,treeB

(m.)

瓶lmlklr of BEi日al 畦…ro一Cmtable

t飾軸 謬量頭) (コだ.)(Bte闇 /r△i)

130 2・39 lj・03

92 2.92 18.58

75 3.33 22,97

65 3,64 26,19

58 3,94 29・40

53 4,18 32.o4

49 4.37 34・09

47 4・53 35,41

45 4.68 37.61

42 4,87 39,66

40 5.03 41,48

10 15・01 17.0

15 19.44 20.5

20 22,90 23,0 ・

25 25.30 24.5

30 27.86 26,0

35 29.85 27・0

40 31.36 27.5

45 32.63 27・8

50 33.89 28.0

55 35,40 28.5

60 36。67 28.8

耽 om : Table 5,6,7,m 1d 8,

Table lo Yield toble for toBk in foreat pla」1ltation innorthernThoilond,(Bite index 23)

Age

(yr8.)

D吐am旧ter a七 Avorogaheight
brea 臼the 士gh七 of‐do加法neLnt 凸nd

(om.)oodominl 舶 t t誇 ea

mm 鱗 r of

tree11

nm laea(Btemg た a1)
(m.)

段増al

　　
(孟/rai)

陶 roh 臨 table/
volume

(一/rai)

10 13.07 15・0

15 16.52 17・5

20 19.98 20,o

25 22,46 21,5

30 24.94 23・0

35 26.69 23.8

40 28.44 24,5

45 29.71 24,8

50 30.98 25.o

55 32・14 25,2

60 33.26 25.3

155 2.16 10.69

114 2.57 15.08

89 2.99 19,47

76 3.29 22.69

67 3.59 25,90

61 3.81 28.31

56 4・02 30,59

53 4.18 32,41

50 4・34 34,11

48 4.49 35.81

46 4.63 37,40

Frool *Table l,5,6,7,and 心
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Table lI Yield tablo for teak in foreat plantation in northem T hailond,(Bite lndex 20)

耀き白 斑掴施tar Qt Avor 襲撃 height 仙川障r of 鎖 BaI Morohこintoble
breaatheight of dorhAndnt and trO88 8] 0a volume

(耀B・) (o..) oodo「鱈 ttreoB( “t鋼./r i) (.g一 )( 一/r i)

ヤ0 11.12 13.0 192 1;93 8.36

15 14.58 15.5 135 2・34 12,75

20 17,55 17・5 106 2.70 16.55

25 19,78 18・8 9O 2.98 19,5う

30 22.02 20心 78 25 22.4 つ

35 23,77 2O,8 71 う.47 24,81

40 25.04 21.0 66 3.62 26,51

45 26,55 21.5 63 3,80 28,56

50 27.81 21.8 58 ・3,97 30,38

55 29,00 22.0 54 4.12 32,OB

60 30,34 22.3 52 4,28 33,9O

From - Toblo l,5,6,7,ond 8,

馳 bla 12 Yield table for teok in foreBt plcntatlon in no式 horn T hailand,(alto index17)

^g戸
肌 ameter dt Ayeral罪 beight M I耐翰r of 島 BBI Morohzmtable
blaaathai 柳 t of dp皿 panta nd treeB a roa volu‐舶

(曜・) (飾 ) oodo
一
墓
Sttreea(

的澗回 ) (D1ぞ/mi) (一/rM)

10 9.18 11.0 247 1.70 6.30

15 12.14 13.0 171 2.06 9,83

20 15・11 15.〇 129 2・41 13・6ュ

25 17.11 16.0 107 2,66 16.27

30 19・10 17・0 95 2.90 18.9つ

35 20.85 17.8 84 3,12 21,30

40 22.12 18.0 78 3.27 23,01

45 23.63 '8.5 72 3.46 25,06

50 24.89 18.8 67 3,62 26.08

55 26.16 19.0 63 3・77 28,58

60 27.28 19.1 59 3,91 30・16

匝 om i Toblo l,5,6,7,o na 8,
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Table 13 Yield table for teak in forest plmtotlon in northem T hailmd,(Bite indox14)

(跡 s.)

m 岬 ter a七

breastheight

(om.)

Averogpheight

of do 凪 nmt o nd

oodotnLineknt treos

(m.)

脚 鱗 r of
treeB

(StemB/rai)

注)Bal

areo

(me/roi)

Mkarohに出̂ltQb1o

volume

(雨/rai)

lo 7,23 9Jo
　

15 10.20 11.0

20 12.63 12・5

25 14・43 13・3

30 16.18 14,0

35 17・94 14.8

40 19.20 15,0

45 20.32 15.1

50 21・49 15,3

55 22.61 15.4

60 23,78 15.5

1・47 3,69

1,83 7,50

2.13 10,71

2・35 13・12

2.56 15.40

2.78 17.80

2.93 19・51

3・07 21.09

3.22 22・79

3,36 24.38

3・50 25,85

K̂
v

セ
フ

ク
ー

′
0

7
エ

ー
J

▲
4

7
十
▲
1

′
0

一
.

.
′
▲1f
′人V

I
J

I
I

Û

Q
′

じ̂

X̂v

7
十

7
1

,J

ン̂‘

‘1

1
丁

1
1

4
1

励 om 3 Table l,5,6,7, 蟹 1d 8,

O
O

。 o
o
。

O
o o

。。0 裟
。

00妙 。 oB。

0 8000 。
。 O

o o o

o o

1 20 30
Age 毎e鑓E)

Rb1otio 離日hLiP of height and 掌ge of tca」]に ln forogt t11Entgtion

in no穴 hem 脆 il蚊 d,

(From eq口"1on:]o だ(』 "bt) ーー・11924 十〇ぬ 0う25 )
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轡 6e 鮒 )4 50

PIムー-ur℃ 2 S1to 1ndo 丈 olurヤー for ted 七 ploじれt8 七1on 1n northorn Tha114ha.

alto indox 26

// -;

‘--- ー-- 一読o
40 50

職 烈m・-- 3 Bhも&1 女roa por rai f‐or plantation to きk in northern

伽 1lmd,
8ito inde ズ 26

A
ー

　
　

　　

--刊離 N 4 恥粗蹴 閲 r Ni for pl嘘 Rtion te承 in no“加 m 仰 ilmd,
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0
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7
十

2

2

2

1
1
1

s1七eindex 26
紛

30

箕

悌

o も 3b 4U 5i 和
Age(ye 叙 s)

,i質Lire } Average breastheight 茂Lameter for P1anta 七ion teak 土口

nOrt1ler!3 Thailand.
・

　　　 　 　
I

0
Age(years)

Fi一gpre 6 Number of t:ees per rai for plan 七ation teak ijo

northern Thailand.

出典

C h a n p a i s a e IIg , S ( 1 9 7 7 ) Yield of P1antat ・on, the Master theses of sclenceDegree
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一 園ゞ 、 ↑,タ 学 朝 塚 す れ,. ・
‘ ′

データ採取地の立地環境

Tectonagrandis

Mt i bwa,Tanzania

(2) MATERIALS AND ME T H O D S

A I . f le . d d a t a w e r e colrlec ヒed fてOm Mtlbwa teak plantatiOns,

(i)sl t e 工n d e x d a仁a

D u e t○ absence 。f ヒhe permanen ヒ Sample plots all gて0W ヒh and Site i n d e x

d a〔a h a d[o be ob 〔alned from[emporary sample PLots.one samp ーet r e e W a s

s e l e c t e d fr o m e a c h o f 8 0 r a n d omly loca[ed plots.Care was 〔aken[oensur e

t h a〔 e a c h o f t h e 2 7 c o m p a r tm e n t s h a d a t l e a s t o n e s a m ple plot .T h e s a m p l e

t r e e s w e r e m e a s u r e d for height(to neareSt o,05m)andr dbh( ヒonea r e s c

o o lc m ) . T h e y W e r e Ee l l ed and analysed,Grow 【h rLngs were coun ヒed at s[ u m p

h e . ght,at l .3m(breast he.ght)and at 2m ・n〔ervaIS to thc[op,Th e b a s e

d La m e 仁er of 仁he[op sect 上on was recorded .The number ofye a r s t a k e n 仁o

r e a c h a g ・V e n h e lght was determlned by c。mbln 工ng cl‐lmatic da にa,p lan 仁a t i o n

r e c O r d 5 a n d a n n U a t n n g c OUnts Helght(h)Was pLot 仁ed agalnst age(yearS).

Two methods of s ・【e lndex calcuLation Were tes ヒed viz:

(i) Linear tてanSformed equat 10n

BasIc equa ヒ,o n 日d = a x
b

T r a n s fo r m ed to log Hd ニ Log a 十 blog x.

Where Hd ; dominant helght(m)

a,b に regresslon constant and coeffLclen 亡 respec 仁iVe.y

x : Age,y e a r s

s e p a r a ヒe m O d e . S W e r e m a d e for each compartmen ヒ bu ヒ ヒes 亡sc o n f i rm e d t h a t

th e r e w a s n o slgn.hcan ヒ ddference(P;0.01)be 亡Ween the separa とem o d e l s

a n d c o m b i n e d m o d e I Fo r t h e w h o le fores[; as far as 〔he slopeS of thec u r v e S

W e r e c o n c e r n e d , J工gn ・ficant d1‐王ferences were nO 仁ed of the regression conSt-

an[s,The combined model was adop 〔ed,
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The same data were subjecLcd[O L1、c Dcvidt ・on n・etl、o d o [ s l t c l n d c x

curve mode11lng (Tvel に -969) tn ヒhls method a11 observations Were con＼′-

erted to glve heigh ヒs aヒ spec.fied flxed age intervals,These Were 4 ,8,

12, 16, 20, 24 years, For parallel observa 仁工ons aVerage height s a n d t h e i r

s t a n d a r d dev ・at ・ons were calculated a[ 〔he beginnlng and att h e end of

each growth per.od( ム years),Curves 〕ere 仁hen drawn pass1 ‐ngt hroUgh

s e l ected helght lndlces, FIgut ‐c ー how も t)a5ic data for site classlf.cation.

Thc two me[11od o f ~ 1 [ c‐ ・n d c x c u r v e n1o d e l l 1n g tJe r e compared .

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

(・i)volume grow [h d a [ a

ム〇〇 r a n d o m 1 y 1 o c ated circu1a て P1o 仁s of sユze o. 〇3 ha wereused, ^ 〔 e a c h

o f ヒh e p lo 〔s , [h r e e t r c e s w e r e s e l e c t e d r a n d o m l y for growth measuremen[s.

Their diameters and heigh 〔s were measured accurately,Anl n c r e m e n t c o r e

w a s e x t racted from each 〔ree a〔 bred~t he ・gh[ andradial grow 〔h (R) f o r

the past 5, lo,2Q years Was measU てed , AIL trhe trees ○n the pl‐0[ Were 叩eas-

ured for dbh and recorded ・n 2 cm diameter classes, lndividualtree volumes

were obtalned f【omthe equatlon

v;b,(D)2 x b,(h)2 + b,(D)2h x (D)(h2)

(^bdelsalaam ー980)

V = volume

D ご diame 仁er aヒ breast he.gh ヒ

h =he ig h t , m

b . - - - - -- ‐b ; regress ・on coefficients.

studles of skewness and kur[osls of diameter fてequency distrlbu t i。n s

w e r e m a d e fo r e a c h compar 〔men[,

Table - l

THINNINGSCHEDULE FOR TEAK

Thinn ・ng 些匙 SPH standi 韮邑 sPHremoved

lst ム 160〇 475

2nd8 1125 250

3rd12 875 250

ムth ・6 625 250

5th20 375 125

C1earfelling 60 250 250
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Fig

A8e(years)

Ba51c da【a for sl【e cーaSs.flcatl 。n

FIg

A8e(years)

Compar ・son bet・Jeell slte lndexcurves cons 【ruc〔ed by
devla 〔lon method andthose constructed by equa 【lon

Dominant

height
(m)

Fig

A咲 {YEAR51

ComPar.S0n betWeen the baslc data atld ヒhe s lte
1ndex curVes cons ヒruc〔ed by 〔he dev1a 七1Onmethod

Domlnan 〔 1^
he・gh〔 ′
(m)

25

20

10

Fig

Age(years)

sl【e lndex curves E0て teak a〔 Ht.bya ・Tan2anla
(construc 〔ed by dev工a〔Lon me〔hod)
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出典

Malende, Y.H, and Tem A,B,(1988) Site index curves andvolume growth

o f Teak(Tectona randis L.F.)at Mtibwa, Tanzania.Growth and yie l do f Teak(Tectona grandis L.F.)at Mtibwa, Tanzania.G rowth and

i n t r o p i c al mixed/moist forests(1988). Kuala Lumpur, Malaysia,

-245-



綴犠±擬賊墓粘CEA蚊寿対等ゞ誉料}
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データ採取地の立地環境

..,

2.~ 1 Regenera ヒー。n w"h Teak(Tectona grand ユs)

41. Teak P1antat.ons are fonmed a 亡 a number of ・ocatloqs 1‐n Tr 工nidad and 亡hepreferred

soi1 is a we11-dralned c1ay 1oa 皿 of pH 5.5 仁o 6.2. The areas aregenera11y undu1at1 ‐ng

and ra1nfa11 var.es from 1 500 nun/annwn to 2 500 口皿 /annu 皿 . A ma てked dryseason is

requ ・red for successful grow[h.

47. WOrk 工ng P1ans Were drawn up for reserves in Which teak planta 仁ions were to be formed.

Generally the reserve was dLvided ・Ilto an Exploi[ation working Circle it1wh ・ch [he y.eld

was controlled by glr 仁h llm1‐亡s and a Teak Convers.on Working Circle ユn wh.ch thenatural

forest would be converted to teak dutlng a 60 一year rotati 。Q. slnce thefunds available

for plantlng were not assured several years in advance lt Was prescr ・bed that the Conver ‐

slon Work ュng C 工rcle Would be expanded annually at the expense of the area 。f the Exp.ol ‐

tatlon Work ・ng C1rcle. when plant ・ng vas to take place at tWo ormore centres, the

Work1ng C ーてcle was dlvided into the appropriate nwobe 【 of felling series,the management

unit W エヒh1‐n wh.ch the compartment was ・

48 . To encourage max ・mum exploitat ・on of coD1partIDentsbefore conversion, glrth l・o1・ts

were removed 18 months before plant ・ng. A site for a .fly ・ngl nursery was aLso chosen.

The nursery s1[e was clear ‐felled and burned in the dry season of the yearbefore plant ・ng

( l ha of nursery for ムo ha of plantation to be fo 打med)and nurserybeds two-metres w工de

formed between contour dra ・ns of 25 cm depth. W ・th the couI・ng of 七he rainsthe beds were

sown at a spaclng of 15 cm × 15 cm. Germ ・nation was generally good,the bedswere weeded

after two months and seedllngs th ・nned to one plant per planting spot.(Teak "seed1. are

botan ・cally fru ・ts and contaIn up to four seeds).

49. ln 仁he follow ・ng dry season 仁he rema.nder of the compartmen 仁 Was under ‐brushed and

felled by the taungya farmers then f工re-traced and bUrned by departmentallabour. A 亡 t h e

s t art of the wet Season the nursery plants Were .・fted' "stumped ・l and plan ヒed out at a

spacing of approx ・mately 2 ‘1 x 2 m by open ・ng a hole ・n the so ・I W ・th a sharp ‐polnted bar,

push,ng in the stumps to the level of the .・collar1.then f・nn ・ng the soll around[he stumps.

The taungya farmers whose areas averaged o.4 ha kep[ the teak weeded dur ・ng[he fーてst year,

reaped thelr crops and moved on at the end of the year.

50. CLean ・ng of 仁he 仁eak was carried out once or tw ・ce in the second yearand generally

once in the th ・rd year. Thinnlng commenced ・n[he 5th year and theschedule for many

years Was;

Year 5

Year lo

Year 15

Reduce teak to 1 250/ha

Reduce teak[o 625/ha

Reduce teak[o 310/ha.

Five yearly th.nn.ngs continued until the 30th year,the alm being to folrm anev e n l y

d ・stributed crop wlth adequa 〔e space for crown developmen 仁 だor each 5‐year per ・od.

Beyond ヒhe age of 30 years 〔he frequency of thinn ・ng depended on the v.gour of 仁he crop

and ・ndications suggested Ehat on good quality sltes the stock ・ng at ro[a 仁lon age would

be abou 仁 75 一90 仁rees/ha depend.ng on vigour.

51 . The prescriptions ・n the annual programmes 1ncluded such items as fire protection,

maintenance of amen ・ty str ・ps along roadsides,maintenance of offlces,bulldlngs and

tools, 仁he purchase of materials,the extension of roads,etc. An annualprogranmme(a
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syn ヒhes ・s for illustratlon only) Would appear as m Table l and lnfOrma"OnWould alsG be

1ncluded concerning Expenditure Heads aga ・nst wh ・ch[he several types of workwould be

charged.

52 ・ s a m p 1‐e p lots Were fーrs ヒ ーald ou 仁 in the mid l9201s and neW plotS havebeen regularly

added . Probably the plots have been S・ted 。n areas oE S1 ・gh[ly better thanaverage growth

b u 仁 they prov.de a good indica ヒlon 。f gl‐ow 仁h over 亡he years ・ The records ofthese plots

were used between l966 and l969 to fonm prov ・sional y・eld tableS and the informa[ion below

is derived fr 。IQ this source.

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

5 3 . F L6urti l shows[he helgh ヒーage curves ln[o wh ・ch[he lnves 〔1ga[lon d1vlded the croP

and from[hesc Lt Ls clear[tla 仁 王てom about 仁he 30[h year[he helgh[ growth E1a 仁tens ra 、

p・dly The total volume 。f the crop, ・nclud ・ng[hlnt1 ・ngs ls sh 。vn a[ FIgure 2 and [he

Mean Annual lncrements at FIgure 3. The results shown by FIgures l t。 ]are nowWholly

・nd ・ca 〔・ve oE the crop The more favourable posltlons of sample plo[s hasalready been

ment loned and Ln recent years th ・nn ・ngs have fallen beh ・nd schedule al 〔ho u g h th e s aumple

plots have been [hLnned and measured. Thus,1 仁 appears that the sample plot results over ‐

est1mate the voLumes of the surround ・ng compartmen[s and thLs excess lsprobably .n 仁he

regl 。n of lo--)%.

F18ure l

Teak ・nTrlnldad

Heigh 仁 (m)Helgh ヒ ー A8e

日eーgh 七 C1as5 1
25

He・ghtC1ass ll

一メ
ート

e,ghtC1assI11

多才メタテラ
′
′′′/
′

20

15

10

ーー------ Mean of C1ass

-- ‐---- Range of C1ass

l0 20 30 40 50Years
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FIgure 2

m3/ha Teak in Tnn ・dad

C1ass 工

C1ass ll

C1ass 111

lo lo 30 40 50yea r s

H ^I FIgu 〔e ]

m/1Ia/year
Teak ln Trln ・dad

MeanAnnual lncrement ‐Age

1
3

12

lo

C1ass[

C1ass t1

C1ass 111

10 20 30 40 50years

出典
FA0 (1985). lntensive multiple ‐use forest management in the tropics ;

Analisis of case studies from lndia, Afr ica, Lat inAm e r ic a a n d t h e

C a r ib bean. FAO Forestry Paper 55,
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皿

4

2
0 10 約 綿 仰 斡
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出典

(4) MII1or, A.D. Provle 土oれぬ yieldtab.o for teak 土n?r ゴーi鮎 d, 吸なれJ士dad α
1969 Tob凸go(u 叩 ub11Shod).

ダ イ ゾ エ ス ト デ ー タ : Pandrey , D C r o w t h a n d y l e l d o f P1a n t a tlon gpeC1es ln

t h e t r o p l cs ,FA O . 19 8 3 所 収
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出典
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l977 pl 帥 tatlonB in Bouth ‐Meet Nigeria ・ WorkingPaporm 阻沖な 1OForeBtry

DOVo1OP 国en 七 Projoot.
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1971 on ol s c胆 dor,( 皿 published).
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1116国 o, CBoohoolov1 一口&.
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データ採取地の立地環境

ln Darjeeling Himalayas,there are

Some poor1y stocked andblank areas above

2000 m. These areasare reforested with

P!“"ざ Pd/ “′○, C“Preii"i coi方川′′′○〃",

C"press “s ′“sifo打fcα, 4 わfe; de掴 α, r煎 gq

dumoso etc Except P!〃"spor"/ α the rate of

growth ofother species ls slow But pz〃"s

Por“に gets aぼected by snowwhich is

common in the area. So,Pfceo 卵‘〃“′oぶα

(sikkim spruce)wasintroduced in the area

to study theprospects of the same. Tbis

species usually occurs between 2600 ‐3350 m.

elevation in Lacl1en valley of
‐
sikkim along

With 7 tぷ“gα d“摺餌α,4bfes sPecrob ′/迄す and

乙orf尤 grf扉 rm.The specieshas tall trees

which ale well over 60 m in height,

The triaーwas undertaken in 2500 m,

altitude in Pankhasan-3 compartment of

Kalimpong SpeciaI Division during l979.

Seeds ofsikkim sprucewere procured

from tbe Chief C 。nservat 。r of Forests,

S1kkim du・ing l977,

Nursery technique

seeds were sown in thcnursery at

Lava (altitude20C0m)duriugApril,Seeds

were dressed before sowing by B1itox

powderfor elimination of pregermination

blight.

Seedbeds were madewith course

sieved sand,free from calcari 。us materia ー

and fun1・gated wーth 4〇%formallne. ln the

seed bed, seヒdllngs were lrrigated by knap.

sack sprayer,

The seedllngs we 「e prlcked out by

l1olding the needles only,after tbe 6rst few

needles bad come out. TI1eseedlings were

then transplan 〔ed in 22 cm. × 7,5 cm.

polythene tube andretained for about

2者 years,when the seedl・ngsattained a

belght of25 to 30 cm.

Site characteristics of triaーarea

The trial area is baving 2500 m,

altitude with mean mimmumtemperature

of 2oC and mean maximUmtemperatL1rc

of 15oC, Rainfall is 3500 mm ,frost heavy

with frequent snow-fai ーduring win〔er, The

soil issandy loam

observatio11S

pits of30 cma were dug at 21n × 2m

spacingand seedlings of the same age and

almost of aame s・ze of
‐
s′たね m sPr“re,

C 叫“劃跳ぶ, "? 朋′ocた,S"ver 万「andP ず"口J

Pα『"′"were P1anted in the tnal pl。t.
‐
1
‐
he

regular maintenanceoperations like

weeding,mulchlng werecarried out and

survival of seedlings wererecorded, TI1e

6nal data oll survival,1 1eight,collar girth

and condition ofthe plantswere collected

during April l986,which ispresented m

the fblーowlngTable.
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Table l

Pe メ or〃mice 可 vqr′o那 spec′“ "′2ioo m. α"‘′"de

-c,es
l
轡
ド ョ

謡 ht1二。"略,rth
ln Cn【1,

Remarks

瀞たね用 sPr"ce 7 90 2.73 27 0Promlslng

嵐em/oc 化 7 92 2,10 22.IPromlsing

s′′ver万′ 7 95 1.26 14.OVery slow

Pm “ぎpq′“′α 7 92 4.20 45.5 Pr 。mIS1ng but
a団ec〔ed by snow

C“press “s coshmirm “o 7 85 2.15 22.I Nothealthy

出典

Research Notes.lndian Fon,113(1987):150 ‐157.
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lteemodelapproach
汀be number ofrequire ぬ samP1eP1ots forgrowth studics could be reduced ifinstead

of crop parameters lーke crop height,crop dlameter,basal a『ea/ba etc.as iod(pendent

variables,thcuscismadcof parameter related to single tree or a group oftrees. This

could salh;ly rcduce the requirement theoretically to onc tenth the number ofplotsdesired

by tradltioWaーmethod if sample plot trcxilarcclassed mto te口 groups forthe purpose of thc

study. IQ practice more plots will bc rcquired to compensate for unavoidable irregular.ty

ofdistributio ロ.stockingctc. The applicatioD of "Tree model approach
“
i口 growth studies

is mLa口ageable now oo accouot of computer facilーty. Growtbstudies for 化αdom WerC

undertakenbythismethod(S1ogh,1981)andaoalysisof 化 w other species like boo“′, 肋可′

etc.areu 口de ・ way.

Generalised 皿odlclapProach

TI1ero are host ofother species which cannot be tackーed by thcabove Ways bCCa鵬 o

of still lesser data. EvcD an approximate est1mate of their growthwould be prescntly

welcomed as laying out samP1e P1otandthentheirsubs 蟹iueot measuremcots wouldtake timC.

To attain this, hclp has to be takeofromce 『taI口 generalised growtb principles′hypothcsis

deducedfrolp glowthtre1ldsof ‐dー任erent sPccーes. 0ne such approach is
"Nilssoo'sProduC

【ioll

schcme',.

Nil・卸 D'sProductio 盛 6cbc凹Do

lt isbascdon the q)nceptthat relative developmeot over tーme was ve-γ similar fb『

dl団ercot species, ifrotationagefbr 肌 axim11m volImncyieldwasuscd asmcasu1e 皿 entuoiti,0,

,f the agc was expre;scd as a pe「ceotage ‐of
‐
the agefor mlaxllローum volum ーe age. lt introduced

lew col1cePts and de 賃nitluns which are as under:

Re′q"re qge : Age cxpressed iD percent ofage βor maximum voIUmle productioo.

々e‘o′′veyie/d: Accumulated yield as perCeot of accumulated total yield at the age of

n・ximumvolume produc ーion.

r!zi""′〃g rmio: Accumulatedthinings aspercent of accumulatedtotal yield at the age of

naximum volume production.

The model origiDally suggested by Chapma ロー Richard was used togeneralise stand

-eve1opments,makiQg uミe ofthe ldea ofexpress.ng the staqd deve1opmentin terms of relatIve

dd ove 「relatlve age. The gcoeralisd functiol1Was as follow も:

Y ニ a(1 一 b-R ′1仰)ぐ

Y=relativc yleld,a=164.16,b=6.3582, c==2.8967 a口d

R=relative agc.

(a, b and c areconstants wh,chw ーugive38%ofrelativey,cldat50%ofrelativeage),

Relative y-eld=164,16(1-63582-(relatlveage ′I飾り 2
・
8967
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The fuoctーol1 yields thefblーowingvalues:

elativeaきc% 1O 2〇 3〇 4〇 5〇 60 70 8〇 9〇 1〇〇

elative yield% 10 5.5 13.8 25.1 38.0 51.5 ".9 77.7 89.4 1側 .0

【eanannual

crement o.127 .315 .496 .649 .771 .862 .926 .967 .991 1,00O

From the abovc Function itemerges that at half the rotation age,the Forests wouーd

ごld 38% of tbe t。ta1 Yolume yieーd obtainableatrotatiOQag ら lrrespectiveofthe5pecies.

,s this steeriog parameterofrelativeyield at the relativc age of 50 which isimportant

growth studies. Actually Nilsson tested his gelleralised fullctio1l fbr yield tablcdataof ‐

′,deodo′,物〃 aodg 〃姻似〆“;hybridandobserveda very close at to tbat ofyield table
「Yes(N 遊 son,1978).

,A.1. ratio(at rotalionage)/lopheight ratio fooctioo

BelbreNII 型慰nn'Rpnnldl 肥 1・nn qn由ゑmAea11[b 帰せ-pPHed{U71d tUp y cld じurYcs 応61f‐両 tl eren

qualities, it is necessary to iIQd out a relatioQ;biPbetween yield caPacity a1ld

,ducーivitysites. From thestudyofyieldtableslbrdi 任erentspccies,it wasobserved that

ーo of M.A.1. at rotatioo age(Ry)overcorresponding sitequality ratio (X) relatlooship

sverysimilarfb 「di匝eた ntspeci 儲 . ltisapowercu 【Yeand the generaltsed M,A.1.fatio/

p height ratio fboction came out as under(DiagrammaticallyshowninFigure l).

Ry= × い78179

;quaーitゴーratio l.0 0.9 0.8 0.7 0.6 0.5 0.4 0.3 0.2 0.l

t・o of 入江.A,1. 1.○ .829 .67之 ・530 ・402 .291 .1ヲ5 .117 .0j7 .017
‐otatiollagOS

Fig.1
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N1aloapproach

T 1hooD.ainapproach fb・yield capacity estimation thus is as fbllows:

1,Values ofcumulativo volume/ha and top height are plotteds eparately against
s鯛皿dage ・

2.Data trend is discerned and curvc fbr maximumcumulative volume (term 綿
hercunder as yicーdcapaci け )aodcorrespondjogtophcightcuiwearcdrawn. nib
toP height curve is assigtied site quality l.0.

3. From yield caPacity curve,therotation agc a口d hd.A.1.are 化,und.

41r÷ Aドfamily ^f qM 困mm 刀ヒhmmrves 化 r jite ‐quailty .8,.6 etc.arc generated. Here

.8 si鳩 qualitycurvcWillbavc80%heightcorTespooding 画面派霞iaaーi辱 1.Ucurve 弧 d
ー

So on.

5. NI.A.1. a1ld rotation 長)r other site qualities are then calculated 昼omgeneralis くぬ
M.A,1./TOP hcight rationIQction.For.8sitequalItyM.A.1.ratioatrotationagC1
(R.8)isobtaincd,which gives

M, ん 1, fbr gitequality.8 コ M.A,1.ofsite quality l,OXR,S

R岨 m 触 tc嗣 ty,8=R 伽 節 n嫡 teq融 ity1.ox “誓 獅 獅 ・

6, Yield ca1pacity valuesfor di僅erentsite qual,t,es are theq calculatedand tabulatcd
もby o脂-1コuB N 通園oA匁 generaliscdp 【oductionschelne.

Estimatesofyield

S1tequality

Age 1
1

一
(y"$、) 1.0 0.8 0.6

÷雫F「雇r[ 弱rr 畜「ーTo臨t・ー港デ・
SPecics 一 月“ogdss “sPe"d 可α

10 5.4 .74 4.3 .41 3,2 .17

20 8.4 1.52 6.7 .85 5.0 .42

30 12.0 2.02 9.6 1,21 7.2 .61

40 14.5 2.26 11.6 1.42 8.7 .75

50 16.2 2.34 12.7 1.53 9.7 .85

60 14.1 1.572

75 一 一 - - 11.7 .941

Data Pertain to natural fbrestsand are derivcdfromBbaratpurDMsion s.P.N o . 1

& 2, Barao Division S,P,No.1& 2,Bundi Div ーsio口 S,P,1& 2′1balawar DiVislolI S,P,No.1

&2,Udaipur Division S P. No. 1,Bundelkhand Division s,P.No.1,3,4 & 5,The Sample

P1ots of BUDde1klland Division are of coppicc ongln and as these P1ots have determined

ぬ e top trend, So the yield cz-pacity reaects groWth in coPP1ce c TOPS,
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1

Site quality

職デt.1-
‐o
盟デ ー デt.o

‐
〒糠 ,,.指 ,.-o.6

為
,.

(m) (m3) (m) (m3) (m) (mo)

Species ーパ"ogeis跳ぶ/餌旅o′′o

16 4.4 .56 3.5 .31 2.6 .13

32 13.4 1.16 10.7 .65 8.0 .32

一HB‐ J8.0ト ÷1:‐53 -14.4 .9乞 10コ1‐ 翼尾‐

64 21.2 1.72 17.0 1.08 12.7 .58

80 24.5 1.78 19.6 1.16 14.7 .64

95 一 一 21.4 1.196 一 一

119 一 一 - - 17.1 .716

・
Data penalp 直o natural 節 rcsts and alc derivcd 「rom KolhanDiv1sioo(Bibar)S.P.

No.6 & 8,Saraoda Division (Bihar) S,P,No.14,15,16and Ramnagar Div,siop(U,P.)S,P,

Vo.40. Asmost of thc plots were laid out after 70ycars of age, hcn‘謁 init1alth1ロDing

/icldsalcuokoovvnalldthcrc 云orctheestimatesareconsc1~ativc.

Sitequality

Agc ,.0 ー o.8 1 o.6
、

(yrs.)

I Topht・・『金iH Topht‐ 1 轄 ~L I(…} (リ ー 綿 ht・ i 憲 二
Spccies ‐一文yd′" α伊 c′〃"

3 5.5 2.16 4.4 1.61 3.3 .78
7 12.5 4.33 10.0 4.16 7.5 1.96
10 16.0 6.49 12.8 5.61 9.6 2.82

14 19.2 8.66 15.4 6.73 11.5 3.57
17 20.5 10.82 16.0 7.12 12.3 3.92
20 一 一 17.6 7.271 一 一

25 一一 -- ---- 14,2 4.350

Data pc窟 ain toplaotatioo crops and arederived from SiwalikDivision s.P. No, 42, 45
& 50 al1d Ha ーdwanI D1vislons.P.No.54.

Site quality

1.0 ー o.8 -o.6
Agc
(yrs)

To精一 糟 ~1・ I T?詰t・ 1 轍 i1・ー ro&rt・ 1 格・1・
SPCCies-- パ′′ユ"豹 "s excdso

2 4.5 2.21 3.6 1.48 2.7 .73

3 7.0 4.54 5.6 2.33 4.2 1.14
5 9.7 6.03 7.8 3.63 5,8 1.89

6 11.0 6.77 8.8 4.05 6.6 2.17
8 12.5 7.00 10.0 4.12 7.5 2,53
10 一 一 10.8 4.704 一 一

12 8.7 2,814

Data pe〔ain to p1antation crop aDd are der.ved from siwalik DiYisioQ SP.NO.54,
Ram 口agar Division s.P. No.70and Ncpallagar s.P.No 3.
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Site quality

Age
(yrs,) 1.0 l o.8 1 0.6

1 M篭辞 十 Tombt・十 盤・!・ J Topht・ 十十 To.bt・十 盤・!・ J Topht・ 十 M欝 1・

Species 一月翻りだ詑qf〃「cgr豹 #α

13 8.8 ー 7.0 .90 5.3.38

26 16.0 一 12.8 188 9.6 .91
39 22.8 一 18.2 2.67 13.7 1.34
52 26.2 21.0 3.ー1 15.7 1.65.
6~ 29.0 5,15 23.2 3.39 17.4 1.86 ▲

77 - 「 24・2 3・461 一
iQ溺 o97 一 一 18.9

Data pertmn ‘o odtu 「al forests and are derived rrom Ramoagar DIvision S.P. No. 38
and 39,Haldwani D1vlsion s,P,No.9,41& 42, These plots were laid when staLnds werC

about 60 ycars of agc alld hel1co initialthーQQiog yieldsarenot includ…〆. 訂bcrel恥roM.A,L
G gures a ro rather consetvativc.

Site quality

,.o ー o.8 1 o.6 一 ÷

To&ht・ 総・1・ i 惚 )bt・1 熊 ~1・ 1 謡 ht・ i は ~1・

S ;cies-- βombo × ce′oo

1 2.5 4.73 2.0 1.84 1.5 .77

3 6.5 9.74 5.2 6.08 3.9 2.99

4 7.4 12.93 5.9 7.77 4、4 3.91

6 10.0 14.50 8.0 9.54 6.0 5.20

7 12.0 15.00 9.6 9‐94 7.2 5.58

8 10.0 10.08
10 -- -- -- 8.1 603

Data Pertaio mostly to P1antatioo crops aod are deriV61a from SiWalik Division S.P.
No.41,Tarai BI1abl1ar D1vision S.P.No.4 & 5,Haldwaoi Division S P,No. 56 and
.Gorakhpur D1vision S.P.No.12.

出典

Singh,S.P.and R,S. Sharma(1982).Provisionalg r o w t h esti m a t e s o f s o m e

s p e c i e s of mixed tropical forests. lnd ・an For., IC3 : 230 ‐236,
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湖種 ;EUPHP郡 IAC鎚だ (ト亨タイダサ剃) 藍赫 o坤e掴鋼 醗好雄卿 fな卵‘21ロアラ}
磯LI砧陽若 {セy ダン料 } 券#層瀬川脂筋郷"甲触れ陰ねオヰパヤ串力徽冊),
鮎湖紙CEAぢミクロリメモドキ料 )都鯖β対内≠" 矧げガ"{ ムシジ),
郡RずACE鰭 (コト誓誓料 ) 和解加野知sザ療帆かPfぉ(カメレレ} ,
轍砂I瓢隊E.(アカネ料 ) 廟赫熔町踊獅楯 #h霧餅夢 ;{ 砦ラ〉パヤン),
緯線尊-態様AE {ムラサキ料) 燐,だ膚 #′{漆好例翰 t賓ナレツデ)

国 }フイジー

表の樹種は以下参照
Cadamba : 月"f“ocep ゐa′"s c力′〃e〃s′s( カ ラ ンパ ヤ ン )

Cordia : Cord′a a′′′odora( カナ レッテ )

Kauvula : E〃dosperm 〃屑屑日Crop 力y′′〃m (カ ウブ ラ )

Deglupta : Euca′yPf"s deg′リPfa( カ メ レ レ )

Maesops ls : 艦aesoPs ′s e"′〃"( ム シ ジ )

Mahogany : Sw′ete 〃′ゑ macropby"a( オ オ バマ ホ ガニー )

データ採取地の立地環境

2 ー A は、 J工CA にょるビチレブ島広葉樹造林地森林調査報告書 (昭和 5 6年

3 月 ) に ょるもので ある。 この調査は Ntkurua 地区 を対象 とし、空 中写 真

( 1 9 7 8年 6 ~ 7月撮影 ) と 0 l ha の長方形標準地 9 2か所の実測 ( 19 8 0

年 9 ~1 0 月 ) に基づ くもので ある。表 3 ー 4 の数値 は、 これ らの資料か ら各種

成長因子ごとに回帰式を求めて修正 した推定値である。ただし、表 3 - 4の脚注

にも述べてあるょぅに太線までが実測値に基づいて修正されたものであるが、太

線以外は回帰式から求めた参考表示である。

2ー Bは J工CA によるビチレブ島広葉樹造林地森林生産力調査報告書 (昭和 57

年 3月 )によるもので、調査結果は表 3 - 5 に示すとおりである。 この調査は

Nukurua 地 区を対象 とし、標本 プロノト o o 5 ha( 幅 2 0m ×長 さ 2 57n )、 また

は o l ha( 幅 2 0 mx 長 さ 5 0 m ) の標準地 14 0か所の実測調査 ( 1 9 8 1年

6 ~ 8月 ) と 2 ー A の資料とに基づくものである。回帰式を求めて実測値の修正

値と将来推定値は 2 - A と同じ手法で、それに関する問題点は 2 - A で述べたと

おりである。

2 ー C は政 府 の Forestry Department, Management DIV ・sion の調 査 に よ る・

もので、その調査結果は表 3 ー 6 に示 す とお りである。 この調査は Nulqlrua 地区

とか なり立地条件の異 なる Galoa,Nubout ・n1,Yarawa 地 区が含 まれているので

参考となるo
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

表 3 ‐ 4 2 A:JICA に ょる造林成績調査 ( 1 9 8 0年 )

{1I Cadamba の造林成績

朴節GI)
本 数
(小)

↑柿fan

(,n)

IP均すrL件

(伽)

IH錦iH方面lf費

(n子)

仝“旅

(可)
MA I

(可)

7

8 2

12 イ

Q7 8

21 4

a8 4

5 8 8

804

I Q47

180 9

168 8

1 88 8

15 7

‐Z 87

1821

8 4‐6 0

56 91

8 5 5 7

12 Q4 8

16 23 5

21112

60 7

86 5

11 3 8

112 6

12 20

2Q29

2 84 6

I

I

I

‐5

2 24

2イ2

2 61

219

297

illイ

3 3 2

3 4 9

8 66

3 88

イQO

8 Q5

ii28

1150

312

a aa

d 13

4 8 4

イ5 4

41Z 4

4 93

5 17

85 5

20 5

5 68

94 8

B29

て2 5

l a ll

550

97 8

26‐Z 0 4

RR Q29

2 67 0

R QOB

注 :大線までは調合資料の回掃式に上る柊」正推定‘-ね、

大槻以外は参考表示

(21 Cardla

林 齢
(年)

大 枚

(ホ)
全樹高
(m)

平均直径

(qn)

胸高断面積

(可)
全材稜
(可)

MA I

(叶)

2

適合なし 24

4 4

60

て6

92

I Q6

121

1 35

ー4 8

31

5 5

‐Z8

ーQ O

I Z I

141

161

181

2QO

Q6 2

L3 5

236

a6 4

5 18

69 8

90 3

I L35

Q27

1 5 9

451

94 3

1670

2 665

3115 7

5 5 7 3

7 53 8

Q27

Q8 0

L5 0

23 6

a8 4

44 4

5 65

697

838

1 3

14

15

16

17

162

1‐Z S

188

2 Q I

21 3

2 26

238

25 0

2 62

214

2 87

2 5 6

2‐Z4

2 91

3 Q9

a 27

3‐14

861

3て8

8 9 5

【a92

167‐1

9 87 6

12 610

98 8

114 6

注 (1}に画し
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13}Kauvula

林 齢
(年)

本 数

{ホ)
全樹高

(m)

平均直径

(伽)

胸高断面積

(ボ)
全材積
( )

MA I

(〆)

4

5

‐6

7

8

9

10

11

2 71

2 6 2

2 57

2 5 8

251

24 9

2 4 7

2 4 6

24 5

24 4

13

23

3 3

イ2

5 1

60

69

17

86

94

102

I Lo

OB

20

34

5 0

G7

85

I Q 5

125

146

167

I SO

Q0 8

Q24

Q50

Q9 0

1 4 6

22 0

31 q

4 26

56 3

124

84 2

15 8 5

229 5

2 98 4

3 65 8

4 a2 1

4 87 4

5 619

6 25 6

6 888

7 514

8 La6

84 2

19 3

14 9

て3 2

‐Z 20

て11

IZ0 2

695

68 9

68 3

67 8

K̂u

d、

‐b

b̂

7T

nXv

9̂

=̂V

I1・

11

・ー

.ー

.1

、▲

11

ẑ

24 4

24 8

2 4 8

2 4 2

24 2

2 4 2

2 4 1

2 41

I L8

126

l aa

141

L 49

15 6

164

111

2 34

2 61

2 86

312

8 88

3 64

891

112 5

1368

1641

194 6

2288

2 6 5 5

8 Q6 2

3 5 05

8て5 3

9 865

9 974

10 5 711

1 I L8 2

11181

12 87 7

1247 0

67 8

669

66 5

66 2

658

65 5

651

649

注 ,(1)に同じ

14}Deglupta

林 齢
(年)

大 枚

(太)
全樹高
(m)

平均直径
(鋼 )

胸高断面積

(可)
全材炊
(叶)

MA I

(ボ)

7

8

9

10

11

12

13

14

15

適合なし

38

5 9

て6

9 6

115

135

1 55

1て4

l a4

214

283

2 5 8

2て3

2 98

8 LB

11

14

16

19

2 2

25

21

8Q

38

S a

3 9

4 2

QOO

QOO

Q I I

Q62

L7 2

83 8

5 49

て9 0

I Q4 8

l aー4

1 5 81

184 5

2 L0 2

2 351

25 9 0

2819

QO O

Q02

Q7 6

4 70

14011

2911

4 90 3

7 248

982 4

12 52 9

15 28 8

18 Q4 6

20 て65

23 色19

25 992

28475

Q

Q

Q

I

2

4

l

9

I Q

ュ2

l a

15

15

16

1IZ

1て

3
8

58

13

92

460

4 91

5 28

55 4

3QB B

824 7

3 4 4 7

368 6

ao a

3 31

3 58

87

0

2

8

1815

184 2

1 860

19‐i o

注 (1)に同じ
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鰯 Maesopsls

林 齢
(年)

本 数

(本)
全樹高
(m)

平均直径

(cm)

胸高断面積

(可)
全材積

(可)
MA

(一

4

適合なし

I Q I

184

I Q7

1 4 6

′189

Q17

Q 6 9

1 5 6

27 9

43 8

63 2 6 4

l o

11

1 2

13

14

15

1 6

17

18

19

2 0

86 3

71

9 Q

112

13 6

16 8

19 8

22 5

2 59

29 6

33 5

3 7‐Z

4 2 2

4 6 9

ĥV

dl

~v

b̂

ĥV

X̂V

7丁

‐Z71

88 8

I Q0 6

I L2 5

124 5

186 5

1491

1608

1てao

1852

197 5

2 Q9 9

2223

2 84 7

注 :(1}に回し

{6}Mahogany

林 鈴
(年)

本 数

(本)

全樹高
(m)

平均直径

(伽 )

胸高断面積
(可)

全材積

(話)
MA I

( )

l o

11

1 2

13

1 4

15

16

17

18

19

2 0

319

26 1

2 ii6

2 22

214

2 0 7

20 3

20 0

19 7

19 4

19 3

192

190

1 8 9

1 88

187

187

186

Q4

1 5

83

5 7

87

124

て2

a l

112

11 4

15 6

180

2 Q4

228

2 5 4

2 80

3 Q7

884

8 6 2

ilgo

419

Q2 6

Q 58

Q91

14 4

211

29 3

89 8

510

64 6

80 2

9 7 8

1175

la 9 5

163 7

1 90 2

2 L9 2

2 5 07

11

423

も5 3

42 2

8 88

84 7

a16

4 4 4 284 7

注 .(1}に同 し
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表 3 ‐ 5 2 ‐ B:J ICA に ょる造林成績調査 ( 1 9 8 2年 )

{1} Cadamba

(3)

林 齢
(年)

全林木
平均樹高
(〆)

上層木
平均樹高
(m)

優勢木
平均樹高
(cm)

平均直径

(叫名a)

胸高断面積

(m ha)

材 積

(諺 a)

MA I

( /ha)

樹冠半径

(m)

.▲

ソ̂ム

触

82

岬

34

一̂J

ûリ

2

6

=̂v

"̂

QO O

Q2 9

=̂V

ソ̂“

0
0

W

Q4 0

L41

R

4

5

6

7

8

9

l o

6 9

I Q 2

131

15 6

1て7

19 6

2 L3

2 2 7

て4

110

141

167

190

2 Q9

2 26

2 41

I Q 5

138

169

198

226

2 5 3

2て8

3 Q4

8

14

18

2 2

2 6

2 9

31

3 3

L81

46 2

8 2 3

122 2

1 63 3

2 Q3 9

2 435

2 815

12

31

61

10 8

15 6

2 2 2

2 9 9

3 8 8

40

1Z 8

122

1て2

2 23

2‐Z 8

3 82

388

215

26 5

ao o

3 2 6

34 6

36 2

87 5

38 5

11

12

13

14

15

1 6

17

18

19

2 0

2 41

2 5 3

2 64

2て4

2 84

2 93

3 Q I

3 Q9

316

323

2 54

2 6 6

21Z 7

2 86

2 9 5

3 Q4

3 L I

3 L9

3 25

3 32

3 28

3 5 2

31Z 5

3 98

4 21

4 4 3

4 65

4 86

5 Q7

528

3 5

3 6

38

3 9

4 0

4 1

4 2

4 3

4 4

4 4

312 9

3 5 2 5

3 85 5

4 L6 9

4 4 68

4て 5 8

5 Q25

5 28 5

5 5 3 4

5 て 7 2

394

40 2

40 8

414

419

42 3

42 7

43 1

434

43 7

住 ・1(1)

(2)
全林木平均樹高
上層木平均樹高
優勢木平均樹高

Stmd(AII Trees)Aver 曙 e He・帥 t

UpperTrees Average He1ght

Dom1nantTrees Average He lght

- 樹高の高い順を選び、 ha 当たり 4 0本をとる。

大線内か実測範囲、太線桝は参考表示

平均樹高は常に良好な成長を示し、全林木では 5年生で 1 31m 、 10 年生で 2 2 7 7n、
優勢木では 5年生で 16 9 m、 10 年生で3 Q 4m となる。平均直径でも平均樹高とほぼ
同様の傾向かみられる。胸高断面積は 5年生で急速に増大する。材積は 10 年で 3 8 8耐、
MA Iは 3 8 8 m3と著 しく大きい。樹冠半径もきわめて大きく 5年生で 3m となる。
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{2} Cordla 林 齢

(年)

全 林木
平標高

上 層 木
平均樹高
(m)

優 勢 木
平均闇高
(m)

平均直径

(cm)

胸高断面積

(一ン/ha)

全材橘

( /hB)

MA I

(ボンha

御冠半径

(m )

I

2 28

帖

姐

Q0 5

Q4 0

0

0

0

0

Q38

140

144

87

1 22

149

169

18II

1116

20 5

212

16

} 8

20

111

22 2

871

5 6 2

‐Z 9 2

I Q6 4

137 6

1‐Z 3 0

l o

21

3 3

4 6

42

5 5

66

2 9

‐Z 9

83

158

19 2

218

23 8

254

26 7

27 8

288

2

1‐Z 2

117

183

187

19 2

19 6

199

2Q3

17 β

183

187

191

} 94

197

2 QO

2Q2

2Q4

2Q 6

1

2

2

a

a

a

a

3

3

Ẑ

nzー

Ẑ

Ẑ

nZ

Ẑ

Ẑ

nZ

nzy

26

2‐7

2 8

ao

31

8 2

3 3

34

212 6 ‐I

4

イ

3

I

9

7

80 4

811

817

&2 2

32 7

33 2

aR 6

841

34 4

注 .1 平均樹高 (1)と同し

2 (1)と同じ

3 初期成長か良く5年生項まではCadam鱗に次ぐ成長を示すか、その後の成長は劣る1
うである。

-3) Kauvula 林 鈴

(年)

全林木
平均樹高
(加)

上層木
平均樹高
(加)

優勢木
平均機高
(m)

平均直径

(qn)

胸高断面積

(ばソha)

全村積

(諺へa)

MA I

(一/ha)

樹冠半径

(m)

I

2

Q7

25

Q9

29

24

4 5

11

と̂ Q

QO 9

12

4ー

5 5

6 6

15

83

9 I

97

IQ 3

I Q9

114

69

て8

86

112

99

I Q4

I Q 9

11 4

61

て4

86

9 6

I Q6

11 5

124

182

140

14 7

4

6

8

9

1ー

18

15

17

19

21

4

6

l

11

9

l o

14

18

2 5

3 5

4 8

6 5

8 7

87

23

20

23

26

a l

89

4 8

L

L

L

2

2

2

2

2

2

2

9

2

2

0

6

I

4

1l

t‐‘

1▲

1.

・1.

・ー

1.

h79

7▼

1▲
-b

“̂y

乙̂

2

8

8

8

▲4-

2

1 68

1‐Z 5

181

187

1 93

4

ーLa

184

15 6

181

2 Q8

236

2 67

8 QO

ao

al

32

a3

84

85

86

37

注 ,1 平均樹高は(1)Cadam態 と同じ

2 (1)と同じ

3 成長は遅く全林木平均樹高は 10 年生てCadamba の半分以下である。
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‘4}Deglupta 林 飴

(年)

全林木

苧禦脆
上層木
平均朝高
(m)

伊勢木
平均樹高
(加)

平均直径

(cn)

胸高断

(時/m

面積

L)

全材積

(no命 a)

M^ I

(一/ha)

樹冠半径

(m)

I

2

QO

L2

Q I

13

0

I

0

0

2 3イ

25 0

2 66

2 80

2 94

a

7

10

13

17

2 0

2イ

2 7

ao

3 3

36

3 9

42

・5

I

6

16

a o

4 7

6 5

8 4

l o ll

1 2 2

ー4 0

158

1 7 5

191

2 0 6

17

18

19

20

注 .1 平均開高は(ー)Cadam脳 に回し

2 {1}に同し

a 初期成長はかなり劣るが、その後急速に仲ひてカタノハと同程度の良好な成長を示す。

なお、胸高断面積が 5年生で僅かに L5 2一にナきないのは、高い枯死率と関孫がある。

このことは材f貫か 1 0年生で l o am 、 16 年生で 2 0 6可の僅かなことにも影響して

いる。

{51 M Jahogany 林 飴 全 林 木 上 層 木 秤 勢 木林 飴

(年)

全林木
平均樹高
(M)

上層木
上均桝高
(m)

秤勢木
平均間高
(m)

平均直径

(回 )

胸高断面積

("としノー )

全材填

(‐ソ ha)

M^ I

(H↓/hB

樹冠半径

(m)

I

2

QO

Q7

27

5 6

86

115

140

Q16

QS I

L07

L8 8

27 5

a81

ん9 9

627

164

g0 8

ーQ5 9

ー216

ーa78

ー5 4 5

1‐Z16

1891

20 70

4a

SO

5 0

▲8

17

2Qa

242

平均湖高は(1)Cadam一 と同し

{1}と同じ
初期成長は最も劣り、全林木平均鋼高で a年生時に僅かに 27 mであるが、その後は

順調な成長を示し 10 年生でr12 Q Z m となる・

間冠半径は 5年生では l mにも満たないか着実な成長を炊け 2 0年生ては 4 m を超え
る。・

-266-



表 3 ‐ 6 2 一 C:

{1} Mahogany 固定標準地成長成績

S1te
(個所 )

林

節
年

本

数
(-オン ha)

本
当
材
積
耐

全

材

積
(シ/ha〕

脚

榊

優 勢 木
Predom ー康}nt

Crop

Ht

(物も

Htm

(加)

直径

(‘謂“

Ht

(m)

Htm

(制)

直径

(伽)

N1kwua

11

11

12

12

14

14

15

15

15

16

16

16

17

1?

17

17

198

218

213

168

342

73,I

217

114

173

217

217

119

153

183

14 9

168

Q323

Q298

Q4R5

Q439

Q791

Q388

Q552

Q4 59

Q621

Q371

Q457

Q680

Q599

Q394

Q764

Q770

64

94

92

73

270

284

120

52

107

80

99

80

91

72

113

125

58

85

て7

61

193

2Q3

80

a5

al

50

62

50

54

42

66

て4

19

18

28

21

24

25

25

22

22

21

25

24

22

21

28

25

lo

8

ls

11

l o

ヱ4

11

11

12

13

11

13

9

lo

12

11

35

32

88

37

43

23

48

41

4 5

35

40

47

46

36

47

48

18

17

23

19

20

20

22

20

23

21

22

23

21

20

27

23

9

7

ー2

9

8

9

11

lo

11

11

9

11

8

7

11

9

25

24

30

30

28

20

iil

31

32

26

30

36

33

27

34

39

Tovata/

Kalabu

2
3

然

23

23

183

188

243

287

1000

Q995

Q808

Q665

183

186

196

190

80

al

85

88

32

30

29

29

11

11

11

14

57

59

54

51

29

27

25

25

13

11

lo

11

45

43

39

36

Nadarlvatu

2
3

23

"

257

257

79

Q536

Q682

1883

137

175

148

60

1Z6

34

24

25

27

11

12

13

40

5 0

74

22

23

27

9

13

14

31

33

68

注 .Crop=S1ze ofaverage Tree

Predomlnent = Best 4 trees ln every Q202 ha plot

=2 0stems lx'r ha

資料 . Forestry De 閤 rtment ‐Colo-1 ーSI1va

(J,G,Groome 細 d Assoc ーates N,Z, 〉
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(2) 南部 フィ ノーの マホガニー造林地 (19 6 2~19 6 7年植栽 )

個 所
林 齢
(年)
植栽本数

(≧;/ha)

現在本数 (%)
(本/ha)

平均直径
(伽 )

胸高断面積
(ゅイba)

全材積
(m'“ha)

M A I

(試ソha)

Galoa

10

l o

11

12

1 2

l a

14

1 5

16

318

4 4 R

R 2 2

4 4 0

3 6 7

R 4 2

3 3 7

R1 3

37 7

119(37)

146(33 )

131(4o)

106 (?4 )

80(21)

124 (36)

126 (37 )

88(26 )

103 (27 )

124

14 5

190

2 23

19 0

2 28

2 85

2 67

2 97

23 4

45 4

5 5 6

94 5

63 5

て4 7

113 6

96 3

187 2

84

143 6

2 23 8

2 28

13 7

2 80

4 90

2‐Z 5

4 a5

Q8 4

14 7

20 3

L9

114

215

35

18 3

271

Nabout lnl

12

13

14

15

2 6 3

3 33

2 83

4 3 5

1ー4 (43 )

118(35)

97 (34 )

135 (31)

167

213

2 22

2 2 8

a9 4

‐Z○9

55 7

136 5

141 3

2て0 2

2 33

5 81

11 8

218

1 6 6

35 4

YaraVVa

1 5

16

16

165

165

4 4 4

4 38

416

3 8 9

2 9 6

104 (23 )

103 (23)

109(26)

74 (19)

104 (35)

294

3 QI

3 25

2 て9

2 a5

133 1

14 6 6

1 4 27

I Q0 3

516

4 a3 5

4 85 9

5 382

21Z9 8

2 9 4 6

28 9

27 2

83 6

17 5

L78

Nukul ‐ua

1

1

1

1

2

2

3

3

3

4

1▲

11

1▲

1▲

1▲

11

1▲

1▲

1▲

11

3 21

314

2 4 2

3 27

3 5 0

3 88

3 01

4 61

3 31

414

15b (48)

157 (50)

68(28)

100(30 )

168 (48 )

127 (32 )

135 (44 )

193 (4I )

103 (3 I )

246(59 )

2 2

2 31

2 Q I

2 3

2 25

2 51

2 89

2 5 8

2 46

2 28

‐Z 8 3

821

a5 9

5 5 7

87 9

80 2

90 6

132 8

て6 5

l a8 6

3 5 2 2

3 867

1 26

2 45 7

8 98 2

4 Q4

3 63 6

6 Q 8 5

344 9

6 QI 9

82

35 2

L15

22 3

33 2

83 7

28

46 4

26 5

43

注 ,(1) 林齢は 19 7 8年の測定時のものである。

(2) 測定値は 19 8 0年のサイクロノ間ally 前のもので、現在はサイクロノで約 2 0 % が失わ

れている。ただ 」 Nuふくur阻
′
地区はサイクロノの被害は大きくなかった。

出典 ‐ Managem 肌 t D1vlslon,StJI/A,FIJI .

( J G.Groome and As もoc・ate N.z. より )
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(3) NUKURUA 6広葉樹固定標準地資料 ( 1 9 8 0年 7 月 )

林 齢

(年生)

大 樹

(木/ha)

Predomlnent

優 勢 木
星roP 木 胸 高

断面積

(話ソha)

全附

(一〆ha)

MA I

("こし/ha)

P1ot
′仏

Area

(ha)袷獅 1直ぶ も亭1も平
Anth{ cephalu ch lnensl s

25

2 6

△8

28

al

4 8
4 8

4 8
5 1

5 6

5 6

て○

て○

917

9 17

3 6 6

R 8 5

1,o a 8

1,0 2 5

2 il o

1,0 2 5

1,0 2 5
R R 5

2 3 0

i15 1

2 6 0

3 4 6

18 0

i14 6

18 0

11

11l

1 3

1 2

11

16

14
17
13

2 5

2 2

2 8

2 5

8 2

2 9

1 7

2 3

2 0

9

17

24
2 2

3 5

2 0
R 6

8 2

4 0
8 8

4 6

4 5

8

10

13

1 2

1 1

15

14

1 5

l il

2 il

2 2

2 4

2 5

2 9

2 8

13

15

1 5

1 5

12

17

16

2 3

16
2 5

2 8

2 8

31

3 0

3 5

4 9

5 9

196

188

28

2 4 9

2 80

14 3

4 6
185

15 9

216
141

2 5 4

1て8

2 89

3 33

12 9

12 27

168

1 92

174

110

3 26

2 0 8
17 8

2 5 7

17 0

8 5 8

2 4 4

96

1 28
4 61
4 3 8

5 4

4 QO

i163

2 29

64
召て1

3 Q9

3 67

2 4 3
3 85

2 66

005

011,Q02ha

009 ,Q08ha

010 ,Q08ha

017 ,Q02ha

009

010

011

017

005

008 ,Q15hl

005

008

005 ,Q202h

008

Cord- d dl l ,O dord
ハhU
nhv
nhU

4

8

8 illl量1晶珪B琶轄喜ぼ 1滋養茎
Bndo S Permum macrophyl lum

5 0

5 0

118

1 ー8

1 5 5

刊4 2

2 4 3

3 2 7

2 38

1.3 2 5

1 2

13

2 0

18

1 6

21
21

2 5

1lo

2 3

l o

1 2

18

16

14

16

15

19

21

17

て○

47
113

83
q l o

13 ,Q202

14
l a

14 ,Q202

Eucal yPLus d glupta

6 6

6 6

I Q 8

I Q8

I Q 8

15 8

15 8

1 5 8

3 80

4 7 0
2 0 5

1 3 5

6 0

1 9 0

12 5

6 0

2 5

2 5

3 5

1 8

28

4 9

2 7

4 0

3 2

3 0

4 6
2 5
3 3

5 8

R 6

4 9

2 4

2 2

3 0

1 6

2 6

4 3

24

37

2 2

2 0

8 0

16

2 9

3 8

2 4

4 2

14 7

15 4

14 9

28

40 4
2 24 ,

5 8

871

15 Q I
14‐Z 5

・18 28

2 Q4
4 46

8 7 Q 6

5 Q7

1432

2 27
2 28

16 9

19

41

2 85

a2

9 I

21 ,Q202

22 ,Q202

138 .Q2

139 ,Q2

140 ,Q2

I R8

189

140

Maeso Ps ls em ーn l l

墓呈1葺き言l i川 … まき11罰ぎ曇1書きg1総昆全量基客室
S・"etenla mdcrophyl la Galoa

5 5

5 5

I Q5

I Q5

11 5

11 5

163

16 5

1 5 3

1 5 8

13 8

1 2 8

17 3

16 3

1 3 8

16 8

8

8

8

8

0

8

4

5

.▲

.▲
nア“
.̂
nソ"
ソ̂】

11

9

2 5

2 2

2 9

2 7
4 0

4 6

6

6

1 7

17

17

1 7

2 2

21

7

6
18

18

2 0

1 9

3 0
31

Q8

Q6

88
82

5 6

4 8
I Q4

127

20
69

2 Q7
1 て4

312

2 66

615

7 5 3

Q4

13

20

17
27
23

88
4 6

3

4

8

4
l

2
2

l

Q15ha

Q202ha
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3 ー I Nukurua 地域 の造林地 と調査地

ヌクレア地区はビチレブ島東南部に位置する。政府は現住民の土地を リースし

て 19 61 年以降天然林を切 り開き当初は東側の K1nぜs Road に接する部分か ら

西北方に向けて表 3 - 7 に示す とおり造林を進めている。

表 3 ー 7 ヌクルァ地域の造林概況

番号 造林期間 (年) 面 積 (ha) 備 考

l マホガニーの

列状植栽地

19 61-19 71

19 7 6 ‐ 1980

43 722

4 512

表 3 -1 参照

小 計 48284 "

2 6樹種を主とする

列状植栽地

19 71-19 72

19 74 一 19 8 0

4 87

1.8128

表 3 - 1参照

′」、 計 1,8 65 5

3 造林未済地 4 2 50 JICA( 昭 57 )報告による

小 計 4 2 5 0

合 件 て1049
▲▲

1 9 8 0年 J I C A は、表 3 ー 7 に示す紙 2の 6樹種を主として列状植栽 した

区域を対象として、造林面積の少ないマエソビシスを除 く 5樹種の人工林生産力

を調査 し、その調査結果に基づいて係 3の造林未済地 425ha の適地適木を策定

した o

3 - 2 森林生産力調査概要

① 地形 地区は波状ない し小起伏の地形で、浅いクリークに沿って僅かに開

析斜面が発達 している。

② 標準地調査 標準プロソトの大きさは oo5ha( 幅 2 0 m ×長さ 5 0m) ま

たは 0 l ha( 幅 2 0 mx 長さ 5 0m) の長方形 と し、これにょって列状植栽 の

2 ~ 3 列 が入 るょ ぅに した。 プロソトは 1 4 0個所を設定 し、樹種毎 に林齢、

樹高、胸高直径、櫛冠半径、形質級、枯損原因を調査 した。

③ 立地調査 土壌調査は 2 0 ヵ所以上を調査 し、表 3 - 8 に示すように腐植

ラ トル ソ A 型、 B型、 C 型＼‐D 型 及びグライ土 に区分 した。
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表 3 - 8 ヌクレア地区熱帯雨林地域の土壌分類

高次
分類 低次分類

地 形 と
堆積様式

土地断面の形態的特徴 要 点

A 型

腐植 ラ トソ ル

鈍頂 峰 部

残 積 土

A 層 ・て 5YR 、よく発達 した塊状構

造
B 層 :上部 ‐て 5YR~ 5YR 弱い

塊状構造、埴土
下部 - 2 5YR~l oR 重値

土 非常に堅

狭い峯の残積土で、 B

層上部から赤土癖(25

YR-1OR) が発達 し

てい る。

B 型

退化腐植ラトソル

広い平坦峰部「

残 積 土

A 層 .7 5 YR 弱い塊状構造

B 層 上部 - て 5 YR へ 5YR 、比較

的厚い、ややカベ状、埴

土
下部 - a5 YR 、重埴土

広い峰の残精土で B層

下部に赤色土壌 ( 25

YR - 1O R )が発達

している。

C 型

ラトソル土材料

からできた土壌

中・急斜地形

同 行 土

A 層 ・て 5YR 、弱い塊状構造

B層 :て 5 YR 、風化岩混入、埴質

C 層 .7 5 YR 、風化岩混入、埴質、

カベ状

斜面の同行上で層位の
配列が不規則で、同行

物質を混入する。

D 型

ややグライ土が

かった腐植ラ ト

ノレノ

山脚平坦地

崩 積 性

A層 :て5YR 弱い塊状構造

B層 .? 5YR 重埴土、カベ状

B@ 層 5YR 25YR の斑あり、

重埴土、カベ状

山脚平坦地の崩積土で
下層に弱いクライ斑が

ある。

L

腐植ラ トソルと

関連を持ったク

ライ土

クリーク近 く

の山脚平坦地

崩 積 土

A 層 .て 5YR 弱い塊状構造

B@) 層 :2 5Y 重埴土、クライ斑お

よび鉄斑、カベ状

G 層 . て 5Y 重槌土、鉄条あり、

時々湧水あり

クリーク沿い平坦地の

崩積土で、下部にクラ

ィ層が発達している

局所地形は尾根部、山腹部、谷部に区分した。傾斜区分は平 ( 0~50) 、緩

(6~10 、中 ( 11~2 00) 、急 ( 210 以上 ) の 4 区分 とした。方位は N 、

S 、 E 、 W の 4 区分 とした。

④ 生産力判定基準の作成 造林地はマホガニー以下はすべて幼齢で標本プロ

ソトは 3 ~1 0年生に分布するので位置指数の判定には 5年生時の平均樹高

を採用した。この指数の決定にはFiji 政府が作成した地位別樹高の曲線

( HIght/Age Graph and sIte C1ass lndex) に よった。 例 え ば Cadamba

で、標本 プロソトの林齢 7年 の平均樹高が 1 8 m の場合は、図 3 -1 の地位

別樹高曲轡から地位指数として 5年生時の平均樹高 1 3 2 m としている。な

お平均樹高は林分が幼齢のため全林木の平均樹高にょっている。

かくて立地要因 ( S1te Factor )として、土壌型 と局所地形との間の相関

係数は o 8 と高いので、これをはずして局所的な立地条件に影響する要因と

して次の 4 因子 とカテゴ リーを設定 した。
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要因
wヵ＼乏＼コ ー I 2 3 4

土 壌

傾 斜

方 位

型 A

平

N

型 B

緩

S

型 C

中

E

グライ土

急

W

⑤ 樹種別、カテゴリー組合せ別森林生産力

樹種別、要因別のカテゴリーのスコア変化状況の計笑の結果、次の傾向が

見出された。

土壌型 :森林生産力からみて、 A<B<C<D の順に生産力の高いことが予

想された。 カウブラを除いてその傾向があ り、 と くに成長の早 いカタ ソバ、

デクルブタはその傾向が明らかである。

傾斜 :森林生産力からみて、平坦地 (上 )、平担地 (下 )、緩斜地、中 ・急

斜地の傾向があると予想される。それは、同じ平坦地でも斜面上部では残積

的、斜面下部では崩積的土壌が多く、生産力にも関係することが考えられた

からである。このょうな傾向は各樹種に共通して認められた。

方位 ;各樹種ともS方向の生産力が高い結果を示した。

森林生産力判定基準表は各要因の多変量解析法にょって計算されたスコア

で表 3 ー 9 の とお り示 された。

表 3 - 9 森林生産力判定基準表

要因 カテゴリー /名 Cadamba Deglupta Cordla Kauvula M[ahogany

土

壌

型

A 型 1

B 型 2

C 型 3

D 型 4

‐ 69 5

‐ 37 5

‐ 257

QOO

62 3

‐ 62 3

‐ a5 4

QO O

‐ Q9 4

Q8 2

279

QO O

209

-Q4 5

‐ 32 6

QO O

-L15

- 25 5

- 23 0

QO O

傾

斜

乎 Uヒ) 1

平 (下) 2

緩 3

中 ・急 4

-Q71

Q05

-15 6

QO O

‐ L71

- Q6 5

‐ Q0 6

QO O

Q16

L9 8

‐ 20 0

QO O

‐403

Q0 5

‐ 43 5

QO O

- a 3 0

‐ 27 6

- Q4 0

QO O

方

位

N I

S 2

E 3

W 4

1‐Z11

184 9

14 9 9

1642

1602

1て19

152 4

I Q1 5

‐Z 51

93 5

94 0

1Z4 3

I QO9

I Q7 5

65 8

836

慧80

137 5

11,81

I Q0 2
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この基準表の使い方は生産力を推定 しょうとする場所について、その立地条

件に応 じて各立地要因毎の該当カテゴリーのスコア値を引き出し、これを合計

す ることに ょって平均樹高の推定値 を求める ものである。例 えば Cadamba の

立 地 が 土壌型 1 、 傾 斜 1 、 方 位 1 の カテ ゴ リーの平 均 樹 高 は、 一 69 5-o 71

十 17 11=9 4 5 m と な る o

森林生産力判定基準表の実用にあたって、属地ごとに上記の加算作用を行う

手間 を省 くため、 予じめ全ての組合せにょる櫛種別の推定平均樹高を計算し

て作 成 した のが表 3 ‐ 1 0 で ある。

図 3 ~ I FIJI-S I TE 工NDICES

‐yL^HOGANY

H
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G
H
T

M
E
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R
E
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ー

ANTHOCEPHALUS

.0 1

5 ー0 15 20 5 10 15 20

CORDIA MAESOPS IS

H
E
I
G
H
T

M
E
T
R
E
S

5 ー0 15 20 5 ー0 ー5 m

ENDOS PER 4tm‐I AGEYEARS

30

1

　

　

　

　

10 15 -P

H
E
I
G
H
T

M
E
T
R
E
S

00

AG E1 Y E AR S

SOUECE ‐ FORESTRY DBPARTMBNT,COL0 ‐ 1 ‐S UVA

-273-



宍 3 - l o 樹稀別、 カテゴ リー額合せ別森林′セオ カ計算表

土方傾
壌位斜 CADAM[BA nEGLUPTA CORDIA KAUVULA 態 HOG棚
1 1 1
1 ー2
1 1 3
1 1 4
1 2 1
1 2 2
1 2 3
1 2 4
1 3 1
1 3 2
1 3
1 3 4
1 4 1
1 4 2
1 4 3
1 4 4
2 1 1
2 1 2
2 1 i
2 1 4
2 2 1
2 2 2
2 2 i
2 2 4
2 3 1
2 i 2
2 3 3
2 J 4
2 イー
2 4 ‘
2 4 3
2 4 4
3 1 1
J 1 2
J I J
J 1 fl
3 2 1
i 2 2
3 2 i
i 2 4
J i l
J J 2
J 3 J
3 i 4
3 4 ー
i 4 2
3 4 J
3 4 4
4 1 1
4 1 2
4 1 3
4 1 4
4 2 1
4 2 2
4 2 3
4 2 4
4 3 1
4 i 2
4 3 i
4 3 4
4 4 1
4 4 2
4 4 3
4 4 4

9 4 5771
10 8 3
7 3 3
8 7 6
10 21
11 5 9
8 0 9
9 5 2
8 6 0
9 9 8
6 4 8
7 91
1 01 6
11 5 4
8 0 4
9 4 7
12 6 5
14 0 3
10 5 J
11 9 6
1 3 4 1
1 4 7 9
11 2 9
1 2 7 2
1 ー8 0
1 3 18
9 6 8
1111
1 ,~3 6
14 7 4
11 2 4
1 2 6 7
1 3 8 3
1 5 21
11 71
I J 14
14 5 9
1 5 9 7
1 2 4 7
1 3 9 0
1 2 9 8
14 J 6
10 8 6
12 2 9
1 4 5 4
1 5 9 2
1 2 4 2
I J 8 5
1 6 4 0
17 7 8
ー4 2 8
15 71
1 7 16
1 8 5‐I
1 5 0 4
1 6 4 7
1 5 5 5
16 9 3
1 3 4 i
14 8 6
1711
18 4 9
1 4 9 9
1 6 4 2

8 0 8 771
9 2 5
7 3 0
2 2 1
9 1 4
10 31
8 3 6
3 2 7
9 7 3
10 9 0
8 9 5
3 8 6
9 7 9
10 9 6
9 01
3 9 2
8 0 8
9 2 5
7 3 0
2 2 1
914
l o i l
8 J fi
3 2 7
9 7 i
10 9 0
8 9 5
3 8 6
9 7 9
10 9 6
9 0 1
J 9 2
10 7 7
11 9 4
9 9 9
4 9 0
11 8 3
13 0 0
11 0 5
5 9 6
1 2 4 2
1 3 5 9
11 6 4
6 5 5
1 2 4 8
13 6 5
117 0
6 61
1 イ 31
1 5 4 8
l i 5 J
8 4 4
15 i 7
1 6 5 4
1‐1 5 9
9 5 0
1 5 9 6
1 7 1 3
1 51 8
10 0 9
1 6 0 2
1 7 19
1 5 2 4
101 5

6 7 3 771
8 5 7
8 6 2
fi 6 5
8 5 5
10 3 9
10 4 4
8 4 7
4 5 7
6 4 1
6 4 fi
4 4 9
6 5 7
8 4 1
8 4 6
6 4 9
8 4 9
1 0 3 3
1O J 8
8 4 1
10 3 1
1 2 1 5
1 2 2 0
1 2 2 3
6 J′]

8 1 7
8 2
6 2 5
8 3 3
101 7
10 2 2
8 2 5
10 4 6
1 2 3 0
1 2 3 5
10 3 8
]2 2 8
l d 1 2
14 17
1 2 2 0
8 3 0
10 1 4
101 9
, 8 2 2
10 3 0
1 214
121 9
1 0 2 2
7 h 7
9 5 1
9 5 6
7 5 9
9 4 9
11 3 3
1 l i 8
9 4 1
5 5 1
7 3 5
7 4 0
5 4 3
7 5 1
9 3 5
9 4 0
7 4 3

81 5 771
8 8 1
4 6 4
6 4 2
1 2 2 3
12 8 9
8 7 2
10 5 0
7 8 3
8 4 9
4 3 2
6 10
1 21 8
12 8 4
8 6 7
1 0 4 5
5 6 1
6 2 7
21 0
3 8 8
q 6 9
1 O J 5
6 1 8
7 9 6
5 2 9
5 9 5
1 7 8
3 5 6
9 6 4
10 3 0
6 1 3
7 9 1
2 8 0
3 4 6
0 7 1
1 0 7
6 8 8
7 5 4
3 3 7
51 5
2 4 8
3 14
1 0 3
0 7 5
6 8 3
7 4 9
J i 2
5 1 0
6 0 6
6 7 2
2 5 5
4 J i
10 14
10 8 0
6 6 3
8 4 1
5 7 4
6 4 0
2 2 3
4 01
1 0 0 9
10 7 5
6 5 8
8 3 6

5 3 5アれ
9 3 0
7 3 6
5 5 7
5 8 9
9 8 4
7 9 0
6 11
8 2 5
1 2 2 0
1 0 2 6
8 4 7
8 6 5
1 2 6 0
10 6 ti
8 8 7
3 9 5
7 9 0
5 9 6
4 1 7
4 4 9
8 4 4
G 5 0
4 7 1
6 8 5
ュO 8〇
8 8 0
7 0 7
7 2 5
11 2 0
9 2 6
7 4 7
4 2 0
8 15
6 21
4 4 2
4 7 4
8 6 9
6 7 5
4 9 6
71 0
11 0 5
9 11
7 3 2
7 5 0
11 4 5
9 5 1
7 7 2
0 5 0
10 4 5
8 5 1
6 7 2
7 0 4
10 9 9
9 0 5
7 2 6
9 4 0
I J 3 5
11 4 1
9 6 2
9 8 0
l i 7 5
」1 8 1
10 0 2

出典

南方造林協会 :フィジー国ビチレブ島東南部の林業開発促進に関する調査報告書、南方造
林、No.27 、 (1983)
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機種いロATISCA機 AF( ダティスカ科 )0奮潔刈=〃′穿会耀かゑせ幅膿 むエ U マ ERI織 ), 畔細 ACEAE
{ツトモモ料) 鞘巌日梓縄岱卿国導き解 (カメレレ K概観ERE), 鱒縞RETACEAE
(シタ謬斗斜 } 祷r礎姫寡a森畑鰭 li tブラウンターミナ U F T雛組織細轟,&}

国 :パプアニュー琴畳 ?

データ採取地の立地環境

この地の気温は、年間平均気温 26~28 ℃、降雨量は、 3,800 ~4,5 001J/hi年てあり、

異常気候 (多雨 or 乾季が厳しい) は 5~ 7年間隙にて発生する。

乾季は、 5月 ~10 月、雨季は 11~ 4月であるが、この地区の乾季は、通常年の場

合は、月間最低雨量は、 10OM/M 前後である。 植付けは、雨期に行われるが、

通年植林も多少の潜水を行えば、可能である。 病虫害も殆ど無い。

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

(イ)成長記録
成長記録の測定の為、 1981年よりサンプルプロット(0 5 HA 基準 ) の設定と開始

開始 した。

① 植付年別/ 樹種別サンプルプロット設定状況

＼＼＼、樹種
＼＼＼＼
植付年

KAMERERE ERI▲{A TER旧 NALIA,B 合 計

1 9 6 8

1 9 7 8

1 9 7 6

1 9 7 7

1 9 7 8

1 9 8 2

1 9 8 3

1 9 8 4

(1) 伐採済
1

4

2

3

1 0

3

n′
ム

ー
↓

1
1

3

(1)

1

4

2

3

1 2

4

4

合計 2 3(1) 4 3 3 0(1)
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② カメレレの成長曲線及び残存本数/H^ は次の様になる。
SBLC-(1989)

GLOWTH F1GURE OFREFORESTED KAMARERE
(植 林 カ メ レ レの 成 長 状 況 )

SP^CING(植栽間隙)
　　　

▲
▲
▲

▲ ー ノ
//

×
X X

X

× ▲
× ノ
/
＼

/
≠傷-‘

r
‐

o
′′

く .e- 。

う
′
×,

」 × ×

【
′ウN′
′
4

〆
ゾ

▲
▲
▲

〈 × ×
×
×

o~/

d/
・′

× 4 × 4EXISTED PIEC薦
3×3 残存本数)
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上位木 100本/H^ と下位木及び平均値対比

(19 8 8年調)

プロ7ト

No

樹

種

樹

齢

上位100本 下 位 木 平 均

平

均

径

平
均

高

単
材
積

蓄

積

量

平

均

径

平
均
高

単
材
積

蓄

積

量

平
均
径

平
均
高

単
材
積

蓄
積
量

本

数
単位 伽 m m 3 m 3 Cm m m ] m 3 1- m m 3 m 3 本

リ̂ムy
カノレレ

(4x4)

16 47 5 50 0 3三67 346,7
(82%)

28 2 37,6 0,968 75,5

(18%)

39 0 44 6 2 372 422 2

(100%)

178

′
も カメレレ

(3x3)

12 39 7 39 3 2,070 207,{
7
姥2%)

25 2 30 3 0,692 81,6

(28%)

32 2 34,9 1 366 288 6

(loo%)

216

ーLIV カメレレ

(3x3)

12 40,0 39,8 2 117 211,

(100%

7 ‐

)
40 39,8 2 117 211,7

(loo'‘)

loo

20 カメレレ

(4x4)

12 42 2 40 8 2,40 240

(82%

29 5 30,l 0,99 5L !

(28%)

37,8 38 5 1 92 292

(loo';)

152

カノレレ

(4ス4)

12 40 8 41,3 2 33 233

(73%

28,8 34 9 0,95 86,

(27%

35 1 38 3 1,68 343一

(loos‘)

190

ーrhV カメレレ

(4x4)

1ー 40 1 43 2 2 23 223

(69%

27 4 34 9 0,85 104

(31%

33 1 34 6 1,19

(loos6

‐222
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ブo7ト

No,

樹

種

樹

齢

上位100本 下 位 木 平 均

平
均
径

平
均
高

単
材
積

蓄
積
量

平
均
径

平
均
高

単
材
積

蓄
積
量

平
均
径

平
均
高

単
材
積

蓄
積
量

本

数
単位

qn m m 3 m 3 Cm m m 3 m 3 Cm m m 3 m l 本

′ カメレレ

(3x3)

11 35,6 37,5 1,649 164,9

(69%)

36,5 31,6 0,741 72,6

(31%)

31,6 34,6 1,199 237,5

(loo'‘)

198

0̂
V カメレレ

(4xo

30,3 28 0 896 89 6

(45%}

0,367 111,l

(55%)

22 5 25,2 0 498 200 7

(loos‘)

402

22

ターミ

ナリア

(4x4)

ーLII"▼
23 6 22,3 0 445 44 4

(32%)

0,236 95 6

(68%)

19 4 20 0 0 278 140,0

(loo'‘)

504

23

ターミ

ナリ7

(3x3)
も 20,9 22,4 0 345 34,5

(19%)

0,184 146,3

(81%)

16,5 20,5 0,203 180,8

(loo9‘)

892

19 エリマ

(5x5)

34,3 25,5 1 09 109,;

(46%)

2 0,45 126,6

(54%)

26 9 21,6 0,624 235 8

(100%)

378

21 エリマ

(4x4)
も 30,5 24,8 0 83 83,

(41%

3 0,26 118 8

(59%}

22、5 19 3 Q 365 2Q2,0

{loo'≦)

554

26 工リマ

(5x5)

33,7 25,l 1 4 104,

(65%

l

)
0,47 56,]

(35%)

29,0 22,9 0 73 160, 218

出典

森正次 :有用早生樹種の植林促進による熱帯林の再生について、㈱日商岩井植林事業促進
室 (1991)
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樹種 }頬01繍C紬 E {タリ料 )‘鯖婚α齢斜性淳ね鮭"増 (イロコ), 糠 uACEAE( セ》ダン料 )

頗間隙加数対独白球謝珠醇 "ゑ越村雄踏 {# な惑 ), 君.a#g&!e 駿ぷe (テずアマ } , 糊鯖輝

か曜幽翠毎 (7 つ g 方罫束ガ;-), 離婚mACEAe {ア袋ヂ学科 ) r′端撚断可 /ぉ

殻にお“j( マコレ).R=8IA 擬強E( デカ本科 ) 施翠βr鯛 帆蒔け j嘘“ (ビラ烹方 )

国 }ガ【ず

データ採取地の立地環境

48. 垣 仁he study area ユn Ghana cove 【ed by the Grea 【er Kakum WorklngP1an (1963), the

total area of the Selectlon work.ng Circle aDQounts t。 377 k D and this Was d.vlded ln 仁。

fつur felllng ser.es, each series correspond.ng wlth the total area 。f a t.mber harvesting

concess ・onalre. The yield Was regulated under a system ln wh ・Ch trees 0f 皿ore than ..5 m

g・rth (48 cm dbh) would g・ve equal annual yields for the period up t。 the ヒ・me when the

current .nmnature trees attal ‐n exploitable gir 仁hs. voILmoe tables are unava エーable and

basal area,which ・s bel ・eved 〔o bear a d ・rect relat ・onshlp to volume inrespect of trees

over 3 oz g・rth(95 cm dbh)was used. The 仁・me wh ・ch trees take to pas s from l.5 m gir t h

仁o e x p 1o 1 t a b le size has been esti 服 !七ed as follows:

C1ass l a l .5 - 3 m 60years

C1assl b l.5 - 3 m 45 years

C1ass l工 a l.5 - 3 m 50 years

C1ass l工 b l.5 - 2 m 30 years

The explo ・ヒable y・eld was calcula 解 d(the K・nloch and Jack method)by divid ・ng 仁he total

hoppus basal area 。f all trees above l .5 m g・rth by[he time of passage. The calculated

y・eld ・s justlf ・ed by the forecast method of project ・ng 仁he growing stock,lessthe annual

yleld, to the next felling cycle assUUmlng a 75% sur‐vlval rate. The fell ・ngcycle until

l97 1 was 25 years and the area of the annual coupe was obtained by dividing 仁hearea of

the fell1 ‐ng ser.es by the per1‐od Of 仁he cycle. The y.eld was selectedfrom the upper

girth classes downwards un 亡ュー 〔he prescrlbed yield was reached, 皿lnlmUEID g1‐rth llmlts being

enforced.

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

4 9 . A s a n example of how this caICu ・at ・on was app.led .n practlce the y.eld calculatLon

for c1ass 工 species in 〔he Galsle Fel1ing series of the Greater Kakum Work ユngP 1 a n a r e a

W a s as follows:

C1ass Specles

Chlor 。phoraexcelsa

EntandroPhra 卸Ra c y l‐in drlcum

Entandrophragma angolense

Khaya ivorensis

T・eghemella heckeli ・

Nauclea d・derr ・chi ・

C1assl specles

Netproduct ・ve area of F.S. 2 678 ha

Fell ・ngCycle 25 years

AnnuaICoupe l07 ha
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Y・eld Calculat ・ons forC1ass l specles

Girth (m) 0.91-1.52 1.53-2.14 2.15-2.74 2.75-3.35 3.36 ‐3.96 3.97-4.57 4.58 十

No. 。f trees

on l o18 ha

Basal area

(m2)

439 554

147.4

414

195.8

325

240.2

137

145.8

137

198.5

32

60.9

Total basal

area (m2) 988.6

Es 仁ima 亡ed basalarea on 988,6 x 2 678 2

F.S.of approx. 2 678 ha
:

,o,8 m

AnnuaI Yield by Kin ・och and

Jack Wi 亡h 60 divisor(see Paragraph

48above) 988.6 x 2 678

1 018x 60

43 ・34 m2

AppOr 亡1‐onはnen[ Of Y1eld

G1nh (m) 1.53-2.14 2.15 ‐2.74 2.75-3.35 3.36-3.96 3.97 ‐4.57 4.58 十

No. of [rees per

Coupe of l07 ha

Basal area

(m2)

58

15.49

ム4

20.81

34

25.19

14

14.90

14

20.34

3

5.67

Y1eld of 43.34

m2 from 2.43 14.90 20.34 5.67

1.e. a11 亡rees o f olore 亡han 3.36 m glr 亡h p1us 9.6Z of 亡he 2.75-3.35 m C1ass.

出典

FA0(1985).lntensive multiple ‐use forest management int he trop ic s

A n a l is is o f c a s e s t u d ies from lndia, Africa,La t in A m e r ic a a n d

C a r ibbean, FAO Forestry Paper 55,

the
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綴風 ↑館蚕船ぽLIACEAE {ア牙ギ u料 ) 岸伊都嫌 "# 〃脊礎辞掌ぇ穿無婚{オベチ藁, 専ウ, サ バ } {
L郡激増PSAE ミマメ料 } ,P1p 競癖群会敷 r嬢猫ゑ合 ;幅卿煙ミダベマ, ダ海津} .
脚鮎繊維 【ウワ料 l q鯖 " 嫌わ妬嚢朝鮮総蚕【イロコ, 鴇ドゥム }

国 { ガーナ

Tabーe 2.の樹種は以下参照

ODUM :C ヵ′oroP 力ora e×ce′sa (イ ロ コ , オ ドウム )

WAWA : “′P′oc方′ね“ sc′ero×y′o〃 (オ ペ チ エ , ワ ワ , サ ンバ )

DAHOMA: P′Pfade 〃′astr 〃屑 afr′ca〃〃m( ダ ベマ , ダ ホマ )

データ採取地の立地環境

NATIONALFOREST INVENTORIES

Threena 【lonal forest lnventorleshavebecnundert 泌くenmGhanasince ーhe l950s. 丁lhe firsl

ofーーskーnd wasca 」medoutl}etween l952 組Id l970w,thas 翻れpl,ng ーntensーーy of3 ‐5% 町ld

as 迦1「ple sIzeof2plots 汀 259sqkmofproduct-veh ーghforest SInCelh ーsW 鑓;thellrs"1me

and thedynou「mcsoftheforestwasnotwellknown,some 鮎 sumPtlonshadtobemadewhlch

tncluded, the tーmeof α想~sagefromoneg1 「ーhclassloaf1other, ーーmctakenbyiltr( 光 to reach

matur ーty,and thc mortal,ty lossesーn thev[U1ous gーrth cl浬~ses

ln o『dcr to obtain morc Informal,onon lhedynam ーcsof ーhcforestsforrut 皿「em 綱1age-

ment, Permanent SampleP1o ーs(PSPS)weresl 町 ted,nl969,TheLead,ngDes ーrableα D)
concept was used to determ ーne wh}ch trees lo「ecord ーn the samP1e plotA L D was ar、y

CConomlc treeorseedllng whlch was llkely to beofmost value at the next fellーng cycle

1‐7}e second natlonai lnvenlo~ whlch was under the Ponso 「shIP or lhe Food and

A8rーculture0rgan,satIonandtheUn ーtedN 網1onsDeveloPmcntProgramme(FAO ハJnNDP)
hild ilsamples1ze ofJusl over 150oooha wーーhas.Umpllnglntenslty of5%Thlswasbe ーWecn

l980and l983
Tow 町 dstheendofthemostrecentone(1985 ‐1988),theForestlnventoryProJ ば t 1P)

whーch w 鮎 at asampl,ng,nlens,tyof025%andcovcredanare 【ーof546,0oohacons,st ーng of

43 Forest Resc~es,thepsp programme wasrc ‐vitallsed

Thーs tーme, ーhe LD concept was cons1deredlnapprop 「lateforlong ‐termstudlesofforest

Chnnge nhe mmn re;罵on ass,gned were that,fーrstly,trce recru-tment,mortallty aI
J1d

competltlon ciln only b e fully undcrstood when the entlre tlec poPulatlon ls mon ーtored,

ccondly, α)onomlc vajueoflfeesPCC1cslsilob ーelochangeoverbme lnaddlllon,the yeIγ

1ow 『ccoveーγ ofLD ・sme 【mtthatthe,nformat,ontobeobta ーncdwaslIm ーted ltwasu ーerefore

dccーded lo me 餌 ure aD 1rccsgreaterlhan locmd ーDmeteralbreasthelght(dbh)

汀 he Foresbry Depai 中ment‘sP‐S P Programmc hasonemalnmldsever 副 subsld 血γ 0biに -

tlves,namely:

to Providethedata required rormodelling natural 「orests

andhence

pred1ct future yield orsp に lncproducts;est1matetheeffectofslte,anddlstu 「bimce, on

forest comPos ーーーon ar-dproduct,on; 町1d mon ーtorlong ‐termsIte changes

P1otshave 次キen lajdoutlnProPomontothen 」[eaofForestRese~eswlthineachofthemaJor

forest types descrlbed by Hall and swalnc,1981,wlth few modlf ーcatlons to sult locaj

condluons.W1thlneachForestManagementUnlt(50,oooha),loplotshavebeennandomnly

1α)ated within av 町 1ablenumberofstrata Strata ldenー1行edto ‐dateare.

topographica ーlx)s1tlon, hllltop,upperslope,lowerslope,valley 0ttom,swimnp

logglngh ーstory;recent logging,no logg,ng
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Sーx hundred plots(350newand2500 ーd)bel ーevedtobemanageablemthelong ternl and

suff}c1en" ○ prov'de themformat1on 「equ1「edhavebt ×)nestabl1shedThe most slgnlflc【ult

,eccntadd ーーーontothef,eldprocedme,sthemeasurementofasub ‐samplew ーthーntheP1ot for

saplーngs(ueesw ーthdbh ーntherangeof2 ー1化 m) 酬ーswastointroduceregenerallon sulveys

ーn P S P T、mes betweensuccess,veme; 篤 urementshaveken set for5 yeiys,

The F,I P -ーself had among others,ーwornaln objectlves,

(1)stallclnventory

Undel the stallc lnventory estlmates ofthe nalーonal stock ofcommerclal logvolume

wーt無 ntheForestRese ー~esofGhanawerefound 打hーswasdonebymeimsofTemPora ーγ

SampleP1ots α SPS)Theneedforth,swascr,t,calastherehab ー11mtedtーmber ーndust~

Was PutUng ever lnc『easlng Pressure oー、ーhe forcst The resultan 【Concern was Lhaー

dem‘舶 dwasoutstnpp ーngsupply,and

(")dynmllclnventol ‐y

Under thーs the ob」ect-vewastoup 化atctheDeP 網lmcnt ‘ssyslem ofdynamic lnvento~

by means ofpermanen ーSample P1ots SP

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Formulation oflndividuaISpeciesYield Tables

Y,eld tableb fo「3もpeclesbelectedoutot14bpec ーe、Munpled()ntheoldPS P'ba re lI「eもented

lnTable2 Foreach ふpecle ,U1ebtockmg,from U1eTS P 1・M1own by d1al「nete「cl心 e

A1so 山 e m 秋山an 困3e volmme of 桜ach cl犯帖 lh known Average increment ・for each cla・ト

summar ・zedfromPS P aleg1ven T1meo ーPm 縦 gethr()usーleachcl 恐 1・c副culaーed 恐 claい

w1dLh(200mm)dlvldedbymeanlncrement

The growth bhown refers to dle volume that wlll growlntoacla from LI1e cl犯 below

lt・s c副culated 田s U1e volume of ule llrecedlng clm ,umes me averageProPortion ()t

bu『vlvlng tfees,tlnleb uleaveragePercen ーage qla[wlll lnoveuP1nto 山 enext cー犯も

TheAACI もulelncremen ーlntoaclas もtumesule ーotzUPr(XjucL1vefo 『ebtalea as umedln

lhese tablea も13mllll()nha lt瓜トume ふU1a【山ecl 鮎・km′erbound 窺÷ylも田ken 狼 qle felllng

d1組meーer lur】nII

F0rex 棚コnP1e,for0dum,the120cmcl 犯心 }nclude tree~11(k:nlandatX)ve TIle average

growth lntothatcla 1 0022m]/h 掴 yrnmion;U1y Th1 ・I・thevolumedm 【could be felled on

a u＼tfuned ba 為 t()U1aー 1ze lーmーt

Tdblc 2 Y1eldT4 ー・ーcib fo「3 selccーe刈 M 閏 C1eも,0dum, “′awd,D 量lomd

ODUM DI 組neーer Cm

TrecVol ‐ m1

Stock1nsN 伯 a

lncrement -mW ′yr

Tー寵1epa ふq yrq

Growq1 In)AI一 yr

A^C m1/yr

Cm lo-29

m1 038

N 伯 a 036

-mW′yr 3 3ー

q 6048

30÷49
160
117
3 75
53 39
0側 ー

1395

50一59
3 69
013
4 86
4114
0004

505リ

70÷89
669
009
5 93
3114
0008
10503

90-109

10 61
007
5 93
33 70
0014
18()68

ーlo十

15 47
007
5 86
34ー3
0022
286~O

W^WA DI 山ncter Cm

Trec Vol Ini

Stock・ng N/ha

lncrcment 前田可 yr

TuneF ぬ b yr、

GrowLh m}nI 翻 yr

A^C mi/yr

lo-29

030
203
918
2178

10‐29

0 36
275
594
33 66 2228 1794

30÷49
156

ー01
8 54
23 42
0014
18206

30÷49
147
061
898
22 28

50÷69
408
090
674
29 67
0060
77944

DAHOMA DI 血ne〔er Cm

TreeVol m1

StocklnS N/ha

lncrementmm yr

T1nlepass yrs

50÷69
3 36
044
1115

70一89

8 06
076
678
29 49
0104
135779

70÷89
605
031
8 32 5 82 5 82
2404 3439 34 36

90-109

13 GB
0 48
5 50
3636
0131
170558

90-109

9 54
0 18
5 82
3439

110十

2106
036
460
43 48
0135

110 十

13 84
012
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Grow 山 m]nI 可yr oo06 0029 0058 0045 0033

AAC m1/yr 8418 37751 7~569 58904 43278

出典

M1chaeI Yaw Poku-Marboah(19 ダス),National inventrl e s s e r v l n g g lo v a l

m o d e l in g of forest resources : The chanaian experience.T h e F in n i s h

F o r e s t R e s e a r ch lnstitute,Research Papers 444
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その碑 に単独樹緩として労纏で審窟かゆ,澱も砕 1. ツ誉詠ヂ榊溌竪},′,.
,I9櫛種に? い r 、大陸闘 軸踊ーa r離嗣社ん 韓坤鯵婚 船熱 L軸ロ, 榊順 ~糟 団挟燭 asl.

,に発け,下総繊ヰ

デー夕採取地の立地環境

T h e data on l9 spec1es(see the Table)are based on theyi e ld ta b l e s , y le ld

f lg u r e s, a nd estimated yield published / Unpubllshed bypl a n t in g c o u n t r le s . o f

th e l 9 s p e cies, seven belong to the humid tropics,fo u r to t r o p・ca l h lg h la n d s

a n d e i g h t to seml ‐arid areas, Whlle indicating yleld of the specles, a very

modest approach has been adopted,The mean annual increment(m3/ ha / year)

ment ioned lndicates yield only on average si tes without uslngfe r t i l・z e r a n d

ir r l g a t l o n , a n d at the rotation age appropr ・ate for the number ofs te m s p e r

h e c ta r e c o m m o n ly planted,Extreme cases(i.e,yleld on the best and poorest

sites)have beerー excluded. lnformatlon aboutt h e m a jo r c l lm a t ic v a r la b l e s w h e r e

s p e c l e s a r e being ralsed has also been provlded,

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Y1eld‐m〆leI

Cコ1, ー v411-・L'-

Rdb 故粕 Wood ylold No d “u dl間I M‐4n aIMrXIII N一〆

叩 on 棚 中間 酬 n間・ 随1中ーl dげ
帥周一 yo・n} (11 1u} k嶋taro {m} {mm) =M, 航"

Humid bop cs

A卿 a 醍 醐 1嶋 2醐 0剛 1鴻 17仰 46
aU"Cu ′′【o′m′s

/角′b留日 8]0 25÷4の 前K一 200 01 200 2αめ4000 02

ね !cara"a

CaSリaf′“a 7-10 610 1 60K}2500 ひ 1400 7ヌト1 400 34

equ′Sef′わ′′日

Euca αPrus &10 1〇 12 2閃心 3000 〇1000 l凹K}1 500 34

　　　　　　　　　　　　

Gme′ma a化Xフ′ea 510 2〇30 100K}1600 0〔紋αo10OK}25 〔}0 24

バラesban′a 510 2{}25 2 和K}3000 0500 1αoK}2 500 few

grand ′〃ora

SyZyg′Um cumm ′ 2℃ト25 69 段コK}1200 〇500 1 3メ}250o n a

Tropもじal high land

Aqヌc′a meamS ′′ &10 2Q25 1m ひ 1500 1QCK}25( ぬ 510K}1600 34

Eu(製影ZP『Us &12 2〇25 1610K}2500 151コK}3000 9OK}1800 2‐3

9′obu′〃s

Euca 甥prリs 8‐lo 20‐25 1釦K}25鵜 02 100 1αα員̂ 000 02

　　　　　　　

G(ew′′ea 【obひsra l〇 15 1〇 12 引OK}1 200 80K}21〔刀 70K[ト1 200 26

S e'mi‐add areas

Acac′a n′′〆′ca 1520 3‐5 70K:ト1 000 0500 25にト7{50 58

/Acz-c′a rom′′s lo‐12 2241 80K:ト12(P Low land Upto l ooO BIO

′A′bな′a′ebbek l〇 15 57 110(}16(}○ 〇1400 ヌコ01 000 26

銀 d臓物な &lo 46 1冊 1醐 0馴 鄭 1醐 57
′nd′ca
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Cass′a s′amea 7-10 810 160K}2 500 01 000 65K}9ミめ 46

Da′be増′a s′si;oo 1520 58 110K:L1600 01000 75K}2 000 35

Euca脚 Us … 5 58 柵 1加 鴻 2鯛 塀 1醐 46
cama ′du′ens′s

Euca′MP「Us &10 7‐10 1600 01 000 25"}500 57

m′crorhec β

1W,th referenceto the at×)ve spec-es,航e followーng m-n-mum and max-mum ーern〆3raturesp「avall humld Voptq,16 畿5.C,
troplcJa-h-gh .ands L畿2・C,and semt‐ar.d areas,44 の.C ZD「ーed we-ghーm ーonnes」h引yr

出典
Pandey,D,(192. ′) Yie1d mode1 of p1antatlons in thetropics ・ UnaSy1Va

157 月 58,VO1,39.
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粥穏 ;B畑BusACE拡げ ケ科}
B嚢梅bo尊名

躍 }インド

データ採取地の立地環境

Materlal andM e th od s

A n a r e a o f l . 5 h a was cleared ln Aprll,1981 and preparedf or plan t i n g

b a m b o o s a t th e V a n VIgyan Kendra, Chessa. l t is surrounded by ane l e p h a n t p r o o f

t r e n c h t o a v o ld elephant damage, whlch was later modifled bycoverlng wlth

spl i tted bamboos and ultimately replaced by an electrlc power fenlngsyste m , T h e

r hlzomes / offsets of d1fferent bamboos were collected fromvarious places of

ArunachaI Pradesh and elsewhere and were planted in pits of size45 〉〈45 〉〈4 5 c m

a t s pa c in g o f 4 m 〉〈4 m . The detalls of the source of rh・zomes are glven ln Table

l,The bambusetum was started by the first author and most of thec o l le c t lo n w e r e

m a d e b y h lm w h e n h e w a s sllviculturist,ArunachaI Pradesh,

observation s

S t u d ie s o n p h e n o lo gy, growth, culm initiation, natural regeneration, etc,

are being carried out, The followlng observatlons were recorded regularly,1. No,

of new shoots, 2, Girth, 3. Height, 4. F1owering, damage etc,Table 2

p r o v・d e s th e d a ta r e c or d e d a t th is ba m bu s e tum d ur ln g August,1988.

Table l

rN

“詞 平 cies ′ 円蹴 蜘 ecti。n
1R
噺

2 3

βの“玩ぼα mm7d ′“"" α F.R.1,Dehra DunAugust,1982

β ウメcooα RamPL ・ Assam M[ay, 1981

8 わも‘r"mm ‘α F.R.1.'Dehra DunAugust,1982

β.g/""c “α′7,y Kal1・npong,VVestBengaI June, 1983

β ′ongfsp に・{超 m Lekabal ー,AP. ハ4arch,1988

β m" のぼ ~ladhupur,Assam M【ay, 1981

β"′"も{{msp(H ーjo) Yachuli,A.P.June, 1982

β p〆′′dα hdadhupur,Assalm hなay, 1981

βα′“わ・‘Msp se・jusa,A.P ・ May, 1981

β po′ymorp 角α F R1.,Dehra Dun Aug.,1982

βαmわ那α sp・(small) MadhuPur,Assam May, 1981

β.1覆面 (bーg) Madhupur,Assam May, 1981

β vmgdr な Banderdewa,A,P. Aug., ー982

βα朋る堀α sp.(Routa) Routa,A.P.Ma 1984

βdmb"Msp.(Ma ーthang) z1ro,AP ・ June, 1982

βαmb"Msp.(TaP ーi)zlro,A.P. J1U1e, 1982

βの“わ“sq sp ・ Chess A.P. SeP,' 1984

Ce〆 "′osmc′zwm ん " 群のー"m T・ddlng, 】)hit,A.P.May, 1986

C pergrq α′e F.R.1.,Dehra Dun Aug, 1982
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C.pergr αcde (KhelloIIg) Khellong,A P sep, 1984

De “droco′α′“"s brα′7dなば F.R ・1.'Dehra Dun Aug,1988

D, たα“""o れ" Chessa,A.P. M [a y , 19 8 1

D 〃?embrmmce “s F.R.1,,Dehra Du1I Aug.,1982

D "rーぐ粥ぶ F.R.1,Dehra Dun Aug ,1982

D 粛々m7e “sis Kalaktang,A.P. M[ay, 1985

De′7d′。cm のれ-‘s sp. Selar1,A ‐P. Sep,, 1984

(Co〃′d .)

2 3

D 〃7oc/-′oq 〃7α〆 〃の 7d〃 F R T.,Dehra Du1I Aug , 1982

G‘go〃!oc/ー′oq 〃7αcros′"c/= α Khellong,A P. Sep , 1984

Me ′om 〃〃" わαcc炎 rα F.R1,Dchra DulI Au 1~ー88

MF ′o" ′qm ぼ の 〃,〃"c" ル 珊 ; FR1,Dehra Dun Au も 1988

0X 」ノre"" “′/だrααb」.ぶ瀞“に" F.R1,Dehra Du ーI Aug , 1982

0 d偽 oc′/′"′α F R1,Dehra Dun Aug , 1982

0xy!e′mm だ′α sp(Me 山u・g)Chowkl ・atn,A P July, 1983

P/ーン〃○脳αc/りぶ′ゼ"α‘′"′α F R[ DelIra Dun Aug , 1982

Pぶど"doぶαぶαノαβ0“′cα F R1,Dehra Dun Aug , 1982

P 肥 "do""c/ リノz"" 〃o/J′“or〆′z′′“ Banderdewa, A P AprI1, 1986

r,′J′rぶり以αc/z“ o′‘ye“ Chess AP,(orI8 ーnJI1y rroー1I FR1)Ma 1986

βα′“わ“闘 sp(Nal) MadhUPur,Assam May, 1981

βomb 堀口 sp.(Nal) Chessa,AP May, 1982

Bombz ぼα sp(Nangal) MadhuPur,Assam Ma 1981

ーn the ーnヱtーal years of
‐
establーShment ーntenSzve care and regu1ar weedmg Were done

follow1ng routme sーlvlcuーtural prac ーーces

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

TI1b1e 2

Gr の ~.fh dqrq o′'dc"/ 用 Prod"c"o “げ 『/ーe βのめ oosm βα"・b‘‘縄目′′れ,ソロ“し増 yq′'Ke ′7d′口,C/' 郷間

spec.esl業態を1特認中園すセミ霊1ど対 さ
~1ーn, Aver ht.

heーgh【 or or cuーm
cuーm(m) (m)

2 3 4 5 6 7 8 9

βα“ib"Mo ′"“d′′?αceα Aug'82 32 11 205 23 8 15,5 5 1

β 加′cooα May 宝1 34 9 21,5 30 5 17,5 33

β.α‘r‘れ4打た" Aug ,82 30 11 200 246 4,5 14 32

β,g′""ぐご;" 〃s Aug ,82 5 2 3.5 3,5 1.5 2.5NumerOLIS

β′o〃g′spに"超ro M【ar '88Recent int「oduction

β,mrmls May '81 29 6 17,5 26 3 14,5 58
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βq′行わ‘‘Msp.( 日リo) Jun '82 26 10 18.0 205 5 12.75 50

β po〃‘‘′α May '81 28 6 17,0 26 5 4 15,5 40

β伽ぬ‘ぼαsp May '8ー 2ー 4 12 5 21 4 12 5 60

β,クo′。morp/m Aug '82 23 115 17.25 16f i ll 0 80

βαmb“M sp(small)May '81 28 7 1773 25 4 ー4.0 73

β fmdd(bーg) May '81 28 10 ー85 28 6 16.0 66

β v川gqr′,f Aug '82 18 4 110 9 1,5 5 25 6

β伽ぬ‘‘sdsp.(Routa)May '84 21 5 130 14 2 80 59

-do‐ (Mmhang) Ju11 '82 17 7 120 14 5 875 80.

-do‐ (Tdpu) JUII '82 2ー 8 14,5 15 45 975 7o

d ひ Sep '84 18 3 10,5 8 1 4 5 15

Ceメメ。"αメリ,"′“ハに′′ぶmm 期 May '86 1ー 4 7,5 4 15 2 ,75 8

C,pergmcl ′eAug '82 18 9 5 13,75 13 7 100 38

C,pergrdc 〃e(Khellong)Sep '84 20 5 125 11 1,5 625 20

(c伽ば )

1 2 3 4 5 6 7 8 9

D 釧 drocq′4“"居 わro月dmz Aug '88 Recent ・ntroduction

D .力mm ′m“" May ,81 30.5 10 20,75 18,5 7 1275 36

D 一月ご′打わ′"“"cetぼ Aug '82 26 11 180 19 6 125 62

D,"" “‘ば Aug ,82 16 8 12,0 8 3 6 5 68

D. 扇たた"“e打ils M【ay '85 25 10 165 18 6 13,5 18

De 〃d′oco′"〃‘那 sp. Scp '84 14 5 9.5 5 1.5 3.25 6

D′′!oc′′′oq “′"" 〃"“〆" ALIG ,82 85 3 575 6 2 4,0 54

G‘gomo メー′oq′?ー口cmi ′αc/-」'" Sep '84 28 6 17.0 13 3 8.0 16

Mc ′om ““α加 cc灸 ro Aug '88Rcccnt introduclion

財 e/ocq′mm ば cD“夢 ocf 肌 研 那 Aug '88 Reccnt lntroducL ーon

OXy だ ""“殆ど′α"bysぶ‘“′‘α Aug '82 19 5 12,0 18 6 12 0 52

〇 α′Doc・′′"m Aug '82 19 6 125 16 5 105 27

Qty ′"mm/, “" p(Madang) JUI '83 26 6 160 12 3 75 44

′リーメ′o脳qぐ′ーyf rd に"如 rα Aug ,82 14 2 80 8 3 55 434

P舵 {‘〆o節解 如 "m7′cα Aug 翌2 3 1 20 3 05 175Numerous

Pβe“〆o射αcカン"′7・Po′男′m りんfm APr '86 6 3 4,0 4 9 2 3 0 7

丁カン餌餌 rqdzyぶ〆かけ‘ Mfay '86 7 2 45 7 1 4.0 11

βα朋b";"sP(Nal)May '81 144 3 87 20 3 =,5 85

-do‐ (Nal) May '82 11 4 7.5 9 2 5 5,75 64

‐do- (Nanga ー) May ・8ー 29 5 17,0 ー9 25 10.75 34

出典

Beniwal, B,S,and Haridasan(1988).Study of BamboosTh r o ugh

Es tab lishment of Bambusetum in ArunachaI Pradesh. lndian For,114 :
650 ‐655.

-288-



桝様姿邦省浮袋競舶 な昨春 tar峯ロー )
圏 }ツイ草ヒン

データ採取地の立地環境

調査の対象としたG.levis 竹林はミンダナオ島のダバオ市郊外にあり1970年代の初めに造成され

ている。この地域の年間降雨量は表 1に示すとおり年間 2000m m 内外であり, はっきりとした乾期

がなく年間を通じて適当な降雨に恵まれている。周辺にはバナナやパイナップルの果樹園が多く植

物の生育に敵している。他の S.lumanpao竹林はフィリピン大学ロスバニオス分校附属植物園内にあ

り, ほぼ同じ頃に造成されている。この附近の年間降雨量は表 2のように年間約 100omm くらいで

あり比較的少なく,12 月 ~ 4月には乾期となるが , 霧のかかることが多く地下水に恵まれ , 植物の

生育に適 している。

これらの竹林について , 前者は 1982年 10月 , 後者は1983年 5月 , 生態調査の常法にしたがって現

存量や生産力を調べた。すなわち, 調査プロット内の全立竹の胸高直径を測定した後, 直径階別に

9 ~10 本の標本竹を伐倒 して枝 ・幹別に重量を計り,D2H との相対生長法により地上部現存量を推

定 した。

坦
26

(′ヱ}

Z? )
◎ (′Z'

2? ⑦
"?'
α7 ("のiZ

20
m

図 I Q 肥れ‘oc粥oα誇り婚林内の竹株の分布と立竹本数
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

表 3 調査竹林の林分構成
(per ha)

1本数1割合(%)-躍増劃平が 1株数1鴻巣晶

1 年 生 竹

2年生以上の竹

合 計

2597

6693

27 9

72 1

6 2

6 7

15 3

17 3

111

28 7

9290 100 0 6 5 16 7 23339 8

(S物採卵函ご初昭加′郷間力Poo)

1 年 生 竹 10915 28 7 3 7 95 4 7

2年生以上の竹 27102 713 3 4 8 3117

合 計 38017 100 0 3 5 8 6 231216 4

表4 竹林の地上部現存量

G をひzs S ′瞬間 "Pαo P ed"‘-s P D“6e'w A2 R oα蹴る郡 old郷

本 数 1000本/ha 9 3 38 0 8 8 152 9 9

平均胸高直径 cm 6 5 3 5 9 2 44 7 2

平均竹高 m 16,7 8 6 13 3 9 214 1

幹重量 ton/ha l15 8 42 6 87 6 36 6 61 2

技重量 ton/ha 22 2 9 6 12 5 7 2 13 7

業重量 ton/ha 8,8 58 55 44 60

地上部重量 ton/ha 146 8 58 2 105 6 48 2 80 9

物質密度 kg/m3 0 88 0 67 0 80 0 52 0 57

葉の平均長 cm 30 6 21 9 9 1 9 2

葉の平均巾 cm 61 33 12 11

葉の平均面積 cm2 142 9 53 4 7 6 7 6

葉の平均重量 g 0 65 0 31 0 036 0 041

面積/重量 cm/g 219 8 172 3 211 ユ ー85,4

雲程面積指数 ha/ha l9,4 10 0 11 6 8 1
1

出典

鈴木健敬 :タケ類の特性と造林技術、熱帯農林集報、No.65 、94~97.(1989)
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データ採取地の立地環境

調査の対象とした G.levis 竹林はミンダナオ島のダバオ市郊外にあり1970年代の初めに造成され

ている。この地域の年間降雨量は表 1に示すとおり年間 2000m m 内外であり, はっきりとした乾期

がなく年間を通 じて適当な降雨に恵まれている。周辺にはバナナやパイナップルの果樹園が多く植

物の生育 に敵 している。他の S.lumanpao 竹林 はフィ リピン大学 ロスバニオス分校附属植物園内にあ

り, ほぼ同じ頃に造成されている。この附近の年間降雨量は表 2のように年間約 100omm くらいで

あり比較的少なく,12 月 ~ 4月には乾期となるが , 霧のかかることが多く地下水に恵まれ , 植物の

生育に適 している。

これらの竹林について , 前者は 1982年 10月 , 後者は 1983年 5月 , 生態調査の常法にしたがって現

存量や生産力を調べた。すなわち , 調査プロット内の全立竹の胸高直径を測定した後 , 直径階別に

9 ~10 本の標本竹を伐倒して枝 ・幹別に重量を計り,D2H との相対生長法により地上部現存量を推

定 した。

9 m

④◎金
雷電⑦
⑧

⑰◎
◎◎
◎

◎
⑦
◎ ◎

◎⑦

12

m

図 2 Sc超zoskz物コ昭m ′“"肋鯛卿り林内の

竹株の分布と立竹本故
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成長 ・収穫に関する表、図 , 式など

表3 調査竹林の林分構成
(per ha)

」本数1割合(%悩霊園平郡司株数隔議

1 年 生 竹

2年生以上の竹

計

2597

6693

27 9

72 1

6 2

6 7

15 3

17 3

9290 100 0 6 5 16 7 23339 8

(S物 zzos毎物〕昭粥′鯛脚れ卿 o)

1 年 生 竹 10915 28 7 3 7 95 4 7

2年生以上の竹 27102 713 3 4 8 3117

合 計 38017 100 0 3 5 8 6 231216 4

表 4 竹林の地上部現存量

G ‘eりzs S ‘"燭α“Dの P ed"‘!s P D" 彰れ‘" P Oの 72飼偽りdes

本 数 1000本/ha 9 3 38 0 8 8 152 9 9

平均胸高直径 cm 6 5 3 5 9 2 44 7 2

平均竹高 m 16 7 8 6 13 3 9 214 1

幹重量 ton/ha l15 8 42 6 87 6 36 6 61 2

枝重量 ton/ha 22 2 9 6 12 5 7 2 13 7

葉重量 ton/ha 8 8 58 5 5 44 60

地上部重量 ton/ha 146 8 58 2 105 6 48 2 80 9

物質密度 kg/m3 0 88 0 67 0 80 0 52 0 57

葉の平均長 cm 30 6 21 9 9 1 9 2

葉の平均巾 cm 61 33 12 11

葉の平均面積 cm2 142 9 53 4 7 6 7 6

葉の平均重量 g 0 65 0 31 0 036 0 041

面積/重量 cm/g 219 8 172 3 211 1 185 4

葉面積指数 ha/ha l9 4 10 0 116 81

出典

鈴木健敬 :タケ類の特性と造林技術、熱帯農林集報、No.65 、94~97.(1989)
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紬破婚ォ叩 f癖“森{ダイサンヂ券 ), 飽燈偽顧み鯛嚇 {危r#{ ムーリー )

データ採取地の立地環境

ハイaterials and 八4ethods

Twenty- ve ofTくets of βα川卸餌」

v〃′.gqm sch 「dd (Laca ー name : Barーal輔

Bashnl,Ba1zya), βのめ "孤 わ"/coo α Roxb あ

(L n Barobans,Bd 「ua,Barak,Valkd な

βα′''加 川 ′o′忍ぼpだ"′"′α Gamb 庵 exBrand 滋

(1.n Taru, Talla),and βα“-棚 那 加 1獅n

(1.1I M ーta、Mmnga,Mak ーa)were collected

rrom dーnerent locaーmes orBangladesh and ふ

planted ln the ccntra ーBambusetum of BFR1n

ch・ttagong m Mdy,1972Smu ーarly 6fteeぜ

part‐clurl【IPS(agroupof30 ぼ sets jolnted by

rhlzome neck)of 財 e/ocd 〃′m bdcc 皮 rq

Roxb (l n ・ Mu ー1, Pdlya)Were aーso

collected fromthe forestb of ChILtagong

Hーーー Tract and Sylhet durーng May,

1972 and planted Mーnuーtaneously ーn the

Banlbusetum

T1・e plantu ・g S1[e was of sma ーl hlーls

wIthabout 30%slopefacLngeast ‐ The sol ー

on the blope wassandy loam to clay

ーoam,weu draーned,Jc-d ーc wlth pHaround

5 5, overlaymg aloose alluvlal parenL

n・ate「ials The landwas under the

mHL1ence of tropーcaー monsoon cーlmate

havlng mean annual alrtemperature

lo‐35oC,so ーl tempe 「atu「e 20-230C and total

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Tilblc

月…“‘"′ノ肌 g伽 朔 (FG) 〆"′′-β“"′‘/"α′ひ"" “‘/潔α‘/"α′

C1ump
age

(year)

annual ralnfal ー 2500 mm ‐3000 mm Raln ‐

ratー ls hlgh during thelast part of May to

August and dry n・onths a「e fromoctober

to M[arch

Studles were carncd out on 20

clumPs in each or "1efour Bomb ‘ノsd

species whereas lo cーumps weretaken for

煽 らαcc虎 m Fulー g-own (FG) culms

Produced ln aーl the cーumP of thebe 行ve

bamboo specーes were marked evc「y ycar by

di甘erent coloured paーnーs ror 「ecogn ーz-ng

the ageofboth culm(year of emergence)

aーld clu m p. ~【ed ur じrllentS on Lhe numb ごr

o「 FG culms producedper clump cuーm

dーameter at breast hdght(DBH)and the-r

length,and anl.ua ー increase of the gーrth

or each clump were tned~u1ed one year

aner(1973)the pーantatton Data were

recorded every year at the end of the

growth perlod(D こcen・b}r)and these obser-

＼ポーons cont ーnued fL・rsubsequent ten years

い onlー973 to l981)Dur ーng the study

rcnod alーthe clump~ of tl1ese 行vebamboo

、 ccーes we 「e auowed[o grow ーn undisturbed

cond ーt-on and no fellーngoperatlons were

Pracuced

Tilblc l

'′“‘/"α m"" “‘/gm ‘/"α′ ぬ P"mm “ " ‘′"′'夢 想〃 /…′ノル 用 Jmri d"′“〆

αge", 方yFbq “7わoo 叩 m ぞ o′β伽 g′od郡 /′
Mcan
vdーue 士 sE

β 1'‘′/gの ぼ

FG ‐Cーump
cuーmsgirth
(Nos) (ctn)

& わq′Cooα

FG C1ump
ctums glrth

(Nos,) (cm)

β,′0“8ばク′"′/α′α

FG C1ump
culms gー「th

(Nos) (cm)

β′"′‘′q l ん“ 口c* ′ロ

.

clumpi FGC1ump
耐 室,rーht i culms glrth
… - ▽

=

(cm)(Nos ) (cm) ・ (Nos)

1 1,6 50,0 12 28 5 18 300 3 0 870 2 592 2
(1973) ,02 45 02 20 0,4 52 05 132 0 5205

2 2 8 ー05 0 2 3 66 3 2 7 66 5 3 8 153 0 5 6 1459
(1974) 03 100 09 135 06 13.0 04 166 17232
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20 6
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3
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9

8
3

5
0

8
ー

5
0

8
2

4
1

430 0 4 9
35 0 ー2

507,6 3 7
66 6 0 3

243 0
28 3

307 0
36 5

439 3
56 3

46」O
510

520 ー
42 0

30ーO
4‘O

395 4
53 3

529 3
105 6

624 3
=5 2

805 4
146 ー

980 618 320.5

39
7

49
7

59
7

69
7

79
7

8

1.・1

1--▲

ーーー1

(1980) 0,6 75 8 05240

9
(1981)

(
ノ
ご
ゴ
ー
△
「・
‘

′
。
っ
ム

ー
ノ′h
V

′
0
7
十

1
2
2

16
4

23
7
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4

26
6

5272 25 ー
6ー6 6 2 ー70 5

1268 0
247 0

2 6 603 0 2 2 376 0 5 8 648 3 4 8 571031 1
0 6 58,0 05 537 !0 109 6 1 8 57,6 8 ,0

10 2 ,8 70 5 0 2 2 414 2 5 7 690 0 2 7 586,7 35.7 ー432 3 -
(1982) 0.7 114,5 0,5 583 1,6 ‐ 132 3 04 207,8 13.3 2810ー 、

ー 、‐'

C1umpraised through

Note :The second row of

offsetplanting

of each year a

in l972left

are ± SE.

Fig.1

undisturbed upto l983.

18
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E IO

8

も
　

4

2

A ・BAMBUSA VUUGARIS

B・B.BALCOQA

C;B.LONG ーsP「にULAtA

DEB,TULDA

E ・ MELOCANNA BACCIFERA

1 2 3
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4 　

CLUMP
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7 8
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Rate and Pattern of clumP eスpanston at dif汁eTent age ・n the 賃vebamboo sPeC・es

of Bangladesh
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Fig,2

A;BAMBUSAVULGAR1s

^
E
UY
α
W
↑
W
濯
q一
〇

1 2 3 4 5 6 7 89 ー0
1973 CLUMP AGE (YEAR) 1982

Growth rate of fuー1grown cuー・1r・produced at dーfTerenLage い the 6ve banrlboo

specles of Bangladesh.

出典

Banik, Ratan Lal(1988).lnvestigation on the CulmProduction and C1ump

E×Pantion BehaViour of Five Bamboo SPecies of Bangladesh.lndian Foた,
114 : 576‐583.
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データ採取地の立地環境

2) 材料と方法
さし木による育苗は 1981年 6月 ~12 月の約 6か月

間に , フィ リビ / 大学 口スバ ; オス分校内の苗畑 て

行 な った。供試 した竹種 は , βαmb 硲α 鋭"m 印 72α,

βα粥る俗α し"をα郡 ,D 鋤 中り倣わ伽硲 加8γ“‘加 ね俗 ,

Gzgα“の物の" をひ鵜,S 物 zzosねc利昭 m た卿 の 5 種類

てある。さし付け用の竹幹材料は分校内のマキリン

植物園より採取した。さし穂としては,1 年生竹の先

端部を除き,2 節をつけて切断した竹幹を用いた。さ

し付は苗畑に埋幹の形て水平植えした。半年後に堀

り出して, 発芽, 発根 , 生存状態などをしらべた。

さらに, 上記により育成したタケ苗を立地環境の

異なる 2か所に植栽した。その一つはフィリビ /大

学ロスハニオス分校附属演習林てある。植栽地は標

高約 300m, 土質は粘質壌土てあり, 周辺には熱帯

降雨林が生育してし・る。年間降雨量は looo mm 内外

と少なく,11 月 ~4 月は乾期となるが, 霧のかかる

ことか多く, 地下水にも恵まれ, 植物の生育には適

して い る。 こ こには , β b加川 eo;7α,S 痴れα,G ′妙‘s

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

鰭渡α彫なす畑蝦β券壕打押そ!届 #お浅【バイヨツリ , 鱗ョ議蹴 船強形ゑ′桝鳶

の 3竹種を 1982年 4月に植栽し, 無施肥区と施肥区

に分けた。施肥区には 1株当り 400gr ずつ 2回 , 植

栽時 と 6か月後 . 計 800 grの化成肥料 (14 14

14) を施与した。 1983 年 5月, 毎竹調査と標本竹の

顔出しによる部分量の測定を行なった。他の一か所

はルノノ島中部のパ / タパノカノ地域てある。ここ

は熱帯降雨林が破壊され, 消失した後広大な草地と

なっている所で土地はやせている。年間降雨量は 2000

mm 内外と前者より多いが, 時期的に集中し, 雨期

には洪水となることがある反面 ,6 ヵ月以上は極端に

乾燥する9も 現在日比協力による造林プロ/ エクトが

進められており, 乾燥や, やせ地に強いアカノア類,

7 ノ類その他か植栽されている。 ここには, 同じく

前述のさし木により育成した 5竹種、β b‘"'"鋼れα,

β 班 忽の 7s,S, か 加 G ′勿 zs,D 'だけ れ "賜 72“s, の 竹

苗を 1982年 8月に植栽後, 上記の造林プロノェクト

要員により生長経過か定期的に調査された。

表 2 マキリソ演習林に植栽した 3竹種の生長状況

Kauayan t1nIk q 紡ご加加 sα "" 粥弧れの

N
(本)

D
(cm)

H
(m}

Ws
(kg)

WB
(kg)

W′L
(kg)

WT
(kg)

lndex

(W一 WS/WL

竹 苗

対 照 株

施 肥 株

2 1

4 6

8 3

0 67

1 44

2 26

1 41

2 53

3 67

118

5 74

0 64

2 90

0 39

1 88

2 21

10 50

100

475

3 02

3 05

Anos(Sc た鑑os超物コ昭粥 Zz欄の

竹 苗

対 照 株
施 肥 株

4 5

19 0

41 8

0 38

0 83

1 06

0 92

1 62

2 19

0 85

2 90

0 33

115

0 64

2 18

1 82

6 23

100

342

1 32

1 33

Bolo(G 増復れfoc冠oq 毎ひろs)

竹 苗

対 照 株

施 肥 株

3 3

8 5

9 0

0 72

1 56

2 16

1 42

2 78

3 70

2 01

4 50

1 38

3 01

119

2 53

4 58

10 04

100

219

169

1 78

Ws 幹重量、WB 枝重量,WL 葉重量 WT=Ws 十WB 十W し
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表 3 パンタバノガソに植栽した 5竹種の生長状況

竹 種 &!棚b郡α
""mm 加

& 粥b渦α
ひ"忽αれS

Sごね‘2餌如cれ〕昭加
な捌

De れdγo餌 勿班雄

“2の7"z4 れれ鷹
Gzgzz“‘oc腸 oo
勿り婚

1株当り平均本数
最小‐最大

5 9
4-8

4 6
2-‐8

9 0
2-23

7 1
3-21

21 2
3-‐42

平均地際直径cm
最小-最大

1 63
0 40-4 6

1 62
0‐8‐ 3、5

112
0 2-3 5

1 38
0 2-3 5

0 74
0 2-‐1 2

平 均竹 高m
最小-最大

1 84 1‐79 117 1 58 0 76
0 37-‐1 300 64一4 10 0 60‐3 94 0 28-3 33 0 56-‐3 51

N X D 2H 28‐8 21 6 13 2 21 4 8 8

出典

鈴木健敬 :タケ類の育苗と造林試験、熱帯農業集報、No.65 、98~101.(1989)
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